
、■

＼

45-EOO1

ー

|

{

、

、

＼

初級情報処理技術者育成指針

一 「 ・ ＼
c

・'昭 和 、46年3月' 、-

/UIED[C]
.」')

財団法人 日本情報処理 開発セ ン ター

cL

、

＼



本事 業は,日 本 自転車振興会の機械工業振興資金 による 「昭和

45年 度情報処理普及促進 に関す る補助事業 」の一環 として実施

した もので あ ります。
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情報処理 および情報処 理産業の前途 には解決 を要す る幾多の課題があ りますが,

と りわけ情報処理技術者の育成 確保 は最 も基本的かつ重要な問題の一つ と考 え ら

れます。

当財団では情報 処理 に関す る諸問題解決のた め各種の事業 を実施 してお りま す

が,と くに技術者養成事業の一環 として,さ きに通商産業省の委託 を受けて作成

した 「上級情報処理 技術研修 ガ イ ドブ ック」をは じめ として,情 報 処理技術者の

各 レベルに応 じた育成指 針 ・学習書な どの作成 を実施中であ ります。

この 「初級情報処理技術者育成指 針」は,そ の一部 として完成 した もので,官

公庁,民 間企業 あるいは各種 民間養成機 関などにおいて,情 報処理技術 者を志す

人 々に,そ の基礎 を教育す る立場にあ る教師のための指導要 領 として活 用で きる

よう,と りまとめた もので あ ります。

すなわち,今 後 ますます 拡 大 し高度化 してゆ く情報 処理技術の発展 とともに,

その適用分野 もきわめて多岐にわた ることが予想 され ますが,将 来 これ ら各専門

分野にたず さわる上級技術者 に成長 してゆ くために,初 級情報処理技術者 として,

修得 しておくべ き共通的基本 的事項 を明確 に し,わ が国における初級 技術者の位

置づけ と,こ れの教育 目標,方 法,カ リキ ュラム編成な どにっいての指 針を示 し

たものであ ります。

ここに,本 育成指針の作成 にご尽力な らびにご支援 を賜わ った関係各位 に心か

ら感謝の意 を表 します とと もに,こ の育成指針が,各 方面 に利用 され,わ が国情

報処理技 術者育成 の基礎 固めの一助 として寄与で きます よ う念願い たす次第であ

ります。

昭和46年3月

・ 財 団法人 日本情報処理開発 セ ンター.

会長 難 波 捷 吾
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1.情 報 処 理 技 術 者 の 育 成

● コ ンピ ュー タ の進 歩 とその 利用 の広 が りは,情 報 の管理 と活 用 に関す る新 しい技 法と 適応 分 野

を生 み 出 した。 そして,各 種 産業,行 政 機 関,教 育研 究機 関 な ど社 会 の さま ざ まな面 で,作 業 の

効率 と質 を高 め てい る。

他 方で は,組 織 の再 編成,人 的 能力 と知 的 資源の 開 発,情 報 処理 技 術者 の 養成 ・確保 な ど,従

来 見 られ なか った 新 しい 課題 をか か え るこ とに な り・ その 解 釈 の仕方 が懸案 とな って 来 た 。

こ こで は,こ の ような推 移の 中で,情 報処 理技 術 者 育成 とい う課題 が どの よ うな 意味 を持 ってい

るか を述 べ る。

'

十

●

⑨

1.1情 報 処 理 技 術 者 の 不 足

一 般 に 新 しい 分野 の成 長 に は
,研 究 者 教 師,技 術者,さ らに実務 担 当者 や 操作 員 な どに優 れ

た人 材 が 必要で あ る。 し か し,優 秀 な教 育 の場 が なけ れ ば,こ れ らの人 材 を ひ きっ け,育 て る こ

とはで きない であ ろ う。 特 に短 期 間 に め ざまし く発 展 し た コ ン ピ ュ ー タ ・サ イエ ンス,あ るい

は情報 工学(Informatics)と 呼 ばれ る分 野 では,人 材確 保 の要求 を充足 す る こ とは 容易 で

ない。 す で に教 育の不 均 衡 に よ って,コ ンピュ ータ の成 長 は脅 か され て お り,教 育 機会 が 少 ない

た め に,コ ン ピュー タに関 心 を もっ てい る有能 な 志願者 を コ ン ピュー タの分 野 に参加 させ るこ と

が で きな い とい う状 態 が生 れ て い る。

IFIP副 会 長Dr.H.Zemanekは 今 後 の コ ン ピュー タ需 要 と要 員 に つい て次 の よ うに予

想 してい る。

① コン ピュー タ1台 につい て 平均 的 に 必要 な要 員 は,

高 級 専 門家1人

大 学 卒業 者3人

高 校卒業 者5人

職業 コー ス修 了者7人.

の割合 で あ る。 こ

② コン ピュー タ台 数 は,毎 年30%増 加 し,3年 ご とに倍ecな る。10年 ご とに10倍 に な る。

③ そ して近い 将来,多 くの 国で コ ンピ ュー タ保 有台 数 は,1970年 にお けるア メ リカの コ ン
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ピュ ー タ密 度,す な わ ち2億 の人 口に対 して60,000台 の割 合 に達す るで あ ろ う。

これ に具体 的な 数 字を 当て は めてみ ると,次 の よ うにな る。 人 口百万 人 の 国に お け る到達 点 は,

コンピュータ

高級専門家

大学卒業者

高校卒業者

その他

300台

300人

900人

1,500人

2,100人

で あ る。1億 人 の人 口 を もつ 国 では,

コ ン ピ ュー タ30,000台

大 学卒 業 者120,000人

そ の他360,000人

で あ る。

わが 国で 必 要ecな るのは,30,000台 の コン ピュー タ と480,000人 の コ ン ピュ ー タ人 口で あ

る。

この数字 を実 現可 能 な値 に減少 させて み たと して も,な お情報 処理 技 術 者 を養成す るため の教

育にっ い て,緊 急か っ 巨大 な仕 事 がある こ とは 明 らかで あ る。

■

1.2情 報 処 理 教 育 の 質

コン ビ。ユー タ の利 用 は,1960年 代 の初 期 の段 階で は,日 常 的か つ断片 的な事 務 処理 や計 算

処理 の 分野 に限 られてい た。 し か し,最 近 では各 種の情 報 や デー タ を有 機 的に利 用 し なが ら,

11総合 的 な判 断 を要 す る計 画 ・管理 ・意思 決 定|1に 役立 て るとい う高 度化 の万 向 を強 めて い る。

そ して コン ピュー タを中 心 とす る情報 処 理 シス テ ムは,企 業 や 組 織体 の中 の管 理 中枢,あ るいは

頭 脳セ ン ター 的な役 割 を担 いっつ あ る。 このよ うな段 階 では,コ ン ピュー タの 要員 は,も はや単

な る技 能者 として の技 術 的 な能 力を持 ってい るだ けで はつ とま らない。 い わゆ る情 報 処理 技術 の

習得 に加え て,社 会科 学 や社 会 工学 的 な物 の見 か たや,さ ま ざまな業 務の 実務経 験 が必 要 に な っ

たので あ る。 こ うして,コ ン ビ。ユ一 夕要 員 は,コ ンヒ。ユー タ部門 の専 門技 術者 とい う従来 の 狭い

観念 か ら脱却 して,新 しい知 的 技 術 者 へ の転化 を迫 られ てい る とい え る・

この よ うに考 える と,現 代あ るいは 次 代 の情 報 処理 を支 え る情 報 処理技 術 者は,そ の教 育 の初

めか ら,専 門 技術 につ いて の知識 と ともに,広 く関連 諸科 学 に関 す る基 礎知識 と,豊 か な 教養

をあ わせ て 身につ け て行 く ことが 期待 され る。 加 えて 絶 えず 自己 学習 によ って,日 々新 た に開 発
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されて 行 く新 しい技 術 を独力 で習 得 で き るよ う,研 究 的 な態 度 や意 欲 を身 につ け な けれ ば な らな

い の であ る。

シ

こ う した 情報処 理 技 術者 の 量的,質 的変 化 を考 える と,情 報 処 理技 術 にっ い ての 教 育は,旧 来

の さま ざまな 技術教 育 とは異 質な もの で なけ れ ば な らな い ことが 明 らかで あ る。

次の よ うな 点が 重要 であ る。

(1)情 報 処 理技 術 は,か つ て 工業 化 を推 進す る さい に,人 材 の基 底 をか た ちつ くって きた技能 と

は,異 質 の もので あ る。 従 来 の技 能 は,経 験 か ら学ん だ知識 の 累積 や,徒 弟 的訓練 を経て 習 得 し

た もの で,知 識 や技 術 は 断片 的で あ り,ま た一 度身 に っ けれ ば 長期 間有 効 で あっ た。

新 しい知 的 技 術と して の 情報処 理 技 術は,理 論的 知識 を体系 的 ・組 織 的 に学 習しな けれ ば習 得で

きない。 そし てた とえ 習得 で きた として も,そ の ま まで は不 断 の技 術進 歩 の過 程の 中で 陳腐化 し

てしま うか ら自己学 習 に よ っで変化 に 適応 で き る能 力 と,自 己 革 新 に対す る意欲 的 態度 の育 成が

同 時 に要求 され るの で あ る。

② 情 報処 理技 術者 の教育 は,そ れ 自身が 新 しい 教育 の モ デル にな らな ければ な らない。 す なわ

ち,組 織 的 ・体 系 的 に解 析で き る思 考能 力や,主 体的 な学 習態 度,知 的態 度 の育 成 を主 眼 と し た基

礎 教育 を中 心 にし て,長 い 人 生 のあ らゆ る時期 に わ たって絶 えず,よ り高 度 の,よ り新 しい 知 識技

術の 学 習がで き るとい う生 涯教 育の 理 念 の 展開 で あ る。 情 報処 理 につ い て の教 育は,.そ の本 質 か

らし て,そ の ような新 しい教 育 の 先駆 的形 態の 先 取 りとい う性格 を持 たな けれ ばな らない の で あ

る。

(3)情 報処 理技 術 にっ い て の教 育 を効 果的 に行 な お うとすれ ば,高 校,高 専,大 学 な どのい わ ゆ

る学 校教 育 と,企 業 内教 育 各種 講 習会 各種 学校,さ らには 放送 教 育 な ど他の さま ざま な教育

システ ム との間 に,有 効 適切 な機 能 分担 や協力 関 係 がで きてい な け ればな らない。 しか し生 涯教

育 とい う観 点か ら考 え ると,そ の中 で も,企 業 内教 育は 特 に 重要 で あ り,企 業 内教 育 の 発展 と充

実 が望 まれ るの であ る。

、
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2.初 級情 報処 理技 術者育成 指針の位置づけ

●

文部省では,昭 和46年 度か ら高校の工業教育 商業教育において,一 般学科の中で情報処理

教育を充実させ るほか,情 報処理技術にっいての事項を専門に教える情報処理学科を新設して,

技術者の養成をはかろうとしている。

工業教育における情報処理学科(情 報技術科)の 目標は,「 電子計算機 に関する知識と技術を

習得させ,電 子計算機を利用す る工業生産の各種業務および電子計算機を生産する各種業務に従

事する者を養成する」 となっている。

商業教育 を受ける生徒に対して も,将 来産業経済を担う一 員として,産 業経済界に普及しつ

つあるコンピュータについての知識を持たせることが必要である。そこで商業教育における情報

処理学科として情報処理科が設けられる。情報処理科では,「 事務および電子計算機利用に関す

る知識と技術を習得させ,情 報処理に関する業務に従事する者を養成する」 ことになっている。

普通高校における情報処理教育 も拡充されつつある。

たとえば,昭 和48年 度か ら,普 通課程の数学科に,「 電子計算機 と流れ図」などの領域を設

けることが予定されている。

初級情報処理技術者育成指針(以 下本育成指針という)は,そ の内容はほぼこれら高校におけ

・る情報処理学科の教育と並ぶものであり,企 業内において情報処理についての職業教育を行なう

ときの指針として作られたものである。

本章では,本 育成指針の対象,教 育の目標・水準,情 報処理教育を担当する教師に必要な資質

などについて述る。

2.1初 級 情 報 処理 技 術者 育成 指針 の対 象 者

本育成指針の対象者は次のようなものである。

(1)高 校普通科2年 修了程度の学力を持っている。

② 情報処理技術についての知識が全くない。

⑧ コンピュータを道具として利用することを考え,主 担当者の補助者として情報処理業務を遂

行することが予定されている。

情報処理の分野は,非 常に応用的な分野で,そ れにたず さわるものには幅の広い知識,分 析力

や判断力,応 用力などが要求される。特定の分野に詳しい知識を持っていて も,そ れが幅広い知

●

●

●

←
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●

●

識 と調和 して いな け れ ば有 力 な 武器に はな らない。 本 育 成指 針で 前 提 とし てい る高 校普通 科2年

修了 の 学力 とは 次 にあ げ るよ うな基 礎 的な学力 が 高 校2年 修 了 の学 力に達 して い る とい うζ と

であ る。

国語 … … 読む 力,書 く力,発 表 す る 力,鑑 賞評 価す る力

数学… …考 え る 力 計 算 す る力,

理 科… …現 象を観察 す る力,生 活 に活 用 す る力,数 学 を応 用す る力

英語 … … 原書 を読 む 力,書 く力,

社会… … 発表す る力,そ の他

本 育成 指 針で は,こ の よ うな基礎 的 な学力 が あれ ば特 に 適性 は 問 わ ない。 情 報処理 技 術者 とし

ての 適 性 があ る かど うか を見 るた めに,適 性 検査 が 広 く行 なわ れ てい るが,初 級 情報処 理 技 術者

を育成 す る ため に,適 性検 査が 重要 で あ るとは思 わ れ ない。 本 育 成指 針 で は,基 礎 的な学 力 だ け

を 問題 にし てい るので あ って,情 報処 理 にっ い て の知 識 は求 め ていな い。 情 報 処 理技 術 に つ いて

は未知 で あ る こ とを前 提に して カ リキ ュ ラム の編 成 を 考 えて い る。

本育成 指針 で は,初 級 情報処 理技 術者 の 育 成 を 目標 に してい るが,初 級 情報処 理技 術 者 と は何

で あ ろ うか 。 中級情 報 処理 技 術 者,上 級情 報 処理 技 術者 との関連 で 考 えて み よ う。

コ ン ピュー タを使 っ て事 務処 理 を機械 化 す る こ とを例 に とっ てみ よ う。 そこ には,

① 関連部 門 と折 衝し な が ら,機 械 化 の範 囲 や 時 期,万 法 な ど基 本 的な こ とが らについ て万 針 を

ま とめ る作 業 。

② そ の方針 に従 っ て 機械 化 の 構想 を具体 化 して設 計 す る作業 。

③ プ ロ グラム を作 る作業 。

④ 機械 化が 実 行 に移 され たあ との コン ピュー タ操作 な ど日常 的な 作 業 。

な どが あ る。

初級 情 報処 理 技 術者 は,③ にっ い て は,適 当 な 技術 的指 導 を受 け れ ば'独 力 で 作業 を担 当す る,

こ とがで きるであ ろ う。 ② につ いて はフ 主担 当者 の もとで,指 導 助 言 を受 け なが ら補助 者 と して,

コ ン ピュー タを 活 用 し た情 報処 理 シス テ ム を設 計 し,具 体 イヒす る作業 にあ た るこ とが で き る。

初級 情 報処 理 技術者 は 将 来 実務経 験 を積 み,中 級,上 級 の 教育 を受 講す るこ とに よ っ て,中

級 情報 処 理技 術者,あ るい は上級 情報 処 理 技術 者 と し て成 長 して 行 くことが期 待 され る。

上級 情報 処理 教 育の た め の上 級情 報 処理 技 術 者育成 指 針 は,「 上 級 情報 処理 技 術研 修 ガ イ ドブ

ック」として㊥ 日本 情 報処 理開 発 セ ンターか らす で に刊 行 され てい る。 中級 情報 処理 教 育 のた め の

中級情 報処 理 技術 者育 成指 針 も,近 い 将来 に作 成 され る ことが望 まれ てい る。
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2.2情 報 処 理 技 術 者 に 期 待 さ れ る 資 質

一 般 に技 術者 に必要 な こ と として
,

① 何 を作 るか,何 を期待 され てい る かな ど,目 的 や対 象 を 考 え る。

② 万 法 や 手段 を工夫 す る。

③ 試作 や 実験 を行 な う。

④ 成 果 を得 る まで努 力す る。

⑤ 結 果 を評 価 ・反省 し,改 善 のた めの デー タを ど る。

な ど をあ げ るこ とが で き る。'

この よ うな点 を考 え ると,情 報処 理技 術者 には次 の よ う な資 質が 必要で あ ろ う。

(1)基 本 的 能 力

(a)体 力 と精 神力:体 力 と精 神力 は技 術者 に一 般的 に要 求 され る資質で あ る。

㈲ 思 考力:情 報 処理 の 分野 で は,と りわけ 「考 え る」 ことが強 く要 求 され る。 し たが って 教 育

で は,思 考学 習 を重視 しな けれ ば な らない 。こ の場 合,単 純 な条件 の も とでの思 考か ら,む ずか

しい 課題へ と,順 次高 度 な思 考学 習へ 移 るよ う指導 して行 くことが必 要 であ る。

(c)創 造 力 と応 用力:情 報処 理 技術 者 は,常 に 新 しい もの を創 造 しなけ れば な らない か ら,創 造

力 と応 用力 は,技 術 を支 え る根源 で あ る。

((0記 憶 力 と理解 力:進 歩の 早 い情 報 処理 技 術の分 野 で は,新 し い技 術 を 体得 し,活 用し,応 用

す るため に,豊 かな記 憶力 と理 解 力が 必要 であ る。 記 憶 力 は思 考 ・創 造 な どの基 盤で あ るか ら,

理 解 して 正 し く記憶す る とい う,学 習 の態度 が 望 まれ る。

(e)批 判力 ・判 断 力,反 省 力:情 報 処 理 につい て は,い ろ いろ な 考 え万 や処 理 の仕 方が 存 在し て

お り,最 善の万 式を 見 つけ るこ とが むずか しい。 し たが って,と りわ け 批判 した り,判 断 した り,

反 省 し た りしなが ら向上 をは か るこ とが 必 要で あ る。

(f)指 導 力:情 報処 理 の分野 で の作業 は,考 えた こと を発表 し,承 認 を うけて,実 行 す る とい う

過程 の 繰返 しで あ る とい って もよい。 し たが って,重 要 な のは,積 極 性 で あ り,指 導力で あ る。

この 資質は 特 に 中級,上 級 の技 術者 に対 して強 く要求 され る。

(2)態 度 と習慣

ω 意欲:情 報処 理 は新 しい 分野で あ り,将 来 の 産 業経 済 社会 を支 え る重 要 な分野 であ るか ら,情

報処 理 技 術者 をめ ざす 人 た ちが,学 習 や 勤労 に対 して誇 りや意 欲 を持 つ こ とは 容 易 で あろ う。 新

しい 分 野を 担 当す る人 たち に求 め られ るの は,は つ らつ と した 態度,積 極 的 な姿勢,知 識 を吸 収 し,

仕事 を仕上 げ るため の あ くな き意 欲 で あ る。

一6一

■

●

■

■

わ



●

(b)忍 耐力 と持久 力:高 度の 忍 耐力 と持久力 の必 要性 は,コ ン ピュー タ と接 した こ とのあ る人 な ら

ば だれ で も痛 感す ると ころ であ る。 それ は 可能 性 を 現 実の もの とす るため に,ま た技 術 の進 歩 の

ために不 可 欠 であ る。

(c)向 上 心 と謙虚 な態 度:情 報処 理 の 分野 で は,研 究 開発 の 成果 を利 用 しあ うこ とが 多 い。 また 個

人の 力 がい か に 微弱 であ るか を知 る ことであ ろ う。 自己 のい た らなさ,誤 りをい ち早 く 自覚 し,先

人 の業 績に敬 意 を払 い,向 上 心を もって,あ とに 続 く人 に対 して 進 んで 貢献 す る態 度 が必 要で あ る。

(d)自 主 性 と協 調性:情 報 処理 の 分野 で は,グ ル ー プで作 業 す る こ とや,関 連 部門 との人 的 な接 触

が多 いの で,協 調性 が重 要 であ る。 また ,果 さな け れば な らない使 命 を認 識 し,進 ん で物 事 を解

決 し,自 主的 に責任 を持 っ て作 業 を進 め る態 度 と 習慣 が 望 まれ る。

(e)社 交 性 と独 立性:多 くの 人 と積極 的 に交わ り,知 識 を広 くす ると同 時ec ,他ec依 存 しな いで,

習 得 した 知 識 を応 用 し,技 術 を向 上 させ るゆ と りが ほ しい。

2.3初 級 情 報 処 理 技 術 者 育 成 指 針 の 目 標,水 準

本 育成指 針が 目標 に してい る ことの1つ に,前 節 で示 した よ うな 資 質の 向 上があ るが こ こでは

教 育 目標を もっ と具体 的 に述 べ てお こ う。'

●

2.3.1具 体 的 な 教 育 目 標

本 育成 指針 の 目標 は,情 報処 理技 術者 に 対 して期 待 され る初級 の 技術 を習 得 させ るこ とに あ る。

ここで 情 報処 理 技術 者 と は,コ ン ピュー タを用い て情 報 の 整 理
,力 日工,蓄 積,検 索な どを行 な う こ

と を 目的 として,シ ス テム の分 析 や 設計,プ ロ グ ラム の 設 計 や作成 な ど を行 な うもの とい う程 度の

意味 で考 えてい る。

情報処 理に つい て の 初級 の 技 術 とい え ば コ ン ピュ ー タの知 識 が 中心 に な る であろ う。 コ ンピュ

ー タ を道具 とし て使い こな せ る力 を持 たな ければ
,情 報処 理 を考 える こと はで きな いか らであ る。

そ こで 本 育成指 針 では,・ ン ピ.一 夕 を中 心e・しなヵ1ら,・ ン ピ。一 夕 鯉 解す るた め、,必要な,

デ ー タ処 理 につい ての 最 低限 の 周辺 知識 を教 え ることに な る。 本 育成 指針 で は,次 の よ うな こ とが

らにつ いて の教 育 を期 待 して い る。'

(1)ソ フ トウエ アの基 礎 知 識

プ ロ グ ラム の基 本 概 念,流 れ 図,汎 用 プ ログ ラム,フ ァイル の概 念 な どにっい て 教 え る。

(2)プ ログ ラム の作 成能 力

プ ログラ ム設計 書 を見なが らプ ログ ラム を作れ る能 力 を身 につ け させ る。
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1

(a)JIS水 準3000FORTRAN

(b)分 類 報 告 書機 能 大 記 憶の処 理 な どの機能 を 除い たCOBOL65

の うち,い ず れ か の言語 を使 って,プ ログ ラム設 計 書 を見 な が ら,一 通 りの プ ログ ラムが 作 れ る

よ うに な る こ とを期 待 す る。

(3)ハ ー ドウエ ア の基 礎 知識

人 出 力装置,制 御 装 置 演 算装 置 記 憶装 置にっ いて,種 類 や機能,特 徴 な どを教 え る。

(4)関 連知 識

情報処 理 の 基本概 念 や,コ ン ピュー タ の適 用分 野にっ いて の初 歩 的な知 識を教 える。 特定 の業

激 密撫 醒 する磯 は教えない・たとえば酬 計難 主とする業務迦 要な数値計算の購

には,本 育成 指 針で は 触れ な い。 必要 で あれ ば別 に教 育 す る必 要が あ る。 統 計学 の応 用な ど も,

本 育成 指 針に よ る教 育 修了後,別 に習 得す る こ とを期待 してい る。

口

●

2.3.2中 級,上 級 情報 処理 技 術者 育 成指 針 との関 係

初級の教育を修了したあと,さ らに次のような教育を受けて,実 務経験 を積めば・専門的な技

術者としての実力をっけることができる。
上級技術者

1実務経験1

上 級 情 報処理 技 術者教 育,

一ー 一一ーー一 －L-一 一 一一ーーー ー一 中 者一
1中継 醐 理節 教 訓

初級技術者

1実務経験1年l

l初 級儲 処理技術者教育1

高校 通科

2年 の学力

2.3.3情 報 処理技 術 者 試験 との 関係

昭和44年 度から情報処理技術者試験が行なわれてい るので,技 術者試験との関係にっいて触

れておこう。

本育成指針にもとつく教育を修了して実務につき,プ ログラム作成の経験を1年 程度積めば・
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●

●

●

・

'

情報処理技術者試験第2種 相当の水準に達す ることを目標としている。

2.3.4教 師 と な る 人 に 望 ま し い 資 質

教 育 活動 では,教 師 の良 し悪 しが 教育 効 果 に大 きな影 響 を与え る。

そ こで,こ こで は 教 師に 望 まれ る資質 にっ いて,

・一 般 的資 質

・技 術力

・教 育力

と い う3っ の 面か ら考 えて み ること にし よ う。'

(1)一 般 的資質

教育 職員 免 許法 で は,教 師の一 般 的 資質 にっ いて 常 識 人 として の最 低 限 の わ くを定め て い るが

(注1),望 ま しい 資質 とい う点か ら見 る と,次 の よ うな点 が重 要 で あ る。

ω 教 育 に対 す る情 熱 ・・

教 育活動の 成 果 は,.教 師 個人 の努 力 に依 存 す ると こ ろが大 きい の で,教 師が教 育 に情 熱 を持 っ

てい る とい う こ とが大 切 であ る。

(b)尊 敬 され る人 格

教 師が 生徒 に 信頼 され 尊 敬 され る ことは教 育効 果 の上 で 重要で あ る。 信 頼 され た り尊 敬 され

るた め には,技 術力 を持つ だけ で な く,人 格 的に も優 れ てい るこ とが必 要 であ る。

(c)積 極 性

教 育活 動 に は,本 来,日 々創 意 や工 夫 を加 え,改 善 して 行 くと い う積極 的 な姿 勢 が 必要 で,情

報 処理 にっい て の教育 では,特 に 積極 性 を持 つ こ とが重 要 に な る 。 教育 の 内容 が新 しい 分野 の

技 術で あ り,速 い速 度 で 変化 してい る。 し たが って,常 に最新 の技 術 の動 向 を知 り,そ れ を完 全

(注1)教 育職員免許法では,次 の項 目に該当する者には,免 許を授与できないとしている。

(a)18歳 未満の者

(b)高 校卒業と同等以上の資格をもたない者

(c)禁 治産者や準禁治産者

(d)禁 鋼以上の刑に処せられた者

(e)日 本国憲法施行の日以降 政府を暴力で破壊する主張を持つ政党や団体を結成したり,加

入した者
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に 自分の もの として教 育に 取入 れ るとい う努 力 が求 め られ るので あ る。

(2)技 術力'

技 術 力 につい ては,情 報 処 理技 術 者 試験 第1種 の合 格 者(注2)と ほ ぼ同 等の 実力 を持 ち,か .

っ 実 際 に実 務 経験 を持 ってい る ことが 望 ま しい。

⑧ 教 育 力

教 育 職 員免許 法 施行 規則 では,教 師に教 育 力 をつ け させ るた め に,次 の よ うな教育 に関 す る専

門科 目 の修 習 を義 務づ けて い る。

(a)教 育 原 理

ω 教育 心理学,青 年 心理 学

(c)教 科 教 育法

(ω 教 育実 習

畠

9

した が って,本 育成 指 針 に もとつ く教育 を担 当す る教師 に対 して も
,そ れ と 同等の 配慮 を し,

教 育 を担 当 させ るの に 先だっ て,教 師 としての 訓 練 をす る こ とが望 ま しい
。

(注2)第1種 情 報処理 技術者 に対 しては 次の ような分野 の知識 と技術力 が要求されてい る。

ω ソフ トウェアの知 識

(i)コ ンピュー タicよ る問題処理手順.流 れ 図,プ ログ ラム記憶方式

(li)フ ァイル

(iii)プ ログラ ミング言語 と汎用 プロ グラム ・パPtケ ー ジ

(iv)オ ペ レー ティング ・シ ステムの基本概念

(V)オ ン ライン方式についての基本概念

(vi)文 書化

ω プログラム設計につ いて

(i)入 出力データ,フ ァイル,コ ー ドな どの設計

(iDプ ログラム構造の設計

(iiDデ バ グ方式 の設計

(iv)チ ェ ック万式の設計

(c)プ ログラミングにっい て

プログ ラム作 成の知 識と経験

(d)ハ ー ドウエアの知識にっいて

(i)入 出力装置,制 御装 置,演 算装置,記 憶装置な ど

(ii)デ ー タ伝送,端 末機器の種類 ・機能 ・特徴など

(iiDシ ステ ムの構成と効率

(e)情 報処理 についての一 般的知 識

一10一
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■

3.カ リ.キ ュ ラ ム の 編 成

φ

カ リキュ ラム は,教 育 目標 を達 成す るた めの 教 育 計 画 であ る。 カ リキ ュ ラム を編成 す ると きに

は,次 の よ うな手順 が 必要 にな る。

① 教 育の 具 体 的 な到達 目標 を決 定 す る。

② それ ぞれ の 教育 目標 を達 成 す るの に必 要 な指 導 内容 を明 らかにす る。

③ 指 導内容 を さ らに 吟 味し て,カ リキ ュ ラム を構成 す る各項 目を選 定 す る。

④ 最 後 に,各 項 目の適 切 な配列 と,時 間 数を決 め る。

以上に よ って特定 の環 境や 条 件 下 で実 施 で きるカ リキュ ラムが編成 され る。

こ こで は,初 級 情 報 処理 教 育に お け る指 導内 容,教 育の 性 格,項 目の 選定 の 仕方,カ リキ ュ ラ

ム編 成例 な どを述べ る。

●

8

3.1指 導 内 容

一 般 に教育 内容 を選定 す る にあ た
っ ては,受 講 者 が将 来 従事 す る職 種や 作 業 内容 につ いて 詳 細

な 資料 を得 てお くことが 必 要 であ る。 そ して 教育 に対 す る期待 や要 望 を十 分理 解 した上 で 指 導

内 容 を抽 出す る こ とであ る。 また 指 導内容 を定 め たあ と も,情 報処理 部 門の 仕事 の内容 が絶 えず

変化 し,教 育万 法 や 教育技 術 も時代 の 推移に よっ て変 るもの で あ るこ とに留意 し,学 会 誌,コ ン

ピ ュ ー タ 業界 の機 関誌,研 究所 の機 関 誌,そ の他 の 専 門 誌,企 業内 の情 報処 理技 術 者教 育 の 実

際例 な ど を参 考に しな が ら,常 に改 善を加 えて行 くこ とが 望 ま しい。

この場 合 教 育 に対す る期 待 を 調査し,そ れを で き るだけ カ リキ ュ ラム に盛 込 もう とす る と

教 えな ければ な らな い知 識 や技能 が非 常にた くさん あ るよ うに思 えて,そ の 取 捨 選択 に 困 る場 合

が 出て こよ う。 そ こで,第1ec「 基礎 的な知 識技 能 とは どん な もので あ るか」 をよ く吟 味し て,

正 し い理 解 を 持つ こ とで あ り,第2ec教 育の 具体 的目 標 を十 分検 討 して,「 指導 の重 点を どこに

置 くか」 を見 きわ め るこ とで ある。

こ こで1よ 本育 成 指 針 こもとつ く教 育 の標 準 的 な項 目と指 導 時間 を示 す 。 その 内 容 は それ ぞれ

の教 育 の場 の状 況 に応 じて吟 味 し修 正 で きる。

一11一



標準 的な カ リキ ュ ラムの 内 容

項 目 標準時間数

基礎編 200時 間

デ ー タ処 理 の基礎 50〃

事務 とデ ー タ処 理 15〃

機械 に よるデー タ 処理 16〃

デー タ収集 19〃

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ エ ア 50〃

ハ ー ドウ エ ア の あ らま し 10〃

i入出力装置 14〃

記憶装置 13〃

演算・制御装置 13〃

コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ エ ア 50〃 ・

プ ロ グ ラム のあ らま し 17〃

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム 15〃

言語 のあ らまし 18〃

コ ン ピ ュー タの 利 用 50〃

シ ス テム 設 計 40〃

コ ン ピ ュ ー タ の 応 用 10〃

実習編 300時 間

プ ロ グ ラ ミン グ

器F闇 かを
220〃

デー タ準 備 30〃

コ ン ピ ュ ー タ の 運 用 50〃

'

基 礎 編で は,情 報 処理 の基 礎的 な知 識 を体 系 的に教 え るこ とを期待 して お り,200時 間を予

定 す る。 実 習編 で は主 と して プロ グ ラ ミン グの技 術 を修得 させ る。 技 術 的 な分 野 で 実務 につ く場

合 と,事 務 処 理 の 分野で情 報処理 業 務 にたず さわ る場 合 とで は,使 用す る プロ グ ラ ミング言 語や

プロ グ ラ ミング技 法が 異 る ので,FORTRANとCOBOLは,必 要に応 じ て どち らか 一方 を

一12一
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選 択 させ て,教 える こ とにす る。 実習 編で は,で き るだ け プロ グ ラ ミン グの実 習に 時間 をか け る

ことが望 ま し い。

」

3.2教 育 の 性 格

す で に 述べ た よ うに,こ?カ リキ ュラム で は,職 業教 育 の 場 での 初級 情 報処 理 教育 に つ いて 標

準 的 な 項 目を示 し,そ れぞ れ につ いて 時 間 数を 示 し てあ る。 し か し,本 質 的 に は教 育 内容 を統一'

し画一 化 す るこ とは で きない はず で あ る。 職場 の状 況 が さま ざ まで あ るし,受 講者 の技 術 的 な水

準 も,時 間 や場 所 に よ って異 るか らであ る。 講 習 にさ く時間にっ い て も,あ る企 業 で は一 定 期 間

全 勤労時 間 を さいて,集 中的 に教 育 を行 な う ことが で き るか も知 れな い し,他 の 企業で は・ 午後

の 時間 だ け とか,勤 務 時間外 を 使 って かな り長 期的 な コー ス を 設 けな けれ ば な らないか も知 れ な

い。 時間 的 な制 約 で場 合 に よって は,短 縮 コー ス を行 な わ ざ るを 得な いか も知 れ な い。

このカリキュラム は,そ うし た具体 的な 事 例 を想 定 して 作 られ て はい ない。 初級 情 報 処理 教 育 は

どうあ るべ きか とい う観点 か ら,標 準 的な 内容 を示 して い るに す ぎない ので あ る。 した がって

教育 を企画 す る もの は,そ れ ぞ れの 場 にお け る具 体 的な教育 目標 に照 らして,重 点 の置 き ど ころ

を定 め た り,教 育 目標 を達 成す るた めに工 夫 をこ らす な ど 個々 の 努力 が 期待 され る。

ま た教育 の 目標 が企 業 内で 実 務 に たず さわ って い る ものを 直接 の対 象 に してい るので,教 育 が

知識 偏重 に な らない よ う,実 地 に役 立 っ技 能 面 の指 導 に重 きをお い てい る。 教 育 の中で の 例 題 の

取 り上げ 方 や,演 習 の 仕 方 な どは,か な り教 師 の 裁量 にゆ だ ね られ て い るが,教 育 の性 格 か ら考

えて,で きる だ け実務 の中 で 実 際 に採 用さ れてい る原理 ・原則 や 処理 万式 を例 示 して 行 くこ とが

望ま しい。

具 体的 な事例 に触 れ なが ら,情 報処理 の 概 念 や役 割 にっ い て基本 的な こ とが らを正 し く理 解 す

る ことが で きれ ば最 も望 ましい とい えるだ ろ う。

●

3.3コ ー ス の 選 定

現 在では,情 報処 理 業 務 に たず さわ っ て い た り,情 報 処理 に関 心 を持 って い るものに は,必 ず

し も十分 とは い えない が,さ まざ まな教 育 の機 会 が あ る。 主な もの をあげ れば次 の とお りであ る。

(])高 校 の工 業教 育 の 分野に お け る 機 械 ・電気 ・電 子 ・化 学 ・建 築 ・土 木 ・自動 車 ・造 船 ・紡 績'

色染 な どの学 科 に おい て拡充 しつ つ あ る情報処 理 の基 本 技術 に関 す る教 育

② 高校 の工業 教 育の 分野ec昭 和38年 か ら生れ た電子 科 に おけ る コン ピュー タに関 す る基礎 的

な教 育
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(3)高 校の 工業 教 育 の分野 に新 設 され た情報 技 術科ecお け る情 報 処 理技 術 に関す る教育

(4)高 校の 商 業 教 育にお け る商 業科,事 務科 経理科 な ど に新 設 されっ っ あ るコ ンピュー タを用

い ての情 報処 理 に関す る教 育

(5)高 校 の商 業教 育 の 分wyOC新 設 され っっ あ る情 報処 理 科 にお け る情 報処 理 教育

、

(6)電 子計算 機 専 門学 校な どの 各 種学 校

(7)コ ン ビ。ユLタ ・メ ーカ が提 供 して い るユ ーザ に対 す る コ ン ビ。ユ一 夕 教育

(8)特 定の ソ フ トウエ ア会 社や 民 間の 教 育 機 関が行 なってい る コン ヒ。ユー タ教 育

(9)テ レ ビや ラ ジオの コ ンピュー タ講 座

OO)コ ン ヒ。ユ一 夕 に関す る講 習会,講 演会,ゼ ミナ ール な ど。

⑪ コ ン ピュー タ に関 す る入 門 書や独 習書

教育 の受 講者 は,ご れ らの教 育 の機 会 に多か れ 少な かれ 触れ て い るであ ろ う。 した が って,本

育 成指 針 に盛 られ てい る内容 につ い て,す で に 断片 的 な知識 や,場 合 によ っては,部 分 的 に相 当

な知識 を持 って い るか も知 れない。 しか し,そ れ らの知 識 を前提 に して,安 易 に,カ リキ ュラム

の 内容 を削 除 すべ きで はな い。 受 講者 の持 ってい る知識が 完 全であ る とい う確 信な しに 特 定の 項

目 を削除 す る ことは,教 育 効果 を半減 す る こと にな るで あ ろ う。 本 育 成指 針が 目標 にし てい るの

は コン ピュー タや情 報処 理 にっ い て の断片 的 な知 識で は ない。 本 育成 指 針の 目標 は,情 報 処理

につ いて の基 本的 な概念 と技 法 を身 につ け,そ れ を実 際の場 に応 用 で きる力,'さ らに中級 上 級

と技 術水 準を高 め て行 く力 を身 につ け る ことで あ る。

したが って 教育 の場 で・ 項 目 を決 め・ 時 間数 を割当 て る ときに は,指 導 内容 の適 正 な配 列 と,

各 項 目の 指導 内 容 の相 互の 関連,各 指 導内 容 の学 習 時 間の 調整 な ど に,十 分 な配 慮が 欲 しい。 ま

た 実習 施 設 や 設 備,教 員組 織な ど も考 えて,い た ず らに理 想 に走 り,実 施 上困 難 を生 じる こ との

な い よ う留 意 し,し か も効果 的な 教 育の 仕 方 を 考 えな けれ ば な らない 。

ま た,す でに 述べ た よ うec,カ リキ ュ ラム は,1度 これ を編成 す れば,そ れ で よい とい う もの

で はな く,科 学 技術の進 歩,産 業界 の 実 態,施 設 ・設 備,教 員組 織 の変 化 に応 じて検 討 を加え,

教 育 効果 を あげ るよ う不 断の努 力が 必要 で あ る。

凸

♪

3.4カ リ キ ュ ラ ム の 編 成 例

次にカ リキ ュ ラムの 編成例 を 示 す。

(1)標 準 コース

期 間4ヵ 月17週 間
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じ

時 間割1日6時 間(午 前2時 間30分 午後3時 間30分)

1週30時 間(月 曜 日～ 金曜 日)

土曜 日は,自 習 に あて る。

編成例

午 前 午 後

週
日数 時間数 内,容 日数 時間数 内 容

基礎 実習 内容 は,生 徒 の理

1～4 20 50
デ ー タ処 理 の基 礎

解鹿 実習の環境条件

基礎
な どに よ って決 め る・

1例 を あ げ る と次 の と

5～8 20 50 コ ン ヒ。ユ 一 夕 の ハ ー ド お り。

ウ エ ア
1.デ ー タ 準備

80 280 2プ ロ グ ラ ミ ン グ

基礎
(基 礎 的な もの)

9～12 20 50 コ ン ピ ュ ー タの ソ フ ト
3.コ ン ピ ュ ー タ の 運 用

ウ エ ア 4.プ ロ グ ラ ミン グ

基礎
(総 合演習的なもの)

13～16 20 50
コ ン ピ ュ ー タ の応 用

.

17 5 12.5 総 合演習,ま とめ 5 17.5 総 合 演 習,ま と め

合計17週,85日,510時 間

② 短 縮 コー ス

受講 者 の基 礎 知 識,実 務 の要 請,教 育 環 境や 教 育施 設 ・設備の条 件な どに よっ て,標 準 コー ス

を 分割 して 行 な っ た り,場 合 に よって は 内容 の一 部 を省略 して,教 育 期 間を短 縮す る ことな どが

可能 であ る。

た だ し,教 育期 間 を短 縮 す る場 合に は,そ れに よ って教 育 効 果が 低下 しない か ど うか を十 分 検

討 す る必 要 が あ る。

前 テ ス ト(pre-test)を 行な って生 徒の知 識 を確 め た り,前 もって読 んで お くべ き本 や

準 備 して お くべ き こ と(prerequisite)を 指定 して,受 講 者 の水 準 を そろ えてお くこと な

どの 配慮 が 必要 であ る。

(3)実 習 計 画

、
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、

実 習編 の カ リキ ュ ラム 編成 を ど うす るかは,本 育 成 指 針 に もとつ いて カ リキ ュラ ムを 編成 す る

場 合,特 に重 要 であ る。

実 習編で は,講 義 と演 習が 交 互に 行 なわ れ る ので,そ れ を どう組合 わ せ るか,演 習 をい かに 効

果 的に行な うか が重要 で ある。 演 習で は,い ろ い ろ な施 設や 設 備 を使 用 す る。 それ らの 施 設 ・設

備 を むだ な く有 効に使 用 で き る ような演 習の 進 め万が 必要 であ る。 プロ グラ ミング の 演習で 使 用

す る施設 は次 の とお りであ る。

使 用す る施設 プ ロ グ ラ ミン グ実 習 室

情報 処理 実 習室

せ ん 孔 実習 室

プ ログ ラ ミング実 習 室 は,講 義,プ ログ ラ ミン グ
,デ バッグな どの 演習 のため に使 わ れ,使 用時

間 が 最 も長 い。

情 報処 理 実習 室 の中心 は 電子 計算 機 室で あ る。 電子 計 算機 室 で は,コ ン ピュー タをい か に 能率

的 に使 うか が 重要 であ る。

せ ん孔 実 習室 は,紙 カー ドをせん 謝 す る ため に使 う。 け ん醒 せ ん孔 機(keypunch)の 台 数

が十 分で な い と きは,せ ん孔 実 習室 が一 番待 ち の で きる可 能性 が大 きい
。

生徒数 を30名 と考 えて,1グ ル ー プ3名 で 演 習の グル ー プ を編成 した とす ると10グ ル_プ

が で きる。その場 合10グ ル ー プが どの よ うな作 業 をした ら3つ の実 習室 を最 も有 効 に活 用で き

るで あ ろ うか。 重要 な こ とは,コ ン ピュー タの 使用 時間 をど うスケ ジュー ルす るか で あ る。

実習 の 流 れは,

プロ グ ラ ミング→紙 カー ドにせ ん孔→ コン ピュー タ処理→ 出 力 デー タの 解析,検 討 → 報告書 の

作成

とな る。 この 流 れが何 度 も繰返 され て演 習 は進行 す るカSそ れ ぞれの 段階 の作 業 が全体 の 中で ど

の 程度 の割合 を占め,ど の程 度の 時間 を要 するの か を検 討 して
,演 習 時間 や,コ ンピ ュー タ時 間

の割 当て な どを 決め る必要が あ る。 早 く演習 が完 了 した グル ー プに は
,他 の グル ー プの指 導 に当

らせ た り・ あ るい は よ り正 確 な
,読 みや す い報告 書 を完 成 させ るよ う,報 告書 作成 に 時間 をか け

させ るな どの 配慮 が必 要 に な る
。
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4.学 習 指 導 計 画 と 指 導 法

θ

● 学 科順 体 的 目標 が設 定 訊 その 目擬 達 成 す るた めの カ リキ ・ ラムが 編成 され た ら・ 次に

そ の カ リキュ ラムを実 施 す るため の学 習指 導 計 画 を作 らな けれ ば な らない。 そ こで・ こ こでは学

習指 導計画 を立案 す る方 法 と,そ の場 合 に考 慮 しな けれ ば な らな い学 習指導 法 につ い て述べ る。

●

句

4.1学 習 指 導計 画

定められたカリキュラムに基づいて教育を行なう場合,各 科目の学習内容の展開に適切 さを欠

くことがあれば十分な学習指導はできない。そこで,教 育を始めるに先立って学習指導計画を作

成しておくことが重要になる。`

学習指導計画には次の3つ の段階がある。

学習指導の概要計画

学習指導の詳細計画

学習指導案

次にそれぞれにっいて簡単に説明する。

(1)学 習指導の概要計画

概要計画を立案するにあたっては,こ の教育が必ずし も学校教育のように・教育環境や教育

条件が十分でない企業内を主体にして行なわれ ることを考えなければならない。

次 の点 を十 分 に考 慮すべ きで あ る。

ω 企業 内で は,教 育に要 す る時間 は 非生 産的 な時 間で あ り,で き るだ け短 時 間 に切 りつ めた

い とい う考 えか ら,教 育 は 実務 に よ って 圧迫 され や すい。

(b)教 育の 場所 や 教 育 環境 にあ わせ た 計 画が 必 要 であ る。

(c)実 務ecた ず さわ りなが ら,'教 育 を受 け る場 合 には 仕事 との間 の け じめ を つ ける た めの 配 慮

が 必要 で あ る。 そ れ には 次の よ うな ことが 考 え られ る。

(i)4カ 月 間 集中 し て全 コース を行 な う。

(幻 集 中教 育(主 と して基 礎編),実 務 集 中 教育(主 と して 実 習 編)の 組 合 せで 教育 を行

な う。

(iii)午 前 は 実務 を行 ない,午 後 集中 教育 を行な う。
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学習指導の概要計画を立案するにあたっでは,基 礎編,実 習編を次の単位に分け,各 単位の具

体的目標 学習指導の内容 指導の手順,重 点の置き万,配 当時間,他 との関連などを検討し,"
実 施時期 を決 め る。

n

デ ー タ処理 の 基礎

コ ン ピ ュ ー タ の 利 用

プ ロ グラ ミング(FORTRAN)

プロ グ ラ ミング(COBOL)

指導 の 順 序を決 め ると きに は

(a)基 礎 編 と実 習編 は並 行 して進 め る ことが で きる。 .

(b)実 習編 の プ ロ グ ラ ミング とデー タ準 備 コ ン ピュー タ の運用 は,生 徒の 理 解度,実 習の環 境

条 件 など を見 なが ら,実 施の順 序 を決 め る。 ま た,実 習 の 進行 に合 わせ て並行 的に 行 な うこ と も

で きる。 ・'

ことを考 え てお くと よい。

(2}学 習指 導 の詳 細 計画

学習 指 導 の概 要 計 画で 決 め た各 単 位に つい て,指 導 時間.指 導 目標 ・指導 事 項 ・指 導 内 容 ・指

導 万 法な どを記 載す る。

次 の よ うな表 を作 るとよ い。

学 習指導 の詳細 計 画 の1例

実 習 プログ ラ ミン グFORTRAN

第9～16.5時 間 目 時 間数7.5 時 間 数7.5

FORTRANで 使 用 す るデ ー タには,実 数型 と整 数型 が あ るこ とを理 解 させ る。

定 数 と変 数の 概念 を はっ き りっ か ませ る。

配列 に 対す る理 解 を 深め る。
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4

小項目 主な指導事項 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

1.定 数 (1)整定 数 整定数の表わし方 黒 板 など に書 い て説 明す る。 0.5

(喉 定数 ω固定小数点数の表わし方 黒 板 な どに書 いて 説 明し,

(b)浮動小数点数の表わし方 ある数を固定小数点や浮動 1

小 数点 で書 か せ てみ る。

2.変 数 (1)整変数 (a)整変数 とは何 か 記憶場所の図を書いて説明
1

㈲整変数の表わし方 す る。

②実変数 (a)実変数 と は何 か 記憶場所の図を書いて説明
1

1

(b)実変数 の表 わ し方 す る 。

3.配 列 (1)配列 の概 念 (a)配列 の定義 ベ ク トル や行列 ごぱん の

(b)配列,配 列 要 素,添 字 目の例などで図を用いて説

な どの 名 称 につ いて 明 す る。

1

(c)配列 を利 用す る利 点

②配列の種類 (a)定数 型 黒 板 に書 いて 説 明 す る。

1.5

(b)実数 型

⑧添字 ω整定数の添字 黒 板 に書い て 説明 す る。

1.5

(b)整実 数の添 字

匂

(3)学 習 指導 案

学 習 指導 の 詳細が で きた ら,教 育す る 小項 目 ごとに 指 導 しな け れば な らない指 導 内容 と指導 手

順 を決 め る。 それ が学 習指 導 案 であ る。

学 習指 導 案で は,目 標,内 容 を明らか に し,準 備 すべ き こと,導 入,展 開,整 理 の内容 評 価 の

着眼点 な ど を記載す る。

次の 図 は その例 であ る。

学 習指 導案 の1例

指導小
項 目 定数②実定数

1.固定 小 数 点数 の表 わ し方

2.浮動 小 数点数 の表 わ し方

時間60分 指導中項目 デー タの型
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目 標 1.固定 小数 点数 の 表わ し方 を理 解 させ る。

2浮 動 小数 点数 の 表 わ し万 と,正 規 化 され た 数の概 念 を理 解 させ る。

準 備 教科書 参考書 掛け図
1

導 入 15分 1.固定小数点と浮動小数点数の意味の説明を普通の数学上の数の
●

表示 を用い て 説 明す る。 このと き,指 数 部,仮 数 部 とい うこと

ばの 説 明 も加 え る

2.正規 化 の説 明 をす る

展 開 30分 1.固定 小 数 点 数 のFORTRANで の表示 を説 明す る。

この と き,36.0,十36.0,36,十36

な どは すべ て同 じであ る ことを述べ る。

2.浮動 小数 点 数 のFORTRANで の 表示 を説明 す る。
'

3.正 規化 され た数 の説 明をす る

'

4.非常に大きな数や小さな数を表示するのに浮動小数点が便
・

利 で あ る こと を説 明す る

整 理 15分 1.次 のよ うな 問 題 をや らせ る 解答 を掛 け図 で示 す。

(1〕数字 をFORTRANの 表示 の 仕万 で書 かせ る。

②数字を正規化した形で書かせ る

2質 問を 受 付 け る。

評価の 1固定小数点数の意味 表示の仕方が理解で きたか。

着眼点 2.浮動小数点数の意味 表示の仕万,正 規化について理解できた

か。

3.浮 動小数 点 を利用 す る利点 が理 解 で きた か。

4.2学 習 指 導 法

情 報 処 理教 育 で は,実 習 を行 な った り,実 習 と関連 して 学 習す る こと に よって,よ りよ い学 習

効果が 期 待で きる。 したが って 実 習 が特 に重 要 な意 味 を持 つ の で,実 習指 導 に十 分 な配 慮 が必 要

で あ る"

生 徒 に 興味 を持 た 也 か っ講 義 を有効 に進 め る ため に,で き るだ け視 聴覚 教材 を活 用 し,ま た

生徒 に 適宜質 問す る仕 組 み を取入 れ る と効 果的で あ る。.`

教 育 した結 果に つい て は,必 ず評 価す るよ うに した い。 評 価 は,教 育効果 を確 認 し,教 育 を改
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ワ

書 す るた めに欠 かせ な い 手段 で あ る。 試験 や そ れに 準ず る手 段 は,生 徒 を評価 す るだ けで な ぐ,

教 師 の反 省 資料に もな る はず で あ る。'

教 育 は,そ のよ うな フ ィー ドバ ック の手 段に よ って 改善 され る。 カ リキュ ラ ム を作成す るに あ

たっ て,宿 題 を課 す るとを前 提 にす るか ど うか は,そ れ ぞれ の 職場の 状 況 に よる。 しか し・ た と

え宿題 を前提 にし ない場 合 で も,生 徒 に対 して は,で き るだ け 復 習 を行 なわ せ るべ きで あ る。 積

極 的な 生徒 に は予 習を 期 待 して もよい。 情 報処 理技 術 に つ い て は特 に知 識 の積 重 ね が重要 な ので,

で,い った ん 足 踏 みす る と,な か なか追 い つけな い こと をよ くわ か らせ るべ きで あ る。

生徒 が 全 くの初心 者 であ る場 合,教 育期 間 を6ヵ 月 に延 長 し て考 えて もよ い。 ま た実 習 の最 後

の段 階 で は,宿 泊 研修 を行 な って,報 告書 作 成 や,発 表 な ど も含 め て,総 合 的 な訓練 を行 な って

・もよい
。

■

σ
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第1部 デー タ処 理 の 基 礎
◆

中
教 育 の 目 標

社 会 経済の 発 展 と と もに,官 公 店 民間 企 業な どの組 織 や相 互 の 関係 は 複 雑に な り,活 動範 囲

が拡 大す るにっ れ て事 務 量 がふ え,事 務 処 理 に 要す る経 費 が増 大 した。 また情 報 を 選 択,加 工,

分析 して,有 効 な管 理 鄭{や 経営 情報 を得 る こ とが切 実 な 課題 に な った。

第1部 で は これ らの背 景 を考 えなが ら,デ ー タ処理 あ る いは情 報処 理の意 味 を説 明 し,第2部

以降 の導 入 とす る。

最初 に事 務 と は どの よ うな作業 をい うのか,情 報 と は何か,デ ー タ処 理 とは何 か な ど,事 務 とデ

ー タ処 理 につ いて の基 礎 的な概 念 を説 明す る。 次 にデー タ処 理 を 機械化 す る意 義 ・機 械化 し た と

きの デー タ収集 方 法 など を説 明し,デ ー タ処理 の基 礎 に な る知 識 を習 得 させ る。

竈ゼ 一一

←

内容 のあ らま し

内 容 時間数
・

事務 とデ ー タ処 理

情報 とデ ー タ処 理 3

事務の機能 6

デー タ処理 の機能 6

機 械 に よ るデ ー タ処理

・

データ処理万法改善の必要性 3

データ処理方法の歴史 5

機械による処理 8

デ ー タ収集

デ ー タ収 集万 法 のい ろい ろ 3

紙 カ ー ド 4

紙 テー プ 4

その他 の デー タ収 集媒 体 5

デ ー タの変 換 3
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第1章 事 務 と デ ー タ 処 理

こ の 章 で は次 の用 語 を 教 え る。

会 計 機,加 算 器,紙 カ ー ド(カ ー ド),紙 チー ズ 検 孔 機 け ん 醒 せ ん 孔 機(キ ー パ ンチ),1

コ ー デ ィ ン グ,照 合 機,情 報,情 報 処 理,突 合 せ,デ ー タ,デ ー タ 処 理,な まデ ー タ,複 写(す

る),技 術 分 野,事 務 分野,マ ー ク ・セ ン ス ・ カ ー ド,変 換,分 類,デ ー タ 通 信,パ ン チ ・カ ー

ド ・シ ス テ ム,配 線盤,制 御

日
われ わ れ は 日常,「 デー タ」 とか 「情 報」とか い うこ とば を 深 い考 慮 も払 わず に用 いて い る。

そ こで,は じめ に 「デ ー タ」 と 「情報 」 とい うこ とば の意 味 を説 明 し,「 デー タ処理 」 の概念 を

明確に す る必要 が あ る。

また,デ ー タ処 理 の対 象に な る 「事務」 とは何 か,「 事 務」 と 呼ば れ る作 業 には 具体 的 に どの

よ うな作 業が 含まれ るのか を説 明す る。 事務処 理 では,伝 票,帳 簿,報 告書 な どが 重 要 な意味 を

持 ってい る。 し たが って,伝 票の 起票,検 査,記 帳,報 告 書 の作成 な どが事務 の大 半 を占め,そ

の た めに多 くの 人力 が投 入 され てい る。 これ らの作 業 を人 手 のか わ りに機械 で行 な う方 法は,昔

か ら研 究 され て き た。 こう した事務 処 理 改善 の努 力 を説 明す る。.

[亘=三]'
1.1情 報 と デ ー タ 処 理

デー タ,情 報,デ ー タ 処理,情 報処 理 な どの概 念 を 説 明す る。

情報処 理 用 語のJIS規 格 では,最 初 にデー タ と情報の 定 義 を してい る。 しか し ここで はJI

S規 格 の よ うな厳 密 な 定義 をす るよ りも,で き るだ け概 念 を くだい て具 体 的 に説 明 す る万 が よ い。

選挙 の投 票,在 庫 量,ガ ス メー タの検 針,学 校の 出席 記 録,選 挙統 計,技 術 性能 記 録,・生 産 量 な

ど,デ ー タの 具体 例 をい くっか 取上 げて説 明す る。 技 術分 野 と事務 分 野 のデ ー タの性 質 の 違 い に

も触れ る。

デー タ処理 と情報 処 理 の例 をあげ て説 明す る。
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1.2事 務 の 機 能

事 務 や 事務処 理 に っ いて説 明す る。

次 の よ うな内容 につ い て説 明し,企 業活 動 と事 務処 理 にっ い て理解 を深め る。

(a)事 務 の型

㈲ 事務 組織

(c)事 務 処 理

ω 経理 事務 一

次 に それ ぞれ につ い て説明 すべ き内容 を 述べ る。

4

1.2.1事 務 の 型

生 産 部門,販 売 部 門,サ ー ビス部 門 の特 徴 を説 明す る。

一 般 的 に各 種の業種 を 上 の3つ の型 の どれ か にあ ては め る ことが で き るし,1業 種の 中 の事 務

をそれ ぞ れ に 区分す る こと もで き る。

製造 業 装置工 業 流通 部 門 官公 庁 金 融 業,新 聞 ・放 送 ・出版,電 気 ・ガ スな どの 業 種の 例

を あげ,そ れ ぞれ の事 務につ い て簡 単 に説 明す る。

企 業形態 として は,代 表 的な もの とし て株式 会 社 を取 上 げ て事 務 の特 徴 を説 明す る。

β1

1.2.2事 務 組 織

次 の3つ の 組 織 に っ い て,特 徴 を 説 明 す る。

亀)直 系 組 織(lineorganization)

(b)職 能 組 織(functionalorganization)'

(c)ラ イ ンス タ ッ フ 組 織(line-and-stafforganization)

次 の よ うな 図 を1例 と し て示 す と よい 。

τ
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直系組織:

社 長
,

工 場 長 営 業 部 長 経 理 部 長 総 務 部 長

生 産

課 長

輸 送

課 長

販 売

課 長

広 報

課 長

会 計

課 長

財 務

課 長

人 事

課 長

庶 務

課 長

課 員 課 員 課 員 課 員 課 員 課 員 課 員 課 員

4

職能組織:

社 長

営 業 部
1経 理 部

企 画 部

工 場 』,事 業 所,支 店 な ど

'

哨 ・

●

●

●
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ラ イ ン ス タ ッ フ 組織:

1.2.3事 務 処 理

生産部門販 売部門 サービ・部門ぼ れぞ納 部にどのような小部門を勘 事務鵬 桁

な。てい … それぞれの小部門で時 務処駄 お互いe・ど9よ ・ec関連 ・あ・てい・かを述

べ る。'

特定 の部 門 を例 に と って 説明す る。 た と えば 生 産部 門 の例 では,次 のよ うに9部 門 に分割 し

て説 明す る とよ い。
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この 考 え方 は,商 品 が どの よ うに現 金 に変 るか を中 心 に して 事 務 処 理を 分 割 した もの であ り,

販 売 部 門やサ ー ビス部門 に も当て はま る。

各部 門 につ いて,取 扱 う伝票 を中 心記 して 簡単 に説 明す る。

(1)購 買部 門

次 の伝票 を 説 明す る。

(a)購 入 依 頼 書

(b)見 積 り

(c)注 文書'

② 検 収 部門

次 の 伝票 を説 明す る。

(a)納 品書

(b)検 査 言己録

(3)倉 庫 部門

次 の 伝票 を説 明す る。

ω 納品 書

(b)生 産指 示 書

(c)原 材料 出庫 依頼 書

ω 受 注 伝 票

(e)在 庫記 録書

(f)購 入 依 頼 書

発注 点 に も触れ る。

(4)生 産 部 門

次 の 伝票 を説 明す る。

(a)生 産指 示 書

(b)出 庫依 頼 書

(c)製 造過 程 で作 成 され る記 録や報 告 書

(5)販 売部 門

次の伝 票 を説 明す る。

初 版売伝 票

(b)販 売指 示書
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⑥ 配 送 部 門

出荷 指示 書 の説 明 をす る。 ・

(7)請 求 部門

送 り状 と請 求 書 にっ い て説 明す る。

請求書 は,手 作 業,手 作 業 と 機械作 業の組 合せ,パ ン チ ・カ ー ド・シ ステ ム や,コ ンビ。ユータな

どに よっ て作 成 され る帖 どの万 法を 使 うかは,作 業の量 で 決 る。 次 の よ うな手 順 をふ んで 請 求

書が作 成 され る こと を述 べ る。

亀)目 的 別 に項 目を記 入

(b)単 価 を記入

(c)単 価 と個々 の数量 を掛 け る。

ω 合 計計 算

(e)税 金,輸 送 費,そ の 他の費 用

(f)請 求Ptee記 入 または タ イ プして,必 要な枚 数 の コ ピー を作成 す る。

コ ピー は 客先,販 売員 や販 売 部門 な どに送 る。

(8)回 収部 門

次の 伝票 を説 明す る。

㈲ 勘定 明細書

(b)領 収書

⑨ 支 払い 部門

人 件費 と 部品 費にっ い て説 明す る。 賃金 台 帳,給 与 支払 い領 収書,物 品費支 払 い 領 収書 を説 明

す る。

1.2.4経 理 事 務

前節 で説 明 した 事務処 理 と 関連 させて,経 理 事務 の 概要 を説 明す る。

次 のよ うな 順 を追 って 説 明す る とよい。

(1)起 票

(2)仕 訳 ♂

(3)記 帳

(4)試 算 表の作成

㈲ 財務諸 表 の作成
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貸借対照表と損益計算書にっいて説明する。

次のような図を用い るとよい。

貸借対照表 損益計算書

資 産 の 部 負債及び資本の部

流 動 資 産

固 定 資 産

繰 延 資 産

流 動 負 債

固 定 負 債

引 当 金

資 本 金

(6)決 算整理

売上高

売上原 価

一般管理費及び販売費

営業外収益

営業外費用

当期純利益

1.3デ ー タ 処 理 の 機 能

デ ー タ処理 の 過 程,デ ー タ処 理 の万 法 な どを実例 をあ げ て説 明 し,デ ー タ処 理 の機 能 を理解 さ

せ る。

デー タ処 理 の過 程 は,手 作 業で 行 な う場 合 もコ ンピュ ー タを使 用 して行な う場 合 も,基 本 的に

は 同 じ であ る。'

1.3.1デ ー タ 処 理 の 過 程

処 理 の過程 を 図 示 す る と次 の よ うに な る。

デー タ の発 生

タ イ ム ・ カー ド

販売表 一 一

発注書

送り状 など

}
データの記録

伝票,紙 カー ド
一 一

紙 テープなど

`
デー タの操 作

分類

比較 一

分析
計算

1
集計 ・報告書作成

印刷

紙 カー ド 一 一

紙 テー プ

磁 気テープなど

「

ー

1

1

1

一30一
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(1)デ ー タの発 生

デー タ処 理 の基 礎 と な るな まデー タ には どの よ うな もの が あ るか を 説 明 し,そ れぞ れ のデー タ

の 特徴 を述べ る。

② デー タの記 録

一 番 広 く使 われ てい るの は,伝 票 に記 録す る(記 票)万 法で あ る。 コ ンピ ュー タで デー タ処理

をす る と きは,デ ー タ は伝 票か ら,紙 カー ドや 紙テー プ にせ ん 孔 され て使 用 され る。 会 計 機 や加

算器に よる記 録,マ ー ク ・セ ン ス ・カー ド,オ ン ライ ン ・シス テム の端 末 機の例 など もあげ る。

デ ー タの 記録 に関連 して 次 の点 を説 明す る。

(a)編 集(editing)

必要な デ ー タ を選 択 す る,

(b)コ ー デ ィ ング(coding)1

コー ド付 け をす る。

(c)グ ル ー プ分 け(classifying)

処 理 に応 じて,い くつ かの カ テ ゴ リー に 分け る。

(d)変 換(COnVerSiOn)

伝票か ら紙カ ー ド,紙 カー ドか ら紙テ ー プ な どに変 換す る

(())複 写(copyingandduplicating)

(f)検 証(verifying)

(3)デ ー タの 操作

次 の よ うな デー タ の操 作 につ い て説 明す る。

(a)分 類(sortirl9)

手 作業で 処理 す る 場合 は,仕 訳 とい って い る。

分類 では,あ る順 番 に 整理 した り,共 通 の 特色 を持 つ もの を選び 出した り'する。

(b)突 合 せ(matching)と 分 析(analyzing)

(c)計 算(calculating)

(4)集 計(summarizing)と 報告書 作 成

毎 日,毎 週,毎 月,毎 期な どに 行 な うデ ー タ の集 計と報 告 書 作成 にっ いて説 明す る。

(5)デ ー タの 収集

デー タ処理 部 門にっ い て説 明す る。

コン ピュ ー タでデ ー タ処理 を行 な うため に は,ま ず,デ ー タ を コン ピュー タ 室に 集 めな け れば
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な らな い。 デ ー タを集 め る万法 とし て,運 搬,郵 便,テ レ タ イプ,通 信 回 線に よ るデー タ通 信な

どが あ るこ と を説 明す る。 集 め られ たデ ー タは変 換 されて,コ ン ピュー タに 入 力 で き る媒体 に記

録 され る。

1.3.2デ ー タ 処 理 の 方 法

(1)手 作 業 に よ る処 理'

手 作 業 に よ る 処 理 の 万 法 を,例 を あ げ て 説 明す る。 生 徒 に 関 連 の 深 い 事 務 を取 上 げ て,伝 票 の

起 票 か ら,デ ー タ を 集 計 して 報 告 書 を作 成 す る ま で の ,一 連 の 過 程 を説 明 す る と よ い。

(2)機 械 に よ る処 理

、 〔脚 注 〕タ
イ プ ラ イ タ,加 算 器 卓 上 計 算 機,会 計 機,金 銭 登 録 機 な ど の 利 用 に つ い て説 明す

る。 こ れ らの 機 械 を使 用 す る と,出 力 と し て 紙 テ ー プ ,ジ ャ ー ナ ル ・テ ー プ,紙 カ ー ドな ど が 得

られ,そ れ を 直 接 コ ン ピ ュ ー タ に 入 力 で き る こ とに も触 れ る。

(3)パ ン チ ・カ ー ド ・ シス テ ム(PCS).

パ ン チ ・カ ー ド ・シ ス テ ム の 歴 史 を 簡 単 に 述 べ
,パ ン チ・・ カ ー ド ・ シ ス テ ム に よ るデ ー タ 処 理

の概 要 を 説 明 す る。 パ ン チ ・カ ー ド ・ シ ス テ ム の 制 御 は 配 線 盤 に よ
っ て 行 な わ れ る こ と を 述 べ

る。

次 の 点 に 触 れ る。

(a)け ん 盤 せ ん 孔 機(keypunch)

(b)検 孔 機(verifier)

(C)分 類 機(sorter)

(d)イ ン タ プ リタ(interpreter)

(e)照 合 機(collator)

(f)集 団複 写 せ ん 孔 機(reproducer)

(g)計 算 せ ん 孔 機(calculator)

al)会 計 機(accountingmachine)'

(4)コ ン ピ ュ ー タに よ る処 理(electronicdataprocessjn9)

詳 しい 説 明 は 第2章 に ゆ ず っ て,こ こ で は 簡 単ec紹 介 す る。1

〔注〕 会 計機 は,一 般に比較的単能な事務機械 とPCSに おける印刷作表 機械の2通 りの意味に

使用されて いるが,こ こでは前者 を指 す(付 録3情 報処理用語 の会計機の項参照)。

9
.

あ

●
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指 導上 の留 意 点

第1章 で は,事 務 とデ ー タ処理 にで きるだ け 親し ませ る こ とが大 切 で あ る。 事 務用語 を覚え さ

せ よう とす る必要 はない。

最初 に事務 に親 し ませて お くこ とは,事 務処 理 に対 す る コン ピュー タの 利用 とい う点 につ い て

の理 解 を助 け るだ ろ う。

説 明は で きるだ け実 例 に即 して行 な う方 が よい。 伝票類 な どは,実 物 を用 意 す る。

デー タ,情 報,デ ー タ処 理,情 報 処理 な どの 用語 は,い ろ い ろ な意 味に使 われて い るの で,あ

ま り厳 密な説 明 を しよ うとす る と理解 を 困 難 にす る ことにな りかね な い。 し たがっ て どのよ うな

説 明をす れ ば導 入 として 有効 で あ るか を検 討 し,導 入 の助 け とな る よ うな 説 明 を くふ うす る必要

が あ る。

■

多

`
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第2章 機械 によ るデー タ処 理

こ の 章 で は 次 の 用 語 を教 え る。

EDPS,カ ー ド'シ ス テ ム,出 力,処 理,入 力,入 力 媒 体,出 力 媒 体,コ ン ピ ュー タ,せ ん 孔

(パ ンチ)

◆

口
情報 量 の増 加 とと もに,手 作 業に よる処 理 の負担 が大 きくな り,デ ー タ処 理 を機 械化す る こ と

が必 要に な った。 こ こで は,
.デー タ処 理 を機械化 す る必要 性 を 述べ,手 作業 で 処理 す るの に比較

して,機 械 で処 理 す ると,ど の よ うな利益 が もた らされ るか を理 解 させ る。

回
2.1デ ー タ 処 理 方 法 改 善 の 必 要 性

時代 の進 歩 と と もに,デ ー タ処 理 の方 法 も進 歩 した。 特 に,最 近20年 間 の 発 展に は,め ざま

しい もの が あ る。 デー タ処 理 の 進歩 を 促 した要 因に は次 の ものが あ る。

(1).デ ー タ量 の増加

特 定 の事務 を 例 に と って,デ ー タの量 の変 化 をグ ラフな どで 示 す と よい。

② 事 務 にか か る費用 の増加

事 務長 の増加 は,事 務 員の増 加 を もた らし,事 務 処理 に か け る人 件費 やそ の 他経 費 を増加 させ

た。 そ こで 経 費 を節約 す る ため に,デ ー タ処理 を機械 化す る 必要 性 が生 じ た。

(3)正 確 な情 報 の要求'

同 じ仕事 の 繰返 し とい うの は,辛 い 作業 であ り,誤 りを 招 きやす い。 し たが って,正 確 さを欠

くことに な りかね な い。 正 確度 を高 めるた め に,機 械に よ る処理 を考 え るよ うに なった。

(4)必 要 な時 期 に 必要 な情 報 を得 る管理 資 料 や経 営 資料に 対 す ろ要求 が 強 ま り,手 作 業で は困難

な 情報の加 工,分 析が必 要 に なっ た。

罐

●

●
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2.2デ ー タ の 処 理 方 法 の 歴 史

政治 や 産業 の発 展 と ともに処 理すべ きデ ー タ量 が増 加 し,処 理 万法 も複雑 さを増 した。 デ ー タ

処理 の歴 史 は,人 間 が これ らの デー タ の 収 集,記 録,計 算の ため に 有 効な万 法 を見つ け よ うと努

力 して 来 た歴史 で もあ る。 デー タ処 理 が どの よ うに発 展 して き たか を,次 の4つ の項 目に 分 けてξ

説 明す る。

(a)記 録技 術

(b)計 算 の道具

(c)パ ンチ ・カー ド・シ ステム

ω コ ン ピュー タ

(1)記 録技 術

よ く知 られて い るこ とが らを取 上げ て,記 録 技術 の発 展 の歴 史 を述 べ る・取 上げ る こ とが らと

しては,た とえば,表 意 文 字,表 音文 字 な どの文 字 の 発 明.エ ジプトに お け る紐 革(papyrus),

古 代 の紙 にか わ る記録 媒 体,中 世の 紙,印 刷技 術の 発達,帳 簿の 発 生 な どが 考 え られ る。現 代 の

技 術iとして は,タ イプ ラ イタそ の他 の 記 帳用 機械 の登場 に触 れ る。

② 計 算 の道具

人 間 の 手足 や 小石 な どを使 っ て計算 して い た時 代か ら,コ ン ピュー タを使 って処 理 が 行 なわれ

るよ うにな るまで の発 展 の 歴 史 を述べ る。 そろ ば んや中 世 以 降 に考 え られ た 各種 の 計算 機 な ど・

よ く知 られ て い る例 をい くつか あげ て,日 本 お よび世 界 の動 向 を簡 単 に た ど る とよい 。

(3)パ ンチ ・カー ド ・システ ム

チ ャール ズ ・パ ベジ(CharlesBabbage)の 計算 機

ホ レ リス(Hollerith)の 計 算機 に 簡 単ec触 れ,パ ンチ ・カー ド・シス テム の 発達 の 歴 史

を述べ る。MARK-1とMARK-■ にっ い て説 明す る。

(4)コ ン ピュー タ

ENIACに 始 るコ ンピ ュー タ開発 の 歴史 とその 商用 化 の過 程 を述べ る。

商 用化 され た コン ピュー タ にっ い て,第1世 代 の コ ン ピュー タ,第2世 代 の コ ンピ ュー タ,第

3世 代 の コ ン ピュー タの特 徴 を 簡単 に説 明 す る。

2.3機 械 に よ る 処 理

コ ンピュー タ によ るデ ー タ処 理 を中 心 に,機 械 によ る処理 の特 徴 的 な こ と を簡 単 に 説 明す る。

コ ン ピュ ー タにつ いて は,第2部 以降 で 詳 し く説 明す るので,こ こで は手 作 業に よ るデ ー タ処
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理 とど う異 るか を中心 に説 明す る とよい。

コン ピュ ー タに よ るデ ー タ処理 の 組 織,コ ンピ ュー タによ る処理 の特 徴,コ ン ピュー タ処理 の

実例 な ど を説 明す る。

●

●

2.3.1コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 処 理 の 組 織

図を示 して 説 明す る。

次 の 図 は コン ピュ ー タでデ ー タ処理 を行 な うと きの組 織 の1例 で あ る。

吟

2.3.2コ ン ピ ュ ー タ に よ る 処 理 の 特 徴

デー タ処 理 過 程 を,紙 カ ー ドecよ る処理(カ ー ド・シス テム)を 中 心ec入 力(input),処

理(processing),出 力(output)ec分 け て説 明す る。

(1)入 力

伝票に 記入 され たデ ー タは,コ ンピ ュー タ室 に集 め られ,け ん盤せ ん孔 機 に よ って紙 カ ー ド

(入 力 媒体)に せん孔 され る。

② 処 理

コ ン ピュー タに デー タを入 力 して,記 憶 装置 に貯 え るこ と,分 類 ・比較 ・分 析 ・計算 ・集 計 な

4
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●

どの デー タ処 理 を 行 な う こと,こ れ らの処 理 は プロ グ ラム に よ って指 示 す るこ と,な どを述べ る。
o

(3)出 力

出力媒体 に っい て 説 明す る。

コン ビ。ユ一 夕に よ るデー タ処理 の 利 点 にっ いて,次 の点 を説 明す る。

因 処理 時間力『速 い。

(b)処 理 は連 続的 に行 な われ る。

(c)正 確 度が高 い。

(d)デ ー タ処 理 を 集中 し,総 合 的に 行 な うこ とが で き る。

(e)手 作業 で は困 難で あ ったデ ー タの加 工や 分析 が で き る。

2.3.3コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の 実 例

給 与計 算 な どの 事例 を取上 げ,手 作 業 によ る処理 と対 比 させ なが ら,コ ン ピュ ー タ処理 の過 程

を説 明す る。

事務 処 理 の流れ 図 を書 い て説 明す る とよ い。

流れ図 記号 の 意 味を 説 明す る必要 は ない。

コン ピュー タに よ る処 理 を行 な うための 準 備,手 作業 か らコ ン ピュー タ処 理へ の切 替 え時 の 処

理,コ ン ピュー タ処理 を した ときの 事 務処 理 の変 化な どに も触 れ る。

●

指 導上 の 留意 点

この章 で は,主 と して事 務処 理 の 分野 で,コ ン ピュー タが なせ 使われ るよ うに な っ たの か また

コン ピュー タに よる処 理が 手作 業 と 比較 して,ど う違 うのか を理 解 させ る こ とが 大 切 で あ る。

コ ンピ ュー タ とい うこと ば の同義 語 として,電 子 計 算 機,計 算 機,EDPSな ど も広 く使 われ

てい るので,紹 介 して お い た方 が よい。

こ の章 は,第2部 以降 の 導入 で もあ る。 導 入 であ るか ら内容ecあ ま り深 く立 入 るべ きで は ない。

詳 しい説 明 はすべ て 第2部 以降 で行 な う。

デ_タ 処 理 の歴史 を説 明す ると き には,写 真 な ど をで きる だけ多 く用 意 して 利 用す る と有 効 で

あ る。
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第3章 デ タ 収'集

●

この 章 で は 次 の 用 語 を 教 え る。

英 数 字 コ ー ド,Xせ ん 孔 カ ー ドの け た(欄),カ ー ド ・コ ー ド,可 変 長 ,固 定 長,さ ん 孔 テ ー

プ,自 動 デ ー タ 処 理,IDP(集 中 デ ー タ 処 理) ,ゾ ー ン,ゾ ー ンせ ん孔 デ ー タ 収 集,特 殊 文

字 コ ー ド,Yせ ん 孔,磁 気 テ ー プ,ホ レ リス ・コ ー ド,コ ー ド,奇 偶 検 査,磁 気 イ ン ク文 字 光

学 文EP・ ブ ロ ッ ク間 間 隙 ・ カ ー ド読 取 装 置(カ ー ド ・ リー ダ),紙 テ ー プ 読 取 装 置,EDP

口
デー タ処 理 を コン ビ。ユ 一 夕で行 な うた めに は,コ ン ピュー タが 扱 え る形式 で デー タを集 めなけ

れ ば な らない。 そ のよ うな デ ー タ収 集 の仕 方 としてい ろい ろな方 法が考 え られ てい るが,代 表的

な もの は,紙 カー ドと紙 テー プ によ るデー タ収集 であ る。 この 章で は,之 の2つ の媒 体 を中心 に,

媒 体上 で のデ ー タ の記録 の仕 方 デ ー タ収 集の 仕方 な どを 説明す る。 その他 の デー タ記 録媒 体 の

特 徴,用 途 な どを理解 させ る。

■

口
3.1デ ー タ 収 集 方 法 の い ろ い ろ

デー タ収 集 の 自動化 を 最初 に 考 え たモー ル スに っい て簡 単 に説 明す る。 モー ル ス の コー ドにつ

い て述べ る。 ・

デ ー タ収 集 の媒体ecつ い ては,紙 カ ー ド以 外の 発 展 は遅 力・っ た。 しか し,lDP(integrat-

eddataprocessing)の 概念 が 導入 され てか ら
,急 速 に 自動化 が進 ん だ。ID歪 にっ

い て,次 の よ うな 説 明をす る。

(1)IDP(集 中デ ー タ処 理)で は,会 計 機,加 算 器,タ イ プ ラ イタな どで,記 帳,計 算,集 計

な どを しなが ら,同 時 に その 内容 をせ ん孔 で きる。

② 初期 のIDPは,機 械 の 感知 で きるコー ドを媒 体 にせ ん孔 したが,最 近 で は,光 学 文 字認 識

とか,磁 気 イ ンク文 字認 識 な ど も使 われ るよ うに な っ た。

(3)紙 テー プ か ら紙 カ ー ドな ど,媒 体 間 の変 換 が可 能ecな っ た。

イ
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'

(4)IDPの 目的 にっ いて,次 の2っ の こと を述べ る。

(i)デ ー タ発 生 部門 で,機 械 の感知 で き るコー ド℃ デー タを記 録で きる。

,⑭ な まデ ー タ,あ るい は 自動 的 に変 換 され たデ ー タを入 力して,す べ てのデ ー タ処理 を行

な うこ とが で きる。

工DPの 概念 は,自 動 デー タ処理(automaticdataprocessing)の 考 え方 に発 展

し,電 子 デ ー タ処理(EDPelectronicdataprocessing)の 開 発 が進 ん だ こ

とを述 べ る。

デ ー タは,あ る作業 の 副産 物 と して作 成 され るか,あ るいは,あ る媒体 か ら他 の媒 体 に変 換す

るこ とに よ り作 成 され る。

そ こで,次 に デー タ収 集 の たあ に搬 的 に使 わ れて い る,コ ー ド,媒 体 ・ 機 械 な どにっ い て説

明す る。

3.2紙 カ ー ド

紙 カー ドは,現 在 長 も一 般 的に使 用 され て い る媒 体 であ る。 標 準的 な カー ド'コ ー ド(ホ レ リ

ス.コ_ド)の 説 明を す る。 次の よ うな 図 を用い て,カ ー ドの け た,英 数 字 コー ド ・特 殊 文 字 コ

ー ド,ゾ ー ン せ ん孔,Xせ ん孔,Yせ ん孔 な どを説 明す る。
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けん 醒せ ん 孔 機の 長所 や 特徴 を 説 明す る。 携 帯用の カ ー ドせ ん孔 装 置 に も触 れ る。 せん孔 され

た紙 カー ドは,カ ー ド読取 装 置(カ ー ド ・ リー ダ)で 読 込ま れ る。

3.3紙 テ ー プ

通 常 の紙 カ ー ドは80け た(固 定 長)で あ るbS,紙 テー プには け た数 の 制約 が な い(可 変 長),

デー タ を連 続 して 記 録で きる,な どの特 徴 を説 明す る。

次 の こ と を教 え る。

(1)コ ー ド

紙 テー プに は,5チ ャ ンネル,6チ ャ ンネ ル,7チ ャ ンネル,8チ ャ ンネル と 呼ばれ る ものが

あ る。 こ こで は,6チ ャ ンネル,8チ ャ ンネ ル を取 上 げて,そ れ ぞれの 特徴 を説 明す る。

(a)'6チ ャ ンネル の コー ド

日本 で一 般 に広 く使わ れ てい るこ とを述 べ る。 シ フ ト・コ ー ドにっ いて説 明す る。

(b)8チ ャ ンネ ルの コー ド

奇偶 検査(paritycheck)の 機 能 に触 れ る。 特殊 機能 文 字 にっ いて 簡単ecem明 す る。

② 紙 テー プせ ん孔 機

次 のよ うな紙 テ ー プせ ん孔 機 の特 徴や 用途 を説 明す る。 せ ん 孔 され た紙 テー プは,紙 テー プ読

取 装置 で読 取 られ る。

(a)自 動 式 タイ プ ラ イタ(automatictypewriter)

これ は,記 帳 と同 時に紙 テー プに せん 孔(さ ん孔)で きる装 置 で あ る。 デー タが せん 孔 され 記

録 され た紙 テ ー プを一 般 にさん孔 テー プ と呼ん で い る。

(b)紙 テー プせ ん孔 装置付 会 計 機

紙 カー ドをせ ん孔 す る もの もあ る。

(c)紙 テー プせ ん孔 装 置付 加算 器

(d)紙 テー プ せ ん孔 装置 付金 銭 登録 機

3.4そ の 他 の デ ー タ 収 集 媒 体

次 の よ うな 媒体 を紹介 す る。

(1)エ ッ ジ ・パ ンチ ・カー ド

下 のよ うな図 を 参考に して,次 の こと を説 明す る。

(a)コ ー ドは紙 テー プ と同じ概 念 で使用 され る。
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・(b)紙 テー プ に比べ て丈夫 であ り,紙 カー ドを フ ァイ ルす るの と同 じよ うに ファ イルで き る。

(c)繰 返 し使 用 され る短 い情報 を記録 す るのに便 利 で あ る。

●

φ
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ε

b

■

(2)エ ッ ジ ノ ッチ ・カ ー ド(edge-notchedcard)

最 初 は,人 間 の 手 に よ るデータ処 理 の た め に使 用 さ れ て い た が,現 在 で は 機 械 的 に 処 理 で き る。

ま た,コ ン ピ ュー タ の 入 力 の た め に,紙 テ ー プ や 紙 ヵ・一 ド に変 換 で き る。

(3)パ ン チ ・タ グ(punchedtag)

コー ドは,紙 テ ー プ の5チ ャ ン ネ ル ・ コ ー ドと 同 じ もの が 使 用 さ れ る。 表 現 で き るの は 数 字 だ

け で,デ パ ー トな どで 使 用 され て い る 。 タ グ に 書 か れ て い る デ ー タ を 処 理 す る た め に は,紙 カ ー

ド,磁 気 テ ー プ な ど に 変 換 し な け れ ば な らな い。

(4)パ ー フ ォ レ ー ト ・ ク ー ポ ン(perforatedcoupon)

金 融 業 や デ パ ー ト な ど で 支 払 額 を記 録 す るた め に 使 用 さ れ て きた 。

(5)ノ'「 一 ・ コ ー ド(barcode)

バ ー ・コ ー ドに つ い て は,次 の よ うな 説 明 をす れ ば よ い 。 こ れ は,プ ラ ス チ ッ ク板 に,棒 線 で

数 字 の デ ー タ を 表 わ し た もの で あ り,こ の 棒 線 の 数 や打 た れ て い る 位 置 に よ っ て,固 有 の 数 字 を

表 わす 。 処 理 す る と き に は,紙 カ ー ドや 紙 テ ー プ に 変 換 す る。

(6)光 学 文 字(opticalcharacter)

次 の こ と を説 明 す る。

(a)走i査 処 理 を通 して 光学 文 字 読 取 装 置(opticalcharacterreader,略 し てOCR)

で 読 取 られ る。

(b)読 取 り を 確 実 に す る た め に,活 字 の 形 は,機 械 に 読 み や す い よ うに,独 特 な 形 に決 め られ て
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い る。

(c)OCR活 字 をタイ プ ライ タ,加 算 器,金 銭 登録 機 な ど に取付 けて,OCR印 字 機 と して 用い

ることがで き る。OCR金 銭登 録 機 は,ジ ャー ナル ・テー プ を媒体 と して い る。

(7)光 学マ ー ク(opticalmark)

用紙 に記入 され たバ ー ・コー ドや マ ー ク を光 学的 に読 取 る。 試験 の 採点な ど に使 われ る。

(下 図 見本 参照)。
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(8)磁 気 イ ン ク 文 字(magneticinkcharacter)

磁 気 イ ン ク文 字 ζつ い て は 次 の 説 明 を す る。

(a)磁 気 イ ン ク 文 字 は,磁 気 イ ン ク 文 字 読 取 装 置(magneticinkcharacter

reader,略 し てM工CR)に よ っ て 読 込 ま れ る。

(b)M工CRの コ ー ド

(c)MICRを 国 際 的 な コ ー ドに す る た めec,磁 気 印 字 の ため の 標 準 的 な書 式 が 考 え ら れ て い る。

(d)特 殊 な イ ン ク を使 用 す る の で,普 通 の タ イ プ ラ イ タ な ど で は 印 字 で き ない 。MICR専 用 の

もの が 必 要 で あ る。
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(9)磁 気テー プ

磁 気テー プ の コー ドと,デ ー タ の記録 万法 を中 心 に し て 説 明す る。

(a)コ ー ド

デ ー タは,7ト ラ ッ クと9ト ラ ックの コー ドで 表現 され る。

次の よ うな図 を示 す と よい。

9ト ラ ックの 場 合

。123、56789A,cDEFG田 、K、M…Q・ ・TuvwxY'・ い い/・%〃@
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1イ ン チec記 録 で き る デ ー タ は100ビ ッ トか ら,多 い も の で は3,000ビ ッ ト以 上 で あ る。

奇 偶 検 査 の 機 能 に 触 れ,奇 数 パ リテ ィ(oddparity)と 偶 数 パ リテ ィ(evenparity)

の 説 明 を す る。 、

ブ ロ ッ ク 間 間 隙(inier-blockgap)ecっ い て 説 明す る。

も)デ ー タ の 記 録

かつては,磁 気テープにデータを記録するには,変 簸 置鞭 用し百 他の媒体から移さなけ

れ ば な らな かっ たが,最 近 で は直接,磁 気 テー プ にデ ー タを記録 す る こ とが で き る。

磁 気 テー プにデ ー タを 記 録す る長所 と して,次 の よ うな こ とを説 明す る。

(Dデ ー タを記 憶装 置 に読 込 ん で,磁 気テ ー プに 書 出す まで の 間ec,そ の デー タ の変 更 が可

能 であ る。

(li)磁 気テ ー プ 内の あ る場 所 に入 って い る特定 の デ ー タの 変 更が 容易 で あ る。

(iti)入 出力の 速 度が速 い。
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3.5デ ー タ の 変 換

今 まで に多 くの 記録 媒体 の説 明 を して きたが,こ れ らは どの機 械で も使 え るとは 限 らな い。 あ

る機械 で そ の記 録媒 体 のデ ー タ を 読込 んで処理 が で きて も
,他 の 機械で は で きなか った りす る。

そこ で・ デ ー タ媒体 間での 変換 が必要 にな る。 デー タ変換 用 と して開発 されて い る機械 にっい て

説 明す る。

次の よ うな媒 体変換 にっ い て述 べ る。

紙 テ ー プか ら 紙 カー ド プ リン ト・パ ンチ 紙テ ー プ

{磁 気 。一 プ.タ グか ら{紙 。一 ド

ワ

磁 気 テー プか ら

紙 力ニ ドか ら

紙テー プ

{
紙 カ ー ド

プ

プ

ー

ー

テ

テ

気

組

磁
{

パ ー フ ォ レ ー ト ・

ク ー ポ ンか ら

エ ッ ジ ・ ノ ッ チ ・

カ ー ドか ら

紙 カ ー ド

{紙 テー プ

磁 気 テー プ

紙 カ ー ド

{
紙 テー プ

指導 上 の 留意 点

ω この 章で 述べ てい るデー タ収 集 で は,デ ー タ伝送 にっ い ては 取 扱わな い。

② こ こで は,主 として コ ン ピュー タに入 力 するデ ー タ を記録 す る媒体 や,コ ー ドにつ い て説 明 .

す る。

説 明に あ た って は,で きるだけ 実 物 を見せ た万 が よい。

(3)そ の他 の媒体(光 学文 字 磁 気イ ンクな ど)は,紹 介程 度 に と どめて もよい。 その場 合 につ

いて も,で きるだ け写 真 な どの資料 の準 備 を した い。

(4)コ ー ドを はじめ に考 案 し た のは モール ス であ るが,紙 テー プや紙 カー ドには,独 特 な コー ド

の 使い万 が あ るこ とを,例 を 示 して理 解 させ る。

⑤ 全体 として・ この章 は単 な る説 明 の 羅列 に 終 ると,生 徒の 興味 を 減退 させ るか ら,技 術的に

立入 っ て説 明す るこ とは避 け て,デ ー タ収集 の媒 体 に つい て の考 え万 を理 解 させ るとい うこと

にね らい を しぼ っ た万 が よい。 詳 しい こ とは,第2部 で説 明す る。

φ

●
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RobertR.Arnold

HaroldC.Hill
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JhonWiley&Sons,INC.

19693,580円

こ の カ リキ ュ ラム作 成 の 基本 文献 で あ る。

2.デ ー タ ・プ ロセ シ ング

加 藤錬 吉 著

日本 経 営出 版 会

昭和43.7900円

デ ← タ処 理 に 関す る基 礎 的 な概 念 につ いて 触 れ てい る。

3.電 子計 算 機 とデ ー タ処 理

鵜沢 昌和 訳

東洋経済 新聞 社

昭 和44.91,600円

第2章 計算の歴 史 のハ イ ライ トが デ ー タ処 理 の歴 史 を知 る上 で,参 考ecな る。

4.事 務 機 械化 の進 め万

小 沢 暢夫 著

日刊工 業 新聞社

昭43.9740円

事務 機械 や,事 務 処 理 過程 を知 る上で 役 に立 つ。

5、 事 務 の機械 化

寺 島正朝

著

篠原 靖市

産 学 社

昭42.1.2750円

第1部 事務 の機 械 化 第2部 デ ー タ処 理 σ)機械 化 が参 考 にな る。
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高宮 晋
著

野田一夫

有斐閣

昭39・7480円

現 代 に お け る企 業 の 構造 と機 能 を知 る上 で役立 っ。

7.電 子 計算 機概 論

一 計算 機 シ ステ ムと情 報処 理 一

池田 敏雄 著

オー ム社

昭451,000円

第1章 電 子 計 算機 の発 展過程 と,第4章 周 辺 装 置が 参考 に な る。

8.電 子計 算 機 最新 プ ロ グラ ミン グ

竹 下 亨 著

日本経 営 出版会

昭43.52,400円

第1部 電子 計 算機 の 基本知 識 と第D(部 デ ー タ処理 にお け る工程 管 理が参 考に な る。

、

●

勺

パ

●

一46一



第2部 コ ン ピ ュー タ の ハ ー ドウ エ ア

、

寸

、

●

1教育の目標1

1939年 ハ ーバ ー ド大学 のDr.HowardAikenが 発 表 した計 算機 開 発 計 画i&自 動計

`

算機 か ら電子計 算機へ 発 展 す る最後の ステ ップで あ った とい われ る。

Aikenの 計算 機 は,1944年 に完 成 した が,そ の 後 コ ン ヒ。ユ一 夕 は急 速 に進 歩 し た。

第2部 の 目標 は,こ うし て急 速ec進 歩 し,情 報 処理 の新 しい重 要 な 武器 とな った コ ン ピュー タ

に つい て,そ の概要 を理 解 させ るこ とで あ る。 ハ ー ドウエ ア の機能 と構成 に っ い ての知 識 は,コ

ン ヒ。ユ一 夕理解 の基礎 とな るの で,プ ロ グ ラ ミン グ技 法 やプ ログ ラ ミン グ ・シス テム,コ ン ピュ

ー タの 操 作な どを教 え る 前に コ ンピ ュー タのハ ー ドウエ ア にっ い ての理 解 を深 め てお くこ とが 必

要であ る。

レ

9

4

1内容 のあ ら まし1
'

内 容 時間数

ハ ー ドウ エ アの あ ら ま し

コ ン ピュ ー タ の 歴 史 4

現 代 の コ ン ヒ。ユ 一 夕 3

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 3

入出力装置

入出力装置の機能 6

各種の入出力装置 8

記憶装置'

デ ー タの表 現 4

内部記憶(記 憶原理と各種記憶) 4

補助記憶 3

外部記憶 2

演算 ・制御装置

演算の原理 4

中央演算処理装置の基本要素 2

制御機構 3

算術論理演算機構 4

合'計 50
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第1章 ハー ドウエ ア の あ らま し

e

こ の 章 で は 次 の 用語 を 教 え る。

ア ナ ロ グ型 コ ン ピ ュ ー タ,デ ィ ジ タ ル 型 コ ン ピ ュー タ(計 数 型 計 算 機),集 積 回 路 専 用 コ ン ピ

ュ ー タ,超 小 型 コ ン ピ ュ ー タ,ト ラ ン ジ ス タ,ハ イ ブ リ ッ ド型 コ ン ピ ュ ー タ,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ,

プ ロ セ ス 制 御,自 動 計 算 機 大 規 模 集 積 回 路(LSI),プ ロ グ ラム 内 蔵 式,プ ロ グ ラ ム,ハ ー

ドウ エ ア,ソ フ ト ウ エ ア,精 度

●

口
コ ン ピュー タ進 歩 の過程 を 歴 史的 にた どる。 コン ピュー タの進 歩は,他 の科 学 技 術分 野の 発展

に依存 す る面 が大 きい の で,電 子 工 学な ど関連 す る分 野 の発 展が コン ピュー タ に与 え た影響 に つ

いて も触れ る。 コ ン ピュー タの 発 展 の過 程 でコ ンピ ュー タに どの よ うな期 待が か け られ,そ れが

ど う実 現 され て きた かを述べ る。 コ ンピュー タが計 算の 道 具 か ら,情 報 処理 の武器へ と発 展 し,、

人 工 頭脳 と呼ば れ る までに な っ た技 術 的 進歩 と,利 用分 野 の 広が りにっ い て説 明す る。 さ らに第

2章 以下 の導 入 として,ハ ー ドウェ ア に つい て概 括 的に説 明す る。1

口
1.1コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史

コ ン ピュー タの歴 史は,1946年ec真 空管 を使 っ た最初 の 実用 機ENIAC(Electro-"

nicNumericalIntegratorAndCalculator)が 登 場 して か ら25年 に し

か な らない が,計 算す る機械 の歴史 は,そ ろ ば んの歴 史 にま で さか の ぼ ることが で き る。 この節

で は,コ ン ピ ュー タが 開 発 され る まで の 歴史 を述べ る。 第1部 第2章 の復 習 を兼 ね る。

本 格 的 な コ ンピ ュー タが 登場 す るまで の歴 史 にっ い ては,次 の よ うな点 を説 明 す る。

(1)そ ろば んの 時代17世 紀 にB.Pasca1の 加 算 器が 出現 す るま で。

(2)計 算す る機械 の登場17世 紀 か ら18世 紀に か けて次 の よ うな 機械 が開 発 され た。

(a)J.Napierの 乗 算 道 具

(b)B.Pascalの 加算 器

つ
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●

(c)G.W.Leibnitzの 乗 算 器

(3)コ ン ピ ュ ー タが 登 場 す る ま で の 間 の 自動 計 算 の 試 み 。

(a)CharlesBabbageのdifferenceengineとanalyticalenglne

現 在 の コ ンピュータがBabbageの 自 動 計 算 機 の 原 理 と よ く似 てい る こ と を 述 べ る。

(b)HermanHollerithの ノxoンチ ・ カ ー ド'式統 計 機 械 、

(c)HowardAikenの 電 気 機 械 式 計 算 機Mark-1

(4)ENIACの 登 場 以 降

(a)ENIACに よ っ て は じ め て 機 械 的 要 素 が 電 子 的 要 素 に 置 き 換 え られ た 。

(b)商 用 の 汎 用 コ ン ピ ュー タUNIVACの 開 発

(c)JohnVonNeumannの2進 数 表 示 と プ ロ グ ラ ム 内 蔵 式 の 理 論

(d)EDSAC(Elect,。ni。D・1・y・dSt・ ・ag・A・t・m・ti・'C・mp・t・ ・)

の 開 発,プ ロ グ ラ ム 内 蔵 式 が 取 入 れ られ た。

本 格 的 な コ ン ピ ュ ー タが 登 場 し て か らの 発 展 の歴 史 に っ い て は 次 の 点 を 説 明す る。

(1)真 空 管(演 算 制 御 装 置)と 水 銀 遅 延 線(記 憶 装 置)の 使 用

② ト ラ ン ジ ス タ,ダ イ オ ー ドと磁 気 コ ァの 使 用

'

(3)コ ン ピュー タの 互換性 や拡 張性,安 定 性な どの拡 大

(4)集 積 回路(lC),大 規 模 集 積回 路(.LS1)の 出現,記 憶 装 置 の増 大 ・演算 処理 速度 の増

加,小 型 化 の 実現

㈲ 多 種多 様 な入 出力 装置 の登 場

o

`

1.2現 代 の コ ン ピ ュrタ

現 在,コ ン ピュー タが どの よ うな分野 で 使 われ て い る か を簡単 に説 明 し,コ ン ピュー タを必 要

とす る分野 の 作業 の 性 艶 作 業量 な どによ り,.い ろ ・・うな 機能 や規 模 の ・ン ピゴ タが 必甦

こ とを説 明 す る。

現 代 広 く使わ れ てい る コ ン ピュー タ を次の よ うに分 類 し て説 明す る。

(1)目 的 別の 分類

(a)専 用 コン ピュー タ

軍 事 用潜 水艦 の 航海 制 御,飛 行 機 や ミサ イル制 御用 コン ピュー タ,石 油精 製 ・化学 工場 製 鉄 ・

発 電な どで生産 の 自動 化 と と もに,プ ロ セス 制御 用 と して使 われ るよ うに なっ た コン ピ ュー タの

例 な どを あ げ る。
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(b)汎 用 コ ン ピュー タ

広 い 分 野 の業務 や,作 業 を処 理す る ことがで きる コン ピュー タで,給 与計 算 統 計業 務 販 売

分析,請 求 書 の処理,原 価計 算,人 員配 置,生 産 計 画,在 庫管 理,技 術 計算 な どに広 く使 われ る

こ とを説 明す る。"

(2)能 力 別の 分類

]ン ピュ一 夕 の初期 の段 階 で は
,能 力 は そ の物理 的大 きさで測 られ た。 しか し電 子工学 の 進 歩

とと も に,コ ンピュー タの 小型 化,高 性 能化 が 進 み,コ ン ピュー タの 物理 的大 き さは能力 を表 わ

す尺度 にな らな くな った。 そ こで 物理 的な大 き さに代 っ て主 記憶 装 置 の容 量 や,コ ンピ ュー タの

価 格が 能 力 の尺 度 とし て使わ れ るよ うにな った こと を説 明す る。

コ ンピュー タ を次の よ うに 分 けて 説 明す る。

(a)大 型 コ ン ピュー タ買取 り価格250,000千 円 以上

(b)中 型 コ ン ピ ュ ー タ

(C)小 型 コ ン ピ ュ ー タ

(d)超 小 型 コ ン ピ ュ ー タ

(e)ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ

それ ぞれ の ク ラ スの コン ピ ュー タの例 を あげ て,性 能 の比較

明す ると よい。

(3)デ ー タの 取扱い 方 によ る分 類

コ ン ピュー タで デー タを 取扱 う方法 に アナ ロ グ型 とデ ィ ジタル型 が あ る。

次 の図 を 示 して,ア ナロ グ型 と ディ ジタ ル型 の違 い を説明 す る。

〃40 ,000千 円以 上

〃10 ,000千 円 以上

〃10 ,000千 円未 満

主 記憶 が2,000ビ ッ ト以上 で,中 央 演算 処理 装 置の 価格 が

5,000千 円 以下

賃借料,機 能,使 用例 な どを 説

/
/

アナログ型 の表現

＼ 一
、/

ノ

ー
1.51.71.71 .651.61.631 .751.85L901.851.75

ディジタル型 の 表 現

デー タを取扱 う方 法 に よ って,次 の よ うに コ ン ピュー タを分 け る ことがで き る。

(a)ア ナ ログ 型 コン ピ ュ.一夕'
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(b)デ ィ ジタル 型 コン ピュー タ

(c)ハ イ ブ リッ ド型 コ ン ピ ュー タ

アナ ロ グ型 コン ピュー タは,石 油精 製,製 紙,製 鉄 な どの工場 の プロ セ ス 制御 用 コ ン ピュー タ

として使 われ てい る。 一 般 に 広 く使 われ てい るの は,デ ィ ジタル 型 コ ン ピュー タで あ る。 デ ィジ

タル 型 コ ン ピュー タの特 徴 にっ い て次 の 点をあ げ るこ とがで きる。

(a)数 字で 表わ され てい る実 数 や文 字 を扱 う。

ω 精 度 の高 い加 減乗 除 比 較 演 算を 行 な うことが で きる。

(c)文 字 や数字 を正 確に 処 理 で き る。

ハ イ ブ リッ ド型 コ ンピ ュー タで は,ア ナ ロ グ型 とデ ィジ タル型 の両方 の デー タ を扱 う。 その た

め にア ナ ログ型 とデ ィジ タル型相 互の デ ー タ変 換 装 置が 必 要 であ る。

以上 の 説 明 をし たあ とで,初 級 カ リキ ュ ラ ムで はデ ィジ タル型 のコ ン ピュー タ だけ を扱 う こと

を 明確 に してお く必 要 があ る。

.へ

"て:ミ
・

「う'

.
、

1.3コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム

次の 点 につ いて そ れぞ れ説 明す る。
▲〕'

コン ピ ュー タの 構成

コ ンピ ュー タ の働 き'

ハー ド ウエ アとソ フ トウ エ ア

(1)コ ン ピュー タの構 成

次 の よ うな 図 を示 して コ ンピ ュー タを構成 し てい る主 な装 置 と各装 置の役 割 を簡単 に 説 明す る。

z

算 術 論 理

演 算 装 置

一一一 命 令 の流 れ

デー タの 流れ
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(2)コ ン ピュー タ の働 き

コン ピュー タの 働 きを理 解 さ せ るた めに 上記 の図 を使 って,次 のよ うな順 序 で 処理 の過 程 を

簡 単 に説 明 す る。

(a)処 理す るデ ー タ と処 理ec必 要 な プ ログラ ム を紙 テー プ,紙 カー ド,磁 気テー プ な どの媒 体

に 記 録 す る。

{b)プ ログ ラム とデ ー タを入 力 装置 か ら読 込 み,記 憶 装 置 に記 憶す る。

(c)命 令 を 制御 装 置 で解 読 し て実 行す る。

ω 命 令 を 実行 す るとデ ー タが記憶 装 置か ら,演 算装 置に移 され処 理 され る。

(e)処 理 さ れたデ ー タが,記 憶装 置に 戻 される。

(り 処 理 され た デ_タ'が 記 憶装 置か ら出力 され て紙 テ_ス 紙 カー ド,磁 気 テー=ち 印 刷 用 紙

などの媒 体 に記 録 され る。

(3)ハ ー ドウエ ア とソ フ トウエ ア

ソフ トウエア とい うこ とば が生 まれ た理 由 を述べ,ハ ー ドウエ アと ソフ トウエ ア の概 念 を簡 単

に 説 明す る。 この段 階で は,ま だ ソ フ トウエ アの概 念 を正 確 に理解 させ る ことは で きない の で,

こ とば にな じませ る程 度 で よい。`

、▲

〆 「∫

ン

〆

惨 導上の留意点1

この 章 は,コ ン ピュー タの説 明の 導入 部分 で あ るか ら,説 明 が詳 し す ぎ る とか えって 理 解を さ

ま たげ るこ とに な る。 で き るだ けコ ン ピュー タ を概 括的 に掌 握 させ,コ ン ピュー タ の意 味や 役 割

につ い て正 しい理 解 を 持たせ る よ うにす る。 コ ン ピュー タの発 展 の過 程 を た どった り,コ ンピュ

ー タが どの よ うに使 われ て い るか とい う面 か らなが め て み る こ とは,コ ン ピュー タ の役 割 を理 解

す る助 けに な るであ ろ う。

コ ンビ『ユ一 夕の能 力別 分類 に は,い ろ い ろな区 分 の 仕方 があ るが,日 本 電子計 算 機(株)(J

ECC)の 分類 を基 準eeす るの が よいで あ ろ う。

ノ〆-

9

ρ
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第2章 入 出 力 装 置

i・'

∀)'
この 章で は次 の用語 を教 える。

オ フ ライ ン,オ ン ライ ン,カ ー ド送 り,緩 衝域(バ 、ッフ ァ),入 出力 装 置,入 出力チ ャネ ル,カ

ー ド読 取せ ん孔 装置,紙 テー プせん 孔 装 置,磁 気 テー プ装 置,ミ リ秒 ファイル 保護 リング,物

理 レコ_ド,記 録密 度 文字 セ ッ ト,磁 気 イ ン ク文 字読 取 装 置,出 力 装 置,消 去・ 垂直検査'水

平検 査,ス ペ ー ス,入 出力 制御 装 置,制 御 卓,制 御 盤,妥 当性検 査,端 末 装 置 ・入力 装 置・バ ッ

クス ペー ス,印 刷 装 置,ス キ ッス キ ャ リ ッジ ・テー プ マ イク ロ ・フ ィル ム ・シス テム,光 学

文 字 読取 装置(OCR),映 像表 示 装置,ラ イ ト ・ペ ン,音 声応 答 シ ス テム,タ ー ンア ラウ ン ド・

ブラ シ,ブ ロ ック,ヘ ッド,ラ イ ン ・プ リンタ(行 印字 機),レ コー ド間 間 陽 中 央 演算処 理 装

置

グ 、＼ ・

・ 匡〔 園

コ ン ピュ_タ を構 成 す る装置 の1つ で あ る入 出力 装 置ecつ い て,次 の よ うな 点 を理 解 させ る。

(1)人 と コン ビ。ユ一 夕 との 交流 は,入 出 力装 置 を介 して行 な われ る。

② デ ー タ は,入 出力媒 体 を介 し て コ ン ビ。ユ一 夕に入 出 力 され る。

(3)入 出力装 置 の 種 類 と入 出力 の 仕 組 み。

'、L
'

口
入力装置,出 力装置の機能,代 表的な入力出力の種類とその役割について説明する。

⑱ 2.1入 出 力 装 置 の 機 能

入 出力 装 置がデ ー タ を入 出力 す る速 度 は,コ ンピ ュー タの 中央 演 算処 理装 置 に比 較 して非 常 に

遅いの で(速 い もの で もミ リ秒単位),両 者 の速度 を調整 し処 理 を円滑に行 な う ために・ 入出 力

装 置 に次 の よ うな 機能 が 必要 であ る。

(1)入 出 力チ ャネ ル の 機能

② 緩 衝 域(バ ッ ファ)の 機能

一53一



以上 のそれ ぞれ の機 能 を説明 し,こ の2つ の 機能 に よっ てデ ー タの入 出力 と中央 演算 処理 装置

にお け るデ ー タ の処理 と を独立 し て並行 的に 行 な う ことが で き,高 速の演 算処 理が 可 能 に な る こ

と を説 明す る。

次の 図を用 い ると よい。 第1章 の コ ンピ ュー タの 構成 図 と対 応 させ て,中 央 演算 処 理 装置 の概

念 を導 入す る。 中央 演算処 理 装 置 は,制 御装 置 と算術 論 理 演算 装 置 に対 す る総 称で あ る。

▲

'〈
∀

磁気テープ

装 置

プテ気

置

磁

装

/亀

/一〆
、

チ ャ ネ ル をデ ー タが通 過 す る と きには,次 の2っ の方 法 があ ること を説 明す る。

(1)低 速 の入 出 力 装置の と きは チ ャ ネル の通 過路 を入 出 力 装fが 共 用 し,同 時ec複 数 の入 出 力

装 置 の デー タ を通 過 させ る。

② 高 速の入 出 力装 置の ときは・ 一 時 に は1つ の 入 出力装 置だ けが チCネ ルの 通 過路 で 占 有 して

デ ー タを通 過 させ る。
・㌢

2.2各 種 の 入 出 力 装 置

入 出 力装置 は,コ ンぜ ユ一 夕の 利 用分 野 の 広が りとと もに人 と コン ピュー タの交 流 を容 易 にす

る と い う目的の もとに 数多 くの 種 類 が開 発 され た。

その 中か ら,代 表的 な もの を取 り上 げ て説 明す る。

(Dカ ー ド読 取 せ ん孔 装置

紙 カ ー ドに よる入 出力 は,コ ン ピュー タの入 出力 として最 も一 般 的 であ る ことを述 べ,次 の よ

・ぐ
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,オ)

α

㊨

.

ム

うな点 を説 明 す る。

(a)紙 カー ドの利 点 と欠点

せ ん孔,検 孔,分 類 な どが 自由 にで きる。

1っ のデ ー タが80け た に制 限 され て い る。

入 出力 速度 が遅 い。

㈲ 紙 カー ドの読取 り方式

ブ ラシ接 触 式(機 械 式)と 光 電 読 取 り式(電 子式)と が あ る。

読取 りを示 す 図を 用い て説 明す る とよい。 カー ド送 りに っ いて 説 明す る。'

(c)紙 カー ドの せ ん 孔方 式

ω 読 取 り速 度 とせ ん孔 速 度

(e)低 速 で あ る。

非 常 に低 速 なので,コ ン ピ ュー タの性 能 を生 かす ため に同 時 に 複数 個の作 業 を行 な うな どの 方

法 を考 え る必要 が あ る。

② 紙 テー プ読 取装 置,紙 テー プ せ ん孔 装 置

紙 テー プ読 取装 置 とせ ん孔装 置 は,紙 テー プ を媒体 とし て入 出力 を行な う。 入出力 の原理1よ

カー ド読 取せ ん孔 装 置の 原 理 と よ く似 てい る。

以下 の こと を 説 明す る。

(a)紙 カ ー ドと比 較 し た場合 の 利点 と欠 点

デー タの長 さを一 定 にす る必 要が ない。
で

コ ンピュ ー タだ け でな く,い ろい ろ なデ ータ 処 理機 械 で共 通 して 使 え る。

デ ー タの追 加 や削 除 がむ ずか しい。

分類 や照 合が で きない。

(b)読 取 り速 度 とせ ん孔 速 度

⑧ 磁気 テー プ 装 置

次 の よ うな点 につ い て 説明 す る。

(a)磁 気テ ー プ装 置 の 特徴 と 機能

磁 気テー プ の 実 物を見 せ る とよい。

磁 気 テー プ は,入 出 力装 置 として だ けで な く,補 助 記憶 装置 と して も重 要 であ る。

磁気 テー プは高 速で あ り,大 容量 の デ ー タを記 録で き る。

分 類 を 行 なう と きの重要 な媒 体で あ る。
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'

磁 気 テー プに記 憶 され た内 容 は,直 接 目で見 る こと はで きない。

等速 呼 出 しがで きない。

入 出 力 の両 方 に 使用で きる。

ω 磁気 テー プ装 置 の 機構

(Dフ ァイル ・リー ル と巻 取 りリー ル

(ii)読 取 りヘ ッ ドと書 込み ヘ ッ ド

(mバ ッ クス ペー ス と消去(era、e)

CIV)真 空 コ ラム機 構

(∨ フ ァイル 保 護 リ ングの 働 き

(c)磁 気 テー プの記 録形 式

(i)磁 気 テー プの 始 め と磁 気 テー プ の終 り

(ii)ブ ロ ック(物 理 レコーrド)と ブ ロッ ク間 間隙(レ コー ド間間 隙)

⑩ 記 録 密度

次の よ うな 図 を書 いて 説 明す るとよい。

デ ー タの 記 録表 現

麟 テー プ/水 平検査ピ・ ト

13579CLAS・e

「偽

▲

(

/
'、

4

6
0

1
2

P
3

7

5

b髄範

ー

山
川
川

11
11
い

データの記録形式

始め 協 ローぽ ント

一

フ ロ ッ ク

2,400フ ィー ト

iRG

ブ ロ ッ ク

IRG

ブ ロ ッ ク

終 り

ま た はL200フ ィー ト

リール 終 り
スポ ット
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⑰

(d)読 取 り,書 込み 速 度

磁 気 テー プの読 取 り速度 と書 込み速 度 は同 じであ る。

読 み書 き速 度 は,磁 気 テー プの物 理 的 な速 度 と記憶 密 度 に よ っ て決 る。 す る際,

磁 気テ ー プの 読 み 書 き速 度 は15K～180K字/秒 の範 囲 であ る。

(4)印 刷 装 置

印刷 装置 にっ い て,次 の こ と を説 明す る。

(a)ラ イ ン ・プ リンタ(LinePrinter)

ドラム式 ライ ン ・プ リンタ

印字 幽 ・は{
チ 。 イ 。式,,。.プ,。,・

が あ る。

各 印字 機 構 の 簡単 な 図 を示 して,印 刷 の 仕組 み と1行 の最 大印 刷 字 数,用 紙 のスペー ス や ス キ

ップ の 制 御,キ ャリッジ ・テー プ の役 割 な どにっ い て説 明す る。 プ リン ト・バ ッファに つ い て も

触れ てお くこ とが望 ま しい。

(b)印 刷 装 置 の速 度

印刷 速 度,ス キ ップ とスペ ー スの 速度。 印 刷装 置の活 字 の 数(文 字 セ ッ ト)に よ っ て速度 が 異

6
る。

(c)そ の 他 の方 式の 印刷 装 置

写 真 植字 に よ る印刷方 式にっ い て,特 徴 を簡 単 に説 明す る。

(5)制 御 卓

制 御卓 は 制御 盤 と タイプ ライタか ら成 ってお り,主 と し てコ ン ピュー タ ・シ ステ ム を監 視し・

シス テ ム に必 要な指 示 を与 え るた めに使 わ れ る。 次 の よ うな こと を説 明す る。

(a)制 御盤 の機能

コ ンピュー タの内 部 の 状態 を表 わす。

(b)タ イプ ライ タの 役 割

メ ッセー ジの 印 刷,コ ン ピュー タに対 す る必要 な指示 の入 力

(()操 作 員 の 操作

処 理 の 開始 と終止,エ ラー ・ リセ ッ ト,入 出力装 置の 選択,デ ー タの マ ニ ュアル 入 力 な ど

(6)マ イク ロ ・フ ィルム ・シス テ ム

次 のよ うな点 をあげ て,マ イ ク ロ ・フィル ム ・シ ステ ムの特 徴を 説 明す る。

(a)ラ イン ・プ リンタec比 べ て は るかに 高 速で あ る。
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(b)印 刷 さ れ た もの が コ ン パ ク トで あ る。

ラ イ ン ・ プ リ'ンタ の1,600ペ ー ジ 分 が 手 の ひ らに の る。

コ
マイ クロ ・フ ィル ムか らコ ピー をと るた めに,リ ー ダ ・プ リンタがあ る。i

(7}磁 気イ ン ク 文 字読取 装置(MlCR)「

次の こ とを説明 す る。

(a)ド キ ぞメ ン トecdi気 イ ン クを使 っ て印 刷 され た文字 を 磁気 ヘ ッ ドで直 接読 取 る装 置 であ る。

⑰))ド キ ュメ ン トを分 類す る機 能 を もっ。

(c)オ ンラ イ ンで もオ フ ライ ンで も使 え る。

(d)ド キ ュメ ン トに1行 印刷 され た文 字 を毎 分750～1,600枚 で読 む。

(e)銀 行 の小 切 手や 債 券 の処 理 に広 く使 われ てい る。

,(8)光 学 文 字読取装 置(OCR)

光学 マ ー ク読取 装 置(OMR)

次 の点 を説 明す る。'

(a)ド キュ メン トに印 刷 され た文 字 を光 学的 に 直接読取 る装 置で あ る。

(t)ド キ ュ メ ン トと して は,通 常の用 紙 カー ド,ジ ャー ナ ル ・テー プな どが使 え る。

(c)マ ー ク,印 刷 され た数 字,文 字,特 殊 文 字 手書 き文 字 な ど を読む こ とが で き る。

ω'料 金 徴 収事 務 な どで ター ン ア ラウ ン ド方 式 と呼ばれ る処理 に 使 われて い る。

(9)タ イ プ ライ タ型 端 末装置

オ ン ラ イン ・シ ステム の タ イプ ラ イ タ型 の入 出 力装 置 にっ い て簡 単 に説 明す る。 銀 行 業 務 な ど

特 定 の用 途向 きに作 られ た 端末 機 と汎 用 端末 機が あ る こと を説 明 す る。

⑩ 映像 表示 装置

映像 表示 装 置 の用途 と特 徴に つ いて説 明す る。
/'

ライ ト'ペ ン に つい て も簡単 に 触れ る と よい。

ω 音 声 応 答シ ステ ム

音 声応 答シ ス テム の 用途 と特 徴 に っい て 説 明す る。 次 の ような 図を用 い るとよい。

押ボタン式

受 話 器

問合せ

音声応答装置

コー ド化 さ れ た

応 答 ・

計 算 機

音声による応答
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∀

1指導上の留意点1、

入 出力装 置 につ い て は,で き るだ け実物 を見せ て 説 明す る こ とが 有 効 で あ る。 実 物 を見 せ るこ

とが むず か しけ れば,ス ラ イ ドを使 って もよい。入 出力装 置 は,コ ン ピュー タ ・システ ムへ の

デー タの 入 出 力 を で き るだ け容 易 に し,か っス ピー ド・ア ッ プす るとい う目的 で,利 用分 野 に応

じ た開発が な されて きた。 し たが っ て特 定 目的 の入 出 力 装 置に っ いて は,そ れ が どの よ うな分 野

℃ どの よ うに使 わ れて い るか を 実例 を示 して 説明す る必要 が あ る・

入 出 力装置 を説 明す る際,入 出力装 置 に共 通 した ことが らとし て次 のよ うな点 を説 明す る必 要

が あ る。

(1)入 出力媒 体上 で の数 字や文 字の 表 現方 式 と標準 化へ の 問題

標準 化 に つい て は,ISO規 格 やJIS規 格が あ るもの は,そ れ らを紹 介す る。

'(2}入 出力装 置 の 制御

プ ログ ラム に よ る制御 と機 械 的な 制御

オ ン ライ ン制御 とオ フ ライ ン制御

(3)中 央 演 算処 理装 置 と入 出 力装 置の 間 の速度 調整 やコ ー ド変換 入 出力 制御 装 置 の働 き を簡単

に述 べ る。

β(4)入 出力 誤 りの検 査

水平検 査 と垂 直検 査 妥 当 性 検 査,比 較検 査 な ど

(5)入 出 力 制御装 置 の 役 割

時間 に余 裕が あ れ ば,オ ン ライン ・シ ス テ ムにつ い て 簡単 に説 明 し て もよい。 端 末 装置,回 線 ・

モデ ム(変 復調 装 置),回 線制御 装 置,中 央 演算処理 装置 な どの 働 きを 簡単 に説 明す る。

も
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第3章 記 憶 装 置

こ の 章 で は 次 の 用 語 を教 え る。

ア ク セ ス ・ ア ク セ ス ・ アー ム,ア ク セ ス 時 間 ,ア ド レス(番 地),拡 張2進 化10進 コ ー ド(E

BCDIC),下 位 け た(単 位 け た),記 憶,記 憶 容 量,基 準 ア ド レス(ベ ー ス ・ア ド レ ス) ,

基 準 レ ジ ス タ,検 査 ビ ッ ト,語,語 長,固 定 記 憶,再 配 置 可 能 字(キ ャ ラ ク タ) ,磁 気 コ ア 記

憶 ・磁気デ・スク記憶磁 気ドラム講 磁気薄膜,蔽 ・・ルム記憶・臨 カー ド記憶,賄

テ ー プ 記 憶,磁 気 カ ー ド,順 次 ア ク セ ス,順 次 処 理,上 位 け た シ リ ン ダ,セ ク タ,絶 対 ア ド レ

ス,相 対 ア ド レス,直 接 ア ク セス ,デ ィ ス ク ・パ ッ ク,等 速 呼 出 し(ラ ンダ ム ・ ア ク セ ス),等

速 呼 出 し 記 憶,ト ラ ック,ナ ノ 秒,2進 数,バ イ ト,ビ ッ ト,マ イ ク ロ 秒 パ ック,ア ン パ ッ ク,

記 憶 装 置,主 記 憶,外 部 記 憶,補 助 記 憶,2進 化10進 コ ー ド,パ リテ ィ ・ ビ ッ ト,ゾ ー ン ・ ビ

ッ ト,USASCIエ コ ー ド,シ ー ク 時 間,回 転 待 ち 時 間,デ ー タ 転 送1時 間,ワ ー ド ・マ シ ン ,

ス イ ッチ,10進 数,サ イ ク ル

・ 亀

、

口
デ ー タ の記憶 は,デ ー タ処 理の中 で大 変 重要 な部 分 であ る。 入力 媒体 に記 録 され た デー タは,

入力 装 置 で 読 込まれ,主 記憶 に 記憶 され る。 また必 要 に応 じて,外 部 記憶 や 補助 記憶 に転送 され

る。 記憶 装 置 に は,そ れ ぞ れ固 有の デ ー タ表 現形 式 があ る。 この 章 で は,デ ー タの表現 方 法 記

憶の 機 能,記 憶 の原 理な どを理 解 させ る。

口
3.1デ ー タ の 表 現

最初 に デー タが入力 媒体 に 記録 され た り,記 憶 装置 に記 憶 され る ときの 状態 を説 明す る。 入 力

媒 体 や 記憶装 置 の中 では,あ る状 態 が 存 在す るか しな い か とい う2っ の 状 態の組 合せ に よって デ'

一 夕が 表現 され てい る
。 次 の よ うな 例 をあ げ てONの 状 態OFFの 状態 を説 明け る。

'(
1)紙 カー ド…… …せ ん孔 され てい るか,さ れ て い ない か

② トラン ジス タ… …電 流が 流 れ てい る 魁 流 れ てい ない か,

オ
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(3)磁 気 一…1方 向 に磁 化 され て い るか 他 方 向 に磁 化 され てい るか

(4)リ レー,ス イ ッチ… …開 いて い るか,閉 じてL)る か

㈲ 電 圧 一 か か ってい るか か か って い ない か

コ ンピ ュー タでは,ON,OFFの 状 態 の 組合 せ で 数や 文字 を表 現 す るので2進 数 表現 が 重 要

で あ る こと を述べ る。2進 数に よ る数 の表 現 にっ い て説 明 し,10進 数 と2進 数の 間の 数 の変 換

につい て簡単 な練 習 問題 をさせ るとよい。 数 字 や文 字 が記 憶装 置 に記 憶 され ると きは,2進 数 を

基本 に した コー ドに変換 され る。 一 般 に使 われ てい る コー ドと して,次 の コー ドを説 明す る。 そ

れ ぞれの コー ドで数 を表現 した ときの 正,負 の符 号 の表 わ し方 につ いて も触 れ る。

(1)2進 コー ド .

ピ ッ ト(bit)と 語(word)ecつ い て説 明す る。

(2)2進 化10進 コー ド

4ビ ッ トで数字 を 表 現す る。

(3)標 準2進 化10進 コー ド(StandardBinaryCodedDecimalInter-

changeCode)

6ビ ヅ トで数 字 と文字 を表現 す る。 次 の 図 を示 し,パ リテ ィ ・ピ ッ トと ゾー ン ・ ピ ッ トの意 味

を説 明す る。

6ビ ヅ ト

ー

C B A 8 4 2 1

一 ー
ゾー ン・ビット 数 字

パ リ テ ィ ・ ビ ッ ト

(4)拡 張2進 化10進 コー ド(ExtendedBinaryCodedDecimalInter-

changeCode-EBCDiC)

8ビ ッ トで 英 数 字 を 表 現 す る。

バ イ ト(byte)の 意 味 を 説 明 す る。

ゾ ー ン数 とパ ッ ク(pack)さ れ た 数 に っ い て 説 明 す る。

(5)USASCIlコ ー ド(U.S・AStandardCodeForInformation

InterchangeCode)

7ビ ッ トあ るい は8ビ ッ ト(USASCII-8)の2進 数 で 表 現 す る。

3.2主 記 憶

内 部 記 憶 引 ・は ・次 記 憶 と も呼 ば 礼 ・ ン ピ ゴ タ に よ ・ て 鹸 制 御 さ れ る ・ 次 の 点 を 説 明 す

る 。
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(1)ビ ッ トと バ イ ト

(2}語 単 位(ワ ー ド'マ シ ン)と 字(キ ャ ラ ク タ)(character)単 位

1語 の長 さ(語 長)ecっ い て も触れ る。

(3)数 字 のパ ック とア ンパ ック(unpack)

(4)固 定長 と可変 長

(5)ア ドレス(番 地)(address)

ア ドレスにっ い ては次 の よ う な概 念 を説 明す る必要 があ る。

㈲ 基準 レ ジス タ(ベ ー ス ・レジ ス タ)

ω 基 準 ア ドレス(べ=ス ・ア ドレス)と デ ィス プ レ イス メン ト

(c)絶 対 ア ドレス

(d)相 対 ア ドレ ス

(e)再 配 置可 能

基 準 ア ドレ スとデ ィス プレ イス メ ン トを使 って表 現 したア ドレス を相 対 ア ドレス とい っ てい る。

相 対 ア.ドレスを使 う と,プ ロ グ ラムの 再 配置 が 可能 に な る(relocatable)。

(6)内 容 を移動 した ときの 状態,デ ー タの 消え る仕 組み。

(7)固 定 記 憶(readonlymemory)

(8)補 助 記 憶,外 部記 憶 との 関連

内部 記 憶 の代 表 的な もの として,磁 気 コア 記 憶と,磁 気 フィル ム記 憶にっ い て説 明す る。

(1)磁 気 コ ァ記 憶

現在の コ ンピュー タで は,ほ とん どが主 記憶 に磁 気 コ ァを用 いてい る。,

磁 気 コ ァの仕 組み にっい て,次 の 図で 説 明す る。

(a)記 憶 の原 理

■

/
電流の向き

磁化の方向

(ONの 状態)
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電流

コ ア ・ マ ト リ ッ ク ス

検 査 ピ ッ ト

主記 憶のサイ クル 時間 とア ク セス 時間(呼 出 し時 間)に っい て説 明す る。 ナ ノ 秒 マ イ ク ロ秒

な どの単 位 を あげ て説 明 す る とよい。

磁 気 コ ア記憶 の 特 徴 につ い て経済 性,ア クセス の 速 さ,信 頼性,融 通性 な どの点 を説 明 す る。

命 令 の中 で デー タを指 定す る方法 を語 単位記 憶 と,字 単 位 記 憶 に分 け て 説明 し,字 単位 の記 憶 で

は 次の2つ の方 法 を紹介 す る。
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(a)デ ー タ の下位 け た(単 位 けた)を 指 定す る。t

例25340

〒 ↑

ワ ー ド・マー ク 命 令 で指定 す る番地

ワー ド・マー ク まで の デー タ のけ た数 で あ る。

(b)デ ー タ の上 位 け た を指 定 す る。

例.25340

↑'

命令 で 指 定す る番地

命令 の中 では,番 地 の 他 にデ ー タのけ た 数 も指定 す る。

(2)磁 気 フ イルム 記憶

磁 気薄 膜 フ ィル ム(magnet輌cthin-film),磁 気 薄膜 フ ィル ム ・ロ ッ ド ・メモ リ

(magneticthin-filmrodmemory)の 原 理 を簡 単ee説 明す る。

磁 気フイ ル ム 記憶 は 磁 気 コァ 記 憶に 比較 し て小型 で あ り,高 速で あ る。 信 頼 性 も高 い。

3.3補 助 記 憶

主記憶 との関連 で補 助 記憶 の役 割 を説 明す る。補 助 記 憶 の内 容 は,主 記 憶 に読 み込 まな けれ ば

碇処 理で きな い
。 補 助 記 憶 と して,磁 気 コ ァ記憶 や磁気 フ ィル ム記憶 を使 うこ ともで きるが,そ の

ほ か に次 の よ うな装 置 があ る。

磁気 デ ィ ス ク記 憶

磁 気 ドラム 記 憶

磁気 カー ド記 憶

磁 気 テー プ 記 憶

磁 気 デ ィ ス ク記 憶,磁 気 ドラム 記憶,磁 気 カ ー ド記 憶 を 等速 呼 出し 記 憶と呼 ぶ こと もあ る。

以上 のそ れぞ れ にっ い て説 明す る。

(1)磁 気 ディス ク記憶

磁 気 ディス クの 構造 と機 能 を説 明す る。 等速 呼出 し(直 接ア クセ ス)が で き る装置 で あ るこ と

を理解 させ る こ とが重要 で あ る。 次の それ ぞれ にっ い て説 明す る。

(a)ト ラッ クとセ ク タ

(b)シ リンダ の概 念'

(c)ア ドレス
コ 　

(d)デ ィ ス ク ・ パ ッ ク
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⑯

、

β

」

(e)ア クセ ス ・アー ム

(f)シ ー ク 時間 と回 転 待ち 時 間

(9デ ー タ転 送 時間

ω アク セス 時間

(i)記 憶容 量

(2)磁 気 ドラム 記憶

磁 気デ ィス ク と対 比 させなが ら,磁 気 ドラムの 仕組 みを 説 明 す る。

初 期 の コ ンピュー タで は,磁 気 ド ラム が主 記 憶 として 使 われ てい た。 現在 では その高速 性 を生か

か して,ひ ん ぱん に 使用 され るデー タを記 憶 して お くた めの補 助 記 憶 として用 い られ て い る。

記憶容 量 と速 度 にっ い て説 明 す る。

速 度に つ い ては,次 の 点 を述べ る。 ・

(a)回 転待 ち時 間

(b)デ ー タ転送 時 間

上)ア クセ ス 時間

磁 気デ ィス ク と比較す ると よい。

(3)磁 気カ ー ド記憶

磁 気カー ドの仕 組 み とアクセ ス の仕方 を説 明す る。

磁 気カ ー ドは,他 の 補 助記憶 と 比較 し て,次 の よ うな特 徴 を持 って い る。

(a)記 憶容 量 が大 きい

(b)低 速で あ る

(c)価 格 が安 い

以上 の 特 徴 を生 か して,大 容 量 の デ ータ ・フ ァイル を必 要 とす るオ ンラ イ ン ・シス テム な どに

使わ れ てい るこ とを説 明す る。

(4)磁 気 テー プ記 憶

磁 気テ_プ につ いて は,第2章 の入 出力装 置 のと ころ で 説明 したの ℃ 他 の補助 記憶 と 比較 し

なが ら,簡 単 に 復習す ると よい。1

他 の補助 記憶 は,等 速 呼出し(直 接 呼 出 し)が で き るの に対 し て磁 気テ ー プ 記憶で は 順次 処

理(順 次 ア クセス)し かで きな い こ とを 説明 す る。
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3.4外 部 記 憶

外 部 記憶 は・ 入 出力装 置や補 助 記憶装 置 にセ ッ トす ると,コ ンピュー タで 制御 で き るよ うに な

り,そ れ らの 装 置か ら取 りはず す とコ ン ピュ ー タで制 御で きな くな る
。 外部 記憶 として,次 のよ

うな もの を あ げ 入 出 力 装置,補 助記 憶の 復 習をかね て 簡単 に説 明す る。

(1)紙 力"一ーード,紙 テー プ,磁 気テー プ

② 磁 気 イン ク文 字用 ドキ ュメ ン ト,光 学 文 字用 ドキュ メ ン ト

(3)磁 気カー ド,磁 気 デ ィス ク ・パ ック

指導上 の留 意点

デー タの 表 現 にっ い ては,2進 数 に親 しませ るこ とが重 要で あ る。 理 解度 を確 か め るた めに
,

次の よ うな 問題 を解 い てみ ると よい。

(1)次 の2進 数 は10進 数でい くつ か。、

(a)1010011

(b)11101

(c)110010

(2)次 の10進 数 は2進 数でい くつ か。

(a)255

(b)83

(c)37

主 記 憶に つい ては,命 令 の中で デ ー タ を ど う指 定 す るか を よ く理 解させ る必要 があ る
。 語単 位

の 記 憶と字 単 位の 記憶 の違 いを,演 算能力 と 多種 多様 のデー タを扱 え る能 力 な どの点か ら説 明 す

ろ。 コ ン ピュー タ の利 用分 野 と も関 連 させ て説 明す るとよ い
。

補助 記 憶 につい ては,そ れぞ れ の特 徴 を教 え,ど の よ う に使 い分 け られ てい る か を理 解 させ る

こ とが 重要で あ る。 磁 気デ ィ ス ク,磁 気 テー プにっ い ては,簡 単な 計 算 の要 素 を与 え,読 み書 き

の 時間 を計 算 させ てみ て もよい。
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第4章 演 算 ・制 御 装 置

この 章 で は 次 の用 語 を教 え る。

ア ドレス 変 更(修 飾),ア ドレス ・ レジス タ,ア ド レヌ部,移 動(す る),オ ペ ラン ド,解 読 器 ●

(デ コー ダ),基 数,け た上 ば け た移 動(シ フ ト),固 定 小 数 点,指 標(イ ンデ ック ス)・ 指

標 レジス タ(イ ンデ ック ス ・レ ジス タ),16進 数 正 規化2倍 精度,比 較(す る),浮 動小

数 点,編 集(す る),補 数 命令,命 令 レジ スタ,累 算器(ア キ ュ ム レー タ),累 乗(べ き),

レ ジス タ,論 理 命令)記 憶 レ ジス タ,汎 用 レジス タ,浮 動 小数 点 レジス タ,制 御 装置,算 術 論理,

演算装置,命 令部,命 令 サ イ クノら 実 行 サ イ クノら コ マ ン ド,仮 数.符 号の 位 置 ・ 分岐

口
中 央 演算処 理 装 置は,コ ンピ ュー タの心 臓部 で あ り,コ ンピュー タ を構成 してい る全 装置 を 制

♪ 御 し 監視す る。 主 記憶 の 番地 付 け,情 報 の管 理 情 報の 出 し入れ 命令 の解 読 と実行 ・ 主記 憶 と×

他の装置 の 間 の 情報 のや りと り,デ ー タの 算術 演 算,論 理 演 算な どを 行 な う。 この章 で は,こ れ

らの 機能 を説 明 し,中 央 演算処 理 装置 の役 割 を理 解 させ る。

亘
4.1演 算 の 原 理

コ ン ピュー タの主 記 憶の 中で は,一 般 にデー タは2進 数 の形 式 で表 現 さ れて い る。 しか し,入

出力の媒 体でeg,10進 数 や文字 の 形 でデ ー タを扱 わ な くては な らな い。 そ こ℃2進 数 表 現 と

10進 数 や文 字表 現 との 間 の 変換 が必 要 にな る。 コ ンピ ュー タ は,こ の変 換 を 自動 的 に行 なっ て

い る。 次 の よ うな 演 算 と数 字の 変換 とに っい て 説 明す る。

(1)2進 数 演 算 と数 の変換

②16進 数 演算 と数 の 変 換

(1)2進 数 演算

演算 の 仕組 み を10進 数 と比 較 しなが ら説 明す る。 1を 越 え るとけ た が繰 上が る(け た上げ)。
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次 の 演算 にっい て説 明す る。

(a)加 算

(b)減 算

(⇔ 乗 算

(d)除 算

減 算 に関連 して,補 数 の 説 明を し,減 算は 減数 の補 数 と被 減 数 との加 算 によ っ て行 な う こ とを

説 明す る。 乗 算は加 算の繰 返し,除 算は 補数 によ る加 算 の繰 返しで あ る こ とを理解 させ る。

10進 数 か ら2進 数,2進 数か ら10進 数 へ の変 換 の 仕方 を説 明す る。

②16進 数 演 算'1

制 御 装置 を有 効 に使 え るこ と,よ り多 くの 種類 の 文字 を表現 で き る こ とな どの 理 由で,新 しい

コン ビ。ユ一 夕で は,2進 数 に代 って16進 数表 現 が多 く使 われ るよ うにな った。 次 の ような 数の

変換 と演 算に つ い て説 明 す る。

h)10進 数か ら16進 数へ の 変換

(b)16進 数か ら10進 数へ の 変換

(c)2進 数 と16進 数の 間 の変 換

(d)16進 数 演 算 ・ 餐

加 算,減 算,乗 算 除算 を説 明 し,簡 単 な練 習 問題 を行な う。

4.2中 央 演 算 処 理 装 置 の 基 本 要 素

次 の3つ の 要 素 を説 明す る。

・レ ジス タ

・解読 器(デ コー ダ)

.1加 算 器

(1)レ ジス タの 働 き

レジス タの働 きとして,デ ー タ を受 取 る,デ ー タ を 保持 す る,デ ー タ を移 す とい う3つ の 働 き

を説 明す る。

次 の よ うな各 種の レジス タについ て説 明す る。

ω 累 算器(ア キ ュム レー タ)'

(b)記 憶 レ ジ スタ

(c)ア ドレス ・レジ ス タ
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(d)命 令 レジス タ

(e)指 標 レ ジス タ(イ ン デッ ク ス ・レジス タ)

(f)汎 用 レ ジス タ

(g)浮 動 小 数点 レ ジ ス タ

イ ンデ ックス ・レジス タ に 関連 して,'ア ドレ ス変更(修 飾)の 概念 を説 明す る。イ ンデック スの

意 味 とインデ ックス ・レ ジス タの役 割 とを理解 させ る。

(2)解 読器,加 算 器

解読 器 と加 算 器 にっ い て は,簡 単 に説 明す る程 度 で よい。

●

♪

4.3制 御 装 置

制 御装 置 の 働 きにつ い て,次 の よ うな点 を説 明す る。

(1)入 出力装 置 の 制御

(2)記 憶 装置 か らの 情報 の出 し入 れ

③ 記憶 装置 と算 術 論 理 演 算装 置の 間 の情報 の 出し入 れ

(4)算 術論 理演算 操作 の指 示

以上 の よ う な制御装 置 の 働 きは,す べ て 主記 齢 言己顧 れ てい るプ ・グ ラム に よ・ て制 御 され

て い ることを説 明す る。 入 出力 コマ ン ドに触 れ る。 プ ログ ラムecっ い て は・ 第3部 コンピ ュー タ

の ソフ トウエ ア の と ころで 詳 し く説 明 す る ので,こ こ では 次 のよ うな こと を 述べれ ば よい。

(1)プ ロ グ ラム の定義

プ ログ ラムは,処 理 手順 を指示 した一 連 の命令 で あ る。

(2)命 令(instruction)の 構 造

'命 令部 とオペ ラン ド(ア ドレ ス部)か ら成 って い る。

それ ぞれの 役割 を簡 単に 説 明す る。

(3)命 令 の 実 行の 仕組 み

命 令サイ ク ル(1サ イクル)と 実行 サイ クル(Eサ イ クル)ec触 れ る。

4.4算 術論 理 演 算 装 置

算編 醗 輪 加算減 算,乗 算,除 算などの算獺 算と・比軸 どの論理演算を鶏1こ 行

なうと。ろである.・ ンピ。一夕は,多 種多様なデータを扱う事務処理と・雑 な計算が要求さ

れる技術計算との,両 方の要求略 えるために,次 のような4種 類の演算を行な・ている・'
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整 数 演 算 可変長 事務計算向き

固定小数点演算 固定長 技術計算向き

浮動小数点演算 固定長 技術計算向き

論 理 命 令

次 の よ う な図 を書い て,主 記 憶 と算 術論 理演 算 機 構,レ ジスタ,制 御装 置 の 関連 を説 明す る。

「一 一ー ー一

_⊥_「

制御 装 置

L____1

疏↓三小 数点10進 数 浮動小 数点
演 算 演 算 演 算

浮動 小 数点

'ジ ス ウ

それ ぞ れ の演 算 にっい て 次 の よ うな 点 を説 明す る。

(1)整 数 演算

可変 長 のパ ック され た数 字 を扱 う。

storage-to-storage方 式 の 演算 を行な う。

小 数 点 と符号 の位 置,符 号 の取 扱 い にっ いて も説 明す る。

② 固 定小 数 点 演算

固定長 の2進 数 を扱 う。

storage-to-accumulator

accumulator-to-accumulator方 式 の演 算を行 な う。

小数 点 と符 号の 位置,符 号の扱 い方 に っ い て説 明す る。

(3)浮 動小 数点 演 算

浮動 小数 点 を使 っ た数 値 の 表現 の仕方 に 親 しま せ る。

次の よ うな 図 を示す とよい。

…235・ … 一 驚 部

織 部 曙 、蜜 ヂowe「)
(mantissa)
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句

d

δ

浮動 小 数点 演 算 は,浮 動小数 点 レジス タで 行 なわれ る。 浮動 小数 点 レジス タでは 数値が 次ρ よ

うに 表 現 され る。

× ×× ×__× × ××・・…・… ×× ×

ノ ー 一

仮 数 部 の 累 乗 仮 数,

符 号

正 規 化(normalize)と2倍 精 度 にっ い て触 れ る。

固定小 数点演 算 と比較 し て,浮 動 小 数点演 算 の利点 を 述べ る。

(4)論 理命 令

AND,OR,ExclusiveORな どは,理 解が 困難 なの で 説 明しない。

算 術 演算 以 外 の演 算 として次 の よう な機 能 を説 明す る。

(a)け た 移 動(シ フ ト)

シ フ ト機 能 の意 義を 説 明す る。

(b)論 理 操作

Load,Store,Move(移 動),Compare(比 較),Branch(分 岐)な ど。

(c)編 集機 能

■Pack,Unpackな ど。

6)2進10進 変換10進2進 変 換,'

●

も

指 導 上 の留意 点

演算 制御 装置 は,コ ンピ ュー タの中 で 最 も重 要 な構 成要素 の1っ であ るが そ れ だ け に理 解

が困 難 な部 分で あ る。 細 かい点 に立 入 りす ぎる と理 解 を 困難 にす るだ けで あ る か ら・ 基 礎 的な

ことに と ど め,概 念 を理 解 させ るよ うにす る。

ハ_ド ウエ アの構 造は,コ ン ピュー タ に よ って異 るの で特定 の コン ピュ ー タ を適 当 に選 ん で・

その コン ピ ュー タ を一 貫 して取 上げ るよ うに す ると よい 。

演算 は加 算 を中 心に説 明す る。10進 数 と対 比 しな が ら説 明す る とよい。2進 数の 加 減 乗除

演算 も,人 が10進 数 で 演算す る と き と同 じ方 法 で 行 なえ るカs,コ ン ピュー タ で は加 算 を基 本

に し て算 術演 算 を行な うとい うこ とか ら,独 特 の演 算方 法 を とっ てい るこ とを理 解 させ る。

算 術演 算 は10進 数 演算 と固 定小 数 点 演算 を中 心ec説 明す れ ば よい。 浮 動小数 点 演 算 には

あま り立 入 る必要 は ない。

t
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■

第3部 コ ン ピ ュー タ の ソ フ トウエ ア

'＼F
、

◆
教 育 の 目 標

コン ピ ュー タのハ ー ド ウエ アが 進歩 す る とと もに,ハ ー ドウエ アの機能 を活 用 す る こ とに対 し

て ソ フ トウエ アが次 第 に重 要 な役 割 を担 うよ うにな った。現 在で は,も はや特殊 な場 合 を除 い て ソ

フ トウエ アの知 識 がな けれ ば,コ ン ピ ュー タを使用 す るこ とが で きな い。 そ こで,こ こで は ソ フ ト

ウエ アに つい て の基礎 的 な知 識 を 習得 させ,コ ンピ ュー タ に対 して ソフ トウエ アの果 して い る役 割

を十 分理 確 させ るこ とを 目標 にす る。

繍

■

ゆ ー

内容のあらまし

ぶ1、

プ ロ グ ラムの あ らまし

プ ロ グラ ム記 憶 方 式

機 械語

プ ロ グ ラムの 作 り万

プ ログ ラ ミング ・シ ステ ム

プ ログ ラ ミング ・シス テ ムの 構成

と用語

サ ブルー チン とマ ク ロ命令

入 出 力制 御 シ ス テム

サ ー ビス ・プロ グ ラム

プ ロ グ ラ ミング言語 の種 類

ソ フ トウエ アの発 展

言語 の あ らまし

アセ ンフ フ

FORTRAN

ALGOL

COBOL

PL/1'

RPG
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第1章 プ ログ ラムの あ ら ま し

ノ
// つ

,

この 章で は次 の 用語 を教 え る。

記 憶 ダ ンプ,機 械 語,記 号 プ ログ ラム,言 語 翻 訳 プ ロ グ ラム,原 始 プロ グ ラム,コ ンパ イ ラ;

ア セ ン ブ ラ,コ ンパ イ ル,作 業 域,実 行 用 コ ン ピ ュ ー タ,出 力 域 ,セ グ メ ン ト,流 れ 図,デ バ グ,

文 書 化(ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン),入 力 域,プ ロ グ ラ ミ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ言 語 ,プ ログラム ・テ

ス ト,プ ロ セ ッサ(翻 訳 ル ー チ ン) ,翻 訳(す る),翻 訳 用 コ ン ピ ュ ー タ,命 令 コー ド,命 令 セ

ッ ト・ 目的 プ ロ グ ラ ム,モ ジ ュー ル,サ ブ ル ー チ ン,、ロ ー デ ィン グ,デ ー タ ・ア ド レス,命 令 ア

ド レ ス,装 置 ア ド レス,ア セ ン ブ ル,コ ー デ ィン グ,実 行 プ ロ グ ラ ム,記 号 言 語,条 件 つ き分 岐,

丸 め,マ ク ロ 命 令,フ ァ イ ル,論 理 判 断

句

亘
プ ログ ラム内蔵 式 の コ ンピ ュー タで 問題 を解 こ うとす る と

,プ ロ グ ラ ミング ー プ ログ ラ ム を作

、

1二 ㌘ 鷺:繍 ㌫ご,還し遮 蕊 ㌶ こ:;ン馨
れ の コ ン ピュー タが持 っ てい る命令 語 を使 って記述 しな けれ ばな らな い

。 そ こで この章 では,プ

ロ グラム を記 述す る命令語 につ い て理 解 させ
,プ ロ グラ ムが コン ピ ュー タに貯 え られ実 行 され る

仕組 み,プ ・グ ラ ミングの 仕方 な どを習得 させ る。

/

匝
1.1プ ログ ラム記 憶方 式

プログラム臓 式・ンピゴ タ端 成しいてる次のような離 に
ついて説明し,デ ータ麺 の

一一一 命令の流れ

算術,

論 理演算部

,創

4N

－76一



'∀

、

●

仕組 み を理 解 させ る。

プ ロ グ ラムに つい て,次 の こ とを説 明す る。

a

、D

ω

ω

e

(f)

プ ロ グ ラムの定 義,プ ログ ラム と命令 の違 い

プ ログ ラム内蔵 式 の意 味

入 出力 媒体 にあ るプ ログ ラム と内部 記憶 に ロー ドされ て い る プロ グラ ムの 区別

プ ロ グラ ムの ロー デ ィン グ と実行

プ ログ ラムの 実行 順 序

分 岐(branch)が 起 る と実行順 序 が 変 る こ とに触 れ る。

実 行 の終 り

実 行 を終 りにす る条件 に触 れ る。、

ざr

●

、

本.↓
止 『＼

1.2機 械 語(machinelanguage)

機械 語 に つい て,次 の よ うな こ と を説 明 す る。

機 械語 の 形式 、

機 械語 の種類

(1)機 械語 の形 式

最 初 に機 械語 の定 義 を説 明す う。 機 械語 に対 応 して記 号 言 語 があ るこ とに 触れ てお くとよい。

機 械語 は,コ ン ピュー タに よ って異 る こ とを理 解 させ る。機 械語 が命令 部(命 令 コー ド)と オペ

ラ ン ドか ら成 る こと を説 明 し,命 令 部 と オペ ラン ドの意 味 を理 解 させ る。 加 算,減 算,乗 算 除

算,入 出 力開始 命令 等 を例 にあ げて説 明 す る とよい。

オ ペ ラ ン ドに つい て は,オ ペ ラ ン ドが 命令 を実行 す る ときに必 要 な

(a)デ ー タ の記憶 されて い る場 所

(b)次 に 実行 す る命令 の位 置

(c)使 用 す る入 出力 機器 の番号

な どを指 定す るの に使 われ る こと を説 明 す る。 それ ぞれ の位置 は,ア ドレス(番 地)を 使 って表 わ

す こ と,デ ー タ命令,入 出力機 器 の 場所 を示す ア ドレス は それ ぞれ デー タ ・ア ドレス,命 令ア ドレ

ス,装 置 ア ドレスと呼 ばれ て い るこ とを説 明 し,そ れ ぞれ の違 い を理 解 さ せ る。

特 に デー タ ・ア ドレス と命 令 ア ドレスの違 い をよ く理解 させ る ことが重 要 であ る。

(2)機 械語 の種 類

命 令 セ ットにつ い て簡単 に触 れ,命 令 を次 の4種 類 に 分類 して説 明す る。
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;

(∂ 入出 力 命令(inputoutputinstruction)

入 出力命 令 に つ いて例 をあげ て説 明す る。 編 集(editing)の 機能 に も簡単 に触 れ る6

(b)算 術 命令(arithmCticinstruction)

加 算命令,減 算命令,乗 算 命令,除 算 命令 を説 明す る。 乗 算 と除算 は,そ れ ぞれ加 算 と減 算の
ン

繰 返 しで処理 で き るこ とを理解 させ る。 加減 算 の繰 返 しで乗 除算 を行 な う処 理 手順 に触れ,そ れ

が乗 除算 サ ブルー チ ン と呼 ばれ て い るこ とを説 明 す る。 サ ブルー チ ンに つい て は第2章 で 詳 し く

説 明 す るこ とにし て,こ こで は簡単 に説 明 すれ ば よい。

演 算 に必要 な要 素 と,演 算 が レジス タや累 算 器 な どを使 用 して行 な われ るこ とを説 明す る。

け た移 動 と丸 め の機能 を教 え る。

(c)分 岐 命令(branchinstruction)

分岐 命令 の意 味 を説明 し・ 無 条件 分岐(up.conditionalbranch)と 条 件 付 き分 岐

(conditionalbranch)を 理 解 させ る。 条 件 付 き分岐 は,次 の論 理 命令 の と ころで も

説 明す るので,こ こでは 言葉 の意 味程度 で よい。

(d)'論 理 命令(logiCinStrUCtiOn)

論 理 命令 の機能 と,重 要性 を説 明す る。論 理 命令 の例 と して,次 の ものを 説明 す る。 〆'号

デ ー,転 送(、a、 。 、,a。 、fer)命 令/尾

け た移 動(shif`t)命 令

比 較(compare)命 令

テス ト(test)命 令

比 較 命令 とテ ス ト命令 は条 件 付 き分 岐 と関連 づ け て説 明す る。 論理 判 断 機能 を理解 させ る。

1.3プ ロ グ ラ ミ ン グ の 仕 方

プロ グ ラ ミング をす る上 で の基本 的な 手順 を6段 階 に分 け て説 明す る。

プ ロ グ ラムの設 計

プ ログ ラ ム流 れ 図 の作成

プ ログ ラム の コー デ ィング

ア セ ンブ ル ま たは コンパ イ ル

プ ログラ ム ・テ ス トとデバ グ

文 書化

これ らの6段 階の作 業 につ い て指 導 の 内容 を さ らに詳 し く述 べ るこ とに し よ う。
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(1)プ ロ グ ラムの設 計

プロ グ ラム作成 の第1段 階 は,解 くべ き問題 を 明確 に し,プ ロ グ ラムの機 能 や構成 を決 め る

こ とで あ る。 その た め には,問 題 の す べ ての局 面 を分 析 して み るこ とが 必要 で あ る。 こ こで は

(a)入 力 デ ー タの分 析

(b)問 題 を解 くの に必 要 な論 理 的,実 際 的な処 理 の分 析

(c)最 終 的 な出 力 の形 式 の分 析

の3点 につ いて 説 明す る。 これ らの分析 の結 果 を もとに して,プ ロ グ ラム設 計書 が作 られ る こ と

に も触 れ る。

② プ ロ グラ ム流 れ 図 の作成

プロ グ ラム流 れ図 の役 割 と書 き万 を理 解 させ る。 次の こ とを説 明す る。

ω 流 れ図 を書 く目的 と,流 れ 図 を書 くこ とに よ って得 られ る利 点

(b)流 れ図 で 使用 す る記号

流 れ図 記号 はJIS規 格 に よ って標 準的 な書 き万 が決 め られ て い る こ とを説 明 し(付 録

参照),次 の記 号 の使 い方 を理 解 さ せ る。

口 … 処 理

定義済み処理

… … ・… 準

⊂ ⊃ 一 端

備

… … ・… 入 出 力

咄半 断

○

…」

子

… … ・… 結 合 子

注 釈

(c)上 の記号 を使 用 して,簡 単 な 流 れ 図を例 の 示す 。

③ プ ロ グラム の コーデ ィン グ

最 初 に 次 の語 句 と相 互 の 関係 を説 明す る。
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(a)プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語(programminglanguage)

(b)原 始 プ ログ ラム(sourceprogra⇒

(c)目 的 プ ロ グ ラ ム(objectprogram)

(/d)言 語 翻 訳 プ ログ ラ ム(1anguagetranslator)

(・)斯 プ ・ グ ラ ム(ま た は 処 理 プ ・ グ ラム)(P,。CeSSi。gpr。9_)

(f)ア セ ンブ ラ(assembler)と コンパ イ ラ(compiler)

原始 プロ グ ラム には,3つ の型 の命 令 が 含 まれ て い る こ とを説 明す る。

(a)機 械語 に対応 した 実行 命令

(b)マ ク ロ命 令

(c)プ ロセ ッサへ の指 示 命令,

流 れ 図 の説 明 の と ころで例 示 した もの を適 当な 記号 言語(ア セ ンブ ラ言 語)で コー デ ィング し

た記 号 プ ログ ラム を用意 し,説 明す る とよいだ ろ う。

次の こ とを簡単 に説 明す る。

(a)コ ーデ ィン グの と き使 用す る英 数 字 の書 き万

(b)コ ー デ ィング用 紙 の書 式

(i)名 前欄

仙 命令 欄

⑩ オペ ラン ド欄 ・

⑩ 注 釈欄

M継 続 行

ω 識 別欄

(c)コ ー デ ィン グ

コー デ ィン グ例 に従 って,次 の ことを説 明す る。

(Pプ ロセ ッサ に指 示 を与 え る命令

(ii)使 用 す る フ ァイ ル を定義 す る命令

⑩ 使 用 す る入 出力域 や作 業域 と定数 を定 義す る命令

⑩ フ ァイ ルを開 く(openす る)命 令

M紙 カー ドを読 み 内容 を入力 域 に記憶 させ る命令

杣 演 算 な どの処 理 を指 示 す る命 令

舶D出 力 域 か らの 印刷 を指 示 す る命令

一80一

、

/'

〉、 φ

ノ

鳩シ

■

イこ



σ

L

?

(viii)フ ァ イル を閉 じ る(clcseす る)命 令

㈱ プ ロ グラ ムの終 りを 示 す 命令

(4)ア セ ン ブル また は コ ンパ イル

原 始 プ ロ グラ ムを アセ ンブル した と きの リス トを見 せ て,原 始 プ ロ グ ラムを 目 的プ ロ グ ラムに

翻 訳 した ときの 出力 にっ い て説 明す る。相 互 参 照 テー ブル に も簡単 に触 れ る。 翻 訳 用 コン ピ ュー

タ と実行 用 コ ン ピ ュー タ の意 味 を説 明す る。

(5)プ ロ グ ラム ・テ ス トとデバ グ

プ ログ ラム ・テ ス トにつ い て,プ ロ グ ラム ・テ ス トの手順,プ ログ ラム ・テ ス トの と きに考慮

しな けれ ば な らな い こ とが らな ど を説 明す る。

プ ログ ラム ・ テ ス トのた めに必 要 な デ ー タの準 備 の仕方 を説 明す る。 大 きな複 雑 な プ ログ ラ ム

は,セ グ メ ン ト(モ ジ ュー ル)単 位 の テ ス ト,お よびっ な ぎテ ス トとい う2段 階 のテ ス トを経 る

こ とを説 明す る。

エ ラー検 出の ため 必要 な記 憶ダ ン プ(storagedump)の 利 用 に つ いて説 明す る。 プロ グ

ラ ムの保 守 につ い て も触 れ る。

⑥ 文書 化

・」凶 文 書 化の 必要 性 を説 明 し,プ ロ グ ラム仕 様 書,プ ロ グ ラム設 計書,操 作 手引 書 な どには,ど の

よ うな もの を載 せ た らよい か を説 明す る。 情 報処 理用 語 や文 書 化 に関 連 し た標 準 規格 につ い て触

れ る(付 録 参照)。

●

b

指 導上 の 留 意 点

(1)プ ログ ラム内蔵 式 の概 念 を理 解 させ るた めに,次 の よ うな万 法 が考 え られ る。

ロー ド命令 をL,加 算 命令 をA.,ス トア命令 をSTRで 表 わす こ とに して,次 の よ うな図で 命

令 の 実行 の仕万 と,デ ー タ の動 きを説 明す る。

プ ロ グラ ムの説 明 で は,プ ロ グ ラムが入 出 力媒体 上 にあ ると きは,デ ー タ として扱 わ れ るこ と,

内 部記 憶 に記憶 され てい る ときに もデ ー タと して扱 われ るこ とが あ るこ とを説 明 して,プ ロ グ ラ

ム とデー タの 区別 につい て正 確 に理 解 させ るこ とが重 要 で あ る。
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ロー ド命令

0001

0002

0003

0101

0102

0103

演 算 装 置

アキ ュ ム レー タ

② 機 械 語

機 械 語 の 説 明 で,命 令 部 を 説 明 す る と き は,次 の よ うな 略 語 を使 用 す る と よ い。

ロ ー ド ・… ・・-L

カ日 算 … 一'・…A

減 算 … …'…S

乗 算 ・… … …M

除 算 … … … ・D

入 出 力 開 始 … ・SIO

ス トア … … …STR

命 令 の 説 明 をす る と きの1例 を 示 そ う。

L51443… ・… … ①

A52000… ・… ・… ②
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S51520③

STR51443… 一 … ④

第1オAeラ ン ドは レ ジス タの番 号,第2オ ペ ラ ン ドは番 地 とす る。①,②,③ を実行 した あ と,

1443番 地 ・2000番 地,1520番 地 の内容 が ど うな るか,ま た④ を実行 した あ とは1443

番 地 が ど うな るか を説 明 す る。

コ ン ピュー タ に よ り,機 械語 の表 現 の仕 方 や形式 は さま ざまで あ るこ と,ま た1一 ア ドレス方

式,2一 ア ドレス方式,3一 ア ドレス方 式,0一 ア ドレス方式 な どが あ る こ と も説 明す る。

③ プ ログ ラ ムの作 り万 につ い て説 明す る ときに は,プ ログ ラム を作 成す る手 順 の各 段 階 に おけ

る技 法 を説 明す るだ けで な く,具 体 的 な問題 を取 上げ て,実 際 に プロ グ ラム作成 の手順 を踏 んで

み るとよい。 例 示 す る問題 として は,次 の よ うな もの が考 え られ る。

(a)社 員 番号,名 前,時 間給,作 業 時 間数 をせ ん孔 し た紙 カー ドを読 み,給 与 を計 算 す る。

(b)試 験 の採 点結 果 を読 み,合 計 点 を計 算 す る。

(c)各 支 店cと の売 上 高 を計 算 す る。

これ らの問題 を処理 して い く段 階 を追 い なが ら流 れ 図,せ ん孔 され た紙 カード アセ ンブ ル ・リ

ス トな どの実 物 を生 徒 に見 せ ると よい。

コ・一 デ イン グ段 階で,記 号言 語(ア セ ンブ ラ言語)を 使 うの は,コ ン ピュー タの 内部構 造 や機

械 語 の ことを理 解 す るのに 問題 向 き言語 よ りも有 効 だ と思 わ れ るか らで あ る。 しか し・ こ こで は

記 号 言語 を教 え るこ とが 目的 で はな いの で,使 用 す る命令 は基 礎的 な ものに とど め る・

プ ロ グ ラム作 成 の段 階で は,プ ログ ラム ・テ ス トや デバ グに多 くの時 間 が必 要 であ る。 これ を

で き るだ け短 時 間で行 な うた めに必 要 な ことが らを説 明 し,テ ス トの仕 方 やデ バグ に つい て理 解

させ る。 実例 を い くっ か紹介 す るの が望 ま しい。

●

●

一83一



第2章 プ ログ ラミ ン グ ・シ ス テ ム

「、

こ の 章 で は 次 の 用 語 を 教 え る。

一 括 処 理(バ ッ チ処 理) ,入 口 点,応 用 プ ロ グ ラ ム,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム,監 視 プ ロ

グ ラ ム,擬 似 命 令,降 順,COBOL,サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム,ジ ェ ネ レ ー タ,主 ル ー チ ン,照 合

順 序,昇 順,出 口,閉 じ た サ ブ ル ー チ ン,.パ ラ メ ー タ,PL/1,開 い た サ ブ ル ー チ ン,復 帰 点,

FORTRAN,プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ム,ブ ロ ッ ク 化,文 法 検 査(シ ン タ ッ ク ス ・チ ェ ッ ク),

ま ぜ 合 せ,,モ ニ タ,ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラム,呼 出 し(コ ー ル),問 題 向 き言 語,イ ン タ

プ リ タ(通 訳 ル ー チ ン),ト ラ ン ス レ ー タ,ロ ー ダ,リ ン ケ ジ(連 結),入 出 力 制 御 シ ス テ ム,

制 御 カ ー ド,準 備 ル ー チ ン,デ ー タ変 換 プ ロ グ ラ ム,自 動 プ ロ グ ラ ミン グ,追 跡 ル ー チ ン,記 号

ア ド レ ス,ニ ー モ ニ ッ ク ・ コ ー ド,テ ー プ ・ リー ル,フ ァ イ ル ・ ラベ ル,ALGOI、,RPG

4

」

亘
現在 機 械語 で プロ グ ラ ミングす る とい う こ とは,ほ とん ど行 な われ てい な い。 プ ロ グ ラ ミング

用 の言語 が 開発 され,そ れ らの 言語 を使 って プ ログ ラ ミングを行 な うよ うに な った か らで あ る。

そ こで この章 で は,プ ロ グラ ミング言語,プ ロ セ ッサ,サ ブ ルーチ ン,マ ク ロ命令,サ ー ビス ・

プ ログ ラム,問 題 向 き言語 な どの概 念 を説 明 し,プ ログ ラ ミン グ ・シス テ ムに つい て基 本 的な こ

とが らを教 え る。 さ らに,ソ フ トウエ ア とい う概 念 が 生 れ た 必然 性 を説 明 し,ソ フ トウエ アの

役 割 を理 解 させ る。

口
2.1プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム の 構 成 と 用 語

機 械語 で プ ログ ラムを書 くと,人 に大 きな負担 が かか る理 由 を説 明 し,人 の 負担 を軽 くし,機

械 へ の 依存度 を高 め る 目的 で プ ロ グ ラ ミン グ ・ シス テム が開 発 され て きた こ とを教 え る
。

プ ログ ラ ミング ・シス テム の中 心 は,プ ログ ラ ミング言語 とプロセ ッサで あ るか ら,そ の2つ

につ い て説 明す る。

(1)プ ログ ラ ミング 言 語

プ ログ ラ ミング言語 は,人 が 理解 しや すい言 葉 で プ ロ グラ ミングで き る よ うに とい う目的で開

発 され た もので,プ ログ ラ ミン グ言 語 の 開 発に よ って プ ログ ラ ミング が容易 にな った こ とを説 明

'ヰ1 .

◆

◎

、
一
.0

・

一84一



t

'
`

、}

す る。 プロ グ ラ ミング言 語 の進 歩 を 歴史 的 に た どっ てみ る とよい だ ろ う。

② プ ロセ ッサ(翻 訳 ルー チ ン)

プ ロセ ッサ の定 義 と役 割 を説 明す る。原 始 プ ログ ラ ム,目 的 プロ グ ラム,原 始 言 語,目 的言語

に つい て説 明す る。

プ ロセ ッサ には,コ ンパ イ ラ,ア セ ンブ ラ,ジ ェネ レー タ.イ ン タプ リタ(通 訳 ルー チ ン)・

トラ ンス レ_タ な どがあ るこ とを説 明 す る.プ ・セ ・サ が翻 訳 を行 な う ときの働 きにつ い て・ 次

の よ うな 点 を述 べ る必 要 があ る。

(∂ 文法検 査(シ ン タ ック ス・チ ェ ック)と エ ラー'チ エ ツク
へ

(b)ニ ー モ ニ ック ・コー ドを機 械 語 に置 き換 え る処理

(c)オ ペ ラ ン ドに使 って い る名前(ラ ベ ル)と 記 憶 装 置 の位 置 との対応 づ け

(d)個 々の命令 に必要 な 記憶 域 の確 保,記 号 ア ドレス と番地 との対 応 づ け

(e)「原 始 プロ グ ラムで要 求 され る定 数 やデ ー タの処 理

(f)翻 訳 時 に 出力 され るメ ッセ ー ジ

(9)ロ ー ダ の準 備

プ ロ グ ラ ミング ・シ ステ ム の発 達 に よ って 得 られ た利 益 を説 明す る。 プ ログ ラ ミン グが容 易 に

な った こ と,デ パ グが容 易 にな った こ とな どを例 をあ げ て説 明す るとよ い。 自動 プ ログ ラ ミン グ

の概念 に も触 れ る。

● ・

、
ヤ

2.2サ ブ ル ー チ ン と マ ク ロ 命 令

(1)サ ブ ルー チ ンの機 能 と特 徴 とを 理解 させ るた めに次 の こ とを説 明す る。

(a)主 ルー チ ン とサ ブル ーチ ンの 関係,入 口点 復 帰 鳥 出 口な どに も触 れ る。

(b)開 い たサ ブ ルー チ ン(opensubroutine)

(c)閉 じた サ ブルー チン(closedsubroutine)

(d)主 ル ーチ ンと閉 じた サ ブ ルー チ ン との リンケ ジ,サ ブルー チ ンの呼 出 し(call),

パ ラメー タ 受 け渡 し

(e)サ ブル ー チ ンの使用 例,

(2)マ ク ロ命 令(macroinstruction)

マ クロ命令 の機能 と特徴 を理解 させ るた め に,次 の こ とを説 明す る。

(a)マ ク ロ命令 とは何 か,マ ク ロ命令 を使 うこ とに よ って,ど の よ うな利 益 が あ るか

(b)擬 似 命 令(pseudoinstruction)の 説 明・ マ ク ロ命令 は擬i似命 令 でで きて お

o
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り,開 い たサ ブル ーチ ンをそ う入 す る働 きを もっ てい る こと

ピ

0

色

マ ク ロ 置 換(macrosubstitution)

マ ク ロ生 成(maCrogeneration)

マ ク ロ 命 令 の 使 用 例

2.3入 出 力 制 御 シ ス テ ム(input・utputc・n七r・lsystem 10CS)

入 出力 制御 シス テム の役 割 と,こ れ を利 用す るこ とに よ って得 られ る利益 を説 明す る。

特 に次 の こ とを理解 させ る。

(1)入 出力 制御 シス テ ムが必 要 にな った理 由

(2)入 出力 制 御 シ ステ ムの一 般 的 な働 き として

(a)入 出 力時 の エ ラー ・チ ェ ック と回 復

(b)テ ー プ ・リー ル の終 了 時(EOR)と フ ァイ ルの終 了 時(EOF)に 必要 の処 理 手順 の 生 成

(c)フ ァイ ル ・ラベ ル の 検査

(d)ブ ロ ック化 と非 ブ ロ ック化

(e)入 出力 と演 算 とを同時処 理 す るた めの制 御

(3)入 出 力装 置 と ファ イル の定 義

ωGET・PUT,OPEN,CLOSEな どの マ ク ・命 令 の使 用

(5)等 速呼 出 し装 置 の た めのIOCSの 機能

・聖

,」

司脇'

■

24サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

サ ー ビス'プ ロ グ ラム につ い て醐 す る
・ サ ー ビ・ ヴ ・グ ・・が開 発 さ批 理 由 を述 べ

,次

の よ うな サ ー ビス 。プ ログ ラムに つ い て説 明す る
。

分 類併 合 プロ グ ラム

その他 の各 種 ユー テ ィリテ ィ ・プ ログ ラム

応 用プ ログ ラム

(D分 類 併 合 プ ・ グ ・・(・ ・rt・n・m
erg。p、 。9_)

あ る問題 を解 決 す る過 配 デー タを並 べ猷 ・・りぽ ぜ 合 せ た り
す る。 とが必要 にな 、場

合 が よ くあ る・ これ は・ 数 の大 きい・狽(顯)の ・ と もあ れ ば
,小 ・い順(降 順)の 、 と もあ 、。

畝 アル フ ・べ ・ト順 とい うよ う な ・ と もあ ・
。 この よ うに処 理 に腰 な・順序(照 舗 序)、 こ

並 べ る操 作 を肋 ・て くれ ・の が分類 併 合 プ ・ グ・ ・であ り
,サ ー … プ 。グ 。。 の1つ とし

て最 も早 く醗 軌 利 用 ・れ て い ・ ・ とを説 明す ・
.特 噂 務処 理 の 獅 ・お け る分 類併 合 プ
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・
▲

鴫

■

●

ロ グ ラムの役 割 につい て,事 務 処 理 の 流 れ 図 を示 して,そ の使 用頻 度 や,コ ン ピュー タの使 用 時

間の 中 で占 め る割 合 な どを説 明 し,そ の重 要 性 を理 解 させ る。

分 類併 合 プ ログ ラム を使用 す る ときに は,最 初 に,一 般 的 に作 られ てい る分類 併 合 プ ロ グラ ム

を最 適 化す る とい う処 理 が 必要 な こ と,最 適 化 に必要 な指 示 を,制 御 カー ドで与 え る こと を説 明

す る。 制御 カー ドの内容 につ い て,簡 単 な例 を示 す とよい で あ ろ う。

一般 にサ ー ビス・プ ログ ラム を使 うと きに は,制 御 カー ドに よ つて情 報 を与 え,処 理 に 先だ っ

て プ ログ ラム を最 適 化 した り,プ ロ グ ラム に処 理 の仕方 に つ いて の指 示 を与 え るこ とを説 明す る。

分 類 プ ログ ラム の構 成 につ い て触 れ,前 処 理 の フ ェー ズ,分 類 の フ ェーズ,最 終 的な ま ぜ 合 せ

の フ ェーズ とい う3つ の フ ェー ズが あ るこ とを説 明 す る。

汎 用的 な 分類 併 合 プ ロ グラム に は,デ ー タを追 加 し た り,変 更 す る機能 や,利 用 者 の プ ログ

ラム を付 け加 え て処理 の 仕方 をか え る機 能 な ど もあ るこ とに触 れ,そ れ がサ ニ ビス ・プ ログ ラム

が一 般 的 に も って い る機 能 であ るこ と を説明 す る。

　
② その他 の各 種 ユー テ ィリテ ィ・プ ログ ラム(utilityprogram)

分類 併 合 プログラムの ほ か に,次 の よ うな各 種 のユ ー テ ィリテ ィ・プ ログ ラム があ るこ と を述 べ,

それ ぞ れ の役割 と使 用例 を説 明 す る。

ー
お(a)準 備 ルー チ ン(housekeepingroutine)

(b)デ ー タ変 換 プ ログ ラム(入 出力 変換 プロ グ ラム)(datac・Dnversionprogram)

(例)磁 気 テー プか ら磁 気 デ ィス ク(tapetodisk)へ の 変換,紙 カー ドか ら磁 気

テー プ(cardtotape)へ の変換,磁 気 テー プ複 写

(c)プ ログ ラム ・テ ス トの補助 プ ロ グ ラム(追 跡 ルー チン)

(d)技 術計 算 用 ライ ブ ラ リ

(3)応 用 プロ グ ラム(applicationprogram戊

特 定 の適用 分野 や業 務 と結 びつ い た汎 用 的な プ ロ グ ラム として,応 用 プ ロ グ ラムの開 発 が進 ん

で い る ことを説 明 す る。 在 庫 管理 や工 程 管理 の た めの プ ロ グ ラム,評 価 や予 測 の ため の プ ロ グ ラ

ム な ど2,3の 例 をあ げ て,そ の役割 を説 明す る。

2.5プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 種 類

プ ログ ラ ミン グ言語 に は,機 械 向 き言語(〔achineorientedIanguage)と 問 題

向 き言 語(problemorientedlanguage)が あ る。 よ く使わ れて い る問題 向 き言語 を

取上 げ て,両 者 を対比 させ,そ れ ぞれ の 特徴 を説 明 す る。個 々の言語 につ い ては,第3章 で 説 明
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す るの で,こ こで は,FORTRAN,ALGOL,COBOL,PL/lRPGな どのこ と

ば に親 しませ る程 度 で よい。

対比 す る項 目の例

ω 文 法上 の特 徴

ω 翻 訳の 出力

(c)翻 訳速 度,実 行速 度

(d)機 械語 との対比

(e)習 得 の しや す さ

(f)プ ログ ラム の修 正 や デバ グの難 易

(9)用 途

2.6ソ フ ト ウ エ ア の 発 展

プ ログ ラ ミ ング ・シ ステ ムの ま とめ を し,.プ ロ グラ ミング ・シ ステ ム との 関連 で ソフ トウエ ア

の概 念 と役 割 を説 明す る。

ソ フ トウエ アにつ いて 理解 させ るため に,次 の よ うな点 につ い て説 明 す る とよ い。

(の 情 報処理 の 拡大

(b)情 報 処理 に 対す る コ ンピ ュー タの役 割

(c)プ ロ グ ラ ミン グ ・シス テ ムの発 展

⑥ シス テム分 析 や シス テ ム設 計,シ ス テ ム評価、 文 書 化 な どの技 法 の開 発

(e)プ ログ ラ ミング技 法 の開 発

(f)コ ン ピュー タ使 用経験 の 蓄積

(g)コ ン ピュ ー タの運営,管 理 につ いて の経 験 の 蓄積

(h)情 報 処理 技 術教 育 の進 歩 発 展

ソフ トウエ アの 重要 性 を理 解 させ るた め に,公 表 され て い る数字 を使 って,コ ンピ ュータ を

開発 す る際 のハ ー ドウエ アの ユ ス トと ソフ トウエ アの コス トを対 比 させて 説 明 して もよい。

時 間 があ れ ば,プ ロ グ ラ ミン グ ・シス テ ムの発 展 した形 態 として オ ペ レー テ ィング ・シ ステ ム

の概 念 を説 明す る。 また コ ン ピ ュー タの適用 分 野 の広 が りについ て,近 い将 来 の 予想 を含め で

簡単 に説 明す る。

指 導上 の 留意 点

開 い たサ ブル ー チ ン と閉 じた サ ブ ルー チ ンの説 明で は次 の よ うな 図 を用 いる とよ い。

-88一

丘
、
↓

㎞

●

申

百



、

開 い たサ ブ ルー チ ン

、

吋

.

▲

開 い た

サ ブ ルー チ ン

主 ルー チ ン

主 ル ーチ ン

の つ づ き

閉 じたサ ブルー チ ン

¶

■

、
』

声

戻

閉 じた

サブルー チ ン

JOBの 終 了

サブルーチンに

サブルーチンか

らの戻 りの修

サブルーチンに

飛 ぶ

サブルーチンか ら

主 ル ーチ ン
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'

マ クロ命令 の例 で は
,第1章 で使用 し た アセ ンブル ・リス トを示 して,入 出力 の マ クロ命令 と

それ が展 開 されて生 成 された 部分 とを対 比 して説 明す ると よい。IOCSに つい て も第1章 で 使

用 した アセンブル ・リス トを示 して,フ ァ イル定義 の マ クロ命令 と
,そ れ が展 開 され た例 を説 明す

る。 この よ うに 実際 に 目を通 して理 解 を深 め るこ とが必 要 であ る。'

分類 プ ログ ラム の使用 例 として は,企 業 内 の月末 の経 理処 理 や報 告書 作成 処理 の例 をあ げ て,

同 一 の フ ァイル か ら分類 の仕 方 だ け を 変 えて,数 多 くの表 を 出力す る必要 性 を述 べ る とよい。

併 合 プ ログ ラムの 使用 例 として は,週 ご とに整 理 され て い る磁 気 テ ー プ ・ファイルを月単 位 でま

ぜ 合 せ た り,月 ご との フ ァイル を期 ご と に ま ぜ 合 せ た りす る例 をあ げ る とよい
。

分 類 プログラムが行 な う分 類 の 仕組 みは,プ ログ ラ ミングの技 法 と して も意 味 が深 い の で,分 類

の処 理 の仕方 をた ど って みて,プ ログラム の論 理 に っい て生 徒 に興 味 をい だか せ
,関 心 を深 め るの

もよい。 時間 があれ ば,次 の よ うな例 をあ げて
,処 理 をた ど って み よ う。

磁気 テー プAに 入 って い る次 の よ うな 数字 を昇順 に並 べ替 え る。

519

676

017

773

372

348

3,01

526

416,

888

255

101

フ ェー ズ1で は3個 の数 字c"と に処 理す る。
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`

◆

」

・:t

テ ー プC

iii}・

iii}ピ

テ ー プD

iii}・

iiiト
フェ ーズ2で は ま ぜ 合 せ 処理 を繰 返す 。cとd,c'とd'を まぜ 合 せ て,そ れ ぞ れ磁 気 テ ー

プA・Bに 書 く。cとc'の 境,ま たdとd'の 境 は数字 が逆 順 に な った と ころで あ る。 この よ うな

場所 が完 全 に な くな り,2個 の 磁気 テー プ のそ れ ぞれ の数 字 が全 部 昇順 に 並 ぶ まで,磁 気 テ ープ

を巻戻 して は処理 を繰 返 す 。

○

テ ー プA

O17

348

372

519

676

773

○
テ ー プB

101

255

301

416

526

888

フ ェー ズ3で は,最 後 の まぜ 合 せ 処 理 を して,1つ の磁 気 テ ー プに書 く。
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テープC(最 終結果)

017

・Ol::

一'コ ンーピユータ(〔⊃i;i

i;i
ll:

オペ レー テ ィング ・シ ステ ムの説 明 をす る場 合 に は,オ ペ レー テ ィング ・シス テム開 発 の歴 史

に触 れ,次 の よ うな図 を示 して 説 明す る。

ll
ll
ll
ll
ll
ll
ll
l処 理 プ ログ ラム1
」_______________________________________________J

'

制御 プロ グ ラム ・

一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー一 一 ー ー ー 一_一 一_____

言 語 プ ロセ ッサ サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一

応 用 プ ロ グ ラ ム ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム

制御 プロ グラム につ いて は,正 確 に理 解 させ る必 要 は ない。 初歩 的な モニ タ(監 視 プ ログ ラム)

の登 場 か ら始 め,発 展 の過程 を説 明 し て,一 括処 理(バ ッチ処 理)を 中 心 に して,制 御 プ ログ ラ

ム の役割 を理 解 させ れば よい。

サ ー ビス ・プ ログ ラム の 代表的 な ものの1つ に,オ ペ レー テ ィング ・シス テム との関係 で 重

要 な リンケ ジ ・エデ ィタ があ る。 リンゲ ジ 。エ デ ィ タにっ い て 正確 に理 解 させ るこ とは困 難 だ と
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o

思 われ るので,説 明 す る場 合 に は説 明 の仕 方 を,特 に工夫 す る必 要 があ る。

簡単 な機能 を持 つ 小 さな プ ロ グ ラムを組 合 わせて,複 雑 な 機能 を持つ 大 きな プ ロ グ ラム を作 る

ことが で き る技 法 な どを簡単 に説 明 し,プ ログ ラム の結 合 や編集 とい う処 理 を理解 させ た上 で・

リンケ ジ ・エデ ィタの役 割 を説 明 した らよいだ ろ う。

d

◆

,
㌧巳

■
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第3章 言 語 の あ ら ま し

口
この章 の 目標 は,第2章 で触 れ た機 械 向 き言語 と問題 向 き言語 に つ いて,広 く使 われ て い る もの

を取 上 げ て,言 語 の特 徴 と簡単 な記 述形 式 を習 得 させ るこ とであ る。

亘
3.1ア セ ン ブ ラ

第1章 の プ ログ ラムの コーデ ィング例 を参 照 しな が ら,一 通 り簡 単な アセ ンブ ラ言語 を説 明す

る。 問 題向 き言語 を説 明す ると きは,ア セ ンブ ラ言語 と対 比 して み る と よい。

3.2FORTRAN

FORTRANの 歴 史 と,FORTRANの 特徴 を説 明 す る。 次 の よ うな点 に重 点 をお いて教

え る こ とにす る。

(1)FORTRANの 歴 史,FORTRANの 語 源

② 技 術計算 向 きの言語 で あ るこ と

FORTRANの 文 につ い て例 を見 せ な が ら,簡 単 に説 明す る。

(a)入 出力 文

READ文,WRITE文 を説 明す る。

(b)制 御文

算 術IF文,無 条件GOTO文 を説 明す る6

(『)算 術代 入 文

算 術式 と似 て い るこ とや,算 術式 との違 い な どを述 べ る。

(d)FORMAT文

READ文,WRITE文 と関連 させ て,FORMAT文 を説 明す る。

(e)手 続 き と副 プ ログ ラム

関数 とサ ブル ーチ ンを説 明す る。

FORTRANの コ ンパ イル の仕組 みに つい て,簡 単 に説 明す る。FORTRAN言 語 か らア

セ ンブ ラ言語 にい ったん変 換 す る もの と,FORTRAN言 語 か ら直 接機 械語 に変換 す る もの と
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が あ るこ とに触 れ ると よい。

6

唱

3.3ALGOL

ALGOLとFORTRANと を比 較 しな が ら,そ の特 徴 を説 明す る。

(1)A.LGOLの 歴 史,語 源 を説 明 し,ALGOLの 先駆 を な した.IAL(International

AlgebraicLanguage)に 触れ る。

(2)FORTRANは アメ リカで発 達 し たが,ALGOLは ヨ ーー口口 ッパで 発達 し たこ とを説 明 し,

利 用状 況 等 を述 べ る。

(3)FORTRANは 技 術計 算 向 きの言語 で あ るの に対 し て,ALGOLは よ り純 粋 数 字向 き言

語 で あ るこ とを述 べ る。

(4)ALGOLとFORTRANを 対比 させ て,文 法 上 の違 い をお お まか に説 明す る。

6

■

輪

皇

3.4COBOL

COBOLの 特徴 を理 解 させ るため に,.次 の こ とが らを 説 明す る。

(1)COBOLの 歴 史 と語 源

② 事務 計 算 向 きの 言語 であ るこ と

{3}COBOLの 言語 体 系

(4)COBOLプ ロ グ ラム ・シー トへ の記 入 の仕 方

(5}4っ のDIVISIONの 説 明

例 を示 して,例 に従 いな が ら説 明 す る。

(a)見 出 しデ ィビジ ョン

(IDENTIFICATIONDIVISION)

(b)環 境 デ ィビジ ヨン

(ENVIRONMENTDIVISION)

(D構 成 セ ク シ ョン

(CONFIGURATIONSECTION)

⑩ 入 出 力セ ク シ ョン

(INPUT-OUTPUTSECTION)

(c)デ ー タ ・デ ィビジ ヨン

(DATADIVISION)
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(Dフ ァ イ ル ・セ ク シ ョ ン

(FILESECTI.ON)

⑪ 作 業 域 セ ク シ ョン

(WORKING-STORAGESECTION)

⑥ 手 続 きデ ィビ ジ ョン

(PROCEDUREDI、VISION)

(6)命 令(statement),文(sentence),段 落(paragraph),セ ク シ ョン

(section)の 関 係

(7)COBOLの 利 点 と問 題1ζ な る 点

(8)次 の よ う な 命 令 の 種 類 と意 味

(a)翻 訳 指 示 命 令

(b)無 条 件 実 行 命 令

(c)条 件 命 令

ω 注 釈 命 令

3.5PL/l

PL/1の 特徴 や,プ ロ グラ ムの簡 単 な記 述 の仕 方 を理 解 させ るた めに,次 の こ とに注 意 して

説 明す る。

(1)PL/1言 語 の開 発 され た背景 と語 源,COBOL,FORTRAN,ALGOLな ど との

関 係

2

3

(

(

(4)

プ ログ ラムの 記述 の形式 にCOBOLやFORTRA.NDよ うな厳 しい規則 が ない こ と

ブ ロ ック構造 とPROCEDUREブ ロ ック

ブ ロ ックの持 つ 利 点

PL/1プ ロ グ ラム は,語 と区切 符 号 か ら成 るこ と

(a)語 で は 名前 と定数 の説 明 をす る。

(b)区 切 り符 号 で は,コ ン マ,セ ミコ ロ ン,ピ リオ ドな どのセ パ レ一 夕(separator)と,

演 算子 につ い て触 れ る。

演算 子 で は次 の もの を説 明 す る。

(D算 術 演算 子

㈲ 比 較演 算 子
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θ

o

乏

⑩ 論 理演 算子

(5)注 釈 の書 き方

プ ロ グ ラム例 を示 して、 次 の説 明 をす る。

(1)DECLARE文

名 前 に属 性 を与 え る方 法 に つ いて説 明 す る。

PL/1で 扱 う変 数,デ ー タの構造,配 列 な どにつ い て簡 単 に 説 明す る。

COBOLのPICTURE指 定 と比 較す る。

② フ ァイル のOPEN

(3)READ文,WRITE文

(4)デ ー タ の移動,演 算文

(5)GOTO文

(6)ENDFILE条 件

(7)FILEのCLOSE

さ らにcoBoLやFoRTRANと 比 較 しな が ら,類 似点 や 相違 点,利 用 分野 や利用 度,開

発 の方 向 な どを説 明 す る とよい。

3.6RPG

RPGの 特 徴 を,次 の ことに重 点 をお い て説 明す る。 、

ω ジ ェネ レー タの概 念

アセ ンブ ラ,コ ンパ イ ラ と比 較 して 説 明す る。 特 に人 が与 えた 条件 に従 って,コ ン ピュー タが

プロ グ ラム を生成 す る とい う考 え万 を理 解 させ るこ とが重 要 で あ る。

(2)RPGの 開発 され た理 由 と開 発 の歴 史

(3)RPGの 持 って い る次 の2つ の機能 の説 明

(a)プ ロ グ ラム の生 成

(b)デ ー タ処理

(4)IRPGを 使 うと きの作 業 手順

(5)RPGの4つ の 仕様 書 の役割 と内 容 の説 明

例 をあげ て簡 単 に説 明す れば よい。

(。)フ ・ イル仕 様書(fil。 、pecificat'i・n・heet)

(b)入 力仕 様 書(inputspecificationsheet)
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(c)計 算 仕 様 書(calculationspecificationsheet)

(d)出 力 仕 様 書(output-formatspecificationsheet .)

・●

指導 上 の 留意 点

プ ログ ラム言語 を使 って プ ロ グ ラム を書 き,実 行 を行 な うまでの手 順 を流 れ 図 を使 って よ く理

解 させ る。.

流 れ 図 の例

プログラミング言語で書

か れ た プ ロ グ ラム

目 的 プ ロダ ラム

(機 械 語 の プロ

グ ラム)

'

よ .

喝

9

■

浪

コンパ イル の仕 方 として,問 題 向 き言語 → 記 号言語(ア セ ンブ ラ言 語 な ど)一 〉 機 械語

の よ うに2段 階で 変換 す る方 法 と,原 始 言 語 か ら直接 機 械語 に変 換す る方 法 とが あ るが,前 者 の

方 が 一般 的 で あ る。 、

この章 で は,多 くの言 語 を説 明 しな けれ ば な らない が,第1章 の プロ グ ラムの コ ーデ ィン グの

項 で使 用 しナ・プ ・ グ ・・例 と同 じ醜 を取 上 げ て・ それ ぞ れの 語 で ・一デ ・ン グ をして 晒 す

るのが よい 方法 で あ る。 同 じ問題 を,多 くの異 った 言語 で コー デ ィ ングを して みせ る こ とに よっ
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`

て,そ の言 語 が もつ 特 徴 を よ く理 解 させ る こ とが で き るで あろ っ。 イ

。の章 は,生 徒 がそ れ ぞれ の プ ・ グ … グ言語 鞭 ・て ・一 デ ・ングで き るよ うに す ること

を 目的 として い るのでi・な いか ら,プ ・ グ ・・力割 る詞 ・な る必 要 は ない・ お もな プログラミ

。 グ語 の願 を醜 させ,そ れ が どの よ うな とき随 われ るか が醜 で きれ ば よし'ので あ る・

コー デ ィ ングの 実例 と して,コ ー デ ィ ング用 紙 に記 入 した例 や コ ン ピュー タで 問題 を解 い た例

な ど を生 徒 に見 せ る とよい。 コ ン ピ ュー タで処 理 した例 と して は,正 し い結 果 ばか りで な く,エ

ラー ・メ ッセ ー ジの出 てい る もの な ど も見 せ た方 が よい。

ソフ,ウ エ アにつ い ての説 明 が終 … と・.ろ℃ お もな プ ・グ … グ語 砒 較 検 討 させ て'

特徴 や 利用 分野,言語 のあ らま しな どを ま ・め ・せ・ 生 徒 の照 度 ・勧 め て み るのが 望 ま しい.

嗣
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BOBERTR.ARNOLD

HAROLDC.HILL

AYLMERV.NICHOLS !
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この カ リキ ュラ ムの基本 文献 で あ る。

2.INTRODUCTIONTOELECTRONICDIGITALCOMPU-
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HARBERTMAISEL

DONALDLrWRIGHT

McGraw-HiII

昭443,980円

PART2FUNDAMENTALS

PART4THEFOR皿ANIVANDPL/I

PROG蛤MMINGLANGUAGESカ ・参 考}・な る・

3.COMPUTERORGANIZA恒ONANDPROGRAMMING

'

C.WILLIAMGEAR

McGraw-Hil1
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第3章Systemsoftware.第4章Principlesof

programming

4.改 訂 コン ピュー タ概 論

鵜沢 昌和著

ダ イ ヤモ ン ド社

昭45.21.500円

Vソ フ トウエ ア,Wプ ロ グ ラ ミング,W各 手法 に ょ るプ ロ グラ ミング

5.電 子 計算 機 最新 プ ロ グ ラ ミング

竹 下 亨著'

日本 経 営 出版 会

昭43,52,4
、00円

第1部 電子 計 算 機 の基 本知 識

第II部 プ ロ グラ ミングの基 本

第 皿部 問題 向 きプ ログ ラ ミング言語

第W部 機械語 か ら日常語 へ の接 近

第百 部 ドキ ュメ ンテー シ ョンや プ ログ ラム ・テ ス トの 手法

6.情 報処 理 受験 講座 ソ フ トウエ アの 知識

矢 田 光治 著

オー ム社

昭45.7850円

ソフ ト、ウエ ア全 般 に わた っての基礎 的な 概 念 に触 れ てい る。

7.電 子 計算 機論

小 南 尚義著

共 立 出版 株式 会 社

昭43.1700円

第6章 電 子計 算 機 の ソ フ トウエ アが 参考 にな る。

8.コ ンビ。ユー タ処理 の基礎 知識
、

日本 ソ フ トウエ ア(株)編

電 機大 学 出版局
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昭45.7380円

第6章 か ら第12章 まで に ソ フ トウエ アの 基礎 を載 せ てい る。

9.電 子 計算機 ソフ トウエ アの基礎

ハー バ ー ド ・D・ リ]ド

ジ ェラル ド ・M・ ワ イ ンバ ー グ共著

水野 幸 男 訳.

培 風蝕

昭41.111.8pO円

COMPUTERPROGRAMMINGFUNDAMENTALSを 翻

訳 した もの で,初 心者 向 きに ソ フ トウエ アの 基礎 を説 明 して い る。
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第4部 コ ン ピ ュ ー タ の 利 用

`

● 嗣
(1)シ ス テム 設 計の 必 要 性 と,どの よ うな手順 で シス テ ム 設計 を行 な った ら よいか を理 解 させ る。

② シス テ ム設 計 とプ ログ ラム設 計の 関係,特 に システ ム流 れ 図 とプ ロ グ ラム流れ 図 との関 連 と,

そ れ ぞれ の役割 を理解 させ る。

③ 機械化 につ い て の指 示書(仕 様書)を 見て,シ ステ ム流 れ 図 ・コ ー ド設計 書 ・フ ァイル設 計

書 を作成 で き る能 力 を養 う。

(4)情 報処 理 規 格ecつ い て 理解 させ る。

⑤ コ ンピ ュー タが どの ような 分野 で どの よ うな業務 に利 用 さ れ てい るか を説 明し,コ ン ピュ 。

一夕の 応用 に つい て理 解 を深 め る。

σ

ξ

内 容 の あ ら ま し

コンピ ュー タを利 用 す るた めに 必 要な シス テ ム設 計 の方法 と,コ ン ピュー タが どの よ う に利用

されて い るか とい う コ ン ピュー タ の応用 にっ い て,次 の よ うに分類 して説 明す る。

内 容 講義(時 間) 演習(時 間)

シス テ ム設計

シス テ ム設 計 の手順
ク7

'

コ ー ド設計

フ ァイル 設 計

3

6 /、

流れ図 5
ノ

プ ログ ラム 設計 5 7

情報処理規格 3

■

コ ン ピュ ー タ の 応 用 10

合 計 39 11
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第1章 シ ス テ ム 設 計
▲

こ の 章 で は 次 の 用 語 を 教 え る。

カー ド ・ イメ ー ジ,合 計 印 刷(グ ルー プ 印 刷),検 査 数 字,コ ー ダ,固 定 長 レ コー ド,コ ー ナ ・

カ ッ ト,資 源,シ ス テ ム,シ ス テ ム 分 析 ゼ ロ抑 制 ・取 引 フ ァ イ ル,ハ ッ シ ュ 合 計,パ デ ィ ン グ,

プ ロ グ ラ マ,ブ ロ ッ ク 化 因 数 ボ リ ュ ー ム,明 細 印 刷,レ コー ド,レ コ ー ド長.論 理 レ コー ド,

シ ス テ ム 設 計,適 用 業 務(ア プ リケ ー シ ョ ン),シ ス テ ム 流 れ 図 提 案 書 コー ド ・ ブ ッ ク,分

類 項 目,参 照 項 目,計 算 項 目,基 本 カ ー ド,取 引 カ ー ド,ボ リュ ー ム ・ ラ ベ ル,可 変 長 レ コ ー ド,

パ デ ィ ン グ ・ レ コ ー ド,テ ン プ レー ト,判 断 表 プ ロ シ ー ジ ャ,ル ー チ ン,プ ロ グ ラ ム 流 れ 図,粗

い 流れ 図,詳 細 流 れ 図,ISO,JIS,互 換 性 基 本 フ'ア イ ル。

胃

,[≡]
(1)シ ステム 設計から プロ グ ラム 設 計にい た る手順 を説 明 し,シ ステ ム 設 計 の意味 を理 解 させ る。

(2)流 れ 図 記号 を説 明 し,簡 単 な プ ロ グ ラム 流 れ図 が書 け る よ うに指 導す る。

(3)コ ー ドの種 類 と特徴 を説 明 し,コ ー ド設計 にっ いて の知識 を持 たせ る。

(4)カ ー ド ・ファイル,磁 気 テー プ ・フ ァイル,印 刷様 式な どの設 計 につ い て 理解 させ る。

㈲ 情 報処 理 関係 の標 準規格 に どん な ものがあ るか を理 解 させ る。

㈲ 文 書 化の 意 義に つい て 理解 させ る。

巨 三]・
1.1シ ス テ ム 設 計 の 手 順

最初 に,第1部 第1章 「事 務 とデ ー タ処理」 で説 明し た 内容 を復 習 して 導入 とす る。

シス テ ム設計 で は,事 務処 理 シス テ ムの 理解が 基 本に なる。 現 在の 事務 処 理 の 仕組 み が ど うな

って い るかを掌握 し,コ ン ピュー タで 処 理す る とそれが どう変 るか を検 討す る こ とが シス テ ム

設計 の第1歩 で あ る。

次 の よ うな 点 にっ い て説 明す る。

(a)事 務処 理 シ ス テム の 理解
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(b)シ ステ ム 分析 と シス テ ム設 計 の 目的

(c)シ ス テ ム設 計の手 順

それ ぞれ の 項 目で 説 明す べ き内容 を次に あ げ る。

(1)事 務処 理 シス テ ム の理 解

これ には,次 の よ うな処 理 の仕方 が あ る。

(a)謂 乍業 によ る処 理

ω 加算器 な どの簡 単な 機械 を使 っ た処 理

計 算,集 計 記 帳が1度ec行 な われ る。

¢)パ ンチ ・カ ー ド・シ ステ ム(PCS)に よ る処 理

事務処 理 はか な り機 械化 され る。

(d)各 種 の機械 を有 効に活 用 し て機 械化 した処 理

パ ンチ ・カー ド・シ ス テ ムの ほか,タ イプ ライ タ,会 計 機,宛 名 印 刷機 な どが 使 われ る。

(e)コ ン ピ ュー タecよ る処 理

パ ンチ ・カ ー ド・システ ムで 事務 処 理 を行 な うよ うに な っ たと きか ら,機 械 化 の対 象 と な る業

務の 事務 分 析が 必 要 こな った。 コ ン ピュー タによ る処理 が 進 み,事 務 分 析 の対 象が 大 き くな っ て

シス テ ム 分析 とい う考 え方 が 生れ た。

(2)シ ス テム分 析 とシス テ ム設 計 の 目的

最 初に システ ムの 概念 をで き るだ け現 実に 即 して,具 体 的 に説 明す る。・。

シ ステ ムに対 応 す る日本 語 は組 織 であ る。 組 織 とい うこ とば か らは,シ ステ ム の概 念 をっ か み

に くい。 シス テ ムを,あ る仕 事 を処 理 す る ため に組 織だて,体 系 づ け られた全 体 とい う程 度の 説

明に し て,シ ステ ムを構 成す る要 素 を説 明し なが ら,シ ステ ムの概 念 を 理解 さ せ るの が望 ま しい。

シ ス テムの要 素 として 次の よ うな もの をあ げ る。

ω 対 象 とな る事務

(b》 事務 処理 に必 要な 道具 や設 備

㊤)事 務処 理 の手順 ・処 理 に たず さわ る人

コン ピ ュー タが 中 心 とな る シス テム で は,次 の よ うな要 素 が重 要 であ る。

(a)適 用業 務(ア プ リケー シ ョン)

も)コ ン ピュー タ(ハ ー ドウエ ア)

(c)プ ロ グラ ム,入 出力 フ ァ イル(ソ フ トウエ ア)

これ らの 要素 をど うし た ら最 も効果 的 な方 法 で結 びつ ける ことが で きるか とい う検討 が・ シス
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テ ムに っい ての検 討で あ る とい うこ とが でき る。

シ ステ ム を検 討す るため に必 要 な シス テ ム の分 析 と シス テ ム の設 計 にっ い て,次 の こ とを 説 明

す る。

(a)シ ステ ム分 析 の 目的 は,新 シ ステ ムに 含 まれ な けれ ばな らない 要件 を正 確 に掌 握す るこ と

で あ る・ システ ム分 析 で は,シ ステ ム設 計 の各 条件(仕 様 書 や設 計方 針 な ど)を 検 討 し
,何 を

入 力 し,ど の よ うな処 理 を し,何 を 出力 す るか とい うシステ ム設計 に必要 な3つ の 要素 を掌 握

す る。

㈲ シス テ ム設 計 の 目的 は,基 本方 針 に従 って コ ン ピ ュー タに よ る処 理 が中 心 の新 しい シス テ

ム を作 るこ とで あ る。 シ ステ ムの設 計 に あた
って は,ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア,適 用 業 務

を どの よ うに結 びつ け た らよい か とい う検 討が 重 要 であ る。

③ シス テム 設 計 の手順

次 の よ うな 新 システ ム 開 発の 手順 を説 明 し,シ ステ ム設 計の 段 階で は どのよ うな作業 が 必 要か

を 明 らかに す る。 シ ステム ズ ・エ ンジ ニ ア,プ ログ ラマ,コ ー ダ と 呼ば れ る人 た ちの 作 業分担 に

っ い て 簡単 に触れ る。
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シス テム の分 析

シス テム の 設計

プロ グ ラムの 設 計

プロ グ ラ ムの作成

新 システ ムの実 施

シ ス テムの 評 価,改 善

シス テ ム の設 計で 行な う作 業 として は,次 の もの をあげ れ ばよ い。

ω シス テ ム流 れ 図の作 成

G,,)シ ス テム で 必 要な 資 源 を決め る。

資 源 として は,使 用 す る取 引 ファイル(入 力 ファ イル),出 力 フ ァイ ル,基 本 ファイ ル が 特 に

重要 で あ る。'

(c)コ ー ドの 設 計

(d)入 出力 フ ァイ ル,基 本 フ ァイル の設 計

シス テム の設計 を広 く考 え ると,新 し い システ ムの 目標を決 め,新 シ ステ ムの 対 象範 囲 を決め

る とい う作業 が含 まれ る。 そ のた めには,ま ず 現 行シ ステ ムに っ いて の資料 を 集 め,現 行 シ ス テ

ムを十 分 理解 す ることが 必 要に な る。 現行 シ ステ ムの 理解 を もとに,新 シ ス テム に盛 込む要 件 を
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決 め,設 計方 針 をか ため るとい う こと にな る。

そ うして設 計方 針が か た まると,そ れ を提 案書 に まとめ る。

しか し,こ こ では その よ うな広 く考 え た シス テ ム設計 の 概 念 には 簡単 に触れ る程 再 に して,あ

ま り立 入 らない こ とに す る。

プ ログ ラム作 成 に 必要 な ことが らを決 め るとい う限定 され た意 味での システム設 計 とい う ことに し

て説 明 す る こ とが 望 ま しい。

シ ステ ム流 れ 図にっ い ては,例 をあ げ て説 明す るとよい。

シス テ ム 流れ 図 にっ い て,次 の よ うな 点 を述べ る。

(a)シ ス テ ム流 れ 図で は,作 業全 体 の概 要 と個々 の処 理 の 関連 を 明 らか にす る。

(b)個 々 の処 理 につ い て,何 用す る入 出力 ファ イル,基 本 ファ イJU,プ ロ グラム を記述 す る。

コ ー ドの設計,入 出力 フ ァイル,基 本 ファ イ ルの 設計 にっ い ては,次 の節 で説 明す る。

1.2コ ー ド設 計

コ ンピュー タ利 用 の効 率 を高 め る ために は,情 報 の伝 達,処 理,分 類,記 録,検 索 な どの それ

ぞれ に っ い て効率 を高 め る と とが必 要で あ る。 そ の ため に,コ ー ドは 重要 な役割 を果 して い る。

コー ド設 計に っい て,次 の 点 を説 明す る。

'
・コー ドの意 味

・コー ド作成の 手 順

・コ ー ドの種 類 と用 法

・コー ド化 の作 業

'コ ー ドの 誤 り検査

・コー ド体 系化 の 実例

それ ぞれ の項 目に盛 込 むべ き内容 を 次 に述べ る。

(1)コ ー ドの 意 味

コー ドの定 義,コ ー ド化 の 役割 な どを 説 明 する。

コー ドとは,デ ー タ項 目 を使用 目的 に応 じて 識 別 し た り,分 類 した り,配 列 した りす るた めに

使 用 す る数字 や 文字,記 号な どであ る。

コー ド化 の意 義 を説 明 す る。 だれ で も理 解 で き る,ど こで も通 用す る,い つ で も利 用で き るな

どの 条 件 を説 明す る。 コー ド化 の 目的 と して

(a)デ ー タの体 系 化

ω デー タ処 理 シ ステ ムの効 率化
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㈲ デ ー タの 互 換 性 の た め の 標 準 化

な ど を あ げ る。

(2)コ ー ド作 成 の 手 順

コ ー ド作 成 の 手 順 は,デ ー タを 分 析 し,目 的 に応 じた コ ー ド を 設 計 し,コ ー ド表 ・解 説 な ど を

記 載 し た コー ド ・ブ ッ ク を 作 成 す る ま で の 手 順 で あ る。

次 の 点 を 述 べ る。

(a)処 理 す べ きデ ー タ の 体 系 化

(b)適 用 す る コ ー ド の 種 類 の 決 定

(c)コ ー ド ・ブ ッ クの 作 成

(d)コ ー ドの 改 訂 増 補

(e)コ ー ドの 管 理

(3)コ ー ドの 種 類 と用 法

次 の よ う な 種 類 の コ ー ドを 説 明 す る。

(a)順 番 コ ー ド(SequenceCode)

(b)区 分 コ ー ド(blockcode)

(c)け た 男IJコー ド(groupclassificationcode)

(d)10進 コー ド・(decimalcode)

(d表 意 コ ー ド(mnemonicnume)

(f)数 字 式 文 字 コ ー ド(numerical_alphabeticalcode)

(∂ 合 成 コ ー ド(combinedcode)

(hl子 音 コ ー ド(consonantcode)

(i)発 音 コ ー ド(phoneticcode)

(4)コ ー ド化 の 作 業

コ ー ド化 の 作 業 の 良 し悪 し が デ ー タ 処 理 シ ス テ ム の 効 率 に非 常 に 影 響 す る こ と を 説 明 す る。

次 の よ うな コ ー ド化 の 作 業 の 方 法 を 説 明 す る。

(a)人 手 に よ るコ ー ド化 作 業

(b)コ ン ピ ュ ー タ に よ る コ ー ド化 作 業

(c)コ ン ピ ュ ー タ 以 外 の 機 器ecよ る コ ー ド化 作 業

⑤ コ ー ドの 誤 り検 査

デ ー タ 処 理 の ど の 段 階で コ ー ドの 誤 りが 発 生 す る か を説 明 し,そ の 対 策 を 検 討 す る。

-108一

友

A

旬

.'

'



◎

一ψ

次 の点 を述べ る。.

(a)誤 り発 生 の原 因

(b)誤 り検査 の方 法

検 査 数字 を使 う方 法,コ ー ドの ハ ッシ ュ合 計 を使 う方 法 ・コー ドの対 応検 査,相 関 検査 な どに

つい て述べ る とよ い。

(6)コ ー ド体系 化 の実例

コLド 体系 の具 体例 を 紹介 して,コ ー ド化 の い き さつ,必 要 性,コ ー ド体 系 の 構成,コ ー ド設

定 の仕 方 コー ドの使 用 例 な どを説 明 す る。

烏

●'

σ

メ ・

1.3フ ァ イ ル 設 計

ファ イル の設計 の仕方 を説 明す る。 設 計 の 手順 と設 計 に あた っ て必 要 な技 法に っ い て 理解 させ

る。

説 明が 一通 り終 った と ころで簡 単 な演 習問 題 を 与え て,理 解 度 を確 か めてみ ると よい。

設 計す る対 象 と して は,報 告書(出 力 フ ァイ ル),紙 力 三 ド(入 力 フ ァ イル),原 書類 を取 り

あげ る。磁 気 テー プの ファイ ル設計 にっ い て も簡単 に説 明 す る。 磁 気デ ィス ク は取扱 わ ない。

デー タ処理 の 流 れ は,原 書 類→ 紙カー ド→ 報 告書 とい う手 順 に な るが,設 計 の手順 と して は,

出力す る内容 にど の よ うな もの を盛 込 むべ きか,そ れ を ど うい う形 式で 出 力す るか とい う点 をま

ず決 めて,そ の よ うな出力 を得 るた め'に必 要 な入 力 は何 か とい うこ とか ら紙 カ ー ドの内容 を決 め,

原書 類 を決 め る方 が効 果 的 で あ る。

した が って,報 告 書 の設 計 を最初 に 説 明す る ことに す る。

(1)報 告書 設 計

報告 書 設計 用 紙(spacingchart,付 録 参 照)の 記入 の仕 方 を説 明す る。 次 の ような 点

に触 れ る必要 があ る。

(a)明 細印 刷と合計 印 刷(グ ルー プ印 刷)

(b)見 出 し印刷 行 明細 印刷 行 合 計 印刷 行 第1印 刷 行 最 終 印刷 行

(c)ス ペー ス と スキ ップの機 能

(d)デ ー タ項 目の 位 置

分類項 目,参 照項 目,計 算 項 目な どの 位置'

(e)編 集 の機能

ゼ ロ抑 制
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小 数 点 と コンマの そ う入

合 計記 号,正 負の符 号

円記 号

浮動 円記 号

(f)印 刷 用紙

汎 用 的 な一般 用紙 と,題 字,見 出 し,わ くな どが 印刷 され てい る特定 用 紙 とが あ る。

(g)報 告 書 の様 式 と キャ リッジ ・テー プの関 係

生徒 の理 解 を確 か め るた めに,特 定 の 業務 の例 を取上 げ,印 刷 の 仕方 にっい てい くっ かの 条件

を与 え て,生 徒に報 告書 を設 計 させ て み ると よい。

② カ ー ド設計

カー ド設 計で は,取 引 カー ド(transactioncard)を 例eCと って 説 明す る。

カー ド設 計 の手順 につ い て,次 の よ うに順 を 追 って 説明す る。

ω 報告 書 の項 目を抜 出す。

(b)抜 出 した項 目を コ ンヒ。ユ 一 夕の 中 で作 り出 す こ との で きる もの(計 算 結果 ま たは定 数 として)

と,入 力 デ ー タと して与 え なけれ ば な らない もの と に分け る。

(c)入 力 デ ー タ として 与 え なけれ ば な らな い ものeeっ い て,基 本 カー ドecあ るもの と取引 カー ド

か らと られ る もの とに分 け る。' .

(d)取 引 カー ドに収容 す る項 目を決 め る。

は じ めに,項 目の種類 を説 明す る。 分類 項 目,参 照項 目,計 算 項 目な ど。 分類 項 目(商 品番号

な ど)は,基 本 カー ドに も取引 カ ー ドに も必 要 で あ る。 計算項 目(単 価 な ど)は,基 本 カ ー ドに

あれ ば 取引 カ ー ドに な くて もよい。

(e)取 引 カー ドに 収容 す る項 目の配 列 の仕方 を決 め る。

配列 を 決 める と きは,次 の点 に注 意 が必 要 で あ る。

関連 カ ー ド上 の位 置

原 書類 の記 載順 序

紙 カー ドの せ ん 孔 方法(英 字せ ん孔 ・数 字せ ん孔)

項 目の種 類

(f)項 目の長 さ を決 め,配 列 順 序に 従 って カ ー ド設計 用 紙ec記 入 す る(カ ー ド設 計 用紙 は付 録参

照)。

紙 カー ドの種類 を 簡単に 見 分 け られ る よ うにす るため に,次 の よ うな処 理 を行な っ てい る こと
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を説 明す る。

・コー ナ ・カ ッ トの位 置,角 度 を変 え る
。

・紙 カ ー ドの色 を変 え る。

・紙 カー ドの印 刷色 を変 え る。

・せ ん 孔す る項 目名 を印刷 す る。

カー ド設計 に つい て の理 解 を深め るた めに,簡 単 な問 題 を与 え て生徒 に設 計 させ る とよい。

(3)原 書類 設 計

原書類 の 設 計 につい ては,次 の こ と を説明 す る。

亀)カ ー ド設計 に もとつ い て原 書類 を設 計す る。

紙カ ー ドのせ ん孔 順 序 と原 書類 の記載 順 序 を一 致 させ る。 ・

(b)せ ん 孔 個 所 をわか りやす く す る。

次 のよ うな 注意 が必 要 で あ る。

・せ ん孔 個 所 を太線 で 囲 む㌔

・項 目名 や せ ん乱 行 を 明記 す る。

例'

社 員 番 号

1821

(c)原 書類 の種 類 をわ か りや す くす る ため に 色,大 きさ,題 字 な どで 区別す る。

ω 原書 類 の管 理の しやす さ を考 え る。

総 括表 をつ けて 束(バ ッチ)と して 扱 う ことな ど。

㈲ せ ん孔 カー ドか ら原 書類 をた どれ るよ うにす る。

紙 カー ドに原書 類 番 号や一 連 番 号,バ ッチ番 号 な ど を記載す るな どの方 法 を考 え る。

(4)磁 気テ ープの フ ァイル 設 計

次 の よ うな 点 を説 明 して 磁 気 テー プ ・フ ァイル の概 念 を 理 解 させ る。

(a)ボ リュー ム ・ラ ペル

ボ リュー ムの概 念 とボ リュ ー ム ・ラベ ル の意 味

も)フ ァイ ル見 出 し ラベル,フ ァイ ル終 り ラベ ル

(c)レ コー ドの形式

レ コー ド長,固 定 長 レコー ドと可 変長 レ コー ド

ω ブ ロ ックの 形式
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物理 レコー ドと論 理 レ コー ド,ブ ロ ック化 因数,可 変長 ブロ ック と固定 長 ブ ロ ック

(e)最 終 ブ ロ ックの形式

パ デ ィン グ(padding),パ ディン グ ・レ コー ドを含ん だ ブ ロ ック と短 ブ ロ ック(short

block)

(f)レ コー ドの長 さ とブ ロ ック の長 さ

ボ リュ ーム ・ラ.ベル と ファイル ・ラベ ル につ い て は,JIS規 格 が決 ってい るの ℃JIS規

格に 従 っ て内 容 を説 明す るこ とが望 ましい。

磁 気 テープ ・リール1巻 に 収容 で き るデ ー タ量 にっい て,第2部 の磁 気 テー プ記 憶 を 復習 しなが

ら検 討 させ て み て もよい。た とえば,せ ん孔 カード(カ ー ド ・イ メー ジの レコー ド)を 何 故 記憶 で

き るか考 え させ る。 ブロ ックの 大 き さを変 える こ とに よ って記 憶 で き る個数 が大 き く変動す る'こ

と を理解 させ る。

演 習問 題1

給 与 計算 その他 適 当 な問題 を取上 げて,次 の よ うな作 業 を させ る。

(1)コ ー ド設計 の必要 な 項 目(所 属 ・社 員 番号 な ど)を 取 出し,コ ー ドを決 め させ る。 コー ドを

決 め た ら,な ぜ そ の コー ドを決 め たか を 説明 させ,有 利 な 点,不 利 な点 を議論 させ る。

(2)報 告 書 ・紙 カ ー ド・原 書類 の順 序 で フ ァイル の設計 を行 な わせ る。 設 計 の結 果 は,報 告 書設

計 用紙,カ ー ド設計 用 紙に記 入 させ る。`

(3)設 計 し た結 果 につ い て,有 利 な点,不 利 な点 を検 討 させ る。

、W

■

'¶

村

1.4流 れ 図

第3部 第1章 で学 んだ 流れ 図記 号 とその 書 き方 を復 習す る。

第3部 で学 んだ もの以外 に,JIS規 格 で決め られ て い る記 号 の 中 か ら,次 のよ うな もの を取

上 げ て説 明す る。 これ らの 記号 は 主 と して シス テ ム流れ 図 を書 く と きに 使 われ る。 テン プ レー ト

を与 えて テ ンプ レー トの使 い方 を説 明す る(テ ンプ レー トは 付 録参 照)。'

/

紙 カ ー ド

一 ・一・… イル

、

.

'肯
・

カー ドの粗 紙テー プ
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(ユ

自

▽

書類

磁気 テー プ

磁 気 ドラム

磁 気デ ィス ク

オ ンラ イ ン記 憶

オ フ ライ ン記憶

表示

手操作入力

▽
△

口

口

`

÷

組合せ

抜出し

照合

分類

手 作 業(キ ーパ ンチ を

含 む)

補助操作

通信

流 れ図記 号 を使 用 して,シ ステ ム 流れ図 を書 く。 次 の こと を 説 明す る。

・シ ステ ム流 れ図ecよ
っ て作業 の単 位(run)が 決 り,相 互 の関係 が は っ き りす る。

・作 業 の単 位 ご とにプ ロ グ ラムが 必要 で あ る
。

・シス テム流 れ 図 を見 ると,各 単 位 ご とに使 用 され るプログ ラム と ファイル が わか る。
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1.5プ ロ グ ラ ム 設 計

次 の よ うな 点 につ い て説 明す る。

プ ロ グラ ム 設計 の手 順

'プ
ロ グ ラ ム設 計 の手法

判 断 表,

流 れ 図

(1)プ ロ グラム 設 計の 手順

第3部 第1章 で簡 単 にプ ロ グラ ム流 れ 図 の書 き方 を説 明 した。 こ こで は も う少 し詳 し くプロ グ

ラム設 計の 説 明 をす る。

最初 に,シ ステ ム 設計 とプロ グ ラム設 計 の関連,プ ログ ラム 設計 の手 順 を説 明す る。

次 の よ うな 図 を示す とよ い。

シ ステ ム 設計

プ ログ ラ ム設計

シ ス テ ム 流 れ 図

コ_ド'設 計

フ ァ イ ル 設 計

問 題 の 定 義

醜 の分析 と記 述

プ ロ グ ラ ム 作 成

(コ ー デ ィ ン グ)

プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト

文 書 化
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② プ ロ グ ラム 設 計 の 手 法',

(a)問 題 の定 義't
、ノ

問題 の 定 義 とは,問 題 を 明確 にす るこ とで あ る。 プ ロ グ ラム を設 計す るに 先 だっ て,次 のよ う

な点 を明 確 に す る。

入力 フ ァ イル の内容,形 式

出 力 フ ァイ ル の内容,形 式 ・

プ ログ ラムに持 た せ るべ き機 能

これ らは,シ ステ ム 設計 書 の中 で記 述 されて い るので,プ ロ グ ラム作 成 者 の立場 か らそ の内 容

を検討 し,問 題 を明確 にす る。

も)問 題 の 分析 と記 述

判 断 表(decisiontable),プ ログ ラ ム流 れ 図(flowchart)な どの 概 念 を説 明す

る。

判断 表や 流 れ 図 を使 って プロ グ ラム を設 計 す る手順 を簡 単に 説 明す る。

(3)判 断表

判 断表 を使 用す る利 点 にっ い て説 明す る。

判 断表 の構成 につ い て 述べ る。 次 の よ うな 図 を示 して 説 明す るとよい。

条 件 に対 す る答 の 記入 の仕 方(YかN),行 動 を と る場 合 の記入 の 仕 方(X)な ど を説 明 し,

判 断 表 の利 用 の仕方 を習 得 させ る。

判断 表の 書 き方 は,例 をあげ て説 明 した方 が よい。 例 として は た とえば 次の よ うな もの が 考

え られ る。
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例 座席の予約

条

件

行

動

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

規 則

1・
2 3 4 5 6 7 8

1等 席申込み Y Y Y Y

2等 席申込み Y Y Y Y

1等 席空席あり Y N N N Y N

2等 席空席あり Y N Y N N N

他の等席でもよい Y Y N Y Y N

1等 席券発売 X X

2等 席券発売 X X

1等 席空 席 か らマ イナズ1 X X

2等 席 空席 か らマイ ナ ス1 X X

1等 席 待 ち行 列 リス トに書 き加 え る X X X

2等 席 待 ち行 列 リス トに書 き加え る X X X

/

(4)プ ログ ラム流 れ 図

プロ グラム流 れ図 に つい て,粗 い 流 れ 図(generaIflowchart)と 詳 細流 れ 図(de-

tailflowchart)の 説 明 をす る。

例 をあげ て,流 れ 図 の意 義 と 流れ 図作 成手順 を説 明す るこ とが望 ま しい(流 れ図 で使 用 す る用

紙 につ い ては,付 録 の流 れ 図用紙 を参 照)。

例 と して,次 の よ うな問題 が 考 え られ る。

「コ ン ピュー タ室へ 毎 日売上 伝票 が カウ ンタ(売 場)別 に整理 して送 られ て く る。 それ を も

とに,各 カ ウン タの そ の 日の売 上合 計 を計 算 して,売 上 日報 を作成 す る」。

この 問題 について,シ ス テム流 れ図 とフ ァイル の 仕様(売 上伝 票 ・売 上 カー ド・売上 日報 な ど)

を示 し,プ ログ ラム の粗 い 流れ 図 と詳細 流れ 図 を書 く。

は じめ に,シ ス テム 流れ 図 を見 て,入 力 ・処 理 ・出力 とい う3っ の ス テ ップの 内容 を 明 らかec

す る ことが重要 であ る。 これが 問題 の定 義 に あ た る。

この問題 で は,次 の よ うに な る。.

(a)カ ー ドの読 込み(入 力)

(b)カ ウンタ の売上 合計 の計 算(処 理)
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(c)売 上 日報へ の 印刷('出 力)

これ を もとに,粗 い 流れ 図 を作 成 す る。

次 の よ うな程 度 の もので よい。

カー ドの

読込み

ロ じ カ ウ
ン タか

売上 日報
へ の印刷

売 上 日報
への印刷

の
のf

タ
言
"

ン
合

ウ
上
算

力
売
計

こ こで流 れ 線の使 い方 を復 習 す る とよい。 流れ線 の使 い方 には 次 のよ うな約 束があ る。

(1)流 れ の方 向は原 則 と して,左 か ら右へ,上 か ら下へ とす る。

② 流 れの方 向 が これ に合 わ な いと きは,矢 印 を用 い る。

(3)流 れ 線 は交 差 し て もよい。

(4)2っ 以上 の 流れ 線 を集 めて1っ に して もよい。

粗 い 流 れ図 を も とに,詳 細 流 れ 図 を書 く。詳 細 流 れ図 は,ル ー チン や プ ロ シー ジ ャ ご とに作 成

す るので,ル ーチ ンや プ ロ シー ジ ャの 意味,プ ロ グ ラム との 関係 など を合 わせ て 説 明 す る。 詳 細

流 れ図 にはすべ て の 処理が 正 確 に 書か れ てい なけれ ばな らな い。

詳細 流れ図 は,文 書(ド キ ュメ ン ト)と して も重要 な 意 味 を持 ってい る こ とを述べ,次 の よ う

な点 を説 明す る。

(a)ボ ックス の中 の表 記 の仕 方

(b)分 岐先 の ラベ ル

(c)原 始 プ ロ グ ラム との 対応 づ け
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演 習 問 題2

実務 の中 か ら簡 単 な問題 を取上げ て,プ ログ ラム設 計 の 演習 を行な う。 プロ グ ラ ム設 計 の基本

的な こ とが らを 身に つ け させ る ことが 目的だか ら,条 件 は あま り,複雑 に しな い方 が よ い。 ま た 実

務 に対 す る'予備知識 が 必要 な ものは 適 切で はな い。 給 与 計 算の例 な どは取 上 げ やす いだ ろ う。

プ ロ グラ ムの粗 い 流 れ図,詳 細 流 れ 図 を提 出 させ た ら,正 確 さだ けでな く読 み や す さ とい う点
o

'

か ら も評 価 し,ど う した ら読 み やす い流 れ 図 を書 くこ とがで きるか を生徒 に 考 え させ てみ る とよ

い で あ ろ う。

■

.s、

1.6情 報 処 理 規 格

情報 処理 の 分 野で 標 準化 が なぜ 必 要な の か,標 準化 す る ことに よ って どの よう な利 点が 考 え ら

れ るか。 現在,標 準化 は どの よ うに進 め られて い るか など を説 明し,プ ロ グ ラ ミング の際 に関 連

の深い 情報 処 理 規格 を紹 介す る。

情報 処理 の分 野 の 標準 化 は,多 か れ 少 なか れ 文書化 と関連 して い る。 そ こで文 書(ド キ ュ メ ン

ト)を 作 る際 に,標 準 化 の 考 え方 を ど う生か した らよいか にっい て も説 明 す る必 要 が あ る。

(1)標 準化 の 意義

標 準 化が なぜ 必 要 か,標 準化 す ると どの よ うな 利益 が あ るか を説 明す る。 例 と して,電 力 の周

波 数 が関 東 の50ヘ ル ツ と関西 の60ヘ ル ツに分 れ て い るこ とに よ る不 利益 や,コ ン ピ ュー タが

変 って プ ロ グ ラムや ファ イル を全部 作 りか えな けれ ば な らな くな った と きの混乱 な どを あげ る と

よい。

標 準化 の 利点 を次 の よ うな 点か ら説 明す る。

(a)プ ロ グラ ム を開発 す ると きの 利点

㈲ コン ピュー タ を使 用す る ときの 利点

丘)教 育 や情 報 交流 の と きの 利点

標 準化 にっ い て は,国 際的 な規 格や 国内 の規 格 に頼 るだ けで な く,企 業 の中で,あ るい は 作業

グルー プの中 で,個 々 に決 め て 行か な くて はな らない こ と も多 い 。

その 際 の問 題点 と して,次 のよ うな 点 に触れ る こと が望 ま しい。

(a)計 画 的な 標準 化

標 準化 の時期 や 範 囲 を考 え る。

(b)国 際規 格 や 国内 規格 と矛 盾 しない。

(c)他 の 企業 や関 連 部 門の考 え方 と矛 盾 しな い。
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(2)標 準 化 の 動 向

次 の よ うな 機 関 の 活 動 に 触 れ る。

ω 国際 標 準 化 機 構(InternationalOrganizationforStandardiza-

tion,lSO)

G))通 産 省 工 業 技 術 院 日本 工 業 標 準 調 査 会(JlS規 格)
、

(c)情 報処 理 学会,そ の 他 の学 会

(d)(社)日 本 電 子工 業振 興協 会

(e)(財)日 本情 報処 理 開発 セ ン ター

(3)情 報処 理規 格 の 内容

情 報処 理に 関 係 した規 格 を 紹介す る(付 録 参照)。 特 に次 の規 格 につ い て は,プ ログ ラ ミン グ

と非 常 に関 係 が深 い の で,内 容 を紹介 し生 徒 の 理解 を深 め てお くこ とが必 要で あ る。

(a)用 語

情 報処理 用語

(b)用 紙お よ び 文書化

帳票 の 設計基 準

規格票 の 様式

情 報処 理 用 流れ 図記号

(c)媒 体

情報 交換 用磁 気テ ー プの ラベル とフ ァ イ ル構 成

(d)電 子計 算 機用 プ ログ ラム言 語

FORTRAN水 準7000,5000,3000

(e)コ ー ド

日付 の表 示

時刻 の表 示

都道 府県 コー ド

市 区町村 コー ド

性 別 コー ド

指導 上 の留意点

(1)シ ステ ム 設計 の手順 は,事 務ecっ い ての 実 際的 な 知識が あ る と理 解 しやす い。 した が って
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生徒 が事 務 にっ いて の知 識 に 乏 しい と きに は,実 際 の事 務 処理 に触 れさせ るよ うなくふ うが 必要

であ る。

シ ス テム につ い て理 解 させ ると きに,身 近 な例 を取 上げ ると有 効 であ る。 た とえば,次 のよ う

な ものが 考え られ る。

(例)洋 服 の仕立 て
/

特定 の 人 に合 わせ て 洋服 を作 る作 業 を適 用業 務,ミ シ ンをハ ー ドウエ ア,裁 縫 技 術 を ソフ トウ

エ アにた とえ る。

洋服 屋 は仮 縫 い や仕 立 て の手順 を組 んだ り,]枚 の布 か らで き るだ け多 くの服 地 を とる こ とを

考 え た りす る。 そ れが シス テ ム設計 の 中 の流 れ 図 を作 った り,フ7イ ル設 計 をす る作業 に あた る

とい え る。

② コー ド設計 や フ ァイル 設 計 では,実 習 を行 な って 知 識 や技 術 を身 につ け させ る こ とが 必要 で

あ る。 実 習の 結 果 を生 徒 自身に 評価 させ て,問 題点 を 出しあ うこ とが よい。 議 論 し た り討 論し た

内容 は,実 際 の場 で生か さ れ るに違 い ない。

(3)流 れ 図記 号 につい て は,知 識と して身ecつ けて も意 味 がな いの で,生 徒 が実 際 に プ ログ ラム

を作 る ときに,流 れ 図規 格 に従 って 流 れ図 を書 くよ うに,ま た流 れ図 を書 き,流 れ 図に 従 って コ

ー デ ィン グをす る よ うに指 導す る ことが重 要 で あ る
。

(4)プ ロ グ ラム設計 で は,実 習 を行 な って プロ グ ラム設 計の 基 礎的 な こと を身 につ け させ る。

⑤ 情 報処 理規 格 にっい ては,プ ログ ラム作 成 と文 書化 の 関係 に つい て,で き るだ け時 間 をか け

て説 明す るこ とが 望 ま しい。 規格 の申 に は,文 書化 と直接関 係1しない 規 格 もあ るが,ほ とん どの

ものは,プ ログラミング の 過程 で作 業 の結 果 を文 書 にま とめ る と きに意味 を持つ もので ある。 プロ

グ ラム を 作成す るときの 心構 えと して,標 準化 に対す る姿勢 を身に つ け させ る よ う指 導す る必 要

が あ る。

4.
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第2章 コ ン ピ ュ ー タ の 応 用

■

こ の 章 で は 次 の 用 語 を教 え る。

経 営 情 報 シ ス テ ム,情 報 検 索 リ ア ル タ イ ム ・ シ ス テ ム,オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム,座 席 予 約,オ

・ン ラ イ ン ・バ ン キ ン グ ・'シス テ ム,メ ッセ ー ジ 交 換 シ ス テ ム,デ ー タ ・ベ ー ス,コ ン ト ロ ー ル ・

シ ス テ ム

・
,`

ロ
コン ピ'ユー タが ど う利 用 され てい るか を説 明 し,コ ン ピ ュー タの応 用 にっ い て理 解 させ る。 コ

ン ピュー タの利 用 の仕方 は,コ ン ピュー タ を利用 す る 業務(適 用業務)に よ っ て非常 に 異 る。 し

たが って 生徒 に 関係 の 深 い分 野 を選 び その 分 野で コ ン ピュー タが ど う使 われ てい るか を説 明 す

るの が望 ましい。

少 な くと も次の どれ か の分 野 に焦 点 を しぼ って説 明 す る。

(1)製 造 工 業

(2)流 通

(3)新 聞,放 送,出 版

(4)金 融

㈲ 電気,ガ ス

⑥ 官 公庁
●

.南 口
特定 の 適用 分野 を選 ん で,そ の分 野 の コ ン ピュー タ 利用 に つい て 説 明す る。 次 の よ うな点 を説

明す る。

・ コ ンピュー タ利 用 の歴 史

・ コン ピ ュー タ利 用 の現状

・ コン ピ ュー タ 応用 の 技 法

それ ぞれ につ いて説 明すべ き内容 を述 べ る。
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2.1コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 歴 史

コン ピュー タが い つ か ら使 われ始 め,コ ン ピュー タ利 用が どの よ うに発展 して 来 た かを 説 明す

る。 生 徒 が1企 業内 に 限 られ てい る場合 に は,そ の企 業 にお け るコ ンピュ ー タ利 用 の歴 史を 述べ

て もよい,企 業 内 の歴 史 を述 べ る と きに は,次 の よ うな点 に触 れ る と有 効 で あ る。

(1)コ ン ピュー タ を利 用 した 動 機

(2)適 用 業務

(3)コ ン ピュ ー タ利 用ecよ る変 化

事務 手 続 き,人 の移 動,業 務 形態 な どの 変化 に触 れ る」

(4)コ ン ピュー タ利 用 の効 果

2.2コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 現 状

自社 お よび 同 じ分野 の 企業 で,コ ンピュー タが ど う使 われ て い るか を述べ る。 具 体 的 な業 務 を

取上 げて,そ の業 務 を機械 化 し た場合 の 目標 や効 果 を説 明 す ると よい。

コ ン ピュー タの利 用 に よ 三て 機械化 さ れ た部 門の処 理 が ど う なっ てい るか,機 械 化 に対 して ど

うい う評 価が され てい るか にっ い て も理 解 させ たい。 機械 化 され た部 門 を見 学 し た り,機 械 化 を

推 進 した人 を招 い て聞 い た りす る方 法 も考 え られ る。

2.3コ ン ピ ュ ー タ 応 用 の 技 法

コ ンピ ュー タ応 用の 技 法 と して,次 の よ うな 内容 にっい て簡単 に説 明 す る。

(1)経 営 情報 シ ス テム

内 容にあ ま り立 入 る必 要は ない。

考 え方 を説 明す る。

(2)・.オン ライ ン ・シ ステ ム,リ アル タイ ム ・シ ステム

座 席予 約 オンラ イ ン ・バ ン キジ グ ・シス テム,メ ッセー ジ交換 シ ステ ム な どに つ いて,概 要

を説 明す る。

(3)デ ー タ ・ベー ス を活 用 し た情 報 検 索シス テ ム

特 許 情報 サー ビスや,文 献 検 索な どの例 をあげ て説 明す る。

(4)コ ン トロー ル ・ シス テム

化 学や 製鉄 の プ ロセス 制御,航 空管 制 道 路交 通制 御 な どの例 をあげ て説 明す る。

⑤ 人 とコ ンピュー タ との対 話 システ ム
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コ ン ヒ。ユ一 夕に よ る設 計や コ ンピュー タ に よ る教 育 な どの 例 を紹介 す る。

指導 上の 留意 点

そ れぞ れの 部 門の 適用業 務 を取上 げ る ときは,次 に あ げ る 各 業務 の代 表 的 な 適用業 務 を参考 に

す ると よい。

概 括 的な説 明 をす る場 合 に は そ れ ぞ れの 分 野の主 な 適用 業務 につ い て,全 体 的 な 説 明 をす る。

概 括 的 な説 明 に加 え,生 徒 に最 もな じみの 深 い適用 業 務 を1,2取 上 げ て選 び,コ ン ピュ ー タ

の応 用 につ い て具 体 的 な説 明 をす る。

各 業 種の代 表 的な適 用 業務

製 造 業

流 通

官 公 庁

金 融

新 聞,放

送,出 版

電 気,ガ

ス

生 産管理 ・工程 管理 ・部 品 展開 ・作 業管 理 ・品質 管理 な ど。

市 場 分析 ・商 品情 報 検 索 ・販 売管 理 ・仕入 管 理 ・セー ル ス マ ン管理 ・手形 管 理 ・契

約 事 務な ど。

経 済分 析 ・計 量経 済モ デ ル ・職 業紹 介 ・恩給支給 ・住 民登 録 ・住 民税 ・固 定資 産 税

・水 道料 金 ・国民 健保 な ど。

預 金 業務 ・貸 付業 務 ・融 資統 計 ・利 息 計算 ・手 形 割 引 ・為 替 業務 ・貸 付 信託 ・株式

な ど。

広 告 業務 ・購読 料請 求 ・編 集業 務 ・スポ ンサ ー管 理 ・視 聴率 計 算 な ど。

給 電運 用 ・系 統運用 ・配 電 ・配 電工事 管 理 ・電灯 電 力料 金 計 算 ・火力 発 電 技 術計 算

ガス料 金請 求 ・ガ ス工 事 精 算 ・容器 管 理 な ど。

一般 的な 経 理 業 務 ・給与 計 算 ・人事 統 計 ・在 庫 管 理 ・資材 管理 ・減 価 償却 ・販売統 計 ・売掛

業 務 金 管 理 な ど
。

特定 の業 務 に対 す るコ ン ヒ。ユ一 夕利 用 の 問題 を説 明 す るとき,ど の程 度 まで立 入 った らよ い か

につい て在 庫 管理 の例 を上 げ て お こ う。

在庫 管 理 に対す るコン ビ。ユ一 夕の応 用

在庫 管 理の 必 要 性 と在庫 管理 の要素(発 注 点 発注 量な ど)を 説 明す る。

静 的 な,変 動(傾 向変動 季節 変 動 な ど)の 少 ない 在庫 モデ ル を示 し,代 表的 な発 注の 仕 方 を

説 明す る。 それ には,定 期発 注 と定 量発 注 と を取 上げ れ ば よい。 定期 発注 で は,発 注 サ イ クル は

一 定,発 注 量 は不 定 にな る。 定 量発 注で は,逆 に発 注サ イ ク ルは不 定,発 注 量 は一 定 にな るこ と

を説 明す る。

一123一



定 期 発注 よ り も定 量発 注 の場 合 につ い て詳 し く説 明 した 方が 在 庫 管理 の 問題 を 明 らか にしや

す いで あろ う。 その1つ の 問 題 と して,発 注 量 をい く らにす る と経 費が 最小 にな るか を考 えさせ

る。

これ らの 問題 には,種 々 の要 素 が 関係 して い るか ら,あ る程度 要 因 を単純 化 または 選 別す るこ

とが大 切で あ る。

た と えば右 図 のよ うに,発 注 費用 と在庫 維 持

費 とが等 し くな る ところ で,総 経 費 は最 小 にな

る ことに 注意 して,経 費 が 最小 とな る発注 量

(経 済発注量)を 求 め させ る。 経 済発 注量 に よ

る在 庫管 理 を手作 業 で行 な う場合 の2ビ ン法ec

つ い て説 明す る。

これ をコ ン ピュ ー タ で処理 す る場 合 の方 法 を

説明 す る。 リー ド ・タ イム(発 注か ら入 庫 まで

費

用

発注回数

の待ち時間)中 の平均出庫量を最低保有量とし,最 低保有量プラス経済発注量を最高保有量とす

る。在庫が減少して最低保有量を割ると,最 高保有量に達する量を発注す るのである。

在

庫

量

`

在
庫

の

き

・

発
注

●_リ ー ド_一

タ イム

時間

入
庫

そ の 処理.手順 は,次 の よ うに な る。

(1)品 目 ごとの 在庫 マス タ ・フ ァイ ル を作 る(品 目番 号,品 目名,リ ー ド・タイ ム,在 庫 残 高

最高 保 有量 最 低保有 量 な ど を 記録)。

② 出 庫 のた び に出庫 フ ァイル を作 り,マ ス タの在 庫 残 高ヵ・らマイ ナスす る。

(3)在 庫 残高 が最 低 保有量 以下 か どうか をテ ス トし,以 下 で あれ ば 発注 ファイ ル を作 る。

(4)入 庫が あ れ ば入 庫 フ ァイル を作 り,マ ス タの在庫 残高に プラス す る。

この よ うな方法 を 自動発 注方 式 とい う。
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以上 の よ うに,静 的な在 庫 モテル では需 要 を一 定 と考 え,最 低保 有量 を一 定 と してい る。

需 要 の変 動 を前 提 と して在 庫 管理 を行 な う こ とは,相 当高 度 な 技法 を要 す るが,そ の あ らま し

につ いて説 明す れば,コ ン ヒ。ユ一 夕 を この 分野 に応 用 す る意義 を 明確 にす る こ とがで きるで あ ろ

う。
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1."MODERNDATAPROCESSING"

R.R.ARNORD

JOHNWILEY&SONS・INC.

昭443,580円

2.電 子計 算 機ユ ー ザ 調査年 報1970年 版

情 報処 理学 会編

日本 経 営科学 研 究所'

昭45.3880円

3.株 式 会社 日立 製 作所発 行の もの

EDP導 入 マニ ュ アル

計画 か ら稼動 まで

昭44実 費

業 務 別 アプ リケー ショ ン1

給与 人 事

昭44実 費

業 務 別 ア プ リケ ー シ ョンIV

購 買管 理

甲44実 費

9040預 金 シス テ ム

昭44実 費

4.富 士 通 株式 会 社発 行 の もの

シス テ ム分 析 と設計 の進 め方

昭44実 費

プ ログ ラ ミング 計画 と標 準 化
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昭44実 費

FACOMに よ る生 産管理(1)

部 品展 開

昭44実 費

FACOMecよ る人事 業 務
、

昭44実 費 な ど。

5.日 本電 気 株式会 社 発 行 の もの

FICS,ISIM説 明書

需要 予 測 在 庫管 理

昭44実 費

予算 の編成 と シ ミュ レー ショ ン ・

原 価 計算 ・経 理 ・予 算編成

昭44実 費'

FACTOR概 説書

生 産計画(注 文処理 ・部 品展 開 ・日程 計画 等)

実 費

6.日 本ア イ ・ ピー ・エ ム発行 の もの

電子 計 算組 織導入 計 画概 説 書

シス テ ム 設計 ・プロ グ ラムの 準備 ・標 準化

昭40実 費

基 本的 な シス テ ム検 討 の 手 引

昭38実 費

第2章 現 行 事業 の理 解

第3章 シ ステ ム要 件 の決 定

第4章 新 シス テム の設 計

7.EDPSシ ス テム 設 計

土 岐 秀雄

日本 経営 出版 会

昭441,500円

実 際的 な事例 を 多 く含 ん で い る。
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8.コ ー ドの 手 引 き

一 デ ー タ ・コ ー ドの 標 準 化 と 編 成 一

情 報 処 理 学 会

昭43.10700円

第2章 デ ー タ ・コ ー ド の体 系 化

9.コ ー ド化 の 手 引 き

日 本 ア イ ・ ピー ・エ ム

昭44実 費

o

己

θ

`
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第1部 プ ロ グ ラ ミ・ン グ(1)

FORTRAN
亀

、
⇔＼c

ミこへ

M:・

本,
、♪ 』

次 の 用 語 を教 え る。

エ ラー ・メ ッ セ ー ジ,机 上 デ バ 乞 け た あ ふ れ,関 数 算 術 式,書 式,ス テ ー トメ ン ト(文),

定数,テ ス トヴ 一 夕・ 配 列・ 引数,変 数 ・ ・‥ プ

一
目標 はJISFORTRAN水 準3000を 習 得 し,与 え られ た 問 題 をFORTRANで 記

述 で きるよ うに す る こ とで あ る。

そ の た めに次 の よ うな ことが必 要 で あ る。

(1)FORTRANの 文 法 を習 得 す る。
ト

(2)適 宜 機 械 実 習 を行 ない,FORTRANで い くっか プ ロ グラム を組 ませ て み る。

JISFORTRAN水 準3000は 基 本 的 なFORTRANで あ る。 基本 的 なFORT

RANが 習 得で きれ ば,実 務 に つ いて,そ れ ぞれの コ ン ピュ ー タの レベル に合 わ せ たFORTRAN

の文 法が 必 要 に な った と き.そ れ を独 力 で習 得で き るは ずで あ る。

内容 のあ らまし

JISFORTRAN水 準3000の 内容 を次 の よ うに 分類 して教 え る。

●

馳＼

、

`〆

標準講義時間 機 械 実 習 機 械 実 習
内 容

(単 位:時 間) (標 準) (最 低)

.

FORTRAN概 論
2

FORTRANプ ロ グ ラムの形式

○ コ ー デ ィ ン グ ・ シ ー トと コ ー デ ィ ン グ

・シ ー トへ記 入 す ると きの注意 1

OFORTRANで 使 用 で きる文字 1

○行(注 釈行,END行 開始行 継続

行) 1
、

○文 1

○文番号 1

○英字名 2
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内 容
標準講義時間

(単位:時間)

機 械 実 習

(標準)

機 械 実 習

(最 低)

■

▼

デ ー タの型
房

○定 数 2.5

○変 数 3

○配 列 5
/

◎'

基本 的 な文(1)

○算術代入文 5

OGOTO文 と算術IF文 6

○入出力文(D 7

演 習問題(1) 10 0

基本的な文②

ODIMENSION文 4

ODO文 とCONTINUE文 7
「

○添字式 3

OSTOP文 とPAUSE文 0.5

○入 出力 文(2) 11 ・ぐ

演習問題 ② 10 5

!ρ

ブ
F

'

基本外部関数 と組込み関数 7

夜.'

演習 問題(3) 13 0

文関数 7

演習 問題(4) 15 8

副 プロ グ ラム

○関数 副 プ ログ ラム 9 ■

○ サ ブル ーチ ン副 プロ グ ラム 9
,z

演習問題㈲ 15 0

.ン 「

、、》

COMMON文 とEQUIVAI、ENCE文

OCOMMqN文 6

OEQUIVALENCE文 6

演習問題⑥ 20 8

. 書式なし入出力文 4
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内 容
標準講義時間

(単位:時間)

機 械 実 習

(標 準)

機 械 実 習

(最 低)

補助入出力文 2

演習問題m 20 10

ま と め 4

合 計 1]7.0 103.0 31

機 械 実 習 は,.与 え られ た問 題 を分 析 し,流 れ図 を書 く段 階 か ら,コ ンピ ュー タに か けて 問題 を

解決 す るまで の 時間 を含 め た もので あ る。実 際に は,そ れ ぞ れの 環境 に よ って コン ピュー タ を使

用 で きる時 間 は 異 るの で,最 小限 必 要 だ と思 われ る時 間 数 も載 せ た。

'

,
●

,

←Y ＼x

、.茅

指導 上 の留 意 点

同 じFORTRANで もコ ンピ ュー タに よ って 文法 の異 る点 が あ るか ら,機 械 実 習 に先 だ って

使 用 す るコ ン ピュ ー タのFORTRAN説 明書 を参照 して,JISFORTRAN水 準3000

との関係 をつ か んで お く必要 が あ る。 もしそのFORTRANが 水 準3000を 下 ま わ って い る

場 合 に は,混 乱 を生 じない ために,水 準3000と の 相異 点 を明示 しな けれ ば な らない。 機 械 実

習に あ た って ジ ョブ制 御 カ ー ドが必 要 な場 合 に は,教 師が 用 意 して生 徒 に 渡 し,そ の使 い方 を指

示 す る。 ジ ョ ブ制 御 カ ー ドの 目的 を知 りたが る生 徒 もい る と思 われ る ので,簡 単 に説 明す るの も

よい。 しか し,最 初 か らジ ョブ制 御 カー ドの説 明 を して も混乱 を招 くだ ろ うか ら,演 習 問題2の

ときにす るのが よい だろ う。

コ ン ピュー タ を使 用 す る場 合,教 師が 生徒 の エ ラー を発 見 した と きの対 し方 には
,慎 重 な 配慮 ・

が 必要 で あ る。 エ ラー を発 見 して,そ れ をただ ちに指 摘 す るこ とは,必 ず し も好 まし い結 果 を も

た ら さな.い。 コーデ ィン グを した後,そ れ を最初 に コン ピ ュー タに通 す ときに は,よ ほ ど コン ピ

ュー タ使 用時 間 に制 約 が あ るので な い限 り,教 師 は生徒 の間 違 い を指 摘す べ きで は な い。 デバ グ

の 仕方 も実 習時 に指 導 し な けれ ばな らな いが,こ れ も演習 問 題2の と きに したい 。

それぞれ の演 習 問題 につ い て の指導 上 の 留意 点 は,演 習問 題 の ところ で述 べ る。 と の実 習編 を通

じて,相 互 参照 テ ー ブル(crossreferencetable)に つい て は,触 れ な いで おい た方

が よい だ ろ う。 ま た コン ピュ ータを使 用 しない と きで も,で きるだ け多 くの 演習問 題 を与 え るよ

うに して生 徒 に 自主 的に 解 かせ て み る こ とが 必要 で あ る。
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問題 を独 力 で解 い て み るこ とが,FORTRANの 文 法 を理 解 す る上 で は有効 だ と思 わ れ るが,

コ ン ピュー タの使 用 時間 に制 約 が あ る場 合 には,共 同作業 も考 え られ る。 こ の場 合,グ ル ー プの

人数 は多 くて も4人 ぐ らい まで であ る。 少 し複 雑 な 問題 を扱 う ときに は,グ ル ープ内 の各 人 に担

当 部 分 を分 担 させ て,そ れ ぞれ に責 任 を持 たせ た形 で共 同 作 業 をす るとい う方 法 もあ る。共

同 作業 で 注意 しなけ れ ばな らない のは,同 一 の 問題 を共 同 で考 え るとい う方 法で は教 育効 果 が あ

が らない とい う ことで あ る。 共 同 で考 え るとい う方 法 を と る と,主 に考 え る もの とそれに 従 う も

の が で きて,限 られた 人 しか 力が っか な い とい うこ とに な りが ちだか らで あ る。

●

ゾ

4〆

,/ノ ー

叉.,

し

'

《

,

●

/
'
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1 FORTRAN概 論

●

〉
∀ 國

FORTRANの 特 徴 歴 史,FORTRANで 書 かれ た プロ グラム が実 行 され るまで の過 程 な

どを理解 させ る。 基 礎 編 第3部 第3章 言 語 の あ らま しの復 習 を兼 ね る。

● 「

＼洗

口
FORTRANの 特 徴 で は,科 学技 術 計算 向 きで あ る こと を述 べ る。COBOLの 特徴 と対 比

させ ると理 解 しやす い だろ う。

FORTRANの 歴史 で は,FORTRANが どの よ うに して生 れ ・ 世 界 中 で使 用 され るよ

うに な ったか を説 明す る。FORTRANの 文 法 に も機 械に よ って多 少 の違 い は あ るので,こ れ

か ら習得 しよ うと して い るFORTRANは,大 体に お い て どの コン ピ ュー タに も使 え る基本 的

な 部分 で あ る こと を話 す。

FORTRANで 書 か れ た プ ロ グ ラムが 実 行 され る まで の過 程 で は,わ れわ れが 書 い た プ ロ グ

ラム を コ ンピ ュー タが直 接実 行 して くれ るので は な く,中 間に機械 語 に翻 訳す る とい う作 業 が あ

り,機 械語 に 翻訳 され た プ ログ ラムに よって,は じめて実 行 が行 な われ る こ とを理 解 させ る。

●

w
∀

'
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2.FORTRANプ ログ ラム形 式

口
お お ま か に,FORTRANプ ロ グラム とは どん な もの か とい うこと を理解 させ る。

■

(.

口
次 の よ う な 説 明 を す る。

(1)コ ー デ ィ ン グ ・シ ー トと,コ ー デ ィ ン グ ・シ ー トへ 記 入 す る と き の 注 意

(2)FORTRANで 使 用 で き る文 字

(3)行(1ine),注 釈 行(co㎜entline),END行,開 始 行(initialline)継

続 行(continuationline)

(4)文(statement)

(5)文 番 号(statementlabel)

(6)英 字 名(sアmbolicname)

2.1コ ー デ ィ ン グ ・ シ ー トと コ ー デ ィ ン グ ・ シ ー トへ 記 入 す る と き の 注 意

FORTRANの コー デ ィン グ ・シー トを示 して,け たの 説 明 をす る(コ ーデ ィング ・シ ー ト

につ い て は付録 を参 照)。

/}"

{,

・⑳

2.2FORTRANで 使 用 で き る 文 字

FORTRANで 使 用で き る文 字 を理 解 させ る。 せ ん孔 ミスを防 ぐた めに,コ ー デ ィング ・シ

ー トに書 く文 字 の書 き方 を決 め てお く必 要 があ る こと を説 明す る
。

▼

2.3行

注 釈 行,END行 開始 行,継 続 行 の説 明 をす る。 継続 行 を教 え る と,注 釈行 も継 続 で き るよ

うに誤 解 す る生 徒が い るので,注 釈 行 は継続 で きない こ とを徹底 させ る。
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●

・ 」

2.4文(ス テ ー ト メ ン ト),

1つ の文 は開始 行 だ け か,ま た は継続 行 の あ る と きは,そ れ を続 け た もので あ るとい うこ と,

継続 行 の 第7け た は,直 前 の 行 の第72け たか ら続 い てい るこ とを理 解 させ る。

2.5文 番 号

文 に は数字 の文 番 号 を付 け るこ とが で き るが,同 じ番 号 を2っ 以上 の文 に付 け る こと はで きな

い ことを理 解 させ る。

2.6英 字 名

英 字 名 は5文 字 以内 の英 数 字 で,第1字 目は必 ず英 字 で な けれ ば な らな い こ とを徹 底 させ る。

練 習 問題 を課 して み る とよい。

■}

・W

t

ご十

指導 上の 留意 点

簡 単 な プ ロ グ ラム を示 して説 明 す る とよい。 例 と して は次の よ うな もの が考 え られ る。

「2つ の数 をカ ー ドか ら読 ん で,和,差,積,商 を計 算 して 印 刷す る」。

CEXAMPLE

READ(5,10)A,B

10

20

FORMAT(2F5.】)'

S=A十B

D=A-B

P=A*B

Q-A/B

wRITE(6,20)A・B・S・D・P・Q

FORMAT(]Hb,6F10.1)

STOP

END

コ ーデ ィング ・シ ー トに記 入す る文 字 に っい て は,演 習 を始 め る前 に次 の 例 を参考 に して適 当

に規 則 を決 め てお く。
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3 デ ー タ の 型

■

● 口
実数 型,整 数型 とい う2種 類 の デ ー タの型 に っい て理 解 させ る。

口
3.1定 数

齪 数(i。t,g,,C。n・t・nt),実 定数(・eal… …nt)の 説 明 をす る・ 齢 指

数 部 を持 つ定数(constant)の 表 わ し方 を習得 させ る。1つ の数 値 もEを 使 って表 わす の に,

い ろ いろ な方 法 があ る こと を理解 させ,正 規化 され た数 の概 念 をは っ き り させ る。 機 械 実習 をす

る コ ンビ・ユ一 夕の もっ 整数,実 数 それ ぞれ の 有効 け た数 を教 えて お くと よい。

◎

、一ド

3.2変 数

麹(。 、,、。bl,)と は結 局 は記 憶 場所 ・・雨 られ た名 前 で あ り,そ ・・こ蝋 型 の デ ー タが

入 れ ば 整 変 数(integervariable)で あ り,実 数 型 の デ ー タ が 入 れ ば 実 変 数(real

variable)で あ る こ と を認 識 させ る。 実 数 型 変 数,整 数 型 変 数 を表 わ す と きの 規 則 を 習 得 さ

せ る 。

3.3配 列

配 列(array)の 概 念 を理 解 させ る た め に,配 列,配 列 要 素(arrayelement)・ 添

字(subscript)の 説 明 をす る。 生徒 がベ ク トル や行 列 の知 識 を持 って い る ときは・ これ を

例 に とれ ば理 解 しや す い と思 われ る。

次 の ことを理 解 させ る。

(1)配 列 を利 用す る利 点

(2)実 数 型 と整数 型 の配 列

(3)添 字 に は整 変数 か整 定数 を書 く。 ここで は添 字式 に は 触れ ない。

(4)負 や0の 添 字 は許 され な い。
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4. 基i本 的 な 文(1)

口
次 の よ うなFORTRANの 実 行 文 と非 実 行 文 に つ い て 理 解 させ る。

1実 行 文(executablestatement)

(1)代 入 文(assignmentstatement)

算 術 代 入 文(arithmeticst就ement)

② 制 御 文

算 術IF文(arithmeticIFstatement)

GOTO文

CALL文

CONTINUE文

STOP文 とPAUSE文

DO文

RETURN文

(3)入 出 力 文(input/outputstatement)

READ文,WRITE文

補 助 入 出 力 文(auxiliaryinput/outputstatement)

■ 非 実 行 文(non-executablestatement)

(1)宣 言 文(specificationstatement)

DIMENsIoN文 ・cQMMoN文

EQUIVALENCE文 ・

(2)FORMAT文

(3)文 関 数 定 義 文(statementfunctiondefiningstatement)

(4)副 プ ロ グ ラム 文(subprogramstatement)'

FUNCTION文

SUBROUTINE文

こ れ ら の 文 を,簡 単 な もの か ら複 雑 な もの へ と順 に 理 解 さ せ た い
。
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●

口
4.1算 術 代 入 文

次 の順 序 で指 導 す る。

(1)算 術 代 入文 の 簡単 な例 を示 し,そ の意 味 を理 解 させ る。

例 と して あ げ る もの は.A-C+D,A=C-Dの 程 度 で よ い。 ここで注 意 す べ きこ とは,数

学 の等 号 と算術 代 入文 の等 号 とは意 味 の違 うことで あ る。 等号 の 左辺 は1個 の変数 名 で あ り,右

辺 は算 術 式で あ る こと を理 解 させ る。

(2)算 術 演算子(arithemeticoperator)(+,=,*,/,**)と ,か っこの使

用 の仕 方 につ い て説 明 し,演 算 の 優 先順位 を理 解 させ,少 し複雑 な数式 を書 表 わせ るよ うに す る。

教 師が 黒板 な どに 書 い た数式 を,算 術 代 入文 で書 かせ て み る。

(3)算 術 式 は,次 の規 則 に合 って いな け れ ばな らない こと を説 明す る。

●

●

●

♪

算術演算子+,一,*,/の
演 算結 果

右 側 左 側

実 数 型 実 数 型 実 数 型

実 数 型 整 数 型 許 され ない

整 数 型 整 数 型 整 数 型

整 数 型 実 数 型 許されない

算術演算子**の

演算結果
左側(底) 右側(指 数)

実 数 型 実 数 型 実 数 型

実 数 型 整 数 型 実 数 型

整 数 型 整 数 型 整 数 型

整 数 型 実 数 型 許されない

実 際 に数 を代 入 して演 算結 果 が どの よ うに な るか を説 明す る。 特 に整 数 を整 数 で 割 る演 算 で は
,

結果 は小数 点 以下 切 捨て の整 数 の形 で求 め られ るの で,'平 方 根 を求 め たい と きに,次 の よ うな間

違 い を犯 さない よ うに注意 す る。

Z=(A十B)**(1/2)
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これ は, .算 術 式 の規 則 に は合 ってい るが,1/2は0に な って しま う。

(4)次 の よ うに算 術代 入文 の右 辺 と左 辺 の型 が異 る場合,

(司 実数 型 一整 数 型

(b)整 数型=実 数型

そ れ ぞれ の結 果が どの よ うに な るか を具 体例 で説 明 す る。さ らに.A-Bや.PAI-3.ユ415

な ど算術 式 が1っ だ け の変数 や 定数か ら成 る 場 合が あ るこ とに も触れ る・

4.2'GOTO文 と 算 術lF文

(1)GOTO文

無 条件GOTO文 と計算 型GOTO文 を説 明 す る。

(2)算 術IF文

算 術IF文 を説 明す る 。 か っ この中 に算術 式 を書 くこ とが で きる こ とを教 え,ま た,分 岐 先

の3個 の文 の 番 号の うち2個 が同 じで あ って もよい こ とを理 解 させ る。

4.3入 出 力 文(1)

書式 っ き入出 力文 につ い て説 明す る。FORMAT文 と対 に して理 解 させ るが,こ こで は簡単

な もの につ い て理 解 で きれ ば十 分 で あ り,複 雑 な入 出 力 文 は後 にす る。配 列 ヘ デー タを読込 ん

だり,配 列にはい・9い る鯛 をEP馴す・方法の説明℃FORMA蚊 のカ〉っこの中にかっこ

や/を 含むものは除く。

(1)書 式 つ きREAD文(formattedREADstatement)(1)

カ ー ドに せ ん 孔 され た 数 の 読 み 方 を 説 明 す る 。FORMAT文 で は,F変 換,1変 換,E変 換,

X変 換 を説 明 す る。

F変 換 とE変 換 で は,カ ー ド上 に小 数 点が打 たれ て い る場 合 と,そ うで ない場 合 の違 い を明 ら

か にす る。

(2)書 式 つ きWRITE文(formattedWRITEstatement)(1)

数 字 や文 字 を印刷 させ る方 法 を教 え る。 上述(1)の 変換 に加 えて,H変 換 を説 明 す る。 行 送 り制

御 を説 明 し,WRITE文 に対 す るFORMAT文 に は,行 送 り制 御 を書 く習 慣 をつ け させ るの

が 望 ま しい。
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5 演 習 問 題 ω

■

口
いままで に習得 し た こと を利 用 して 簡単 な プ ロ グ ラム を書 く演習 を行 な う。

口
次 の よ うな問 題,ま た は それ と同程 度 の レベ ル の問 題 を与 え る。

(1)体 積,表 面 積,面 積 な ど を計算 させ る問 題

(2)2次 方程 式 α♂+bx+・-Oの 根

十 ◆
-b=]=(b2-4ac)

工=
2α

を求 め る問 題

デ ータ は算術 代 入文 で与 えて もよいが,カ ー ドか ら読 込 ませて もよい。 プロ グ ラム を終 らせ る

条 件 として,デ ータの 最後 に 特殊 な数 を 入れ るか,デ ー タの 個数 を決 め るか して,算 術IF文 で

判 定 させ る。

◎

●

指 導 上 の留 意 点

円 の面 積S=πR2と,円 周T=2πRを 計 算 す る こ と を例 に と り,指 導 上 の留 意 点 を述べ て

み よ う。 最終 カー ドと しては,半 径0の カー ドを与 え る。 プロ グ ラム は次 の よ うに な る。

20READ(5,101)R

10]FORMAT(Fl2・2)

IF(R)30,30,40

40S=R**2*3.14

T=R*2.0*3.14

WRITE(6,102)R,T,S

102FORMAT(]HO,7HHANKEI-,F12.2,10X,6HENSHU=,Fl5,2,

18HMENSEKI=,Fl5・2)

GOTO20
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30STOP

END

次 の よ うな 点 を考 慮 しな が ら指 導 す る こ とが 望 ま しい。

(a)流 れ 図 を書 かせ る。 その 際手順 さえは っき りっか めてい るな らば 流 れ図 が完 全 に 書 け る よ

うに な るの は少 し後 に な って も,と が めな い(流 れ図 記 入 用紙 にっ い て は付 録 を参 照)。.

(b)コ ーデ ィン グの と きに注 釈行 を適 宜 そ う入 させ る。 この場 合 プ ロ グ ラム の最 初 に は,プ ロ グ

ラ マの名前 を入 れ た注 釈行 を入れ させ る。 これ は,だ れ の書 い た プ ログ ラム か をは っき りさせ る

の に有 効 で あ る。 ま た,あ とで整 理 しやす い よ うに,72け た か ら80け ・たの 間 に,カ ー ドの順

序 を示 す数 字 を書 か せ るよ うにす る とよい。 数 字 は,あ とで途 中に そ う入 で き るよ うに10,20,

30… … … の よ うに数 を飛 ば して つ け る。

(c)初 め ての 機械 実 習 であ るか ら,デ ー タの書式 や,印 刷の書 式 は教 師側 で与 えて よい が,そ の

書 式 に合 った デ ータ ・カ ー ドは生徒 に 作 らせ るよ うに す る。 実 数 型 のデ ー タ を扱 う場 合 には,小

数 点 をデ ー タ ・カ ー ドに せ ん孔 しな くて もよい。

(d)FORMAT文 は,対 応 す るREAD文WRITE文 の す ぐ後 に書 か せ る よ うにす る。

(e)ジ ョブ制 御 言語 は教 師が 用意 を して,カ ー ドの そ う入場 所 を指 示 す る。 で きる こと な らば,

生徒 の作 成 し た プ ログ ラムの カ ー ドとは色 を別に す る。

(f)カ ー ドのせ ん孔 を生 徒 が しな けれ ばな らない 環境 の とこ ろ もあ るだ ろ うし,ま た実 際 にデ バ

グの際 カ ー ドの修 正 な どの 必要 が お こるので,カ ー ドのせ ん 孔 の仕 方 を指導 す る。 この とき,い

らな くな ったカ ー ドの 捨 て場 所 な どを指示 して,整 頓 す る習 慣 をっ け させ る。

(g)コ ンパ イル ・エ ラーが あ ると き,そ の 見つ け瓦 エ ラー ・メ ッセー ジの 見方,訂 正 の仕方 を

指導 す る。 カー ドを 入替 え る場所 をは っ き りさせ るた めに,そ の位置 に あ た るカ ー ドを逆 にす る

な どの方 法 を教 え る。

(h)実 行 時 の エラー も,な るべ く生 徒 自身 に発見 させ た いが,生 徒 か ら質問 を受 け た らそれ に対 し

て適 切 な助言 を与 え たい。 コン ピ ュータの使 用時 間が 少 な い と きは もちろん だが,十 分に あ る と

きで も,机 上 デ バ グをて いね い に して,機 械 を有 効に 使 うよ うに させ る。

(i)最 後 に一 通 り結 果 が 出た ら,ど の よ うな解 法 を用い た か を発表 させ,1つ の 問 題に 対 す る解

法 は何 通 り もあ るこ とを理 解 させ る。 た とえ ば,こ の 例 な らば,P-3・14と い う文 をREAD

文 の前 に 入 れて,算 術代 入文 にPを 使 用 す る方 法 もあ る。 また,答 は正 し くて も,途 中 で むだ な

こ とを して い るよ うな と きに は,そ の こ とを指 摘 して,な ぜ む だ なの かを理 解 させ る。
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6 基'本 的 な 文(2)
、

● 口
DIMENSION文,DO文 な どを教 え,文 に つい て の理 解 を深 め る。

口
6.1DIMENSlON文

DIMENSION文 を書 く場 所 とDIMENSIONを 宣言 し た ときに記 憶 場所 が と られ る

順 番 を習得 させ る。 特 に2次 元 の配 列 の場 合 につ いて 説 明す る。

、:t,

6.2DO文 とCONTlNUE文

DOを 使 っ た 繰 返 しの 処 理(DOル ー プ)に つ い て 説 明 す る・

(1)DOπi=Ml,M2と

DOni==M1・M2,M3の 説 明 を す る。

(2)DOの 端 末 文(DOterminalstatement).CONTINUE文 を 習 得 させ る。D

Oの 端 末文 と して禁 止 され てい る文 に触 れ る。

(3)DOの 範 囲 か らGOTO文,算 術IF文 を使 ってDOの 範 囲 外 に出 ると きの制 御 変数 の 値

と,DO備 足 され た後 の制 御 変数 の徹 ∫ど うな るか
.理 解 させ る・

(4)DOの 範 囲 内で の制 御 変数 の再 定義 の 禁止

(5)DOの 入れ子(nest)

DOの 重 ね 方 の説 明 と,DOの 範 囲 外 か らDOの 範 囲に は い るこ とは禁止 され てい る こ とを

理 解 させ る。

●

6.3添 字 式

添 字 として式 が使 える こと, その式 の・形な どを説 明 す る。

6.4STOP文 とPAUSE文

STOP文 とPAUSE文 を説 明 す る。
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6.5入 出 力 文(2)

(1)書 式 っ きREAD文 く2)

配列 へ の数 値 の読 ま せ方 を習得 させ る。

次 の それ ぞれ の 命令 を説 明 す る。

(a)(i)

(ii)

(iii)

(iv)

(b)自)

(ji)

(iii)

(iv)

10

0

0

1

3

10

10

20

20

20

DIMENSIONA(10),B(10)

READ(5,10)A,B

FORMAT(… … …)

DIMENSIONA(10),B(10)

DO301==1,10

READ(5,10)A(1),B(1)

FORMAT(一 ・・…)

CONTINUE

DIMENSIONA(10),B(10)

READ(5,10)(A(1・),1=1,10),(B(1),1=1,10)

FORMAT(・ ・・… …)

DIMENSIONA(10),B(10)

READ(5,10)(A(1),B(1),1=1,10)

FORMAT(… … …)

DIMENSIONA(2,3)

READ(5,20)A

FORMAT(… … …)

DIMENSIONA(2,3)

READ(5,20)((A(1,J),J=1,3),1=1,2)

FORMAT(… … …)

DIMENSIONA(2,3)

READ(5,20)((A(LJ),1=1,2),J-1,3)

FORMAT(… … …)

DIMENSIONA(2,3)

DO301=1,2

READ(5,20)(A(1,J),J=1,3)
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(G)

0

0

り
白

3

0

0

り
白

り
O

FORMAT()

CONTINUE

DIMENSI(⊃NA(2,3)

DO301-1,2

DO30J=1,3

READ(5,20)A(1,J)

FORMAT(… … …)

CONTINUE

FORMAT文 の説 明でCS//と か っ こを含 ん だ もの も付 け加 え る。 入 出力 並 び とFORMAT

文 の 欄記 述子 が1対1に 対 応 して いな い場 合 は,ど の よ うに な るか も説 明す る。

(2)書 式つ きWRITE文(2)

(Dで 述べ た こ とと同 様 の 内容 を習 得 させ る。

2つ 以上 のREAD,WRITE文 で1っ のFORMAT文 を参照 可能 な こ と,FORMAT

文 の置 け る位 置 の説 明 をす る。

員

一,

指 導上 の留 意点

こ こで 基 本 的 な文 の説 明 は終 るので,い くっ かの 例 をあ げて,配 列 と普通 の変 数 の混 じ った も

の な ど複雑 な方 面へ 話 題 を進 めて い く。 た だ し,あ ま り複雑 なREAD文,FORMAT文 を書

くと,つ ま らな い間違 い を犯 しや す いの で・ 分 割可 能 な もの は分割 す る習慣 をつ け させ た い。

●

●
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7 演 習 問 題(2)

口
以 上 の こ とを習 得 すれ ば,相 当 複雑 な プ ロ グ ラム も書 け るはず で あ る。 学 んだ知識 を演 習 問題

の中 で活 用 させ て み よ う。

■

口
演 習 問題 と して 次 の よ うな もの を取 上 げ る。

(D数 を大 きい順,小 さい順 に並 べ 替 える。

② い くつか の数 の 平均,標 準 偏 差 な どを求 め る(平 方根 は0.5乗 ず る)。

(3)多 項式 の値 を求 め る。

(4)素 数 を求 め る。

(5)行 列 の加 算,乗 算 な ど。,

今二

匡 導上の留意点1

1つ の 問題 に対 す る解 法 は 何通 りかあ るだ ろ う。 機 械実 習 が終 った後 で い くつ かの 解 法 を示 し,

そ れ ぞれ の特 徴 を指 摘 す る。 生 徒 に解 法 を発 表 させ るの もよい。

(1)は よ く使 わ れ る練 習 問 題 であ る。 α1,α2.… … ・αnを 大 きい 順 に並 べ る場 合,よ く採

用 され る解法 は,α1と α2を 比 べ α1≧ α2な らそ の ま ま,α1<α2な ら数 の入 替 え を行 な

い,次 に α2と α3を 比べ る とい うこ とを繰 返 す もの で あ る。 こ こで 問題 に な るのは,こ の処 理

を何 回繰返 し た ら数 が 大 きい順 に並 ぶか とい うこ とで あ る。 大 きい順 に並 んだ こ とを確 認 す るに

は,ス イ ッチ を もうけ て お き,入 替 えが お きた らそれ をONに して,一 通 りの 処理 を したあ と,

ス イ ッチ の状 態 を調 べ るとか,常 に最 大 の繰 返 し回数 で あ る(n-1)回 の処 理 を行 な うな どの

方 法 を とれ ば よい。

② 平 均 の計 算 で,結 果 を実数 で出 したい ときに は,割 る数 を実 数 型 ・に変換 して,実 数/実 数の計

算 を しな けれ ば な らな い こ とに気 づか せ る。

(3)多 項式f(x)==αlxn十 α2xn-1+… 一 ・・+αnX+αn+1に お いて,次 数nと 係 数 α1,

α2αn+1を カー ドか ら読 ませ る。xは カ ー ドか ら読 ませ て もよいが,プ ロ グ ラムの中

頃

匂
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●

■

で 与 えて もよい。 エに初 期 値,き ざみ の幅,最 終値 を与 えて関 数表 な どを作成 させ て みて もよい。
へ

多項 式 ∫(x)をf(X)=(…((((αlX十a2)X+a3)x+a4)X+as)x+… ・・+αn)x

十an十1の よ うに変 形 して計算 させ る解 法 が便 利 で あ る こ とを理解 させ る。

(4)あ る数Nが 素 数 か ど うか を判 定 す る方法 は,N>Mに な るMで 割切 れ るか ど うか とい うこ と

で あ る。Mの 選 び方 に も問 題が あ るが,Mで 割切 れ る とい うこ とはN/M*MとNと が 等 しい こ

とで あ る。

(5)行 列 の演 算 は,FORTRANを 学 ぶ と きの予 備知識 と して知 ってお い た方 が よいの で,も

し生徒 に知 識 の ない ものが いた ら教 え る こ とに す る。

FOTRANプ ロ グラ ムを コ ン ピュ ータに通 す と きに使 用 す る数枚 の ジ ョブ制 御 カ ー ドの 意 味

を簡 単 に説 明 し,理 解 させ る。

デ ー タ ・カ ー ドの 設 計 は,す べ て生 徒 に 自由 に行 なわせ,そ れ に 合 わせ たFORMAT文 を書

け るよ うに させ る。 印 刷 の書式 は,教 師側で 指 定 して,そ れに 合 わせ たFORMAT文 を書 かせ

れば よい。 ◆

コ ン ピ ュー タを使 って デバ グを す る方 法 を指 導 す る。 使 用す る コ ンピ ュー タの マニ ュアル に,

今の段 階で 教 えて も理 解 しやす い と思 わ れ るデバ グ文が あれ ば,そ れ を教 え るの もよいが,

WRITE文 を ときど きそ う入 して,値 を印 刷 させ て み た りす る方法 を指 導 す る。

最 後 に生 徒 の 考 えた い ろい ろ な解 法 を検討 して,効 率 よ く実 行 で き るプロ グ ラムは,ど ん な も

のか とい う こ とまで 話 合 えれ ば望 ま しい。

o

■ 」
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8.基 本 外 部 関 数 と組 込 み 関 数

数

回
FORTRANで は基 本 外 部 関 数(basicexternalfunction)や 組 込 み 関 数(in-

trinsicfunction)が 用 意 さ れ て い るが,個 々 の 関 数 の 意 味 を 理 解 し て 使 用 で き る よ う に

⑨

す る。

口
次の7種 類の基本外部関数を教える。

基本外部関数 定 義
引数の

個 数
英 字 名 引数の型 関数の型

指 数
αθ 1 EXP 実 数 型 実 数 型

自 然 対 数 10ge(α) 1 AI、OG 実 数 型 実 数 型

正 弦 sin(α) 1 SIN 実 数 型 実 数 型

余 弦 COS(α) 1 COS 実 数 型 実 数 型

双 曲 正 接 ta曲(α) 1 TANH 実 数 型 実 数 型

平 方 根 (α)十 1 SQRT 実 数 型 実 数 型

逆 正 接 arctan(α) 1 ATAN 実 数 型 実 数 型

免

ず

次 の6種 類 の組 込 み 関数 を教 え る。

組 込 み 関数 定i義
引数の

個 数
英 字 名 引数の型 関数の型

絶 対 値 1・1 1 ABS 実 数 型, 実 数 型

1 IABS 整 数 型 整 数 型

実 数 化 α 1 FLOAT 整 数 型 実 数 型

整 数 化 trunc(α) 1 IFIX 実 数 型 整 数 型

符 号 の 1α一 に 吻の符 号 を付 け
2 SIGN 実 数 型 実 数 型

付 替 え
た もの 2 ISIGN 整 数 型 整 数 型

e

1縫 上の寵 司

組 込 み関数 は,実 際 に や さ しい数 字 を代 入 して演算 して みせ るこ とに よ り意 味 を理 解 させ る。

これ らの 関数 を含 ん だ算 術代 入文 を多 く練 習 させ る。 変 数 名,配 列 名,後 で述 べ る関数 名,サ ブ

ル ーチ ン名 な どに は組 込 み 関数 や 基本外 部 関数 と同 じ名前 をっ け て はい けな い こ とを理 解 させ る。
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9.演 習 問 題(3)

●

口
基本外 部関数 と組 込 み関数 を利 用 し た プロ グ ラム を書 かせ る。

w

但

.P

口
(1)ヘ ロ ンの公 式 を使 って三 角 形 の面 積 を求 め る。

②2次 方 程式 の根 を求 め る。

(3)こ れ らの関数 を含 む 適 当な 算術式 の値 を求 め る。
り

(D3辺 を α,b,oと す る と 面 積Sは,S=s(s－ α)(s-b)(s-c)で 求 め ら れ る

・t.・…uここで …e+;+oで あ ・)・ デ ー タ として 戦 艦 ・ ・ とす れ 駆 れ を実数 化 す

るためにFLOATを 用 い,さ らにSORTを 用 ・・るこ と}・な る・ 文 を分 けて書 ・・て もよいが・

引 数 自身 が ま た基本 外 部 関数 や組 込 み 関数 で あ って もよい こ とに 触 れ る。

(、)、 次方程式 。。・+、。+。。。 の根、・。一手

この式 を もとに プ ロ グラ ムを書 かせ る。

(3)こ こで は,教 師が 適 当 に数 式 を与 え る。 た とえば,次 の よ うな ものが あ る。

Z=十 ・log(.z・3十1)
e

五
A=Be「

θ=cotr-secメ9十tanα

lyG==同+

2

－arctan(夕)

9

]

指導 上 の留 意点

生 徒 が演 習 問 題に慣 れて く るころ と思 われ るので,デ ー タ ・カ ー ドの 設計 だけ で な く印 刷 の書

式 も生徒 自身 に 自由に 決 め させ よ う。 レポ ー ト設計 用 紙 を与 え,見 や す く,き れ い な形 で 印刷 で

き るよ うに設 計 させ て,そ れ に 合 わせ たWRITE文 を書 かせ る(レ ポ ー ト設計 用紙 につ いて は

付 録 を参照)。 印 刷用紙 の 上段 には,見 出 しや,作 業 日や,ペ ー ジな ど を印 刷 し,何 段 か印 刷 さ
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せ た らペ ー ジ替 え をす る こ とな ど も考 えさせ る。 デ ー タの個 数 を多 くして,実 際 に その ル ーチ ン

を通 過'させ,う ま く処 理 で きたか ど うか を検 討 させ る。 プロ グ ラムの デバ グの と きには,テ ス ト

・デー タ を ど う作 るかが重 要 で あ る
。 テス ト ・デ ータに は,そ の プ ログ ラムの すべ て の ル ーチ ン

を通 るよ うな,あ らゆ る種類 の デ ー タを含 める よ うにす る。

この辺 で,流 れ 図 を完全 に書 け る よ うに させ る。 複 雑 な プ ロ グラム を作 ると きに は,流 れ図 の

必要 な ことを認識 させ,以 後,問 題 が 与 え られ た ら,ま ず 流 れ図 を書 く習慣 をっ け させ る。 ・

また これ 以後,機 械実 習 をす ると きに は,入 力 デ ー タの書式 の設計,印 刷の 書式 の 設計 を生 徒

び

に や らせ るよ うに す る。

'

o

づ

4一

、

●

●

、
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10.文 関 数
6

口
文 関 数(statementfunction)と は ど ん な もの か,ど の よ う な と き に 使 用 す る ど便 利

か を 習 得 させ る 。

、
卜

口
文 関数 定義 文(statementfunctiondefiningstateme-nt)に つ い て,次

の こ とを習得 させ る。

(1)文 関 数 を定 義 す る場所

② 文 関 数 定義 文 の形

実 数型 と整 数 型 の区 別,定 義文 に 用い る式 で許 され る もの。

文 殿 の引 用で は,2つ の引 数 実 引数(・ ・…1 .a・g・m・ ・t)と 仮 引 数(d・ ㎜y

argument)に つ いて,個 数,型,順 序 が ど う対 応 し てい るか を理 解 させ る。

例 としてTAN(X)な どを あげ れ ば理解 しや す い と思 われ る。

■
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11. 演 習 問 題(4)

回
文関数を使用して演習問題を行なう。

口
次 の よ うな 問題 が考 え られ る。

(1)・ ω －i㌶ ・定義い を・か … まで… きざみで動か・ながら・ ・れそれの

値 に対 す るF(x)の 値 を求 め て,関 数 表 を作 成 す る。

②2変 数 関 数 の値 を求 め る問題:た とえば,

f(x,y)=∨ 戸 戸「を定義して,'

α_〔

1β
一

〔

r-O.5+(u+の2+・2球 めること

な ど。

指 導上 の 留意 点

今 ま での実 習に おい て,生 徒 か らコ ンピ ュー タを使 って求 めた数 値 と,実 際 に手 で 計算 した結

果 とが異 る とい う質 問 を受 けた か もしれな い。 そ こで この辺 で,デ ー タが コン ピュー タ内部 で は

どの よ うに表現 され るか を理 解 させ,そ の た め にわず か な が ら数 値 の狂 い が生 ず る場 合 のあ るこ

とを教 え る。

数 表 作成 にお け る印 刷の 形式 は,F変 換 で指 定す るよ り もE変 換 で指 定 す る方 が,EO刷 で き る

数 値 の範 囲 が大 き くな り,便 利 で あ るこ とを説 明す る。

E変 換 で 印 刷す ると きに は,全 体 の けた数 ω と小 数 点 以下 の けた数dの 指 定 は,ω ≧d+7の

関係 を 満足 す るよ うに しな けれ ばな らない理 由 を説 明 す る。

一152一
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12. 副 プ ロ グ ラ ム
`

` 口
主 プ ロ グ ラム と副 プ ロ グ ラ ム の 関 係,副 プ ロ グ ラ ム を使 用 す る利 点 を理 解 させ る。 副 プ ロ グ ラ

ム の 役 割 と プ ロ グ ラ ム単 位(Programunit)の 意 味 を 説 明 す る。 主 プ ロ グ ラ ム も副 プ ロ グ

ラ ム もそ れ ぞ れ1つ の プ ロ グ ラ ム 単 位 で あ る こ と を 理 解 さ せ る。 さ ら に 副 プ ロ グ ラム に つ い て,

関 数 副 プ ロ グ ラ ム(functionsubprogram)と サ ブ ル ー チ ン副 プ ロ グ ラム(subrou-

tinesubprogram)の 意 味 と使 い 方 を 説 明 す る。

、
シ

口
12.1関 数 副 プ ロ グ ラ ム ・'

関数 副 プロ グ ラムの形 式 を習得 させ,使 い こな せ るよ うにす る。 関 数副 プ ロ グ ラム を定 義 す る

上で の規 則 につ い て触 れ る と き,EQUIvALENCE文,COMMON文 とい うことば が 出

て く,るが,そ の 詳細 な説 明 は後 に して,こ こで は こ とば だ けに とどめ る。RETURN文 の説 明

をす る。 ・

関 数 副 プロ グ ラムの引 用 の仕 方 を習 得 させ る。 この と き,実 引 数 と仮引数 の 対 応関 係,実 引数

と して許 され て い る もの,主 プロ グラ ム と副 プ ログ ラ ムは別 の ナロ グ ラム単 位 で あ り,同 じ変 数

を使 用し て も記憶 場 所 は異 る こと を理 解 させ る。

]つ の文 か ら成 る関数 を定義 す るの は,文 関数 で も関数副 プ ロ グ ラムで も可 能 で あ る こ とを,

簡単 な例 で示 す とよ い。

φ

12.2サ ブ ル ー チ ン 副 プ ロ グ ラ ム

サ ブル ーチ ン副 プ ロ グラム の形 式 を習得 させ,使 い こなせ るよ うにす る。

サ ブル_チ ン副 プ ロ グラム の定義 の 仕 方 を教 え る。 関数 副 プ ログ ラム名 は値 を もっ が,サ ブル

ー チ ン副 プ ログ ラム名 は値 を もた ない ので,両 者 を混 同す るこ とのな い よ う指 導 しなけ れ ば な ら

ない し,後 者 は値 を もた ない とい うこ とか ら当然 実数 型,定 数型 の 区別 はな い こ とを説 明 す る。

サ ブル ーチ ン副 プロ グ ラムに書 くこ との で き る仮引 数 の種 類 を説 明 し,さ らに仮 引数 と実 引数

との間 の対 応 関係 を説 明 す る。
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サ ブル ーチ ン副 プ ログ ラムの引 用 の仕 方 を習 得 させ る。 サ ブル ーチ ン副 プロ グ ラムはCALL

文 で 呼出す こ とを説 明 す る。

関数 副 プロ グ ラム とサ ブル ーチ ン副 プロ グラムの 異 る点 を指 摘 し,主 プロ グ ラムに 戻す 値 が2

個 以上 必要 な場 合 には,サ ブル ーチ ン副 プロ グラ ムで し か表 わせ な い こと を説 明す る。

〉

σ

1

己

●

冶
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φ

、
∨

13. 演 習 問 題(5)

口
関数 副 プ ロ グ ラムや,サ ブル ーチ ン副 プ ロ グ ラム を定 義 し,そ れ を引用 す る主 プ ロ グラム を作

成 で き る能 力 を養 う。

口
次 の問 題 を適 当に 選 択 して実 習 を行 な う。

ntn(n十1)

(1)A=Σk=
k=12

,.か ・==W(・+1)(2・'1),

k=16

a

を求 め る副 プロ グ ラム と,そ れ を引用 す る主 プロ グ ラム を作成 す る。

(2)2次 方 程式 α♂ 十bx十e==0の 根 を求 め る副 プ ロ グ ラム と,そ れ を引 用 す る主 プ ロ グ ラム

を作 成 す る。

(3)銀 行預 金 の元 利 合計 の計算 をす る。

元 金 をP,年 利率 を 。,元 治 計E?Aと す ると,。 峻 の 元利合 計 ∠は.A-P(1+・)nで

ある 。Pとnを 引 数 とし て渡 して,元 利 合計Aを 求 め る副 プ ログ ラム と,そ れ を引 用 す る主 プ ロ

グ ラム を作 成 す る。

指 導上 の 留意 点

主 プロ グ ラムか ら副 プ ログ ラム を呼出 す 回数 を複数 回 と し,副 プ ロ グ ラム を作成 す る利 点 を理

解 させ る。
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]4.COMMON文 と1,QUIVALENCE文

獅

口
COMMON文 とEQUIVALENCE文 を習得 させ る。

・喝

口
14.1COMMON文

OOMMON文 につ い て次 の こと を習得 させ る。

(1)COMMON文 の意 味

(2)COMMON文 を書 く場 所,宣 言 の仕 方

(3)配 列 を樋 ブロ ック(co㎜onblock)に と る ときの宣言 の仕方

(4)主 プロ グ ラムに お け るCOMMON文 と副 プロ グ ラムに おけ るCOMMO。N文 に現 れ る変 数

の対 応 の仕 方 『`

デ ー タを カ ー ドか ら読 ん で 四則 演算 をす るとい う程 度 の簡単 な例 で説 明 すれ ばCOMMON

文 の習 得 は容 易 であ ろ う。

変 数 を共通 ブロ ッ クに と る場 合 と,引 数 として渡 す 場合 の プロ グ ラム上 の表現 の仕方 の違 い や,

記憶 場 所 の確 保 の仕方 の違 い な ど を理 解 させ る。

主 プ ロ グ ラム と副 プロ グ ラムで 受 ナ渡 す変 数 は,共 通 ブロ ック に と るか,ま た は引数 にす るか

の どち らか に しな けれ ばな らない こ と,1っ の プロ グラム単 位 にCOMMON文 が 複数 個あ る と

きの変 数 の対 応 の仕 方,プ ロ グ ラム 単位 ご とにCOMMON文 に書 かれ て い る変数 の数 が 異 る と

きの対 応の仕 方 な どに重 点 を置 いて説 明す る。

14.2EQUIvALENCE文

EQUIVALENCE文 に っい て次 の こ とを習得 させ る。

(1)EQUIvALENCE文 の意 味

(2)EQUIVALENCE文 を書 く場所,宣 言 の 仕方,宣 言 した とき どの よ うな 変数 の対 応 関

係 が で き るか。

EQulvALENCE文 はCOMMON文 と異 り,あ くま で も1つ の プ ロ グラ ム単 位 内 だ け

に関 す る もの であ るこ とを理 解 させ る。 ・
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㍉
山

「

口

15.演 習 問 題(6)

COMMON文 を使 用 した プ ロ グ ラムが作成 で きるよ うに す る。

亘
n(n-1)・ … ・(n-i十1)

ω πα 一
ε!

を求 め る関数 副 プロ グ ラム と,そ れ を引 用す る主 プ ログ ラム を作成 す る。 πを共通 ブ ロッ クに

とる。

(2)大 きさ100の1次 元配 列 の初 めのN個 の和 と平均 とを求 め るサ ブル ーチ ン副 プ ログ ラム と,

そ れ を引 用 す る主 プロ グ ラムを作成 す る。

デ ー タの受 け渡 しは共 通 ブロ ッ クに と る変数 と引 数 とに 分 け る。

(3)n×nの 行列

.C-(:1竪{lllil/一 麟－

X－ ΣCkkを 求 め る サ ブル ーチ ン副 プロ グ ラム と,そ れ を引 用 す る主 プ ロ グラム を作成 す
k-・1

る。nを 共通 ブ ロ ックで 受 け渡 し,Cを 引 数 と して受 け渡 す ことに す る。

(4)次 の よ うな内容 の デ ー タが あ る。

客 コ ー ド2け た(カ ラム1,2)1～10の 数 字

品 目 コ ー ド2け た(カ ラム3,4)1～10の 数 字

数 量3け た以 内(カ ラム5～7)

単 価3け た以 内(カ ラム8～10)

原 単 価3け た 以 内(カ ラム11～13)

デ ー タの終 りを示 す ため に,最 後の デ ー タの次 に1～2け た目 に 一1の 値 を もった最 終 デ ー タ

が つい て い る。

一157一



こ のデ ータ を読 込 んで,次 の こ とを行 な う。

(i)客 別(10種 類)に 金 額 を集計 分類 して印 刷す る。

(ii)品 目別(10種 類)に 数量,金 額,も うけ を集 計 して印 刷す る。

(iii)客 別,品 目別 に金 額 を集 計 す る。

(iv)客 別 に利益 を計算 し,利 益順 位 に配 列 し,印 刷 す る。

(V)品 目別 に集 計 し,各 品 目の 構 成 比率 を算 出 す る。
'

加

商

、

指 導 上の 留意 点

(1)は,(n-i)+1(π_i)+2(n_i)+(i_1)(n_i)十i

nCi==× ×…… × ×
12i-1i

と変 形 すれ ば処 理 しや す くな る。

② は,.配 列 のデ ー タを主 プ ロ グ ラム と副 プロ グ ラムの間 で 受 け渡 す こ とにな るので,両 方 の プ ロ

グ ラムで 同 じ大 きさに 宣言 しな けれ ばな らない。

(3)も(2)と同 様の 注意 を要 す る。

(4)は初 めて の事務 計 算 なの で,デ ータは 教 師が 用意 した方が よい で あろ う。

プ ログ ラムの形 は,主 プ ロ グラムが(Pか らMま で の副 プロ グラム を呼 出す とい う形に す る。 デ

ー タg)受 け渡 しは
,な るべ くCOMMON文 に し た方が使 用 す る領 域 が少 な くて す むの で,そ の

よ うに指導 す る。 また数 量 や単 価 に大 きな数 を入れ ると,計 算 結 果が け た あふれ をお こす可 能性

が あ るの で注 意 を要 す る。 、 ・ 。

客 コー ドと品 目コ ー ドは1か ら]0ま での 数字 な の で,プ ロ グ ラムは比 較的 作 りやす い はず で

あ る。 これが0か ら9ま で の数 字 で あれ ば,プ ロ グ ラムは も っと面 倒 に な る。FORTRANで

は,配 列 の添字 の下 限 は1で あ るか ら,コ ー ドを扱 うよ うな問 題 の と きには,1か ら始 め た方が

よい こ とを理解 させ る。 ま た,デ ー タの書 式 を設 計 す る と きに は,プ ログ ラ ミン グしや すい よ う

にす る考慮 が必 要 な こと を理 解 させ る。

ん

句

.毒

■
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16.書 式 な 七 入 出 力 文

6

E=郵.
書 式 な し 入 出 力 文(unformattedinput//6utputstatement)の 用 途 を 習 得 さ

せ る。 磁 気 テ ー プ を 例 に あ げ て 説 明 す れ ば 理 解 し や す い で あ ろ う。

晶

「

℃

口
16.1書 式 な しREAD文

書 式 な しR'EAD文(unformattedinputstatement)に つ い て は,最 も簡 単 な

例:READ(U)(X(1),1-1.10)の 程 度 の もの を 説 明 す れ ば よ い 。

16.2書 式 な しWRlTE文

書 式 な しWRITE文(unfo'rmattedoutputstatement)に つ い て は,最 も簡

単 な 例:WRITE{3)(X(1),1-1,10)の 程 度 の もの を 説 明 す れ ば よ い 。

■

凸
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17. 補 助 入 出 力 文

文

旦
補 助 入 出 力 文(auxiIiaryinput/outpu・tstatement)を 理 解 させ る。

亘
3種 類の 補助 入出力 文

REWIND文

BACKSPACE文

ENDFILE文

を簡単 に説 明す る。 書式 な し入 出力 文 と同 様,磁 気 テー プ を例 に とれば 理 解 しや す いで あ ろ う。

、

尚

V
、

`

●

■
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18.演 習 問 ・題(7)

吟

肯

轟

口
FORTRANの 文法の説明を一勘 終了しナ・と・ろで,総 合瀧 とい遠 味で生徒に自由に

問題を解かせる。.

口
難易度が網 問題(6繊 の問題註 脚 考えさせる・獅 棚 題を撤 すcaAeこ は・いくつ

かの問題をあげて,生 徒に自由に選ばせる。次のような問題が考えられる。

(1)試 験の問題

数教科の総合得点,得 点順に配列,各 教科の平均点,標 準偏差などを求める。

(2)給 与計算の問題

残業時間,支 払い給与額,給 与袋入れ作業のとき各お札の枚数,平 均給与,給 与ランク別人
、

数 な どを求 め る。

(3)掃 出 し法 でn元1次 方 程式 の根 を求 め る。 ここ で は掃 出法 に よる解 の求 め方 の説 明 をす る必

要 が あ る。

4

■

指導 上 の留 意 点

(1)グ ル ー プ作 業 とし,1チ ーム の人数 は3人 か ら4人 程 度 が望 ま しい。

② 取 扱 う問題 は生 徒 自身 が考 えた もの で もよい し,教 師 が与 えて もよい。 生 徒が 考 え た と きに は,

教 師 はそれ を聞 い て,助 言 す る必 要 が あ る。

(3)副 プ ログ ラムに 分 割 し,そ の1っ を1人 が 完全 に責 任 を もって完 成 させ る。

(4)コ ンピ ュー タ処 理 の5段 階 一 す な わ ち,問 題 の定 義,分 析,プ ロ グ ラ ミン グ,解 決,文 書

化の5段 階 を完 全 に 踏 ませ,作 業 の結 果 を レポ ー トに して提 出 させ る。
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口

19. ま と

この 講習 で学 んだFORTRANは 基 本的 な もの で,

が 広 く使 われ てい る ことを理解 させ る。`

め
、

も っと多 くの機 能 を持 つFORTRAN

口
(1)全 体 を振返 って ま とめ る。 全 体 的 な質 問 を受 け る。

(2)JISFORTRAN水 準5000,水 準7000が あ る こ とを話す。

(3)コ ン ピ ュー タの 規模 とFORTRANの 水 準 の関係 に触 れ る。

(4)一 般的 に広 く・使 われ て い るFORTRANに ついて 触 れ る。

、酬
1.JIS電 子 計 算機 プ ログ ラ ミン グ用言 語FbRTRAN(水 準3000)

JISC6203

日本規 格 協 会

昭42.5370円

この カ リキ ュ ラム編 成 上 の基本 文 献 で あ る。

2.や さ しいFORTRAN

(財)日 本情 報処理 開 発 セ ン ター

昭43.10550円

JIS水 準5000を 基準 として い るの で練 習 問題 は少 々むず か しい

が,説 明の 展開 の仕 方,図 な どが 参 考 にな る。

3.上 級 情報 処 理技 術研 修 ガ イ ドブ ック コ ンビ=一 夕総 合(基 礎編)

通 商 産業 省 線

(財)日 本情 報 処理 開 発 セ ン ター

昭45,32,600円

(II)各 論 第1部 第4章 標準 言 語 入門 が参 考 に な る。
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4.プ ログ ラム学 習 に よ るFORTRAN

日本 電信 電 話 公社 編

電 気通 信 協会

昭43.41,400円

プ ロ グ ラム学 習 方 式に な ってお り,生 徒 の 自習 に役 立 っ。

5.JISに 準拠 し たFORTRAN基 本 コー ス

●

監 修 大 泉 充 郎

著 者代 表 高橋 理

オ ーム社.

昭43.9600円

内 容 は水 準5000を 少 し下 ま わ る程 度で あ るが,練 習 問 題 に よい もの

が 多 い。

6.わ か りやす いFORTRAN

海老 沢 成 享 若

鶴 出版社
昭45.32,300円

「や さ しいFORTRAN」 と内容 は ほ とん ど同 じで あ る。

7.プ ログ ラム学 習方 式 に よ る コ ン ピュー タ講座FORTRAN基 礎編(JIS3000)

日立 コ ンピ ュー タ事 業部

旺 文社

昭45.21,300円

JIS水 準3000の 習 得 をめ ざ してい る プロ グ ラム学 習方 式 の テキ

ス トであ る。

8.FACOMFORTRAN入 門

富 士通(株)

実 費

FORTRANの 文法 の説 明が わか りやす い。

9.NEAC－ シ リー ズ2200

FORTRAN基 本 例 題集

日本 電 気㈱ 実 費
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10.IBM

関数表の作成などの例が載っている。

S/360FORTRAN】V(PI)

日本 ア イ ・ピー ・エ ム(株)

実 費

水準 は 高 いが,練 習 問題 は参 考 に な る。

ρ

●

喝 ミ'

●

}

一164一



第2部 プ ログ ラ ミング(2)

COBOL
⑳

`

こ こ で は 次 の 用 語 を 教 え る。

エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ,机 上 デ バ グ,け た あ ふ れ,項 目,書 式(形 式),ス テ ー トメ ン ト(命 令),

制 御 用 文字,直 接編 成,定 数 テス ト・デ ー タ,

(計 数 器),順 編成 。

表(テ ー ブ ル),リ テ ラル,ル ー プ,カ ウ ン タ

惨 育の目標1

`

●

◆

⑨

目標 はCOBOLの 基 本 的 な書 き方 を習 得 し,与 え られ た 問題 をCOBOLで 記 述 で き るよ う

に す るこ とであ る。

そ の ため に,次 の よ うな こ とが 必 要 であ る。

(1)CODASYLのCOBOL1965年 版(以 下COBOL-65と い う)の うち,基 本 的

な部 分 を理 解 させ る。

(2)適 宜 機械 実 習 を行 な い,COBOLで い くっ かの プ ログ ラム を組 ませ て み る。

COBOL-65は,多 くの コン ピュー タで使 われ て お り,COBOL文 法書 の基 準 にな って

い る。COBOL-65の 基本 的 な部 分 の文 法 を習 得 で きれ ば1実 務 につ い て特 定 の コン ピ ュー

タのCOBOL文 法 を学 ば な けれ ばな らな くな った と き,そ れ を独 力 で習 得 で きるはず で あ る。

1内 容のあ らまし

COBOL-65以 前 のCOBOLで は,文 法 が必 修 部分(RequiredCOBOL)と 選

択部 分(ElectiveCOBOL)と に 分 れ て い たが,COBOL-65で は この 区 別 がな

くな って い る。

COBOL文 法 に っい て 教 え る範 囲を決 め るに 当 っ て は,以 前 の必 修 部分 と選択 部 分 とい う

区別 を参考 に した。 必修 部分 を中 心 に し,選 択 部分 の うち,よ く使 われ て い る もの を加 え てあ る
.

COBOL-'65の う ち,除 か れ た機 能 は次 の よ うな もの であ る。

(1)報 告 書作 成 機能

報 告 書 セ ク シ ョン全体

INITIATE
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GENERATE

TシERMINATE

② 分 類 機 能

SD記 述

SORT

RELEASE

RETURN

⑧ 非 同 期処 理 機能

SA記 述

DECLARATIVES

PROCESS

HOLD

(4)大 記 憶 の処 理

環 境 デ ィ ビジ ョン(EnvironmentDivision)のACCESSMODE句,

PROdESSINGMODE句,ACTUAI、KEY句 な ど

手 続 きデ ィビジ ョ ン(ProcedureDivision)のSEEK,READ,WRITE

のINVALIDKEY句 な ど

⑤ 領 域 の共有

SAMEAREA句

⑥ プ ログ ラム の連 結

連 絡 セ ク シ ョン(LinkageSection)全 体

CALL

RETURN

CANCEL

COPY句

(7)翻 訳 プ ロ グ ラムへ の指示

ENTER

EXIT

(8)特 殊 な表 索 引

OCCURSDEPENDINGON句
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USAGEISINDEX句

INDEXEDBY句

SET

SEARCH

⑨ ラベル の処 理

USEな ど

ao)特 殊 名

SPECIAL-NAMES段 落全 体

OD'デ ー タ ・デ ィビジ ョ ン(DataDivigion)の レベ ル番 号66の 記 述

SIZE句

SIGN句

SYNCHRONIZED句

POINT句

RANGE句 な ど

㈹ デ ー タ ・デ ィビジ ョンの定数 セ ク シ ョン

⑬ 手続 きデ ィビジ ョ ンの

ALTER

TRANSFORM

EXAMINEな ど

COBOL-65の うち,以 上 の機 能 を除 い た部 分 を次 の よ うに分類 して 教 え る。

標準講義時間 機 械 実 習 機 械 実 習
内 容 (単 位時間) (標 準) (最 低)

COBOL概 論 皿

COBOLの 歴史 1

COBOLの 特徴 1

COBOLの 言語 体 系 3

表記法 1

COBOLプ ログ ラムの 構成 2

COBOLプ ログ ラムの 形式 2

見出 しデ ィビジ ョ ンと環境 ディビジョン エ
鵡

見出 しデ ィ ビジ ョンの書 き方 2

環 境 デ ィビジ ョンの書 き方 5

演習問題(D 10 2
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内 容
標準講義時間

(単 位時間)

機 械 実 習

(標 準)

機 械 実 習

(最 低)

デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン 旦
フ ァイル の構成 5

デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン の 書 き方

デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ンの 構 成 3

フ ァ イ ル ・セ ク シ ョ ンの 書 き方 15一

作 業域 セ ク シ ョンの書 き方 5

演習問題2) 10 3

手 続 きデ ィビジ ョン 55・一

流れ図の復習 3

手続 きデ ィビ ジ ョンの構 成 2 5

文の種類 と命令の種類 2

入出力命令 7,

移送命令 6

演算命令 8

処理順序変更命令 8

表の処理 10 5

演 習問題(3) 40

条件命令 8

注釈命令 0.5

翻訳指示命令 0.5

演習 問題(4) 50

合 計` 100 120 5'

.
の

'

■

巳

指 導 上 の留 意 点

COBOLプ ロ グ ラムで は,

見 出 しデ ィビ ジ ョン

環境 デ ィビジ ョン

デ 一 夕 ・デ ィビジ ョン

手続 きデ ィビ ジ ョ ン
,

の4つ の デ ィビジ ョンを書 か な けれ ばな らない ので,4つ の デ ィビジ ョ ンを学 んで か らで なけ れ

ば コ ンピ ュー タに よ る実 習 が十 分 に行 な えない。 しか し,そ れで は実 習編 の展 開が むず か しいの

で,最 初 に簡単 なサ ンプル ・プ ロ グ ラム を提 示 し,4つ の デ ィビ ジ ョンにつ い てお お まか に教 え

て お くとよい。 その際 手 続 きデ ィビ ジ ョンにっ いて は,入 出力 命令 ・移送 命 令 ・演 算 命令 につ い

て の あ らま しを説 明 す る。 そ うす れ ば,講 義 の 間に 適宜 機械 実 習 を折込 む こ とが で きるであ ろ う。

?

●
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機 械実 習 の た めの演 習 問題 は,次 の よ うな 時 点で 与 える こ とに した い。

見出 しデ ィビ ジ ョン と環境 デ ィビ ジ ョンの

説明 が終 った とき

'

演 習 問 題(1)

デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン の 説 明 が 終 っ た と き 演 習 問 題(2)

手 続 きデ ィビ ジョ ンの 入 出力 命令 ・移 送 命
'

令 ・演算 命令 ・処 理順 序 変更 命令 の説 明が

終 った とき 演 習 問 題(3)

手 続 きデ ィビジ ョ ンの説 明が終 った と き 演 習 問 題(4)

演習 問劇 で は,デ ー タ ・パ ビ ジ・ ン と手 続 きデ ・ビジ ・ンをサ ・プル'プ ロ グラ ム1こ類 似

した騨 な ものに じて お き,生 徒 が プ・ グ ラム全体 を割 るよ うに工 夫 す る・

演 習問 題② で は,デ ー タ ・デ ィビジ ョンを複 雑 に し,手 続 きデ ィビジ ョン は簡 単 な もの を与 え る。

演 習 問題(1)と② で は,4つ の デ ィ ビジ ョンの 相互 関 係 を よ く理 解 させ るこ とが重 要 で あ る。

演 習 問題(3)と(4)と は,4つ の デ ィビジ ョン を教 え たあ とで 行 な うことに な るの で・ プ ログ ラム

全 体 を独 力 で書 かせ る こ とが で き るはず で あ る。演 習 を通 して,問 題 の分析 や プ ロ グ ラム 設 計 の

能 力 も養 い,プ ロ グ ラ ミング技術 を身 につ け させ た い。

演習 問題 を行 な うと き,グ ルー プ を編 成 して共 同で作 業 を させ る こと も考 え られ るが・ その場

A,1チ ームの 人数 は 多 くて も4人 程度 に すべ きで あ る。 グルー プ内 で は,相 互 に依 存 しあ わな

い よ うに,で きるだ け作 業 を分担 させ,分 担 した範 囲 の作業 は,独 力 で行 な う よ うに指 導 すべ き

で あ る。

COBOLに つ い て は,ま だJIS規 格が 制 定 され て い ない。(JIS案 は1971年3月 完

成 一 付 録2-IV参 照)。 そ の た めに コ ン ピ ュー タに よ ってCOBOLの 文法 や,使 用 で きる機

能 が か な 隈 ・るの で,教 師 は蹴 実 習}・先 だ ・て,使 用 す る・ ン ピ ・一 夕のCOBOL解 説 書 を

読 み,機 械 実 習の 際 に適 切 な助 言が 与 え られ るよ うに準 備 して お か な けれ ばな らない。

演習 問 題(1),(2)で 使 用 す るテ ス ト ・デー タ は,教 師 が用 意 す る。 演 習問 題(3),(4)で 使 用す るテ

ス ト ・デ ー タは,生 徒 に作 らせ るの が よい。 テ ス ト ・デ ー タは,プ ロ グ ラム のす べ ての ル ーチ ン

を通 るよ うに 条件 を考 えて作 らせ る。

ジ ョブ制 御 カ ー ドが必 要 な場 合 に は,教 師 が準 備 して生徒 に渡 し,そ の使 い 方 を指示 す る。 ジ

ョブ制 御 カー ドの役 割 を簡 単 に説 明 す るの は よいが,ジ ョブ制 御 カ ー ドの作 り方 に つい て は教 え

る必要 は な い。
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コ ン ピ ュー タを使 用 す る場 合,教 師が生 徒 の エ ラー を発 見 した と きの対 し方 には,慎 重 な配慮

が必 要 で あ る。 コ ーデ ィン グした もの を最初 に コ ンピ ュー タに通 す と きには,コ ンピ ュ ー タを使

用す る時 間 に よほ どの制 約が あ るので な い限 り,教 師 は生 徒 の エ ラ ー・を指 摘 すべ きで は ない。

エ ラーを生徒 自身 の 力で 発 見 させ るこ とが大 切 なの で あ る。 生 徒 の エ ラ ー発 見能 力 を 見なが ら
,

必要 に応 じて最 小 限度 の助 言 を与 え,デ バ グ能 力 をの ばす よ うに す るこ とが望 ま しい。

デ バ グの 仕方 も実 習 時 に指 導 しな けれ ばな らな いが,こ れ は演 習問 題(2)の と きか らに したい。

机 上 デ バ グを重 視 す る考 え方 を身 につ け させ るこ とが 望 ま しい。 相互 参照 テ ー ブル につ い ては,

触 れ な くて もよい で あ ろ う。

'

も

4

】

●

亀

!
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1COBOL概 論

■

● 口
COBOLの 歴 史,特 徴 な どを説 明 し,COBOLの 意義 や役 割 を理 解 させ る。

COBOL言 語 の仕 組 み や プ ロ グラム の形 式 を説 明 して,COBOLの 輪郭 を理 解 させ,CO'

BOI、 に親 し ませ る。

基 礎 編 第3部 第3章 言 語 の あ らま し の復 習 を兼 ね る。

〆

o

ψ

口
1.1COBOLの 歴 史

次 の こ とを説 明す る。

(1)COBOL言 語 を制・定 す るにい た った動機 や背 景

(2)1959年 にCODASYL(TheConferenceonDataSystemLangua-

ges)が 設 立 され た こと,CODASYLがCOBOLの 標 準 化 と保全 に果 して い る役 割

(3)COBOLが 拡張 され て,

COBOL-60

COBOL-61

拡 張COBOL-61

COBOL-65

な どが発 表 され た経 過

1.2COBOLの 特 徴

COBOLの 特 徴 として次 の こ とを説 明す る。

(1)共 通語(CommonLanguage)で あ るこ と。

これ は アセ ン ブ ラ言語 と対比 して例 示 す れ ば,わ か りやす い で あろ う。

(2)事 務 用言 語(BusinessOrientedLanguage)で あ る こと。

これ はFORTRANな どの技 術 用言 語 と対 比 して例 示す れ ば,わ か りやす いで あ ろ う。

(3)文 書 化の 便宜 －COBOL言 語 で記 述 され た プ ログ ラムは,ド キ ュメ ン ト(文 書)と して
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も活 用 で きる ことがCOBOL制 定 のね らいの1つ で あ った。

(4)英 語 との類 似 一 英 語 の で き る人 には わか りやす い。

1.3COBOLの 言 語 体 系
、

COBOLの 言語 体 系 につ いて 説 明す る。 次 の2っ の レベ ルに分 けて説 明 す るとよ い。

(a、 文 字 の組

'(b)語 '

(1)文 字 の組

COBOLで 使 用 され る文 字 の組 は,数 字10字,英 字26宅 特 殊文 字15字 か ら成 るこ と

を説 明す る。 特 殊文 字 に っ いては,そ の 用例 を句 読記 号,算 術 演 算子,比 較 記 号 に分 けて 説 明す

る。

文 字 の組 と語 とを は っ き り区 別 して理 解 させ る こ とが 必要 で あ る。 次 の よ うな表 を示 す とよい

であろう。

文字の祖 語

句読記号

算術演算子

比較記号

② 語

最初に語の種類を体系的に示す。そのため次の.ヒうな表を書いて説明するとよい。

語

(word)

㌔:ぽ{

予約語でない語

必 修 語(keyword)

補 助 語(optionalword)

表 意 定 数(fig皿rativeconstant)

篇)屡:煕i{蕊)

1忽。1)(li:::::∵:∴∴al)
literal)
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w夕

令

」

この 表 で い う名前 とは,プ ログ ラ マが 付 け る名前 の こ とで あ る。 名前 に は,デ ー タ名,条 件名,

手続 き名,特 殊 名(specialname)な どが あ るが,特 殊 名 に は言及 す る必 要 は ない 。

語 の説 明 で は,特 に次 の こ とに注 意 す る必 要 があ る。

(a)予 約 語 で は,必 修 語 と補 助語 との 違 い を理 解 させ る。

(b)名 前 で は,一 般 的 な命名 規 則 を明ち か にす る。 デ ータ名,条 件 名,手 続 き名の 違 い を例 をあ

げ て説 明 す る。

(c、 リテ ラル は,数 字 リテラ ル と文字 リテ ラル に 分 れ る が,数 字 と文 字 との 区 別 は,COBOL

で は 特 に 重 要 であ るこ と を理 解 させ る。 で きるだ け多 くの例 を あげ て使 い 方 を理 解 させ たい。

(d、 リテ ラル と表意 定数 との区別 を理 解 させ,表 意 定数 の使 い方 を説 明 す る。

語 につ い ての 理解 度 を確 認 す るた めに,次 の よ うな種 類 の質 問 を して み るとよ い。

(a)1765は,ど ん な種 類 の 名前 か。

(b)次 の よ うな 名前 の 書 き方 は正 しい か誤 りか。

EMPI、NO

-AB5-

CODE

WORKING-SECTION

Z

(c)次 の文 で 使 われ て い る リテ ラル の種類 を答 えさせ る。

ADDlTOACCUMULATOR.・

MOVEf3.1416lTOGOKEI.

(d)次 の文 を実 行 した と きのAREA-1の 内容 は 何 か。.

MOVESPACETOAREA-1.

MOVEtA2,TOAREA-1.

θ 1.4表 記 法

COBOL言 語 の 文法 書 や説 明書 で,一 般 的 に使 わ れて い る次 の よ うな表 記 の仕 方 を説 明 す る。

(1)英 字 の大 文字 一 予 約語

必修 語 に は ア ンダー ライ ンがあ るが,補 助 語 に はな い。

(2}日 本語(ま た は英字 の小文 字)一 名前 また は命 令 の オペ ラン ド。

(3)大 か っ こ 〔 〕一 年意記 入。 〔 〕内 は省略 して よ い場合 もあ る。
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(4)中 か っこ{}一 選択 。{}内 の どれか1っ を選 ん で記 入 す る。

㈲ 点線 一 点 線の 前 に書 か れ た こ とが らを繰返 して記 入 す る。

この初 級 カ リキ ュ ラムで も必要 に応 じて上 記の 表 記 法 を使 用 して い る。 次 の よ うに 例示 す る と
■

よ い 。

予 約 語(必 修 語)予 約 語(補 助 語)プ ロ グ ラ マが 与 え る情 報

↓ ↓ ↓

IFテ ス ト条 件THENス テ ー トメ ン トー1

〔ス テ ー トメ ン トー2・ … ・… ・〕

ELSE

{}ス テ ー トメ ン トー 功 〔ス テ ー トメ ン トー π… … 〕・OTHERWISE

＼ ↑ ↑

ど ち ら か 一 方 の 任 意 記 入 反 復

選 択

1.5COBOLプ ロ グ ラ ム の 構 成

COBOLプ ロ グ ラム を構 成 す る要 素 に っい て,次 の よ うに大 きな単 位 か ら小 さな単 位 へ 順 を

追 って説 明す る。'

デ ィ ビジ ョン(division)

↓

セ クシ ョ ン(section)

↓

段落(パ ラグ ラ フ)(paragraph)

↓

記述 項(entry)

4つ の デ ィビジ ョン を示 し,そ の役割 につ いて 簡単 に紹介 す る。 セ ク シ ョ ンと段 落 につ い ての

理解 を深 め るため に,次 の よ うな角 度か ら生 徒 に整 理 させて み ると よい。

セ クシ ョン と段 落 を必 ず 含 むデ ィビ ジ ョン.

セ クシ ョンを必ず 含 む が,段 落 を含 まな い デ ィビ ジ ョン

セ クシ ョンと段落 を含 んで も含 まな くて もよ いデ ィビ ジ ョン

セ クシ ョンを含 ま ないが,段 落 を含 むデ ィ ビジ ョ ン

一174一

＼馴

'

5

幽`

、:



i

◇

1.6COBOLプ ロ グ ラ ム の 形 式

簡 単 な サン プル ・プロ・グ ラム を示 しな が ら,次 の こ とを理 解 させ る。

(1)コ ー デ ィン グ ・シ一一トは,ペ ー ジ欄,行 番 号欄,続 き表 示欄,プ ログ ラム記 入欄,標 識 欄 に

分れ て い る こ と(COBOLコ ーデ ィング ・シー トにっ いて は付 録 を参照)。

(2)任 意 記 入(書 いて も書 か な くて もよい)欄 と,そ う'でな い欄 とが あ る こと。

(3)続 き表示 が 必要 な場 合 の記 入の 仕方(こ れ は機種 に よ って異 る)。

(4)プ ロ グ ラム記 入欄 に は,Aマ ー ジ シ とBマ ー ジ ン とが あ り,Aマ ー ジ ンで 始 る記述 項 とBマ

ージ ンで 始 る記 述項 が あ るこ と。

指導 上 の留 意点

COBOLの 歴 史 と特 徴 につ い て,あ ま り深 入 りして教 え る必 要 は ない。

COBOLプ ロ グ ラムの構 成 と形式 に つい ぞ は,サ ンプ ル ・プ ロ グ ラム を示 して説 明 す ると よ

い。 サ ン プル ・プロ グ ラム と して は,カ ー ド・フ ァイ ルを読 み,簡 単 な計 算 を して印 刷す る程 度

の もので よ い。

ρ

● ～

"

●
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2見 出 しデ ィビジ ョン と 環 境 デ イビジ ヨン

口
(1)見 出 しデ ィビ ジ ョン と環境 デ ィビジ ョ ンの 書 き方 を 理 解 させ る。

(2)問 題 の記 述 や システ ム流 れ図 を見て,見 出 しデ ィビ ジ ョン と環境 デ ィビジ ョンが 書 け るよ う

にす る。
、

b

口
2.1見 出 し デ ィ ビ ジ ョ ン の 書 き 方

見出 しデ ィビジ ョ ンの役 割 と書 き方 を説 明す る。

2.2環 境 デ ィ ビ ジ ョ ン の 書 き 方

環境 デ ィ ビジ ョンの役 割,環 境 デ ィビジ ョ ンを構成 す る構 成 セ クシ ョ ンと入出 力 セ ク シ ョ ンに

つ いて説 明す る。

2.2.1構 成 セ ク シ ョン

構 成 セ ク シ ョ ン(CONFIGURATIONSECTION)に つ い て,次 の ことが らを

説 明す る。

(1)実 行 までの 処理 手順 と構 成 セ ク シ ョンの 役割

(2)構 成 セ クシ ョンの 書 き方

次 の よ うな シ ステ ム流 れ図 を示 して,COBOLで 書 か れ た プ ログ ラムで実 行 を行 な うまで の

手 順 と,翻 訳 用 コ ン ピュー タ(ソ ー ス ・コ ン ピュ ー タ),実 行 用 コ ンピ ュー タ(オ ブ ジ ェク ト・

コンピュータ)の 役 割 を説 明 し,構 成 セ ク シ ョ ンの 役割 を理解 させ るとよい。

、ど

亀

◆

◎
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プ ロ グ ラ ム
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計 算 機

00BOL
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目 的

プ ロ グ ラ ム

実 行

入 力 デ ー タ

実 行 用

計 算 機

出 力 デ ー タ

'
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2.2.2入 出 力 セ ク シ ョン

入出 力 セ ク シ ョン(rNPUT-OUTPUTSECTION)に つ いて,次 の ことが らを

理解 させ る。

(1)フ ァイ ル と入出 力装 置 との結 び つ け方

(2)入 出力 セ クシ ョンの書 き方

主 と してFILE-CONTROL段 落 につ い て説 明 す る。

1-O-OONTROL段 落 は,ハ ー ドウエ アに よ って役 割が 異 るの で,実 習 に使 用す る コン

ピュータ との 関係 で説 明の 仕方 を決 め る とよい。

2.3演 習 問 題(1)

カ ー ドを読 んで 印 刷 す る とい う程 度 の 簡単 な演 習問 題 を与 え る。 た とえ ば,次 の よ うな 条件 を

、与 えて プ ログ ラム を書 かせ る。 〆

シ ステ ム流 れ図

■

レ コ ー ド形 式

売 上 カ ー ド

ド
ー

力士売/

1

タ
ー

ピンコ

1

表覧
一

上売

、

/
＼

/商
得 セ 数 割 単

口 立 1
口口 思

番 先 番
ル
ス 番

引 そ の 他

号 号 三 号
ノ

量 率 価

(5) (8) (3) (5) (3) ㈲ (51)
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売上一覧表

㎡

奄

ダ

」▲

、

演 算 処理

金額=単 価 ×数 量

.1
割引 顎 口金 額 ×割引 率 ×]000

売 上 げ一 金額 一割引 額

見出 しデ ィビ ジ ョン と環 境 デ ィビ ジ ョンは独 力 で書 かせ る。 デ ー タ ・デ ィビ ジ ョン と手続 きデ

ィビ ジ ョンにつ い て は,サ ンプル ・プロ グ ラム に対 す る説 明 の程 度 と もに らみ 合 わせ て,適 当 に

ヒン トを与 える とよ い。

θ

マ

■

指導 上 の留 意 点

環境 デ ィビジ ョンは,ハ ー ドウエ アに依存 して い る部 分が 多 いの で,コ ン ピ ュー タに よ って書

き方が 異 る。 し たが って,コ ン ピュ ー タご とに どの程 度 異 ってい るか を例示 して 説 明 し,実 際 に

コン ピ ュ_タ を使 う際 に はyそ の コン ピ ュー タのCOBOL解 説 書 を読 む必 要 が あ る こと を指摘

してお く。,
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3デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン

亘
(1)デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 構 成 に つ い て 理 解 させ る。

(2)デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ンの 構 成 と文 法 を 理 解 さ せ る。

(3)フ ァ イ ル 設 計 書 を 見 て,デ ー タ ・・デ ィ ビ ジ ョ ンが 書 け る よ うに す る。

口
3.1フ ァ イ ル の 構 成

デ ー タ ・フ ァイル の種 類 とその 論理 的 な構 成 に つい て説 明 す る。 フ ァイルに つ いて の理 解 が不 足

して い る とデ ータ ・デ ィ ビジ ョン を理 解 す るこ とが 困難 なの で,十 分 な説 明が必 要 で あ る。

(1)フ ァイルの種 類

フ ァイル をい ろい ろ な角 度か ら区 分 して,例 をあ げなが ら説 明 し,フ ァイ ル とい う考 え に慣 れ さ

せ る。

た とえ ば次 の よ うな種 類 分け を す ると よい。

(a)記 録 媒 体 に よ る違 い

カー ド ・フ ァイル

プ リン ト・フ ァイル

テー プ ・フ ァイル,

デ ィス ク ・フ ァイル な ど

(b)使 用 目的 に よる違 い

在庫 プ アイル

給 与 プ アイル

顧 客 プ アイル な ど

(c)機 能 に よ る違 い

基本 フ ァイル

取引 フ ァイル な ど

(d)編 成 方 法に よ る違 い

も 一180一
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■

報

マ

←

順 編成 プ アイル

直 接編 成 フ ァイル な ど

直 接 編成 フ ァイルにつ い て は,順 編 成 フ ァイル との関係 で あ らま し を説 明す れ ば よい。 索 引順

編成 フ ァイルや 区分 編成 フ ァイル につ いて は触 れ る必要 は な い。

② フ ァイルの 論理 的 構成

フ ァイル は レコ ー ドか ら成 り,レ コ ー ドは項 目か ら成 る こ とを説 明 し,フ ァイ ルの論理 的構成

につ い て理 解 させ る。 カ ー ド ・フ ァイル を例 に と って,フ ァイル と レ コー ドと項 目 とい う3つ の

単位 にっ いて説 明す ると,わ か りやす い だ ろ う。

(3)レ コ ー ド

レコー ドの種 類 を あげ,そ れ ぞ れの意 味 と使 われ 方 を説 明 す る。 次 の よ うな レ コー ドにつ い て

説 明す る必 要が あ る。・

(a)ラ ベ ル ・レコー ドとデ ー タ ・レコー ド

⑥ 固定 長 レコ ー ドと可 変長 レコー ド

(c)論 理 レコー ドと物理 レ コー ド

こ こで は磁 気 テ ープ を例 に と って,磁 気 テー プ上 の ラベ ル ・レコー ドの位 置 や役 割・ デ ー タ'

レ コー ドの ブ ロ ック化 な どを説 明 す る。 例 示 を しなが ら,レ コー ドがCOBOLプ ロ グ ラムの中

で,ど ういう意 味 を 持 ってい るか にっ い ての理 解 を深 め させ るよ うに した い。

(4)項 目

グル ー プ項 目 ・基本 項 目 ・独 立 項 目な どに っ いて,そ れ ぞ れの意 味 と役割 を説 明す る。

㈲ 記憶 域

記 憶域 に つい て,次 の こ とが らを説 明す る.
入力 レコー ド

(a)入 力域 と出力 域

⑥ 作業 域

右 の よ うな図 を示 して デ ー タ処 理 順 序 を説 明 し,入 力 域

入 力域 ・出力域 ・作業 域 の 役割 を理 解 させ る。 作 業 域

十
出 力 域
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3.2デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン の 書 き 方

3.2.ユ デ 一 夕 ・デ ィビジ ョ ンの構 成

(1)デ ー タ ・デ ィビ ジ ョンが,次 の よ うな セ ク シ ョンか ら構成 され るこ と を説 明 す る。

フ ァイル ・セ ク シ ョン(FILESECTION)

作 業域 セ クシ ョ ン(WORKING-STORAGESECTION)

定数 セ クシ ョン(CONSTANT『SECTION)

連 絡 セ クシ ョン(LINKAGESECTION)

報告 書 セ ク シ ョ ン(REPORTSECTION)

② フ ァイル ・セ ク シ ョ ンと作業 域 セ ク シ ョンの 役割 に っい て説 明す る。

定 数 セ ク シ ョ ン,連 絡 セ ク シ ョン,報 告 書 セ ク シ ョン は,初 級 カ リキ ュ ラムで は扱 わ な い こ と

に して い るの で,生 徒 が 独 習 を希 望 す ると きは
,参 考 資料 を示 す と よい。

3.2.2.フ ァイル ・セ ク シ ョ ンの書 き方

(1)フ ァイル ・セク シ ョンの構 成

フ ァイル ・セ クシ ョンを構 成 す る次 の3つ の レベ ルの記 述 にっ い て,そ れぞ れの 役割 を説 明す

る。

ω フ ァイル記 述

(b、 レコー ド記述

(c)項 目記 述

レコ ー ド記述 と項 目記 述 は,同 じ形 式 で あ る。COBOLで は レコー ドと項 目が 同 じ扱 い に な

り得 る こと を説 明 して,(1)フ ァイル記 述,② レ コー ド記 述 と項 目記 述 の2つ に分 けて理 解 させ て

もよい。

② フ ァイル記述

次の 記 入項 目の意 味 を理 解 させ,そ の書 き方 を習得 させ る。

a(

)b(

)

化

0

e

、f(

FDと い う レベル 番号

RECORDINGMODE文 節

BLOCKCONTAINS文 節

REOORDCONTAINS文 節

LABELRECORDS文 節

DATARECORDS文 節

レベル 番 号 につ いて の詳 しい説 明は,レ コー ド記 述 の ところ で行 な うこ とに して,こ こで は レ
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喝

ら

ψ

、

マ

ト

ベル 番号 はFDに つ いて だ け教 えれ ば よい。

(3)レ コー ド記 述 と項 目記述

レコー ド記 述 と項 目記 述 は,文 法 上で は レベル 番 号で 区別 され るこ とを説 明 す る。

次 の記 述項 目の意 味 を理 解 させ,そ の書 き方 を習 得 させ る。

同

日

め

諭

ば

0

ω

(

(

(

(

(

(

(

レベ ル番 号

デ ー タ名

PICTURE文 節

USAGE文 節

VALUE文 節

REDEFINES文 節

OCCURS文 節

レベル 番号 の次 は原則 として デ ー タ名 を書 くが,デ ー タ名の代 りにFI工LERま たは 条件 名

を書 くこ とが あ る こと も説 明 してお か なけ れ ばな らな い。

PICTURE文 節 は,内 容 が広 いので,こ こで は その すべ て を説 明 し て も理 解 が 困難 で あ る

と思 わ れ る。 次 の こ とが らに重 点 をお い て説 明 す るの が よい。

PICTURE文 節 の役 割

項 目の種 類 とPICTURE指 定 の関係

PICTURE指 定 で使 われ る記 号 の意 味。 主 と して英 数 字 項 目,英 字 項 目,数 字 項 目の書 式

(形 式)をPICTURE指 定 で定 義 す る と きに必 要 な 記 号 にっ い て説 明す る。 報 告 書項 目は,

手続 きデ ィ ビジ ョンでMOVE命 令 を説 明 す る とき にあ わせ て行 な うの が よい で あ ろ う。

レベ ル番号 の使 い方 につ い て は,よ く理 解 させ る必 要が あ る。 問 題 を与 えて 理解 度 を確 か め,

さ らに生徒 が 独 力で 記 述で き るよ うにな るまで 指導 すべ きで あ る。

少 な くと も次 の よ うな構 造 の レコ ー ドに っ いて,そ れ ぞれ の項 目 を独 力 で記 述 で きな けれ ばな

らな い。

金

一183一



'

●

ぶ

4

、

▼

号

'

■
口

・

■

ロ
[「 麗

日 園
西
田

F3 F4 F5

画
調

項 目3

項 目4

項 目5

販

売

レ

コ

ー

ド

F2

項 目6

F1

例1

例2
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r

さ らに次 の よ うな 例題 をい くっ か与 えて,PICTURE文 節 の意 味 と書 き方 を習得 させ る必

要 が あ る。

例1.

項 目記 述 の例 を示 し,項 目の種 類 とけ た数 を答 え させ る。

03SHIPPINGPICTURE× × ×.

例2.

あ る項 目 に1287と い うデ ー タが 貯 え られて い る と して,こ の項 目が 次 の よ うなPICTURE

指 定 を持 つ と き,デ ー タが どの よ うな数 値 として扱 われ るか を答 え させ る。

1)9(4)

2)VP(4)9(4)

3)999V9

4)9(3)P(4)V.

USAGE文 節 は,コ ン ピ ュー タに よ って書 き方 が 異 るので注 意 を要 す る。 特 に次 の こ とが

らにっい て,理 解 を確 か め る必 要 が あ る。

10進 数 と2進 数 の 表 わ し方

USAGE指 定 を省 略 し た と きの 解釈

PICTURE指 定 とUSAGE指 定 との 関 係

VALUE文 節 では,初 期 値 や 条件 値 の与 え方 を理 解 させ る。

フ ァイル ・セ ク ショ ンで使 うと きは制 限が あ るので,詳 しい ことは作 業 域 セ ク シ ョンで説 明 す

る。

REDEFINES文 節 で は,再 定 義 の 仕方 を例 をあげ て説 明 す る。

OCCURS文 節 では,表(ま たは 配列)の と り方 を説 明す る。 詳 しい こ とは,手 続 きデ ィビ

ジ ョンの表(テ ー ブル)の 処 理 の と ころで 説 明す る。

3.2.3作 業域 セ クシ ョンの書 き方

こ こで は,次 の こ とが らを説 明 す る。

(1)ど うい う場 合 に作 業域 セ)シ ョンが 必要 か,作 業 域,定 数,カ ウン タ(計 数 器)な どの 定義

の仕 方 を説 明す る。
　

(2)作 業 域 セ ク シ ョ ンの書 き方

独 立 項 目 と他 の項 目 との記 入順 序 に つ い て も説 明 す る。

(3)フ ァイ ル ・セ ク シ ョン と作 業域 セ ク シ ョンの関 連

一185一



VALUE文 節 は,作 業 域 セ ク シ ョ ンで広 く使 われ るので,復 習 を し,例 をあげ て使 い方 を説

明 す るとよ い。

3.3演 習 問題(2)

デ ー タ ・デ ィビジ ョ ンの 書 き方 に っい て,理 解 を深 め る ため に演 習問 題 を与 え る。

次 の よ うな 問題 が 考 え られ る。

シス テム 流 れ図

}、得_き
(

同 ⑱

売 掛 カ ー ドω

'

コ ン ピ ュ ー タ

請 求 書

レコ ー ド形 式

売掛 カ ー ドω

/
コ

1

ド

A

取

引

種

別

店 番号

得意先
'

番 号

得意先 プ

ラ

ン

ク

得 意 先 名 住 所

英 英 数 数

(1)(1)(3)

数

ω

英 数

(22)
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英 数

(44)
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売 掛 カ ー ド⑭

取 引 明 細 ブ

ラ

ン

ク

店

番

号

得
意

先
番
号

前 月 当 月

取

引

数

売

掛

残

請

求

日

売 掛 支払 返 品

件

数

金

額

件

数

金

額

件

数

金

額

数
ω

数
⑧

英
ω

書家請

数

)04

・

英数
⑥

数
②

数
⑥

数
②

数
⑥

数
②

数
㈲

数
⑥

数
②

会 計 番 号

× ××× ××××

掛 支 払 返 請 求 額

×_× ×_× ×一 × ×一 ×

演算 処理

請 求 額 一前 月売 掛 残 十売掛 一支 払 一返 品

デ ー タ ・デ ィ ビジ ョ ンの書 き方 で は,1フ ァイル 中 に2種 の レコー ドが あ る場 合 の記 述 の仕 方

や,項 目の従 属 関係(ま たは包 含 関係)が 正 し く表現 で きてい るか どうか に注 意 を払 う必 要が あ

る。

手 続 きデ ィビジ ョンに つい て は,生 徒 の 力 を 見て適 宜 ヒン トを与 え るよ うにす る。
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1指導上の留意点1

デ ー タ ・デ ィビジ ョンは,例 を あげ て説 明 をし ない と理 解 させ る ことが 困難 な ので,実 務 の中

か ら具 体 的 な例 を選 び,そ の例 に沿 って説 明す るのが 望 ま しい。 P

占

」
`

,

9
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争'

吋

喝

、〆
「

4手 続 き デ ィ ビ ジ ・ ン

口
(1)手 続 きデ ィ ビジ ョンの構 文 と文 法 を理 解 させ る。

② 問 題記 述書 を 見て,プ ロ グ ラム流 れ 図 を書 き,さ らに それ を もとに手 続 きデ ィビジ ョンが書

け るよ うに す る。

匝=司'
4.1流 れ 図 の 復 習

基 礎編 第4部 第1章 で 学 んだ 流 れ図 に っい て復 習 し,流 れ 図 につ い て演 習 問題 を与 え る。

次 の よ うな 内容 を含 む流 れ図 を テ ンプ レー トを使 って 書か せ て み る とよい で あ ろ う(流 れ図

記 入用 紙 とテ ンプ レー トにつ い ては付 録 参照)。

(1)明 細 印 刷

(2)合 計 印 刷

(3)突 合 せ

(4)ス イ ッチ ン グ

シ ステ ム流 れ図 と フ ァイル設 計書 を 見て,プ ロ グ ラム流 れ 図 を書 け るよ うに す る こ とが大 切で

あ る(フ ァイル設 計 用紙 につ いて は付 録 参照)。

事 務 計 算の プ ロ グラ ミングで は,プ ロ グ ラム言語 につ い ての 理 解 と同時!こ,流 れ 図 を書 く能 力

が重 要 で あ る。

流 れ図 を書 く能 力が 不十 分 なま ま手続 きデ ィ ビジ ョ ンに進 む こ とに な る と,教 育 効 果 は あが ら

ない。

したが って,教 師 は演 習 問題 を解かせ なが ら,生 徒 の力 を よ く見 きわめ て先 に進 む よ うに しな

けれ ば な らな い。

4.2手 続 き デ ィ ビ ジ ョ ン の 構 成

セ ク シ ョ ン,段 落(paragraph),文('sentence),ス テ ー トメ ン ト(命 令)(state-

ment)の 特 徴 を 説 明 す る 。
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図 を示 して,セ クシ ョンが 段落 か ら,段 落 が文 か ら,文 が 命令 か ら構成 され る こ とを理 解 させ

る。 た と えば,次 の よ うな図 を示 す。

}段落

段落

セ ク シ ョ ン

,

生 徒 の理 解 度 を知 るた めに サ ン プル ・プ ログ ラム を用意 し,特 に 手 続 き デ ィビジ ョ ンの部 分

を示 して,命 令,文,段 落 な どが そ れ ぞれ どの 部 分 に な るか を答 えさせ る とよい。

43文 の 種類 と命 令 の種 類

(1)文 の種類を条件文と非条件文に分けて説明する。

(2)命 令の種類を整理して説明する。

たとえば,次 のような整理の仕方が考えられる。

無条件実行命令

入出力命令

移送 命 令

演算 命 令

処理順序変更命令

条 件 命 令

注 釈 命 令

翻 訳指 示 命 令

、

㎡

・

P

-宰

'乎
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♪R.

奔

♪
.

4.4入 出 力 命 令

入出 力 命令 につい て は,レ コー ドとして処 理 す る場 合 と,単 一 の独 立 したデ ータ と して処理 す

る場 合 とに 分 けて説 明 す る。

(1)レ コー ドと して処 理 す る場 合

レ コー ドの 入出 力 を含 ん だ流 れ 図 を示 し,そ れに 従 って プ ロ グラム を書 く とき,次 の よ うな入

出力 命令 を ど う書 くか を説 明す る。

OPEN命 令

CLOSE命 令

READ命 令

'WRITE命 令

② 単 一 の独 立 した デ ー タ として処 理 す る場 合

単一 の独 立 し たデ ー タ と して 処理 す る場 合 の 流れ 図 を示 し,次 の 入出 力 命令 の書 き方 と使 い方

を説 明 す る。

ACCEPT命 令

DISPLAY命 令

READ,WRITE命 令 を使 って 入出 力処 理 を記 述 す ると き と,ACCEPT,DISPL

AY命 令 を使 って 入出 力処 理 を記 述 す る場 合 とでは,プ ロ グ ラムの書 き方が 非常 に違 ってい る。

匂

＼

へ
・否 、

●

READ,

WRITE

に よ る記 述

ACCEPT,

DISPLAY

に よ る記 述

環 境 デ ィビ ジ ョンのSELECTの 指 定 必 要 不 要

デ ー タ'デ ィ ビ ジ ョ ン のFDの 指 定
.

必 要 不 要

デ ータ を入出 力 す る場 所 入 出力 域 作業域

デ ー タ の読取 り書 出 し命令
READ,
WRITE

ACCEPT,
DISPLAY

OPEN,CI.OSE 必 要 不 要

一 般 的 にACCEPT
,DISPLAYは,コ ン ピ ュー タ と操 作 員 との間 の情 報 の や りと りの

ため に使 わ れ,通 常 の 入 出力処 理 には,READ,WRITE命 令 を使 わ な けれ ば な らな い こ と

を理 解 させ る。READ命 令 と関連 させ て,ATENDを 説 明 す る。 スペ ー ス とスキ ップの制
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御 につ いて説 明す る。 制 御 用 文 字 に触 れ る。

4.5移 送 命 令

MOVE命 令 を説 明 す る。

MOVE命 令 に つい て,次 の こと を理 解 させ る。

(1)デ ー タを移 送 す ると きの制約

英数 字 項 目 は,数 字 項 目へ 移送 で きな い こ とな ど。

(2)編 集 の 仕方

編集 の仕 組 み と報告 書項 目の記 述 の 仕瓦 報告 書 項 目へMOVEし た ときの変 化 な ど。

(3)MOVE命 令 とMOVECORRESPONDING命 令 の使 い方

4.6演 算 命 令

演 算 命令 は次 の2組 に 分 けて説 明す る。

(1)ADD命 令

SUBT.RACT命 令

MULTIPLY命 令

DIVIDE命 令

(2}COMPUTE命 令

(1)の各 命 令 は,同 じ形式 をして い るの で,ADD命 令 を例 に と って 次 の こ とが らを説 明 す ると

よい。

(a、 被 加数 と加数 の位 置

(b、 四捨 五 入の 指示 の仕 方

ω けた あ ふれ の場 合 の 処理 の 仕方

ω 答 を求 め る場 所 を変 え るこ とが で きる こ と。

(2)のCOMPUTE命 令 に つい て は,次 の こ とを理 解 させ る。

(a)算 術 演 算子 の種 類

単 項 演 算子 を含 め る。

(b)演 算 の 優先順 位

(c、 か っこの使 い 方
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4.7処 理 順 序 変 更 命 令

ここで は,GOTO命 令,PERFORM命 令,STOP命 令 を説 明 す る。

GOTO命 令 につ いて は,分 岐 とい う概念 を理解 させ る必 要 が あ る。 例 をあ げて 説 明す ると

よい。'

PERFORM命 令 に関連 して,次 の こ とを説 明 す る。

(1)サ ブル ーチ ンの処 理

(2)PERFORMの 書 き方 と使 い方

(3)PERF。RM飾 棚 うと きの 制約 サ プル ーチ ・の 実 櫛 囲 の娃 の 噸 な ど・

PERFORM命 令 は,プ ロ グ ラ ミン グにっ いて の基 礎的 な技術 が なけ れ ば理解 が む ずか しい。

サ ブル ーチ ンや繰 返 しの処理(ル ー プ)に っ いて多 くの 例 や問 題 を示 して,十 分 理 解 させ る必要

が あ る。

例 題 と して次 の よ うな もの が考 え られ る。

(1)STEP-1か らSTEP-10ま での段 落 を20回 繰 返 す。

(2)100か ら1,000ま で の すべ て の整 数 の和 を求 め る。

STOP命 令 につ い て は,一 時 停 止 の場 合と,完 全 な停 止 の場合 との命 令 の書 き方 を理 解 させ る。

4.8表 の 処 理

(1)表 の定 義

(a、 例 をあげ て,表 の意 味 を説 明 す る。

(b、 表 の 次元 に つ いて説 明す る。

(c)表 の定義 の 仕方 を説 明す る。00CURS句 を使 って 定義 す る方 法 にっ いて 説 明 す る。 表 と

添字 の 関係 を説 明 し,添 字 の使 い方 を理解 させ る。

② 表 引 き

(a)表 引 きの仕方 を説 明 す る(線 型 探 索 と二分 探 索)。

(b、GOBOLプ ログ ラム での 表引 きの仕 方 をIF文 を使 って説 明す る。

(c)IF文 の代 りに,PERF・ORM命 令 を使 って 表引 き を行 な う方 法 を説 明 す る。

4.9演 習 問 題(3)

手 続 きデ ィ ビジ ョ ンで は,PERFORMの 使 い方 と表 の処理 につ いて の理 解が 大 切で あ る。

こ こで,た とえ ば次 の よ うな演 習 問題 を与 えて,プ ロ グラム を書 かせ る とよい。
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システ ム流 れ図

配 線

フ アイル

コ ン ピ ュ　 タ

略 号 衰

色 の表

フ ァイル

、

プ'
'

/'●

レコ ー ド形式

配線 フ ァイル

ψ

一

/

配線番号 位 置

色

略

号

そ の 他

(5)(ナtこ(3) (1) (71)

●

色 の表 フ ァイル

色略号 色 そ の 他

B BLACK

W WHITE

R BROWN

G GREEN

L BLUE

(1)け た (5) (74)

95
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略号表

●

③.＼

配線 番 号.

× ×× × ×

位 置

× ＼ ×

色

×× × × ×

、

表 は,色 の表 フ ァイル を読 んで 作 成す るが,色 の表 フ ァイルを読 む か わ りに プ ロ グ ラム内 で

VALUE文 節 を使 って表 を作 成 させ て もよい。

1次 元 の表 の処 理 を理 解 で きた生 徒 に は,各 色 ご とに 長 さが異・63Ptの 配 線 が あ ると仮 定 して,

2次 元 の 表の 処理 を行 な わせ ると よい。

'th

6

■

上

4.10条 件 命 令

IF文 の例 をあ げ て,条 件 命令 の一般 的 な書 き方 を説 明 す る。ELSEやOTHERWISE

を含 まな い場 合 と含 む場 合 とで ほ処 理 順 序が 異 る こと,文 の 切れ 目,す な わ ち ピ リオ ドの位置 が
'

重 要 な意 味 を 持つ ことを理 解 させ る。

条 件文 を次 の よ うな種 類 に分 けて,そ の使 い方 を説 明す る。

(1)比 較 テ ス ト

② 符号 テ ス ト

(3)ク ラス ・テス ト

(4)条 件 名テ ス ト

㈲ ペ ージあ ふ れ テス ト

比較 テ ス トで は,数 字 の 比較 と文 字 の比 較 との違 い を説 明す る。

IFの テ ス ト,条 件 の 重 複(AND,ORを 用 い る場 合)に つ い て は,触 れ な くて もよい。

条件 名テ ス トで は,デ ー タ ・デ ィ ビジ ョ ンにお け る条件 名の定義 と関連 させ て説 明 す る。

ペー ジあ ふれ テ ス トは,コ ンピ ュー タに よ って扱 い方 が異 る ことが あ るの で注 意 す る。
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4.11注 釈 命 令 ・1

NOTE命 令 の 書 き方 と使 い方 を説 明す る。

4.12翻 訳 指 示 命 令

翻訳指示命令の役割。説明U,。 。PY氣 、NCLUDE命 令10い て⊇ 説明す・.

4.13演 習 問 題(4)

次 の問 題 と同 程度 の 水準 の 問題 を与 えて,演 習 を行 な う。

。 。テ 。流れ 図'、

得 意 先

マ ス タ 取 引

コー ドA:売 上 げ

コ ー ドB:返 品

コ ン ピュー タ

請 求 書

レ コー ドの形 式

得 意 先 マス タ

取引

得 意 先番 号

(5)け た

得 意先 名

(20)

売 掛 残高

(10)

そ の 他

(65)

コ

日 付
単 価 数 量 そ の 他1 得意先番号 品 名

年 月 日

ド (5) (15) (5) (6) (42)

(D (2) (2) (2)
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1け た 目の レコー ドがAで あ れ ば売 上げ,Bで あ れば 返 品 を表 わす 。

請 求 書
●

ご
請 求 書

PAGE.1

貴店名00KUBOSYOJI殿

日 付 品 名 単 価 数 量 金 額

46/4/1

4φ/乏5

4(/4/28

ZAN

STAND

REIZOKO

5,000

29ρ00

62,500

1

2-

3

5,000

58ρ00-

187,500

合 計
●

134,500

演算処理

売上げ(ま たは返品)一 単価×数量

請求合計=売 掛残高十売上げ金額一返品金額

4

上 記 の計 算 を行 な って,請 求 書 に印 刷 す る。 この た めの プ ロ グラム流 れ 図 を作成 させ,そ れ に

従 って プロ グ ラム を書か せ る。

●

q

指導 上 の 留意 点 ・

手続 きデ ィ ビジ ョンを説 明 す る際 に は,流 れ図 を書 くこ と,流 れ図 に従 って手 続 きデ ィビジ ョ

ン を書 くこ とを結 びつ けて 教 え るこ とが 重要 で あ る。

生徒 の流 れ図 を書 く力 に相 当差 が あ ると きには,演 習の ときに で き るだ け個 別指 導 を し,生 徒

の能 力 に応 じて適 切 な助 言 を与 え る こ とが 望 ま しい。

MOVE命 令 の とこ ろで 編 集 の仕 方 を教 え る際 に は,報 告 書 項 目の 記述 の 仕 方 につい て よ く使

われ る もの を重 点 的 に教 え るよ うに したい。

演 習 問題(3),(4)に つ い て は,文 書 化 が重 要 で あ る こ とを徹底 させ て,よ い文 書 を作 らせ るよ う

に指 導 した い。 演 習 の成 果 は,文 書 に して 提 出 させ る。 演 習 の中 で デ ー タ ・エ ラーの チ ェ ックの

仕方 やエ ラー ・メ ッセー ジ の使 い方 な ど も指導 す る。
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シス テ ム流 れ図,フ ァイル,レ コー ドの 形式 な どを未定 の まま問 題 を与 え
,そ れ を生 徒 に設 計

させ て もよい。 レポ ー トの形式 を設 計 させ ると きに は,レ ポ'一ト設 計用 紙 を使 う とよい(レ ポ ー

ト設計 用 紙 につ い ては付 録 参照)。

唖
1COBOL1965年 版

ア メ リカ国防 省

関 根 智 明 監訳

情 報 処理学 会

昭433,000円

CODASYLのCOBOL委 員 会が 作 成 し た報 告 書 を翻 訳 し た もので,こ の カ リキ ュ

ラムの基 礎 資料 で あ る。

2.プ ログ ラム学 習 に よ るCOBOLI入 門 編

目本電 電 公社 編

電 気 通信 協会

昭43550円

プ ログ ラム学 習 に よ るCOBOLll基 礎 編(1)

日本 電電 公社 編

電 気 通信 協会

昭43650円

プ ログ ラム学 習 に よ るCOBOL皿 基礎 編(2)

昧醜 公樋

電 気 通信 協 会

昭43600円

プ ロ グ ラム学 習 に よ るCOBOLIV基 礎編(3)

日本 電電 公社 編

電 気通信 協会

昭43700円

プロ グ ラム学 習 に よるCOBOLV応 用 編
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日本 電電 公 社編

電 気通 信協 会

昭43650円

初 心者 向 け に好適 で あ る。'

3や さしいCOBOI、

(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ン ター 実 費

昭和45550円

4COBOLの 学 び方

日本 ソ フ トウエ ア㈱ 編

電 機大 学 出版 局

昭45420円

高 校生 向 けの 教材 と して教科 書 的 に書 か れ て い る。

5プ ロ グ ラマー の ため のCOBOI、 入門

マ ク ラケ ン

小 岩 明,岡 祐 共訳

竹 内書 店

昭441,500円

手続 きデ ィ ビジ ョン,デ ー タ ・デ ィビジ ョン,環 境 デ ィビ ジ ョン,見 出 しデ ィビジ ョ

ンの順 に説 明 してい る。 説 明の仕 方 が参 考 に な る。

6HITAC8300/840018500COBOLプ ログ ラム ・マニ ュアル

㈱ 日立製作 所 実 費

昭44ユ ー ザ向 け マニ=ア ル

7'FACOMCOBOL解 説編

富 士通㈱ 実 費

昭44ユ ーザ 向 け マニ ュ アル

8NEACシ リーズ2200COBOL説 明書

日本 電 気㈱ 実費

昭44ユ ーザ 向 け マニ ュアル

9シ ス テム1360オ ペ レー テ ィング ・シス テムCOBOL言 語 解 説 書

日本 アイ ・ピー ・エ ム㈱ 実 費
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昭43ユ ー ザ向 け マニ ュア ル

10COBOLプ ロ グ ラムの基 礎

COBOLプ ログ ラム の書 き方

COBOLプ ロ グラム の手 法

日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ 実 費

プ ロ グ ラム学 習 方式 に よ る初 心者 向 きの独 習書 であ る。

●

'噺

'
夕よ

」

レ
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第3部 デ タ 準 備

■

ψ こ こ で は 次 の 用 語 を 教 え る。

オ ー バ パ ン チ,オ フパ ンチ,カ ー ド ・ゲ ー ジ,検 孔 け ん 盤,視 覚 検 査,集 団 せ ん 孔,レ ー ス

パ ンチ

d
u

寸

一
コ ン ピュー タ を使 って デー タ処 理 をす る と きには,コ ン ピュー タに入 力す るデ ー タを い か に し

て 正確 に,カ つ,す みや か に作 成 す るか とい うこ とが重 要 に な る。 入力 デ ー タ を正 確 に す るた めに

は,デ ー タのチ ェ ック とい う作業 も必 要 であ る。

現 在の コン ピュー タで は,デ ー タ をコ ン ピュー タ に入 力 す る媒体 と して,紙 カ ー ドと紙 テー プ

が多 く利 用 され てい る。 したが っ て この部で は,紙 カー ドや紙 テー プ上 に デー タ を記録す る方法 ・

デ ー タの正 誤 の チ ェ ックの 仕万,紙 カー ド,紙 テー プ の取 扱 い上 の注 意,保 管万 法 な どを,実 習

を通 して 理解 させ るこ とを 目標 にす る。

内 容 の あ ら ま し

紙カー ドを 中 心 にして,デ ー タの準 備 の仕 万 を 教え る。 紙 テー プにっい て は特 に必要 で なけ れ

ば教 えな くて もよい。 紙 テー プの知 識 も必要 で あ ると思 われ ると きに は,適 宜 内容 を選択 して教

え る。 指 導時 間数 は 次 の とお りで あ る。

φ

内 容 時 間 数 内 容 時 間 数

紙 カ ー ド 紙 テー プ

紙 カー ドの作成 15 紙 テ ー プの作 成

必要に応じ
紙 カ ー ドの チ ェ ッ ク 10 紙 テ ー プ の チ ェ ック

て時間数を

紙 カ ー ドの 取扱 い上 の 注意 3 紙 テー プの取 扱い 上 の注 意 決 め る。

紙 カー ドの保 管万 法 2 紙 テー プ の保 管万 法

σ
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1 紙 カ ド

■

1.1紙 カ ー ド の 作 成

[目 標]'

な まデ ー タや コー デ ィ ン グ用 紙 に記入 されて い る プロ グ ラムを,け ん醒 せ ん孔 機を 使 って正 し

く紙 カー ドecせ ん孔 す る万 法 を習 得 させ る。 少量 のプ ロ グ ラム ・カー ドやデ ー タ ・カー ド(100

枚程 度)な ら,独 力で せん 孔 で き る力 を 身 に付 け させ る。

$

画
け ん 醒 せ ん 孔 機 の 操 作 に 関 連 し て,次 の 各 項 目の 説 明 を す る。

(1)け ん 醒 せ ん 孔 機 の 各 部 の 名 称 と機 能

ω カ ー ド ・ホ ッパ

Q))プ レ ッシ ャ ・ プ レ ー ト

(c)カ ー ド ・ベ ッ ト

ω パ ンチ ン グ ・ス テー シ ョ ン

(e)リ ー デ ィ ン グ ・ス テ ー シ ョ ン

(f)カ ー ド ・ス タ ッカ

(g)プ ロ グ ラ ム ・ユ ニ ッ ト

(励 プ ロ グ ラム ・ コ ン トロ ー ル ・ レ バ ー

(i)カ ラ ム ・ イ ン デ ィ ケ ー タ

(j)プ レ ッシ ャ ・ロ ー ル ・ リ リー ス ・レ バ ー

(k)バ ッ ク ・ス ペ ー ス ・キ ー

(1)デ ス ク(リ ー デ ィ ン グ ・ボ ー ド)

8メ イ ン ・ ラ イ ン ・ス イ ッ チ

(司 チ ップ ・ボ ック ス

② け ん 盤(キ ー ボ ー ド)

せ ん 孔 用 の キ ー に つ い て 簡 単 に 説 明 して か ら,操 作 用 の キ ー に つ い て それ ぞ れ の 機 能 を 述 べ る。

(a)ニ ュ ー メ リ ッ ク ・シ フ ト ・キ ー

、
少

D
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・
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寸

●

(b)ア ル フ ァ ベ テ ィ ック ・シ フ ト ・キ ー

(c)デ ュ プ リケ ー ト ・キ ー

(d)リ リー ス ・キ ー

(e)フ ィ ー ド ・キ ー

(f)レ ジス タ ・キ ー

(∂ ス キ ッ プ ・キ ー

(h)マ ル チ プ ル ・パ ンチ ・ キ ー

(i)プ ロ グ ラム ・ワ ン ・キ ー

(j)プ ロ グ ラム ・ ツー ・キ ー

(k)レ フ ト ・ゼ ロ ・キ ー

(1)エ ラー ・ リセ ッ ト ・キ ー

回 オ グ ジ リ ア リ ・デ ュ プ リ ケ ー ト ・キ ー

(n)マ ス タ ・カ ー ド ・キ ー

(O)スAO-一 ス ・バ ー

(3}フ ァ ン ク シ ョ ン ・ コ ン トロ ー ル ・ス イ ッチ

個 々 の フ ァ ン ク シ ョ ン ・ コ ン トロ ー ル ・ス イ ッチ に っ い て 簡 単 に そ の 機 能 を 説 明 す る 。

(a)オ ー ト ・ フ ィ ー ド ・ス イ ッチ

(⑤ オ ー トマ テ ィ ッ ク ・ ス キ ッ プ ・ ア ン ド ・デ ュ プ リケ ー ト ・ス イ ッ チ

(c)プ ロ グ ラム ・ セ レ ク シ ョ ン ・ス イ ッチ

(d)プ リ ン ト ・ ス イ ッチ

(e)レ フ ト ・ゼ ロ ・プ リ ン ト ・ ス イ ッチ

(f)ク リ ア ・ス イ ッチ

(4)プ ロ グ ラ ム ・ユ ニ ッ ト

プ ロ グ ラ ム ・ ユ ニ ヅ トの 機 能 と使 用 の 仕 万 を 説 明す る。

(a)プ ロ グ ラ ム ・ カ ー ド

㈲ プ ロ グ ラ ム ・コ ー ド

次 の 基 本 的 な 命 令 を 与 え る た め に 必 要 な 操 作 法 を 説 明す る。

(i)欄 の 限 定

(li)自 動 ス キ ッ プ の 開 始

(iiD自 動 複 写 の 開 始
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(iv)英 字 せ ん孔へ の切 替え

(V)レ フ ト・ゼ ロの 自動 せ ん孔

(c)カ ー ドを ドラムに 巻 きつ け る万法

ω ドラ ム を機械 にセ ッ トす る万法

.(5)ス キ ップの操 作

スキ ップの 意味 を説 明 し,次 の2っ の スキ ップの 万法 を述 べ る。

旬 自動 スキ ップ

(b)手 動ス キ ップ

(6)複 写 の操 作

複写 の意 味 と次 の それ ぞ れ の複写 の 仕方 に っい て 説 明 す る。

(a)自 動複写

こ こで,集 団 せ ん孔 にっ い て も触れ る。

ω 手 動複 写

複写 と関連 して,誤 せ ん孔 カ ー ドの 訂正 の 仕 万 を説 明す る。

(7)レ ー ス ・パ ン チに つい て

(8)レ フ ト・ゼ ロ 自動 せ ん 孔の操 作

レフ ト・ゼ ロ 自動 せん孔 の機能 と,操 作 の仕 万 を簡 単 に説 明す る。

(9)操 作 の開始 と停止 にっ い て

(a)操 作 の 開始

紙カ ー ドをカ ー ド ・ホ ッパ にセ ットしてか らせ ん孔 作業 に 入 るま での 前準 備 にっ い て必 要 な

ことを説 明す る。

(b)操 作 の停 止

操 作 を停 止 し たあ との 後始末 の 仕万 を説 明す る。

⑩ ジャ ム ・カー ドの取 除 き方

ジャム ・カ ー ドの意 味を説 明し,紙 カー ドが ホ ッパ か ら うま くフ ィー ドしな い と きの処 理 紙

カ ー ドがパ ンチ ン グ ・ス テー シ ョンや リー デ ィ ング ・ステ ー シ ョ ンで ジ ャ ムし た と きの 処理 万法

を 述べ る。

ODカ ー ド ・ゲー ジ(cardgauge)の 使 用 目 的 と使 用 の仕方 を説 明す る。 オ フパ ンチ にっ

い て説 明す る。 多 数の紙 カー ドをせ ん孔 す ると きに は カー ド ・ゲ ー ジを使 って φ らか じめせ ん

孔 位 置 が 正 しいか ど うかの 点検 作 業 を してか ら,紙 カ ー ドのせ ん孔 をす る習慣 をつ け させ るよ う
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に す る と よ い 。

◆

●

指導上 の 留意点

(1)紙 カ ー ドとけん盤 せん孔 機 を見せ なが ら説 明 す る。

(2)次 の よ うなせ ん孔 され た 紙カ ー ドを見 せ て,カ ー ド ・コー ド,Xせ ん孔Yせ ん孔,ゾ ー ン

せ ん孔,オ ーバ パ ンチ な どの説 明 をす る。。
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(3)け ん醒せ ん孔機 には,26型 と29型 の2種 類 があ る。 この カ リキ ュ ラムで は29型 を中

心 に述 べてい る 坑26型 を 中 心に す る場合 は,機 能 が 多少 異 るの で 注意 が必 要 で あ る。

(4)'け ん醒 せ ん 孔機 の操作 にっ いて は,実 際に 機械 の ま わ りに生 徒 を集 め て,機 械 を動 か し な が

ら説 明す るとよい。

㈲ 専 門 の キー ・パ ン チャの 養成 を 目的 と して い るの で は な い か ら,キ ー の位 置 指 の位 置 を覚

え させ ること は必要 ない。

⑥ こ こで は,む しろ けん醒せ ん 孔機 を使用 す るため の 基本 的 な態度 を養 う こ とに 重 点 を置 く。

た とえば,次 の よ うな こ とは,き ちん と処 理 で き るよ うにす る。

(a)カ ー ド ・キ ャ ビ ネ ッ トか ら組 方 一一ドを取 出す と きの 注意ご

(b)け ん醒 せ ん孔 機の 周 囲 の整 理整 とん に 気 を配 る。不 用 に な った紙 ガー ドを入 れ る箱 を用 意す る。

(c)使 用 後 はメイ ン ・ライ ン ・ス イ ッチ をOFFに し,カ ー ド ・ホ ッパ,パ ンチ ン グ ・ス テー シ

ョン,リ ー デ ィン グ ・ステー シ ョ ンな どに残 っ てい る 紙カ ー ドを片 付 け る。

ω ジ ャム ・カ ー ドを取除 い た りす る と きに,機 械 の取 扱 い 万法 が わ か らな く なった り,機 械 が
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故 障した ときに は,専 門 の キー ・パ ンチ ャや,担 当の人 に申 出 るよ うに指導 す る。

(7)プ ロ グ ラム ・ユ ニ ッ トの使 用万 法 を教 え る と きには,あ ま り複雑 な ものは省 い て,ス キ ップ

開始,複 写 の 開始,欄 の 限定 な どを中 心 に して教 えれ ば よ い。 ま た,次 の点 に 注意 を払 う必要 の

あ るこ とを 述べ る。

(a)プ ログ ラム ・ ドラムを プ ロ グ ラム ・ユ ニ ッ トか ら出 し入 れ す ると きは,プ ログ ラム ・コ ン ト

ロー ル ・レバ ー をOFFに す る こと。

(b)プ ロ グ ラ ム ・ ド ラ ムec紙 カ ー ドが 巻 か れ て い な い と き に は,必 ず プ ロ グ ラム ・コ ジ トロ ー;レ

・ レバ ー をOFFに す る こ と。

(c)プ ロ グ ラ ム ・コ ン トロー ル ・レ バ ー をONに し て せ ん 孔 を始 め た ら,せ ん 孔 途 中 で プ ロ グ ラ ム

・コ ン トロー ル ・ レ バ ー をOFFに し た り
,ま たONに し た りす る 切 替 え を しな い こ と。

(8)エ ラ ー ・ リセ ッ ト ・キ ー の 使 い 万 。

(9)29コ ー ドと26コ ー ドの 違 い を 説 明 す る。

り

蜘 か たか なせ ん孔 に も簡 単 に触 れ る。

ODキ ー ・パ ンチ の練 習 を させ ると き,第1部 のFORTRAN編 や第2部 のCOBOL編 で 実

際 に プ ロ グ ラム やデ ータ を記入 し た コー デ ィジ グ用 紙 を参照 す る とよ い。

㊥

◎

』
レ

1.2紙 カ ー ド の チ ェ ッ ク

ロ
紙 カー ドにデ ー タが正 し くせ ん孔 され たか ど うか をチ ェ ックす る万 法 を習 得 させ る。

口
次 の ような チ ェ ックの万法 を説 明す る。

(1}視 覚 検 査(sight-check)、

せ ん孔 され る前の デー タ と紙 カー ドにせん 孔 され たデ ー タ とを 比較 す る。 間違 って い ると きに

は,部 分 的に(正 しい部 分は 複 写 す る)あ るい は全体 的 に打 直 す。.打 直 した紙 カ ー ドを,間 違 っ

てい る紙 カ ー ドの 上 に重 ねて 正 し く訂正で きたか ど うか を 目で確 かめ て か ら間違 いの 紙カ ー ドを

処 分 す る。

(2)検 孔(rerify)

せ ん孔 され た紙 カー ドを 検孔 機 で チ ェ ッ クす る。

(3)コ ン ピュー タで チ ェ ックす る万 法

(a)コ ンパ イ ルま た はア セ ン ブル ・エ ラー の メッセー ジ

'

●、
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㈲ ユー テ ィ リテ ィ ・プロ グ ラムを 使用 して,紙 カー ドの内 容 を印 刷 させ て眼 で検 査 す る。
'

¢)プ ロ グ ラ ム の 中 で デ ー タ の 誤 りを チ ェ ッ,クす る。 次 の よ うな チ ェ ッ ク が 考 え られ る。

(i)デ ー タ の 書 式(形 式)の チ ェ ッ ク

(ii)順 序 の チ ェ ッ ク

(iii)検 査 数 字 に よ る チ ェ ッ ク

(iv)リ ミ ッ ト ・チ ェ ック

デ ー タ が 許 され た 範 囲 内 に あ るか ど うか を チ ェ ッ ク す る。

(V)バ リデ ィ テ ィ ・チ ェ ッ ク

(vDバ ッチ ・ トー タル ・チ ェ ッ ク

レ コ ー ド数 や 金 額 の 合 計 な ど を 調 べ て チ ェ ック す る。

(viDバ ラ ンス:チ ェ ッ ク

項 目 の 加 減 算 を 行 な って チ ェ ッ ク す る。

ば
V

●

入

■

指 導上 の留 意 点

(1)チ ェ ック の仕 方 を理 解 す ると同 時 に,ど うし た ら間 違 いの な いデー タを 作成 す るこ とがで き

るか を考 え させ るよ うにす る。 間違 い の な いデータを作 成 す る ことは,デ ータ量 が多 量 に な り,複

雑 に な るほ ど困 難 にな るが,せ ん孔 前 の データをわ か りや す く,きれ い な文 字 で,注 意 深 く書 くこ と

によ って,間 違 い をか な り避 け る ことが で きる
。

② 誤せ ん孔 カー ドの特 定 の け た だ け打 直す 万法 を実 習 させ る。

(3)検 孔 機 は,実 習 し な くて もよい。 機械 を 見せ て,検 査 され る仕組 み を説 明す るだ けで よい。

(4)プ ロ グ ラムで デー タ をチ ェ ックす る万法 を説 明す るのは 簡単 で よい。 プロ グ ラムecよ るデー

タ ・チェ ックは,紙 カー ドの設 計 の 仕方 と深 い 関係 があ る こ とを理解 させ る。

1.3紙 カー ドの 取 扱い 上 の 注 意

口
紐 カー ドを取 扱 うと きに注 意 しな けれ ばな らない こ とを理 解 させ る。

口
次 の よ うな こと を中 心 に述 べ る。
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(1)紙 カ ー ドを折 っ た り曲 げた りしな い。

(2)紙 カー ドを閉 じた り,他 の紙 カー ドや 書類 な どと一 緒 に ク リップで 止 めた りしない。

(3)多 くの枚数 の紙 カ ー ドを持 運ぶ とき は,箱ec入 れ るな ど して,じ か に手 で持 た な い。

(4)1枚 目の紙 カー ドや カー ド・デ ック の上面 にデ ー タの内 容 を示す 簡 単 な表 示 を入れ る。

(5)紙 カ ー ドの 静 電 気を 取 除 くた め に,紙 カ ー ドの 左 右 をよ くさ ば く。

1縫 上の留意司

(1)単 に禁 止 事 項 を 瀞ljす るだ けで は な く,な ぜ その よ うな ことに注 意 を払 う必 要が あ るか を説

明し て理 解 させ る。

② 実 際 に紙 カー ドを用 い て実 演 し てみせ る。

1.4紙 カー ドの 保 管方 法

亘
正 しい紙 カー ドの保 管 万法 を習 得 させ る。

口
次 の 各項 目にっ いて説 明 す る。

(1)温 度,湿 度,そ の他保 管 室 の環 境に っ い て

② カー ド・キャ ビネ ッ トで の保 管 万 法

(3)正 し くせ ん 孔 され た紙 カー ド,未 使 用 の紙 カ ー ドの 区 別,紙 カ ー ドの 整理 整 とん

匡 導上の留意点'

(1)湿 気が 多い 場所 に 保 存す る と,紙 カ ー ドが水 分 を吸取 って,紙 カ ー ドの長 さや厚 さが増 して

しま う。 逆 に湿 気の 少 な い所 で は,紙 カ ー ドの 湿気が 減 り紙カ ー ドが縮 む。 どの場合 もコン ピ ュ

ー タへ の 入 力が 困 難 にな るので 細心 の注 意 が 必要 で あ る。

② 紙 カー ドを,カ ー ド ・キ ャ ビネ ッ トに保管 す ると き,止 め金で きちん と押 え てお く習慣 をっ

け るよ うに指 導 す る。
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2 紙 テ プ

●

●

◎

O

`
、

亀

2.1紙 テ=一プの作成

匡〔 標],

紙 テー プせ ん孔 機の 扱 い方 を説 明 し,デ ー タ を紙 テー プにせ ん孔 す る方 法 を 理 解 させ る。

口
次 の各 項 目 を説 明 す る。

(1)紙 テー プせ ん孔機 の各 部の 機 能

(a)せ ん孔 部

(b)フ ィー ド・チ ェ ック 部

(c)テ ー プ送 り部

(d)紙 テ ー プせ ん孔 タイ プ ライ タ部

(2)タ イプ ラ イタ のキ ー ボー ドの操作 の 仕方

(3)紙 テー プ のセ ッ トの 仕方

④ 用紙 のセ ッ トの仕 方

⑤ 紙 テー プへ のせ ん孔 の 仕方

(6)せ ん孔 中 に 誤せ ん孔 に気付 い た ときの処理

(7)複 写の操 作

せ ん孔 され た紙 テー プの 内容 を新 しい紙 テー プ に その ま ませ ん孔 した り,そ の一 部 を変 更し て

せ ん孔 した りす る操作 の 仕方 を説 明す る。

●
指 導上 の留意 点

(1)最 初 に紙 テー プせ ん7L機 を見 せ て,一 連 の操 作 を実演 して みせ る。

(2)紙 テー プ のせ ん 孔位置 と文 字の 対照 表(コ ー ド表)を 見 せ て,こ の表 を参 照 すれ ば紙 テー プ

が 読 め るよ うに指導 す る。 表 を覚 えて し ま う必要 は な い。

(3)図 や写 真 を多 く活用 す る。

④ キー ボー ドの位置 を 覚 え させ る必要 はな い。,
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㈲ 次 のよ うな こと は き ちん と処 理で きる よ うに指 導す る。

(a)紙 テー プの 整理 整 とん,紙 テー プ を捨て る箱 な どを用 意す る こ と。

(b)紙 テー プせ ん孔 機 の周 囲の 整 理 整 とん

¢)使 用 前 の ス イ ッチ の入 れ方,使 用 後の ス イ ッチ の切 り方

(d)タ イ プ ラ イタ用 紙 の処 理

(6)紙 テー プ の先 端 か らす ぐにデ ー タ を入 れな い こ と,せ ん孔 し終 った 紙 テー プを 切 る とき,少

し余 白 部分 を残 す こ とに注意 す る。

●

嘩

2.2紙 テ ー プ の チ ェ ッ ク

ロ
紙 テー プ上 の デー タ のチ ェ ックの仕 方 を習得 させ る。

ロ
コ ン ピュ一 夕 を使 って チ ェ ックす る方 法 は

,紙 カ ー ドの と ころ を参照 す る。 ここで は,そ の他

の チ ェ ックの 方 法 を説 明す る。 次 のよ うな こ と を中 心 に述べ れ ばよ い
。

(1)紙 テー プの 内容 を印字 して み ること に よっ て検 査す る方法

(2)紙 テー プ検孔 機 を使 って 検査 す る方 法

誤せ ん孔 の紙 テー プを 訂正 す るには,誤 せ ん孔 部 分 を切取 って,正 しい せ ん 孔 テー プ を 継 ぎ足

さな ければ な らな い。 次の3っ の継 ぎ方 を説 明 す る。

(1)重 ね継 ぎ

(2)継 張 紙 によ る方法

③ 接 着テ ー プに よ る方 法

身

命

'

指導上 の留 意 点

紙 カー ドの チ ェ ックの項 で述べ た指 導 上の 留意 点(1),㈲,(4)は こ こで も該当 す る。 紙 テー プの

つ ぎは ぎの 仕方 は,紙 テー プの種 類や 機種 に ょ っ て異 るの で
,各 機 種 の 操作 説 明書 に 従 う必要

が あ る。 次 の例 は,教 え方 の1例 であ る。

(1)継 張紙 や 接 着 テー プを使 っ て継 ぐ とき は,テ ー プ ・ス プライサ を使 用 す る。 手 で も張 れ るが

注意 力 を要す る。

(2)手 で 紙 テー プを張 合 わせ る ときに は,2枚 の紙 テ ー プの穴 の位 置がず れ な い よ うec注 意 し,
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●

δ
〉

●

●

張 り合 せ 部分 はサ イ ドの バ リを取 るた め少 し切 取 るよ うに す る。

(3)重 ね 継 ぎの ζき・ テー プ の進行 方 向が 上ecな るよ うにし て,継 ぎ目 部分 の長 さは2字 分以 下

に す る。一
一 『一ー 一 一 ー テー プ進 行方 向

(4)継 張紙 で継 ぐと き,継 張 紙 が上 に な るよ うecし,継 ぎ 目部 分 の長 さは4～6字 分 とす る。 テ

ー プ ・ス プ ラ イサ を用 い る ときは
,6字 分 とす る。

(5)接 着 テ ー プで張 合 わせ る と き,接 着 テ ー プが 上ecな る よ うにす る。

2.3紙 テー プ の取 扱 い 上 の 注意

口
紐 テー プを取 扱 う とき 注意 しなけ れ ばな らな い こ とを理 解 させ る。

口
次 の こと を述べ る。

(1)紙 テー プは長 いの で,使 用 しな い ときは,巻 い てお くこ と。

② 折 っ た りしない こと。

(3)何 の プ ログ ラムか,ま た は デー タであ るか が わか るよ う に,紙 テー プ の先端 に ラベ ル な どを

張 りつ け て表題 をつ け る。 薄い 色 の紙 テー プな らば,直 接紙 テー プに記 入 して も さ しつ か えな い。

(4)花 文字 の利 用

紙 テ ー プの内 容 を示 す 文字 や 模様 を紙 テ ー プの 最初 の 部 分 に,眼 で 読 取 れ る形式 に してせ ん孔

す る。

1指 導上の留意点 ・

1・3紙 カー ドの取扱 い上 の注 意 の項 で 述 べた指 導 上の 留 意 点 は こ こで も該 当す る
。

2.4紙 テ ー プ の 保 管 方 法

目標,内 容,指 導 上 の留意 点 と と もに1 .4紙 カ ー ドの保 管 方 法 を参 照 す る。
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㊥
1.MODERNDATAPROCESSING

ROBERTR.ARNOLD

HAROLDC.H工LL

AYLMERV.NICHOLS

JHONWILEY&SONS,INC.

19693,580円

第6章PUNCHEDCARDRECORDING.FUNCTIONS

が参 考 に な る。

2.図 説 電子 計 算機 ハ ー ドウェ アの 構成 と動 作

日本 電信 電話 公 社編

電気通 信協 会

昭451,600円

第6章 周辺 装置 で,紙 テ ー プ と紙 カ ー ドにつ い て 触れ てい る。

3.電 子 計算 機 とデー タ処 理

'
R.N.シ ュ ミッ ト

W.E.メ イヤー ズ 共著
」

鵜 沢昌 和 訳

東洋 経 済新 報社

昭441,600円

第9章 入力,出 力,記 憶媒 体 の と ころが 参 考 に な る。

4.電 子 計算 機(1)

金 田 弘 著

コロナ 社

昭451,200円`

3.入 出力 と補 助記 憶 の 入 出力 装置 の ところ が参 考 にな る。

5.電 子計 算 機概 論 一 計 算 機 シス テム と情報処 理 一

'
.池 田 敏 雄 編

オー ム社

昭451.000円
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φ

●

第4章 周辺 装 置の4.3入 出力 装 置 が参考 に な る。

6.紙 テー プ装置

富士通 ㈱ 実 費

紙 テー プ取 扱 い上 の 注意 や保 存 条件 に触 れてい る。

7.キ ー パ ンチ'オ ペ レー タの ガ イ ド ・ブ ック

日本 ア イ ・ピー ・エム㈱ 実 費

けん醒せ ん孔 機 の 操作 の 仕方 な どを詳 細 に述 べ てい る。

も

■

■

■

」
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第4部 コ ン ピ ュ ー タ の 運 用

●

◆
こ こ で は 次 の 用 語 を 教 え る。

操 作(オ ペ レー シ ョ ン),カ ー ド ・ ジ ャ ム,カ ー ド ・ ス タ ッカ,カ ー ド・デ ッ ク,カ ー ド ・ フ ァ

イ ル,カ ー ド ・ ホ ッパ,更 新 す る,再 開(再 起動),実 行(ラ ン),順 序 検 査,ジ ョ グ ル,ジ ョ

ブ,チ ェ ック ポ イ ン ト,パ ッチ(切 り張 り),保 守 補 助 操 作,メ ッセ ー ジ,ラ イ ブ ラ リ

争

℃.

1教 育の 目標

コ ンピ ュー タは,機 種 に よって構 成 や 機能 が違 うの で,操 作 の 仕方 も個々 の コン ピュー タに よ

って か な り異 って い る。 しか し,そ れ と同時 に,ど の コ ン ピュー タ を使 う として も,共 通 して考

えて おか な けれ ばな らな い問題 が い くっ か あ る。 ここ では,コ ン ピュー タ の操 作 にっ い て一 般 的

に 考え なけ れ ばな らない 共通 の 問題 を理解 させ る。 プロ グ ラ ミングの 実 習 をす るた めに は,実 習

に使 うコ ン ピュー タの固 有 の操作 も知 らな けれ ばな らない が,固 有 の操 作 につ い て はコ ン ピュー

タ ・メー カ が発 行 してい る各 装置 の 操 作説 明書 を使 っ て補助 説 明 をす れば よい。 主 とし て次 の よ

うな内容 に つ いて,生 徒 の理 解 を深め る。

デー タの 取 扱 い,制 御 卓 の 操 作,入 出力装 置の 操作,操 作の 技法,カ ロ グ ラム の管 理,プ ロ グ

ラム の保 守、

■

㊧

内容のあらま し

教 え る項 目 と時 間数 は,次 の とお りで ある。

コ ン ピュー タ の構成 と環 境

デ ー タ の取 扱い

制御 卓 の操 作

入 出力装 置 の操 作

コ ン ピュー タ操 作

プ ログ ラム の保 守
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口
1・ コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 と 環 境

コン ビ・ユ_タ は,中 央 演 算処 理 装 置,入 出力装 置,補 助記 憶 装置 な どい くつか の装 置 か ら構 成

され て い る。 それ らの 装 置が,操 作 す る立場 か らみて調 和 の とれ た構成 に な って い るこ と,操 作

(オ ペ レー シ ョ ン)し やす い 配置 にな ってい る こ とが大 切 で あ る。

次 の よ うな 点 につ い て簡単 に説 明す る。

(1)操 作 員 が 無理 な く動 け る よ うに 各装 置 の 配置 を考 え る。

② シス テ ムが 拡張 で きるよ うに配 慮 してお く。

(3)作 業 の指 示 入 出力 デー タの 整 理,デ バ 久 紙 カー ドのせ ん孔 な ど,コ ン ピュー タ操 作 に付

随 して生 ず る作業 がで きるスペ ー ス を確 保 す る。

(4)温 度 調整 の 仕方。

(5)湿 度 調 整の 仕方。

温 度,湿 度が許 容量 を越 えた と きの 処理 につい て も説 明す る。

⑥ ごみ や ち りの 処理

2デ ー タ の 取 扱 い

入力 デ ー タの 取扱 い,出 力 デー タの 取扱 い,デ ー タ ・ラァィ ルや プロ グラム ・ライ ブ ラ リな ど

の扱 い方 につい て説 明 す る。

(1)入 力デ ー タの取 扱 い。'

入 力 デー タが作 られ るまで の過程 につ い て,第3部 デー タ準 備の復 習 をす る。

紙 カー ドや紙 テ ー プにせ ん孔 され た デー タ は,紛 失 した り,破 損 され た りす る こ とのない よ う

十 分注 意 して,コ ン ピュ ー タ室へ運 び,処 理 され な けれ ば な らな い。 現 実 には入 力 デー タの 紛失

や破 損 が しば しば起 って い るので,ど の よ うな場合 にそ の よ うな ことが 起 るか具 体 的 な例 をあげ

て説 明す る とよ い。

事故 を 防 ぐための 配慮,入 力 デ ー タの 受 け渡 しの仕方,処 理 済 みの 入 力デ ー タ の保 管・ 入 力デ

ー タを訂 正 す る と きの注意 な どにつ い て,考 え方 を説 明す る。

② 出力デ ー タの 取扱 い。

印刷用 紙 に 出 力 され る場合 と,紙 カー ド,紙 テー プ,磁 気 テー プな どに 出力 され る場 合 とに 分

けて説 明す る。

印 刷す る場合,複 数 個所 に配布が 必要 な と きは カー ボ ンつ きの複写 用 紙 を使 うこ とが で きる こ
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・,

ぐ

とを述べ る。 複 写用 紙 を切 離 した り,連 続用 紙 を 切断 した りす るため の装 置 につ いて簡 単 に説 明

す る。

紙 カ ー ドや 紙 テー プへ の 出 力 につ いて は,入 力デ ー タの取 扱 い に 準 じて 考え て よい。 ただ し,

紙カ ー ドに 出力 す る場 合 は,内 容 が 紙 カー ド上 に 印字 され ない ので,せ ん孔 された紙 カ ー ドに マ

ジ ヅク ・イ ンクな ど を使 って 内容 を示 す表 示 を記入 す る必 要 があ る。 紙 カ ー ド翻 訳 印字機(イ ン.

タ プ リタ)を 使 え ば,紙 カー ドの 内容 を紙 カー ド上 に 印 字で き る。

磁 気 テー プへ の 出力 につい ては,次 の デー タ ・フ ァイル の 取扱 い とあわ せ て説 明す る。

(3)デ ー タ ・ファ イル の 取扱 い 。

デ ー タ ・ファ イル を 記録 す る媒 体 と して は,紙 カ ー ド,紙 テ ー プ,磁 気テ ー プ,磁 気デ ィス ク

な どが あ る。 それ ぞ れ の媒 体 に記 録され て い る フ ァイル にっ い て,保 管 の問 題 を中 心 に説 明す る。

次 のよ うな点 を説 明す る。

ω 保 管の 仕方 と保 管 場所

火災 や事故 の対 策に も触 れ る。

(b)保 管 す る期 間

(c)保 管 の手続 き

(d)使 用 す ると きの手 続 き

(e)廃 棄 す る ときの 手続 き

磁気 テ ー プの 保管eC関 連 して三 世代 保 管(threegeneration)の 考 え方 を説 明す る。

磁 気 テー プ ・ リー ル につ け る外 部 表示 ラベ ル に っ いて説 明す る。

(4)プ ログ ラム ・ライ ブラ リの取 扱 い。

プ ログ ラム ・ラ イブ ラ リもデー タ ・フ ァイル と同 じよ うに,,紙 カ ー ド,紙 テー プ,磁 気テ ー プ,

磁気 デ ィス クな ど に記 録され るが,デ ー タ ・フ ァイ ル に準 じて 扱 え ばよ い。 しか し,次 のよ うな

点は,プ ロ グ ラム ・ライブ ラ リ独 特 の 問題 なの で,特 別 な配 慮が 必 要 で あ る。

(a)し ば しば 修正 され るので 元本 の保 管が むず か しい。

(b)1枚 で も順 番が くるっ た り,紛 失 した りす ると使 えな くな る。

(c)文 書 が完備 して い ない と内容が っ か めな い。

3制 御 卓 の 操 作

制 御卓 の概 要 を説 明 す る。 細 かい 点 は,コ ン ピュー タに よ って 異 るので,そ れ ぞれ の コンピ ュ

ー タに 固有 の操 作説 明書 を使
って 説 明す るとよい。
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例 えば 次 の よ うな 点に 触れ る。

(1)制 御卓 の キ ーや ライ トの 説 明

(a)電 源ス イ ッチ ・

(b)非 常用 ス イ ッチ

¢)コ ン ピュー タを始 動 させ るため の キー,再 始動 の ため のキ ー

(d)コ ン ピュー タの 実 行 を停 止 させ るキー(stopkey)

(e)入 出力装 置 の ス ター ト,ス トップ ・キー

(f)プ ロ グ ラム ・ロー ド ・キー

(g)操 作 モ ー ドを決 め るス イ ッチ

実 行モ ー ド,表 示モ ー ド,記 憶域 の ダ ンプ,ア ドレス ・ス トップな どの 機能 とあわ せ て説 明 す る。、

(h)ア ドレス ・セ ッ トの ダ イ アル とス イ ッチ

(i)エ ラー ・ リセ ッ ト・キー

(j)レ ジス タ の内容 を示 す ラ イ トとキ ー

(k)ロ ジ ック ・ライ ト

演算 エ ラー,算 術演 算 オ ーバ フ ロー,比 較結 果 な どを示 す ラ イ ト,入 出 力装 置へ の注 意 を促 す ラ

イ トな どを説 明す る。

② 制 御卓 の 操作 の手 順

制 御卓 は,操 作 員が コ ン ピュー タの 操 作 をす る ときに,一 番 重要 な装 置で ある。操作 員 が プ ロ グ

ラム の操 作 説 明書 に従 って 実 行(ラ ン)を 行 な う手順 に添 って操 作 の 仕方 を説 明す る。

も(a)プ ログ ラマか ら操作 員へ の指 示

プロ グ ラ ミン グを し た人 が操作 も行 な うと い うこ とは少 な い。 一 般 的 に はプ ログ ラ ミン グ とコ

ンピ ュー タの操作 とは 分業 化 され て い るこ とを述べ て,プ ログ ラマ と操作 員 の間 で 作 業 の仕 方 に

っい て,適 切 な情 報 の 交換 が必 要 な こ とを説 明す る。 操 作 員は,操 作 に先 だって 次 の よ うな こ と

をっか ん で いな くて は な らない。

・ 使 用す るプ ログ ラム

・ 使用 す る入 出 力装 置 と入 出力 媒体

・ 使 用 す る入 力デー タ

'使 用 す るデー タ ・フ ァイル

・ 使 用す る印刷 用紙 と印 刷 の書式
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これ らの情 報 は プ ロ グ ラム の操 作説 明書 に記 入 す る。 操 作説 明書 の 内容 と役 割 を 説 明 す る。

(b)操 作 員の操 作

次 のよ うな点 を説 明す る。

プ ロ グ ラムの ロー デ ィ ング

使 用 す る入 力 デー タや デー タ ・フ ァイ ルの セ ッ ト 、

出 力媒 体 の セ ッ ト

コ ンピ ュー タの 誤動作,入 出力 エ ラー,操 作 員 の操 作 エ ラー,プ ロ グ ラム ・エ ラー な ど を起 し

だ と きの 措 置 を説 明す る。 エ ラー 処 理 と 関連 させ て,プ ロ グ ラム の再 開(再 起動)に つい て も触

れ る。

(c)タ イ プ ラ イ タ型 制御 卓 の操 作

タ イプ ラ イ タ型 制御 卓 の役 割 にっ い て次 のよ うな点 を説 明す る。

コ ン ピュー タ と操作 員 の間 の情 報交 換 。

制 御卓 へ の メ ッセー ジの 印刷,制 御卓 か らの 情報 の 入 力 。

タイ プラ イタ型 制御 卓 を使 って,コ ン ピュー タで 処理 し た作 業 の 記 録 をとる ことがで きる。

実 行 され たジ ョブの 番号,ジ ョ ブ の 名前,作 業 開始 時間,作 業終 了 時 間 な どを タ イプ ライ タ型

制 御卓 に打出 す 仕 組み にっ い て簡 単 に述 べ る。

4入 出 力 装 置 の 操 作

次 の よ うな 入 出力装 置 の操 作に っい て説 明 す る。

・ カ ー ド読 取装 置

・ カー ドせ ん孔装 置

・ 紙 テー プ読 取装 置

'紙 テー プせ ん孔装 置

・ 印 刷装 置' 、

i
・ 磁 気テ ー プ 記憶 装置

・ 磁 気デ ィ ス ク記 憶装置

(1)カ ー ド読 取装 置 の操 作

カー ド・ホ ッパ,カ ー ド ・スタ ッ カ,読 取 機 構 な どカ ー ド読 取 装置 の 操作 に 関係 の深 い部 分 の

説 明をす る。 カー ド・デ ッ ク,カ ー ド・フ ァ イル とい う用 語が よ く使わ れ るの で,こ こ で説 明 し

て お く。
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カ ー ド読取 装 置 の操 作 に 関連 して 次 の 説 明をす る。

(a)カ ー ド'デ ック の ジ ョグ ル

(b)カ ー ド ・デ ック に のせ る ウエ ー ト(お もし)

(c)カ ー ド読取 装 置 の始 動の 仕方

(d)紙 カー ドの フィ ー ド・エ ラー(ニ ック)

(e)カ ー ド・ジ ャム

(f)ジ ャ ム ・カ一一ドの取 出 し方

(∂ 最終 カー ドの読 込 ませ 方.

紙 カー ドは,紙 テー プや磁 気 テー プな どと違 って,紙 カ ー ド1枚 ごとecデ ー タが 分 離 してい る

ので,順 序 が くるっ た り,紛 失 した りす る こ とが起 りや すい 。 その よ うな誤 りを発 見す る手 段 と

して一 般 的 に行 なわ れて い る順 序検 査(シ ーケ ンス ・チ ェ ック)と トー タル ・チ ェ ッ クにつ いて

説 明す る。

(2)カ ー ドせ ん孔装 置 の操 作

カー ドせ ん 孔 装置 は,カ ー ド読取 装置 に準 じて考 えれば よい。

カ ー ド・ホ ッパecは,ブ ランク ・カー ドを置 く。 せ ん 孔 され た紙 カ ー ドの最後 の1枚 の 取 出 し

方,せ ん孔 エ ラーが 起 っ た と きの 処 理 な どは,カ ー ド読 取 装 置 と異 るの で説 明して お く。

(3)紙 テ ー プ読 取装 置

紙テ ー プ読 取 装置 には,高 速読取 装 置 と,卓 上 型 の低 速 読取装 置 とが あ る。 個 々 の 操作 は,装

置 に よっ て異 るの で,必 要 に応 じ て,各 装 置 の操作 手引書 を参照 す る。

一 般 的 な説 明 と して は
,次 の よ うな程度 の説 明 をすれ ば よ い。

ω 紙 テー プの読 取 り方 式

ス トリ ップ ・フ ィー ド

セ ン タ ・ロール'フ ィー ド

リーノレ・フ ィ ー ド

(b)読 取 りエ ラー を起 し た と きの処 理'

(c)処 理 後 の紙 テー プの 後始 末

(4)紙 テ ー プせ ん孔 装置

必要 に応 じて,第3部 デ ー タ準 備 の 紙 テー プの項 と上記 の 紙 テー プ 読 取装置 の 場合 を 参照 す る。

(5)E日 届iJ装置

印 刷装 置 に は,ラ イ ン・プ リンタ(行 印字 機)と,タ イ プライ タ型 の印刷 装置 とがあ る。
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ラ イ ン ・プ リ'ン タ に ヒ)い て は,次 の よ う な 点 を 説 明 す る。

(a)キ ー と ラ イ ト

ス タ ー ト ・キ ー

ス ト ッ プ ・キ ー

キ ャ リ ッジ ・ ス ト ッ プ ・キ ー

エ ラ ー ・ リセ ッ ト ・キ ー

ス キ ップ ・キ ー

ス ペ ー ス ・キ ー

シ ン グ ル ・サ イ ク ル ・キ ー

プ リ ン ト ・ レデ ィ ・ ラ イ ト

プ リ ン ト ・チ ェ ッ ク ・ ラ イ ト

エ ン ド ・オ ブ ・フ ォ ー ム ・ ラ イ ト

(b)用 紙 の セ ッ トの 仕 方

(c)印 刷 位 置 の 調 整 の 仕 方

(d)印 刷 の 濃 さ の 調 整 の 仕 方

(e)キ ャ リ ッ ジ ・ テ ー プ の 作 り方 と,キ ャ リ ッ ジ ・ テ ー プ の セ ッ トの 仕 方

テ ー プ ・パ ン チ の 使 い 方 も説 明 す る。

ライン・プ リン タ に つ い て は,チ ェ ー ン ・プ リ ン タが 広 く使 わ れ て い る の で,チ ェ ー ン と 文 字 セ

ッ トに つ い て も 簡 単 に 触 れ る と よ い。

タ イ プ ラ イ タ型 印 刷 装 置 に ら い て は,タ イ プ ラ イ タ 型 制 御 卓 を 参 照 し,次 の 説 明 を す る。

(a)用 紙 の セ ッ トの 仕 方

(b)キ ャ リ ッジ ・ リ タ ー ン

((〕 ラ イ ン ・ フ ィ ー ド

(d)バ ッ ク ・ス ペ ー ス

(6)磁 気 テ ー プ装 置

最 初 に磁 気 テ ー プ の 機 構 を 簡 単 に 説 明 す る。 キ ー と ス イ ッチ の セ ッ トに つ い て,次 の よ うな 点

を 説 明 す る。

(a)リ セ ッ ト ・キ ー

(b)ロ ー ド ・キ ー

(c)リ ワ イ ン ド ・キ ー ・
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(d)ス タ ー ト ・ キ ー ・

(e)ス ト ッ プ ・ キ ー

(f)ア ン ロ ー ド ・キ ー

(g)装 置 ア ドレ ス の セ ッ ト

磁 気 テ ー プ ・ リ ー ル の 取 扱 い方 に っ い て 次 の 点 を説 明す る。'

(a)テ ー プ ・ リー ル の 持 運 び 方

(b)フ ァ イ ル 保 護 リ ン グ の 扱 い 方

(c)磁 気 テ ー プ の 外 部 表 示 ラ ベ ル の 付 け方

(d)磁 気 テ ー プが 破 損 し た と き の処 理

(・)ロ ー ド'ポ イ ン ト'マ ー カ の付 け方

(f)磁 気テー プ ・ リール の 保 管 の仕方

磁 気テー プ記 憶装 置の 操作 につ いて,次 の点 を説 明す る。

ω 磁 気テ ー プ ・ リー ルの 取 付 け方

(b)磁 気 テー プ記 憶 装 置 と レデ ィ の状態ecす る
,ため の操 作

(c)読 み 書 きヘ ッ ドの掃 除

ω 読 み書 きエ ラーが ひん ばん に起 った と きの処理

磁 気テ ー プ記 憶 装置 で は,フ ァイル を更新 す ると きの 操作 が 重 要 であ る。 次 の よ うな 図 を示 し

て フ ァ イル を更新 す ると きの操作 の仕方 を説 明す る ことが望 ま しい。

.す

'

更新 前
基 本フ

ァイル

|ト

戸 一
取引 プアイ ル

i

更 新

.

更新 済
み 基本
ファイル

⑨

(磁 気 テー プ1)

(磁 気テー プ2)

「

磁 気 テー プ1に っい ては,次 の よ うな 処理 が 必要で あ る。

(a)フ ァイ ル保 護 リン グが 取 りはず され てい るこ とを確 認す る。
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(b)外 部表 示 ラベ ル を 見 て 内容 を確 認す る。

(c)磁 気テ ープ 記憶 装 置 にセ ッ トす る。

磁気 テ ー プ2に つい て は,次 のよ うな 処理 が 必要で あ る。

(a)外 部 表示 ラベ ル を見 て,磁 気テー プの 内容 が消 され て もよい もの か ど うか を確認 す る。

㈲ ファ イル保 護 リング を取 付 け る。

(c)磁 気テ ー プ記 憶 装置 にセ ッ トす る。

(d)処 理 の あと,フ ァ イル 保護 リン グ を取 りはず す 。

le)外 部 表示 ラベ ル を付 けて,作 成 日,作 成 者,フ ァイル 名,内 容 な どに つい て の 表示 を記入 、

す る。

(7)磁 気デ ィス ク記憶 装 置

磁 気デ ィス ク記憶 装 置 は,簡 単ec触 れ る程度 で よい。 次 の2点ecつ い て説 明す る。

(a),磁 気 デ ィス ク ・パ ッ クの取 扱 い

磁 気 ディス ク ・パック の持 運 び方,保 管 の 仕方,外 部表 示 ラベ ル の 付 け方 な ど を説 明す る。

(b)磁 気デ ィスク記 憶 装置 の 操 作

磁 気 デ ィス ク ・パ ッ クの セ ッ トの仕 方,磁 気 デ ィス ク記憶 装 置 の レデ ィの 仕方,.読 み書 きエ

ラー が ひん ぱ んに起 っ た ときの処 理 な どにっ い て 述べ る。

磁 気 ディス ク ・パックは,一 般 に破損 し た とき内容 を復元 す る ことが 困難 なの で,内 容 を複写 し

て保管 してお くこ とが 必 要 で あ る。 磁気 テー プに 内容 を ダ シプ して 保存す る方 法 や,ダ ン プ のサ

イ クル な どに つい て説 明す るとよ い。

、

'
●

⑧ 補助操 作,

コン ピュー タで処 理 を行 な うと き
,コ ン ピュ ー タに はi盲捜 接続 してい ない補 助 装置 を使 うこ と

があ る。 け ん醒 せ ん孔 機や 検 孔 機 も補 助装 置の 一 種 で あ る
。

その 他に よ く使われ る補 助 装 置 と して,カ ー ド分類 機 や カー ド翻 訳印 字機 な どがあ る
。 これ ら

の装 置 の機 能 や 操作 に っ いて 簡単 に触 れ る。

5コ ン ピ ュ ー タ 処 理

コ ン ピュー タ を使 って処 理 を 行な うと きに持
って い な けれ ばな らない基礎 的 な 知 識 につい て教

え る。 次 の よ うな点 を説 明す る。

コン ビ。ユ一 夕の使 用計 画(ス ケ ジュー リング)
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作 業 記 録と故 障 時 の処 理

操作 の技 法

(1)コ ン ピュー タ の使用 計 画

コ ンピ ュー タで作 業 を行 な うと きは,コ ン ピュー タの 使用 計画 をたて る こ とが 非常 に重 要 で あ'

る。 使用 計 画 を たて る ときに,考 慮 しな けれ ば な らな い点 にっ い て説 明 す る。 次 の よ う な点を 述

べ る。

(a)実 行 時間 の推 定

(b)人 手 に よ る処 理 の 時間

紙カ ー ド,紙 テー プ,印 刷用 紙,磁 気 テー プ ・ リー ルの セ ッ トな ど,操 作員 が 操 作 に要 す る時

間

(c)リ ラ ン(再 操作)に っい て の 考慮

入力 デ ー タの 誤 りや 操 作の 誤 りな どで,リ ラ ンが 必要 にな る ことが 多 い。

(d)操 作 開 始可 能 時 間の推 定

デ ー タの到 着 時間 や デ ー タのエ ラー ・チ ェ ック に要す る時 間 な ど を考慮 す る。

(e)要 求 され て い る ター ンア ラウ ン ド時 間

作業 の優 先度 や緊 急 度 を考 え る。

(f)プ ロ グラ ム ・テ ス ト時 間 の推 定

プ ログ ラム ・テ ス トをす るの に必 要 な コ ン ピュー タの 時 間を推 定す る。 推定 の 仕方 に はい ろ い

ろな 方法 が あ るの で,お おまか に 見 当を付 け る程 度 で よい 。

(2)作 業記 録 と故障 時 の処 理

作業 記 録簿 の実例 を紹 介 し,作 業 記 録簿 の付 け方 を説 明す る。 コ ン ピュー タの 故障 はい ろい ろ

な場 合が考 え られ るの で,故 障 した ときの処 理 に っ いて は,実 務 を通 して経 験的 に学 ぶ よ り仕 方

の な いこ とが 多 いが,こ こで は,一 般 的 にい え る こ とが らと して次 の よ うな点 を述 べ る。

(a)故 障の 確認

操 作 の誤 りと故 障 を見違 え るこ とが 多 い 。

(b)故 障 の状態 を正確 に記 録す る。

故 障ec関 連 し た 資料 を保存 す るr

(c)故 障 し た と きの連 絡 の仕 方

((D故 障 時の代 替 処 理.

緊急 な作業 に っ いて は,別 な 処理 の仕 方 を考 えて お か な くて はな らない。
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(3)操 作 の技 法

次 のよ うな点 につい て説 明す る。

プ ロ グラ ムの パ ッチ(切 り張 り)

記 憶 ダ ンプ

チェ ッ クポイ ン トと再 開

ユー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム

オ ペ レー テ ィ ング ・シス テム

(a)プ ロ グ ラムのパ ッチ(切 り張 り)

紙 カ ー ドにせ ん孔 されてい る実行 プ ログ ラムの パ ッチの 仕 左 主記 憶 に ロー ドされ て い る プロ

グラム のパ ッチ の仕方 な どを 簡単 に説 明 す る。

(b)記 憶 ダ ンプ

記 憶 ダ ン プを と る ときの操 作 の仕 方 を説 明す る。 制御 卓 の キー の操 作 で行 な う方 法 と,ユ ー テ

ィ リテ ィ ・プ ログ ラムに よ る方法 とが あ る。

(c)チ ェ ヅ クポ イン トと再 開

チ ェ ックポ イ ン トの概 念を 説明 す る。

チ。。ク.細 ン トを と るこ とが,な 樋 要力・を説 明す る・ 磁気 テープワ ・ イル を入 力 して集 計 し

なが ら印刷す る処 理 を長 時 間 続け る場合 な どを 例 にあげ て説 明す る とよい。

チ ェ ックポ イ ン ト・レコー ドを使 って,処 理 の 再開 をはか る ときの 方法 を 簡単 に説 明す る。 チ

ェ ック ポイ ン トを考 え たプ ログラ ムの例 をあげ に くけれ ば,分 類 併合 プロ グ ラム を 取上 げ て説 明

す ると よい。

(d)ユ ー テ ィ リテ ィ ・プロ グ ラム

紙 カー ドか ら磁 気テ ー プへ の変 換,磁 気 テー プの 印 刷,磁 気テ ー プの複 写,磁 気 ディス クか ら

磁気 テー プへ の ダ ンプ な ど,よ く使 われ る も.のの中 か ら1,2取 上 げて 操作 を説 明す る。

(e)オ ペレー テ ィ ング ・シス テム

オ ペ レー テ ィング ・シス テム の制御 の もと で処 理 を行 な う と きの 特 徴 を簡 単 に説 明す る。

連続処 理 並行処 理 オ.。ラィ ・処 理 な どの 操作 ・こつ い て,特 徴的 な ・とが ら醐 上 げ て 説明

すれ ばよ い。

6プ ロ グ ラ ム の 保 守

プ ログ ラム は絶 え ず性能 の 向上 や機能 の 拡張 が求 め られ てい るの で,し ば しば 変 更 され るこ と

}
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に な る。 こ こでは,プ ロ グ ラムを 変更 す ると きに 考慮 しなけ れ ば な らな い 点灯 保守 の 技法 な ど

につ い て説 明す る。

次 の よ うな点 を説 明す る。

(a)プ ログ ラム の保 守 をす る と きの 手続 き

プ ログ ラムを 安易 に修正 す る と混乱 を 起す もと に な る 。 特 に,プ ロ グ ラ ム作 成 や 保守 の担 当

者 と操 作 員 が異 る場合 には,プ ログ ラム を修 正 した と きの連 絡 の不 徹 底が,重 大 な結 果 を招 くこ

とが よ くあ る.プ ロ グラ ムの保 守 の 手続 きを ど う した らよい か例 を あげ て 説 明す る。

(b)文 書 化

プ ログ ラム を修 正 す る と,そ れ に と もな って プ ロ グ ラムの 仕様 書や 説明 書 な どを修 正 しな くて

はな らな い。 プ ログ ラ ムに つ いての 文書 と,プ ロ グ ラム その もの とが ずれ て い るとき に生 ず るむ

だ や混乱 につ い て十 分理 解 させ て お く必要 が あ る。

.(c)プ ロ グ ラム の 管理

プ ログ ラム 改訂 の レベ ル が す ぐ わか る よ うに してお くこ と,事 故 に備 え て 複写 を と って お くこ

とな どが重 要で あ る。 プ ログ ラムの 改 版番 号(versionma)や 改 訂番 号(modification

%)に つ い て説 明す る。

ω モ ジ ュール 構造

プ ログ ラム の改 訂 を容 易に す る技 法 として,プ ロ グラ ムの モ ジュ ール構 造 につ いて 説 明す る。

モ ジュ ール構 造 の 技法 を詳 し く説 明す る必要 はな い。 プロ グラ ムの設 計 をす ると きに,保 守 を 容

易 にす るとい う考慮 が 必 要な こ とを理解 させ る こと に重点 を おい て説 明す るとよ い。 給 与計 算 の

プロ グ ラムな どを例 に あげ て,保 守 の 負担 を少な くす るた め に ど うし た らよ い かを生 徒 に考 え さ

せ てみ て もよ い。

(e)プ ロ グ ラムの互換 性 、

噛
プ ロ グ ラム の修 正 の仕 方に よ っては,改 訂す る前に 使 ってい たデ ー タや他 の プ ログ ラム 糖 新

しい プ ロ グ ラムで は利 用 で きな い ことが あ る。 そ うし た例 をあ げて,互 換 性 の問 題 を考 えさせ る。

プロ グ ラ ミン グ ・シス テ ムが 改 訂 され る こ とに よって,プ ログ ラム を 書直 さな ければ な らな く

な る例 や,デ ー タの形 式 を変 える こ とによ って生 ず る混乱 な どを説 明す る。 間 接的 に互換 性 を 持

たせ るた め のデ ー タ変 換 プ ロ グ ラム にっ い て触 れ る。

指 導上 の留 意 点'

コ ン ピュー タ の操作 に は,特 定 の 機種 に限 定 され な い一 般 的な ことが らと,個 々 の 機種 に 固有
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な操 作 の問 題 とが あ る。 機種 に固 有 の ことが らは,そ れ ぞれ の装 置 の解 説 書 を使 って 必 要 に応 じ

て 説 明 した り,実 習 を行 な う。 一 般 的な こ とが ら として,特 に重 要 な の は操 作 の技 術 よ りも,操

作 の心構 えで あ る。

操作 をす る と きに 重要 な こ とは,い か に して 効率 的 に,正 確 に操作 を行 な うか とい う こ とで あ

る。 し たが って,説 明が 技術 的な問 題 に片 寄 らな い よ うにす る こ とが 望 ま しい。

コン ピ ュー タ操作 の実 習は,プ ロ グ ラ ミン グの 実習 とあ わせ て 行 なっ て もよい し,独 自に 行 な

って もよ い。

実 習 と しては,紙 カー ド,紙 テー プ,印 刷 用紙,磁 気 テ ー プな どをセ ッ トす る とい う簡 単 な も

の のほ か,次 の よ うな ものが 考 え られ る。

(1)制 御 卓 の操 作

制 御卓 か ら,デ ー タを主 記憶 に そ う入 す る。

主記 憶 の 内容 をダ ン プす る。

制御 卓 の 操作 で 命令 を1ス テ ップず っ実 行 させ る。

② ユ_テ ィ リテ ィ ・プ ロ グラム の使用'

制御 カ ー ドを作 らせ,制 御 カ ー ドを使 って ユー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ムで 処理 を行 な う。

(3)操 作 説 明 書の 作 成

プ ログ ラ ミン グの 実習 で作 成 した プロ グ ラム の操作 説 明書 を作 成 させ る。

コン ピ ュー タ室 は,温 度,湿 度 が一 定 に保 たれ てい る こ とや,清 潔であ る こ とが 重要 で あ る。

生徒 に は実 習 の前 後 の整理 ・整 とん に十 分 気 をつ け させ る。

コン ピュー タ の環境 にっ いて,絶 えず 気 を配 るよ うに 指 導す る。

で き るだ け 実 物を 見 せて 説 明す る。

ス ライ ドや 写真 もで き るだ け多 く使 った方 が よい。

ミ'」

酬
1.MODERNDATAPROCESSING

ROBERTB.ARNOLD

HAROLDC.HILL

AYLMERV.N工CHOLS'

JHONWILEY&SONS,INC.

19693,580円 ～
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第 、7章ELECTR・N・CDxATAPROCESS・NGOPERA-

TIONSが 参 考 に な る。

2電 子計 算 機 の原理 と構 造

電気学 会 通信 教 育 会 著

社 団法人 電 気学 会 発 行

取 次販 売所 ㈱ 学 献 社

昭45.91,000円

第2章 小型 電 子 計算 機 第3章 高 性能 の電 子 計 算機 が参 考ocな る。

3だ れ に も使え るコ ン ピュー タ

南 条 優 著

日本 生 産 性本 部

昭44.6480円

1コ ン ピ ュー ター の基 礎 知識 の 「コ ン ピュー ターの し くみ」 が 参 考に な る。

4初 等 電子 計算 機読 本

石 井 康雄 著

オ ー ム社

昭41.7550円

第2章 入 出 力装 置が 参考ocな る。

5自 己学 習 コ ン ピュー タの基 礎

M.V.フ ァ リナi著

藤 沢 忠 訳

ダ イモ ン ド社

昭45.4850円

第14章 磁 気 テ ー プ ・フ ァイル や,第15章 フ ァイル 維持 第16章 コ ンピ

ュ_タ ・セ ン ター が参考 にな る。
●

6コ ン ピュ ー タ 科 学 入 門

涌 田 宏 昭 編

白 桃 書 房

昭44.1800円

第4章'コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の 構 成,第5章 プ ロ グ ラ ミン グ の 話(そ の1),
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第5章 プロ グラ ミングの話(そ の2)が 参 考 に な る。

7磁 気 テー プ読本

木 沢 誠 編

デ ー タ ・ネ ッ ト社

昭44.12800円

磁 気テ ー プ全般 にっ いて詳 し く述べ てい る。

8電 子計 算 機 とデー タ処理

R.N.シ ュ ミッ ト

著

W.E.メ イヤー ズ

鵜沢 昌和 訳

東洋経 済 新 報社

昭44.91,600円

第17章 シ ステム と手 続 きが 参考 に な る。

9電 子 計 算機(1)

金 田 弘 著

コロナ社

昭45.91,200円

4.オ ペ レー テ ィン グ ・シス テム,6.デ ー タ処 理 の 計 画 と設計 が参 考に な る。

10各 コン ピュー タ ・メ ーカ の 機械 操作 手引 書

実 費

7

◎
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本編は,「 初級情報処理技術者育成指針 」を活用す るにあた り,参 考

とな る事項 をとりま とめた もので あ りますが,一 部につい て外部資料 を

引用 させていただ きました。 こ＼に,内 容の転載 につ いて快 くご許可い

ただいた下記の諸機 関 ・団体 に対 し感 謝の意を表 します。

(転 載順)

通商産業省 重工業同情報処理振興 課

社 団法人 日本電子工業振興協 会

財団法人 日本規格協 会

通商 産業省工業技術 院標準部

文部省初等中等教育局職業教 育課

財 団法人 日本経営情報開発協会
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付 録1情 報 処 理 技 術 者 試 験 の 概 要
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昭和44年 度か ら始 った情報処理技術者試験について,通 商産業省重工業局情報処理振

興課から発行 された昭和45年 度情報処理技術者試験案内書の抜粋 と,関 係法規を示す。
、

1.昭 和45年 度情報 処理技術 者試験 案内書

(抜 粋)

1情 報 処理 技 術 者 試験 にっ い て

昨年度発足した情報処理技術者認定試験は,今 年度か ら情報処理振興事業協会等に関する法律

第6条(別 項参照)に 基づく情報処理技術者試験として行なわれることにな りました。

情報処理技術者試験の目的は,

(1)企 業 団体 官公庁等に勤務する情報処理技術者等に目標を示し,刺 激 を与えることによっ

てその技術の向上を図ること。

② 情報処理技術者として備えるべ き能力についての水準を示すことにより,教 育水準の確保に

資すること。

(3)電 子計算機を利用する企業,団 体,官 公庁等で情報処理技術者の採用,配 置,昇 任等を行な

う際に役立っよう客観的な評価の尺度を提供し,こ れを通じて情報処理技術者の社会的地位の

確立をはかること。

などにあります。 したがってこの試験は,資 格試験ではなく,受 験資格 にも制限はあ りません。

今年度から行なわれ る情報処理技術者試験の区分 試験科目等その大要は,昨 年度行なわれた

情報処理技術者認定試験とほぼ同じです。

なお,参 考のため昨年度行なわれた試験の結果を示すと次のとお りです。

昭和44年 度応募者数,受 験者数および合格者数一覧

区 分 応 募 者 受 験 者 受 験 率 合 格 者 合 格 率 合格者の平均年齢

第1種

第2種

人

12924

29,098

人

10,527

2ao57

%
81.5

75.8

人 人

811(22)

1,832(177)

7㍗

8.3

歳

28.1

24.6

合 計 42,022 32584 77.4 2,643(199) 8.1 25.7

'

、

■

()内 は女性で内数
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昭和44年 度合格者の学歴別,職 業別内訳

区 分 第1種 第2種 合 計

学

歴

別

大 学

短 大

高 校

中 学

不 明 ・ そ の 他

人%

682(84.2)

'12(1
、5)

99(121)

∨3(0
.4)

15(1.8)

人%

967(528)

66(3.6)

773(42ユ)

10(0.5)

16(0.9)

人%

1,649(62.3)

78(3.0)

872(33.0)

13(0.5)

31(1.2)

職

業

別

会 社 員

公 務 員

学校・研究機関勤務者

学 生 ・ そ の 他

不 明

702(86.6)

47(5.8)

9(1.1)

18(2.2)

35(4.3)

1,385(75.6)

126(6.9)

31(1.7)

172(9.4)

118(6,4)

2,087(79つ)

173(6.5)

40(1.5)

190(7.2)

153(5.8)

)

合 計 811(100、0) 1,832(100.0) 2,643(100.0)

囲 学歴別区分の大学には大学院,お よび旧制高専を含む。
、

皿 昭 和45年 度 情 報 処 理 技 術 者 試 験 お よ び 受 験 手 続 き に っ い て

1.試 験 の 区分と その 対 象

情 報処 理技 術者 試験 は,下 に示す よ うに,第1種 情 報 処理 技術 者試 験 と第2種 情報処 理 技 術者

試験 の2つ に 区分 して行 なわ れ,試 験 を受 けよ うとす る者 の 年齢 ・性別L職 歴 は問い ませ ん。

(1)第1種 情 報処理 技 術者 試 験

情 報処 理 技 術者 の うち,プ ロ グ ラムの設 言七.高 度 の プ ロ グ ラムの 作成 およ び第2種 情 報処理

技 術者 等 の 指導 に主 として 従事 す る者,す なわ ち大 学 卒 業程 度 の一 般 常 識 を有 し,3年 程度 以

上 の プロ グラ ミング経験 を有 す る シニ ア プ ログ ラマ を想 定 して 試験 が 行な われ ま す。

② 第2種 情 報処 理 技 術者 試験

情 報処理 技 術者 の うち,プ ログ ラム設 計 書 に基 づ くプロ グ ラムの 作成 に主 として 従事 す る も

の,す な わ ち高等 学 校 卒業程 度 の一 般 常識 を有 し,1年 程度 以 上 の プ ログ ラ ミング経 験 を有 す

る一 般 プ ログ ラ マを想 定 して 試験 が行 な われ ま す。

2.試 験 日お よび試験 地

試験 は,第1種 情 報処 理技 術者 試験,第2種 情 報処 理技 術者 試験 と も昭 和45年1月8日(日
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曜)に 行 なわ れ ます 。 試 験 の 時間割 お よ び試験 地 は以下 の とお りで す。

(1)試 験 の時 間割

試 験 の 区 分 午 前(ユ0時 ～12時) 午後(1時30分 ～4時)

第1種 情報処理技術者試験
、

多枝選択式 記 述 式

第2種 情報処理技術者試験 多枝選択式 記 述 式

(2)試 験 地

札幌 市,仙 台 市,東 京 都,名 古屋 市,大 阪市,広 島 市,高 松 市 お よび福 岡市 の 全 国8都 市

3.試 験 の方法

試験 は,多 枝 選 択式 お よ び記 述 式に よ る筆記 試験 によ り行 なわ れ ます。 なお,試 験 会 場 に 持 込

み 可能 な もの は以下 の ものに 限 られ,参 考書,マ ニ ュ アル 等は使 用 で きませ ん。

(1)Bま たはHBの 鉛 筆 お よび鉛 筆 削 り

(2)消 し ゴム

(3)フ ローチ ャー ト用 テ ンプ レー ト(JIS規 格 の もの が 望 ま しい)ま たは 直定規

(4)時 計

4.受 験 申込 み に必 要 な書 類 …

(略)

5.受 験 案内書 お よび受 験願書 用 紙 の請求

(略)

6.受 験 願書 の提 出 先

(略)

7.受 験 願 書の 受 付 期間

(略)

8.受 験 票お よび 受験 案 内

(略)

9.合 格者 の発 表

合格者の受験番号および氏名は 昭和46年2月 中(受 験者が多数にのぼる場合は3月 になる

こ と もあ ります。)に 官報 に公示 し ます。

また 合 格者 に 対 して は,情 報処 理技 術者 試 験合 格 証書 を交 付 します。'
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10.そ の他

(略)

皿 試 験 科 目 お よ び そ の 範 囲

1.第1種 情 報 処 理技 術 者試験

(Dソ フ トウ ェ アの 知 識(ウ ェ イ ト25%)

① 電 子計 算機 に よ る問題 処 理 手順 フ ロー チ ャー ト(流 れ 図),プ ロ グ ラム記 憶 方式 等 に関

す る こと。

② フナィ ル に関 す る こ と。

③ プロ グ ラム言 語(特 殊 問題 向き プロ グラム 用 言 語を 含む。)お よび 汎用 プ ログ ラム パ ヅケ'

一 ジに関 す る こと。

④ オペ レー テ ィ ング ・システム の基本 概 念 に関す る こ と。

⑤ オ ン ライ ン方 式,ダ イム シェ ァ リン グ方 式 に関 す る こと。

⑥ ドキ ュ メ ン テー ショ ン(文 書化)に 関す る こ と。

(2)プ ログ ラムの 設計能 力(ウ ェ イ ト30%)

シ ス テム 設計 書 に基 づ くプ ログ ラム に 関す る もの で あ って,次 に掲 げ る もの。

① 入 出力 デー タの フ ォー マ ッ トの 設 計 に関 す るこ と。

② ファ イルの 設計 に関 す るこ と。

③ コー ドの設 計 に 関す るこ と。

④ プ ログ ラム構 造 の設計(セ グ メ ンテー シ ョン,モ ジュー ル化 等 を含 む。)に 関 す る こ と。-

⑤ デ バ グ(手 直 し)方 式の 設計 に 関す る こと。

(3)プ ロ グ ラムの作 成能力(ウ ェイ ト15%)

プ ログ ラム 設計 書 に基 づ くプ ロ グ ラムの作 成に 関す る こ と。 た だ し,プ ログ ラム用 言語 にっ

いて は,FORTRAN,ALGOL,COBOLPL/1お よ び アセ ンブ リー 言語 の うち

か ら受験 者が 選択 す る もの とす る。(注 参照)

(4)ハ ー ドウエ アの 知識(ウ ェイ ト15%)

① 電子 計 算機 を構 成 す る諸 装 置(入 出力 装 置,制 御 装 置,演 算装 置 記 憶装 置等)の 種 類

機能 お よび特 徴に関 す る こと。

② デー タ伝送 な らび に端 末 機 器の 種 類 機 能 お よび特 徴 に 関す る こ と。

③ シス テ ムの 構成 とその 効 率 に 関す ること。 、
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(5)関 連 知識(ウ エ イ ト15%)

① 情 報処理 に関 す る一 般 的知 識(情 報処理 用 語 数学,統 計 学等)

② 事 務 管 理,経 営管 理 手 法な らび に技 術 計算お よ び 数値 解析 に 関す るこ との うち,受 験者 が

選択 す る事 項。

2.第2種 情 報処 理技 術者試 験

(1)ソ フ トウ ェアの基 礎 知識(ウ エイ ト25%)

① 電子計 算 機 に よ る問題処 理 手 順,フ ローチ ャー ト(流 れ図),プ ログ ラム 記憶 方 式に 関す

る こ と。

② フ ァイル の概念 に 関す るこ と。

③ プ ログ ラム用 言語(特 殊問題 向 きプ ログ ラム用 言 語 を除 く。)に 関 す る こと。

④ 汎用 サー ビス プロ グ ラ ム(入 出 力変 換 プ ロ グ ラ ム,分 類 ・併合 プ ロ グラ ム,技 術計 算用 ラ

イブ ラリ等。)に 関 す る こ と。

(2)プ ログ ラ ムの作成 能 力(ウ ェイ ト45%)

プ ログ ラム設 計書 に基 づ く プログ ラム の作 成 に関 す る こと。 ただ し,プ ロ グ ラム用 言 語 に 関

して は,FORTRAN,ALGOL,COBOI,,PL/1お よび アセン ブ リー言 語 の うち

か ら受験 者 が 選択す る もの と す る。(注 参照)

(3)ハ ー ドウエ アの 基 礎知識(ウ エ イ ト15%)

電子 計算 機 を構成 す る諸装 置(入 出力装 置,制 御 装置 演算 装置.記 憶装 置等)の 種類,機

能 お よび 特 徴に 関す るこ と。

(4)関 連知 識(ウ エイ ト15%)

① 情 報処 理 に関 連す る一 般 的知 識(情 報 処理 用 語.数 学 統 計学等)

② デー タ処 理 の基 礎概 念(コ ー ド化 デ ー タチ ェ ック方式,計 算 誤差等)に 関 す る こと。

囲 プ ログ ラムの作成 能 力の 科 目に お いて 出題 され る プロ グ ラム用 言 語の 水準 は次 の範囲 です。

プ ログ ラム 用言 語 名 第1種 第2種

FORTRAN JIS水 準7000 JIS水 準3000

A]三GOL JIS水 準5050 JIS水 準3030

COBOI、 COBOL65 COBOI、65

ただ し,分 類,報 告

書 機能,大 記憶 等 を
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拶

除 く。

PL/1

アセ ンブ リー 言語

水準 は 特 に規 定 しない。(第1種,第2種 の

差 は,問 題の 難易 によ る。)

仕様 は 問題 の 中で規 定 す る。

IV受 験願書の作成要領

(略)

'

倉

●
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第1章

第2章

第3章

第1節

第2節

第3節

第4節

第5節

第6節

第7節

第4章

付則

2.情 報処理振興事 業協 会等 に 関す る法 律

目 次

総則(第1条 ・第2条)

電子 計算 機利 用 高 度化 計 画等(第3条 一 第6条)

情報 処 理振興 事業協 会

総 則(第7条 一 第15条)

設立(第16条 一 第20条)

管 理(第21条 一 第27条)

業 務(第28条 一 第30条)

財務 及び 会計(第31条 一 第36条)

監 督(第37条 ・第38条)

補則(第39条 一 第41条)

罰則(第42条 一 第44条)

マ
、

J

.
■

第1章 総 則

(目 的)

第1条 この法律 は,電 子 計算機 の利用 及 び プ ログ ラム の開 発 を促 進 し,プ ログ ラ ムの流 通 を 円

滑 に し,並 び に情 報 処理 サー ビス業等 の 育成 の ため の措 置 を講 ず る こ と等 によ って,情 報化 社

会 の要 請 に こた え,も って 国民 生活の 向上 及 び 国 民経済 の 健全 な発 展に寄与 す るこ とを 目的 と

す る。

第2条 この法律 に おい て 「情 報処 理」 とは,電 子 計算機(計 数 型の ものec限 る。 以下 同 じ。)

を使 用 して,情 報 に つ き計 算,検 索 その他 これ らに類 す る処 理 を行 な うこ とをい う。

2.こ の法 律 に おいて 「プ ログ ラム」 とは,電 子 計算機 に対 す る指 令 であ って,1の 結 果 を得 る

こ とが で きるよ うに組 み合 わ され た ものを い う。

3.こ の 法律ecお い て 「情報 処理 サ ー ビス業 」 とは,他 人 の需要ec応 じてす る情報 処理 の 事業 を

い い,「 ソ フ トウ ェア業」 とは,他 人 の需 要 に応 じて す るプロ グ ラムの作 成 の事業 をい う。

●

φ
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第2章 電 子 計 算 機 利 用 高 度 化 計 画 等

(電 子 計 算機 利用 高 度 化計 画)

第3条 次 に掲 げ る電 子 計算 機 及び プロ グ ラム につ い て,電 子計 算 機 利用 高 度化 計 画(以 下 「計

画」 とい う。)を 通 商産業 大 臣(電 子計算 機 に電 気通信 回線 を接 続 してす る情 報処 理の た め に

開 発す るプ ロ グ ラム に係 る 部分につ いて は,通 商産 業大 臣及び 郵政 大 臣 、以下 この 条に おいて

同 じ。)が 定 め る もの とす る。

i情 報処理 の 振 興 を図 るた め 利用 を特 に促 進 す る必 要 があ る電 子計 算 機

ii情 報 処理 の振 興 を図 るため 開発 を 特に促 進 す る必要 が あ り,か つ,広 く利用 され る種 類 の

プロ グ ラム(主 と してiの 事業 の 分野 に おけ る情 報処 理 を 目的 とす る もの を除 く。)

2.計 画 には,電 子 計 算機 の 設置及 び プ ログ ラム の開発 の 目標 とな るべ き事 項 に つい て定 める も

の とす る。

3.計 画 を定 める にあ た っ ては,あ らか じめ,関 係 行 政 機関 の長 に協 議 す ると と もに,政 令 で定

め る と ころ によ り,電 子 情報 処理 振 興審議 会及 び郵 政 審議会 の 意 見 を き く もの とす る。

4.関 係 行 政機 関 の長 は,前 項 の協議 を受 け たと きは,関 係 審議 会等の 意見 を き く もの とす る。

5.第1項 の規 定 に よ り計 画を 定 め たと きは,通 商産 業大 臣は,そ の要 旨 を公 表 しな ければ な ら

ない。

6.前3項 の規 定 は,計 画 の変 更 にっ い て準備 す る。

(資 金の確 保)

第4条 政 府 は,前 条第1項 第1号 に掲 げ る電子 計算 機 の設 置及 び同 項第2号 に掲 げ る プログ ラ

ム の開発 の促 進 に 必要 な 資 金の 確保 又 はそ の 融通 のあ っせ ん に努 め る もの と す る。

2.'前 項 の措 置 を 講ず るに あた って は,中 小 企 業 者に 対 す る特別 の 配 慮が な され なけれ ばな らな

い。

(プ ロ グラム 調査 簿)

第5条 通商 産 業大 臣は,円 滑 な流 通 を 図る必要 があ る と認 め られ るプ ロ グラム(主 として1の

事 業 の分 野 にお け る情 報処 理 に用 い られ る もの を除 く。)に っ い て,そ の概 要 を記 載 し たプ ロ

グ ラ ム調査簿 を作 成 し,こ れ を利 用 しよ うとす る者 の閲 覧 に供 しな けれ ばな らない。

(情 報処 理技 術者 試験)

第6条 通 商産 業大 臣は,情 報 処 理に 関す る業 務 を行 な う.者の技 術の 向上ec資 す るため,情 報処

理 に関 し て必要 な知識 及 び 技能 にっ い て情 報 処理 技 術者 試験 を行 な う。

2.情 報処 理 技 術 者 試験 を受 け よ うとす る者は,政 令 で定 め る ところ に よ り,受 験手 数 料 を納 付
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3.情 報 処 理 技 術 者 試 験 規 則

通商産業省令第59号
●

情報処理振興事業協会等に関する法律施行令(昭 和45年 政令第207号)第5条 の規定

に基づき,情 報処理技術者試験規則を次のように制定する。

昭和45年7月13日

通商産業大臣 宮 沢 喜 一

レ

●

σ

情 報 処 理 技 術 者 試 験 規 則

(試 験の区分)

第1条 情報処理振興事業協会等に関する法律(昭 和45年 法律第90号,以 下 「法」 という。)

第6条 第1項 の規定による情報処理技術者試験(以 下 「試験」 という。)は,次 の表の左欄に

掲げる試験に区分し,そ れぞれ同表の右欄に掲げる知識および技能を対象として行なうものと

する。

第2種 情報処理技術者試験

対象 となる知識および技能

プ ログ ラム の設 計お よ び プ ロ グラム の 作成 に必 要 な知 識お よび

技 能

(試 験 の科 目等)

第2条 試験 の科 目お よびそ の 範 囲 は,別 表 に掲 げ るとお りとす る。

2.試 験 は,筆 記 試験 によ り行な う もの とす る。

(試 験委 員)

む む 　 　 む

第3条 試験 の事 務 は,通 商 産業 大 臣 が任命 す る試験 委員 が行 な う もの とす る。

(試 験 手続)

第4条 試 験 を受 け よ うとす る者 は,様 式第1の 情 報処 理 技 術者 試験 願 書 を,あ らか じめ通 商 産
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業 大 臣 が定 め る試験 地 を管轄 す る通商 産 業局 長 を経 由 して,通 商 産 業大 臣に提 出 しな けれ ばな

らな い。

(合 格証 書の 交付)

第5条 通商 産 業大 臣は,試 験 に合 格 した者 に対 し,様 式第2の 情 報処 理 技 術者 試験合 格証 書

(以 下 「合格 証 書」 とい う。)を 交付 す る。

(合 格 証書 の再交 付)

第6条 合格 証書 を よ ご し,損 じ,ま た は失 ってそ の 再交付 を受 け よ うとす る者 は,様 式第3の

情報処 理技 術者 試験 合 格証 書 再 交付 申請 書 を通 商産業 大 臣 に提 出 しな けれ ばな らな い。

2.合 格証 書 を よ ごし,ま た は損 じて そ の再 交付 の 申請 をす る場 合は,前 項 の 情報処理 技 術者 試

験 合格 証 書再 交付 申請 書 に,当 該 合 格証 書 を添 付 しなけ れ ばな らな い。

3.第1項 の規定 に よ り合 格証 書 の再 交 付 を受 け よ うとす る者 は,再 交 付 手 数料 と して200円

を納付 しな けれ ば な らない。

(手 数 料納 付の方 法)

第7条 法第6条 第2項 に規 定 す る受 験手数 料 お よび前 条 第3項ecSt冠 す る再 交付 手数料 は,収

入 印 紙 を もって 納付 しなけ れば な らな い。

附 則

この省 令 は,公 布の 日か ら施行 す る。

、

●
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別表

試験の区分 試 験 科 目 試 験 科 目 の 範 囲

第1種 情報処理 1.ソ フ ト ウ ェ ア 1.電子計 算 機 に よ る問題 処 理 手 順 フ ロー チ ャー ト(流

技術者試験 の知識 れ 図),プ ロ グ ラム記憶 方 式等 に関 す るこ と。

2.フ ァ イ ル に 関 す る こ と。

3プ ロ グ ラム用 言語(特 殊 問題 向け プ ロ グ ラム用 言語 を

含 む。)お よ び汎用 プロ グ ラムパ ッケ ー ジに関 す るこ

と。,

4.オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 基 本 概 念 に 関 す る こ と。

5.オ ンライ ン方 式 ・タ イ ム シ ェ ア リン グ方 式 等 に 関 す る こ

と。

6.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン(文 書 化)に 関 す る こ と。

2プ ロ グラムの シス テ ム設計 書 に 基づ くプ ロ グ ラムの 設計 に関 す る もの

設計能力 で あって,次 に掲 げ るもの
1

1.入 出 力 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ トの設 計 に 関 す る こ と。

2.フ ァ イ ル の 設 計 に 関 す る こ と。

3.コ ー ドの 設 計 に 関 す る こ と。

4.プ ロ グ ラ ム 構 造 の 設 計(セ グ メ ン テ ー シ ョ ン,モ ジ ュ
.

一 ル 化 等 を 含 む 。)に 関 す る こ と。 ・

5.デ バ グ(手 直 し)方 式 の設計 に関 す る こと。

6.チ ェ ッ ク 方 式 の 設 計 に 関 す る こ と。

3.プ ロ グ ラ ム の プ ロ グラム 設計 書 に基 づ くプ ログ ラム の作 成 に 関す る こ

作成能力 と。 た だ し,プ ログ ラム用 言 語 にっ.いて は,FORTR

AN,ALGOL,COBOL,PL/1お よ び ア セ ン

ブ リー 言語 の うちか ら受験 者 が 選 択す る もの とす る。

4.ハ ー ド ウ エ ア 1.電 子計算 機 を構成 す る諸装 置(入 出 力装置,制 御装 置,

の知識 演算装置,記 憶装置等)の 種類,機 能および特徴に関

す るこ と。

2.デー タ 伝送 な らびに 端末 機 器 の種類 機 能 お よ び特 徴 に

一243一



関す る こ と。

3.シ ス テ ムの 構成 と その 効率 に関 す るこ と。

5関 連知識 1.情 報 処 理 に関連 す る一 般 的知 識。

2事 務管理,経 営管理手法ならびに技術計算および数値

解析 に関 す る こ との うち,受験 者 が 選択 す る事項 。

第2種 情報処理 1.ソ フ ト ウ ェ ア 1.電子 計算 機 に よ る問 題処 理 手順,フ ロー チ ャー ト(流

技術者試験 の基礎知識 れ 図),プ ロ グ ラム記 憶 方式等 に関す るこ と。

2.フ ァ イ ル の 概 念 に 関 す る こ と。

3.プ ロ グ ラム用 言語(特 殊 問題 向け プログ ラ ム用 言語 を

除 く。)に 関 す る こ と。

4.汎用 サー ビスプ ロ グ ラム(入 出力変 換 プロ グ ラム,分

類,併 合 プ ロ グラム,技 術計 算用 ラ イブ ラ リー等)に

関す る こ と。

2.プ ロ グ ラ ム の プ ログ ラム設計 書 に基づ く プロ グ ラムの作 成 に関す るこ

作成能力 と。 ただ し,プ ロ グラ ム用 言語 に つい ては,FORTR

AN,ALGOL,COBOL,PL/1お よ び ア セ ン

ブ リー言 語の うちか ら受 験者 が 選択 す るもの とす る。

3.ハ ー ド ウ エ ア 電子計算機を構成する諸装置(入 出力装置,制 御装置,

の基礎知識
■

演算装置,記 憶装置等)の 種類 機能および特徴に関す

る こ と。

4関 連知識 1情 報処理に関連する一般的知識。

2.デ ー タ 処 理 の 基 本 概 念(コ ー ド化,デ ー タチ ェ ック 方

式,計 算 誤差 等)に 関す る こ と。
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様式第一 画

嚢 験 者 台 帳

提出日前6月 以内に脱和

して撮影した写真

(無地背景の正面上半身

像で裏面に氏名・生年月

昭和 年 月 日提出

合 格 証 書 番 号

験

日,試 験の区分を記載し

た もの)を の り付けする

こと。

:ふ りがな
|
1

性 別

男 女

12

τ
氏 名1印

|

本

籍
「

都道府県 名 ・コード(裏 面参照) 明治

生年
大正

月日

昭和

年 月 日

年 齢

M
-

T
-

S

現住所 郵便経 口1 1-L
市外 市内

電 話 番 号()

※住所変更記入欄

緊急連絡先(緊 急の場合に日中でも連絡できるところ(勤 務先等)を 記入して下さい。)

(所 在地)

(名 称)

郵 便 番 号 川 1トL
市外 市内

電 話 番 号()
円線

.

最

終

学

歴

1 2 3 4 5 6 7 8 卒 業 1 電算機関係業務(シ ステム

エンジニア,プ ログラマ,

コーダー等の業務)の 経験

年数

・ロ コ ・

大

学

院

大

学

旧
制
高

専

短

大

高

専

高旧
制
中

校学

中

学

そ

の

他

中 退 2

在 学 中 3

プログラ ミングを研修したところ勤 務 先 ま た は 職 業 区分

(主 な もの1つ だけ)

1
、

電算機製造または販売会社 1 企業内教育
現在使用している電算機の

機田およびモデル名

(王 なもの1つ だけ)

2 ソフ トウエア会社 2 学校(3を 除 く。)

3 計算センター 等 3
「

電算機学校

4 上記以外の一般企業・団体 4 通信.教育
※

5 官公庁 5' 電算機製造会社等の教育

現 在プログラ ミングしてい

るコ語名(ヨ 三な もの1つ だ

け)

6

、

学校・研究機関 6 テレビ放送講座

7 自 営 7 各種 セミナー

8 学 生 8 独学

※9 その他 9 その他-

合 格 証 癬 送 付 先

口口　口口口
(
現
住
所
)

施

'

(
切
り
離
さ
な
い
こ
と

)

万

(
切
り
離
さ
な
い
こ
と

)
・
1
-
1

情 報 処 理 技 術 者 試 験

受

昭和

験

年度

票

試 験 の 区 分
層

第,孤

試 験 地

ふ り が な

氏 名

ぷ受 験 番 号

情 報 処 理 技 術 者 試 験

受 験 願 書

受 付※

年月 日

ー

1

ー

-
-

(
切

り

離

さ

な

い

こ

と

)

ー

ー

1
ー

通 商 産 業 大 臣

年和

斑

名

田

りム

氏

提出日前6月 以内に脱帽

して撮影した写真

(無地背景の正面上半身

像で裏面に氏名・生年月

日,試 験の区分を記載し

たもの)を のり付けする

ζと。

月

殿

殿

電話

()

※ 合格証書番号

※ 受験番号

L

,

l

I

-

1

-

1

`

-

ー

※印のわく内は記入 しな

いこと

E

日提出

印

第1租 情報処理技術者試験
受験希望者は,下 のわく内
を黒くぬりつ※すこと。

試験当日必ず持参す るCと 。

裏面に受験票,受 験案内を受け取 る場合の

住所,氏 名 を記載す る乙と。

同封の受験案.'〕をよく読ん でお くこと。

※印のわく内は記入しない 乙と。

希 目 す る

試 験 の 区 分
第 種

希
受

堕 す る
験1地

本 籍・

(都 道府県名)

生 年 月 日

'

※ 路 理 番 号

収 入 印 紙

1,000円

(消印しないでのり付けすろこと)

第2種 情報処理技術者試験
受験希望者は,下 のわく内
を黒くぬりっぷすこと。

」____

提 出轡類のチェックリス ト(す べての記入が終 った ときは,下 表の白丸を黒くぬ りつぶしなが ら再度チェックして下 さい。)

裏面に住所 ・氏名 を記載すること。

※印のわ く内は記入 しないこと。

※ 印のわ く内は記入 しな

いこと。

`

第1種 第 彗 種

記 入 項 目 ・受験者台帳 §群 発1.受 験 票 受 験番号 記入場所数

試験の区分(第1種 または第2桶) o表 裏 O表 裏 2

受験地(全 国8か 所の内いずれか玉か所) O ○ 2

本籍(都道府県名のみ 受験者台帳にはコー ドも記入) O o 2

現住所 郵便番号(団地 アル ㌧○○様方を明確に) o ○ ○ ○ 4

氏名 ・ふりがな(階 書で正確に記入) o o OO oo 5

印 o o 2

生年月日 O o 2

写真(の り付 けす ること) o o 2

1,000円 の収入印紙(の り付けすること)
・

○ 1

o
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様式第一 裏 面

(

)
橋
脚

申

出

鋸
9
夜

撫
継

)出(

Ψ
昨
旦
ぼ

ー
O

L
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撫
.

継

'

(

)

悟
鯉

鋸蝉
飛

Ψ 細
牌

篇 (眠 出忘)

受験票送付先

話
番
号

(

)

殿

口 口 ロ一口 ロ

様
方

(
現
住
所

)

1記 載注 意 ・

い 該 当事項・・己入… は該当す ・・己… 号を・つだけ○で囲むこと・
12記 載事 項 は楷 書で正 確 に記 入す る こと。

l

l3.※ 印の わ く内 に は記 入 しな い こと。

14
.勤務 先ま た は職業 区分欄 の う ちl

l③ 計算 セ ン ター等 は,デ ー タバ ンク等 の情 報 処理 サー ビス業 者 を含 む。l

l⑧ 学生 は,職 業 を有 しな い 者 の み

!⑨ ・の鵬 無職お・び分類不能の蠣 先鱗 として・己入すること・
i5 .都道 府県 コ ー ドは2け た の ア ラビヤ 数字 を用い て次 表ecよ り記入 す る

l

lこ と。

試 験 終 了 後 も合 格 者 の 発 表 ま

で 大 切 に 保 存 し て 下 さ い。

一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一1

1

1

1

1

|

01北 海 道

02青 森県

03岩 手 県

04宮 城県

05秋 田 県

06山 形県

07福 島 県

08茨 城 県

09栃 木県

10群 馬県

11埼 玉 県

12千 葉 県

13東 京都

14神 奈 川県

15新 潟県

16富ll.1ハ艮

17石 川 県

18福 井 県

19山 梨県

20長 野県

21岐 阜県

22静 岡県

23愛 知県

24三 重県

25滋 賀 県

26京 都 府

27大 阪府

28兵 庫県

29奈 良 県

30和 歌 山県

31鳥 取 県41佐 賀 県

32鳥 根 県42長 崎 県

33岡 山県43熊 本県

34広 島 県.44大 分 県

35tJ.|口 県45宮 崎 県

36徳 島県46鴛 貨

37香 川 県47沖 縄

38愛 媛 県48外 国

39高 知 県

40福 岡 県
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」

※受 理 年 月 日

※再交付年月日

情報処理技 術者試験合格証書籍交付申請書

通商産業大臣

殿

昭和 年 月

氏名

日提出

印

本籍(都 道府県名)

現住所(郵 便番号)
.

生 年 月 日 年 月 日

受験験 し た 年 昭和 年'

受験 した試験の区分 第 種情報処理技術者試験

合 格 証 書 の 番号 第 号

再交付を受ける理由

備 考1.用 紙 の 大 き さは,日 本 工業 規格B列5番 とす るこ と。

2.※ 印 の欄 は,記 入 しな い こ と。

命

亘

様式第二

通
商
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業
大
臣

情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
第
五
条
の
規
定
に
よ

備 考 用 紙の 大 きさは,日 本 工業 規格A列3番 とす る こ と。

種
情
報
処
理
技
術
者
試
験
合
格
証
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1標 準化の現状 と考 え方(電 子計算機お よび情報処理 関係の標準化の ため

の体系調査報 告書 一 日本情報処理 開発 センター資料か ら抜 粋)

250

皿 ソフ トウェア標準化 に関す る調査

(日 本電子工 業振興協会 ソフ トウェア技術委員会標準化分科 会調査報告

抜粋)271

皿
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V
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1 標 準 化 の 現 状

、

ノ
巳

1.11SOの 標 準 化 活 動

工 業標 準 化 につ い て の国 際機 関 の1つ と して国 際標 準 化機 構(InternationalOrga-

nizationforStandardization:ISO)が あ る。

IS'Oは 戦 前 に組 織 され た万 国規格 統一協 会(ISA)の 事 業 を引継 ぎ1947年 に結 成 され,

現 在55か 国が加 入 して い る。

わが 国 は,閣 議 決 定 に基 づい て,日 本 工 業 標準 調 査 会 が昭 和27年 に加 入 した。 国際 標 準 化事
、

業 は,関 係各 国の利 害 を話 合 い の 形で 調整 して,国 際 的 に統 一 した規 格 を作 り,各 国が そ の実 施

の促進 を図 るこ とに よ って,国 際 間 の通 商 を容 易 にす る とと もに,科 学 ・経 済等 諸 般 の部 門 にお

け る国際 協力 の推 進 を 目的 として い る。

国際標 準 化活 動 へ の参加 は,わ が 国 の主 張 を国際 規 格 に反 映 させ た り,国 際 的 な規 格 制定 の動

向 を掌 握 した りす るな ど,技 術情 報 を収集 す るこ とに よ って,国 際的 視 野 の もとにJIS(日 本

工 業 規 格)を 制定 して,そ の 国際性 を高 め,海 外 市場 の拡 大 に資 す るた め に きわ め て重 要 であ る。

開 放 経済 体 制 の進 展 に伴 って,国 際標準 化事 業 の必 要性 は ます ます増 大 して きて い るが,加 入

各 国は これ ら事業 の もつ重 要性 を よ く認 識 し,そ の参 加 活 動 は きわ め て積 極 的 であ り,こ れ ら会

議 に多 数 の代 表 を送 り,自 国 の主 張 を反 映 させ るよ うに努 力 してい る。

現在ISOに は,131の 専門 委 員 会 があ り,こ の も とに分科 会 や作 業 グル ー プが設 け られ て

い る。 この 中で,電 子 計算 機 と情 報 処 理 を担 当 してい るのはTC97で,そ の組 織 図 は図1の と

お りで あ る。

守

'
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ISO,TC97

電子 計 算機 と情 報処 理

ア メ リカ

フ ラ ン ス フ ラ ンス ア メ リ カ イ タ リァ ア メ リカ ァ メ リカ ド イ ッ フ ラ ン ス ア メ リカ
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(3)

図11SO,TC97(国 際標準 化機 構 第97技 術委 員 会)組 織 図

表 中添 記 の 国名 は各 グル ープ の幹事 国

SCは 分科 会,WGは 作 業 グ ル ープ

1971年 現 在 の組 織 図 を示 す。

専門 委 員 会には,さ らに専門 的 な事 項 を調 査,審 議 す るた め必 要 に応 じて分 科 会(Subcom-

mittee:SC)や 作 業 委 員会(WorkingGroup:WG)が 設 け られ る。

各 会員 団体 は既 設 専門 委 員 会 に 自由 に参加 で き,こ れ ら3つ の委 員会 に参加 す る場 合 の 資格 は

○積 極 的に参 加 して投 票権 を行 使 す るPメ ンバ ー(Participatio・nMember)

○資料 の 提供 を受 け,会 議 に出席 で きるが,投 票 権 の ないOメ ンバ ー(Observer

Member)

○会議 に出 席せ ず,か つ 資料 の提供 も受 け ないNメ ンバ ー(NonMember)

に 分れ る。

新 しいISO資 格 案 を作 成 す るに際 して,専 門 委員 会 の幹 事 国は,各 会 員 団体 か らの 資料お よ

び他 の方 面 か らの情 報 等 を表自こしてISO原 案(ISODraftProposa1)第1号 を作

成 し,そ の要 旨 お よ び説明 書等 と と もに,専 門 委 員 会 を構成 す るPメ ンバ ー,Oメ ンバ ーやIS、
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0中 央事務 局 に送 付す る。原 案 第1号 に賛 成 が得 られ な い場 合 は,幹 事 国 は原案 第2号 を作 成 し

て,Pメ ンバ ーの意見 を求 め る。 この よ うに して原 案 がPメ ンバ ーに よ って実 質 的 に承 認 され る

まで,同 様な過程 が 繰 返 され る。

専 門 委 員会 の 幹事 国 は,専 門委 員 会に よ って承 認 され た原 案 を,そ の審議 過 程 等 を記 載 した報

告書 とと もに,ISO中 央 事務 局 に 送付 す る。 中 央事 務 局 は,こ の原案 をIS,つ 推 薦 規格 案

(Dr、ftISOReco匝mendation)と して全 会 員 団体 に送 って,承 認 と意 見 を求 め る。

この推 薦 規格 案 に つ い て,大 多数 の同意 を得 られ ない 場 合は,さ らに 第2案 を作 成 して 同様 に承

認 を求 め る。

このよ うな手 続 きは,Pメ ンバ ーの大 多数 お よび 会員全 体 の60%以 上の賛 成投 票 が 得 られ る

まで繰 返 され る。

Pメ ンバ ー の大多 数 お よび 会員 全体 の60%以 上の賛 成 に よ り,最 終 的に承 認 され たISO推

薦規 格案 は,理 事 会で審 議 し承認 され た後 は じめ てISO推 薦規 格 とな る。

さ らに願 会は,と の推 蹴 格 を ・SO規 格(・SOS・ ・nd・ ・d)と して採 用 す べ きカ・ど

うかに つい て も検 討す る。

1.2JlSの 制 定 状 況

わ が 国で は原則 としてISOで 推 薦規 格 また は推 薦規 格 案 に な った ものを基 本 と しで,そ れ に

日本 の実 情 を考 慮 してJISを 制定 す るこ とに してい るが,現 時 点 で のISO推 薦 規格,推 薦 規

格 楽 な らびに文 書審 議 案 とJISと の 対照 表 は,表1に 示 す とお りで あ る。 表2は,今 後 のJI

S化 検 討項 目 を まとめ た もの であ る。ISOの 審議 項 目 とな ってい るが 審議 計 画 が未 定 の もの,

42年 に 日本電 子工 業振 興 協 会 が実 施 した 「電子 計算 機 お よび情 報処 理 法 のJIS化 の た め の体

系調 査報告 書 」お よび44年 に 日本情 報処 理開 発 セ ンターが作 成 した 「デ ー タ ・コー ド標準 化体

系調 査 報告書 」 を基 に した 。

o

表11SO推 薦規 格,同 推 薦規 格 案,同 文書 審 議 案 とJISと の対 照 表

*1進 行 状 況 の略 号(ISOの 審 議 状 況 を示 し,左 側 は1970.10.1現 在,右 側 は1970.

12.31の 予定 を示す 。)

A=項 目調 査 の 段 階

B－ 原 案(DraftProposa1)作 成 段 階

C－ 原案 がPメ ンバ ーの過 半数 以上 に承 認 され た段 階 ・
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D-ISO推 薦 規 格 案(DraftISORecommendation)が 全 加 盟 国 に 送 付 さ れ た

段 階

E-DraftISORecommendationがISO加 入 国 の60%以 」二の 賛 成 投 票 お よ

びPメ ンバ ー の 過 半 数 に よ り承 認 され た 段 階

F-DraftISORecommendationがISO理 事 会 に 送 付 さ れ た 段 階

G-DraftISORecommendationがISO理 事 会 に よ5てISORecom-

mendationと し て 承 認 さ れ た 段 階

1用 語(SC1)

ISO推 薦 規 格(R),推 薦規 格案(DR) JIS規 格,JIS規 格案 お よび原 案作 成

および文書審議案(N)

*進 捗略号

01:一 般用 語(97/1,N140)BG

02:数 字 お よび 論理(97/1,N151)AB

04:デ ー タの構 成(97/1,N101)BC (1)情 報 処理 用 語C6230-70.10

05:デ ー タの表 現(97/1,N105)BC

06:デ ー タの準 備 お よび取 扱 い

(97/1,N103)BC
ノ

07:算 数 お よ び 論 理 オ ペ レー シ ョ ン

(97/1,N147)AA

09:プ ログ ラムの形 式 化 と準備

(97/1,N775)AA

11:イ ンス ト ラ ク シ ョ ン

(97/1,N144)-A

情 報理 論用 語(97/1,N146)AA

ハ ー ドウ ェ ア(準 備 中)一 一

コ ー デ ィ ン グ お よ び チ ェ ッ キ ン グ 、

(準 備 中)一 一

デ ー タ通 信(準 備 中)一 一

2キ ャ ラ ク タ ・セ ッ ト と コ ー デ ィ ング(SC2)

d)情 報 交 換 用6お よ び7ヒ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ (1)情 報 交換 用符 号C6220-69.6(R646
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、

み

・セ ッ ト(R646) R963)

(2)7ト ラ ッ ク磁 気 テ ー プ 上 で の6お よ び7ビ

s ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トの 表 現(R961)

A,

DG

,
③9ト ラ ック磁 気 テ ー プ 上 で の7ビ ッ ト ・キ 12)情 報交 換用 符 号 の磁 気 テ ープ上 で の

ヤ ラク タ ・セ ッ トの表現(R962)DG C6222-69.6(R962)

(4)7ビ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トか ら得 られ (3)C6220に 含 ま れ て い る

る4ビ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トの 定 義 に 対

するガイド(R963)DG

㈲ 磁 気 テー プの ラベル と フ ァイル構 成 (41情 報交 換 用磁 気 テー プ の ラベ ル とフ

(R1001)DG 構成C6245-70.4(R1001)

(6)せ ん 孔 テ ー プ 上 で の6お よ び7ビ ッ ト ・キ ⑤ 情報交換用符号の紙テープ上での表

ヤ ラ ク タ ・セ ッ トの 表 現(R1113)EG C6221-69.6(R1113)

(7)12欄 せ ん 孔 カ ー ド上 に お け る7ビ ッ ト ・

与
キ ャラク タ ・セ ッ トの表現(R1679)BG

`

(8)12欄 せ ん孔 カ ー ド上 に お け る7ビ ッ ト ・

パ タ ー ンの表現(DR2021)AD

(6)情 報 交換 用符 号 の紙 カ ー ド上 での 表

45年 度 原 案作 成 中(DR1679,DR
、

(9)MICRお よ びOCR用 キ ャ ラ ク タ ・セ ツ

トの コ ーデ ィング(DR2033)CD

007ビ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ・セ ッ ト と と もに 用

い る コー ド拡 張 の手続 き(DR2022)BB

⑪ バ イナ リ ・デ ー タの記 録 方 法(97/2,N

▼

31q273)AA

小

(固 情 報交 換用 デ ィス ク媒 体 の コー ド化1

(97/2,N322)AA

' 圓 エ ッジ せ ん 孔 カ ー ドの コ ー ド化

(97/2,N323)

圓 パ ック ド ・ニ ュ ー メ リ ッ ク形 式 に よ る10

進数 の 表現(97/2,N347,354,442)

CB
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σ

{注)1970年 中 に さ ら に 調 査 を 行 な う

(15)7ビ ッ ト ・コ ー ドの コ ン トロ ー ル ・キ ャ ラ

ク タの 図 的 表現(DR2047)CD

㈹ 見 出 し ラベ ル(97/2,N352)AA

⑩8ビ ッ ト ・コ ー ドの コ ー ド拡 張 とそ の 構 成

(97/2,N399)BB

3キ ャ ラ ク タ ・エ ス ケ ー プ ・シ ー ケ ン ス の

階 級(97/2,N400)

3文 字認識(SC3)

(D磁 気 イ ンク文字 認 識用 字 形お よび 印 刷仕 様

(R1004)FG

光学 文 字認 識 用 字形(英 数 字 お よび 記号)

(R1073)FG

光学 文 字 認 識用 印 刷仕 様

(DR1831)CD .

4入 出 力(SC4)

ll)磁 気 イ ンク文字 認 識用 字 形 お よ び印刷 仕 様

C6251-71.3(予 定)(R1004)

12)光 学 式 文字 認 識用 のた め の字 形(英 数 字 お

よび 記号)C6250-70.6(R1073)

(3)光 学文 字 認 識用 字 形(カ ナ文 字)45年 度

調査 研 究 中

性)こ の調査 研 究 には,光 学 文 字認 識 用印 刷仕

様(-DR1831)も 含 まれ る

(1)情 報 交換 用 せん孔 テー プの寸 法

(Rl154)DG

(2)未 せん]Lの カ ー ド仕様(DR1681)DF

〔3)80欄 せ ん孔 カー ドの角 形 せ ん孔 の 位 置 と

寸 法(DR1682)DD

(4}未 せ ん礼 紙 テ ー プの特 性

(DR1729)DD

⑤ 計 測用磁 気 テー プのた めの一 般 用 リー ル と

ハ ブ(DR1858).DD

(6)計 測用 米記 録 磁気 テ ー プ(一 般 寸 法)

(DR1859)DD

(7)計 測 磁 気 テー プ用精 密 リール

(1)情 報交換用紙テープの孔の位置と寸法

45年 度審議 予 定(R1154)

(2)未 せ ん札 紙 カー ド,45年 度原 案作 成 中

(DR1681,1682)

(3)情 報 交換 用紙 テ ー プ

C6243-70.4(DR1729)
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(DR1860)'DD

(8)情 報 交換用7ト ラ ック200RPI磁 気 テ

ー プ(DR1861)]3D

(9)情 報 交 換 用9ト ラ ック200RPI磁 気 テ

ー プ(DR1862)BD

⑩ 情 報 交 換 用9ト ラ ック800RPI磁 気 テ

ー プ(DR1863)BD

OO情 報 交 換 用200,800RI)1,NRZ

Iお よ び1600RPI位 相 エ ン コ ー ドの 未

記 録 磁 気 テ ー プ(DRI864)BD

a2)情 報 交 換 用9ト ラ ッ ク1600RPI磁 気

テ ー プ(97/4/1,N233)BB

⑬ せ ん 孔 カ ー ドの 用 語

(97/4/2,N82)AB

ao特 殊 目 的 用 カ ー ド

(97/4/2,N74)AA

面 せ ん 孔 テ ー プ に つ い て の デ ー タ 交 換 の た め

の ・-rc的 要 求(97/4/3N129)'BB

U6)情 報 交 換 用1吋(25.4㎜)せ ん 孔 テ ー プ

の た め の リv－ル お よ び コ ア(97/4/3,

N136)BB

(17)シ ス テ ム ・フ ィロ ソ フ ァ ク タ

(97/4/4,N13)AA

OS)1/Oイ ン タ フ ェ ー ス の 機 能 的 必 要 条 件 表

(97/4/4,N63,66)AA

ag)1/0イ ン タ フ ェ ー ス(接 合 条 件)

(97/4/4,N59,60)AA

⑳ 機 械 的 互 換 性 の た め の6枚 磁 気 デ ィ ス ク ・

パ ッ ク の 物 理 的 特 性

(4)情 報 交換用 磁 気 テ ー プの情 報記 録様 式,

45年 度原 案1乍成 中(DR1862,DR1863,

97/4/LN184)

㈲ 情 報交 換 用磁 気 テ ー プ

C6240-70.4(DR1864)

(6)情 報交 換用 磁 気 テー プ ・リールC6242審

議 中(DR1864)

(7)け ん盤 配 列44,45年 度原 案 作 成 中
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(97/4/6,N32,43)BB

⑳ 磁 気 的互 換性 の ため の6枚 磁気 デ ィス ク ・

パ ックの特性(97/4/6,N28,33)AB

5プ ロ グ ラム用 言 語(SC5)

(1)プ ログ ラム用 言 語ALGOL

(DR1538)

(2)プ ロ グ ラム用言 語FORTRAN

(DR1539)

DF

DF

(3)ISO6お よ び7ビ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ・セ

ッ トに よ るALGOLの た め の ハ ー ド ウ ェ ア

表 現(DR1672)DD

(4)プ ロ グ ラ ム用 言 語COBOL

(DR1989)DD

㈲ プ ロ グ ラム言 語 の標準 化 に適用 すべ き基 準

(97/5,N221)CC

(6)機 械 の数 値 制御 に 用 い られ る プ ログ ラム用

言 語(APTの よ うな もの)BB

(D電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム 用 言 語FORTR-・

AN(水 準7000)C6201-67.5

(DR1539)

(2)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラム 用 言 語FORTR-

AN(水 準5000)C6202-67.5

(DR1539)

(3)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム 用 言 語FORTR-

AN(水 準3000)C6203-67.5

(DR1539)

(4)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム 用 言 語AI、GOL

(水 準7000)C6210,67.5(DR1538)

(5)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語ALGOL

(水 準6000)C6211-6Z5(DR1538)

(6)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語ALGOL

(水 準5000)C62!2-67.5(DR1538)

(7)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語ALGOL

(水 準4000)C6213-67.5(DR1538)

(8)電 子 計 算 機 フ.ロ グ ラ ム用 言 語ALGOL

(水 準3000)C6214-67.5

(9)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語ALGOLの

入 出 力(水 準70)C6215-67.5

(DR1538)

ao)電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語ALGOLの
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6デ ィ ジ タ ル ・デ ー タ伝 送(SC6)

入 出力(水 準60)C6216-67.5

回 電 子 計算 機 プ ログ ラム用 言 語ALGOLの

入 出 力(水 準50)C6217-67.5

電子 計算 機 プ ログ ラム用 言語ALGOLの

入 出 力(水 準40)C6218-67.5

(DR1538)

電子 計算 機 プ ロ グ ラム用言 語COBOL

45年 度 原案 作成 中(DR1989)

電 子計 算 機 プ ロ グ ラム用 言 語COBOL

45年 度原 案f乍成 中(DR1989)

(1)情 報 メ ッセ ー ジ中 の 誤 り検 出用 水 平 パ リテ

ィの用 法(R1155)DG

(2)ス タ ー ト ・ス ト ッ プお よ び 同 期 伝 達 の た め

の キ ャ ラ ク タ 構 成(R1177)DG

(3)デ ー タ通 信 シ ス テ ム の た め の 基 本 的 モ ー ド

コ ン トロ ・一ル の 手 法(DR1745)DF

(4)CCITT(国 際 電 信 電 話 諮 問 委 員 会)推

薦 規 格V24が 適 用 で き る デ ー タ 端末 機 器 と

デ ー タ通 信 装 置 間 の 回 路 交 換 用 コ ネ ク タ ・ピ

ン ・ナ ンバ ー(DR2110)CC

(5)基 本 的 モ ー ド ・コ ン トロ ー ル 手 法 の変 更 と

拡 張(97/ .6,N330)AB

(6)コ ー ドに 独 立 な伝 送 制 御 の 手 法

(97/6,N328)、AC

(7)One-Wayお よ びTwo-Way伝 送 制 御

の 手 法(97/6 ,N325,329)AA

(8)同 期 比

(97/6,N248,224,326)AA

(1)伝 送 回 線 上 の キ ャ ラ ク タ構 成 と水 平 パ リ テ

ィの 用 法C6360-71.4(予 定)

(R1155,R1177)

(2)通 信 線 のMODEMと 通信 制 御装 置 の イン

タフ ェー スC6361-71.4(予 定)

(DR2110)
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(9)シ ス テ ム ・パ フ ォ ー マ ン ス

(97/6,N157)

OO)信 号 品 質(97/6N332)

QOデ ー タ ・シ グ ナ リ ン グ ・シ ー ト

⑫ 用 語

倒 リ タ ー ン ・チ ャ ネ ル

(14)ア コ ー ス テ ィ ッ ク ・カ ッ プ リン グ

(97/6,N225,313,292)

7問 題 定 義 と解 析(SC7)

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

(D情 報 処 理 の た め の フ ロ ー チ ャ ー ト記 号

(R1028)DG

フ ロ ー チ ャ… トの 利 用 方 法(97/7,

N56)

8数 値 制 御(SC8)

(1)情 報 処理 用 流 れ図記 号C6270-70.4

(R1028・97/い56)

論理回路記法,45年 度審議予定

電子計算機の性能表示,45年 度原案作成

(2)数 値 制 御機械 の座 標軸 と運 動 の記 号

(R841)

(3)数 値制 御機 械用 せん孔 テ ー プ ・ブ ロ ック ・

フ ォー マ ッ ト(R1056)FG

数 値 制御機 械 用 互換 性 せ ん孔 テ ー プ可変 ブ

ロ ック ・フ ォー マ ン ト(R1057)FG

数 値 制 御機械 用 せ ん孔 テー プ可 変 ブ ロ ッ ク

・フ ォー マ ッ ト(R1059)FG

数 値 制御用 せ ん孔 テ ープ固 定 ブ ロ ック ・フ

ォーマ ッ ト(R1059)FG

数 値 制御機 械 の 位 置決 め のた め のせ ん孔 テ

(1)数 値制 御機械 の座 標軸 と運 動 の記 号

(審 議 中 －R841)

数 値制 御用 コー ドお よび紙 テ ー プ ・フ ォー

、・,45年 度 原 案作 成 中(R840,

R1056sR1057,R1058,R1059)
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一 プ可 変 ブ ロ ック ・フ ォー マ ッ ト

(97/8,N150)BB

(8)一 般 用 語,プ ロ グ ラ ミ ン グ(97/8/1,

N154)BC

駐)SC1に 移 管

(9)エ フ ー,ア キ ュ ラ シ ー な ど の 定 義

(97/8/1,N19)AA

㈹ 第3章 か ら第6章 ま で

(97/8/1,N33)A.A

ao検 出端(ト ラ ンス デ.一 サ ぷ

(97/8・N133) .-A

働 数 値 制御機 械用 記 号

(97/8,N151)'-B

9デ ー タ ・コ ー ド(WGK)

(1)年 月 日の表現(DR2014)DD

(2)週 の番 号付 け(DR2015)DD

(3)イ ンタ ナ シ ョナル ・シス テムに お け る単 位

の名 称(SIユ ニ ッ ト)の 表 現

(97/N314)]B]B

(1)日 付 け の 表 示(コ ー ド)C6262-70.4

(DR2014)

(2)時 刻 の 表 示(コ ー ド)C6263-70.4

(3)都 道 府 県 コ ー ドC6260-70.4

(4}市 区町 村 コー ドC6261-70.4

㈲ 性 別 コー ド(審 議 中)

(6)産 業(業 種)コ ー ド,45年 度審 議 予定

(7)商 品 コー ド,45年 度原案 作 成 中

(8)勘 定 科 目 コー ド,45年 度原 案 作成 中

(9)計 量 単 位 コー ド,45年 度 原案 作成 中

(97/N314)

OO)職 業 コー ド,45年 度 原 案作 成 中
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合 計 合 計

ISO推 薦規格 JIS制 定 済 み

R-20件 33件(R-11,DR-7)

ISO推 薦規格案 工業標準調査会で審議中,ま たは審議予定

DR-22件 2件(R-1)

その他審議案 45年 度原案委託

N-48件 10件(R-8,DR-4)

45年 度調査研究委託

1件(DR-1)

,

イ
,

表2そ の他の情報処理関係JIS化 検討項目

文 字認 識

〔1)磁 気 文 字認 識(MICR)お よび光学 文 字認 識(OCR)の ため の信 号 レベ ル

(2)文 字 認 識用 特 殊文 字(漢 字 な ど)の 字形 化

(3)OCRお よびMICR関 係用 語

(4)OCR用 手 書 き字 形(英 数 字,記 号,カ ナ)

入 出 力 関係

(D磁 気 カ ー ドの仕 様 と記 録 方法

(2)チ ャ ネル と装 置制御 間 の イ ンタ フェー ス(接 合 条 件)

(3)装 置制御 と入 出 力機 器 間 の イ ン タ フェー ス,オ ン ライ ン ・タイ プ ライ タ,デ ィス プ レ イ,

紙 テ ー プ装 置,紙 カー ド装 置,磁 気 テ ー プ装 置,磁 気 デ ィス ク装 置,そ の他 の入 出力機 器

プ ロ グ ラ ム 用 言 語

(Dプ ロ グ ラ ム用 言 語PL/1

(2)タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ 用 コ マ ン ド

(3)シ ミュ レ ー シ ョ ン用 言 語

(4}シ ス テ ム性 能 評 価 基 準(GIBSONMIXに 類 す る もの)

デ ー タ ・コー ド関係

国名,住 居 表示,血 液 型,続 柄,学 歴,職 種,職 階 職能,技 能,官 公庁 学 校,研 究 機関,

企 業(会 社 名),銀 行,金 融機 関,事 業所,病 院,企 業 形 態,輸 送機 種,船 穂,固 定 資産 品 目,

●

o
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取 引決 済 条件,材 料,土 地,建 築物 な ど

●

注:上 記 項 目は,下 記 の 資料 を基 とした。

(1)ISOの 項 目 とな って い るが審議 計 画未 定 の もの

(2)「 電子 計算 機 お よび情 報処 理方 法 のJIS化 の た め の体 系調 査 報告 書 」(日 本 電子 工 業振

興協 会 調 査,昭 和42年)

(3)「 デ ー タ ・コー ド標準 化体 系調 査 報告書 」(日 本情 報 処理 開 発 セ ンタ ー調査,昭 和44年)

4

?

4
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2 標 準 化 の 考 え 方
,

o

2.1電 子 計 算 機 と 情 報 処 理 関 係 の 標 準 化 に 関 す る 考 え 方

2.1.1標 準 化 の必 要 性

電子 計 算機 と情 報処 理 に 関す る産業 は,他 の産 業 で は類 例 の ない勢 いで成長 の過 程 に あ る。 成

長 の ど く初 期 の段 階 では,技 術 的 に若 く,変 遷 の途 上 にあ るこ と,お よび この産業 の持 つ本 質 的

な多 様性 のた めに,標 準 化 の動 きは,2～3の 例 外 を除 いて は あ ま り盛 んで は なか った 。

しか し近 年 に な って,こ の ま ま この産 業 が 伸長 し,多 様 化が さ らに進 んで行 くと,製 造 者に と

って も利用 者 に とって も不 都 合 な点 が増 大 して行 く ことが 明 らか に な って きた 。 この た め数 年 前

か ら,世 界 的に標 準 化 の動 きが盛 んに な って きてお り,わ が 国 もまた例 外で は な くな った。

この産 業 の先進 国 グ ルー プ と 目され る米,英,仏,独 等 の各 国は,国 内 での 標準 化 の検 討 を進

め てい るが,他 方,こ の標 準 化 は世 界 的視 野に 立 っ て行 な う必要 が あ るこ とを痛感 し,そ れ ぞれ

の立 場 か ら世界 的規 模 の標準 化の 努力 が要 請 され るよ うに な った。

2.1.2標 準 化項 目の選 定

標 準 化項 目の選 定 に 当っ ては,

(a)そ の項 目を標 準 化す る ことが妥 当 であ るこ と。

(b)そ の項 目の標 準 化 が要 望 され て い る こ と。

(c)そ の 項 目の標 準 化 が技 術的 に 可能 であ るこ と。

(d)標 準 化 した ら守 らせ る ことがで き るこ と。

の4っ の 条件 が必 要 であ る。

2.1.3標 準 化 の基 本 的 態度

(a)世 界 の動 向に 注 目して,で きる だけ 同一 内容 で あ るこ とが 望 ましい 。

昨 今 まで は 国内 にお け る外 国 機種 の シ ェアが強 く,こ れ らの 機種 に注 目し て きたた め,お のず

とあ る範 囲 につ いて は標 準 らしい ものが存 在 して きた。今 日必要 な標準 化は,外 国 の特 定機 種 に

注 目す る ことでは な く,世 界 各 国の標 準 化 の動 き,す な わ ちANSI,BSI,DNA,AFN,

OR等 で取 上げ られ つ つ あ る項 目,内 容 お よび国 際 的 な動 き,す なわ ちISO,ECMAの 審議

項 目,内 容 につ い て 注 目す る こ とを意 味す る。

(b)わ が 国固有 の 問題 を標 準 化 す るに 当 っては,従 来 の慣 習 に と らわれ ず,世 界 の動 向 と矛盾 し
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ない よ うに 心掛 け るこ とが望 ましい。

わ が国 固有 の問題 は デ ー タ ・コー ドを除 け ば,主 と して 国字 の取 扱 い との関 連が 大 部 分 を占 め

る。 この 関係 は前 述 の 特定 の外 国 機種 を基 本 と して何 とか 国字 の取 扱 い を行 な え る よ うにす る傾

向 が強 か った。 この標準 化 に 当 って は,情 報 処理 関係 者 だ けの 中 で考 えない で,利 用 者 は もと よ

り広 く各 界 の 有識 者 に見 解 を 聞 き,こ れ と情 報処 理 技 術 との調整 を計 るよ うにす る ことが望 ま し

いo

'こ の結 果 が世界 の動 向 と矛 盾 し な
い よ うに す るた めに は.ISOと の連 絡 を密 に し,ISOの

場 に わが 国固 有の 問題 を反映 す るよ う努力 す るこ と も怠 って は な ら ない。

(c)標 準 化 に 当 って は,技 術 の進 歩 の妨 げに な らない よ うに 留意 す る こ と,適 切 な時期 を見 て改

訂す るこ とな どが望 ま しい。

'㈲ 標準 化 す る時 期 の設 定 を誤 らない こ とが 必要 であ る
。 標 準 化 が早 す ぎる と,技 術 のバ ラエ

テ ィを制限 す るこ とに な り,遅 す ぎ る と,実 績 に 押 され て 標準 化 を困 難 にす るばか りで な く,標

準 化 した ものが 有名 無実 に な る こと もあ る。特 に進 歩 途 上 の技 術 につ い ては,標 準 の時 期 は熟 慮

断 行 が必 要 であ る。

(e)標 準 化 の順 序 を誤 らない よ うに す るこ と 。 比 較 的相 互 に 関連 が 薄い 項 目は ,標 準 化順 序 を

考 慮 しな くて も矛盾 を生 ず る こ とは少 ない が,密 接 な関 連が あ る項 目は,同 時 に標準 化す るこ と

も含 めて,順 序 を間 違 え ない よ うに しない と,因 果関 係 の た めに標 準 化 しに くくな る場 合 があ る

ので,注 意 を要 す る。

◆

●

2.2デ ー タ ・ コ ー ドJlS化 に 当 っ て の 問 題 点

標準 化 の考 え方は上 述 の とお りで あ るが,デ ー タ ・コー ドのJIS化 に つ いて は,デ ー タの性

格 か ら特 有の 問題 点 があ るの で,注 意が 必要 で あ る。

2.2.11SO↓ こお け るデ ー タ ・コー ド

アメ リカはdata-elementと その コー ド表 示 に互 換性 を持 たせ よ うと1965年 にISO
ノ

に その作 業 を提 案 した。 これ に対 して ヨー ロ ッパ諸 国 は,日 時,単 位,数 値 な どの表示 の よ うな

基 本的 なelementに つ い て さえ各 国 は少 しずつ 異 ってい て,万 国共通 の標準 が な い現状 であ

るた めデ ー タ ・コー ドの標 準 化作 業 に対 して は きわ め て消極 的 で あ った。

そ の結 果,1970年 の会 議 で ア メ リカは現 実 的 に考 えて,対 象 を 日付,単 位 の よ うな最 小 限

度 の基本 的な ものに限 ろ う と申 し出 て,よ うや く認 め られ るに到 った。

2.2.2デ ー タ ・コー ドのJIS化 の困難 性 を出 発点
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標 準 化 は場 合 に よ って業 界,ユ ーザ団 体 等比 較 的小 さ い グル ー プ の中 で も行 な え るが,こ れが

国家 的規 模に な ると,そ の対 象 とす る範 囲 がか な り限 定 され て く る。特 にデ ー タ ・コー ドは・ 国

民 全 体 に 関連 す る もの が多 い か らとい って,ど の業 界 や グルー プ に も共通 的 に適 用 で きる ものに

す るため のJIS化 を考 え ると,現 実的 に は 限 られ た項 目 にな らざ るを得 な い だ ろ う。

従 来,製 造 規 格 な ど のJIS化 は,特 定 の 業界 や その他 の限 られ た グル ー プを中 心 に進 め られ

て きたが,デ ー タ ・コー ドの場 合 は,特 定 の 業界 ば か りでな く,業 界,業 種,さ らに地 域 を越 え

た非 常 に広範 囲な 利用 を考慮 しな けれ ば な らな い。

したが って,そ のニ ーズ が多 種多 様 に わ た るた め各業 界 やユ ーザ ・グ ル ープ間 の調整 が非常 に

困難 な 問題 とな っ て くる。 す な わ ちデ ー タ ・コー ドの 対象 とな るエ レメ ン ト1つ に して も,そ れ

ぞれ 独 自の見 方,考 え方 を して い るた め当然 ① 分類 の 方 法,② 粗 密 の程 度,③ 配 列 の順 序,④ 表

記 の方 法 な どで要求 がか な り違 った もの とな って くる。,

この よ うに デ ー タ ・コ ー ドのJIS化 には他 の場 合 と異 って,特 殊 か つ困 難 な事 情が あ る こと

を銘記 しな け れ ばな らない。

この よ うな こ とか ら,現 在 の段 階 で将 来 のデ ータ ・コー ドのJIS化 の方策 を明確 に打 出 す こ

とは きわ め てむず か しい。

これ とと もに現 在 の段 階 では,

① デ ータ ・ベ ー スの形 式 が まだ発 展 段 階 にあ るこ と。

② デ ータ ・コー ドと 自然 語 との 関連 の研 究 が不 足 してい る こ と・

③ 情 報処 理技 術 の進 歩 に見合 うだ け のデ ータ ・コー ドの研 究 が され てい ない こ と。

④ 電子 計算 機 の利 用 領域 の拡 大 の 見通 しが確 立 され て い ない こ と,な どの情 報処理 全般 に

か か わ る問題 もか らん で,い っそ う問題 を複雑 に してい る。

仮 に商品 名 コ ー ドを設 定 す る として,次 の点 につ いて,要 点 を考 えて み よ う。

(1)範 囲:こ れ が 大 き くな る と,け た数 がふ え る。 電話 番号 を例 に とれ ば,東 京 での番 号 は7け

たで あ るが 日本 全体 で話 す 際は(03)を 加 えなけ れ ば な らず,外 国で は さ らに(081)を 加

えなけ れ ばな らない。

② 専 門 化:仮 に魚 を例 に とれ ば,魚 の種類 は は なは だ多 く,学 者 がっ け る魚 の名前 と業 者 のっ

け る名 前 とは 必 ず し も一致 しな い。 商品 と して価格 を念 頭 に入 れれ ば,魚 の 目方(重 量),鮮 度,

季節 な どい くつ かのパ ラ メー タを含 めね ばな らない。 と ころが業 界 ご とに必要 なパ ラメー タは違

うし,ま た違 っ て もさ しっ か えな い。 したが って,適 用 業務 を専 門 ご とに決 め るこ とで初 めて商

品 名 コー ドを論 ず る こ とが で き る。 この よ うな業界 限 りの コー ドは使 用 範 囲 も当然業 界 内 に限 ら
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れ,す なわ ち業 界 内 の標準 化 とJIS制 定 とは別 個 の 問題 で あ るの で
,業 界 内 の コー ドは,そ れ

ぞれ の業界 中 で 自発 的に 標準 化 すべ き もの と考 え られ る。

(3)デ ー タの 形式(Format):自 動車 の番 号 を例 に とれ ば,次 の よ うな もの であ る。

品 川51

ゆ

9456

この中 で(品 川)(51)(ゆ)(9456)の それ ぞれ は,data-elementと 見 られ,そ

れ ぞれ意 味 を持 って い る。 漢 字 もあれ ば平 仮 名 もあ る。 この よ うに コー ドを制定 す る作 業で は
,'

数 字(番 号)化 に限定 す べ きで な く,文 字 または 文 字 と数字 との併用 を考慮 す る必要 が あ り
,そ

れ と同時 にdata-formatを 決 め るこ と も重 要 な こ とで あ る。

また次 の例 と して年 月 日を と る。 昭和46年2月17日 を710217と 表 わせ ば デ ー タ ・コ

ー ドであ る
。 この コー ドは 年 月 日 にそれ ぞれ2け たず っ 与 え て この順 に 配 置 させ,計6数 字 で表

示 す る とい うFormat.を 決 め た こ とに なるの で あ る。

っ ま りdataとdata-formatとdata-elementの 関係 力～ ど うすれ ば合 理 的 であ り
,

矛盾 のない もの とな るの か,そ の 方法 を学 識 と洞察 を もって議 論 を重 ね,秩 序 を立 て て次第 に明

確 な もの を求 めて行 くこ と,お よび現 に わか ってい て,間 違 い のな い こ と を中 心 とし た指 導 要領

を開 発 す る こ とな どが,デ ー タ ・コー ドJIS化 の 出発 点 とい っ・て よい だろ う。

2.2.3デ ー タ ・コー ドのJIS化 へ の ユ ーザの 要請

デ ータの コー ド化は,ユ ーザ の例 か らみれ ば現 在 の技 術 で はComputer内 部 での処 理
,お よ

び媒体 上 で の表 現(特 にOCR,MICRな ど.)の 効 果 を高 め るた めに 必要 で あ る。 前述 の よ う

にデ ー タ ・コー ドのJIS化 につ い て は問題 点 と困難 性 が多 々あ るが
,そ のJIS化 は情 報交換

の円 滑化 をは か る上か ら,可 能 な限 り進 め られ る こ とが望 ま しい とす る要 請 も強 い。

JIS化 につ いて の ユ ーザ の要請 の うち重 要 と思 われ る もの をあ げ ると,次 の とお りであ る。

(a)1970年 代 に はComputerReadabIeLanguage媒 体 の市販 が予 想 され るので
,

まず企 業環 境 に 関す る企業 外デ ー タに盛 込 まれ るべ き内容 の コー ド統 一 を優 先 す べ きであ る。 企

業 環境 に関 す る統計 デ ー タは政府 官庁,も し くは情 報提供 産 業 が提 供 す る ことに な るだ ろ うか ら
,

まず官 庁統 計 か ら実 施 すべ きで あ る。

(b)data-code-elementの 個 々の意 味づ け をす る とcodeけ た数 が多 くな るの で
,単 な

るア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョンだけ で よ いの では な い か。元 来data-code-eIementに 意'

味 づけ を行 な うの はPCSの 名 残 りで は ないか と思 う。
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(c)企 業 は業界 内 で標 準 化 した独 自 の コー ドをす でに使 って い る場 合 が 多 いの で,個 々の企 業 に

JIS化 コー ドの使 用 を強 制 す る こ とは避 けて も らい たい 。

した が って,本 委 員 会は 以上 の諸 点 を考慮 し,デ ー タ ・コー ド標 準 化の 問題 を使 用 す る立 場 か

ら,

① 情 報 の流 通性 の増 大,す なわ ち情 報交 換 の 円滑 化

② 情 報 の共 同 利用 の促進,す なわ ち情 報 の社 会 的共 同 化

③ 情 報 の全 国的 掌握 とそ の利用 の た め の全国 共通 デ ー タ ・コ ー ド体系 の採用

な どを考 慮 して,こ れ らの要求 に適 合す るよ うな普 遍 的 コー ドにつ い て全 国 的あ るい は 国際 的に・

統一 化 をは か る こ とが必要 で あ ろ うと考 え る。

2.2.4JIS化 の 対象 と範 囲.

デ ー タ ・コー ドの標 準 化 ま たはJIS化 に 当 って の基 本 的 な態 度 は上述 し た とお りであ るが,

JIS化 を進 め るに 当 ってそ の対 象 と範 囲 と優 先順 位 とを具体 的 に 定 め るた めに は,3つ の基 準,

す な わ ちJIS化 の必 要性,緊 急 性,実 現性 にっ い て総合 的 に判 断 す る必 要 があ る。

第1の 必 要性 にっ いて は,

① デ ー タ ・コー ド体 系 の全体 を全 国的 一義 的 に統 一 化す る必要 のあ る もの。

② デ ー タ ・コ ー ド体系 の全体 を全 国的 に一 義 的 統一 を す る こ とが困難 な 場合,そ の コー ド

の一部 の 共通 部 分 だけ で も全 国的 に調 整 す るこ とが望 ま しい もの。

③ 全 国的 に調 整 すべ き共通 部 分 の標準 化 も困難 な 場合,相 互 交換 の 基準 を確立 してお くべ

き もの。

第2の 緊 急度 の評 価 の基準 と しては,次 の4つ が あ げ られ る。

⑦ 全 国的 な情 報交 換 の実 施 の た め,デ ー ダ ・コ ー ドのJIS化 が緊急 であ るか ど うか,す

なわ ち,行 政 的活動 や産 業 界 にお け る全 国 的組 織活 動 等 にっ い て,情 報 交換 を全 国 的に必

要 とす る よ うな場 合 に,最 も緊 急 性 が あ ると考 え られ る。

④ 情 報 を全 国 的共 通 な基 盤 の うえか ら掌握 して行 くた めに,デ ー タ ・コー ドのJIS化 が

緊急 性 の あ る もの,す なわ ち,行 政機 関 や産 業機 関が意 思 決 定す る手 段 として,全 国 的 に

統 計 資料 を 掌握 し,そ れ を利用 す るた めに は全 国共 通 の コー ド体 系 を採用 す る こ とを必 要

とす る場 合 であ る。

⇔ 各 分野 で 部分 的標 準 化が実 現 され っっ あ るが,将 来 さ らに広 い地 域,範 囲お よび水 準 に

わ た って,標 準 化 を必要 とす る時期 が到 来 す るこ とが予 想 され,標 準 化方 針 の確 立 が遅 れ

る と,不 都 合 を きた す恐 れ の あ る場 合で あ る。
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◎ 対 象 が比 較 的 明確 で,JIS化 の実施 が容 易 であ り,情 報 交換,共 同利用 等 に 際 して便

益 が 比 較 的得 やす い 場合 で あ る。

第3の 実 現 性は,前 項 ⇔ は最 も容 易 で あ り,JIS化 の効 果 も期 待 で きる。⑦,④ は 必ず し も

JIS化 は容 易 な仕事 では な いが,必 要性,可 能 性 のい ずれ も高 い もの と認 め られ る。◎ につい

て は軽 視 で きな いが,各 分 野 間 の利 害 の調 整 が 困難 であ るだけ に,そ の実 現 性は 低い と考 え る。
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1 ま と め

標準 分科 会 は,ソ フ トウェア全般 につ い て標準 化 の動 向,問 題 点 を検 討 した。

昭 和44年 度 の調 査 に あ た って は,昭 和43年 度 の調査 項 目を含 め,さ らに ソ フ トウエ ア外注

の増 加,ハ ー ドウ エア ・ソフ トウエ アの価格 分 離 等 の動 向 か ら,ソ フ トウエ ア生産 上 の 問題 とし

て,作 業 評価,道 具 等 の 項 目を追加 した。 前 半 は主 としてす で にISOあ るい はJISと して

検 討 が進 め られ て い る もの,後 半 に追加 した もの は 現 段 階 で は必 ず し もISO,JIS等 で取

上げ られ て はい ない が,ソ フ トウエ アの生 産 あ るい は運 用 の面 か ら,何 らか の規 準,標 準 が望 ま

れ て い る もの とい う形 に な ってい る と考 え る。

以 下各 車 別 に概要 を述 べ る。

デ ー タ関係

情 報 交換 用符 号 に つい て は,す で にISO勧 告 お よびJIS制 定 が行 なわれ て お り,今 後 は そ

の実 行 上 の問 題 を検 討す る こ とにな るが,ISOに おい ては次 の 段 階 と して,7ビ ット ・コードの

拡張 が審議 され て い る。 わ が 国 のJISは,ISO7ビ ット ・コードを基 とし て,8単 位符号 も制

定 してお り,一 部 なが らISOに 先行 した形 とな った。 欧 米各 国に比 較 して,カ ナ,漢 字等 必 要

とす る文 字数 の多 い わが 国の 要求 は,同 様 に7ビ ット ・コードの拡 張 を必 要 とす る各 国 の代 表 とし

て,国 際 標準 の 中に 十分 盛 込 む よ う今 後の検 討 の要 があ ろ う。

デ ー タの 媒体 上 で の表現 として は,情 報交 換 用符 号 の磁 気 テ ー プ 紙 テ ープ上 の表現 法 がJI

S化 され,磁 気 テ ー プの ラベ ル と フ ァイル構成 に っ いて も,近 く正 式 制定 の予 定 であ る。 磁気 デ

ィス クにつ い ては,直 ちにJIS化 を行 な うのは 無 理 として も,今 後 の重 要 な研 究課 題 であ ろ う。

また,デ ー タ ・コー ドにつ いて も都 道府 県 コー ドほ か数件 が近 くJIS化 され るの に続 い て,つ

ぎつ ぎ と検 討 が進 め られ てお り,SE活 動 や各 ユ ーザ ー会等 を通 して 得 られ た広 い ユ ーザ ー の要

望 とともに,メ ーカ ー としての 意見 もJISに 反映 され るよ う,調 査 が必 要 であ ろ う。

言語 関係

プ ログ ラ ミング言 語 で は,先 にJIS化 され たFORTRAN,ALGOLに 続 い て,COB

OLのJIS化 が 取上 げ られ てい るが,後 述 の よ うに国 際的 な標 準案 に も,な お流動 的 な点 が あ

り,そ の動 向に 十分 な注 意 が必要 であ ろ う。

以上 の一般 的な コン・輯 ラ言 語 の ほか に,問 題 向 き言 語,グ ラ フ ィ ック言 語,会 話 型言 語 な どを
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調 査 してい るが,い ずれ もそ の適 用 分野 自体 が研 究開 発 途 上 のた め,現 在 標準 化 を行 な うのは 時

期 尚早 の感 が あ り,今 後 も国 内,国 外 の動 向 を調 査 して ゆ く必要 が あ る。

表記 法 関係

表記 法 の うち,流 れ図 につ い て は近 くJIS(C6270)と して 制 定予 定 で あ るが,ソ フ ト

ウ ェ アの 文書 を中 心 として,そ の他 の項 目は 統一 的 な標準 制定 は非 常 に むず か しい。 これ らの標

準 化 は各 方 面 か ら要 望 され,特 に大 規模 の シス テム 開 発 に は不 可 欠 と され,個 々に何 らか の解 決

策 を図 ってい る現 状 であ るが,具 体 的 な形 で公 表 され てい るもの は きわめ て ま れ であ る。本 報告 で

は そ の中 の一例 と して,工 業技 術 院 の大 型 プロ ジ ェ ク トに適 用 され て い る書 類規 定 を中 心 とし て,

表記 法 の標 準 化 に つい て の考 察 を述 べ た。 この方 面 の 動向 に つ い ては今 後 も広 く資 料 を集 め,調

査 を継 続 す る必要 があ ろ う。

用 語に つ い ては,前 回 の結 論 に基 づ きそ の実 施方 法 を検 討 の結果,現 在 工技 院 の大 型 プロ ジェ

ク トと電 電 公社 のDIPS両 計 画に おい て,JIS化 を考 慮 に入 れ つっ用 語 の標準 化 を行 な って

い るの で,当 分科 会 は その 編集,保 守 を行 な ってい る 日本 ソフ トウエ ア(株)と 連絡 を保 ちな が

ら標 準 化 を進 め るこ と とし た。

作 業 の標準 化

新 シ ステ ム を開 発 した り,あ るいは 既存 の シス テ ムの維 持,改 善 を図 りな が ら運 営 して ゆ くに

は,そ の生 産性 向 上の見地 か ら標準 化は重 要 な 課題 で あ る。 この よ うな標 準 は,全 シス テム に適

用 し得 る工 業規 格,あ るい は 国際 会議 で審 議 され る標 準 とは その性 格 が若 干異 り,近 い将来 に制

定す る こ とは ほ とん ど不 可 能 であ ろ う。 しか し,ソ フ トウ ェア生産 の作 業進 行 管理 等 の上 で,何

らか の よ り どころ が求 め られ て い る現 況か ら,こ こでは 参 考例 を示 す こと とした。 今 後 は これ ら

の中 で,部 分的 に標 準 化可 能 な もの を検 討 し,そ の積 上 げに よって 逐次 改良 を図 ってゆ く必 要 が

あ ろ う。

情 報処理 技 術者 の呼 び方 と仕事 の記 述 の標 準 化

前 項 の作 業 の標 準 化 に関 連 して,ソ フ トウェ ア生 産 の組織 の 構成 単 位 で あ る情 報 処理 技術 者 の

呼 称 と,そ の任 務 の内 容 が問 題 とな るが,最 近ISO/TC97/SC1で 検 討 を開始 され るこ

とに な った。現 在 習慣 的 に使 わ れ てい るこれ らの名 称 ・内容 が 必 ず し も統 一 され てお らず,し た

が って社 会 的 な評 価,あ るい は要 員養 成 等 の面 か ら,十 分 な対 策 が立 ち遅 れて い ると も考 え られ

る、 す な わ ち,こ の標 準 化 に当 っては,単 な る現 状 の整 理・ 統一 のみ で な く・ 情 報処 理技 術者 を

ど うあ らし め るべ きかを十 分 考慮 すべ きで あ ろ う。,

ソフ トウェ ア の評 価
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ソフ トウェ アの評 価 が 問題 と され る場 面 としては,設 計指 針 と して の性 能 の 目標,コ ス トに関

係 す る作 成 期 間 ・工 数 等 の見積 り,完 成 した もの に対 す る検 査 基準,修 正 の難易 も含 め た運 用 に

当っての使 いやすさの比較,あ るい は,取 引 の対象 として考 える場 合に は,そ の 価格 決 定 の基 準等,

広範 囲 の場 合 が考 え られ る。 また評 価 す る者 の立 場 に よ って は,同 一 の ソ フ トウェ アに対 して異

った評 価 が下 され る こと もあ りえよ う。

したが って,評 価 に関 して発 表 され た 論文 等 も多 い が,普 遍 的 な評 価基 準,あ るい は そ の標 準

化 は,現 状 に おい て は至 難 の業 と考 え られ る。 しか し,ソ フ トウェア の比 重 が 高 ま り,商 品 と し

て の取 扱 いが 要求 され る よ うにな ってい る状 勢 か ら,ソ フ トウェ アの評 価 方法 を確 立 し,標 準 化

を推 進 す るこ とは必 要 であ り,た とえ ば,一 部 の科 学技 術 計算 等 の アプ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ

ムに対 しては,そ の適用 範囲,制 度,制 限 条件 等 を明 確 にす れ ば可能 と考 え られ る もの もあ り,

その よ うな ものか ら逐 次進 めて ゆ くこ とが必要 であ ろ う。

そ の た めの施 策 として,設 計 目標 や ドキ ュメ ンテー シ ョンの確 立,評 価 項 目の細 分 化 ・定量 化

等 を図 り,各 種 の デ ー タを収集 し,あ るいは シ ミュ レー シ ョンや ベ ンチ マ ー ク等 評 価 のた めに有

効 な技 法 の開発 を推進 す るこ とが必 要 であ ろ う。

標 準 化 の道 具

ソフ トウ ェ ア生産 に当 って,そ の道 具 とな る ものの 標準 化 と して,今 回 は流れ 図 と シス テム記

述 用 言語 につ い て調査結 果 を 報告 す る。 これ らは,ソ フ トウェ ア流通 分野 の拡 大お よび 自動 作成

化 に伴 って.標 準 化 の必 要性 が高 まっ てい る。

流れ 図 にっ い ては,前 述 の よ うに近 くJISと して 制定 の 予定 であ るが,流 れ図 の 源 であ る問

題 の論 理 構成,プ ログ ラム機能,さ らには 表現 の精 粗 に も個 人差 が あ り,JIS制 定 後 も直 ちに

十 分 な効 果 を常 に発 声 るとは限 らな い。 また,そ の用 法 にっ いて は,ISOのRecommen-

dationが 発行 寸 前 で各 国の クレ ー ムに よ って 再審…議 され る こ とに な り,わ が国 はJISが 先

行 す るこ とに な るので,両 者 間 に矛盾 を生 ぜ しめな い よ うに しな けれ ば な らな い。

シ ステ ム記述 用 語は,開 発 用語 の項 で述 べ るよ うに,オ ブジ ェ ク ト ・プロ グ ラムの効 率 向上 と

の バ ランスが 問題 で あ るが,新 シス テ ム開 発 の ロス を少 な く し,プ ロ グ ラムの標 準 化 を 目指 す も

の として,今 後 も調査 研 究 が必 要 で あ る。

、
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2 デ ー タ の 標 準 化

●

可

2.1情 報 交 換 用 符 号 と そ の 拡 張

(1)情 報 交換 用符 号

数 年 に わ た って審議 され て きた情 報交 換 用符 号 が 昭和44年6月1日 に 日本 工業 規 格JISC

6220と して制 定 され た 。 国際 的 に はす で に国 際標 準 化機 構(ISO)がISOR646

と して国 際標 準 を定 め てい る。 今 回 のJISは,こ のISOR646を 基 本 として,国 内用

として変 更が 許 され て い る部 分等 をわ が国 の事情 に合 わせ,ま た,カ ナ文字 に つ い て も同時 に規

格 を制 定 した もの であ る。

この規 格 の適用 範 囲 は,情 報処 理 お よび デ ー タ伝送 を行 な うシス テム の情 報 交換 に用 い る符 号

で,装 置 内部 の符 号 は規 定 され ない が,オ ン ライ ンの シ ス テム等異 るシ ステ ム間 の情 報 交換 が次

第 に増 加 してい る現状 か ら,デ ー タ伝送 の分野 か ら次 第 に新 規 格 へ の切替 えが行 なわ れ よ う。 今

は現用 機 械 の増設,更 新,手 持 ちフ ァイル 量等 か ら切 替 えの要 否,時 期,方 法 を ど うす るかが 問

題 とな ろ う。 また,今 回 は時 期 尚早 と して取 上 げ られ な か った漢 字 その他 の文 字,キ ャ ラク タに

つい て も,後 述 の よ うに符 号 の拡 張 と してISOで 検 討 が開始 され て い るの で,新 技 術 に よ る周

辺 機 器,端 末 機 器 の制 御 キ ャ ラクタ等 と と もに そめ 動 向 に注意 す る必 要 が あ ろ う。

(2)7単 位符 号 の拡 張(CodeExtension)

ISOR646は,6単 位 お よび7単 位 の符 号 に っ いて標 準 を定 め,そ の拡 張 の手 段 とし

てESC,SO,SIお よびDLEの4個 のキ ャ ラク タを使 用 す る よ うにな って い る。 その具 体

的 な使 用方 法 は,ISO/TC97/SC2(文 字 セ ッ トと コー デ ィ ング)で 検 討 中 であ るが,

標 準7単 位 符 号(以 下ISO-7と 略記)か ら同 じ く7単 位符 号系 に拡 張 す る もの をCode

Extension,8単 位符 号系 に 拡張 す る もの をCodeExpansionと 呼ん で い る。現 在 は

いずれ も伝 送 制御 キ ャ ラク タを除 き,残 りの制 御 キ ャ ラクタ と,記 号,数 字,文 字 を表 わ す グ ラ

フィ ック ・キ ャ ラク タの追加 に限 られ てお り,特 殊 機能 キ ャ ラクタで あ る拡張(ESC),シ フ

トイ ン(SI),シ フ トア ウ ト(S'O)を 使用 す る。

(a)ESCシ ー ケ ンス

ESCに は次 に 続 く1符 号 の 意 味 を変 え る前 置符 号 と して の ほか に,他 の符 号系 に移 るこ とを

意 味 す る場 合 もあ る。 そ こで,一 般 的 にESCと,そ の後 に続 くい くつ かの符 号 と を1組 に して,
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符 号 系 を変 え る補助 制御 機能 と考 え,ESCシ ーケ ンス と呼 ぶ。 す な わ ち,ESCシ ーケ ンス は

(ESC)(1)…(1)(F)の 形 で表 わ され,最 初 は常 にESCと し,最 後(Fina1)の

キ ャ ラク タ(F)と の間 に中 間(Internal)の キ ャ ラク タ(1)が 必 要 に応 じて そ う入 され

る。ESCとFの み の シー ケ ンス は2キ ャ ラク タESCシ ーケ ンス,1が1個 入 るのは3キ ャ ラ

ク タESCシ ー ケ ンス と呼 ば れ る。4キ ャ ラク タ以 上 の シーケ ンス も考 え られ るが,現 在 の案 で

は 国際標 準 は3キ ャ ラ クタ まで を対 象 として い る。

ここで,(1)はISO-7表 の第2列16個 の キ ャ ラクタの 中 か ら選 び.(F)は 第3列 ～

第7列 の キ ャラ ク タ(た だ し,抹 消(DEL)を 除 く)79個 の中 か・ら選 ぶ ことに な ってい る。

さ らに,ESCシ ー ケ ンスに つい て 国際 標 準 として,登 録制 を と る こ とに な り,専 門家 グ ル ー

プが その登 録方 法 を どの よ うにす るかを検 討,立 案 した。

(b)2キ ャラク タESCシ ーケ ンス

ESC(F)の 型式 の もb)で,後 述 の よ うに単 独 の制 御 キ ャラ クタ を追 加 指 定す るの に用 い ら

れ る。Fは この場 合,次 の よ うに3群 に 分け られ る。

0 1 2 3 4 5 6 7

Fa

Fe

Fa

㎡「'Fp Ep

1

ESC(Fe)… 丑eは第4,第5列 の32キ ャ ラクタの1っ で,こ の シー ケ ンスは,8単 位符 号

表 の標準 が定 め られ た と き,そ の第08,09列 に それ ぞ れ配 列 され るべ き制御 キ ャラク タを指

定す る。 た とえば,ESCGは8蛍 位符 号 表 の第08列,第7行 に配 置 され るべ き制御 キ ャ ラ

クタを示 す。

ESC(Fa)… 追 加 され る制 御 キ ャラ クタの うち,国 際 標準 と され る もの を示 す 。

ESC(恥)… 追加 され る制 御 キ ャラ クタの うち,国 際 標準 か ら除外 して,Privateま

たはdoityourselfと して扱 われ る ものを示 す。

Faと 恥 は,第3列,第6列 また は第7列 のキ ャラ ク タで,そ の合計 は47と な るが,そ れ ぞれ

を い くつず っ にす るか は まだ 定 め られて い ない。

(c)3キ ャ ラクタESCシ ーケ ンス
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ESC(1)(F)の 型 式 の もの で,単 独 または グル ー プ制御 キ ャラク タ,グ ラフ ィ ックの キ

ャラ クタ群 の追 加,お よ びISO-7表 中 の国 内用 と され てい る部 分 につ い て何 種 類 か を作 った

場 合,そ れ らを選 択,指 定 す るのに用 い る。

(1)は この シーケ ンスの機 能 を分類,指 定 す るのに用 い,ISO-7表 の第2列16キ ャ ラ

ク タの中 か ら指 定 きれ る。1969年5月 ナポ リ会 議 の 後 で設 け られ たSC2の 専門 家 グル ー プ

に よ り,現 在 下記 の よ うに8キ ャラ クタにつ い て提 案 されて い るが,第2列 の残 りの キ ャ ラク タ

も将 来1を 拡張 す る ため保 留 され て い る。

(F)は,原 則 として1に よ って分 類 され た機 能 を,特 定 の キ ャラ クタ(群)に 適 用 す るため

の もの で,ISO-7表 の 第3～ 第7列 の キ ャラク タ79個 の中 か ら選 択 され る。

現 在 提案 され てい る3キ ャ ラク タESCシ ーケ ンスは次 の とお りで あ る。

128キ ャ ラ クタ を定 義 す る もの

ESC*(F)…ISO-7表 の中 で,別 の キ ャラ ク タで 表現 す るこ とが許 され てい る部 分 の

みを置 き換 え るほ かに,ISO-7表 と全 く同 じ符 号表 を指 定 す る。 この シ ーケ ンス に よ っ

て い っ たん あ る表が指 定 され た な ら,SOを 用 い な いで そ の表 が適用 され る。 別 の表 に移 る

と きはFの 異 るESC*(F)シ ーケ ンス に よ るn

ESC〃(F)… 以下 の 条件 を満足 す るこ とに よ って,ISO-7表 と互 換性(Compati-

ble)の あ る128キ ャ ラクタの符 号 表 を指 定 す る。

・第0列 お よび 第1列 は制 御 キ ャラ クタの み であ る こと。

・伝送 制御 ,NUL,SO,SI,CAN,SUB,ESC,DELの 各 キ ャ ラクタは そ の

まま と してi変更 しな い こ と。

・第2列 ～第7列 は グ ラフ ィ ックの みで あ るこ と(DELは 除 く)。

・ISO-7表 と同一 の グ ラフ ィ ックを そ う入 す る場 合 は
,そ の 位置 を変 更 しない こ と。

ESC&(F)… 上記2項 のい ずれ に も該 当 しない128キ ャ ラク タの符 号 表 を指 定 す る。 こ

の シ ーケ ンスで 指定 す る符 号 表 に,制 御 キ ャ ラク タ としてISO-7表 と異 る意 味 を与 え る

と,7単 位符 号 で正 常 な機 能 を果 す 機 器 が うま く動作 しな い恐 れ があ り,ま た,標 準 符 号 に

戻 る こ とが不 可 能 に な る こと もあ りう る。

符 号 表 の一 部 を定 義 す る もの

ESC%(F)… 第2～ 第7列 の グ ラフfッ クに っい て,別 の符 号表 を指 定す る もの。 この

符 号 表 の中 の キ ャ ラクタ を使 用 す る場合 はSOを 併 用す る。 もし,送 受 両者 間 で,SOで 使

用 す る符号 表 が ただ1つ と定 め られ てい る場 合 は,必 ず し もこの シー ケ ンス を使用 し な くて も
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よい。 しか し,当 事 者 間に 同 意 が得 られ て い ない場 合 や,SOで 使 用す る符号 表 が1種 類 よ

り多 い 場合 には,特 定 の符 号 表 を指 定 す るた めに,こ の シーケ ンスが必 要 で あ る。

ESC+(F)… 第0列 お よ び第1列 の制 御 キ ャ ラク タに追 加 す るた めの,1組32キ ャラク

タの制 御 キ ャ ラクタ表 を指 定 す る。 この符 号 表 の中 の個 々の制 御 キ ャ ラクタ を使 用 す ると き

は,7単 位符 号 系 で は2キ ャ ラクタESCシ ー ケ ンスを併 用 す る もの と し,そ の シ ーケ ンス

のFはISO-7表 の第4列 ま たは第5列 か らと る もの とす る。

単独 のキ ャ ラク タを定義 す る もの

ESCl(F)… 単 独 の制 御 キ ャ ラク タを追 加 し,直 ちに そ の機 能 を行 なわ せ る もの。

その他

ESC-(F)… 現 在 使 用中 の符 号 と異 る単 位数 の符 号表 を指 定 す る。

ESC/(F)… 上記 の どれに も該 当 しない もの のた め に保留 す る。 ただ し,"非 該 当"の ク

ラス を設 け る ものでは な い。

以 上のESCシ ー ケ ンスの概 念 を図 解 す る と,次 図 の よ うに な る。

ESCFe

⑥sC

"ll・…夢

SEC%(F)

ESC!(F)

ESC&(F)

Non-Compatible

7-bitcode

ESC-(F)

一 　 一 〕

1

ビッ ト数 の 異 る符 号 表

___」

注)托 はISO-7表 の第4,第5列 か らの キ ャラク タで あ るこ とを示 す。(F)は 前述 の

よ うに して最終 キ ャラク タ として認 め られ た79キ ャラク タ中 の1個 で あ る こ とを示す 。

粋 な し のESCシ ーケ ンスは,単 独 の制 御 キ ャラ クタで あ るこ とを示 し,枠 で 囲 ん だES
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Cシ ー ケ ン ス は,セ ッ トに な っ た キ ャ ラ ク タ群 を 示 す 。

(d)SO,'SIの 用 法

SO,SIは グ.ラ フ ィ ック の 拡 張 に の み 用 い,制 御 キ ャ ラ ク タ等 の拡 張 に は 適 用 さ れ な い 。 す

な わ ち,32個 の 制 御 キ ャ ラ ク タ,DEL,お よ びESCシ ー ケ ン ス 中 に 使 用 され る キ ャ ラ ク タ

の 意 味 はSO,SIの 有 無 に よ って 変 更 さ れ な い。'

ESC%(F)シ ーケ ンスに よって は,シ フ トの状 態は 変 らない 。 その た め,1つ の拡張 さ

れ た符 号表 か ら別 の拡 張 され た符 号 表 に移 るの は,い ちい ちSIで 標準 セ ッ トに戻 さな くと もよ

いo.

ESC%(F)とSO,SIの 使 用 例

a…ISO-7表 の 標 準 グ ラ フ ィ ッ ク ・キ ャ ラ ク タ

b…ESC%Bシ ー ケ ン ス で指 定 さ れ た 符 号 表(B)の グ ラ フ ィ ック ・キ ャ ラク タ

c…ESC%Cシ ー ケ ン ス で 指 定 され た 符 号 表(C)の グ ラ フ ィ ック ・キ ャ ラ ク タ

q…ISO-7表 に 置 き換 え られ るべ き符 号 表 と して,た だ1っ が 当 事 者 間 で 定 め られ た場

合 の 符 号 表 の グ ラ フ ィ ッ ク ・キ ャ ラ ク タ

と す る と,一 般 的 にESC%(F)に よ る指 定 とSOに よ る 変 換 は

…… 十 … … ・9bb… … ・i・ … …

ま たは

一 …i%・9… … ・・i・ … … ・9・ … …

符号 表(B)か ら符 号 表(C)に 変 換す るに は

… … ・1%α … …cl・ … …

また は

… … ・1%・i・ ・… …9・ … …

変 更 す る符 号 表 が た だ1つ の 場 合 は

SS''''"a
oq''""'qIa''''"

(3)8単 位 符 号 表 へ の 拡 張(GodeExpansion)
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ISO-7表 を拡 張 して,8単 位 符号 表 の標 準 構成 を定 め るの には,い ろ い ろあ るが,最 初 取

上げ られ たの は次 の2案 で あ った。

第1案:追 加 す る1ビ ッ ト位 置 をISO-7表 の第5ビ ッ トと第6ビ ッ トの間 と し,ISO-

7表 と同 じキ ャラク タは,新8単 位符 号 表 の第6ビ ッ トと第8ビ ッ トの値 を0ま たは1の 同

じ値 とす る もの。

第2案:追 加 す る1ビ ッ トの位 置 を最 上位 の第8ビ ッ トと して,ISO-7表 と同 じキ ャラク

タは,こ の値 が0,追 加 す る キ ャ ラク タは1と な るよ うに す る もの。

第1案 は,NULとDELと が そ れ ぞれ すべ て0,す べ て1の 形 とな り自然 であ ること・制 御 キ ャ

ラク タの追 加 が必要 な と きは,32種 類 まではISO-7の 制御 キ ャ ラク タに連続 して拡 張 で き

るこ とな ど,理 論 的 な特長 があ り,第2案 はISO-7表 の キ ャ ラク タの区 別 が簡単 で あ るとい

う特 長 があ る。 わ が 国は,カ ナ文 字 使用 の上 か ら も8単 位符 号 の必要性 が高 く,早 くか らこの問

題 につ い て検 討 を加 え,1案 を支 持 して いた が,文 字 の追 加 にっ い てわが 国 ほ どの 必要性 がな く,

アル フ ァベ ッ トの大文 字 と小 文 字 の配 列 が離 れ るこ とを き らう欧米 各 国に よ って第2案 が採 択 ざ

れ るに至 った。

以下 昨年(昭 和44年)5月 に ナポ リで開 催 され たISO/TC97/SC2の 会議 で検 討 さ

れ た英 国の 提案 を も とに して,現 在 の模様 を述べ る。

(a)8単 位符 号 表 の構成

①'16行 ×!6列 の配 列 で,列 番 号 を00か ら15ま で とし,7単 位符 号 表 の0～7と 区別す

る。 た だ し,Of,)～07の 内容 は0～7と 同 じで あ る。

、

飴

'

診

一

ト ー 一一ー 一 第8ビ ッ ト=0 第8ビ ・ トー1一 τ 叫

べ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

0

1
ISO-7

追 加 す る128キ ャラクタ

2
128キ ャ ラ ク タ

制 記 数 英 英 制

大 小

文 文

15

御 号 字 字

1
字 御

、
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②08,09の2列 は 伝送 制 御用 を除 く制 御 キ ャ ラク タの追 加 用 とす る。 そ の試案 と して,英

国 か らは 次 の よ うな提 案 が あ った。
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試 案 中 のCCはCursorContro1の 略 で,ブ ラ ウ ン管 表 示 の デ ィ ス プ レ イ を想 定 し た も

の で あ る。 別 の 機 器 に 対 し て は 異 っ た機 能 と な るが,類 似 の 機 能 を 持 た せ る の が 望 ま し い と して

お り,次 の よ う な 意 味 と し て い る。

CC1(DeleteCharacter)

カ ー ソ ル の右 側 の1文 字 を 抹 消 し,か つ そ の 行 の 文 字 を 左 に1字 分 う め て 空 隙 を な くす 。

CC2(lnsertCharacter),.

カ ー ソ ル の右 側 に1字 そ う入 し,そ の 行 の 後 の 文 字 を1字 分 ず つ 右 に ず らす 。

CC3(DeleteI、ine)

1行 抹 消 し て,そ の 下 の 行 を 上 に っ め る。

CC4(InsertI、ine)
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カ ー ソルの下 の行 を1行 下 にず ら し,1行 追 加 可能 とす る。

CC9(Home')

カ ー ソル を第1行 の最 初 の字 の位 置 に動 かす。

CC11(Space)

カー ソル を1字 分右 に ず らす。

CC12(Erase)

カ ー ソルの位 置 の文 字 を1字 だ け消 去す る。

上記 以外 はISOR646と 同様 で,「 印字 位 置」 か 「カー ソル」 に置 き換 え られ るだ け

で あ る。

③ 全 ビ ッ トー1の15/15の 位 置 は,通 常 は使 用 せ ず に空 け て置 く もの とし,特 に 当事 者 間

の 同意 が あ る場 合 に 限 り,ISO-7の7/15DELと 同 じ機能 とす る こ とが で き る。 この場

合 は07/15と15/15と は 同 じ機能 とな る。

④ もし,8単 位 の 符号 表 とし て,2っ 以上 の符 号 表が 必 要 であ れ ば,7単 位 の拡 張Exten-

sionと 同様 の方 法 に よ る。 た だ し(1)と(F)に っい て は,ISO-7と の互 換性 を残 す た

めに,00～07ま で の キ ャ ラ クタか ら とる もの とす る。

⑤10～15列 は グ ラ フ ィ ックの追 加 用 とす る。 その構 成 にっ いて,提 案 され て い る もの を並

べ る と次 の よ うな ものが あ る。

白

P

'

1011 1213 1415

特 非 非
ラ ラ

殊 テ テ
ン ン

記 追 文 上 文 下

号 加 字 段 ・字 段
t

10111213

カ

タ

カ

ナ

1415

漢

字

等

(b)7単 位符 号表 との関 係

7単 位符 号 表 がISO-7標 準 符 号表 の ほ かに,た だ1組 で グ ラフ ィックのみ の場 合 は,
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q

軸

●

,●

`

匂

SI

SO

同 じ

ISO-7と 同一 構 成

制 御 グ ラ フィ ッ ク

000102

追 加 す る符 号 表 が2組 以 上 あ る場 合 は,

set4

set

set

ISO-7

012

追

(制 御)

07D80910

set

グ ラ フ ィ ッ ク追 加

7

15

ISO-7と 同 じ構成

000102 07080910
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図 の よ うに8単 位符 号表 の後半 の部 分 に追 加 され,

し,7単 位 の 場合 はSO,SIが 併 用 され たが,

1は 不要 であ る。

(c)8単 位符 号表 のESCシ ー ケ ンス

概念 的 に図示 す る と次 の よ うに な る。

ESC*F

ESC!(F)
ESC"F)

'

ESCシ ー ケ ン ス に よ っ て 区 別 され る。 た だ

8単 位 で はESCシ ー ケ ン ス の み で,SO,S

ESC+F)

標 準8単 位 符 号 表

注)パ は標 準ISO-7表 の 第4,第5列 か らのキ ャラ クタ を示 す 。(F)は 最終 キ ャラク

ヘ

タに認 め られ た79キ ャ ラク タ中 の1個 を示 す。 枠 で 囲ん だESCシ ーケ ンスは,セ ッ ト

に な った キ ャ ラク タ群 を示 し,枠 で囲 ん で いな いESCシ ー ケ ンスは,単 独 の制御 キ ャ ラ

クタで あ るこ とを示 す。

ESC*(F)お よ びESC〃(F)

7単 位 の場合 と同様 の 機能 で あ るが,00～07の 列に対 して の み有効 とす る。

ESC%(F)

10列 か ら15列 まで に 対 して有 効 であ る。SOの 使 用 は必 要 で ない の で,そ の使 用 は認 め

られ な い。

ESC+(F)

7単 位 の場合 は この シ ーケ ンス とESC(Fe)シ ーケ ンスを併 用す る こ とに な って い るが,
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8単 位 の場 合はESC(Fe)シ ーケ ンスは使 用 しな い。

ESC&(F)

標 準 符号 表 とCompatibleで ない符 号 表。 ただ し,標 準 とす る符 号表 を前 半,後 半 い ず

れ の128キ ャ ラク タ とす るか,あ るし1は256キ ャ ラク タ全 部 にす るか結論 がで て い ない。

以上 の よ うに情 報交 換 用 符号 の 国際 標 準 は現 在ISOR646に よ る7単 位符 号 が 中心 と

な って い るが,数 学用.の記号,天 気 情 報 交換 のた めの記 号,新 開 発 の各 種 周辺,端 末 機 器 の制 御

用 キ ャラ クタ等 の 符 号化 の必 要性 が起 って い る。 文 字 にっ い て も,欧 米以 外 の 国で は英 文 字 の み

で は不十 分 な ところ が多 い。 わが 国 は片 カ ナにっ い てJISが 制 定 され たば か りで あ るが,平 が

な や漢 字 につ い て もそ の必 要性,対 象範 囲,方 法 等 に つい て 検討 を加 え,わ が 国の 意見 を早 期 に

国 際会議 の場 に反 映 させ て,国 際 標準 に折 込 む努 力が 必要 であ る。

亀

メ

、

喝
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3 プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 の 標 準 化

〆

3.1COBOL

(1)は じめ に

.COBOLは 事務 デー タ処 理 の プ ログ ラ ミング言 語 と して,現 在 最 もよ く使用 され てい る共通

言語 の一 つ であ る。COBOLはFORTRAN,ALGOLに 比 べ て,次 の2点 に よ り,特

にそ の動 向 を注 目 しな けれ ば な らない。 特 にCODASYLの 動 向に は注意 す る必要 があ る。

(a)COBOLはCOD-ASYL(COnferenceonDAtaSYstemLanguage)

に よ って 仕様 の決 定 が 行 なわ れ てい るが,常 に新 しい事 務 デー タ処 理 に適 した言 語に す るため,

仕 様 の改 訂,追 加 がか な りはげ しい 。

(b)CODASYU(よ る仕 様 の決 定 とは 別 に,そ の範 囲内 で 標準 化 の作 業 が進 め られ て い る。

ISOで はす 「『に推 薦規 格 案 が 出 され て具体 的 な内容 につい て審 議 中 で あ る し,日 本 で も,JI

S化 の検 討 が始 め られ よ う として い る。

昭 和43年 度 の報 告 書 では,COBOLに っ い て,発 展過 程,標 準 化の 歩 み,JIS化 の問題

点 等 に つい て,く わ し く報 告 され て い るの で,こ の報告 書 で は,主 に

・昭和44年(1969年)に お け る
,CODASYL,ISO,JIS,国 内 メー カ ーの動 向

・今 後 の方 向 と問題 点

につい て 報告 し,次 に
■

・昭和44年(1969年)に 改訂 され たCODASYL
,COBOLの 内 容`'

につ いて概 説 す る。

表1は,こ れ まで の動向 を,参 考 まで に一覧 表 として ま とめた もの で あ る。

最 後 には,参 考文 献 を示 し た。

●

」

'

■

●
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表11959年 ～1968年 の動 向

竜

へ

年 C、ODASYL ISO 'JIS

195噛9 5月CODASYL発 足

1960' 4月COBOL-60の 発行

1961 6月COBOL-61の 発行

1962

1963
COBOI、-61

Extendedの 発 行

1964

1965 ・・月COBOL1965年 鵯

1966

4月ISO/TC97/SC5

(USA-25)176の 発 行
1967

11月 パ リでSC5の 会 議 開催

1

上の資料を審議

7月COBOL1968年 版 JIS化 の

1968 .

(昭 和
(1969年9月 まで に7版 まで

・

方 向にあ る

43年) 改訂 され てい る)

●

匂

(2)昭 和44年(1969年)の 動 向

CODASYL,ISO,JIS,国 内外 の メ ー カ ーにお け る昭和44敏1969年)の 動

向 は 次 の と お りで あ る。'

CODASYI、-
COD.ASYLの 組 織 は1968年7月 下 図 の よ うに な った。

CODASYL

Progra㎜ing

Language

Committee

TaskGrouns

00DASYL

Executlve

Oo㎜ittee

00DASYL

Plannil19

Cornmittee

TaskGroups
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TaskGroups



CODASYLは こ れ ま でCOBOL-60,COBOL-61E・ …d・d・COBOL

Editi。n、965を 作 成 し,発 足 時{ご 予 定 し た大 き な仕 様 追 加 は 終 了'し ナ・・ し か し そ'の後Q・

い くつ かの情 況 変 化 によ り,現 在 も作業 は積極 的 に進 め られ てい る。 す なわ ち,

.COBOLの 仕 様 決定 を行 な うの は,CODASYLが ただ一 つの 機 関で あ るこ とが確 認 され

た。

.USAS・,・SO,ECMAな ど もCODASYLCOBOLの サ ブ・ ・ トのb>.t・ちで標

準 案 を作 成 しよ う として い る。

.そ のた めCODASYLは 仕 様 の明 りょ う化 に努 力 せ ざ るを得 な くなっ た。

.瀧 回 線 やヂ タ ・ベース な ど,t新 し・・醐 デ ー タ鯉 と して 噸 ・・方 が凱C・BQLと し

て も検 討 しなけ れ ば な らな い。

な ど の理 由に よ る もの と考 え られ る。'

1968年 にはCOBOLEdition1965を ベ ー スに して,.そ の 後 の改 訂 をすべ て

鯉 しピCOBOLJ。u・nal・fDev・1・pmen・ ・968"醗Zテ され た ・ これ は

CODASYLが 承認 して い る最 新 のCOBOL仕 様書 で あ る。

昭 和44年(1969年)9月 まで に7回 改訂 版 が 出 され て,い くつ か の新 しい仕様 追 加 が行

なわ れ た。 主 な仕 様改 訂 の 内容 に つい て は後 述 す るが,大 きな項 目 として は,次 の ような もの で

あ る。,

㈲ 通 信 回 線制 御 に関 す る機 能 の追加

(b)EXAMINEの 削除 とINSPEC[1]の 追 加

CODASYLに はP,。9,ammi。gLanguag・C・mmittee(プ ・ グ ラ ミング言 語

委 員会)の 下 に次 のTaskGroups(小 委 員会)が あ って,主 に新 しい 仕様 の検 討 を行 な っ

てい る。

a

㊤

0

但

e

DataBase

I/OEditingandDataRepresentation

Asynchronous

ReportWriter、'

Communicatlons

データ ・ベース(DataBase)に つい て は仕 様案 が 完成 し,CODASYLの 理事 会 で承認

され,各 方 面 晒 布 され て ・・る6・970年 ↓砿 データ ・!← スの仕 様 が正 式 仕様}こな る もの と

考 え られ るが,今 後 の重 要 性 か らみ て,正 式 決 定 まで に は,か な りの議 論 を呼 ぶ もの と考 え られ
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烏

、"

匂

る。 ・.

入 出 力編 集(1/0,EditingandDataRepres『ntation)小 委員 会 は前述 の と

お り,昭 和4 ,4年(1969年)にEXAMINEを 削除 し,拡 張 され たINSPECT命 令 を

正式 に追 加 した。 その他,デ ー タの取 扱 い に関 す る検 討 が続 け られて い る。

非 同期 処 理(Asynchronous)は,仕 様 の 明確 化 に っい て検 討 中 で あ る。

ReportWriterは,す で に仕 様 が決 定 され てい るので,そ の使 用経験 か ら,詳 細 な追 加

仕様 の検 討が続 け られて い る。

通 信 回 線制御(Communications)は,前 述 の とお り,昭 和44年(1969年)に 新 た

に仕 様 追加 が行 な われ た。

ISO

昭和44年(1969年)に は,特 に めだ っ た動 きは ない。1970年 に はCOBOL勧 告

案 が出 され る もの と予 想 され る。

JIS

昭和44年(1969年)に は,特 に めだ っ た動 きは な い。1970年 か ら標準 化の 作業 が

開始 され る。

国 内 外 の メー カ ー～
米 国で はUSASICOBOLが1968年 に 制 定 され たの でIBMな どを中 心 にUSAS

ICOBOLの 仕 様 に従 った コ ンパ イ ラが 作成 され始 めて い る。

国 内 では各 種 の コンパ イ ラが作 成 されて い るが,ほ とん どCOBOLEdition1965

に準 じた もので あ る。

(3)今 後 の方 向 と問題 点

昭和44年(1969年)はCODASYLに よ る積 極 的 な改 訂作 業 が進 め られ たが,標 準化

に対 す る正式 決 定 は何 もな され な か った。

昭 和45年(1970年)に はCODASYLの 作業 が更 に進 め られ ると同 時 に,標 準 化作 業

が,いSい よ活 動 を開始 す る方 向 に あ る。 す な わ ち,国 際 的には,ISO勧 告 が]970年 内 に

配布 され るで あ ろ う。 これ は1967年 に出 され たUSASI作 成 のISO/TC97/SC5

(USA-25)176〔 参考 文 献⑨ 〕に1967年11月 パ リで 開催 され たSC5会 議 の審 議

結 果,お よび そ の 後の審 議結 果 が追 加 され た もの とな るであ ろ う。 一 方,国 内 では,工 業 技 術院

が1971年JIS制 定 を希望 して い るの で,1970年 には情 報 処理 学 会 を中心 に何 らか の作

業 が開 始 され るは ずで あ る。
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JIS化 をす る場 合,ISO勧 告 案 に準 ず る形 に な る もの と思 われ るが,次 の よ うな 日本 特有

の問 題 もあ り,JIS制 定 の時 期 の み を急 ぐので は な く,十 分 な審 議 をか さね るべ きもの と考 え

られ る 。

(a)カ タ カ ナ の 扱 い

(b)小 型 計 算 機 に お け るCOBOLの 取 扱 い

CODASYLが 将 来 の 検 討 項 目 と し て 取 上 げ て い る項 目 は 次 の と お り で あ る 。

TOPICGUIDELINELIST(1969年5月)

(1)DebuggingTooIs

(2)ExecutiveInteraction

(3)Input/OutputEditing

(4)LibraryMaintenance

(5)ExtendedSegmentation:DataandProcedure

(6)MathematicalFunctions

(7)FloatingPoint

(8)DefaultOptions

(9)Free(Reference)FormCOBOL

aO)MassStorageExtensions

(10ShorthandCOBOL--Abbreviations

a2)Realignment、
a3)COBOLMeta-1anguage

O4GeneralizedSubscripting

09

㈹

⑰

㈹

09

00

00

田

03

1」istProcessing(DataBase)

ClosedSubroutines

CollatingSequence

GlobalCommon

PunctuationCharacters(Useof)

Co.rununicationsFacility

Var、iableLengthDataItems

ttEI
ＬSE"inIlnpliedConditionalStatements

IndexforCOBOLJournalofDevelopment

シ ド
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⑳ReviewofCOBOLGIo-ssary

(4)CODASYLCOBOLの 仕様

CODASYLで 決 定 してい るCOBOL仕 様 は,表1に も示 した とお り,COBOL-60

か らCOBOL1968年 版 まで発 行 され,更 に1969年(昭 和44年)に も,改 良,追 加 が

行 な わ れた。 以 下 に各COBOI、 仕 様 で の主 な追 加 内容 と,1969年 の変 更内 容 に つい て概 説

す る.

COBOI」-60一
正 式 に は"COBOL-AReporttotheConferenceonDataSyst-

emsI、anguages,includingInitialSpecificationsforaCom-

monBusinessOrientedLanguage(COBOI」)forProgramming

ElectronicDigitalComputers"(COBOL-CODASYLへ の 報 告 書,デ

ィ ジ タ ル 電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ミ ン グ の た め の 事 務 用 共 通 言 語(COBOL)の 第 一 回 仕 様 書)と

い う長 い 表 題 の文 書 で,以 後COBOL60と 呼 ば れ た 。'

COBOI、-61-
.正式 なCOBOL仕 様 書 の 第2版 で あ る 。COBOL-60を1年 間 に わ た る使 用 経 験 に も と

つ い て 改 訂 した もの で,COBOI、-60と 完 全 な 共 通 性 は な い 。 こ のCOBOL-61は,ひ

ろ く利 用 され,現 在 作 成 さ れ て い る ほ と ん ど のCOBOL翻 訳 ル ー チ ン の も とに な っ て い る。 以

後 発 行 され たCOBOL1965年 版 や1968年 版 も,す べ てCOBOL-61に 対 す る 改

良,追 加 と考 え られ る。

COBOI、-61Extended

基 本 的 に はCOBOL-61で あ る。 主 な 追 加 と変 更 は 次 の と お りで あ る。

(a)SORT(分 類)機 能 の追 加

(b)ReportWriter(報 告 書)機 能 の追 加

(c)ADD,SUBTRACT命 令 にCORRESPONDINGの 追 加

(d)各 仕 様 に 対 す る明 り ょ う化

COBOI、Editionl96'5

こ の版 はCOBOL-61Extendedと 次 の 追 加,変 更 か ら成 る。

(a)MassStorageFiIes(大 記 憶 フ ァ イル)に 対 す る 読 込 み,書 出 し,処 理 の た

め の 一 連 の 追 加

(b)IndexingとSearchの 書 き方 を 含 むTableHandling(表 操 作)機 能 の追
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加

(c)各 仕 様 に 対 す る明 り ょ う化 お よ び エ ラ ー 診 断 表 示 の 規 約 を削 除

coBoL-J。_a1。fbevei。pm・ 。t-1968　
COBOLEdition1965を ベ ー スに して,そ の後 の 改訂 をす べ て整 理 した もの であ

る。主 な改訂 内 容 は次 の とお りであ る。

(a)プ ロ グ ラム の分割 とそ の 連絡 の機 能 の追 加

〔b)PICTUREと 同様 の 句 の削 除(CLASS,POINT,SIZE,SIGNな ど)

(c)IDENTIFICATIONDIVSION以 外 の すべ て のDIVISIONで の

COPY使 用句 とINCLUDEの 削 除

(d)ペ ー ジ ●オー バ フ ローの定 義 とテ ス ト追 加

(e)Type4の 省 略 形は 削 除

(f)DEFINEの 削 除

(g)DIVIDEの 余 り,追 加

(h)NOTEとREMARKSの 削 除(注 記 はつ な ぎ領域 に*印 を書 く)

(i)グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ用 にSUSPENDの 追加

(j)各 仕 様 の 明 りょ う化

更 に1969年9月 まで に7回 の改 訂版 が 出 され てお り,そ の なかで 次 の よ うな改 訂 が行 な わ

れ てい る。

(k)通 信 回 線制 御 に関 す る機能 の追 加

(1)EXAMINEの 削 除 とINSPECTの 追 加

昭和44年(1969年)の 主 な改訂 内 容

昭和44年(1969年)末 まで に改 訂 され た主 な内容 は 次 の とお りであ る。

(a)通 信 回線 制御 の機能

①DATADIVISIONは 次 の5つ のSECTIONか ら成 る。

FILE

WORKING-STORAGE

I、INKAGE

REPORT
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、、

件

過

し

A

Ｌe

・

COMMUNICATION

(CONSTANTSECTIONは 削 除 さ れ た)

②COMMUNICATIONSECTIONの 書 き方 の形 式 は 次 の と お りで あ る。

Formatl

Q⊇cd-name;COPYlibrary-name

REP・A・・NG{ll二ll}
,、。,.1国 蕊 ∴ 、。,.,}

〔{≡,、 。,L,}・Y{二:lll,、 。一 、卜

Format2,

CDcd-name;FORINITIALINPUT

〔〔;SYMBOLICQUEUE

〔;SYMBOLICSUB-QUEUIE-1

〔;SYM-BOLICSUB-QUEUE-2

〔;SYMBOLICSUB-QUEUE-3

〔;MESSAGEDATE

〔;MESSAGETIME

〔;SYMBOLICSO耳 旦CE

〔;TEXTLENGTH

〔;ENDKEY

〔;STATUSKEY

ざ
〔;QUEUEDEPTH

〔data-name-1,data-name-2,

For皿at3。

CDcd-name;FOROUTPUT

〔;DESTI・NATIONCOUNTIS

ISdata-name-1〕

ISdata-name-2〕

ISdata-name-3〕

ISdata-nam6-4〕

ISdata-name-5〕

ISdata-name-6〕

ISdata-name-7〕

ISdata-name-8〕

ISdata-name-9〕

ISdata-name-10〕

ISd・t・ 一・・m・-10〕 〕

,data-name-11〕

'

data-name-1〕

ISdata-name-2〕

ISdEita-name-3〕

OCCURS

 

;

;
〔

〔

〔

TEXTLENG.TH

STATUSKEY

DESTINATIONTABLE

integer-2TI]V[ES

〔・-EDBY・ ・d・x-・ ・m・-1(・i・d・ ・一・・m・一・}・〕

〔;ERRORKEYISdata-name…4〕

〔;SYMBOI、ICDESTINATIONISdata-name-5〕
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③,R。C三 。URED、V、S、 。Nの 書 き方 噸 の 、お りで あ ・.

C-1MCS(MessageControlSystem)とMessageの や り と りを 記 述 す る 命

令 と し て 次 の もの が 追 加 され た。

RECE・V・ ・d-・・m・{隠 蕊}・N…d・ …f…-1

〔;NODATAimperative-state皿ent〕

SENDcd-nameFROM'den

.t'f'e「rl

'WITHidentiifier-2

.WITHESI

SENDcd-name〔FROMidentifier-1〕W
ITHEMI

WITHETI

identifier-3LINES

〔艦}AD-・ ・NG還gerLINES〕

mnemonlC-name

C-2MCSと 端末 機器 との間 の回 線 の制御 をす る命 令 と して次 の ものが あ る。

・NABL・ ぱ1
,〔TER[MINAL〕}・d-・ ・me・

wr－ じ1蕊 三 『1}

・・S－ 牒ITERMINAL〕}・d--n・m・;

W・T-{蕊 浩r1}

C-3通 信機 能 だけ で利 用 され る とは 限 らないが,こ の分 野 での利 用 価値 の大 きな命 令 と.してi

文 の切 離 しや結 合 をす る次 の もの があ る。
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●

甲`

.

.

・TR・NG{ll㍍lr『1},[1㍍llr『2〕 ……・・

DELIMITEDBY

identifier-3

1iteral-3

SIZE

!〔1、 、era1.5

identifier-6

1iteral-6

SIZE

〔{
identifier-4

1itera1-4

DELIMITEDBY

identifier-5

〕 ・… … ・

}… －

INTOid・ntifie卜7〔 ・WITH(POINTERid・ ・ti
,fi・ ・-8〕

〔;ONOVERFLOWimperative-statement〕

UNSTRINGidentifier-1

〔DE-ED・Y〔ALL〕{ll:1三lr-2}

〔・・R〔∪ ・〕ピ ロ;「-3}… 〕,
INTOidentifier-4〔,DELIMITERINidentifier-5〕

〔,COUNTINidentifier-6〕

〔,identjfier-7〔,DELIMITERINidentifier-8〕

〔,COUNTINid・ntifi・ ・-9〕 〕 ・… ・… ・

〔;WITHPOINTERidentifier-10〕

〔;TALLYINGINidentifier-11〕

〔;ONOVERFLOWimperative-statement〕

(b)EXAMINE命 令 が 削 除 さ れ,機 能 を拡 大 し たINSPECT命 令 が 新 た に追 加 さ れ た 。

形 式 は 次 の と お りで あ る。

INSPECTidentifier-1

⇒,・d・n・ ・f・・r-・F・R{,{1曇蕊 蒜 ∴}}

ご}-1{濫1測 一}一
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INSPECTidentifier-1

一 曜1㍉:蒜1: ,一・]!}:・L　　　:∴}

〔ご ㍗}・N・T・且 ぱllll杣 ・}

INSPECTident且fier-
.1

⇒ ・d-・・f・e・⇒ 嵯 …▲ ピ1∴}}

[BEFORE{AFTER}IN・TI仙㍑lllll,.、}〕 レ}・

一斗{㌘ ぽ 三 ,国㌔訂
[{瓢 一{蕊lll,-7}]}}

(c)そ の 他

①ACCEPT命 令 ℃DATE,DAY,TIME々 〉らデ ー タ を受 取 る こ とが で き るよ うに

な っ た 。

②CALL命 令 に記 憶 装 置 の オ ー バ フ ロ ー を検 出 す る機 能 が 追 加 さ れ た 。

(d)ProcedureDivisionの 動 詞 は 次 の と お り と な る 。

CategoryVerbs

Arithemetic

ADD

COMPUTE

DIVIDE

INSI)ECT(TAIＬLYING)

MUI、TIPLY

SUBTRACT
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`'

ミ多'

俗

r

Asynchronous

正)rocessing

CompilerDirecting

Conditional

DataMovement

Ending

Input-Output

ー

ー

HOLD

PROCESS

COPY

ENTER

USE

ADD(SIZEERROR)

COMPUTE(SIZEERROR)

DIVIDE(SISEERROR)

IF

MU1三TIPLY(SIZEERROR)

READ

RETURN(END)

SEARCH

SUBTRACT(SIZEERROR)

WRITE(INVALIDKEYor

INSPECT(REPLACING)

MOVE

STRING

UNSTRING

STOP

ACCEPT

CLOSE

DISABLE

DISI)LAY

ENABIＬE

OPEN

READ

RECEIVE

SEEK

SEND

STOP(1itera1)

SUSPEND

WRITE
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Inter-Pr・gram

C・mmunicating

ProcedureBr.anching

ReportWriting

Sorting

TableHandling

⑤ 参 考 文 献

(a)CODASYL

①CODASYL;Ct

SystemsLanguages,

CommonBusiness

ingElectron'icDigital

DEFENSE(1960-4)

②CODASYL;tt

S
.YSTEMSLANGUAGES

TIONSforaCOMMON

(COBOL)for

DEI)ARTMENTOF

③CODASYL;tt

'DEFENSE(1963)

④CODASYL;ttCOBOL

{:ilklEL
ALTER

CALL

EXIT

GOTO

PERFORM

{罐

{i當

已CH

COBOL関 係 の 資 料

COBOL-AReporttotheConferenceonData

including.InitialSpecificationfora

OrientedLanguage(COBOL)forI)rogramm-

Computers"';DEPARTMENTOF

COBOL-ReporttoCONFERENCEonD、ATA

In『1udingREVISEDSPECIFICA-

BUSINESSORIENTEDLANGUAGE

Progra㎜ingElectronicDigitalComputers";

DEFENSE(1961-6)

COBOI－61Extended";DEPARTMENTOF

EDITION1965";DEPARTMENT
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4

v

《

OFDEFENSE(1965)

⑤CODASYL;ttCOBOL,Journal・fDevel・pment-1968"

(1968)

注)①,②,③,④ が そ れ ぞ れCOBOL-60,COBOL-61,COBOL-61

Extended,COBOL-65の 正 式 な 仕 様 書 で あ る。

⑤ はCODASYLが 承 認 し て い る最 新 の 仕 様 書 で あ る。1969 、年9月 ま で に7回 改 訂 版 が

出 さ れ て い る。

(b)日 本 語 訳

⑥tt和 訳COBOL";情 報 処 理 学 会(1963-3)

⑦ 関 根 智 明監 訳;t℃OBOL1965年 版";情 報 処 理 学 会(196cQ-9)

注)⑥ は 上 記 ② の 日本 語 訳 で あ る。 ⑦ は 上 記 ④ の 日本 語 訳 で あ るが,1968年1月 ま で の 変

更 と改 訂 を 完 全 に 含 み,1968年7月 ま で の 変 更 と 改 訂 も明 示 し て あ る 。

(c)ISO関 係 の 資 料

⑧USASI;ttpUSASICOBOLStandard,CIB#9,ISO/TC97

/SC5(USA-25)176"(1967-4)

ω そ の 他

⑨ 西 村 恕 彦;◎ ぐコ ボ ル の 現 状";情 報 処 理 学 会

第11回 プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 集(1970-1)

3.2FORTRAN

FORTRANは 科 学技 術計 算用 の プ ログ ラ ミン グ言 語 と して,最 も普 及 して い る共通 言 語の

1つ で あ る。各 言語 の なか で も,コ ンパ イ ラ開発 普及 が一 番は やか っ た ことか ら,標 準 化 の作

業 も,最 初 に行 な われ た。

現 在,ISO推 薦規 格 案(1965年),JIS規 格(1967年5月1日 制 定)が 決 ってい

る。

昨 年度 の 報告書 で"FORTRAN発 展 の歴 史","日 本 工業 規格 制 定 に いた る経 過"に つ い

て詳 し く報告 され て い るので,今 回 は 昭和44年 の動 向 にっ い て の み報 告 す る。

昭 和44年,FORTRANに 関 す る標準 化の作 業 は,ISO,JISと もに,特 に め だ っ た

動 きは な い。 しか し,昨 年度 の報告書 で も指 摘 され て い る とお り,現 在 のJIS規 格 には い くつ

か の問題 点 が あ り,そ れ らにっ いて の検 討は各 方 面 で続 け られ てい る。JISは3年d"と に改 訂
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作 業 を して よ、・。 とに な 。て ・・るので,昭.9[145年(1970年)・ 砿 具体 的 な作 業 が作 業 グ

ル ー プに よ って開 始 され る予 定で あ る。

改 訂 の際に 考 慮す べ き項 目 とし ては,

① 現JIS規 格 を 使用 して,実 用 面 で遭 遇 した 問題 に対 す る項 目

② 現JIS規 格 の発展 充 実 に関 す る項 目

に分 け られ る。

前 者は 主 に,条 文の 説 明が前 後 の章 で調 和 して い ない もの,規 定を よ り厳密 に した方 が よい も

の,職 定で は プ ・グ ラム の書 き方 に 不都 合 姓 ず る ものな どで あ る・ これ らは昨 鞭 の鰭

書 と同 様,現 規 格 に沿 。て作 成 され たFORTRAN処 理 系 を包 含 す る よ うな 形 で改善 され る と

い う条件 の もとで,で き るだけ速 かに処 理 され る ことが望 ましい と考 え られ る。

後者 は,い くつ かの 問題 点 を含ん で お り,賛 否 両 論が あ る。 ここで は 以下 に項 目の羅 列 に と ど

め るがJIS規 格 へ の適用 にっ い ては 慎重 な態度 で 臨 むべ き もの と考 え る。

(1)ハ ー ドウェ アの進 歩,計 算 機 の使 用 形 態 の発展 に 応 じて機能 を拡 張 してい くのは 当然 と して

も,技 術 計 算のFORTRAN(ま た はALGOL)と 事務 用 のCOBOLと ・'う2系 統 の言 語

が独 立 に機能 拡 張 を してい くの は望 ま しい こ とか。

(2)機 能 拡 大 をす る とき,現 規 格 に含 め るべ きか,オ プ シ ョンにす べ きか。

(3)FORTRANは オA・・一 テ ・ ング ・シス テム の開 発に 先行 した た め・ ハー ドウ・ ア舶 彩

が強 い が,一 貫 思 想 の もとに よ くま とめ られ た言 語 で あ る・ オペ ・一テ ・ン グ ・シス テ ムの こ と

を考 慮 した新 しい機能 を追 加 してい くことが,本 当 にFORTRANを 使 い よ くして い く方 向 であ

るが。

(4)J、Sの3000,5000,7000の 水 準 につ ・・て再酬 が 必要 で あ る とし'う観 が あ

る.更 に 高水 準 の もの を作 る こと,お よび最 近 の動 向 か らみ てMINI-COMPUTER用 の

更 に低水 準 の 仕様 の検 討 が必 要で あ る と考 え られ る。

㈲ オ ン ライ ン応 用 の ため の ス テー トメ ン トの検 討

(6)TSS用FORTRANの 標準 化 の検 討

(,)そ の他 ダ,・ ク ト ・。 ク ・・装 置 に 関す る・ テー ト・ ン トの追加 や・ ビ ・ ト'ス ト リング操

作 の規 定 な ど比 軸 詳 細 な樹 晒 に つ いて は珊 和43鞭 の報 鵠 で搬 されて い るので参

照 して ほ しい。

●
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4 ソ フ トウ ェア 技 術 文 書 の 標 準 化

、'

.い

.

ぐ

(1)背 景

ソフ トウ ェアの生 産 は,工 場 制手工 業 あ るいは もっ と極 端 に鍛冶 屋 的 であ る とい わ れ る。 ソフ

トウ ェアの生 産 の手 法 が これ まで確立 で きな か った最 も大 きな理 由 と して,研 究 開 発的 な色 彩 が

非 常 に強 くて管理 が困 難 であ るこ とが あげ られ て い る。⑯そ れ と と もに比 較 的小 さな シス テムの 場

合 は,鍛 冶屋 的手 法で 徒弟 制 度 的 な人 事 管理 に よ って作 成 す るの が む しろ能 率的 で あ ると考 え ら

れ て い た ため であ ろ う。

近 年,作 成 す るシ ス テム が大 き く複雑 に な るにっれ て従 来 の や り方 で は非能 率で あ るこ とが わ

か り,さ らに その よ うな 手法 で は実 際 に ソ フ トウェアが 完成 し得 ない とい うこ とが 認 識 しは じめ

られ,い ろい ろな面 で の標準 化 が推進 され て い る。 こ こに記 述 す る ドキ ュメ ン トの 表 記法 の標準

化は,そ の最 も大 きな課題 の1っ で,最 近 活 発 に議 論 され てい る 。 しか し,昭 和45年 にJI

Sが 制 定 され た流 れ図(フ ローチ ャー ト)を 除い て,他 の ものは 各企 業体 ごとに標 準 化の 努 力が

な され て い るのが現 状 で,こ の よ うな状 態 が まだ1,2年 は続 くと思 わ れ る。 しか し表記 法 の標

準 化は,直 接 生産 性 につ な が る重 要 な問題 であ るこ とが認 識 され て い るの で近 い将 来,国 内 あ る

い は国際 的規模 で推 進 され る こと は間違 い な いで あ ろ う。

(2)標 準 化の 対象 にす る文書

ソフ トウェ アを作成,使 用,あ るい は維 持 して ゆ く過 程 で作 成 され る文書 類 に は,次 の よ うな

ものが あ げ られ る。

(a)計 画 やね らい を記述 した もの

(b)構 成 や機 能 を記 述 した もの

(c)内 部 方式 を記述 した もの

(d)流 れ 図 や リステ ィン グ

(e)検 査 方 法 を記述 した もの

(f)保 守 に っ いて 記述 し た もの

(g)使 用 者 向 け の説 明書

表 記法 の標 準 化 は,こ れ らの文書 類 の作 成 と維 持 にっ い て,記 述 す る項 目 とそ の詳 しさに対 す

る水準,表 現 手 段,管 理 体 系 な どにつ い て の標準 を決 め る こ とで あ る。

一301一



〔3)標 準 化に よ る効 果

表記 法 を標 準 化 す る こと の効 果 は,生 産 管 理 の面 と人事 管理 の面 とで議 論 きれ るべ きであ ろ う。

特 に前 者 に っ いて は,標 準 化 され た文書 が効 果 的 に管理 され るとす ぐに で もソ フ トウェアの原

価 低減 が図 れ るよ うに考 え られ て い るよ うであ るが,こ の考 え方 には疑 問 を 感 じ る。 従 来,ソ フ

トウェ アの価 値 は,あ たか も磁 気 テ ープ や カー ドな どの媒 体 に 入れ られ た もの だけ であ るよ うに

みて,作 成 され た文書 類 の量 や質 を問 わ ない傾 向 に あ る。 文書 類 もソ フ トウtア の1つ であ るか

ら,そ の価 値は正 し く評 価 され なけ れ ば な らな い。 事実 文書 類 を標 準 化す る こ とに よ って,ソ フ

トウ ェアそ の もの の標準 化 を促 し,変 更が 容易 にな り,有 能 な ア ナリス トを プ ログ ラミングに くぎ

づけ にす る弊 も避 け得 る とい っ た広 汎 な利益 が 生 れ るので あ る 。 した が って生 産性 は 上 に述 べ

た広義 の ソ フ トウェ ア につ い て評価 され るべ きで あ って,そ うい う意 味 で標 準 化に よって生 産性

が向 上 す ると考 え られ る。

(4)表 記 法 の例

表記 法が1っ の プ ロ ジ ェ ク トの 中 で標準 化 きれ た例 として,通 産 省 工業 技 術院 の大型 プ ロジ

ェ ク トで開 発 す るソ フ トウェ ア ・シス テ ムに関 す る も'のを別紙 にあ げ る。

この文書 は,

・ソ フ トウ ェアに関 す る公式書 類規 定

・ソ フ トウ ェア に関 す る公式書 類規 定 に対 す る解 説

の2つ の部 分か ら成 って い る。 この種 の もの は,各 方 面 の企 業 体 で作 られ て い ると考 え られ,そ

れ ぞれ が実 施 され て,成 果 や問 題点 が 報告 され るこ とが望 まれ る。

・↑

・'

・tノ

ふ

、

与

し
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5 プ ロ グ ラ ム 作 成 作 業 の 標 準 化
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プ ログ ラム作 成作 業 とデ ー タ処理 の仕方 を全 体的 に標 準 化 して い くこ とは,開 発 の生 産性 を向

上 させ る見地 か ら,今 後重 要 な課 題 に な る と思 われ る。 しか し,す べ て の シス テ ム に同一 の規 準

を適 用す るこ とは不 可 能 な こ とであ る。 もし可 能 だ った として も,望 ま しい ことで は ない で あ ろ

う。 した が っ て現 行 の シス テム の事情 を十 分考 慮 しな が ら,そ れ と矛 盾 しな い よ うな独 自の規 準

を決 めて い くこ とが無理 のな い方 法 とい うこ とにな る。

プロ グ ラム作成 作 業 の標 準 化 を検 討す る こ とは,必 要 に 応 じて独 自 の規 準 を決 め る際 のよ りど

ころ を与 え る もの さ しを検 討 す るこ とで もあ る。

規準 が決 る と,そ の規 準 に あ っ た方法 に ど う切替 えて ゆ くか とい うこ とが 重 要 に な る 。 全

く新 しい コン ピ ュー タや プ ログ ラ ミング ・シス テム を採用 す る場合 には,は じめか ら規 準 に従 っ

て作 業 を進 め るこ とが で きるが,現 行 のや り方 を少 しず つ変 えなが ら規 準 の 適用 範 囲 を広げ て ゆ

く場 合 は,混 乱 を起 さ ない よ うに配慮 しな けれ ば な らない。

鋤

イ

5.1規 準 の 必 要 性

(1)コ ン ピュー タが現 在 の よ うに 広 く使 われ る よ うに な る と,他 の部 門 と同様,プ ログ ラム作 成

や デー タ処 理 につ い て も,水 準 の 高い原 価計 算 や品質 管理 を行 な わ なけ れ ばな らない。

(2)新 しい コ ン ピュー タを設 置 した り,よ りレベ ルの 高 い新 しい シス テ ム を開 発 し よ うとす ると

き,既 存 の プ ログ ラム が一定 の標 準 的 な方 法 に もとつ い て書 か れ てい れ ば,新 しい シス テムへ の

移 行 が容 易 に で き る。

(3)プ ロ グ ラム の内容 が そ の人 だ け しかわ か らない よ うな仕組 みに な って い ると,プ ロ グ ラムの

作成 者 が プ ログ ラ ムの保 守 につ い て も,最 後 ま で責任 を持 た な けれ ば な らな い。 しか し,プ ロ グ

ラム作 成 の作業 が規 準 に沿 って行 なわれ,規 定 の方式 で文書 化 され てい れ ば,だ れで もそれ を解

読 で き る し,プ ログラム 作成 後 の変 更 を保 守担 当者 に まかせ るこ と もで き る。 プ ログ ラマは,保 守

の責仕 か ら解 放 されて新 しい仕 事 に エ ネル ギ ー を投 入す る こと がで きるの であ る。

(4)途 中 か ら作業 に加 わ っ た プロ グ ラマは,そ れ まで の作 業 の状 況 をは握 しゃ す い し,標 準 的 な

作業 の仕 方 だ けを学 べ ば よい ので,早 く生産 的 な仕事 に と りか か るこ とがで き る。

㈲ 標 準 的 な方 法が 採用 され て い て,十 分 に文書 化 され て いれ ば,管 理者 や コ ン ピュー タに関 連
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して い る部 課 の プ ログ ラマや オ 〔 レー タが必 要 な ときに容 易 に内 容 を理解 で き る。

5.2標 準 化 の た め の 資 料

(1)ISO(lnternationalStandardsOrganization),ANSI(Ameri-

canNationalStandardsInstitute,Inc.旧 称USASI),BSI

(BritishStandardsInstitute)な ど で 出 し て い る プ ロ グ ラム 言 語,流 れ 図 記 号

な ど に つ い て の 標 準 仕 様}

(2)JIS規 格(日 本 工 業 規 格)の 仕 様

プ ロ グ ラ ム言 語 に つ い て,FORTRAN言 語 とALGOL言 語 の 規 格 が あ る 。

流 れ 図 記 号,磁 気 テ ー プ ・ ラベ ル な どに つ い て規 格 が あ る。

情 報 処 理 用 語 に つ い て の規 格 が あ る。

文 書 化 に つ い て は,規 格 票 の 様 式 に つ い て の 規 格 が あ る。

(3)SHARE,GUIDE,BritishComputerSociety,ECMAな ど,コ ン ピ

ュ ー タ ・ユ ー ザ の 団 体 や メ ー カ 団 体 が デ ー タ処 理 に つ い て の 規 準 を 発 表 して い る。

(4}情 報 処 理 学 会,電 気 学 会,通 信 学 会 な ど で 情 報 処 理 用 語 そ の 他 の 標 準 仕 様 を 検 討 し て い る。

㈲ コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ が 各 種 の 標 準 仕 様 書 を 出 し て い る。

(6)IBMか ら,"デ 三 夕処 理 部 門 の 組 織 化","デ ー タ処 理 規 準 書 作 成 の 手 引 き"の2冊 の 規

準 書 が で て い る。

〆

'-i

i

5.3規 準 の 徹 底

規 準 は 守 らな けれ ば 何 の意 味 もな い。 したが って守 りゃす い規 準 が現 実 的な良 い 規準 とい うこ

とに な る1守 りや すい規 準 に す る ため には,必 要 以 上に細 か な とこ ろまで規 定 しない よ うに して,

水準 を低 めに 押 えた規 準 にす るこ とが重 要 で あ る。 ま た,規 準 を作 る場 合に は,守 りや すい 規準

にす る と同時 に,確 実 に 守 らせ るた めに,検 査 体 制 を作 るこ とが 必要 で あ る。 プ ログ ラム作 成 工

程 をい くつ か の段 階に わ けて,各 段 階 ご とに進 度 の検査 と,規 準 に て らして の質 の検 査 を行 な う。

規準 に反 してい る場 合 は,担 当者 に 戻 して訂 正 させ る。

プ ログ ラ マに納 得の ゆ く仕 様が 示 され てい ない 場合 は,プ ロ グ ラムを引 受 け るべ きでは ない・

オ ペ レー タや デ ー タ処理 を実 行 す るグ ルLプ は,コ ン ピュー タで処 理 す るた めに 必要 な操 作解説

書 や,プ ログ ラム の説 明書 が完備 して い なけ れ ば,プ ログ ラ マか らプ ログ ラム を引継 ぐべ きで は

な い。

,

●
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5.4規 準 書 の 作 成

新 しい シス テ ムを導 入 した り,開 発 しよ う とす ると きは,初 め に規準 書 を作成 し て,そ れに

従 って作 業 を進 め る。 そ うす れ ば は じめか らそ の シス テ ムに 関係 す る人達 に規 準 を徹 底 す るこ と

が で き る。 最初 か らは っ き りした規 準 を打 出 せ ない よ うな領 域 が あ る とき も,一 応 の決 定 を して

お い て,後 に 不都 合 が生 じた 場合 に変 更 す ると よい 。 一応 の決 定 も下せ な い と きは,規 準 を決 め

る 日付 を書 込 ん でお く。

既 存 の シス テム に,新 し く規 準 を設 定 しよ うとす る と きは,次 の よ うな手 順 が 考 え られ る。

(D標 準 化 委員 会 を結成 す る。 で きれ ば,経 験 豊 かな 人が2,3人 この 仕事 に あ た る こ とが

望 ま しい 。

(2)標 準 化の 計画 を発 表 す る。 会社 の上層 部 が標 準 化 に乗気 で,バ ッ ク ア ッ プ して くれ る

こ とを確 か め る。 また,包 含 すべ き領 域,個 々の規準,そ こか ら得 られ る利 点 な どにつ い

て,で きるだ けい ろ い ろな意 見 を 聞 く。

(3)規 準 を作 る項 目の一 覧 表 を作成 す る。 これ は,計 画 を作 る第1歩 として ど うして も必 要

で あ る。

(4)項 目一覧 につ いて,上 司 の承 認 を受 け る。

⑤1項 ず つ規 準 の草 案 を書 きあげ る。

(6)規 準 を更新 す る手順 を決 め る。

(7)規 準 書 を作 りあ げ る。

〔8)ス タ ッフ を教 育 す る。

(9)更 新 と保 守 を行 な う。

既存 の プ ログ ラムに手 を入れ て,最 低 の基 準 に かな うよ うにす る。

略

5.5規 準 書 に 盛 込 む 内 容

規準 書 に は,次 の よ うな内 容 を盛込 ん で お く。

(1)規 準 に 関す る方 針'

規 準 の適 用範 囲 や,特 に規準 外 の方 法 を とる場 合の許 可 条 件 や許 可 の仕 方,規 準 の管 理,更

新 な どに っい て の責任 部 門 な どを説 明 す る。

(2)管 理体 制

管理 機 構 と職 務 の明細,運 営 委 員会,プ ログ ラ ミング部門 の予 算管 理 や原 価 計算 ・ プ ラ ンニ ン

グや プ ログ ラム作 成 の作業 量 の予 測,教 育 訓練,報 告 の仕方,大 きな組 織 の と きは,ス タ ッフの
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電 話 番 号 な ど も盛 込 む。

プログ ラム作 成 の作 業 量 の予 測 に つい ては,項 を改 め て具体 的に 触 れ たい。

(3)コ ンピ ュー タの 構成

コン ピュ ー タのハ ー ドウェ アの構成 と性 能,ソ フ トウェ アの機能 と性 能,文 字 セ ッ トな どにつ

い て詳 し く記述 してお く。

(4)シ ス テム の分 析

サ ーベ イ(現 シス テ ムの調査),問 題 の分 析,シ ス テ ムの設 計,開 発,具 体 化 な どに つい ての

規 準 を盛 込 む。

サー ベ イや問 題 の 分 析 につい て は,い ろ い ろ標準 的 な や り方 が研 究 され て い るの で,活 用 すべ

きであ る。 チ ェ ック ・リス トを作 ってお き,チ ェ ッ ク ・リス トと突 合わ せ た り・ 監 査 手順 を作

って,監 査 した りす る こ とが 必要 であ る。 コ ンピ ュー タで処 理 し よ うとす る業 務 の 内容 の記 述,

プ ログ ラム仕 様書 や フ ァイル説 明書,処 理 手順 にっ い て の記 述,シ ス テ ムの流れ 図 な どに つ いて

文書 化 して お くこ とが重 要 な仕 事 に な る。 文書 化 の技 法 を標準 化 してお くこ とに よ って シス テ ム

分析 の結 果 は,体 系 的に 掌 握 で き るだろ う。

(5)プ ロ グ ラ ミング

プ ロ グ ラ ミン グ作業 中 に承認 を要 す る項 目 と承認 の手続 き,モ ジ ュ ールにつ い て の規 準,プ ロ

グ ラム中 の ラベ ル の 付 け方,リ ンケ ジにつ い ての約 束,プ ログ ラムの 管理,一 般 的 な プ ログ ラ ミ

ングの規則 ・ プ ログ ラム ・テ ス トにつ い ての 取 決 め ・ テス トに必要 な 資料 や用 具 プ ログ ラム

の修 正,プ ログ ラム の要 約,操 作指 示書 その他 マ ニ ュアル作 成 な どに つ いて 盛込 んで お く。

⑥ 操作

コ ンピ ュー タの使 用 につ い て基 準 を 取 決 め て お く必 要 が あ る。 一般 的 な規則,保 守,カ ー ド

の取 扱 い,コ ンピ ュー タの操作,磁 気 テ ープ やデ ィス ク ・パ ック,'ラ イブ ラ リの管 理 な どを盛 込

む。

5.6プ ロ ジ ェ ク トの 期 間 を 推 定 す る 方 法

参 考 に な る と思 われ るので,IBM発 行 の"デ ー タ処 理規 準 作 成 の手 引 き"か ら抜 粋 して紹介

す る。

一般 的 考察 ・'

以下 に述べ るのは,EDPシ ス テ ムが完 成 す る まで に必 要 な延べ 日数(プ ログ ラマ と シス テム

分 析員 に つい て の)を 推 定 す る方 法で あ る。 この方 法は,プ ロジ ェク トに要 す る時 間 を全 体 的 に
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掌握 す る上 で,か な り正 確 な方 法 で あ り,プ ロ ジ ェ ク トの管 理 に は欠 くこ との で きな い もの であ

る。 また,こ の方 法 に よれ ば,プ ロ ジェク トの作 業 ご との必要 時間 がわ か るの で,仕 事 の予 定表 を

作 成 し,仕 事 の割 当て を行 な うこ とが容 易 に な る。

延 べEI数 の推 定 を行 な うこ とに よ って,シ ス テ ム建設 作業 に内 在 す る,い ろい ろな 変量 が明 ら

かに な る。 この 方法 で は,推 定 者 は各 変 量 に加 重 値 を割 当 て,こ れ らの加重 値 を延 べ 日数 の算 定.

に必 要 な要因 とす る。'

この推 定方 法 に よ って,シ ス テ ム建設 にお け る,次 の よ うな重 要 な作 業 にか か る延 べ 日数 を知

るこ とがで き る。.

設 計

開 発

シス テ ムの テ ス ト

設 置 とその 後 の処 理

お の おのの作 業 の 規定 に 関す る仕事 は,普 通,プ ロ ジェクトの 形成 に先 立 って行 な われ るもので あ

るので,こ こで は取扱 わ ない。 また,現 在行 なわ れ て い るサ ポ ー トに関 す る仕事 も適 用 で きない 。

しか しな が ら,さ らに研 究 を進 め る と,サ ポー トの仕 事 自体 をその 仕事 の 目的 に沿 うよ うに変 更 で

きる方 法 が あ る とい うこ と も当然 考 え られ る。 ・

注意

推 定 の方 法は,直 感 に もとつ い た もの であ れ,公 式 化 され た一 定 の手順 に もとつ く もので あ れ,

'推 定 を行 な う ものの判 断力 に よ
って良 く も悪 く もな る。 こ こで述 べ る技 法 に も,い くつ か の欠 陥

があ るの で,推 定者 は,そ れ に 十分 な注 意 を払 わ な くては な らな い。 まず,こ の 方 法 は実 際 よ り

も正 確 であ るよ うな印象 を 与 え る。 しか しなが ら,プ ログ ラマや 分析 員の イニ シャティブ,欲 求,

知能 のよ うな重 要 な変量 が考 慮 され て い ない。 ま た,こ の方 法 で考 慮 す る要 因 は,固 定 され た規

則 の よ うに考 え られ て,実 際 の経験 を反 映 しな くな る危 険 性 もあ る。

一方
,こ の方 法 には有 利 な 点 もい ろ い ろあ って,貴 重 な推 定技 術 として使 用 で き る。 た と えば,

この 方法 では,シ ス テム の開 発上 問題 に な る重 要 な変 量 を考慮 し てい るし,推 定 過程 の文 書 化,

加 えた い変更 の 評 価 な ど も行 なって い る。 この方 法 に よ っ て 割 出 され た結 果 は,シ ス テム建 設

の 日程表,お よび プロ グ ラマ ・分 析員 の動 員の 日程表 を作 成 す る うえで,重 要 な参考 資料 に な る。

さ らに,手 を加 えて,実 際 の経験 か ら得 られ た もの を反 映 させ るよ うにす れ ば,こ の 方法 は,必

要 な延べ 日数 を決 定す る非 常 に正 確 な方 法 に な る ことは疑 い な い。

推 定 者 として の前 提条 件
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この推 定 法 を使 うため には,推 定 者は 次 の よ うな知識 を備 えてい なけれ ば な らな い。

・どん な シス テ ム を開 発 す るのか,そ の全 体 図 。

・シス テ ムが処 理 す るプ ログ ラムの入 出 力,ル ーチ ンの種 類,複 雑 度 な ど。

・プ.ロジ ェ ク トに 配 置 され た プ ロ グ ラマや シス テム分 析 員 の経験 の深 さ。

・プ ロジ ェ ク ト ・ス タ ッフに必 要 と され る業 務 に 関す る知 識)

・新 しい プ ログ ラ ミング言 語,新 しい ハ ー ドウェ ア,非 常 に 複雑 な レ コー ドを単 純 化す る仕

事 な どに関 す る特 殊 な知 識。

・採用す る加重 シ ス テム。

加 重 値 は,平 均 値 を もとに して 決 め る。 システ ム に よ.っては,非 常 に 特殊 な条件 を考 慮 す るこ

と もあ る。 た とえ ば,頻 繁 に手 操 作 で指示 を与 えな けれ ば な らない よ うな場 合 が これ で あ る。 そ

の よ うな特 殊 な条件 は,例 外事 項 と して推 定 に加 え るよ うにす る。

推 定 方 法 の8っ の ステ ッ プ

(Dプ ログ ラム の複雑 度 を知 る。

(a)プ ログ ラム の入 出 力 の特 徴 を考慮 して,そ れ に重 みづ け をす る。

(b)プ ログ ラ ムの主 要処 理 機能 に 重 みづ け をす る。

② プ ロ グ ラ ミング技 術 を知 る。

〔3)プ ロ グ ラマの業 務 に関す る知識 の程 度 を知 る。

(4)プ ロ グ ラムの 開発 に要 す る時 間 を知 る。

(5}シ ス テム建 設 に か か る その 他の時 間 を知 る。

(6)損 失 の因 子 を加 え る。

例 プ ロジ ェ ク ト外 の因子 を加 え る。

(8)推 定 を完了 す る。

こ の方法 は,い くつ か の計算 され た推 定 を行 な って,そ れ を合計 した ものの方 が,1つ の全 体

的 な推 定 よ り も正 確 で あ る,と い う こ とを前 提 と してい る。 シス テ ムの 設計,開 発,テ ス ト,設

置 に必 要 な延 べ 日数 を知 るには,ま ず,そ の シ ス テムの 電子 計算 組 織 用 の プ ログ ラム の開発 に要

す る時 間 を割 出 し(ス テ ッ プ1か らステ ッ プ4ま で),そ れ に その他 す べ て の仕事 を完 了 す る

の に必 要 な時 間 を加 え(ス テ ップ5),さ らに損 失 時 間(ス テ ップ6)と,プ ロ ジェ ク ト以外 て

費 した時 間(ス テ ップ7)を 加 え る。 これ に よ って得 られ た結 果が,シ ス テ ムの建 設 に配置 され

た プ ログ ラ マ とシス テム 分 析員 が働 く延 べ 日数 であ る(ス テ ップ8)。
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別 紙

ソ フ トウ ェア に 関 す る書 類 規 定 お よび そ の 解 説

つ

v

1目 的

書 類 は,開 発 す るソ フ トウェ'ア・シス テム に関 し て,そ の内 容 な らび にKnow-hOwを 記述 し

た もので あ り,書 類 に よっ て,成 果 を確 認 す る もの であ る。

2範 囲

公式 書 類 とは,6～10項 に述 べ る下記 の書 類 をい う。

〔1)構 成 お よび機 能 仕 様書..

(2)設 計 仕様 書

(3)ソ ー ス ・リス ト・

(4)検 査 成 績書

㈲ 利用 者 マニ ュアル

3工 程 管 理 の 体 制

書 類 作成 に関 す る管理 は,ソ フ トウェ アの工 程管 理 と密 接 な関係 が あ り,書 類 管理 の確実 な実

行 を期 す るた めには,工 程 管 理 につ い ての 方法,組 織 な どの体 制 の確 立 を前 提 と しな けれ ば な ら

ない(逐 条 解説 参照)。

4作 成

書 類 は 以 下に示 す時 期 に,作 成 しなけ れ ば な らない。

作 業 段 階 計 画 設 計 製 作 検 査 保 守

書 類

利用 者 マニ ュアル ○

・

○機能および機能仕様書 ○

設計仕様書 ○

ソ ー ス ・ リス ト ○

検査成績書 ○
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5.変 更

書 類 に 変更 の必 要 が生 じた場合 には,書 類 を更 新 せ ね ばな らない 。

変 更 に関 す る手 続 きは,作 製 の場 合 に準 ず る。 、

6.構 成 お よ び 機 能 仕 様 書

シス テ ムな らび に その 構成 単位 であ るサ ブ シス テ ム な どに っ いて,設 計思 想,機 能,構 成 な ど

の記 述 を含 む構 成 お よ び機能 仕 様書(以 下CF仕 様書 と略称 す る)を 作成 す る。

「

●/

6.1作 成 の 目 的

CF仕 様 書1乍成 の 目的 には,大 別 して次 の2つ の面 が あ る。

(1)Sys'temSubsystem.Module,Procedureな ど,上 位 の機能 単位 か ら,下 位 の

機能 単 位へ,階 層 別 に 当該機 能 単 位 の 機能 を決 定 して ゆ き,そ れ らの機 能仕 様書 の無矛 盾 性,有

効性,実 現 可 能性 を検 討 し,最 終 的に は それ らの保証 の もとに設 計仕 様書 を作 成す る もので あ る。

(2)シ ステ ム全体 の機能 と構 成 の 関係 を,前 述 の よ うな 階層 別 に,そ の概 観(overview)を

記 述 し,こ れ らの外 観 が,少 な くとも木 構造 に配 列 され て いて,シ ス テ ム全 体 を容易 にか っ組 織 的

に概観 で きるよ うにす る もの であ る。
・ψ

6.2記 述 の 方 針

6.1(1)は,広 義 の設 計作 業 そ の もの であ り,従 来 この過 程 が確 実 に実 行 され ず,か つ 組織 化 に

欠 け て いた た めに,設 計仕 様書 作 成 の 段 階で時 間 を浪費 す る傾 向 があ っ た と思 われ る。

6.1(2)の 必要性 は,実 際 の設 計作業 にお い ては,グ ル ープ内 または関 連 す るグ ルー プ間 で の情

報 交 換 を緊密 に し,ま た設 計 者 の異 動 な どの場 合 に も,迅 速 に処 置が とれ る点 にあ る。

さ らに,設 計作 業 に続 く,検 査 な らび に保 守 にお い ては,こ の よ うな仕 様書 の存在 は 設 計者 以

外 の者 が シス テ ムを理 解す るた め の不 可 欠 な条件 とな る。

この よ うな,2つ の 要 求 を完全 に一致 させ るよ うなCF仕 様書 の記述 は容 易 では な いが,本

規 定 で は,ま ず前者 の 目的 に もとつ い て 記述 し,設 計 の進 むに っれ て,後 者 の要求 に も沿 うよ うに,

記 述 を補 ってい くこ とを要 望 す る。

6.3作 成 と 納 入 の 関 係

前述 した よ うな階層 ご との仕 様 の記 述 は,CF仕 様書 全体 の 構成 か らみて,大 項 目,中 項 目,
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・ 小 項 目(ま たは章 ,節,項 な ど)の 形式 で,逐 次 作成 され納 入 され なけ れば な らない。

6.4記 述 の 内 容

そ れぞ れ のC.F仕 様書 は,概 要 以下 の よ うな内 容 を 含 む もの であ る。

(1)6.1項 に 述べ た よ うな趣 旨で,対 象 とな るプ ロ グ ラムが 全体 と して果 す機 能,外 部 仕 様

(入 出力 デー タ),お よび論 理的 な構 成

(2)上 記 の仕 様 を決 定 す る に至 った設 計方 針

(3)6.1項 ζ2)に述 べ る よ うな意 味 で,上 位 のCF仕 様 書 の 記述 との 関連

(4)デ バ グに 関す る方 針

6.5'記 述 の 様 式

CF仕 様書 は,文 章 によ る設 計概 念 の記 述 とともに,ブ ロ ック図,総 括的 な フ ロ ーチ ャー トな ど

の 説明図 を含 む もの とし,A4判 標 準 用紙 に記述 す る。A4判1Ae－ ジの標準 字数 は30×25

字程 度 とす る。

6.6CF仕 様 書 の見 出 し部
,

CF仕 様 書 には,下 記 の 項 目を含 む見 出 し部 を付 け る。

(1)公 式書 類 番 号(下2け たは改 訂 番 号 とす る)

(2)当 該 機能 単 位 の名 称

(3)作 成 年 月 日

〔4)作 成 者氏 名,所 属

{5)改 訂 履歴(書 類番 号,年 月 日,氏 名,所 属,改 訂 内容 を列記 す る)

6.7関 連 記 述 の 冗 長 さ の 必 要 性

当該 シス テ ム と関 連 し,当 該 シス テ ムの設 計概 念 を理解 す るに必 要 な他 シス テム の内容 は,簡

易 明確 に記 述 した説 明書 と して,CF仕 様書 に添付 する。

7設 計 仕 様 書

設 計 仕様書 は,適 当 な機 能 単 位Cと に,そ の機能 単 位 の詳 細 な設 計 作業 に 必要 な下記(1},な ら
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び に そ の製作 作業 に必 要 な下 記(2)の内容 を含 む もの とす る。

(D上 位 のCF仕 様 書 と下 記 の設 計 仕様 の関 連 を示 レ,最 下 位 の レベ ルのCF仕 様書 に相 当す る

記述

(2)7.1～7.5に 詳 述 す るprocedureご との設 計 仕様

各procedureの 設 計仕 様書 は,文 章 な らび に フ ローチ ャー トの 両者 で記 述 し,そ の 内容 は

下 記 のsectionを 含む もの とす る。

フロ ーチ ャー トを除 く設 計 記述 の文 章 は,8.4の コメ ン トを除 くソ ース ・リス ト1ペ ー ジ当 り

最 低A4判1AO－ ジ以 上 とす る。

7.11dentificationSection

(1)公 式 書 類 番号(下2け たは 改 訂番 号 とす る)

(2)procedureの 名 称

(3)当 該procedureが 属 す るサ ブシス テ ム,モ ジ ュー ルな ど上位 プロ グ ラム単 位 の名 称

(4)記 述言 語

㈲ 作 成 年 月 日

(6)作 成 者氏 名,所 属

(7)検 査 な らび に保 守責 任者 氏 名,・所 属
:

(8)改 訂麟(書 類番号・年朋 ・氏名・所属 改納 容を列記する)

7.21nterfaceSection ,

(1)す べ てのentrypointお よ びreturnpointの リス ト

(2)各entrypointお よ びreturnpointに お け る す べ て の パラメータ のtypeな ら び

に そ の 値 の 割 当 て

(3)臼nkageに 関 す る特 記 事 項

{4)当 該 …ced・ ・eがcal1す る他 の …cr…e全 部 銘 称 ほ の公式 書 癖 号

(5)当 該procedureをcallす る他 のpro'cedure全 部 の 名 称 と そ の 公式 書 類 番 号

(6)当 該PTocedureに 関 係 す るテ ー ブ ル 類 と そ の テ ー ブ ル 類 の 更 新 の 手 続 き

7.3LogicSection

(1)3～30行 程 度 の プ ロ グ ラ ム の 目 的,機 能 の 概 要
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(2)procedure内 の 手法 な らび に特徴 を簡易 明確 に 記述 す る説 明(説 明図 を 含 む)

(3)各entrypointお よびreturnpointに お け る入 出力 パ ラメ ー タ全 部 の意 味 の説

明

(4)コ ーデ ィングに 関す る特 記 事項

命令語 の ア ドレス部以 外 を変 更 す る な ど,き わ め て特 殊 な コーディング技術 を使用 す る場 合 には ・

必 ず詳 細 な説 明 とその説 明図

㈲ エ ラ ー処 理 に関 す る特 記事 項

特定 の 条件 で計算 機 が一 時停 止 す るよ うな エ ラー処 理 を行 な う場 合 には,そ の条件 の 持 つ論 理

的 な意 味 と,そ れ に関 す る計算 機 各 部 の表示 灯 の状 態

む'

7.4DebugSection

(1)デ バ グに使 用 す るす べ て の ダ ミ ・モジ ュ ール の 目的 と機 能 の概 要

(2)シ ス テ ム ・シ ミ1レ 一 夕,そ の他 の プロ グ ラム開発 手 段 との関連

(3)設 計 者 が 必要 と認 め るチ ェ ック項 目お よび そ の内 容説 明

(4)チ ェ ック困難 な項 目の リス ト

㈲ パ ラメー タの代 表 的 な組 合せ に つ いて の実 行時 間 の推 定 値 と実 行条 件

(6)主 記 憶 占有容 量

■

7.5FlowchartSection

フ ロ ー チ ャ ー トま た は これ に 類 す る記 述 用 チ ャ ー トは,7.3LogicSectionの 記 述 と

相補 的 な も の と し,当 該procedureの 論 理 を誤 りな く読 取 れ る よ うに 記 述 す る。

コ ー デ ィ ン グ の2～3ス テ ッ プ を フ ロ ー チ ャ ー トの1個 の ボ ッ ク ス に 対 応 さ せ る よ う に 細 部 ま

で詳 細 に 記 述 し た い わ ゆ るdetailedfIowchartは 含 ま な い 。

記 述 に 際 して は,下 記 の 規 約 に 従 う。

(1)フ ロ ー チ ャ ー トで 使 用 す る略 号 で,LogicSectionで 説 明 し て い な い もの は 全 部 余 白

に 注 記 す る こ と。

(2)フ ロ ー チ ャ ー ト ・シ ン ボ ル(◇ や ○ な ど)の 意 味 を 標 準 化 し,か っ パ タ ー ン定 規 を 用 い るか,

ま た は 機 械 的 手 段 を 採 用 し て,す べ て の フ ロ ー チ ャー トを 書 く こ と。

(3)フ ロ ー チ ャー トで 使 用 す る記 号 ・略 号 は 原 則 と し て,LogicSectionで 説 明 し た も の

と同 一 で あ る こ と。
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、

(4)1つ の フ ロ ー は,2ペ ー ジ 以 内 に お さ め る こ と。 あ る フ ロ ー の 一 部 を さ らに 詳 細 に 示 す フ

ロ ー を 書 く場 合 に は,相 互 の 関 係 は 両 者 の 余 白 に 注 記 し 容 易 に 対照 で き る よ う考 慮 す る こ と。

(5)フ ロ ー チ ャ ー トのt.erminalIabelお よ びblockIabelは ソ ー ス ・ リス トの

statementlabe1と 一 致 さ せ る よ う考 慮 す る こ と。

(6)フ ロ ー チ ャ ー トはA3ま た はA4判 標 準 用 紙 に 記 述 す る こ と。

〔

w

8ソ ー ス ・ リ ス ト

各procedureは,原 則 と し て ア セ ン ブ ラ言 語 に よ る コ ー デ ィ ン グ の 場 合 に は100な い し

200ス テ ッ プ程 度 に,作 業 用 言 語 に よ る場 合 に は コ メ ン トを 含 め,ソ ー ス ・ リス トで1～20

ペ ー ジ程 度 に 分 割 作 製 す る。

ソ ー ス ・ リ・ス ト1ペ ー ジ の標 準 行 数 は66行(適 宜 の 空 行 を 含 む)と す る。

8.1作 業 用 言 語 の コ メ ン ト

作業 用言 語 に よ る コーデ ィン グの場 合に は,平 均 してstatement1行 当 り1行 程 度 の コ メ

ン トをそ う入 す るこ と。

外 部 変数 の宣 言に は必 ず コメ ン トを付 け,'内 部 変数 の宣 言 に も,必 要 に応 じコ メ ン トを付 け る

こ と。

機 械 語 を ビ ッ ト処 理 す るstatement,1/0関 係 な どで,コ ン トロ ール語 を作 成 ま たは 変更

す るstatementに は,特 に平 均 して1行 当 り2行 程 度 の コ メ ン トを そ う入す る。

●

8.2ア セ ジ ブ ラ 言 語 の コ メ ン トお よ び マ ー ク ・

ア セ ンブ ラ言語 に よ る コーデ ィ ングの場 合 には,各 命 令 の余 白 に必 ず コメ ン トを書 き,な お適

当 な ブロ ック ごと にそ の ブ ロ ックに関 す る説 明 を リマー ク として そ う入 す る こと。

な お,7.3(4)に 記 述 した特殊 な コー デ ィン グを行 な った と きに は,設 計仕様 書 中 の説 明 の要約

を リマ ー ク として そ う入す る こと。

←

8.3コ メ ン ト お よ び リ マ ー ク の 表 現

コ メ ン トお よ び リマ ー クは,だ れ に で もわ か りや すい よ うに で き るだ け統 一 的 な表 現(た とえ

ば作業 用 語 に類 似 した表現)で 記 述 す るこ と。

また設 計仕 様 と必 ず対 応 す るよ う考慮 す るこ と。
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●

8.4ソ ー ス ・ リ ス ト の 総 括 コ メ ン ト

検 査 を終 了 し た ソ ー ス ・ リス トの 初 め に,下 記 の 項 目 内 容 を コ メ ン トの 形 で そ う入 す る こ と。

(1)最 新 の 設 計 仕 様 書 のidentificationsection

(2)最 新 の 設 計 仕 様 書 のinterfacesectlon

(3)検 査 済 み で あ る こ と の 証 明

9検 査 成 績 書

検査責任者(担 当者)は 検査 を行なう前に,少 なくとも設計仕様が正確に実現 され利用者マニ

ュアルの記述が確実に実行可能であることを保証する機能検査のための検査手順,検 査条件など

を含む検査仕様を記述した検査仕様書を作成する。

検査の完了後に,検 査の結果を簡明に判定できる成績書を作成し,実 際に行なった検査結果か

ら,完 全に改訂した前記検査仕様書を添えて,検 査成績書 とする。

竃

9.1検 査 仕 様 書

完 全 に改 訂 した検 査 仕様 書 は 下 記 の項 目の記述 を含 む もの とす る。

(1)公 式 書 類 番号(下2け た は改 訂 番号 とす る)

(2)検 査 した プロ グ ラム単 位の名 称

(3)検 査 終了 年 月 日

④ 検査 責任 者(担 当者)氏 名

⑤ 検査 のた めの テス ト ・プ ログ ラムの 内容 な らび にデ ー タの概 要

㈲ 検査 条 件

(a)検 査 の対象 としたす べ て の プ ログ ラムの リス ト

(b)検 査 に使 用 したすべ て の ダ ミー ・モ ジ ュール の リス ト

(c)検 査 に使 用 した ハ ー ドウェ ア構 成 お よび それ らのsetup

(7)検 査 の対 象 とな るすべ て の プログラムにつ い て,検 査 の 参考 とな る検 査 結 果 の概 要,な らびに

検 査 に使用 したすべ て のダミー モ ジ ュー ル の 機能 の概 要(重 複 を避 け るた めに,過 去 に検査 を完 了

した検 査 仕 様書 を参照 す るこ とがで きる)

9.2成 績 書

成韻 書 の 内容 は,検 査結 果 を簡明 に判 定 で きるよ うな下 記 項 目を含 む もので あ って,必 要 な場
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合 を除 き,い たず らに ダ ンプ結 果 を もって代 替 しない こ と。

(D入 力 デ ー タ の リス ト

(2)出 力 デ ー タ の リス ト

(3)動 作 状 態 の 記 録

(4)検 査 時 のconsol ogsheet

、

㊥

10利 用 者 マ ニ ュ ア ル

内容 の記述 形式 に つ い ては特 に規 定 し ない 。 従 来 の慣 行 に よる。 た だ し,必 ず索 引 を付 け る

こ と。 なお,CF仕 様書 の見 出 し部 に準拠 した見 出 し部 を付 け るこ と。

`

"
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皿 情 報 処 理 用 流 れ 図 記 号

JISC6270-1970

昭和45年4月1日 制定

鯵
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情 報処理用流 れ図記号

1適 用 範 囲

この規 格 は,情 報処 理 の た めの 流れ図 記 号(fIowchartsymbo1)と そd)用 法 に つい て

規 定 す る。

備 考 流れ図 記 号は,情 報処 理 系 にお け る操作 の系 列,デ ータの 流れ,作 業 の進 行 な どを表現 す

るた めの もの であ る。 し たが って,絵 や図 を用 い て情 報処 理 系 を描写 す る絵 画 的 な もの につ

いて は規 定 しない 。

2.用 法 の 一 般 事 項

2.1流 れ図(flowchart)に お け る流れ(flow)の 方 向 は,原 則 と して,左 か ら右 へ,

上 か ら下 へ とす る。 流 れ の方 向 が これ に合 わ な い と きには,流 れ を示 す矢 印 を用 い な けれ ば な ら

ない。 なお,矢 印 を用 い た方 が わ か りやす い と きには,こ れ を用 い るこ とが の ぞ ま しい。・

2.2流 れ線(fIowline)は 互 いに 交差 して もよい 。 この場 合 には,こ れ らの間 に互 い に

論理 的 関 係 は ない もの とす る。

2.32つ 以上 の 流れ 線 を集 め てr1つ の流 れ線 に して 出 して もよい 。

2.4記 号 は,直 ちに は識 別 で きない ほ どに ま で,形 を変 え た り回転 した りして は な らない。

備 考 記 号 の大 き さや縦 横 の比 率 にっ いて は と くに規 定 しない。 記 号 は,実 線 に よ る こと を原則

とす るが.と くに 必 要 な場合 には破 線 な どを使 って もよい。

3流 れ 図 記 号

流 れ図 記 号は,っ ぎ のよ うに定 め る。

、

」

`
rワ

φ

?'

番号 記 号 意 味

1 処 理(pr・cess)

あ らゆ る種類 の処 理 機能 を表 わ す。
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∀

`

⑨

'

番号 記 号 意 味

2 半‖断(decision)

い くつか の択 一的 経 路 の うち,ど の経 路 を と らせ るか を決 め る判 断,

また は ス イ ッチ式 の 操作 を表 わす。

3 準備(preparation)

ス イ ッチ の設 定,指 標 レジス タの 変 更,ル ー チ ンの初期 値 の設 定 な ど,

プ ログ ラム 自身 を変 え るため の命 令,ま た は 命令 群 を修 飾 す る機 能 を

表 わす。

4 定義 済 み処 理(predefinedprocess)

サ ブル ーチ ンな ど,別 の場所 で定義 され てい る命 令群,ま たは い くつ

か の操作 か らな る命名 され た処 理過 程 を表 わ す。

5 手作 業(manualoperation)

機械 的 な手 段 を用 い な い手作 業 に よ るオ フ ライ ンの処理 過 程 を表 わ す。

6 補助 操 作(auxiliaryoperetion)

中 央処 理 装置 で直接 に制 御 され てい な い装 置 に よ って行 な うオ フラ イ

ン操作 を表 わ す。

7 組 合せ(merge)

記 録 の2っ 以 上の 集合 を1つ の集 合 に組 合 わせ るこ とを表 わ す。

8 抜 出 し(extract)
`

'

い くつか の記 録 か らな る1っ の集 合 の なか か ら,特 定 の い くつ か の集

合 を取 分 け る こと を表 わす。

9 照 合(collate)

組 合 わ せ た り抜 出 し た り し な が ら,記 録 の2つ 以 上の集 合 か ら2

っ 以上 の集 合 を作 り出 す こ と を表 わす。
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番号 記 号 意 味

10 分類(sort)

集 合 中 の記録 をあ る定 め られ た順 序 に 並べ 替 え るこ とを表 わす 。

11 手 操 作 入力(manualinput)

オ ンラ イ ンけ ん盤,ス イ ッチ,押 しボ タ ンな どを手 で操 作 して,処 理

中 に情 報 を入 れ る入 力機 能 を表 わ す。

12 入出 力(input/output)

情 報 を処 理 可能 にす る入 力機 能,ま たは 処理 済 み の情 報 を記 録 す る出

力機能 を表 わ す。

13 オ ン ラ イ ン記 憶(Onlinesto「age)

磁 気 テ ー プ,磁 気 ド ラ ム,磁 気 デ ィ ス ク な ど,あ らゆ る種 類 の オ ン ラ

イ ン記 憶 を 利 用 す る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

14 オ フ ラ イ ン記 憶(offlinestorage)

情 報 を任 意 の オ フ ラ イ ンの 記 録 媒 体 に 記 憶 す る機 能 を 表 わ す 。

15 書 類(document)

書 類 を媒 体 とす る入 出力 機能 を表 わす 。

♂
16 紙 カ ー ド(punchedcard)

紙 カ ー ド(マ ー クセ ンス ・カ ー ド,パ ー シャル ・カー ド,ス タ ブ ・カー ド,

マー ク ・スキャン ・カー ド な どを 含 む)を 媒 体 とす る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

/

17 カ ー ドの 組(deckofcards)

紙 カ ー ドの 集 り を 表 わ す 。

//
/

/

18 『
・

カ ー ドの フ ァ イ ル(fileofcards)

紙 カ ー ド上 の 関 連 あ る 記 録 の 集 り を 表 わ す 。
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♂

、■

`

.f'

ψ

`

番号

19

20

21

22

23

24

25

26

2・7

記 号

Q

口

＼

意 味

紙 テ ー プ(punchedtape)

紙 テ ー プ を 媒 体 とす る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

磁 気 テ ー プ(magnetictape)

磁 気 テ ー プ を媒 体 と す る入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

磁 気 ドラム(magneticdrum)

磁 気 ドラム を媒体 とす る入 出 力機 能 を表 わす。

磁 気 デ ィス ク(magneticdisk)

磁 気 デ ィ ス ク を媒 体 とす る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

ク

磁 心(core)

磁 心 を媒 体 とす る入 出 力 機能 を表 わす。

表 示(display)

処 理 中 に,オ ン ライ ン表示 灯,映 像表示 装 置,操 作 卓 の 印字機,作 図

機 な どを通 じて,情 報 を人 間が 利 用 で きるよ うに表 示 す る入 出力 機能'

を表 わ す。

流 れ 線(flOwline)

記 号 を結 びつ け る機能 を表 わ す。 用 法は2.1に よ る。 流 れ線 の交 差 は

2.2に よ る。 流れ 線 の合 流 は2.3に よ る。

並行 処 理(parallelmode)

2つ 以 上 の 同 時 操 作 の始 り,ま た は終 りを表 わ す(左 図 には 流れ 線

は示 して いな い)。

通 信(communicationlink)

情 報 を 通 信 線 で 伝 達 す る機 能 を表 わ す 。
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番号 記 号 意 味

28

○
結 合子(C・nnect。r)

流れ 図 の ほか の場 所へ の 出 口,あ るい は ほか の場 所 か らの入 口 を表 わ

す。

29

口
端 子(termi・ ・1,i・terrupt)

開 始,終 了,停 止,遅 延,中 断 な ど,流 れ 図 の 端 子 を 表 わ す 。

30 一

一 ー ー ー ー

一

注 釈(C・mment,ann・tati。n)

明 り ょ うに す る た め に,説 明 ま た は 注 意 を 加 え る機 能 を 表 わ す 。

4流 れ 図 中 の 記 述

4.1本 文 、

流れ 図記 号 に付 け る本 文(text)は,流 れ の方 向 にか か わ らず
,左 か ら右 へ,上 か ら下へ 読

む よ う1こ書 く。

備 考 本 文は,可 能 な限 り記 号 の 内部 に記 入す る ことが の ぞ ま しい。

例1図1

開 始

－B/2十VD-一})(

-B/2-∀'D→Y

－B/2-→X

v'-D-一 →Y

終 了

4.2識 別 名

流れ 図記 号 に付 け る識 別 名(symbolname)は ,プ ロ グ ラムな どを参照 で きるよ うに記 号
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に名 前 を付 け る もので,そ の 最大 字数 をあ らか じ め定 め,そ の範 囲内 で記 号 の左 上 に書 く。

例:図2

、σ1

FIXEDNUM NOTOVFL

4.3説 明

流れ 図記 号 に付 け る説 明(symboldescription)は,流 れ 図が 表 わ す系 のな かで の,

その記 号 の機能 を よ りよ く理解 で き るよ うにす るために記載す る,前 後 参照 な ど,あ らゆ る情 報 で

あ る。 一 般 に任 意 の字 数 の文 字 を用 い て,記 号 の 右上 に書 く。

例:図3

■

φ

VFLの た めの 準備
7F

1

L¶

r

、

5結 合子

5.1出 結 合 子
で

流れ線 が中 断 され る点 を表示 す るの に用 い る結 合 子 を,出 結 合子(OUtCOnneCtOr)と 呼

ぶ。

5.2入 結 合 子
いり

中断 され た 流れ 線 が再 開 され る点 を表示 す るの に用 い る結 合子 を,入 結 合子(inconnec-

tor)と 呼 ぶ。

5.3結 合

出結 合子 お よび それ に対 応 す る入結 合 子の なかに 同 じ文字,数 字,名 前 な どの識 別 子(iden-

tifier)を 記 入 し,こ れ らが結 合 され て い る こ とを表 わす もの とす る。
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例:図4

出結合子

A

入結合子

1

1

④

「

・c

6.横 線

61機 能

流れ 図記 号 の なか に書 き こまれ た横 線 は,こ の記 号の機能 に 関 す る,よ り詳 細 な表 現 が 同 じ流

れ 図中 のほ かの場 所 に記 載 して あ る こと を示 す。

備 考'定 義 済 み処理 記 号 にお い ては,横 線 の書 き こまれ た記 号 とは異 り,そ の 機 能 に 関 す る・

よ り詳 細 な表現 が同 じ流れ 図中 に あ る必要 は な い。

㍉

6.2書 き 方

横 線 は,流 れ 図記 号の 上縁 に近 い 内側 に水 平 に記 入 す る。 また,こ の記 号 の機能 を詳 細 に表現

した場所 に対す る識 別子 を,記 号 の上縁 と横 線 の 間 に記 入す る。

備考 横 線 を記 号 の左右 の縁 につ くまで 十分 に延 ばす か ど うか は,規 定 しな い。

6.3詳 細 表 現 の 参 照

横 線 の 書 込 ま れ た流 れ図 記 号(stripedsymbol)の 機能 を詳 細 に 表現 した場 所 で は,

そ の 始 り と 終 りとに端子 を用 い る。始 りの端子 の なか には,6.2に 従 って記 入 した識 別子 と同

じ識 別 子 を記 入 す る。

仔

一324一



噛ひ

略

'

で

例:図5

横線の書込まれた記号 ・

1 4B×

詳細な表現

7.2つ 以 上 の 出 ロ

7.1分 岐 の 表 現

1つ の流れ 図記 号 か らの出 口 を2つ 以上書 く場 合 に は,必 要 な数 だ け の 流れ線 をそ の記 号 か ら

出す か,あ るいは そ の記 号か ら出 た 流れ線 が必要 な数 だ け に分 岐す る形 で表 現 す る。

7.2分 岐 条 件 の 記 入

1つ の 流れ 図記 号 に2つ 以 上 の出 口 があ る場 合}とは,そ れ ぞ れの 出口 に 分岐 条件 を記 入 しなけ

れ ば な らな い 。

例:図6.

1

サ ブ ル ー チ ン

2a

A

3b

コー ドの 値

4c

×-O× ≒0

そ の 他d

e

〉 0

'

.

・

リ

ヴ
・

f 〈
K?

… 一{

0十

注 釈 があ れ
ば 記 入す る。
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7.3分 岐 表

7.2で 規 定 した分 岐 条件 は,そ れ に関 連 した入結 合 子べ の識 別子 と組 に した形 な どで表現 して

もよい。

例:図7

コ ー ド条 件

テ ス

004A3

005Al

006A2

007Al

OO6A2

(注)1,2,3.4,5,そ の他 は,条 件 を 表 わ し,004A3,005A1な どは 入 結 合 子 へ ・

の 識 別 子 を 表 わ す 。

xvt

ワ

8同 種 類 の 媒 体 の 反 復 表 現

・8 .1反 復

多 数 の写 し,各 種 の印 刷 形式 の 報告 書,各 種 のせ ん 孔形 式 の紙 カ ー ドな ど2っ 以上 の媒 体 や フ

ァイルを 使用 した り作成 した りす るこ とを示 す には,必 要 な本文 を記 入 した入 出力 用 の単 一 の流

れ図 記 号 を用 い るかわ りに,同 じ記 号 を重 ね て書 表 わ して もよい。

8.2位 置

重 ね て書 く場合 に は,先 頭 の流 れ図 記 号は 完全 な記 号 の形 式で書 く。 そ の うしろへ 同 じ記号 を

反復 す るには,先 頭 の記 号 か ら上 または下,か っ右 ま たは 左 にず らして2番 目の記 号 を書 く。3

番 目 以降 の記 号 につ い て も,同 じ方 向 に ず らしな が ら書 か なけれ ば な らない 。

、

φ

8.3順 序

重 ね て書 い た流 れ図 記 号が順 序 の意 味 を含 ん でい る場 合 に は,そ の順 序 は,前(先 頭)か らう

しろ(末 尾)に 向 か う もの とす る。
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つ

例:図8

近畿地方

中部地方

関東地方

活動報告

デ ィテ ー ル カ ー ド

9

φ

8.4流 れ 線

流れ 線 は,重 ね て書 い た流 れ図記 号の どの点 に は い り,ま た,ど の点 か ら出 て もよい。重 ね て

書 い た記 号 につ い て8.3で 定 め た順 序 は,流 れ線 の出 入 りの点 の いか ん に よ って も変更 され ない。

例:図9

/一
'
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人

情報処 理用流れ 図記号 解 説(抜 粋)

「

制 定 の 要 点

情 報処 理 用 流れ 図 は,情 報処 理 系で の操作 の 系列,デ ー タの 流れ,作 業 の進 行 な ど を図 式 化 し

た もの で あ る。 流れ 図 は,図 式 化 す るこ とに よ って問 題 の解 析,人 対人 の 伝達 をよ くす るこ とを

目的 としてお り,情 報 処理 の分野 で広 く使用 され てい るが,従 来作 成基 準 が 明確 で ない た め,不

統 一 な流 れ図 が作 られ た り,誤 解 を生 む こ とが あ った。 これ を防 ぐた めには,標 準 化 を行 な う必

要 が あ り,国 際 的 な標 準 化 の動 きを考慮 し なが ら,昭 和43年 度,(社)情 報 処理学 会 に 日本工 業

標 準原 案 調査 作 成 を委 託 し,こ の原 案 を もとに,昭 和44年 度 に 日本 工業 標 準調 査 会 の審議 を経

て 制 定 を み るに至 った。

or

国 際 的 な 標 準 化 の 経 緯

国 際標 準 化機 構(InternationalOrganizationforStandardization

:ISOと 略 称す る)のTC97/SC7で 流 れ図 記号 とその用 法 の標 準 化が行 なわ れて お り,

すで に 流 れ図 記 号 につ いて は,昭 和43年6月,ア ムス テル ダム で開 かれ たTC97第5回 総 会

で 「流れ図 記 号 の文書(97N90)」 が承 認 され,そ の 後,ISO推 薦規 格(ISO/R1028

-1969)と な った。 一方 ,流 れ 図記 号 の 用法 に っい ては,昭 和43年6月 の アム ステ ル ダム

にお け るTC97/SC7会 議 の決 定 に従 って第1次 規 格原 案 「用 法に 関 す る文書(97/7N

56)」 が 作成 され,各 国か ら賛否 に関 す る投 票 が 行 な われ た。 その結 果,賛 成 多 数 であ ったが,

なお記 述 上 の意 見 が い くつか あ り,最 終 的調 整 が 残 され て い る。 わが 国 の国 内委 員会 も上 記 国際

的 な動 きに対 し,委 員 の出席,資 料 の提 供 に よ り随時 意見 を表 明 し貢 献 してい る。
ヤ

、

●

'

制 定 の 基 本 方 針

この規 格 は,つ ぎの方針 で ま とめてあ る。 す な わ ち,

(D国 際 標準 と矛 盾せ ず,し か もな るべ くそれ と対 応 が っ くよ う文 字,表 現,全 体 の構 成 を ま と

め る。

㈹ 機器の標準とはその利用方法が異るので,使 用上の不都合・誤解のおこらぬ範囲で利用上の
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、P

自由 度 を もたせ るよ う配慮 す る。

上記(i)の方 針 に よ り,ISOの2つ の規 格 の構成 は ほぼ対 応 してお り,「 流 れ図 記 号の文書

(97N90)」 は第1～3章 に,「 用法 に関 す る文 書(97/7N56)」 は第4章 に それ ぞ

れ 相当 して い る。 さ らに,個 々の対応 関係 を明 らか にす るた め,こ の規 格中 にあ る主 要 な術 語 は・

ISO文 書 での対 応英 語 が,か っ こ内 に記 入 してあ る。

1適 用 範 囲

備考 に 「したが って,絵 や 図 を用 いて情 報処 理 系 を描 写 す る絵 画 的 な もの につ い ては規 定 しな

い」とあ るの は,こ の規 格 で定 め る記 号 は,電 子 計 算 機 を使 用 して情 報処 理 を行 な う場合 に必要 な

システム ・デザ イ ンや プロ グ ラ ミング な どに用 い る流れ 図記 号 で あ って,た と えば模 式 的 な図 形 な

どを規 定 した もので は な い,と い う意 味 であ る。

●

2用 法 の 一 般 事 項 に つ い て

2.4お よ びそ の備 考 は,流 れ 図 記号 の 大 きさ とか,縦 横 の比 率 にっ い ては 使 用者 に ま かせ られ

て い るが,あ ま り自由 に変 えない ほ うが よい とい う意味 で あ る。少 な くと もこの規 格 の記 号欄 の

流 れ図 記 号 は,ほ ぼ,標 準 的 な形,図 形 相互 の 相対的 な大 き さを示 した もので あ るの で,こ れ を

参 考 にす る こ とが の ぞ ましい。 なお,こ の規 格 票 に おい て 記号 を作 図 す るのに 用 い た手 法 を参考

としてーめ ちに示 す。

6

3流 れ 図 記 号 に つ い て

番 号1の 処理(pfocess)は,た とえ ば情 報 の値,形,場 所 な どを 変更 した り,ま たはい く

つ かあ る流れ の方 向 の どれ か に決 め た りす る操 作,も し くは操作 群 の実 行 を表わ す 。

番号4の 定義 済 み処 理(p,redefinedprocess)は,プ ログ ラム作成 の 際,同 一手 順 の

処理 過程 をあ る条 件 の もとに何 回 も実 行 したい 場 合 に用 い る。 この よ うな場 合 には,サ ブル ーチ

ンを作 り,そ れ には,必 要 な ときい っで も照 合で き るよ うに名 前 が付 け られ る。 この よ うなサ ブ

ル ーチ ンの記 述,あ るいは マ ク ロの よ うに あ らか じめ定 め られた既 製 の 処理 過程 を表 わ す場合 な

どに用 い る(解 図8,解 図9参 照)。

番号5の 手 作 業(manualoperation)は,「 機 械 的 な 手 段 を 用 い な い 手 作 業 』

とあ るが,た と えば手 に よ るカ ー ドの抜 出 しな どの作 業 が これ に相 当 す る(解 図10,解 図11

参照)。

一329一



番号16の 紙 カ ー ド(punchedcard)は,英 語 の記 号名punchedcardに 対 す る日

本 語 と して あ えてせ ん孔 カ ー ドを採用 せず,紙 カー ドと し た が,そ れ は,せ ん 孔 カ ー ドでは

ないマー クセンス ・カ ー ドな どを含 めた ため で あ る。

番号17の カー ドの 組(deckofcards)と 番号18の カ ー ドの フ ァイル(fileof

cards)と の相互 関 連 につ い て は,多 少 不 分 明 な とこ ろ もあ る。 フ ァイル を強調 す る場 合 には

18を 使 用す るが,17を 用 い て もか まわ な い。17の 場合 には,ど ち らか とい えば,フ ァイル よ

り も紙 カ ー ドの集 り と い う 物 理 的性 質 が 強 め られ る意 味 合 い を もつ。 このへ んの 使 い方 は,こ

の規 格作 成 にあ た って参考 に したISO推 薦規 格 の 同種 の 記号 に お いて も弾 力 的な運 用 を認 め て

い る。

→

、・噺'

4流 れ 図 中 の 記 述 に つ い て

4.1本 文(text)は,各 種 の 流れ図 記 号 に,そ の 処理,操 作 な どの内容 を付 記 す る ときの規

定 であ る。 本文 の書 き方 は,流 れ の方 向 に読 む の では な く,つ ね に 左横書 きに従 うこ とを規 定 し

て い る。

4.2識 別 名(symbolname)は,流 れ 図 記号 に 名前 をつ け てお き,プ ロ グ ラム ・シー トな

どを参 照 す るた め の 便 を 考 え て の規 定 であ る。 この 目的 のた めの名前 を識 別名 と呼 び,そ の 流

れ図 へ の記 入 の方 法は,流 れ図 全 体 を通 じて識 別 名 の最大 字 数 を定 めて お き,流 れ図 記 号の 左 上

に,そ の 字数 の範 囲内 で記 入す るこ と としてい る(最 大字 数 に 満 たな い識 別名 は,「 空 白」 を含

めて,つ ね に最 大字数 に な って い る と考 えて よい)。

解 図1

2字 分の空白

最 大 字数10一
空白FIXEDNUM了

φ

'

4、3説 明(symboldescription)は,本 文 の追 加 的 な情 報 や,流 れ 図中 の前 後参照 な

どの 目的 で 流れ 図記 号 に付 け る情 報(本 文 お よび識 別 名 以外)の 記 入 に関 す る規定 であ る。 この

情 報 を説 明 と呼 び,そ の 流れ図 へ の記 入 方 法は,特 に 最 大 字数 を定 め ず,流 れ 図 の右 上 に記入
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す るこ と としてい る。

解 図2

∀

,
最 大 字数 は 特 に定 め ない

NOTOVFLの た めの準備

ひ

〆

なお,記 入 すべ き説 明 が長 文 で あ った り,注 釈 的 な もの であ った りす る場 合 には,こ の記 述 法

によ らず,注 釈記 号 を用 い るほ うが よい(解 図8,10,11参 照)。

解 図3

…麗 撒 享委8

七

,

5結 合子 にっいて

これは,結 合 子記 号 の用 法 の規 定 であ る。5.1で 出 結合 子(outconnecto.r)を ・ 旦 で

入結 合子(inconnector)を 定義 し,5.3で 具 体 的 な用 法 を規 定 してい る。 流 れ図 を書 くと

きには,あ る流れ 図記 号 か ら出 た流 れ線 が,流 れ 図 の 同一 ペ ー ジ中 の ほか の離 れ た場 所 につ なが

るよ うな場 合 や,あ るペ ー ジの流れ 図 中 の部 分か らほ か のペ ー ジの 流れ図 中 の 部分 に連結 す るよ

うな場 合が あ る。 この よ うな場 合 に,出 る部 分 とは い る部 分 の 流れ線 の先 端 に結 合子 を付 け,こ

の記号 の な かに 同 じ識 別子(ldentifier)を 記 入 して,相 互 に 連結 してい るこ とを示 す(解

o
図11,12参 照)。

6横 線 に っ い て

6.1機 能 は,流 れ 図中 で,詳 細 な記述 を別 に分 け て書 きたい 場合 の用 法 を規 定 した もので あ る・
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た とえ ば,開 い た サ ブル ーチ ンを含 む プ ログ ラム を,主 ルー チ ンとサ ブル ーチ ンとに 分け て記述

す ると きな どに,こ の横 線 の 用法 が応 用 で きる。

簡単 な例 として,解 図9に あげ た ものは,ハ ウスキ ー ピング処理 を,横 線 の書 込 ま れ た 処 理

記 号 で表現 して お き,同 じ流 れ図 中 の ほか の場所 に,こ のハ ウスキ ー ピ ング処理 だけ の独 立 した

詳細 な流 れ図 を書 い た もの で あ る。 こ の と き,1つ の ハ ウスキ ー ピ ング処 理 の識 別 子 を{`INI

TIATE"と して横 線 の上 に書 き,こ の詳 細表 現 を行 な う独 立 した流 れ図 はttINITIAT

E"と い う同 じ識別子 を記 入 し た端子 記 号 か ら始 っ て い る 。 またttTERMINATE"も 同

様 に用 い られ て い る。

6.1の 備考 は,横 線 の 書 込 まれ た処理 記 号 と定義 済 み処理 記 号 との関係 を述 べ た もので あ る。

解 図4

両者 は,機 能 的 に非 常 に似 て い るが,定 義 済 み処理 記 号は,す で に一 般 的 に定義 され てい るか,

または ほか の 流れ 図 で ま え もって 定義 されてい る独立 した部 分 的 な処理(閉 じたサ ブ ル ーチ ンな

ど)を 表現 す る ときに適用 され る もので あ る。 一 方,横 線 の 書 込 まれ た処理 記 号 は,概 要 を書

い た流 れ図 との関 係 な ど を示 す こ とを,お もに想 定 して設 定 した もので,前 者 とや や異 った意 味

合 い を持 つ もの であ る。

、

'

7.2つ 以 上 の 出 ロ に つ い て

流れ の中 間 にあ る流 れ図 記 号 には,そ の 流れ 図記 号 に はい る流れ線 と,そ れ か ら出 る流れ線 が

存 在 す る 。 後者 の 流れ線 が2っ 以 上 あ る場合 には,な ん らか の条件 に よ って流 れが 分 岐す るこ

とを表 わ して い る。

7.1で は,そ の分岐 す る流れ線 の表 現 法 を規 定 し,7.2で は,そ の 分岐 条件 の表現 法 を規 定 し

て い る。 分岐 す る流れ線 の表現 法 は.流 れ図 記号 か ら直接2っ 以上 の流れ 線 を 出す 方 法 と,流 れ

図記 号 か ら出 た1本 の 流れ 線 を2つ 以上 に 分け る(分 岐 す る)方 法 とが あ る(も ち ろん,こ の両

o

者 の組 合せ もあ る)。

、
「

夕
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T

解図5

と くに後者 の場 合 には,分 岐 の 流れ線 に,左 か ら右,上 か ら下 へ の流 れ の方 向 の原貝Uに合 わ な

い もの が部 分 的 にで き るが,流 れ 図 を不必 要 に 複雑 に しない た めに,矢 印 を省 略す るこ とが の ぞ

ま しい。

解 図6

この場合 には矢 印 を

付 け ない ほ うが よい 。

■

分 岐条 件 の表現 は,7.2の 例 にあ るよ うに.流 れ 図記 号に近 く,2つ 以 上の分 岐 した 流れ線 の

右(縦 方 向 の流れ 線 の と き),ま た は上(横 方向 の流 れ線 の と き)に それ ぞれ記 入 す る ことが多

、、(解 図10,11参 照).ま た7.3eこ は,解 図7の よ う}・・分 岐 した 流 れ線 を流 れ図 記 号(端 子

記 号を含 む)に 接 続 せず,分 岐 条件 と行先 の入 結合 子 へ の識 別 子 を表 の 形 の よ うに並 べ る用 法 を

許 す こ とが述べ られ てい る(解 図11参 照)。

解 図7

条件

工
行 先"

ζ
A3

A5

A1

A4

A3
」
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8同 種 類 の 媒 体 の 反 復 表 現 に っ い て

各 種 の フ ァイル を流 れ図 中 に表現 す る場合,同 種 類 の媒 体 の2つ 以上 の フ ァイル を同時 に記述

す る必 要 が考 え られ る。 この場 合 の 流れ図 記 号 の 重 ね 合 せ 表 現;eっ い て の規 定 であ る。8.2で

重 ね合 せ方 の位 置8.3で 重 ね合 せ方 の順 序,&4で この場 合 の流 れ線 との接 続 法 にっ い て,そ

れ ぞれ規 定 して い る(解 図10参 照)。

解 図8在 庫 管 理 用 流れ図 の例

SET

SW・OFF

新マスター・

テープに書く

1枚 のカー

ドを読む

CHECK

ルーチ ン

7スター ・テーー

プか ら1レ コ
ー ドを読

認=巨

在庫+入庫一払出
噸

発註残一入庫+発 生

在庫:1000

>

更新データを新
マスターテ

ープに書 く

9999

→ 部品番号

MISS
PUNC

部品コードを
タイプアウト

㎜
部品コ←ドを
タイプする

SET

SWON

R㎜[
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φ

◆

后 ・

解図9 報告書作成プログラム流れ図の例

前 の キー
今 の キー

明 細 行

(今 の キー)

頭 書 き

(今 のキー)

0→ 小計

今 のキ ー
→ 前 の キー

(・RM・NA⑲

小 計行処 理

(前 のキ ー)

総 集 計

(前 の キー)

)ズ ー

脚書き

(前のキー)

)/{

(・ ・)

小 計行処 理

(前 の キー)

GNIT・A・D

φ→ 前 のキー

卜

0→ 総 計

0→ 小計

(・ ・)
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●

解図10 月報 作成 シス テ ム流れ 図 の例

○ ○課

修 正

せ ん孔

検 孔

係

ク

以

関
芸

数

チ

ツ

定
㍊

定 数

ファイル

翼

ファイル'メンテナンス

報 告 書 作 成

クツ

.

ユ

タ

チ

[

リ

デ

プ

スタ

(旧)

マス ター

(新)

○ ○ 課

修 正

』 ・テ・一

一336一

∨

・

「→

●

「 ●

三4

`■



◆

σo

、、

●

ψ

'f'

■
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解図12 月 報作 成 プ ログ ラム 流れ図 の例
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W電 子 計算機 プ ログラム用言 語

解 説(抜 粋)

F。RTRAN(水 準3。6。)
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●

電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語

〔

1 日本 工 業 規 格FORTRAN制 定 の い き さつ

(省 略)

●

2.FORTRAN規 格 化 の 自 的 に 関 す る考 察

●

2.1序 論

今 日広 く使用 され てい る電子 計算 機 に 対 して,【{FORTRAN"と い う名 前 で非 常 に よ く似

た一 群 の プ ログ ラム用言 語 の処 理 系 が作 られ てい る。 この"FORTRAN"の 処理 系 が広 く使

われ て い るた め に,"FORTRAN"は 計 算 機 や情 報 処 理組織 の共通 プ ログ ラム言語 中 で最 も

普 通 に使用 され る ものの1っ とな ってい る。'

臼

■

2.2FORTRANの 歴 史 的 発 展 と 現 状

FORTRAN語 の最初 の 目的 は,っ ぎの とお りで あ る。

ttFORTRAN語 は数 値 計 算 のあ らゆ る問 題 を表現 で きる こと を意 図 した もの であ る。特 に,

多 くの公式 と変数 を含 む問 題 を容 易 に取 扱 い,各 変数 は3個 まで の独立 した添 字 を持 つ こ とが で

き る。 しか し,機 械 語 が数 値 的 な意 味 では な く論理 的 な意 味 を持 つ場 合 には,FORTRAN語

は不 十 分 であ り,こ の よ うな問題 は ま った く表現 で きない こ と もあ る。 けれ ど も,FORTRA

N語 で直 接 表現 で きない 論理 操 作 も,ラ イブラリ・ルー チ ンを組 込 め るよ うに してお くこと で可能

にな る。"こ の引用 はttFORTRANAutomaticCodingSystemforthe

IBM704EDPM"(1956年10月15日)に よ る。

最初 のFORTRANの 処理 系 は1958年 に修正 され,通 常"FORTR-AN『'と 呼ば れ

る拡 張 され たFORTRAN語 で書 い た プ ログ ラム を処理 で き るよ うに な った。FORTRAN

Hの 使 用 は急速 に ひ ろが り,そ の処理 系 は種 々の構 造 と能 力 を持 つ電子 計 算機 で使 え るよ うに な

っ た。
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1962年 か ら"FORTRANIV"の 処 理 系 が 現 れ 始 め,FORTRANI[の 処 理 系 が か

な り広 く使用 され てい るに もか か わ らず,ま す ます多 く使 用 され るよ うに な った。FORTRA

NIVはFORTRAN語 に追加 を した ばか りで な く,FORTRANI[の プロ グ ラム をFORT

RANIVの 処 理系 では 直接 処 理 す るこ とので きな いよ うな変更も行 なった。 そのた めFORTRANIl

の プロ グ ラム をFORTRANIVに 変 換す る プ ログ ラムが 使用 され て きた。FORTRANIIと

FORTRANIVの 関係 につ い て は,2.5で 簡 単 に説 明す る。

FORTRANIVの 出現 に よ ってFORTRAN語 族 が2分 され た こ とに加 えて,時 の経過 と

と もに各 処理 系 間で 言 語上 の差異 が 生 じた。 そ して,こ れ らの差異 が処 理 系間 にお け るFORT

RANプ ログ ラムの互 換性 を制約 して い る。 これ らの差 異 は,一 般 につ ぎの よ うな理 由、に よ る。

(1)言 語 の適用 範 囲 を拡 張 す る た め

(2)使 用 者 の た めに 言語 を単 純 化 す るた め

(3)計 算 組 織 を よ り効 率 よ く利 用 す るため
s

(4}処 理 系 の動 作 を単 純 に し,早 め るため

(5)明 確 な規 格が ない た めt!FORTRAN"と は何 か とい うこと に関 して の誤解 や解 釈 の

相違 の た め.

2.3目 的

この規 格 は,FORTRAN語 で書 かれ た プ ログ ラム の形式 お よび解 釈 の しか た を規 定 し,い

ろ い ろな デ ー タ処 理 組 織で使 用 す る プログ ラムの高 度 な互 換性 を図 る こ とを 目的 とす る。処 理 系

が この規 格 を満 た して い るとい うには,少 な くと も,こ の規格 に述 べ られ て い る形式 と諸関 係 を
●

受 入 れ,定 め られ た とお りに解 釈 しな けれ ば な らな い。

この規格 で 述べ られ てい る形式 お よび諸 関係 の解 釈に 影 響 を与 え ない か ぎ り,あ る ことを要求

し てい るいか な る文 章 も 「その要 求 を満 た してい な けれ ば,こ の規 格 は なん らの解 釈 を も与 えな

い 」 とい う文 章 に よ って置 きか える こ とが で き る。

のみな らず,あ ることを禁止 してい るいか な る文 章 も 「そ の禁 止 事項 をおか した な らば,こ の規

格 はな ん らの解 釈 を も与 え.ない 」 とい う文 章 に よ って置 きか え る 已 とが で き る。

2.4に 与 え る基 準 が互換 性 の水準 を決 め,3っ のFORTRAN規 格 とな った。 この 水準 が,

解説 の3.で 論議 され るよ うに,言 語 の範 囲 や細 部 に反映 して い る。
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2.4FORTRAN規 格 化 に お け る 基 準

FORTRANを 規 格 化 す るに あ た つて 用い た基準 は(ほ ぼ順 位 に従 って),っ ぎの とお り'で

あ る。

(1)異 種 処理 系 間 で のFORTRANプ ログ ラムの互 換性

(2)現 在 の もの と矛盾 しない こ と

(3)FORTRAN使 用 者 に と って明 確 か っ単純 であ るこ と

(4)広 範 囲の 計 算機 の能 率 的 な動 作へ の適合 性

㈲ 言 語 に将 来 の発 展 の余 地 を残 す こ と

このFORTRANの 規 格 を制 定 するにあた っては,現 在 実用 され てい な い言 語機 能 は新 た に付

け加 えず,も っぱ ら現 行 のFORTRANの 成 文化 に と どめた。

FORTR,ANの 過 去お よび現 在 の 広範 な使 用状 況 か らみて,規 格 の制 定 に あた って 言語 の設

計 よ りむし ろ言語 の 定義 に努 め,(1}規 格 の 内容 が,実 用 の 場で 価 値 を証 明 され た もの の みを反 映

す るよ うに し,ま た,(2)こ の規格 を受入 れ や す い よ うに した。

タ

「◆

2.5・FORTRANIとFORTRANIV

(省 略)

2.6広 範 囲 の 計 算 機 の た め のFORTRAN

互 換性 の基 準 と,な るべ く広 い範 囲 の機 械へ の適 合 性 の基準 は矛 盾す る。 小 さな計 算機 で能 率

的 な動作 をす るため には,FORTRAN語 の比 較 的使 われ ない部 分 を省 略 す るこ とが 望 ま しい。

しかし,小 さな計:算機 の ため に言 語 を制 限 す る こ とは,も っ と大 きな言語 を簡 単 に取扱 え る処 理系

に と って,規 格 化の 利点 を否 定 す る もの で あ る。

そ こで3っ の水準 を設 け る こ とに した。 こ うすれ ば利 用す る計 算機 に最 も適 す る と思 う水準 の

処 理 系 を作 る ことが で き る。 下 位 のFORTRANで 書 い た プ ログ ラムは,上 位 のFORTRA

Nで も正 しい プログ ラムで あ る。

しか し,3水 準 が存 在 す るこ とは,上 位 のFORTRANを 受 付 け る 処 理系 用 に書 い た プロ

グ ラムは,下 位 のFORTRANの 処 理系 で は一 般 に は受付 けて くれ な い,と い う意味 で互 換性

を制 約 す る。 各 水 準 の相違 点 の要 約 を4、に記 す。

、

'
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3.本 文 各 館 の 注

☆

- (省 略)

●

4JISFORTRANの3水 準 間 の主 な相 違 点

ψ

十

o

r

以下 に,3つ の水準 の 間 の主 な 相違点 を述 べ る。 これ はた だ便 宜 の ために あ げ ただ け であ って,

完全 な比 較 の た めに は各 節 を調 べ な けれ ば な らない 。

FORTRAN(水 準7000)に あ って,FORTRAN(水 準5000)に もFORTR

AN(水 準3000)に もない もの:

(1)FORTRAN用 の文 字 の中 のtt通 貨記 号"

(2)複 素数 型 と倍精 度 実 数 型 の デ ー タ,Dま たはGを 含 む基 本 欄記 述子

(3)DATA文 と初 期値 設 定 副 プ ログ ラム

(4)文 字型 のデ ータ とAを 含 む基 本 欄記述 子 。 した が って,書 式 を実 行 中 に読 込 む こ と は

で きない 。

FORTRAN(水 準3000)だ けが違 ってい る もの,ま た はFORTRAN(水 準3000)

だけ に ない もの:

(D英 字名 は 最 大5文 字。FORTRAN(水 準7000),FORTRAN(水 準500g) ,

で は6文 字。

(2)論 理型 のデ ー タ,論 理 式,関 係式,論 理IF文 お よびLを 含 む欄 記述 子 は ない。

(3)型 宣言 文 は ない 。

(4)EXTERNAL文 は ない。'

㈲3次 元 の配 列は ない。

(6)関 数 副 プ ロ グ ラムで,そ の 引数 や共 通 ブ ロ ックのデ ー タを定義 した り,再 定義 した り し

て はな らない 。

(7}COMMON文 に配 列宣 言子 を書 くこ とは許 され ない。

(8)名 前付 き共通 ブロ ックは な い。

(9)ASSIGN文 と割 当てGOTO文 は な い。'
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`

⑩PAUSE文 に お け る8進 数 字 は最 大4個 。

⑪ 書式 づけ られ た記 録 の印 刷 の と きの行 送 り制 御 は ない 。

a2)FORMAT文 に お い て

(a)け た移 動子 は ない。

(b)F変 換 によ る入 力 の デ ータに 指数 があ って はな らない 。'

(c)欄 記 述 群 の か っ この中 に 別 の欄 記述 群 が 含 まれ てい て は な らな い。

a3)外 部 関数 は,共 通 ブ ロ ックの デ ー タ またはEQUIVALENCE文 に よ って共 通 ブti

ックのデ ー タと結 合 して い るデ ー タの 値 を変 え ては な らない。

⑭ すべ て のDIMSNSION文 は,す べ て のCOMMON文 の前 に なけれ ばな らず,す

べ て のCOMMON文 は,す べ て のEQUIVALENCE文 の前 に なけれ ばな らない。

㈱ 文 の番号 は,1～4個 の数 字 か ら成 る。

06)整 合 寸 法 は ない。

⑰ 外部 手続 きの 仮 引数 が 配列 名 の場 合 に は,そ れに 対応 す る実 引数 は配 列名 で な けれ ば な

らない。

り

`

@

φ

8

、
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5.注 意 事 項

●

6

・

'

5.1使 用 者 へ の 注 意

(1)こ の規 格 や個 々の処 理 系 の解 説書 な どに記 され て い る必 要条 件 は必 ず 守 り,禁 止 条件 もで き

るだ け守 るこ とを要望 す る。 禁止 条 件 を犯 した湯 呑 にば,処 理 系 が っ ぎ の3つ の う ちの どれ を と

るか は不 明で あ る。

(a)何 をす るか 不明 。 ・,

(b)警 告.文が出 る。

(c)偶 然 に うま くい く。 ただ し,こ の場 合 うま くい った として も他 の 処理 系 で うま くい くと

期 待 しては な らない 。

ψ

◎

r

5.2処 理 系 製 作 者 へ の 注 意

(1)処 理 系 の製 作 者 は必 要 条件 につ い てで き るだけ 誤 りを検 出 す る こと。 禁 止 条件 にっ1、・て は誤

りを検 出 して もし な くて もよい。 ただ し,誤 りを検出 して も警 告 文 を出 す に と どめ るよ うに す る。

(2)1つ の文 に含 まれ る継続 行 の数 に関 して は,そ の上 限 を指 定 して もか まわ な い。 国際 規格 の

最 低水準 では,こ の上限 は5個 であ る(本 文3.3参 照)。

(3)DOの 範 囲 を実行 能 率 の よい プ ログ ラム に変 換す るに は,た とえば,

DOlJ-1,N

lSP・-SP十A(1,J)*B(J,K)

を

1)ROD(A,B)-A(1,J)*B(J,K)

DOIJ-LN

lSP-SI)十PROD(A,B)

と書 かれ ては 困 るので,文 関 数定義 文 の式 中 に配 列要 素 名 を許 さず,ま た文 関数 の仮 引数 に配 列

名 を許 さない 。 したがって,能 率 に影 響 を与 え ない か ぎ り制限 を緩 和 す る こ とは 可能 で あ ろ う。 た

とえば,添 字 式 がす べ て定 数 の配 列 要 素名 を式 中 に認 めて もよか ろ う。

∫4)本 文8 .L2のtt文 関数 の 引用 が実 行 され ると,実 引数 の値 と仮引数 との結 合 が行 なわ れ る"
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とい うことは,文 関数 の場 合 の結 合 の方式 を外 部 手続 きの 場 合 と違 えて,た とえ ば,文 関数 では

値 に よ る結 合 を行 な い,外 部関 数 では 名前 に よ る結 合 を行 な って,実 行 の能 率 をあげ て もよい こ

とを示 してい る。
、

・

.■

6. プ ロ グ ラ ム 例

(省 略)

硬

φ

、

、

1坤
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V電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム 用 言 語

(抜
、粋)

'

COBOL

programmingIＬanguageCOBOL

forComputers

●
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電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム用 言 語

1.適 用 範 囲 この 規 格 は,COBOLで 表現 され る プ ロ グ ラ ムが ・い ろい ろ な種 類 の 自動 デ ー タ処理 系 で 用 い ら

れ る と きに,そ れ らの プ ログ ラム の 交換 可 能性 を で きる だ げ 高 くす る た め の,プ ロ グ ラ ムの 形 式 とそ の 解 釈 に っ い

て 燦.足 す る。

2.用 語 の 意 味 この 規 格 で 用 い る お もな 用語 の 意 味 は ・つ ぎの とお りとす る。

(1)一 意 名(identifier)必 要な ら ば,い くつか の 修 飾語,添 字,指 標 を 構 文的 に 止 し くつ け た チ ー

タ 名 で あ っ て,デ ー タ項 目 を一 意 に 参 照 す る。

(2)一 連 項 目(contiguousitems)デ ー タ部 中 の 隣 りあ った項 で 記 述 され た項 目 で あ って,互 い に

直 接 の階 層 関 係を 有 す る もの。

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

印 刷 集 団(printgroup)報 告 集 団 と同 義)

英 字(alphabeticcharacter)以 下 の 文 字。

A,B,C,D,E,F,(},H,1,J,K,L,M,N,0,P,Q,R,S,T,U,V,W,

X,Y,Zお ・よび 空 白

英 数 字(alphanumericcharacter)計 算 機 で使 え る任 意 の 文 字。'

備 考 特 殊 文字,記 号,か な文 字 な どを 含 ん で い て も よい 。

金

演算 符 号(operationalsign)数 字 デ ー タ項 目 が 正 か 負 か を きめ るの につ け る 算 術符 号。・

カ ウ ンタ(counter)数 値 また は 数{直の 諸 表 現 を た くわ え る デ ー タ項 目で あ って,そ の 数 値 に対 し

て 他 の 数値 を加 減 した り,変 更 した り,破 算 した り,任 意 の 正 ま た は 負の 値 を 設定 し た りで き る。

環境 句(environmentclause)環 境 部 の 記 述 項 に 現 わ れ る 句。

キ ー(key)い くつ か の デ ー タ項 目 で あ って,そ の 内 容 が い っ し ょに な って レコー ドの 所 在 や デ ー タ

の順 序 づ け を 指定 す るρ

記 述 項(entry)句 の続 い た組 で あ っ て,終 止 符 と空 白で とめ る。COBOLの 原 始 プ ロ グラ ムの

見 出 し部,環 境 部,デ ー タ部 に 書 く。

記 述 項 の 主 体(subjectofentry)デ ー タ 部の 記 述 項 にお い て,レ ベ ル 指 示語 ま た は レベ ル

番 号 の す ぐ う しろに 書 く作 用 対 象 また は予 約 語。

記 述 項 の 述 語(objectofentry)デ ー タ部 の 記述 項 に お い て,記 述 項 の 主 体 の う しろ に,甘 く

作用 対 象 と予約 語 な どの 組。

基 本 項 目(elementaryitem)論 理的 に そ れ 以上 は細 分 され ない デTタ 項 目。

句(clause)あ る 記述 項 の性 質 を指 定 す るた め に,COBOLの 語 な どを並 べ た もの。

句 読 文 字(punctuationcharacter)以 下 の 文 与b

文 字 意 味

コ ン マ,

'セ ミコ ロン
●

θ
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(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

.終 止 符..

,,引 用 符

(左 か っ こ

)右 か つ こ

空 白

形 式(format)一 組 の デ ー タの あ る 並 び 方。

降順 の キ ー(descendingkey)デ ー タ項 目の 比較 の 規則 に し た が っ て,最 も高 い値 の キ ーか ら

始 ま り最 も低 い 値 の キ ーに い た る 順 序 に デ ー タが 並 べ られ る,そ の 値 を有 す る キ ー。

構 成 節(configurationsection)環 境 部 中 の 節 で あ っ て,翻 訳 用 計 算 機 お よび 実 行 用 計

算 機 の全 般 的 な 仕様 を 書 く。

COBOL字 の組(characterset)以 下 の51字 の集 合。

文 字 意 味

0,1,...,9数 字

▲,B,...,Z英 字

生 白

十[E号

一 負 号 また は ハ イ フン

* .星 印

/斜 線

=等 号.

¥通 貨 記 号
の

,'コ ン マ ま.たは 小 数 点

;セ ミコ ロン

.終 止 符 また は小 数 点

',引 用 符

(左 か つ こ

)右 か っ こ

〉 よ り大 きい 記 号

く.よ り小 さい 記 号

COBOし の 原 始 プ ロ グ ラム(COBOLsourceprogram)問 題 を解 くた め の処 理 を,

COBOLの 言 語,形 式,文 法 を 用い て表 現 した もの。

COBOLの 語(COBOLword)以 下 の文 字 だ け か ら なる30字 以 内の 文 字 　ILA,B,C,

…JZ,0,…,g,一 。 ハ イ フ ン(一)は,語 の最 初 や 最 後 に は 書け ない。 語 は,分 離符 で

区 切 る。 単 に語(}word)と い うこ と もあ る。

COBOLの 実 行 用 プ ログ ラ ム(COBOLobjectprogram)COBOLの 原 始 プ ログ ラム

を 翻 訳 した結 果 得 られ る一 組 の 機 械語 命 令 。

最 右 端(loworderend)文 字 の 列 の 右 端 の 文 字。

最 左 端(highorderend)文 字 の 列 の左 端 の 文 字。

作業 場 所 節(working　 storageseetion)デ ー タ部 中 の 節 で あっ て,独 立項 目や レコ ー ド

か ら な る作 業 場 所 デー タ項 目を 記 述 す る。
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(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

(35)

(36)

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(43)

作成 者のきめた名前(implementOr-name)作 成者 の きめた語 であって,作 成者の処理系 で

用い られる装置や機能 をさす。

作用対象(operand)命 令の書 き方または記述項の書 き方のなかで,日 本語 で与 えられ ている語。

算術演算子(arithmeticoperator)以 下の1字 または きまった2字 の組合せ。

文 字 意 味

十 加算

一 減算

*乗 算

/除 算

**べ き乗.

算術式(arithmeticexpression)数 字基本項 目の一意 名,数 字定数,数 字基本項 目の一

意名や数字定数 を算術演算子でつ ないだ もの,算 術式を算術演算 子でつない だもの,ま たはか っこで く

くった算術W

算術式用文字(arithmeticexpressioncharacter)算 術演算子 と同義)

実 行時(executiontime,objecttime)実 行用 プログ ラムを実行す る時期。

実行用計算機(object-computer)環 境部 の段落 の名前であ って,実 行用 プログラムを実行す

る計算機の環 境を この段 落で記述す る。'

実 際のキー(actualkey)大 記憶媒体中の レコー ドの物理的 な位置を直接表現 するキー。

実際の小数点(actualdeeimalpoint)デ ー タ項 目中の小数点のけた位 置を,小 数点を表

わす終止符(.),ま たはコンマ(,)を 用いて物理 的に表現 した もの。

指標(index)計 算機の記憶場所 またはレジス タであって,そ の内容は,表 の なかの要素を指定す

るの に用い られ る。

指標 つきデー タ名(indexeddata-name)デ ータ名の うしろに,か っ こで く くったい くっか

の指標名をつげて一意名に した もの。

指標 データ項 目(indexdataitem)指 標名に対応す る値 が,作 成者 のきめた形式でた くわえ

られ るデ ータ項 目。

指標 名(index-name)少 な くとも1字 の英字 を含む語で あって ・ある特 定の表に関係 づけ られ

た指標を命名する。'

修飾語(qualifier)同 じ系列のなかの低い レベルの一意でないデー タ名を一意 にす るデータ名 ・

または一意でない段 落名を一意 にする節名o

修飾 されたデータ名(qualifieddata-name)デ ータ名のうしろに ・連結語OFま たはIN

と,修 飾語のデー タ名 との組をい くつかつげ て一意名に した もの。'

集 団項 目(groupitem)基 本 項目または集団項 目のひ とつながりの組に名前のついた もの。

出力手続 き(outputprocedure)分 類ずみのレコ ードを ・分類用 ファイルか ら引き取 るため

に実行す る一組の命令。

順呼出 し(sequentialaccess)レ コー ドを ファイルか ら読み込んだb・ そ こに書 き出した
　

りする ときの呼 出し方式 であって,各 レコー ドは,論 理 的にそれ に先行す るレコー ドと後続 するレコー

ドとを もつ。 ファイルをは じめて参照する と,論 理的に先行 する レコー ドをもたない レコー ドが呼 び出
』

され る。2番 目以降の 参照で呼び出 される レコー ドは,前 に呼び出 された レコー ドに論理的に後続する
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(44)

(45)

(46)

(47)

(48)

(49)

(50)

(51)

(52)

(53)

(54)

(55)

(56)

(57)

(58)

(59)

(60)

(61)

(62)

(63)

レコー ドである。 レコー ド間 のこの先行後続の関係は,レ コー ドをフ ァイルに 書き出す ときに きめ られ

る。

条件(condition)単 純条件,ま たは単純条件 と論理 演算子 との構文的に正 しい組合せであって

真理値の きめ られ る もの。

条件変数(conditiona、 】variable)条 件 名をつ けられた値を とるデ ータ項 目。

条件名(condition-name)条 件変数が とbう る値の組の なかの,特 定の値,値 の 組 もしくは値

の範囲につけたデー タ名,ま たは作成者の きめたス イッチ もしくは装置の状態につけた名前。
'

条件名条件(condition-namecondition)あ る条 件変数の値が,そ の条件 名に割 り当て

られている値の組 に含 まれてい るか どうかに よって真理値の きまる命題⊃

条件命令(conditionalstatement)条 件の真理値に よって実行 用 フ'ログ ラムがつ ぎに と

る動作が きまる命令。

昇順のキー(ascendingkey)デ ー タ項 目の比較の規則に したが って,最 も低い値のキーから

始ま り最 も高い値の キーにいた る順序にデー タが並べ られる,そ の値を有するキー。

字類条件(classcondition)あ る項目のFf]容がすぺ て英字であるか,す べて数字 であるかに

よって真 理値のきまる命題。

真理 値(truthvalue)条 件を評価 した結果の 表現で あって,つ ぎの二 つの値のいずれかになる。

成立(真)不 成立(偽)

スイ ッチ状態条件(switch-statuscondition)オ ン またはオ フに設定で きる作成者の き

めたス イッチが,所 定の状態に あるか どうかによって真理値の きまる命題⊃

数字(numericcharacter)以 下の文字。0,1,2,3,4,5,6,7,8,9

数字項 目(numericitem)0か ら9ま での数字の い くつか からなる文字 の列で表わ される値だけ

を内容とするよ うに記述 されたデ ータ項目。演算符号 がつ くことも,つ かない こともある。

数字直定数(numericliteral)い くつかの数字か らなる直定払 右端以外の位置に小 数点が

あ って もよい。 左端 に算術符号があ ってもよい。

制御脚書 き(controlfooting)制 御集団の最 後の報告集 団であって,そ の制御集団が作 られ

るたびに一つ作 られ る。

制御頭書 き(controlheading)制 御集団の最初の報告集 団であって,そ の制御集団が作られ

るたび に一 つ作 られる。

制御集 団(controlgroup)報 告書の制」御の階 層を規 定する各制御用デ ータ項 目に関係 する一

組の データ。 ある制御 用デ ータ項 目に関係す る制御集団は,い くつか の制御頭書 き報告集団,い くつか

の制御脚書 き報告集団,関 連す るい くつかの明 細集団の組か らなる。

制御の階層(controlhierarchy)制 御用デ ータ項 目の指定 された序列。

制御 の切れ 目(controlbreak)制 御の階層 を規定す るデー タ項 目の値が変化する こと。

制御用デ ータ項 目(controldataitem)COBOLの 原 始プログ ラムの ファイル節または

作 業場所節に書かれたデ ータ項 目であって,制 御の階層中で指定され,そ の値の変化がみっかると制御

の切れ 目となる。

正書法(referenceformat)COBOLの 原 始 プログ ラムを書 くときの標準体裁)

整数(integer)想 定 した小数点の右側にけた位置を もたない数字定 数ま たは数字デー タ項 目。 一

般形式 中でこの用語を用いた ときは,小 数点 も符号 も含まない数字定 数をさす。 想定 した小数点の右側
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(64)

(65)

(66)

(67)

(68)

(69)

(70)

(71)

(72)

(73)

(74)

(75)

(76)

(77)

にけた位置を もたない数字 データ項 目を,整 数項 目とよぶ。

正 負条件(9igncondition)算 術式 またはデ ータ項 目の数値 が,ゼ ロよb小 さいか,ゼ ロより

大 きいか,ま たはゼ ロに等 しいかに よって真理値の きまる命題。

節(section)一 つ以上の段落や記述項 の組で あって,節 の見出 しで始まる。

節の見出 し(seetionheader)語 の組合せで あって,環 境部,デ ータ部,手 続 き部の各節を識

別 するために最初 にお く。環境部 とデー タ部とで は,節 の見出 しは予約 語の列であ り,つ ぎの ものが あ

るo

環 境部 の節の見 出し

CONFIGUR▲TIONS8CTION.

INPUT-OUTPUTSECTION.

デ ータ部の節の見 出し

FILKSECTION.

WORKING-STOR▲GESECTION.

REPORTSECTION.

手続 き部 の節の見 出 しは,節 名,予 約語SgCTION,優 先番号(1},終 止 符か らなる。

注(1)書 か ないこともある。

節名(section-name)手 続 き部に書い た節を識別す る語。

宜言部分(declaratives)手 続 き部の最初 にあって,見 出しDKCL▲RATIVESと 見出 し

ENDDECL▲R▲TIVESと にはさ まれたい くつかの専用 の節。 各節は,順 次実行 の手続 き,作

成者の入出力シス テ ム,あ るいは報告書機能の管理 の もとに実行 され る。各館 は,節 の見出 し,翻 訳指

示のcopy(複 写)文 またはUS9(使 用)文,お よびそれに従属 するい くつか の段落の組か らなる。

想定 した小数点(assumeddecimalpoint)デ ー タ項 目中の小数 点位置が,実 際の文字 を

用い ないで指定 された もの。 この想定 した小数点は,機 能的 な意味を有す るが,物 理的に表現 された実

体は ない。

添字(subscript)表 の なかの要素をさす値 を有す る整数》

添字 っきデータ名(subscripteddata-name)デ ータ名の うしろに,か っ こで くくったい

くつかの添字を つけ て一意 名にした もの。

大記憶(massstorage)デ ータを順序的 に も非順序的 にも構成 し維持で きる媒体。

大記憶 管理システ ム(massstoragecontrolsystem)大 記憶 ファイルの処理を管理 し,

スケ ジュールを調整す る入出力管理 シス テム。.

大記憶 ファイル(massstoragefile)大 記憶媒体に収 め られ た レコー ドの集 まり。

大記憶 ファイル区域(massstoragefilesegment)大 記憶 フ ァイルの部分 であって,環 境

部中のFrL9-LIMIT(フ ァイルの範囲)句 によって,上 限 と下限 とが きめられ る。

単項演算子(unaryoperator)算 術式 中で,変 数 または左か っこの前につける算術演算子

"一"で あっ七 ,算 術式の値 を一1倍 する効果 を有 する。

単純条 件(simplecondition)以 下 の条件 の うちの一つ。

比較条件

字類条件

条件名条件
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.ス イ ッチ 状 態 条件

正 負条 件

(条 件)

(78)段 落(paragraph)手 続 き部 では,段 階 名 の う しろ にい くつか の 文 を 書 い た もの 。 ま た,見 出 し

部 と環 境 部 とで は,段 落 の 見 出 しの うし ろ にい くつ か の記 述 項 を 書 い た もの。

(79)段 落 の 見 出 し(Paragraphheader)あ る予 約 語 の うし ろに 終 止 符 と空 白 を つ け た もので あ っ

て,見 出 し部 と環 境 部 との す べ て の 記述 項 を識 別 す る た め に最 初 にお く。 段 落 の 見 出 しに は,つ ぎの も

の が あ る。

見 出 し部 の 段 落 の 見 出 し

PROGR▲M-ID.

△UTHOR.

INSTALL▲TION.

D▲TR-WRITTEN.

D▲TE-一 一・COMPILED.

SECURITY.

RRM▲RKS.

環 境 部 の 段 落 の 見 出 し

SOURCE-COMPUTER.

OBJECT-GOMPUTER.

SPECI▲L-N▲MES.

FILE-CONTROL.

1-0-CONTROL.
'

(80)段 落 名(paragraph-name)手 続 き部 の 段 落 を 識別 す る た め に段 落の 先 頭 に 書 く語。

(81)注 記(comment)原 始 プ ロ グ ラム 中で,見 出 し部 また は 手続 き部 に書 く注 釈 ⊃

(82)直 定数(1itera1,1iteralconstant)文 字 の 列 で あ っ て,そ の 値 は そ こに 書 い て あ る文

字 の 組 に よっ て 表 わ さ れ る。

(83)デ ー タ記 述 項(8atadescriptionentry)デ ー タ部 中の 記述 項 で あ って,レ ベ ル番 号,

必 要 な ら デ ー タ名,お よび必 要 な デ ー タ句 の 組 か ら な る。

(84)デ ー タ句(dataclause)デ ー タ部 の デ ー タ記 述項 中 の 句 で あ っ て,チ ー タ項 目の ある性 質 を記

述 す る情 報 を含 む。

(85)デ ー タ項 目(dataitem)基 本 項 目,一 つ の レコ ー ド中 の 基 本項 目の 集 団 に 名前 の つ い た もの,

また は レコ ー ドo

(86)デ ー タ 名(data-name)少 な くと も1字 の 英 字 を 含 む語 で あ っ て,デ ー タ部 の 記 述 項 を 命 名す る。

一 般 形 式 中 で この 用語 を 用い た と き は ,規 則 で と くに 断 わ っ て な い か ぎ り,添 字 や 指 標 を つ け ては な ら

な い し,ま た 修 飾 き れ てい て もいけ な い。

(87)手 続 き(procedure)手 続 き部 中 の一 つ の 段 落 も しくは 節,ま た は機 能 的 に 続 い た い くつ か の段 落

もし くは耽

(88)手 続 き部 の 終 り(endofproceduredivision)COBOLの 原 始 プ ログ ラ ムの,τ}き終 り

で あ っ て,そ れ以 降 に は 手続 き を 書 か ない 物 理 的 な位 置)
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(89)

(90)

(91)

(92)

(93)

(94)

(95)

(96)

(97)

(98)

(99)

手続き名(procedure-name)原 始 プログ ラム中の段 落または節を参照 するのに使 う語であ って,

段落名(1)kよ び節名がある。

注(1)修 飾 されていて もよい。

動詞(verb)COBOL翻 訳ルーチ ンまたは実 行用 プログ ラムの とる動作を表現 する語。

登録名(1ibr.ary-name)一 組のCOBOL記 述 項や手続 きか らな る登 録項を識別 するための語
●

であ って,手 続 き名の構成規則に したが う。COBOL登 録集 を呼び出す ときに,登 録名のつづbの ど

の部分が実際 に使われるかは作成者がきめる。

特殊名(special-names)環 境部の段落の名前で あって,作 成者の きめた名前 と利用者のつけた

呼び名とを,こ の段 落で関係 づける。

特 殊 文 字(special

文 字

十

*

/

=

¥

,

●
,

11

(

)

〉

<

特殊 レジスタ(specia1

の ある仕様を用い ると発生 ずる情 報を た くわ えるのが本来 の用途である。

独立項目(noncontiguousitem)作 業場所 節中のデータ項 目で あって,他 のデー タ項 目と何

の階 層関係 ももた ない。

入出力管理(i-o-contro1)環 境部 の段落の名前で あって,プ ログ ラムが実行時に用いる再運転

点,い くつかのデ ータファイルによる領域の共 用,単 一の入出力装置上 の複数個の ファイルを ここで指

定する。

入出 力節(input-outputsection)環 境部 中の節であって,実 行用 プログ ラムが利用する

ファイルと外 部媒体に命名 し,プ ログ ラム実行時の データ移送 と取扱 い とに関 する情報を指定する。

入力手続 き(inputprocedure)レ コー ドを分類用 ファイルに引 き渡すた めに実行する一 組の

命令。

比較演算子(relationaloperator)以 下 に示 す予約語,比 較 文字,予 約語 の列,ま たは予

約語の列 と比 較文字 との組で あって,比 較条 件を書 くの に使 う。

character)以 下の文字。

意 味

正号

負号

星 印

斜線

等号

通 貨記 号

コンマ または小数点

セ ミコロン

終止符 または小 数点

引用符

左か っこ
■

右か っこ

より大 きい記号

より小 さい記号.

register)翻 訳ル ーチンが作 り出す記憶場所であ って,COBOL
■
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び

旬

●や

⇔

ふ

,
∨

1S

Is

IS

Is

IS

Is

(100)

〔NOT〕

〔NOT〕

〔NOT〕

〔NOT〕

〔NOT〕

〔NOT〕

比 較 条 件(relation,も う一 つ の 算術 式 ま

た は デ ー タ項 目の 値 とが,所 定 の 比較 関 係 を 満 た して い るか ど うか に よ って 真理 値 の き ま る命題 。

(101).比 較 文 字(relationcharacter)以 下 の 文 字。

文 字 意 味

〉 よ り大 きい

く よ 上}小 さい

=等 し い

(102)必 要 語(keyword)プ ログ ラム を書 くと き に.,あ る書 き方 の なか では必 ず 書 か ない といけ ない 予 約 語 。

(103)表(table)論 理 的 に つ な が った デ ー タ項 目の組 で あ って,デ ー タ部 のOCCURS(反 復)句 を

用 い て 記述 す る。

(1(A)表 意 定 数(figurativeconstant)数 値,文 字 また は 文字 の 列 を表 わ す 予 約 語 コ

(105)標 準 デ ー タ形 式(standarddataformat)COBOLの デ ー タ 部 で デ ー タの 性 質 を 記述 す

る と きの概 念 で あ っ て,無 限 の 幅 と長 さ とを もっ た印 刷 ペ ー ジ上 の デ ー タ形 式 を想 定 してデ ー タの性 質

や 特 性 を表 現 す る。 計 算 機 の 内 部 や 特 定の 外 部 媒 体 上 に デ ー タを た くわ え る形 式 で は ない。

(106)標 準 文 字 列(standardcharacters)デ ー タ項 目の 内 容 とな る 文字 列 で あ って,そ の 長 さ は

標 準 デ ー タ形 式 に した が って 測 られ る。 、

(107)'表 の要 素(tableelement)反 復す る項 目の 組 が 表 に な った な か の デ ータ項 目。

(108)部(division)あ る種 の 規 則 に した が っ て構 成 され た い くつか の 節 や 段 落。COBOLプ ログ ラ

ムに は,つ ぎ の 四つ の 部 が ある。

見 出 し部(identificationdivision)

環 境 部(environmentdivision)

デ ー タ部(datadivision)

手 続 き部(proeeduredivision)

(109)フ ァイ ル(file)レ コ ー ドの 集 ま う。

(110)フ7イ ル 管 理(file-contro1)環 境部 の 段落 の 名 前 で あ って,原 始 プ ロ グ ラ ムで 用 い る フ ァイ

ルを,こ の段 落で 宣 言す る。

(111)フ ァ イル 記 述項(filedescriptionentry)デ ー タ部 の フ ァイ ル節 中 の 記 述 項 で あ って,◆

'レ ベ ル 指示 語FD
,フ ァイル 名,お よび 必要 な ファ イ ル句 の 組 か らな る。

(112)フ ァ イル 句(fileclause)デ ー タ部 の フ ァイ ル記 述 項,分 類 用 フ ァイ ル記 述 項,報 告 書 記述 項

に 現 わ れ る 句。

(113)フ ァイ ル 節(filesection)デ ー タ部 中 の 節 で あ って,フ ァ イル 記述 項 を 書 く。

(114)フ ディ ル の 範 囲(file-limit)大 記憶 フ ァ イル を構 成 す る各 区 域 の 上限 と下限 との 組 で あ って,

比較演算子 意 味

∵E▲T'R…}1;:蕊

ごSST…}1㌫:

三Q…0}㌘ たは等し
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(115)

(116)

(117)

(118)

(119)

(120)

(121)

(122)

(123)

(124)

(125)

(126)

大 記 憶 媒 体 の 物理 的 限 界位 置 の 内側 に 収 め られ て い る。

フ ァイ ル 名(file-name)少 な くと も1字 の 英 字 を 含 む語 で あ っ て,デ ー タ部 で記 述 され て い る

フ ァイル を 命 名 す る。

部 の見 出 し(divisionheader)そ れ ぞ れ の部 の始 まbを 明示 す るCOBOLの 語 の列 》以 下

の ものが あ る。

1DENTIFICATIONDIVISION.

ENVIRONMENTDIVISION.

D△T▲DIVISION.

PROCED&「REDIVISION.

プ ロ グ ラム 名(program-name)COBOLの 原 始 プ ログ ラム を 識 別 す る ため の 語。

ブ ロ ッ ク(block,physicalrecord)計 算 機 で入 出力 装 置 に 記憶 さ せ るの につ こ うの よい

デ ー タの物理 的 な単 位。 物理 レコ ー ド(physicalrecord)と 同 義 で あ る。 ブ ロ ック は,ふ つ う

は い くつ かの レ コ ー ドまた は そ の 部 分 か ら なる。 ブ ロ ックの 大 き さは,そ の フ ァ イルの 大 きさ や,ブ ロ

ック に 含 まれ た り重 な っ た り して い る レ コー ドの 大 き さ な ど と直接 の 関 係 は な い。

し

文(sentence)い くつかの命令の列であって,終 止符 と空 白で とめ られた もの。

分離符(separator)読 みやすくするためにつけ る文字。

分類用 ファイル(sortfile)SORT(分 類)命 令で分類 される レコードの集 まb。 この分類用

フ ァイルは,分 類機能によってのみ作 り出 され,利 用さ れる。

分類用 ファイル記述項(sortfiledescriptionentry)デ ー タ部の ファイル節中の記

述項 であって,レ ベル指示語SD,フ ァイル名,お よび必要 なファイル句の組か らkる 。

ペー ジ(page)ひ とつながbの 報告書デ ータを物理 的に区分する縦 の単 位であって,そ の区分は,

報告書 の体裁や報告書を出力する外部装置の性質に もとず く。

ペー ジ脚書 き(pagefooting)報 告書のページの最後の報告集団で あって,ペ ージ送 り条件を

みつけた結果,ベ ージが送 られ る直前に作 られ る。 ・

ペー ジ頭 書 き(pageheading)報 告書のベー ジの最初の報告集 団で あって ,ペ ージ送 り条件を

みつげた結果,ペ ージを送 った直後に作 られ る。

編集用文字(editingcharacter)以 下の1字 または きまった2字 の組合せ。

文 字 意 味

B空 白

0ゼ ロ

十 正

一 負

CR貸 方(credit)

DB借 方(debit) ・ ・
Zゼ ロ抑制'

*小 切手改変防止

¥.通 貨記号

,コ ンマまたは小数点

.小 数点
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(127)

(128)

(129)

(130)

(131)

(132)

(133)

(134)

(135)

(136)

(137)

(138)

(139)

(140)

(141)

(142)

(143)

(144)

(145)

(146)

(147)

(148)

(149)

変数(variable)プ ログラムの実行に よって値が変更され うるデータ項 目。 算術式中の変数は ,

数字基本項 目でなけれ ばならない。

報 告集団(reportgroup)報 告 書中で互いに関係 を もつ一組 のデータ。

報 告書(report)報 告書 ファイル中に記述された一組 のデータを表示 した もの。 ,

報告書脚書 き(reportfooting)報 告 書の最後 の報告集団で あって,報 告 書が終 了するときに

ただ1回 だけ作られ る。

報告書頭書 き(reportheading)報 告書の最初 の報告集団で あって,報 告 書が開 始される とき

にただ1回 だけ作 られ る。

報告書記述項(reportdescriptionentry)デ ー タ部の報告 書節 中の記述項であって,

レベル指示語RD,そ の報告 書につけたデータ名,tsよ び必要な ファイル句の組か らなる。

報告書節(reportsection)デ ータ部中の節で あって,い くつかの報告書記述項を書 く。

報告書の行(reportline)ベ ージを横割 りに した単位であって,文 字のつ ながbで ある。

報告書の体裁(reportformat)報 告書のペー ジの体裁であって,報 告書節で指定する。

報 告書 フ7イ ル(reportfile)報 告 書機能が作b出 した レコー ドの集 まbで あって,そ の内容

と形式 とが,報 告書を作成するの に用い られる。

報 告書名(report-name)報 告書につけたデータ名。

補助語(optionalword)言 語を読 みやす くするだけ のために,あ る書 き方の なか に書 く予約

語 であって,プ ログ ラムを書 くときに,書 くか どうかは利用者 にまか される。

翻訳時(compiletime)COBOLの 原 始プpグ ラムを,COBOL翻 訳ル ーチ ンによって実

行用 フ'ログ ラムに翻訳 する時期。

翻訳指示命令(compilerdirectingstaterpent)翻 訳指 示動詞で始 まる命令であって,

翻 訳ル ーチンに指示 した動作 を とらせる。

翻 訳用計算機(source-computer)環 境 部中の段落の名前であって,原 始 フ'ログ ラムを翻訳 す

る計算機の環境 を この段落で記述 する。

無 効なキーの条件(invalidkeycondition)'大 記憶ファイルに対 して用 い』る実際の キー

の実行時の値が,呼 んでいる ファイルの範囲 の外側をさ しているときの条件。

無条件命令(imperativestatement)無 条件動詞 で始 まb,無 条件 にき まった動作を とる

ように指示す る命令。一 つの 無条 件命令が,い くつかの 無条件 命令のつ ながった もので あってもよい。

命令(statemen.t)手 続 き部にむいて,動 詞 に続け て語 や記号の構 文的 に正 しい組合せを書い た

もの。
ψ

文字(character)COBOL語 の,そ れ以 上分割で きない基本単 位6

文字位置(column).報 告書の行 のなかの,そ れぞれの文字の位嵐 けた位置 と もい う。

文字項目(non-numericitem)計 算機 の文字の組 中の任意の組合せを内容 とす るデ ータ項 目。

文字項 目の項類に よっては,使 用で きる文字が制限 される場 合がある。

文字 直定数(non-numericliteral)引 用符 で くくった文字の タ1も計 算機の文字の組の うち,

引用符以外の文字は何がはい っていて もよい。

文字 の大小順序(collatingsequence)計 算機が扱える文字 を大小比較 した ときの順位で あ

って,作 成者 がきめる。
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(150)

(151)

(152)

(153)

(154)

(155)

(156)

(157)

(158)

(159)

(160)

(161)

文 字 列(character-string)ひ とつ なが りの 文 字 の列 で あ って,直 定 数,語,デ ー タ部 中の

PICTURE(形 式)句 の 文 字 列,手 続 き部 中 のNOTE(注 記)文 の 文 字 列 の4種 類 が あ る。

優 先番 号(priority-number)0か ら99ま で の 値 を もつ 番 号 で あ って,手 続 き部 中の各 館 に

書 き,こ れ に もとず い て 実行 用 プ ログ ラム が区 分 化 さ れ る。

ユ ニ ッ ト(unit)大 記 憶 の一 つの モ ジ ュール で あ'っ て,そ の大 き さ は作 成 者 が きめ る。

呼 び 名(mnemonic-name)プ ログ ラ マの 作 った 語 で あっ て,環 境 部 にお い て作 成 者 の きめ た 名

前 に 関 係 づ け られ る。,

予 約 語(reservedword)COBOLの 原 始 プ ログ ラム 中 で 使 われ る き ま った 語 で あ って,利

用 者 の きめ た 語 と して使 っ て は な ら ない。 予 約 語 の表 は,4,9に ょる。

乱呼 出 し(randOmaCCeSS)指 定 さrれた レ コ ー ドを 大記 憶 フ ァイル か ら読 み込 ん だb,そ こに書

き出 した り す る と きの呼 出 し方 式 で あ っ て,作 成 者 の 大 記憶 管 理 シス テ ムの 管理 の もと に,非 順序 的 な

方 法 で レ コー ドが 呼 び 出 され るo

レ コー ド(record,10gicalrecord)い ちばん 包括 的 な デ ー タ項 目。

レ コー ド記 述(recorddescription)あ る レ コ ー ドに 関 す る い くつ か の デ ー タ記 述 項 の 全 体。

レ コー ド名(record-name)レ コ ー ドにつ け た デ ー タ名。

レベ ル指 示 語(levelindicator)き ま った2字 の 英字 の 組合 せ で あ っ て,フ ァイル の 種 類 ま

たは 階 層 中 の 序 列 の一 つ を指 示 す る。

レベ ル 番 号(1'evelnurnber)2け た の数 字 で あ って,01か ら49ま で の場 合 に は レ コー ド中
,

の階層構 造を指定 し,66,77,88の 場合にはデー タ記述項の特別の性 質を指定す る。

連結語(connective)語 また は句読文字であ って,用 途はつ ぎの とおりで ある。

ぺ

、.

く,

(a)デ ータ名や段落名をその修 飾語 に結び つける。

(b)並 べて書いた複数個の作 用対 象を つな ぐ。

(c)論 理 連結語 として条件を作る。

(162)論 理演算 子(10gicaloperator)予 約語の △ND,OR,NOT。 条件を書 くの に ▲NDと

ORを 論理連結語 として使え る。 論理否定 としてNOTを 使える。

じ

、

p

や
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3.言 語 の 構 造 プ ログラムには,見 出し部,環 境 部,デ ータ部お よび手続 き部 を書 く。それぞれ の部を構成す

る言語要素(languageeIement)は,つ ぎに示す8個 の単位の うちの一つ以 上に属する ものとす る。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

中核(nucleUS)

表 操 作(tablehandling)

順 呼 出 し(sequentialaccess)

乱 呼 出 し(randomaccess)

分 類(sort)

報 告 書作 成(reportwriter)

区 分化(segmentation)

登 録 集(library)

上記の8個 の単位 のうち,中 核以 外の ものを,そ れぞれ 機能単位(functionalprocessing

module)と よぶ。

3.1中 核 の水準 中核は,二 つ の水準(1eve1)に 分ける。低い水準は,内 部処理で基本的に必要な言語要

素 を含むものとし,高 い水準に対する部分集合 とす る。

3.2機 能単位の水準 機能単位は,そ れぞれ二つ また は三つの水準に分け る。どの機能 単位においても,低 い

ほうの水準は,高 いほ うの水準の部分集合 とす る。ある機能単位においては,最 低の水準は,空 集合 とす る。

3.3水 準の内容 中核および機能単位のそれぞれの水準の技術的な内容は,5.～21.に よる。

3.4水 準の組合せ方 中核お よび機能 単位は,デ ータ処理応 用の広い範囲の要求 を満足 させるために,そ れ ぞ

れ一つずつの水準 を選んで,自 由な組合せを作 って利用 してよい。

3.5 .COBOLの 作成 あるCOBOLの 言語仕様 を定め,そ れ にもとず いて処理系 を作 り,利 用者に提供す

る者を,作 成者(implementor)と よぶ。

COBOLを 作成す るときに,そ れが,中 核 と機能単位 との各水準を,こ の規格で 規定 された ように含んでいれ

ば,そ のCOBOLは,こ こに定めるCOBOLの 作成 上の要求を満た してい るもの とみなす。

この規格で定めるCOBOLの 最低水準お よび最高水準は,つ ぎのとお りとする。

(1)最 低 水準(minimumJISCOBOL)は,中 核 と機能単位 とのそれぞれ の最低の水準(1)を組み合わせ

た ものとする。

注(1)空 集合の水 準を除けば,中 核,表 操 作,順 呼出 しの低い水準か らな る。

(2)最 高水準(maximumJISCOBOI.)は,中 核 と機能 単位との それぞれ の最 高の水準を組み合わせた

ものとする。

3.5,1ハ ー ドウェアとの関係 以下に示す言語要素の うちで,ハ ー ドウ ェアの構成によって作成が左右され

るも0)につ いて は,そ のCOBOLを 動かすのに必要 なハー ドウェアの最 小構成を,作 成者が指定 しなければな ら

ない。あるCOBOLの 作成に あた って,こ れ らの言語要素が除外され ていたとして も,そ のよ うな作成が規格に

合致 しない(nonstandard)も の とみな され るわけで はない。

CLOSEREEL(り 一ルの閉 じ)

CLOSEUNIT(ユ ニ ッ トの閉 じ)

CLOSE(閉 じる)…NOREWIND(巻 戻 さず)の 場合

OPEN(開 く)・-NOREWIND(巻 戻さず)の 場合

OPENI-0(入 出力両用フ7イ ルを開 ぐ)

OP8NREVERSED(逆 読み用に開 く)

●
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USEI-0(入 出力両用フ ァイルに 使用)

MULTIPLEREEL(多 重 リーール)

MULTIPLEUNIT(多 重ユニ ット)

WR工TE(書 出 し)…ADVANCING呼 び名(呼 び名 までの行送 り)の 場合

WRITE(書 出 し)…INVALIDKEY(無 効な キー)の 場 合

スイ ッチ状態

USE(使 用)…REELLABEL(リ ーノレラベル)の 場合

USE(使 用)…UMTLABEL(ユ ニ ッ トラベル)の 場合

ACCESSMODEISSEQUENTIAL(呼 出し方式は順)

PROCESSINGMODEISSEQUENTIAL(処 理方式は順)

ある言語 要素で指定するのと同 じ機能が,ほ かの手段で実現で きるようにな ってい る場合には,利 用者がそのよ

うな言語要素 をCOBOLの 原始 プログラムに書く必要はない。

翻訳ルーチ ンは,COBOLの 原始プ ログ ラム中に上記のよ うな言語要素が現われた ときに,そ れ を処理で きる

ように作 っておか なければな らない。

さ

この言語要素が機械語 コー ドを生成す るもので はな い場合に,こ の機能を実現す るためのかわ りの表現は,

COBOI、 の原 始プログラム中では必要はない。

3.5.2作 成者による規定 以 ードに示す言語要素 は,規 格の規定の範囲内で さらに詳細な規定を,作 成者が明
'

示 しなければな らない。

(1)構 文規則の'-t部を,作1茂 者が定 めなければな らない言語要素は,つ ぎの とお りとす る。

ASSIGNC?.il当 て)

SOURGE-COMPUTER(翻 訳用計算機)

OBJECT-COMPUTER(実 行 」再計算機)

計 算機名

記憶容量

スイ ッチ名

作成者 のきめた名前

FILE-1、IMIT(フ ァイルの範囲)

RERUN(再 運転)

VALUEOF(ラ ベル項 目の値)

ACCEPT(小 入力)…1回 に転送できるデータの最大量

DISPLAY(表 示)…1回 に転送で きるデータの最 大量

ENTER(導 入)

USELABELPROCEDURE(ラ ベル手続に使用)

登録 名

R欄

(2)効 果の一部を,作 成者が定めなけれ ばならない言語要素は,つ ぎのとお りとする。

FILE-LIMIT(フ ァイルの範囲)

ACTUALKEY(実 際の キー)

'
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SYNCHRONIZED(け たづめ)

COMPUTATIONAI、(計 算用)

INDEX(指 標用)

REDEFINES(再 定 義)… 記憶装置の語 にたいす る異な ったデータ記述 を含む場合

USA(}EISDISPLAY(表 示用)… 演算符号を含む場合

文字 項目の比較

ACCEPT(小 入力)…1回 に転送できるデータの最大量

DISPLAY(表 示)…1回 に転送できるデータの最大量

算術式

USEERRORPROCEDURE(誤 り手続 きに使用)

STOPRUN(実 行停 止)… 開いたままのフ7イ ルがある場合

3.5.3余 分な言語要素COBOLの 規格 中で規定 され ていない言語要素や機能 が,あ るCOBOLの 作成

にあた って含め られた場合に,そ れが規格に合致 しない もの とみなされ るわけではない。 この場合に ,作 成者が予

約語(reservedword)の 表を拡張し,そ の結果,規 格に合致 してい るある種の原始 プログラムを正 しく翻

訳できなくなった として も,さ しつかえはない。

規格に合致 しているある種の原始プ ログラムが,文 字の置換 えに よって,正 しく翻訳で きな くなる場合について

は,4.3.1の 規定による。

`

t'

'

,

く

旬
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4.言 語 の 全 般 規 定

t"1序 説COBOLの 最 高水準に適用され る言語 の概念 と規則 とを.,以 ドに規定す る。あ る機能 単位のあ る

水準に,こ れ らの概念や規 則のす べてがそのまま適用されない場合には,そ の 水準を規定す る箇 条で制限事 項を述

べる。あ る機能単位に加え られた制限が,他 の機能 単位に影響 をお よぼすこ ともある。

例:中 核の水準1は,連 結語の使 用を禁 止してい る。 したがって,中 核ρ 水準1と 組み合わ され る他の機能 単

位に も,こ の制限が適用 される。

4.2一 般形式と規則との記法

4.2.1一 般形式 句や命令の要素の特定の並べ方を一般形式(generalformat)と い う。 句や 命令

は,以 ドに定義す る要素か らなる。句や命令は,一 般形式および規則に よって規定する。 並べ 方が複数通 りあると

きは,番 号 をつけて分けて示す。句は,一 般形式で示 してある順序で書かなければな らない。 書いて も書かなくて

もよい句 も,そ れを用い るときは,示 された順序で書かなければな らない。 書き方で示 してある順序以外の順序で

句を書いてもよい ときは,そ の 書き方につ いての規則中で明記する。必 要条件,制 限 などは,規 則 として述べ る。

4.2.1.1要 素 句や 命令 を作 る要素は,大 文字 の語,日 本語 の語,レ ベル番号,角 か っこ,中 か っこ,連

結語お よび特殊 文字か らなる。

4.2.1.2語 下線のある大文字の語は必要語(keyword)で,そ の機能を用いるときは必ず書く。

F線 の ない大文字ら語 は補助語(optionalword)で,原 始プログラムに 書いて も書かな くて もよい。 大文

字の語は,下 線があ ってもな くて もそのとお り正 しくっつ る。

一般形式中の 日本語の語 は,利 用者の与えるCOBOLの 語 を代 表す るのに用いる。 一般形式に現われ るこれ ら

の日本語D語 は,実 際のプ ログラムではCOBOLの 語で置き換える。ただし,以 下に列記す るものは例外であ っ

て,そ れぞれの定義に したが ったCOBOLの 語の列な どで置き換える。その規定は ・それぞれの箇 条によるn

(1)命 令(4.7.2参 照)

(2)無 条件 命令(4.7.2.3.1参 照)

(3)算 術式(6.5.1参 照)

(4)文 字列(5.5参 照)

(5)θE言 己項(5.3参 照)

(6)条 件(5.6、1参 照)

(7)直 定数(4.3.2.2参 照)

一般形式のなかに ,代 表する語が いくつ もあるときは,番 号や 文字をつけて区別す る。

4.2.1.3レ ベル番号 デ ータ記述項 の一般形式に 書いてある特定の レベル番号は,COBOLプ ログラム

でその記述項を用いるときには,必 ず書かなけれ ばな らない。

4.2.1.4角 かっこと中か っこ 一般形式で角か っこ 〔 〕で囲んであ る部分は,書 くか 省くかを利 用者が

選択す る。 一般形式で中か っこ{}で 囲んである部分は,そ のうちの書き方の一つを利用者が選択す る。 いずれ

の場 合も,選 択 できるのは縦に並んだ行の うちの 一つ とす る。角か っこや中か っこのなかにただ1行 しか書いてな

いときには,そ れ は反復記号が適用され る部分を示す。
　

4,2.1.5反 復記号 本文中の省略記 号"…"は,一 部分を省略 した ことを示す。その意味は 文脈に よ

る。

一般形式中の反復記号は ,利用 者の書き方の反復を示す。 書き方の うちで反復で きるのは,つ ぎの部分とす る。

句や命令 の書き方で,反 復 記号"…"の 直前左の閉 じか っこ〕や}と,そ れに対応する開きか っこ 〔や{と

で囲 まれた部分 の語の組を,そ の反復記号の ところで反復で きる。
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4.2.1.6書 き 方 の句 読 法 書 き 方 で は,コ ン マ と セ ミコ ロ ンを 句 読 文 字 と して 示す 。 た だ し,記 述 項 や 段

落 の 最 初 の 句 の直 前 に コ ン マや セ ミコ ロ ンを書 いて は な らな い 。 各 部 で の 句読 文字 の 用 法は,つ ぎの とお り とす る。

(1)見 出 し部 この 部 の書 き方 で は,陽 に は 書 い て ない が,注 記 項 には コ ンマ と セ ミ コロ ンを使 っ て よい。

段落 そ の もの は,終 止符 と空 白 で終 わ る。

(2)環 境 部 書 き方 の コ ンマ とセ ミコ ロ ンは,書 い て も よい し省 い て も よ い。 段 落 そ の もの は,終 止符 と

空 白で 終 わ る 。

(3)デ ータ 部 書 き 方 の コ ンマ と セ ミコ ロ ンは,書 い て もよ い し省 い て も よ い。 記 述 項 そ の もの は,終 止'

符 と空 白 で 終 わ る 。

(4)手 続 き 部 添 字 づ けや 指標 づ け のた め の か っ このな か の コ ンマ は,必 ず 書 か な け れ ば な らな い。 そ れ

,以 外 の 書 き方 の コ ンマ は,書 い て も よい し省 い て も よい 。 命令 と命 令 との 間 に は,セ ミコ ロ ンを書 い

て も よい 。

参考COBOLl969で は,添 字づ け や 指標 づ け の た めの コンマ は,書 い て も よ い し省 い て も よ

い0

4、21、7書 き 方 で の 特殊 文 字 の 用 法 書 き 方 に 現 わ れ る 文 字"+","一","〉","<","='"な

どに は 下線 は な いが,そ の 書 き方 を用 い る と きに は 必 ず 書 か なけ れ ば な らな い。

4.3言 語 の 概 念

4.3.1文 字 の 組COBOL字 の 組 は,2.(19)に 規定 す る51字 とす る。

4.3.1.1文 字 の 類 語 のた め の文 字 の 組 は,2.(21)に よる 。

句 読点 の ため の文 字 の 組 は,2.(15)に よ る。

算 術 演 算 子 の ため の 文 字 の組 は,2(28)に よる 。

比 較 演算 子 の ため の 特 殊 文 字 は,2.(101)に よる 。

編 集 の た め の 文字 の 組 は,2.(126)に よ る。

COBOLで 使 う文 字 は,英 字,数 字 お よ び特 殊 文 字 とよ ばれ る 文字 で,算 術 式,比 較,編 集 に 用 い られ る もの

を含む 。 あ る計 算機 の 文 字 の組 が,こ の 文 字 をす べ て 含 む とは限 らな いか ら,他 の 文 字 で 書 き換 え て も よい 。 文 字

'の組が51字 より少 な い と きに は
,あ る1文 字 を2文 字 で 書 き換 え る。

4.3.1.2分 離 符 引 用 符で 囲 ま れ たな か 以 外 の 場所 に あ る 空 白や 句 読 文 字 は,分 離符(separator)

とす る。 空 白 を 使 う と きは 二つ 以 上 書 いて よ いが,4.で 述 べ る制 限 は例 外 とす る。

文 字列 は,そ の 右側 を 空 白,終 止 符,右 か っ こ,コ ン マ また は セ ミコ ロ ンで 区 切る 。

文 字 列 に 関連 す る句 読 文 字 の 用 法 は,つ ぎ の とお り とす る。

(1)文 字列 を区 切 るの に 終 止符,コ ンマ ま たは セ ミコ ロ ンを 用 い た と きに は,こ れ らの あ とに 空 白を 続 け

なtナれ}ま な ら な し・o

(2)左 か っこ の 直後 や 右 か っ この 直 前に 空 白が あ って は な らな い。.

4.3.2文 字 列 文 字列(character-string)と は,ひ とつ なが り の 文字 の 列 で あ って,直 定 数,語,

PICTURE(形 式)句 の 文 字列 また はNOTE(注 記)文 の 文 字 列 を形 成 す る 。

4.3.2.1… 吾

4.3.2.1.1語 の 定義 語(word)と は30字 以 内 の 文字 の 列で あ る。 各 文字 は,っ ぎ の 文 字の 組 か ら

選ぶ 。A,B,G,…,Z,0,・ 一 一,9,一 。 た だ し,語 頭 と語尾 は,ハ イ フ ン(一)で あ って はな ら

ない 。
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4.3.2.1.2語 の種類

4.3.2.1.2.1デ ー タ名 デ タ名 ↓data.name)は,少 な くとも1字 の英字を含む語であ って,

デ ータ部の記述項を命名する。

4.3.21.2.2条 件名 条件名(c`川ditiOII・-name)と は,少 なくとも1字 の英字 を含む語 であ

って,デ ータ項 目が とりうる値の組 のなか の特定の他,値 の組 または値の範囲につけた名前である。 このデータ項

目自体は,条 件変数(condj亡ionalvariable)と いう。各条件名は,一 意であ るかあるいは修飾によ っ

て一意にできるものでなけれ ばならない。条件変数を,そ の条件名のいずれかの修飾語 として用いてよい。条件変

数を参照す るのに指標,添 字,修 飾が必要なときは,そ の条件名を参照す るに も同 じ組合せの指 標,添 字,修 飾を

用いなけれ ばな らない。

条件名は,デ ータ部で記述す るほかに,環 境部の特殊名段落で定義す ることがで き,条 件 名で,作 成者のきめた

装置のオンオフの状態に命名する。

条件名は,比 較条件の省略 した書き方として条件のなかで用い られ,そ の条件変数が,そ の条件 名に割 り当てら

れている値 のうちの一つに等 しいか どうか を表わす 。

4.3.2.1.2.3手 続き名 手続 き名(procedure-name)は,語 で あって,手 続 き部の段落や節

を命名する。0～9の 数字だけか らなる手続 き名は,同 じけた数で同 じ値を もつ ときに限 り互いに等 しい。

4.3.Z1.Z4表 意定数 ある種の定数は,表 意定数(figurativeconstant)と いい,き ま

ったデータ名をっけ る。 そのデータ名を表意定数 として用い るとき,そ れを引用符で囲んではならない。表意定数

の単数形 と複数形は同じことで,ど ち らを使 ってもよい。

きまったデ ータ名とその意味は,つ ぎの とお りとす る。

(1)ZERO文 脈により,値 ゼ ロ(0)ま たは何け たかの文字 ゼロ(0)を 表わす。

ZEROS

ZEROES'

(2)SP▲CE何 けたかの空白を表わす。

SPACES

(3)HIGH-VALUEそ の計算機の文字 の大小順序で,最 高の値を有す る文字の何けたか を

HIGH--VALUES表 わす。

(4)LOW-VALU8

LOW-VALUES

(5)QUOTE

QUOTES

(6)ALL定 数

表意定数が何けたかの文字列を表わす とき

らきめ る。

(1)表 意定数が他のデー・タ項 目と関係づけ られた とき,つ まり表意定数が他の項目に 転記 または比較

さオ1たときは,表 意定数で きめた 文字は,1字 ずつ右のほ うに反復 され,で きあがった列の長 さ

は,関 係づけ られ たデ ータ・項目の文字列の長 さと等しくなる。

その計算機の文字の大小順序で,最 低の値を有す る文字の何けたか を

表わす。

引用符C'),ま たは 引用符のない計算機では,そ れに相当す る文字

の何けたかを表 わす。 プログ ラム中で,文 字直定数 を囲む引用符の意

味にこの語QUOTEを 用いることはで きない。

この定数 を構成する文字列の何回かの反復を表わす。定数は,文 字直

定数か"ALL定 数"以 外の表意定数かである。表意定数を用い ると

きは,語 △LLは,た だ読みやす さのた めにだけ用いる。

,こ の文字列の長さ†ま,翻 訳ルーチンがつぎの規則に したがい文脈か
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(2)表 意 定 数 が 他 の 項 目と関 係 づ け られ な い とき,つ ま り表 意 定 数 がDISPL▲Y(表 示),

EXAMINE(け た調 べ),STOP(停 止)命 令で 用 い られ た と きは,列 の 長 さは1字 で あ る。

表 意 定 数の うち"▲LL定 数"は,DISPLAY,EXムMINR,STOP命 令 に は 使 え な い。

書 き方 で 定 数(litera1)と あ る と こ ろ は,ど こで も 表 意定 数 を用 い て よい 。 た だ し,定 数が 数 字 に 限 定 さ

れ て い る と きは,表 意 定 数 の うちZERO,ZEROS,ZEROESだ け が 使 え る 。

4,3.2.1.2.5特 殊 レジ ス タ

(1)TALLYTALLY(計 数 器)と い う語 は,特 殊 レ ジス タの 名 前 で,そ れ は暗 に符 号 の な い

5け た の 整 数 と して 記述 され てtdi),そ のUSAGE(用 途)は 計 算 用 とす る。 こ のTALLY

レジ スタ の 本 来 の 用途 は,EXAMINE(け た 調 べ)命 令 で 発 生 す る情 報 を保持 す る こ とで あ る。

このTALLYと い う語 は,整 数値 の 基 本 デ ー タ項 目の 使 え る と ころ な ら,ど こで も デ ータ 名 と

して 使 って よ い。

4.3.2.1.Z6呼 び 名 呼 び 名(mnemonlc-name)は,作 成 者 の き め た 名 前(implementor-

name)を 問題 向 きの 名前 に,ま た 八 一 ドウ,、 アの スイ ッチの 状 態 を条 件 名 に 関連 づけ るた め に 用 い る。

4,3.2.1.2.7予 約語 予約 語(reservedword)と は,COBOLの 原 始 プ ログ ラム 中で 用 い

る語 の 特 定の 組 で あ っ て,利 用 者 の き めた 語 と して プ ログ ラ ム 中で 使 って は な らな い。

予 約 語 は,つ ぎの3種 類 とす る。

(1)必 要 語 必 要語(keyword)と は,プ ログ ラム を書 く とき に,あ る書 き方 の なか で は 必 ず 書

か な け れ ば な らな い語 で あ る。 そ れぞ れ の 一般 形式 で は,こ の 語 は 大 文字 に 下線 を し て あ る。 必

要 語 は,つ ぎ の3種 類 とす る。

㈲ADD(加 算),READ(読 込 み),ENTER(導 入)な どの 動 詞 。

固 命令 や 記 述 項 の 書 き方 に 現 わ れ ろ必要 な語 。

(CiNEGATIVE(負),SECTION(節),TALLY(計 数 器)な ど の機 能 的 な 用 途 を有

す る語 。

(2)補 助 語 そ れ ぞれ の 一一般 形 式 で,ド 線 の して な い大 文 字 の語 は補 助語(optionalword)

とい い,利 用 者 は書 い て も書 か な くて も よ い。 あ る書 き方 の な か の補 助 語 の そ れ ぞれ は,書 い て

も書か な くて も翻訳 ル ー チ ンの 翻 訳結 果 にか わ りが ない 。 補 助語 の つづ り を変 え た り,他 の 語 を

か わ りにif}い た りし て はな ら ないtt,

備 考 補 助 語 を 書い た と き と壱}か ない とき と で,翻 訳 結 果 の異 な る場 合 が あ る。

例:比 較 条 件 の略 記 法(6.5.2.t.1参 照)を 用 い る とt

a>>hANDISNOT>cORd

は,つ ぎ の もの と同 じで あ る 。

(a>h)AND(aISNOT>c)OR(aISNOT>d)

補 助 語ISを 害 か;tgい 場 合の

a>bANDNOT>cORd

に,つ ぎの もの と同 じで あ り,エSを 書 い た場 合 とは そ の意 味 が 異 な る。

(a>b)ANDNOT(a>c)OR(a>d)

(3)連 結 語 連 結 語(c(,nnec亡ives)fs,つ ぎの3種 類 とす る。

伺 修 飾 語 の連 結語 で,デ … 夕 名や段 落 名 をそ の 修 飾 語 に関 係 づ け るの に 用 い るOFとIN。

{b)、 ψべ て 書 い た 複 数個 の作 川 η象 をつ な ぐ接 続 子 の コ ン'マ(,)c
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(⇒ 条件 を作 るのに用いる論理連結語。

▲ND,OR,▲NDNOT,ORNOT

4.3.2.2直 定数 直定数(literal)は,文 字の列であ って,そ の値は,直 定数 を構成する文字の順

序づけ られ た組 その ものによって示 される。 直定数は,数 字 また は文字のどちらかの型に属す る。

(1)文 字直定数(non-nurnericliteral)と 、は,計 算機 の文字の組中の引用符 を除く任意の 可能

な文字の列を,引 用符で囲んだ ものである。作成者 は,1字 以上少な くども120字 まで の長 さの直

定 数を許 さなけれ ばならない。 文字直定数の値 は,引 用符をはず した文字 の列 その ものである。 引用

符で囲んだなか の空 白は,直 定 数の部分であり,値 の一部に含まれ る。文字直定数の項類(cate-

gory)は,英 数字(alpha-nurneric)と す る。

(2)数 字直定数(numericliteral)と は,0～9の 数字,正 号,負 号,小 数点か らな る文字の列

である。作成者は,数 字の個数が1け た以 上18け た までの長さの数字直定数を許さなければな らな

い。数字直定数の値は,そ の文字で表現 され る数値である。数字直定 数の項類は,数 字(numeric)

とす る。数字 直定数を作る規則 は,つ ぎの とおりとす る。

(⇒ 少な くとも1字 の数字 を含む。

伺 符号文字は,複 数個は書け ない。符号を書くときは,直 定数の左端の文字位置にお く。符 号がない

とき,そ の直定数は正 とみなす。

備考 直定数が,数 字 直定数 の書き方にあ っていても引用符で囲んであれ ば,そ れは文 字直定数で

あ り,翻 訳ル ーチンで もそのよ うに扱わ れる。

4.3.Z3PICTURX句 の文字列PICTURE(形 式)句 の文字列は,COBOL字 の組中の,記 号と

して用い られ る文字のある組合せか らな る。許 され る組合せは5.5.7に よる。

4.3.2.4NOTE文 の文字列NOTE(注 記)文 の文字列 は,計 算機 の文字の組中の文字の任意の組 合

せか らな る。

4.3.3機 種によらないデータ記述の概念 デ ータをで きるだけ機種に よらないものにす るため,デ ータの性

質や特性は装置向きの形式ではなく,標 準デ ータ形式にあわせて記述す る。 この標 準デ ータ形式は,一 般のデータ

処理応用に向いてい る。 十進数字は,計 算機の基数系によらず,数 値を表現す るのに用い る。その他の文字 は,文

字デ ータ項目の値を表現 するのに用いる。

4.3,3,1レ ⊇一 ドとファイルの概念 フ ァイル情報 を定義す るにあた って,フ ァイルの物理 的な事項とフ

7イ ルに含 まれ るデ ータの論理的性質 とを区別す る。

4.3.3.1.1フ ァイルの物理的な事 項 フ ァイルの物理的な事項は,入 出力媒体上の表現にあわせてデー

タを記述 し,つ ぎの仕様を含む。

(1)フ ァイル媒体の物理的 制限にあわせた レコー ドの ブロック化。

(2)フ 了イルを識別す る方法。

4.3.3,1.2フ ァイルの論理 的性質 フ ァイルの論理的性質は,フ ァイル 自体 のなかの論理的 実体を定義

することに よってあき らかになる。COBOLプ ログラムの入 出力命令は,一 つの論理 レコー ドを参照す る。

物理 レコー ド(ブ ロック)と 論理 レコー ド(レ コー ド)を 区liqする。COBOLの レコー ドは,関 連 ある情報の

集団であって,一 意に指定で き,単 位 として扱われ る。

ブロ ックは,情 報の物理的な単位で,そ の長さや記録様式は,そ れぞれの計算機の入出力装 置がデ ータを記憶す

るのにつこうよくで きている。ブロ ックの長さは,ハ ー ドウェアに依存 し・装置に含まれる情報 フ ァイルの大 きさ

と直接 の関 係はな い。
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一つの レコー ドが
,一 つの物理的 な単位(ブ ロ ック)に 収め られ ることもある。 また,い くつかの レコー ドが,

一つの物理的な単位に収 められ ることもあ る。一つの レコー ドを収めるのに複数個の物理的な単位を必要とするこ

ともあ る。 レコー ドと物理的な 単位 との関係を記述す るのに,言 語の書き方がい くつかあ る。 この関係が きまると,

物理的 な単位に関係づけ られた レコー ドの呼出 し方の管理は,実 行用プログラムがひき うけ る。とくに"物 理 レコ

ー ド"と い うので なけれ ば ,論理 レコー ドの意味で レコー ドとい う用語 を用い る。

レコー ドの概念は,フ ァイルのデ ータだけで なく,作 業場所や定 数に も適 用する。そこで,作 業場所や定数 もレ

コー ドとして集団化 され,一 連 のデ ータ記述項 を書いて きめ る。

4,3.3.1.3レ コー ドの 概念 レコー ド記述は,あ る レコー ドの性 質を記述す るデ ータ記述項の組 か らな

る。 データ記述項は,そ れぞれ,レ ベル番号,必 要な らばデ ータ名,必 要な別 々の句の組か らな る。

4.3.3.2レ ベルの概念 レコー ドは,レ ベル構造の概 念に したがって構成 され る。 この概念は,デ ータを

参照す るために レコー ドを細分す る必要か らくる。い ったん細 分 した ものをさらに細分 して,も っとこまか いデー

タを参照で きる。

レ コー ドで最 も基本 的 な細 分,つ まりそれ以上分割で きない部分を基本項 目(elementaryitem)と

い う。 したが って,レ コー ドは,基 本項 目のつ らな ったものであ るか,ま たは レコー ドそのものが 一つの基本項 目

であ るとす る。

一組の基本項目を参照す るのに
,それ らを まとめて集団にす る。各集団は,い くつか の基本項 目の 集団に名前を

っけた ものである。集団 はさらにい くつかの集団の集団に まとめ られ る。 したが って,あ る基本項 目は,い くっも

の集団の下位に 属す る。

4.33.Z1レ ベル番号 レベル番号(leveI-number)を 用いて,基 本項 目と集団項 目との構 成を

あき らかにす る。 レコー ドはデ ータ項 目の うち最 も包括的な ものであるか ら,レ コー ドの レベル番号は1ま たは

01で 始める。 下位のデ ータ項 目に は,連 続 番号 とは限 らない より大 きい49ま での レベル番号を割り当て る。特

別の レベル番号として,66,77,88が あり,こ の用法は以 下に規定す る。 プログラムを書 くとき,各 レベル

番号を用い るごとに別 々の記述項を書く。

ある集団 は,そ れに続 く集団項目(groupitem)か 基本項 目で,そ の 集団の レベル番号に等 しいか より小

さいものが出てくるまでのすべてを包括 する。ある集団項 目の最 後の基本項目のす ぐつぎに書 く項 目のレベ ル番号

は,そ れが 基本項 目であれ集団項 目であれ,先 の基本項 目の属す る集団のうちの一つの レベル番号と同じでなけれ

ばな らな い。

レベルの概念が実際には適用で きない記述項は,つ ぎの3種 類 とする。

(1)RENAMES(再 命 名)句 で作 った基本項目また は集団項 目の記述項。RENAMES句 で データ

項 目を再編成 するための記述項には.,特 別の レベル 番号66を 割 り当てる。

(2)作 業場所 の独立項 目。作業場所の独立項 目で,他 の項 目の細分で はな.〈,ま たそれ 自体細分 されて

いないものの記述 項には,特 別の レベル番号77を 割 り当て る。

(3)条 件 名を指定す る記述項。 条件変数のある値に関係づけ られた条件名を指定す る記述項には,特 別

の レベル番 号88を 割 り当てる。

4.3.3.2.2表 の 初期値 作業場所節の,表 のなか の要素の初期値 は,つ ぎのいずれかに よって指定す る。

(1)表 を一一つの レコー ドと し,一 連 のデータ記述項で 記述す る。各記述項 は,表 の 要素 または要素 の部

分の値を指定す る。 レコー ドとその要素をきめ るた めに,必 要な記述 句を用いて もよい。この方法

は,け たづめやUSAGE(用 途)な どのために,表 の 要素 を別 に々扱いたい ときに用いる。 表の

階層構造は,REDEFINES(再 定 義)句 を含む記述項 と,そ れ に従属す る記述項を用いて示す。
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REDEFINES句 を含む記 述項のあ との従属する記述項 は,OCCURS(反 復)句 によって反

復 され るから,そ こにVALUE(値)句 が書いてあってはな らない。

(2)表 の要素 を別 々に扱 う必要がないときは,表 全体 の初期値 は,表 全体を きめる記述項で与えても よ

い。低 位の記述項で,表 の階層構造 を示す。低位の記述項にVALUE句 が書いてあ ってはな らな

い。

4.3.3,3デ ータの字類の概念 デ ータ項 目の五つの項類(category,5.5.7参 照)は,英 字,数 字,

英数字の三つの字類(class)に まとめ られる。 英字と数字につ いては,項 類 と字類 とは同義 とす る。英数字字

類は,英 数字編 集,数 字編集,英 数字(編 集な し)の 三つの項類を含む。基 本項 目は,ど れかの字類および どれか

の項類に属す る。 集団項 目の字類 は,そ れに従属す る基本項 目の字類が何で あって も実行時に は英数字 として扱わ

れ る。っぎに,デ ータ項目の字類と項類 との関係を示す。

項 目の レベ ル 字 類 項 類

基 本 項 目

英 字 英 字

数 字 数 字

英 数 字

数字編集

英数字編集

英 数 字

集 団 項 目 英 数 字

英 字

数 字

数字編集

英数字編集

英 数 字

'

備考 字類および項類に属 さない デー タ項目として指標 デー タ項 目があ る。

4.3.3.4文 字 の表現 と基数の選定 数字項 目の値は,装 置によっては二進法や十進法などの形式で表現 し

て よい。 十進 法を表現するの にも種々の形式をと って よい。 これ らの表現は,実 際には ビッ トの組合せであるので,

二進化十進法 とよぶ。基数や 形式の選択は,計 算機の計算方法に よる。 い くつ もの計算基数が使 えるときに は,そ

の選定は,USAGE(用 途)句 などに よって きめる。 二進化 十進法は,英 数字項 目の文字や 記号を表わすの にも用

い る。

固 有の二進化英数字や二進化十進法の選定 は,計 算機の方式 とその外部媒体 とに よる。

ある計算機でデータを表現するのに,い くつ もの形式が あるときには,デ ータ記述で とくに指定 しないか ぎり,標

準データ形式が用いられ る。外部媒体と計算機の双方が,複 数個 のデ ータ表現を扱 う能力を有す るとき,ま た はデ

ータに関連す る外部媒体がない ときは,こ の選定 は,USA(}EやPICTUREな どの句に よる。作成者 は,

COBOLを 作成するにあた って,計 算機で用いられ る形式を完全 に説明 しておかなけれ ばな らない。固 有のデー

タ形式を選定す る方法は,プ ログラマに公表 し,利 用で きるようにしておかなけれはな らない。
　

基本デ ータ項 目や集団 項目の大きさとは,そ の項目を標準 データ形式で表現 したと きの文字 数である。け たづめ

を行なった結 果,こ の大きさと内部表現 のために必要な 実際の文字数とは,異 なる場合があ ってもよい。

4.3.3.5算 術符号 算術符 号は,二 つの 目的で 使 う。

(1)操 作 され る項 目の値 を示す ものを演算符号(operationalsign)と い う。たいていの表現 形

式では,演 算符 号を表現す るのに標準のや り方が きまっている。 したが って,あ る項目に演算符 号が
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っ いてい るかいないかだけを指示すれ ば,ふ つ うはそれ だけで 十分であ る。

(2)外 部利用のために編 集された報告書で,項 目の値の 正負を指示す るものを編集用符号(editing

signcontrolcharacter)と い う。編 集用符号文字は,項 目の符号を表示するの に用い,

演算符号ではない。 これ らの編 集用 文字は,PICTURE(形 式)句 のなかで用いる。

4.3.3.6実 行用プログラム の効率をたかめるための項 目のけたづめ 計算機の記憶 装置は番地づけのため

の境界(語 の境 界,半 語の境界,バ イ トの境界)を もつ ように構成 されていて よい。 データの割付け方法は,実 行

用プ ログラムが きめ,番 地づけの境界は無視 され る。

ただ し,デ ータの ある種の使い方(算 術演算や添字など)で は,デ ータが 番地づけのための境界にあわせて記憶

されているとつ こ うの よい場合が ある。 とくに,複 数個のデー タ項目の部分が,と な りあう二つの境 界のなか に含

まれていたり,一 つの データ項目が,境 界に よって分断 され ていたりす ると,こ れ らのデ ータを呼び出した り記憶

させた りす るための余分の機械語命令が実行用プ ログラム中で必要にな る。

この ような余分 の機械語命令が 不要な方法で,デ ータ項 目を境界にあわせて配置する ことを,け たづめ という。

けたづめ された項 目は,そ の形式にあわせて 処理 され る。けたづ めされた形式への変換は,そ の項目ヘ デ一夕 をし

まう手続き(RRADやWRIT9は のぞく)の 実行時にだけお こる。

けたづ めは,つ ぎの二つの方法で行な う。

(1)SYNCHRONIZED(け たづめ)・句 を使 う。'

(2)SYNCHRONIZED句 を使わずに,正 しい境界 を調べてそれ にあうよ う1こデータを構成す る。

けたづめについ て,特 殊な方法を用意す る作成者は,そ れ らの正 しい用法につ いて規定 しておかなければな らな

い。

4.3.3.7一 意参照

4.3.3.7.1修 飾COBOLの 原始プ ログラム中で 用いる名前 は,同 じつづ りの名前が 他にないか,ま

たは名前の系列の上位にあるい くつか の名前 をつけ くわえて一意 にできるか して,す べて一意で なけれ ばな らない。

このとき,上 位の名前を修飾語(qualifier)と いい,一 意にす るこの手順を修飾(q-ualification)

とい う。 名前を一意にす るには,必 要 な修飾語をつけ くわえれ ばよく,上 位の 名前をすべて書 く必要はない。 デー

タ名1こっいては,レ ベル指示語(Ievelindicator)の あ とに書いた名前を最高位の修飾語 とす る。段落名

にっい ては,節 名だけを修飾語 として用い ることができる。 したが って,レ ベル指示語 のあ とに書いた名前や節名

は,そ れぞれ一・一意でなけれ ばな らず,修 飾はできない。 添字 または指標のついたデ ータ名や 条件変数 も,修 飾によ

って一意にす ることができる。条件変数の名前を,そ の条件 名の修飾語に使える。 修飾の有無にかかわ らず,同 じ

つづ りの 名前 をデータ名 と手続 き名との両方に使 ってはならない。

修飾の一般形式は,つ ぎの とお りとす る。INとOFと は,機 能的に同 じとする。

書 き方1,

に笥 匿}-L
書 き方2

-[巴}醜]
,

修飾に関す る規則は,つ ぎの とお りとす る。

(1)各 修飾語は,そ れ が修飾す る名前と同じ階層 系列に属 し,低 い レベルの ものか ら順に書く。

(2)同 じ系列中の二つの レベルに,同 じ名前を書 いて はな らない。
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(3)プ ログラムを書 ぐときに,複 数個の デー.タ項目に同じデータ名や条件名を割 り当てた場合は,そ の

データ名や条件 名を手続き部,環 境部,デ ータ部で参照するには必ず修飾す る。 ただ し,

REDEPINES(再 定義)句 では,修 飾を必要 とす るような書 き方はで きない。

(4)一 つの節のなか1こ同 じ段 落名を二つ以上書け ない。段落名を節 名で修飾する とき,SgCTIONと

い う語は書かない。ある節 のなか で,そ のなかの段落名を参照するときは,修 飾 しな くて もよい。

(5)デ ー・タ名を修飾語 として使 うときは,添 字はっけ られない。

(6)修 飾する必要の ない名前を修飾 してもよい。 一意にす る修飾語 の組合せがい くつもあ るとき,ど れ

を使 って もよい。

4.3.3.7.2添 字づけ 個別的なデータ名をもたない同種の要素を列挙した表のなかの,個 々の要素を参

照す るのに添字(subscript)を 用いる。添字は,整 定数,特 殊 レジスタまたはデータ名で表わす。 このデー

タ名は,整 数を表わす基 本項 目とす る。 添字 をデータ名で表わ すときに,こ のデータ名は修飾 してあ って もよいが,

添字 をつけ てあってはな らない。

添字は,正 号 をもっていてもよい。添字のと りうる値の最小値 は,1と す る。この値 は,表 の最初の要素をさす。

添字の値2,3,… は,表 のそのつぎ以 降の要素を順 々に さす。添字の とりうる値の最大値 は,OCCURS

(反復)句 で指定 された項目の反復回数の最大値とす る。

添字 または添字の組は,表 の要素のデ ータ名のあとに空 白をあけ,そ のあとにかっこで囲んでつけ る。表の要素

のデータ名に添字をつけた ものを,添 字つきデ ータ名または一意名 という。か っこのなかに複数個の添字 を書 くと

きは,各 添字の間はコンマと空白で区切 る。左か っこと左端の添字,右 か っこと右端 の添字の間は,そ れぞれ空白

をあけてはな らない。

添字づけの・一般形式は,つ ぎに よる。

データ名(添 字 〔,添 字〕 …)

参考00BOLl969で は,添 字づけ および指標づけの コンマは書 いても省い てもよい 。かっ この内

側に空白をあけ てもよい 。

4.3.3.Z3指 標づけ 指標づけ(indexing)を 指定 して,同 種の要素か らなる表のなか の個 々の要

素 を参照す ることがで きる。表 を参照す るとき,INDEXEDBY(指 標つ き)句 を用 いて表の各 レベルに 指標

(index)を 割 り当て る。INDEXEDBY句 で 与えられた名前を指標 名(index-name)と い い',割 り

当てられた指標 を参照するのに用いる。指標 名を使 って表 を参照す るためには,SET(設 定)命 令などで 初期値

を与えておかなけれ ばならない。

指標名 を添字 と同じ形式で使 う方法を,直 接指標づけ(directindexing)と い う。指標名のあとに,

演算 子+ま たは・一と符 号のつかない整数を書 き,そ の全体 をか っこで囲んで,デ ータ名の うしろに空 白をあけて続

けた形式で使 う方法を,相 対指標づけ(relativeindexing)と い う。

指標づけの一般形式 は,っ ぎに よる。

デー ⇒ ヒ同[一[日 一]レ・
参 考COBOL1969で は,指 標 の うち のい くつ か が 単 に 整定 数 で あ って もよい 。

4.3、3.7.4-一 意 名 一'意 名(identifier)と は,デ ー タ 名が プ ログ ラ ム中 で 一意 で な い と きに,

い くつ か の 修 飾 語,添 了:,指 標 を構 文的 に 正 し くつ け て 一 意 に し な けれ ば な らな い ことを 示 す 用語 で あ る。

・'意名の 一般 形 式 は
,つ ぎに よ る,、
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書き方1

デー1〔 閨 デ… 一・]…

〔(添 字 一1〔,添 字 一2〔,添 字 一:〕 〕)〕

書 き 方2

データ名一1[{

[一 一川
ーー2一名標指,

ーー3一名標指,

ー

ー

三レー叶 …
+}

整数]

:}整 数]

+}
整数川

修飾,添 字づ け,指 標づけの制限 は,つ ぎのとお りとす る。

(1).一 般形式 中の コンマは,必 ず 書かなければな らない。

(2)デ ータ名が,指 標,添 字,修 飾語 として用い られ ている ときは,そ のデータ名 自身には添字 も指標

もつ け られない。

(3)添 字づけのできない場合には,指 標づけ も書いてはな らない。

(4)指 標は,SET(設 定),SE▲RCH(表 引 き),PERFORM(実 行)命 令で しか変更で きな

い。USAGEISINDEX(用 途 は指標)句 で記述 されたデータ項 目には,指 標名の値が作成

者のきめた形式で変換な しにた くわ え られ る。 このよ うなデ ータ項 目を指標 データ項 目とい う。

4.4見 出し部

4.4.1概 説COBOLの 原始プ ログラムには,そ れぞれ 見出し部(identificationdivision)

を書かなければならない。 これは,原 始プログラムや翻訳出力印刷 の見出しとな るものとす る。利用者は,以 下に

示す一般形式の段落(paragraph)の なかに,プ ログラムを書いた 日付け,プ ログラムを翻訳 した 日付けなど

を書く。

4.4.2構 成 き まった段落名(paragraph-name)を 用いて,そ の段落 に含 まれ ている情報の見 出し

とす る。最初の段落と してプ ログラム名(program-id)段 落 をおき,こ こにプログラムの名前を必ず書かな

ければな らない。 これ以外の段落 は任意で,以 下の一般 形式で示す順序に したが ってこの部に含めることがで きる。

4.4.3構 造 見 出し部の書 き方 は,つ ぎの一般 形式に よる。

工DENTIFICATIONDIVISION.

PROGRAM-ID.プ ログラム名.

〔AUTHOR.〔 注言己項〕 … 〕
ノ

〔INSTALLATION.〔 注 記 項〕 ・ 一 ■〕

〔DATE-WRITTEN.〔 注 記 項 〕 … 〕

〔DATE-COMPILED.〔 泣言己項 〕 … 〕 ・

〔SECURITY・ 〔注 記項)… 〕

〔REMARKS.〔 注 記 項 〕 … 〕

参 考COBOL1969に は,REMARKS段 落 は な い 。
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4.5環 境部

4.5.1概 説 環境部(enviro㎜entdivision)は,デ ータ処理の問題をCOBOLで §己述す ると

きに,使 用す る計算機 の機械的な特性 によって きまる性質 を書 き表 わす標 準的 な 方法 を定め る。 この部で は ・翻

訳用計算機お よび実行 用計算機の構成を指定す る。そのほか,入 出力管理 ・特殊なハー ドウェアの特性や制 御技法

に関する情報 を与え るこ とがで きる。

環境部は,COBOLの 原始 プログラムに必 ず書か なけ ればならない。

4-5.2構 成 環境部}こは,構 成節(configurationsection)と 入 出力節(input-output

section)と の二つの節を書 く。

構成節には,翻 訳用計算機 と実行用計算機 との特性を書 く。 この節は,つ ぎの三つの段落か らなる。翻訳用計算

機(80urce-computer)段 落では,原 始プ ログラムを翻訳する計算機の構成を指定 し,実 行用計算機

(object-computer)段 落では,翻 訳 されたプログラムを実行す る計算機 の構成 を指定する。特殊 名

(specia1-names)段 落では,原 始プ ログラムで使 う呼び 名(mnemonic-name)と 翻訳ルーチ ンが扱 う

作成者の きめた名前(impIementor-name)と の関係を指定する。

入出力節では,外 部媒体 と実行用プログラムの間で,デ ータを転送 し処理す るのに必 要な情報を書 く。 この節 は,

っ ぎの二つ の段落か らな る。 ファイル管理(file-control)段 落で は,フ7イ ル{こ名前 をっけ,外 部媒体 を

割 り当てる。入 出力管理(i-o-control)段 落では,実 行用プ ログラムで使われ る特殊 な制御技 法を指定す

る。

4.5.3構 造 環境部の節 と段落 との書き方は,つ ぎの一般形式に よる。原 始プ ログ ラムには,こ こに示 した

順序で書かなけれ ばな らない。

ENVIRONMgNTDIVISION.

CONPI(}UR▲TIONSECTION.

SOURCE-COMPUTER.翻 訳用計算機記 述項

OBJECT-COMPUTER.実 行用計算機記述項

〔SPECI▲L-NAMES.特 殊 名記述項〕

〔1NPUT-OUTPUTSECTION・
グ

FILE-CONTROL.{フ ァイル管理記述項}・

〔1-O-CONTROL.入 出力管理 記述項〕〕

4.6デ ー タ部

4.6.1榔 説 データ部(datadivision)で は,実 行用プ ログ ラムが入力 として受け取 り,操 作し,

作り出し,あ るいは直力 として書 き出すデータについて記述す る。処理 されるデータは,二 つに分類す る。

(1)フ ァイルに記録 され るもので,指 定された領域か ら計算機の 内部記憶に読み込 まれた り,そ こか ら書き

出された りする もの。

(2)内 部で展開 され,中 間場所すなわち作業場所に おかれるデータ,報 告書作成 の目的できま った形式に編

集 され るデータ,お よび利用者が指定した定数。

4.6.2デ ータ記述の物理的論理的構成

4.6.2.1デ ー タ部の構成 データ部は,プ ログラムに必ず書かなければな らない部の一つで,節 に 細分 さ

れる。節(section)は,フ ァイル節,作 業場 所節お よび報告書節 とす る。

フ ァイル節(filesection)で は,外 部媒体に記録 され るデ ータフ ァイルの内容を定義す る。各フ ァイル

は,一 つ のフ ァイル記述 と,そ れに続 く一つ以上の レコー ド記述に よって定義す る。報告書出力フ ァイルとして使
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う・ ・イ ・レの とき ・・は ・7・ イ 帰 述 だ け で ・レコ ー ド記述 は 書か ない ・ 作 糊 所 節(wo「ki"g-sto「age

section)で は,外 部データフ ァイルに属 さず,内 部的`こ処理 され展開 され るデー タ項 目,お よび値が原始プ

。グラムで 与えられ 淫 行用プ 。グラムの実行軟 変わる・とのないデータ項 目{・っいて記述する・作業場所節で

も,レ コー ドと,レ コー ドにまとめない独立 項目.との両方を指定す ることがで きる。報告書節(report

section)で は,作 成 され る報告書の内容や形式を記述す る。

4.6.2.2デ ー タ部の構造 デ ータ部は,正 書法に したが って書 く。データ部は,つ ぎの見出しで書 き始め

なけれ ばな らない。

DATADIVISION.

データ部の各節 で,不 必要な もの は原始プ ログラムに書 く必要 はない。節のきまった 見出しと,デ ータ部に 書く

きまった順序 とはつ ぎのとお りとす る。

FILgSECTION.

WORKIN(}-STORA(}ESECTION.

REPORTSECTION.

フ ァイル節 と報告書節 とは,そ れぞれの節 の見出しのあ とに,フ ァ イル句 か らな るい くつかの記述項 と,そ れ

ぞ れに関連あ るレコー ド記述項(recordd6scrjptionentry)と を書いて構成す る。作業場所節は,

節の見出しのあ とに,独 立項 目(noncontiguousitem)の データ記述項(datadescription

entry)を おき,そ のあとに レコー ド記述 を書いて構成す る。

4.7手 続 き部

4.7.1概 説COBOLの 原始プログ ラムには,手 続 き部(proceduredivisjon)が なけれ ばな

らない。手続 き部は,宣 言部分 と手続き部 分か らなる。

4.7.1.1宣 言部分 手続 き部の始めに必 要語DECLARATIVESを 書 き,宣 言 部分(declaratives)

の節(section)を 続けて書 いて,必 要語RNDDECLARAT1VESを 書いて とめ る。

USE(使 用)命 令を宣言 命令 とい う。

4.7.1.2手 続き部分 手続き部における手続 き部分(procedure)は,一 つの段落,連 続 したいくっ

かの段落の組,一 つの節,ま たは連続 したい くつかの節 の組 で構成す る。ある段落が どれかの節に属す る ときは,

すべての段落は,節 に まとめて書 く。手続 き名とは,原 始プ ログラム中に書いた段落や節 を参照する ときに使う語

で ある。手続き名は,段 落 名,修 飾され た段落 名,ま たは節 名とす る。

手続 き部の終 り,す なわち プログラムの物理的な終 りとは,COBOLの 原始プ ログラムの書 き終 りで,そ れ以

降,手 続 きを書かない物理的な位置 とす る。

節(section)は,節 の見出しとそのあ との連続 したい くつかの段落からなる。節の終 りは,っ ぎの節名の直

前,手 続 き部の終 り,ま たは手続 き部の宣言部分では,必 要語ENDDECLARATIVESと す る。

段落Cparagraph)は,段 落名とそのあとの連続 したい くつかの文か らなる。段落の終 りは,っ ぎの段落 名

の直前,手 続き部の終 り,ま たは手続 き部の宣 言部分では,必 要語ENDDECLARATIVESと する。

文(sentence)は,い くつかの命令か らな り.,終 止符 と空白で 終わる。

命令(statement)と は,COBOLの 動詞のあ とに,語 と記号 とを構文的にiEし く組み合わせて書いた も

の とする。

一意名(identifier)と は,
.データ項 目を一意 に参照す るのに 必要な語 または語の組 とす る。

4.Z1.3実 行 実行は',手 続 き部の宣言部分 でない最 初の命令か ら始まる。命令群は,原 則 とL.て原始プ

ログラムに 書いてある順序で実行 され る。 ただし,そ の順序 と異なる場合は規則で 示す。
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4.7.1.4手 続 き 部の 構 造

4.7.1.4.1手 続 き部 の 見 出 し 手続 き部 の 最 初 に は,つ ぎ の 見 出 しを 書 か な けれ ば な らな い 。

PROCEDUREDIVISION.

4.7.1.4,2手 続 き 部の 本 文 の 構 造 手 続 き部 の 本 文 は,つ ぎ の いず れ か の 形 式 で 書か な け れ ば な らな い 。

書 き方1

〔DRCL▲RATIVES.

{節 名SECTION.宣 言 文

{段 落 名.{文}…}…}…

END'DECL▲R△TIVES.〕

{節 名SECTION〔 優 先 番 号 〕.

{段 落 名.{文}…}…}…

書 き 方2

{段 落 名.{文}…}…

4.7.2命 令 と 文 命令 は,無 条 件 命令,条 件 命 令,翻 訳 指 示 命 令 の3種 類 とす る 。

文 は,無 条件 文,条 件 文,翻 訳 指 示 文 の3種 類 とす る 。

4.7.2.1条 件 命 令 と条 件 文

4.7.2.1.1条 件命 令 の 定 義 条件 命令(conditionalstatement)は,条 件 の 真 理値 を定 め,

実 行 用 プ ロ グ ラム のつ ぎに とる動 作 が この 真理 値 に左 右 され る こ と を指 定す る 。

条件 命令 は,IF,READ,SEARCH,RETURN命 令,INVALIDKEY指 定 の あ るWRITE命 令,

SIZEERROR指 定 のあ る算 術 命 令(ADD,COMPUTE,DIVIDE,MULTIPLY,SUBTRACT)

とす る。.

4.7.21.2条 件 文の 定 義 終 止符 と空 白で とめ られ た 条件 命 令 を,条 件 文 とい う。 条件 命令 の 前に 無 条

件 命 令が あ って も よい。

4.7.22翻 訳 指 示 命 令 と 翻訳 指 示 文

4.7.2.2.1翻 訳 指 示 命 令 の定 義 翻訳 指 示命 令(compiIer-directingstatement)は,

翻 訳 指 示動 詞 とそ の 作 用対 象(operand)と か らな る。 翻 訳 指 示 動 詞 は,COPY,ENTER,NOTE,USE

とす る。

4.7.2.2.2翻 訳 指 示 文 の 定 義.終 止符 と空 白で と め られ た 翻 訳 指 示 命令 を,翻 訳 指示 文 とい う。

4.7.2.3無 条 件 命令 と無 条 件 文

4,7.2,3、1無 条件 命 令 の 定 義 無 条 件 命令(imperativestatement)は,実 行 用 プ ログ ラ ム

の と る特定 の 動 作 を指 示 す る 。

無 条件 命 令 は,条 件 命令,翻 訳 指 示 命令 以 外 の す べ ての 命 令 とす る 。

無 条 件命 令 は,い くっか の 無 条 件 命 令 のう な が った もの で も よ く,そ れ らの 間 を分 離符 で 区切 って も よい 。 無 条

件 動 詞 は,つ ぎの とお りとす る。

　

ACCEPTDISPLAYGOPERFORM

ADD〔 りDIVIDE〔1}INITIATEREIＬEASE

△LTEREXAMINEMOVESEEK

CLOSEEXITMULTIPLY{1)SET

COMPUTE〔1)GENER△TEOPENSORT
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STOPSUBTRACT(1}TERMINATEWRITE(-2}

注(t)SIZEERROR指 定のない もの 。

(2)INVALIDKEY指 定のない もの。

命令の 一般形式 中で,無 条件命令 と指定 してあ る場合,そ の無 条件 命令 とは,終 止符,IF動 詞が先行 してい る

場合のELSE,ま たはSEARCH動 詞が先行 している場合 のWHENで 終わ るい くつかの連 続した無条件命令

のこととす る。

4.7.2.3,2無 条件文の定義 無条件命令を終止符 と空白で とめた もの を無条件 文 とい う。

4.8正 書法

4.8,1概 説iE書 法(referenceformat)は,COBOLの 原 始プログ ラムを記述す るための標準

の方法で あって,入 出力媒体 ヒの行 を構成す る文字位置を基 準 として定め る。作成者は,そ の翻訳ルーチ ンが使 用

す る人出力媒体について,行 や 文字位置の意味を定義 しておか なけれ ばな らな い。それ らの定義に したが って翻訳

ル ーチ ンは,正 書法で 書かれた原 始プログラムを受け入れ,正 書法 で出力印刷を作 り出す。

正書法に関す る空白あけの規則は,他 のすべての空白あけの規則に優先す る。

原始プログラムの各部は,見 出し部,環 境 部,デ ータ部,手 続き部の順に書かなければな らない。各 部は 正書法

の規則に したがって 芦拭 。

4.8.2正 書 法の表現1行 の正書法 は,つ ぎの ように表わす。

欄

L

1 2 3 4 5
一
6

欄

A

欄

C

7 8 9 10 11

欄

B

13

欄

R

欄r、は,1行 の最 左端 の 文 字 位 置 を 示 す 。'

欄Cは,Lか ら数 え て7文 字 日の 位 置 を 示す 。

欄Aは,Lか ら数 え て8文 宇 目の 位 置 を 示 す 。

欄Bは,Lか ら数 え て12文 宇 目の{立 置 を 下す 。

欄Rは,1行 の 最 右 端 の 文字 位 置 を 示す。

一'連番 号領 域 は
,欄Lか ら 始 ま る6文 字 とす る。

っ な ぎ 領域 は,欄Cの1文 字 分 と'する。

A領 域 は,欄Aか ら始 まる4文 字 分 とす る。

B領 域 は,欄Bか ら始 まる 作 成 者の き めた 郁 艮個 の 文字 分 とす る。

4.8.2.1一 連 番 号 一連 番号(sequencenumber)は,一 一・連 番 号領 域 に 書か れ た6け た の 数 字か ら

な り,原 始 プ ロ グ ラム のr「の 識 別 に 使 うり

4.8.2.2行 の つな ぎ 文や 記 述 項 が2行 以 ヒに な る と きは,そ の 続 き 部分 はB領 域 に 書 く。 この 続 きの け

を あ との 行(Ctpntinua↑i`[llline)と よ ぶ"続 け られ る 行 を 前 の行(continuedline)と よぶ ・

任 意 の語 や 直 品 数 を,あ と の{〕に 分け て ぷい て も よい。

あ る 行 の っ な ぎ領 域 に ハ イ〆ttン 「一一)をt{「 く と現在 の 行 のB領 域 の 空 白で な い最 初 の 叉 ㌢ が,前 の 行の 空 白で な

い 最 後 の 文官 の あ とに.㍑ の㍗ 白に は関 係 な く続 く こ とな 択 」'。た だ し,前 の 行に まだ 引 田η で 閉 じてな い 文字 直

定 数が あ る 以 ゴ↑には,あ との 行 川 剖 域 の 物Zlで な い最 初 の 文';T:は,引 用 符で な けれ ば な らな いLそ して ・文字 直

定 数 の 続 き は,こ の 引用 ↑]の す ぐ つ ざ の 文字 位 置 か らi}「く一}llの 行の 終 い まで の空 白は す べ て そ の 直定 数 の 部 分で

あ る とみ な され る1あ との}}のA位 取 げ'訂 』硬 な け れ ば な らな い・・
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っ なぎ領域にハイフンがない と,1)ljのilの最後の文'了:のあ とに空白があ るもの とみなされ る。

4.8.2.3空 白行 欄Cか ら欄}tま でがすべて空1`1の行 を,空 白行(blankline)と いう。空白行は,

あとの行の直前以 外ならば,原 始プ ログラム中のど こにあ 、てもよい,,

参考GOBOLl969で は,欄Cに 星印 または斜線を記 入 した 行は,注 記行 とされ る。

4.8.3部,節,段 落の正書 法

4.8.3.1部 の 見出し 部の見出しは,部 名をA領 域か ら書き始め,っ ぎに空 白,語DIVISION,終 止符

を書く。部の見出 しの あとには,続 く節の見出 し,段 落の見出 しまたは段落名がくるまで(す なわち,つ なぎ領域

にハィフソがな く,A領 域に空 白以外の文字がある行の前まで)は 何 も書いてはな らない。

4.8.3.2節 の見出し 節の 名前は,A領 域か ら書き始め,つ ぎに空白,語SECTIONを 書き,必 要な

らば空 白に続 けて優先番号を書 き,終 止符 と空白で とめる。節 の見出しのあとには,続 く段 落の見 出しや段落 名が

くるまで(す なわち,つ なぎ領域に はハイ フンが な く,A領 域に空 白以外の文字があ る行の前まで)は 何 も書いて

はな らない。 ただし,つ ぎの文は書いてもよい。

(1)手 続 き部の宣言部分では,節 の見出しのあ とにUSE(使 用)文 を書いて もよい。

(2)COPY(複 写)命 令 を書いてもよい。

節 は,環 境 部と手続 き部 とでは段落の集ま りか らな り,デ ー タ部で は,デ ータ部の記述項の集まりか らなる。 見

出し部には,節 名な しに段落 名を書 く。

4.8.3.3段 落の見出し,段 落名および段落 段落は,段 落 名のあとに一つ以上の文を書 いた ものか,ま た

は段落の見出 しのあ とに一つ以 上の記述項を書いた ものか らなる。

段落の見出しは,部 や節の最初の行のあとに任意の行のA領 域か ら書き始め,終 止符と空 白で とめ る。

段落の最初の 文や記述項は,段 落名や段落の見 出しを書いた行か,ま たその あとの空白行ぞない行のB領 域か ら

書き始める。続 く文や記述項は,前 の 文や記述項 と同 じ行か,ま たはそのあとの空 白行でない行のB領 域か ら書 き

始める。

文は,一 つ以上の命令からなる。 記述項 は,一 つ以上の句か らな る。すべての文や記述項は,終 止符と空白で と

め る。

段落中の文や記述項を2行 以上に書 く必要があ るときは,4.8.2.2に よる。

4.8.4デ ータ部の記述項 デ ータ部の各記述項は,レ ベル指示語または レベル番号とそれ に続 く空 白で始 ま

り ・それにデ ータ項 目の名前が続 き{1},さ らにそのデ ータ項 目について記述する一連 の独立な句が続 く。各句は,

この 記述項の最後の句 を除いて,セ ミコロンと空 白で区切って も よい。最後 の句は,常 に終 止符 と空 白で終 わる。

注(1)報 告書節では,デ ータ項目の名前は省略す ることができる。

デ ータ部の記述項には,レ ベル指示語で始 まる ものと,レ ベル番号で 始まるもの とがあ る。

レベル指示語(Ievelindica亡or)は,FD,SD,RDと する。

レベル指示語で 始まるデー タ部の記述項では,レ ベル指示語は,A領 域か ら書き始め ,そ れに続いてデータ名と

適 当な記述情報 とをB領 域に 書く。

レベルaS「'S'(IeveI-number)で 始まるデータ部の記述項を ,デ ータ記述項(datadescription

entry)と いう。

レベル 番号01ま たは・77で 始 まるデ・タ記述 項で は,レ ベル番号をA領 域か ら書き始め,続 いてその レコー ド

名または項目名と適 当な記述情 報とをB領 域に書く。

レベル番号は01か ら49ま で,ま たは66,77も しくは88の いずれかとする。一けたの レベル番号は ,一

けたの空白のあとにその 数 ∫:を,{iいてもよい し,ゼ ロのあ とにその 数字 を書いてもよい。 レベル番号とそのつ ぎの

9
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語 との問には,少 なくとも1個 の空白 をおかなければならない。 '

t」1き続 くデ 　タ泌 卿 ま
・最初のものと同じ形式に して もよい し,・ べ・レ番号に したが 。て階段 状に書いて もよ

い・ 各部 項の 肋 印刷 を階蹴 ・・するの は ・入力が屠獣 にな。ているときだけであるぷ 蹴 に して も ,。 ベ

ル番号の 大きさには影響 しない,、

レベル鰐 を階段状にするとき 聞 しい ・ベル番 号は
,A繊 の 右側に臆 の順 の粕 をあけた位置か ら舘

始めてよい。階段状の 出し入れの深 さは,物 理的媒体の幅に よ・って制限されるだけであ る。

引き続 く,よ り大きい値を もつ レベル番号をすべて階段状にする必要はなく ,前 の レベル番号と同 じ文字位置か

ら始めてもよい,,

4.8.5宣 言 部分 手続き部の宣言部分の始めと終 りを示す.r約 語DECLARATIVESやEND

DECLARATIVESを 書いた行には ,そ れ 以外に何 も書いてはな らない。 それぞれ は,A領 域か ら書き始め ,

語DECLARATIVESの あ とを終止符 と空 白で とめ る。'

4.9予 約 語 予約 語(reservedword)は
,つ ぎ の とお りとす る。

ACCEPT

ACCESS

ACTUAL

ADD

ADDRESS

ADVANCIN(}

AFTER

A .LL

▲LPH▲BETIC

ALTER

ALTERNATE

AND

ARE

AREA

AREAS

ASCENDING

ASSI(}N

AT

AUTHOR

BEFORE

BEGINNING

BLANK

BLOCK

BY

CP

C}I

CHARACTERS

CLOCK-UNITS

CLOSE

COBOL

CODE

COLUMN

COMMA

COMP

COMPUTATIONAI、

COMPUTE

CONFI(}URATION

CONTAINS

CONTROL

CONTROLS

COPY

CORR

CORRESPONDING

CURRENCY

DATA

DATE-COMPILED

DATE-WRITTEN

DE

DECIMAL-POINT

DECLARATIVES

DEPENDING

DESCENDING

DETAIL

DISPIＬAY

DIVIDE

DIVISION

DOWN

ELSE

END

ENDIN(}.

ENTER

ENVIRONMENT

EQUAL

ERROR

EVERYt

EXムMINE

EXIT

FD

FILE

.FILE-CONTROL

FILE-LIMIT

EILE-LIMITS

FILLER

PINAL

FIRST

FOOTIN(}

FOR

FROMr
、

GENERATE

GIVING

GO

GREATER

GROUP

HEADING

HIGH-VALUE

HIGH-VALUES

I-O

I-0-CONTROL

IDENTIFICATION

IF

IN

INDEX

INDEXED

INDICATE

INITIATE

INPUT

INPUT--OUTPUT

INSTAI、LATION

INTO

INVAILID

IS

JUST

JUSTIFIED

KEY

LABEL

LAST

LEADING

.

・
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LEFTOUTPUT

LESSPAGE

LIMITPA(}E-COUNTER

LIMITSPERFORM

LINEPF

LINE-COUNTERPH

LINESPIC

LOCKPICTURE

LOW-VALOEPLUS

LOW-VALUESpOSITION

MEMORYPOSITIVE

MODEPROCEDURE

MODULESPROCEED

MOVEPROCESSING

MUIＬTIPLEPRO(}RAM-ID

MULTIPLYQUOT宮

NEG▲TIVEQUOTES

NEXTRANDOM

NORD

NOTREAD

NOTERECORD

NU凹BERRECORDS

NVMERICRIIDEFINES

OBJECT-COMPUTERREEL

OCCURSRELEASE

OFRXMARKS

OFFREMAINDER

OMITTEDRENAMES

ONREPLACING

OPENREPORT

OPTIONALREPORTIN(}

ORREPORTS

RERUN

・

.

RESERVE

RESET

RETURN

REVERSED

REWIND

RF

RH

RIGHT

ROUNDED

RUN

S△ME

SD

SEARCH

SECTION'

SECURITY

SEEK

.SEGMEN「-LIMIT

SELECT

SENTENCE

SEQUENTIAIＬ

SET

SI(}N

SIZE

SORT

SOURCE

SPACE

SPACRS

SPECIAL-NAMES

STANDムRD

STATUS

STOP

SUBTRACT

SUM

SYNC

SYNCHRONIZED

TALLY

TALLYING `

T▲PE

TERMINATE

THAN

T、HROUGH

}同 義
THRU

TIMES

TO

TYPE

UNIT

UNTIL

UP

UPON

USAGE

USE

USING

V▲LUE

VALUES

V▲RYING

WHEN

SOURCE-COMPUTERWITH

WORDS

WORKING-STORAGE

WRITE

ZERO

ZEROES

ZEROS
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あいで一び一 しゆうちゆう しよ り

【IDP(集 中 デ ー タ 処 理)integrateddataprocessing】

種 々の デー タを1か 所 に集 め,あ る 目的に 従 ってそ れ ぞれ に必 要 な処 理(計 算)を し,必 要 な

らば結 果 を返 送 す る こ と。

あいえすお一

【ISOInternationaiOrganizationforStandardization】

国 際標 準 イ』機 構。 商品 や サ ー ビス交 換 を容 易 にす るた めに,国 際 的 な標準 化 を促進 して い る機

関。

【 ア ク セ スaccess】

記 憶 装 置 と入 出 力 装 置 との 間 で,デ ー タ を 転 送 す る こ と。

【 ア ク セ ス ・ア ー ムaccessarm】

磁 気 デ ィ ス ク や 磁 気 ド ラ ム の 装 置 の 一 部 分 で,デ ー タ を 読 み 書 きす る た め の 機 構 。 読 取 りヘ ッ

ド と書 込 み ヘ ッ ドを 持 っ て い る。
'じ かん

【 ア クセ ス 時 間aCcesstime】

制 御 装 置 が記憶 装 置 との間 の情 報 の転 送 を要 求 して か ら,転 送 が実 際 に開始 され るま での 時間。

た とえば,π 語 の情 報 を た くわ え る こ とが で きる磁 気 ドラム の トラ ックでは,条 件 が一 番良 い

ときはす ぐに転送 で きるか ら呼出 し時 間 はゼ ロで あ り,最 悪 の場 合 は転送 す る までに(n-1)

語 時 間 か か る。 し たが って,平 均 呼 出 し時間 は十(n-1)語 時間 に な る。

【アセ ンブ ラassembler】

記 号言 語(ア セ ンブ ラ言語)で コー デ ィ ング され た プロ グ ラム を機 械語 に変 換す る言語 翻 訳 プ

ログ ラム。

【ア セ ン ブルassemble】

記 号 言語 で コー デ ィング され た プロ グ ラム を翻 訳 して,機 械語 プ ログ ラムを作成 す る こと。
ばん ち

【 ア ドレス(番 地)address】

転 送 す る情 報 の 出所 や行 先 を表 わ す表 示。 通 常,記 憶装 置 の な かの特 定 の場 所 を指 定 す るの に

用 い る。

【ア ドレス部addresspart】

命令 語 の な かで ア ドレス を指定 して い る部分 。 機械 語 で は オペ ラン ドが ア ドレス部 に な る。
へんこう しゆうしよく

【 ア ド レ ス 変 更(修 飾)addressmodification】

命 令 語 の ア ド レ ス部 に つ い て 指 標(イ ンデ ッ ク ス)レ ジ ス タ を操 作 し た り,演 算 を 施 し た り し

て,内 容 を 変 更 す る こ と。

【 ア ドレ ス ・レ ジ ス タaddressregister】'
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ア ドレスが記 憶 され る レジス タ。

がた
【 ア ナ ロ グ型 コ ン ピ ュ ー タanalogcomputer】

主 と し て ア ナ ロ グ 表 現 で デ ー タ を 取 扱 うコ ン ピ ュ ー タ 。

あら なが ず

【粗 い 流 れ 図generalflowchart】

仕 事 の 流 れ や,処 理 手 順 を 大 ま か に 書 表 わ し た 流 れ 図 。

あ る ご る

【ALGOLAIgorithmicLanguage】

国 際 的 に 用 い られ て い る技 術 計 算 用 の 問 題 向 き言 語 。

あ　るび　じぽ

【RPGreportprogramgenerator】 、

報 告 書 作 成 用 と し て広 く使 わ れ て い る プ ロ グ ラ ム 言 語 。

【 ア ンパ ッ クunpack】

パ ッ クさ れ た デ ー タ を 元 の 形 の デ ー タ に戻 す こ と
。

いつかつしよ り しよ り

.[一 括 処 理(バ ッチ 処 理)P…h…cessi・g】

デー タ処 理 の場 合 に;処 理 す るデー タを ため て お き,ひ とま とめ に して か ら処理 す る方 式。
い　で　ぴ　

【EDPelectronicdataprocessing】

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 自 動 デ ー タ 処 理
。

い一で一び一えす

【EDPSelectronicdataprocessingsystem】'

コ ン ピ ュ ー タ と 同 義 語 。

い ど う

【移 動(す る)mOve】

あ る場 所か らデ ー タを 送 り,他 の 場所 で そ れ を受取 るこ と。 ,
いりぐちてん

【入 口 点Cntrypoint】

あ るルー チ ンか ら他 の ル ー チ ンに制 御 を渡 す と き,受 取 り側 の ルー チ ンの 中 で最 初 に制 御 を受

け る点。

いんさつそう ち 、

【印 刷 装 置 ・・i・ …
.】

コ ンピ ュー タの出 力装 置 の1つ 。 コ ンピ ュー タか ら情 報 を表 わす 信 号 を受 けて,そ れ に対 応す

る文 字 を 出力用 紙 に記 録 す る。

つうやく

【 イ ン タ プ リタ(通 訳 ル ー チ ン)interpreter】

原 始 言 語 の 表 現 を,1つ ず つ 順 番 に 翻 訳 し な が ら実 行 す る プ ロ グ ラ ム。

えいす う じ

【英 数 字 コ ー ド ・lph…m・ ・icc・d・ 】

英 字,数 字,特 殊 文 字 か ら成 る文 字 セ ッ ト。

えいぞうひよう じ そう ち'

【映 像 表 示 装 置9・aphi・di・pl・yunit】
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陰 極 線管(CRT)の 表面 に,図 形 デ ー タを表 示 す る装 置。

えくす こう

【Xせ ん孔X-punch】

通常 の紙 カー ドの第2段 目の せ ん孔。

次 表 参照

`

1書 懸 摺 ㍑打irτ舗 胃i漂 澗 ∵?当 治 ∵ 言漂:1亨;一 一1
22`222222`・222222221・ ・2222222122222222`-222122・2川2222222222222222222つ

ii曇i翼iii諜i'i三三翼ii三三三≧iiiiiiiiiiiiiii
ハ717川17刀 川,1]1・1了 刀J・ 刀`」7日7川7`"1]11111η 〕'刀 川11'177]]`7771?771刀 刀7了?

、888、88・,8888加1… ぷ381・ 紙 州S'se…88`・ ぽ88・1・ 剛sel88S`SSS38888S8

?!i黙i囎 隠 隠 …:1灘2!ぽ 蹴 黒 具…謬 ‖謬 謬!悲2ま 想61謬 塁㌫ 謬

`""■ ■1"`'←Yせ ん孔

111111■"・-xせ ん孔 ゾーンせん孔1
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寸
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∨

【 エ ラ ー を セ ー ジerr・ ・meSSage】

。 ン ピ.一 夕で癬 卓の 印 刷離 や,ラ … プ リ・ タな どに印 刷 させ るエ ラ情 報・

蒜 肩 プ ・ グ・ム 、PPIica…np・ ・g・am】

特 定 の 分 野の業 務 。処 理 す ・・、め ・・醗 ・れt・続 用 プ・ グ …LP・P・R・ ・GPSSな

どは そ の例 で あ る。

【オ ーバ パ ンチ ・v・・pun・h】

す で にせ ん乱 して あ るけた に,さ らに重複 してせ ん孔 す る こ と。

【オ フパ ンチ ・ff-punch】

せ ん孔 が カ ー ドの正確 な位 置か らずれ る こ と。

【オ フ ラ インoff-line】

(1)情 報 の転送 過 程 で,人 手の 介入 を必要 とす る状 態 。

(2)中 央演 算処 理 装 置 の直 接制 御 下 に ない状 態。

【オ ペ ラ ン ドoperand】.

(1)機 械語 や記号 言語 の ア ドレス部 。

(2)醜 向 き言語 で は,演 繋 れ る数.t・ とえぱ,A+Bと い う瀧 で は・Alま 第1が ラ ン

ド,Bは 第2オ ペ ラン ドと呼 ばれ る。 。
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【オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムoperatingSystem】

コ ン ピ ュ ー タ を操 作 す る た め に 必 要 な 技 法 や 処 理 手 順 を,組 織 的 に 集 約 し た もの 。

　

一 般 的 に は次 の よ うに体 系 だて られ た プ ロ グ ラムの 集合 で あ る。

制 御 プ ロ グ ラ ム

1

llll
1 ll 1

言 プ

語 口
翻 グ

訳 ラ
ム

サ ブ

1ロ

ビ グ

ス ラ

ム

応 プ

用 ロ
グ

z

ユ プ

1ロ

ザ グ
・ ラ

ム

処 理 プ ロ グ ラ ム

おんせいおうとう

【音 声 応 答 シ ス テムaudioresponsesystem】

磁気 ドラム装 置 や磁 気 デ ィス ク装置 に記録 され た情 報 を用 い て,電 話 な どに よる照 会 に音 声 で

応 答す る装置 。

【オ ン ライ ンon-1ine】

(1}情 報 を転送 す る過程 で,人 手 の介 入 を必 要 と しない状 態。

② 中 央演 算処 理 装 置 の制御 下 にあ る状 態。

【オ ン ライ ン ・シス テ ムon-linesystem】

入 力デ ー タを,通 信 回線 を介 して,人 手 の介 入 な しに発生 地 点 か らコ ン ビュー タへ送 った り,

出力 デ ー タを,そ れ を必要 として い る場 所 に直 接 伝送 した りす る システ ム。

【オ ン ライ ン ・バ ンキ ング ・シス テ ムon-linebankingsystem】

オ ン ライ ン ・リアル タ イム ・シス テ ムの1つ で,中 央 の コ ンピ ュー タに接 続 され た通 信 回線 で,

銀 行 の本 店 と支 店 の窓 口を直 結 させ,窓 口業務 の 集 中処理 を行 な うシス テ ム。

かいけいき

【会 計 機accountingmachine】

(1)会 計記 録 を作成 す るけん 盤作 動 の機 械。

② 紙 カー ドまた は紙 テ ー プな どの 入力 媒体 か らデ ー タを読 取 り・,会 計記 録 や集 計 表 を,連 続

した用 紙 に 自動的 に 印刷 す る機 械。 ・

かい たんい
【下 位 け た(単 位 け た)low-orderpositiσn】

1単 位 の 数 字 や 語 の 一 番 右 側 の け た 。

かいてん ま じかん

【 回 転 待 ち 時 間rotationaldelaytime】
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磁 気 デ ィス クや磁 気 ドラムに おい て,ア クセ ス ・アー ム をセ ッ トしてか ら読 取 りを始 め る まで

の 時 間。

かいどく き

【解 読 器(デ コー ダ)decoder】'

複数 個 の入 力端 子 と複数 個 の 出力端 子 とを持 つ装 置 で,入 力端子 のあ る組 合 せ に信号 が加 え ら

れ た とき,そ の組 合 せ に対 応す る1つ の 出力端 子 に信 号 が 現れ る もの。 符号 器 と逆 の作 用 をす る。

がいぶ きおく

【外 部 記憶externalstorage]
.

中 央 演算 処理 装 置 とは切離 され てい るが,中 央 演算 処 理装 置 が受 取 れ る形 で情 報 を保 持 で きる

媒 体。

た とえば,紙 テー プ,紙 カー ド,磁 気 テ ープ,磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラム な どが あ る。

けいすう き

【カ ウ ンタ(計 数 器)co .unter】

(1)レ ジス タの一 種 で,入 力信 号 を受 け る ことに よ って内容 が1ず つ 増加 した り,減 少 した り

す るよ うに構 成 された もの 。

② プ ログ ラムの 中 で,数 を数 え た り,数 の 合計 を計算 した りす るた め に確保 す る領 域 。
かくちように しん か じつ しん えぶ しでいつく

【拡 張2進 化10進 コ ー ドEBCDIC】

対 応 す る英 語 は,extendedbinarycodeddecimaIinterchange

codeの 略 。

文 字 コー ドの 一 種 で,現 在 も っ と も広 く使 わ れ て い る。

か さん き

【加 算 器adder】

(1)2つ の 数 の 和 を 作 る 回 路 。

(2)3個 の 入 力 端 子 と2個 の 出 力 端 子 と を 持 ち,出 力 信 号 が 入 力 信 号 に 対 し,次 の 表 の 関 係 に,

あ る回 路 。

表

A

B

C

－

一 加 算 器
■■ ・

一

●

S

C

－386一

入 力 出 力

A B C* S C

0 0 0 0 0

0 0 1 1 0

0 1 0 1 0

0 1 1 0 1

1 0 0 1 0

1 0 1 0 1

1 1 0 0 1

1 1 1 1 1

、
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この回 路 は2進 加 算 器 の1け た分 を構 成 し,各A,Bは 演算数 の1け た,C*は 下位 か らの け

た上 げ,Sは 和 の け た,Cは 上位 へ の け た上 げに 相 当す る。

かすう

【仮 数mantissa】

数 字 を 浮 動 小 数 点 数 で 表 示 す る と き,10のx乗 が 掛 け られ る 固 定 小 数 点 係 数 の こ と。

た と え ば,0,125×105で,0.12・5が 仮 数 。

【カ ー ド ・イ メ ー ジcardimage】

せ ん 孔 カ ー ドの 内 容 と1対1で 対 応 し た 表 記 形 式 。

お く

【カー ド送 りcard 、feed】

紙 カー ドを順 番 に機 械 の 中 に送 り込 む機 構 。

【カー ド・ゲ ー ジcardgauge】

80欄 カー ド全 部 のせ ん 孔 位置 が正 確 に刻 まれ て い る金 属板 で,せ ん孔 され た カー ドの せん 孔

位 置 が正 確 か どうか をチ ェ ックす るた めに使 われ る。
らん

【カー ドの け た(欄)cardcolumn】

紙 カ ー ド上 で通常1字 を記 録す るた めに割 当て られ た一群 の せ ん孔 位 置。

80欄 の紙 カー ドで は1け た に12個,90欄 の紙 カー ドで は6個 の縦 に 並 ぶせ ん孔 位 置が あ

る。

図

ロ

口

口

口

口

ロ

ロ

ロ

口

口

口

口

カ ー ド の け た

[
U

[一

[
]

口

[】
[〕

口

口

ロ

ロ

ロ

〆口

カ ー ド の け た

【カ ー ド ・コー ドcardcode】

紙 カー ドに文字 や数 字 をせ ん孔 す ると きにデ ー タ を表現 す るため に用 い られ る コー ド。

一 般 的 に は次 の よ うなせ ん孔 の組 合 せ で文 字 や数 字 を表 現 してい る。
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【カ ー ド ・シ ス テ ムcardsystem】

コ ン ピ ュー タ の 外 部 記 憶 と し て 紙 カ ー ドだ け が 使 え る シ ス テ ム。

【カ ー ド ・ジ ャ ムcardjam】

機 械 の 中 に 紙 力 「 ドが っ か え る こ と。

【カ ー ド ・ス タ ッカcardstacker】

カ ー ド読 取 せ ん 孔 装 置 で 読 込 ん だ り,せ ん孔 し た 紙 カ ー ドを 積 重 ね て 行 く機 構 。

【カ ー ド ・デ ッ クcarddeck】

せ ん 孔 カ ー ドの 集 り。

【カ ー ド ・フ ァ イルcardfile】

紙 カ ー ドに せ ん 孔 し て 記 録 し て あ る フ ァ イ ル 。

【カ ー ド ・ホ ッパcardhopper】

カ ー ド読 取 せ ん 孔 装 置 で,処 理 前 の 紙 カ ー ドを カ ー ド送 り機 構 に 送 り込 む た め に 積 上 げ て お く

装 置6

よみとり こうそう ち

【 カ ー ド 読 取 せ ん 孔 装 置cardreaderpunch】

カ ー ド読 取 機 構 と カ ー ドせ ん 孔 機 構 を 持 っ 装 置 。

よみとりそうち

【 カ ー ド 読 取 装 置(カ ー ド ・ リー ダ)cardreader】

カ ー ドに 記 録 され て い る 情 報 を読 取 る装 置。層. 、

か へん ちよう

【可 変 長variablelength .】

フ ァ イ ル を 構 成 し て い る レ コ ー ドの 長 さ が 一 定 で な い こ と。

かへんちよう

【可 変 長 レ コー ドvariablelengthrecord】

γ
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フ ァイル を構成 して い る レコー ドの長 さが一 定 で ない と きの レコー ドに対 す る呼 称。

かみ

【紙 カー ド(カ ー ド)papercard】

一定 の形状
,寸 法 の 紙 の カー ドで,こ れ に一 定 の規 則 に従 ってせ ん孔 を行 な い,文 字,数 字,

記 号 を記 録 し,コ ン ピュー タに よ る情 報 処理 の 媒体 として用 い る。 せ ん 乱 す る代 りに,マ ー ク

を付 け て情報 を記 録す る こ と もあ る。

かみ
【紙 テ ー プpapertape】

デー タを記 録 す るた めの媒 体 の1つ で,紙 カー ドと と もに広 く使 われ てい る。!け たのせ ん孔

位 置の 数 に よ って,5単 位,6単 位,7単 位,8単 位 の4種 類 の テ ー プが あ る。

8単 位 テ ー プの例
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かみ こうそう ち

【紙 テ ー プ せ ん 孔 装 置papertapepunch】

紙 テ ー プ に デ ー タ を せ ん託 す る装 置 。

かみ よみ とりそう ち

【紙 テ ー プ 読 取 装 置papertapereader】

せ ん 孔 され た 紙 テ ー プ を 読 取 る装 置 。

かんしよういぎ

【緩 衝 域(ノ'eッ フ ァ)buffer】

内部 記憶 と補 助 記憶 や外 部記 憶 の間,入 出力装 置 と内部 記憶 の 間 でデ ー タ を転 送 す る ときに,

一 時的 に あ るい は中 間 的 に必要 な記 憶 域 や記憶 装 置。

かんし
【監 視 プ ログ ラムsupervisor】

シス テム資 源 や処 理 プ ロ グ ラムの スケ ジュー ル を決 め た り,割 付 け を した り,制 御 を した りす

る働 きを持 って い る プ ログ ラム に付 け られ た一般 的 な名 称 。

かんすう

【関 数function】

(1)あ る変 数 の値 に も とつ い て他 の変数 の値 を定 義す る関係 の こ と。 た とえばy-3×2十
■

2X

(2)FORTRANで は特 別 なサ ブプ ログ ラム に 付け られ た名 称。

ぎ おく

【言己 憶storage】

必 要 な情 報 を主記 憶 や補 助記 憶 に た くわ え る こ と。記 憶 装置 は必要 に応 じて 希望 の情 報 を速 や

'
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かに た くわ えた り(書 込 み),た くわ え られ た情 報 を速 や か に取 出 し た り(読 出 し),消 した り

で き る特 性 を持 つ こ とが 必要 で あ る。

き おくそうち

【記 憶 装 置memory,storageunit】

コ ン ピ ュー タの 構成 要 素 の1っ で,計 算処 理 に必 要 な情 報 を記 憶 す る装 置。磁 心記 憶 装置,磁

気 フ ィル ム記憶 装 置,磁 気 デ ィス ク記 憶 装置,磁 気 ドラム記 憶装 置,磁 気 テ ー プ装置 な どが 広 く

用 い られ て い る。

き おく

【記 憶 ダ ン プstoragedUlnp】

内部 記憶 や補助 記 憶 か ら外部 記 憶へ,記 憶 内 容 の全 部 あ るい は一 部分 を複写 す る こ と。

き おくようりよう

【記 憶 容 量storagecapacity】

記 憶 装 置 に た くわ え る ことが可 能 な情 報量 。 通常,語 数,字 数,バ イト数,ビ ッ ト数 な どで表 わ

す。

き おく

【記 憶 レジス タstorageregister】

記 憶 装 置 か らの デ ー タや,記 憶 装 置へ 送 るデー タを,一 時 的 に た くわ えて お く レジス タ。

き かい こ

【機 械 語machinelanguage】

コ ン ピュー タが直 接 解読 して 実行 で き る言語 。

き ぐうけん さ

【奇 偶 検 査paritycheck】

2進 符 号 に おい て"1"の 数 を奇 数 あ るい は偶数 にす るよ うに,余 分 の ビ ッ トを付 加 して2進

符 号 の誤 りの有 無 を検 出す るこ と。 和 に よ る冗 長 検査 の1つ で あ る。

き こう

【記 号 ア ドレスsymbolicaddress】

記 号 を使 って表 わ した ア ドレス。 コー デ ィングの柔 軟 性 を増 し,変 更 を容 易 にす るため に用 い

られ る。

記 号 ア ドレス に よ って書 かれ た プ ロ グ ラム を機 械語 に翻 訳す るの は,翻 訳 プ ログ ラムが 行 な う。

き こうげん こ

【記 号 言 語symbolicIanguage】

二一 モ ニ ・ク'コ ー ドと記 号 ア ドレスで表 現 され るプ ロ グ ラ ミング語 アセ ンブ ラ語 と も

いう。

きこう
t記 号 プ ロ グ ラムsymbolicprogram】

`

記 号 言語 で 書 かれ た プ ログ ラム で,名 前 や命令 の 特性 や,プ ロ グ ラマに便 利 な記 号 な どが,数

字 コー ドの代 りに使 われ る。

ぎ じめいれい

【擬 似 命 令pseudoinstruction】

人 間 に わ か りや す い 仮 の コ ー ドで 書 か れ た コ ン ピ ュ ー タ 命 令 。 言 語 翻 訳 プ ロ グ ラム で 機 械 語 に

一390'一
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翻 訳 さ れ る。

ぎ じゆつぶん や

【技 術 分 野scientificapplication】

技 術 計 算 が 主 に な る よ うな 情 報 処 理 の 分 野 。

きじゆん

【基 準 ア ドレス(ベ ー ス ・ア ドレス)baseaddress】

1つ の ル ーチ ンや デ ー タの ブ ロ ックに 対 して 基準 とな るア ドレス。 これ に相対 ア ドレス を加 え

れ ば,絶 対 ア ドレスが 得 られ る。

きじゆん

【i基準 レジ スタbaseregister】

実行 に 先立 って命 令 の ア ドレスを 変更 す るため に用 い る レジス タ。

た とえば,命 令の 実 行 に先立 って オ ペ ラ ン ドの ア ドレスに その レジス タの 内容 が 加 え られ た り,

減 少 させ られた りす る。

き じよう

【机 上 デ バ グdeskdebug】

机 上 で プ ロ グ ラ ム 中 の 誤 りを 見 つ け て 直 す こ と。

き す う

【基i数radix】

てい

底 と もい う。 位取 り記数 法 で,あ るけ たの重 み に その 数 を掛 け る と,1け た上 位 の け たの重 み

が 得 られ るよ うな整 数。

た とえば,10進 数 で は各 け たの 基数 は10で あ り,2進 数 で は2,16進 数 では16で あ る。

き ほん ・

【基 本 カー ドmastercard】

(Dグ ル ー プの最 初 に あ って,そ の グル ー プに共 通 の 情報 を含 ん でい る紙 カー ド。

② 変 動 が少 な い基 本 的 な項 目が せん 孔 され て い る紙 カー ド。

きほん

【基 本 フ ァイルmasterfile】

(1)変 動 の少 な い基 本 的 な項 目か ら成 る レコー ドでで きて い る ファ イル。

(2)処 理結 果 な どが 蓄積 され てい て,次 の処 理 の際,基 本 にな るフ ァ イル。

【キ ャ リ ッジ ・テ ー プcarriagetape】

ラ イ ン ・プ リンタの 行送 り制 御 の ため に使 われ る紙 テー プ。

きろくみつ ど

【記 録 密 度storagedensity】

記 録 媒体 の単 位長 さ当 りに記 録 で きる ビ ッ ト数,字 数,バ イ ト数,語 数。

けいえし・じようほう

【経 営 情 報 シ ス テ ムmanagementinformationsystem】

MISと もい う。 経 営 者 が 決 定 を下 す た め に 必 要 な デ ー タ を 提 供 す る 目 的 で 設 計 され た シ ス テ

ム で,普 通 は オ ン ラ イ ン で 質 問 を す る と,た だ ち に デ ー タ を 得 る こ と が で き る場 合 が 多 い 。

けいさんこうもく

【計 算 項 目calculatingfield】
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レ コー ドの中 の計 算 に使 われ る項 目。

た とえば,送 状 の数量,単 価,金 額 な どの項 目。

あ
【けた上 げcarry】

位取 り記数 法 で表 現 され て い る2個 の 数 の あ るけ たで の加 算 の結 果が,基 数 に等 しい か,基 数

を越 した場合,1け た上 の けた に1を 加 え る操 作,ま た は その た めの信 号。

【け た あふ れoverflow】

演算 の結果,取 扱 い 可能 な 範 囲を越 え る計算結 果 を生 ず る状 態 。 通常,範 囲 を 越 えた けた 数 だ

け,上 位 の けた が消 えて し ま う。

い どう

【け た 移 動(シ フ ト)shift】

1列 に並 んで い る数 を右 か左 に移動 させ るこ と。 数 がbを 基 数 とす る数 字 で あ ると きに,nけ

た右(ま たは左)に 移動 す る こ とは,通 常 その 数 に ガ π(ま たは バ)を 掛 け る ことで あ る。

けんこう

【検 孔verify】

紙 カ ー ドや紙 テ ー プにせ ん孔 され た内容 につ いて,誤 りの有 無 を検査 す る こ と。

けんこう き

【検 孔 機verifier】

け 織 せ ん孔 機 で せ 棚 され ナ・紙 カー ドや紙 テ ニ プの 酪 の礫 さ搬 査 す る機 械.

げん ご ほんやく

【言 語 翻 訳 プ ロ グ ラム1anguagetranslator】

あ る言 語 で書 か れ た 命 令 を 受 取 って,そ れ と 同 じ 意 味 の 機 械 語 命 令 や 他 の 言 語 命 令 を 作 り出 す

プ ロ グ ラ ム 。 ア セ ン ブ ラ,コ ンパ イ ラ,ト ラ ン ス レー タ,ジ ェ ネ レ ー タ な ど に 対 す る一 般 的 な 名

称 。

けん さ す う じ

【検 査 数 字checkdigit】

デ ー タを移動 させ ると きに,数 字 が 変化 した ら,そ の誤 動作 を発 見 で きるよ うに す る ため に,

一 定 の 規則 で文 字 や語 の 中 に 付 けてお く
,1つ 以上 の付 加 数字 の こ と。

けん さ

【検 査 ビ ッ トcheckbit】

字 や ブロ ックな どの誤 りの有無 を検査 す るた めの 付加 ビ ッ ト。

た とえ ば,奇 偶 検査 ビ ッ ト。

げん し

【原 始 プ ログ ラムsourceprogram】

通常 は記 号言語 や問 題 向 き言語 で 書 かれ て いて,言 語 翻訳 プ ログ ラムに よ って機械 語 プ ログ ラ

ム や他 の言語 プ ロ グ ラムに翻 訳 され るプ ロ グ ラム。

ばん

【けん盤key】

手動 の カー ドせ ん孔 機 や紙 テ ー プせ ん孔機 で,デ ー タをせ ん孔 す る機 構。
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ばん こうき

【けん醒 せ ん孔 機(キ ー パ ンチ)keypunch】

けん盤 を手動 で操 作 して,紙 カ ー ドや紙 テー プ に情 報 をせ ん孔 す る装置 。

ご
【語word】

1単 位 として取 扱 わ れ る一連 の ビ ッ トま た は字 の集 り。

こうがく も じ

【光 学 文 字opticalcharacter】

光学 文 字 読取装 置 で 読取 れ.るよ うに設 計 され た文字 。紙 テー プ,紙 カー ド,ジ ャー ナル ・テ ー

プな どに印 刷 され た文 字 や,手 書 き文 字 な どが含 まれ る。

こうがく も じ よみ とりそう'ち,

【光 学 文 字 読.取 装 置(OCR)opticalcharacterreader】

一定の規則で印字された文字を,光 学的に走査して読取る装置。
こうけいいんさつ

【合 計 印 刷(グ ル ー プ 印 刷)groupprinting】

グ ル ー プ の 見 出 し と合 計 だ け を 印 刷 す る こ と。

こうじゆん

【降 順descendingorder】

逆順 と もい う。 コ ンピ ュー タが 持 ってい る大 きさの順 序 に従 って,数 字 や文 字 の組 合 せ が太 き

.いもの か ら小 さい ものへ順 番に 並 ぶ こ と。
こうしん り

【更 新 す るupdate】

新 しい情 報 や新 し く取 扱 った内 容 な どに もとつ いて,基 本 的 な フ ァイル に変 更 を加 え る こと。
こうもく

【項 目item】e

(1)一 般 に,あ る組 の 中 の 要 素 。 た と え ば,レ コ ー ドは,フ ィー ル ドあ る い は フ ィー ル ドの 集

合 とい う囎 絡 む1。 。イル は,レ ・一一ドとい う項 目か 嚇 成 され る.表 は,複 数 の 記 入願

(entry)か ら構 成 され る。

(2)1単 位 として取 扱 わ れ る,関 連 した字 の集 合。COBOLで は,処 理 の最 小単 位 で あ る。
こかんせい

【互 換 性compatibility】

あ る装 置で 準備 され た り,処 理 され た り,操 作 され た りした デー タを,そ の ま ま別 の装 置 で処

理 で きる能 力。

【コー ダcoder】

川 プ ロ グ ラムの コー デ ィン グをす る人。

② エ ンコー ダの 略。

こちよう

【語 長wordlength】

ψ

1語 の 中 に含 まれ る ビ ッ ト数 また は字 数 。

こてい き おく

【 固 定 記 憶read-onlystorage】

、
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自動 的 には書 込 みが で きな い記 憶 で,読 出 し専 用 に使 われ る もの。

通 常,定 数 や常 用 ル ー チ ンな どを記 憶 させ るの に用 い る。 書込 み回 路 を切離 した磁 気 ドラムな

どが この 目的 に用 い られ る。

こていしようすうてん

【固 定 小 数 点fixedpoint】

位 取 り記 数法 で 数 を表 示 す る場 合,左 端(ま た は右端)か ら数 えて一 定 番 目の け たの右 に置 く

小 数 点 の こと。
こていちよう

【固 定 長flxedlength】

ひ
フ ァ イルが 同一 の長 さの レコー ドで 構成 され てい る こと。

こていちよう,

【固 定 長 レ コ ー ドfixedlengthreco「d】

フ ァ イ ル 内 の す べ て の レ コ ー ドが,同 一 の 長 さで あ る よ う な レ コ ー ド。

【 コ ー デ ィ ン グcoding】

(1)デ ー タ に 該 当 す る?一 ドを 付 け る こ と。

(2)プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 を用 い て,プ ロ グ ラム を 記 述 す る こ と。

【 コ ー ドcode】

デ ー タ を 記 録 し た り,処 理 し た りす る と き の 負 担 を 軽 くす る た め に,デ ー タ を 記 号 化 し て 表 現

し た もの 。

【 コ ー ド ・ブ ッ クcode,book】

デ ー タ と コ ー ドの 対 照 表 。

【 コ ー ナ ・カ ッ トcornercut】

紙 カ ー ドの 種 類 や 性 質 を 見 分 け や す い よ うに,紙 カ ー ドの 端 を 斜 め に 切 る こ と。

こ ぼ る

【COBOL】

CommonBusinessOrientedLanguageの 略 。 共 通 事 務 用 言 語 。

【 コ マ ン ドcommand】

(1)プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 際 に,1ス テ ップ を 開 始 さ せ る1組 の 信 号 や パ ル ス。

(2)入 出 力 動 作 を 指 示 す る 命 令 。 入 出 力 チ ャ ネ ル で 解 読 さ れ,実 行 され る。

(3)オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の も とで,操 作 員 が 操 作 卓 か ら指 示 を与 え る と きに 使 う命 令 。

【 コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ムCOntrOlSyStem】

プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム 。 装 置 工 業 な どで,装 置 の 自 動 制 御 を 行 な う シ ス テ ム。

'【 コ ンパ イ ラcompiler】 ・

自動 プ ロ グ ラ ミ ン グ に 使 用 さ れ る ル ー チ ンの 一 種 で,一 般 に 人 間 に わ か りや す い 形(擬 似 コー
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ド)で 書 か れ た プロ グ ラム を,機 械 コー ド(ま たは記 号 変換 ルー チ ン,あ るい は通 訳 ル ーチ ンで

処 理 が で き る擬 似 コー ド)に よ るプ ロ グ ラム に翻 訳 す るた め のル ー チ ン。

アセ ンブ ラ とコ ンパ イ ラ との相 違 は,前 者 で は1っ の 擬 似 コー ドに1っ の機械 コー ドが 対 応す

るの に対 して,後 者 では,1つ の擬 似 コー ドか ら,一 般 に い くっ か の機 械 コー ドが 作 り出 され る

こ とに あ る。

通 訳 ル ー チ ン とコ ンパ イ ラ との相 違 は,前 者 で は擬 似 コー ドか ら機械 コー ドへ の変 換 が プ ロ グ

ラム実 行 の途 中 で,そ の たび に行 な われ るの に対 して,後 者 で は,変 換 が プ ログ ラムの 実行 に先

立 って事前 に行 な われ る ことに あ る。

【コ ンパ イルcompile】

問題 向 き言語 を記 号 言語 や 機械語 に翻 訳、す るこ と。

【コ ン ピュー タcomputer】

語 源 は,自 動 的に算 術演 算 を行 な って くれ る機 械 の意 。

現 在 で は,電 子 計 算組 織 の こ とを い う。 電子 計 算 機,電 算 機,計 算 機,EDPSな ど と もい う。.
さいかい さい き どう

【再 開(再 起 動)restart】

チ ェ ックポ イ ン トで記 録 され た デ ー タを使;て,プ ログ ラムの 実行 を再開 す る こと。

【サ イ クルcycle】

1組 の事 象 また は現象 が完 了 す るまで の時 間 間 隔。 同 じ順 序 で規則 的 に繰 返 され る一連 の 操作 。

さいはい ち かのう

【再 配 置 可 能relocatable】

プ ログ ラムの 中 の ア ドレスを適 当 に調 整 して,あ る記憶 域 か ら別 の記 憶 域へ 動 かせ ば,別 な領

域 で も実 行 で きる よ うに な る プロ グ ラムの仕 組。,

さぎよういき

【作 業 域workingarea】

プ ログ ラム で中 間結 果 な どを一 時 的 に記憶 して お くため に使 う領 域。 ・

ざ せき よやく

【座 席 予 約SeatreSerVatiOn】

オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム 処 理 の1つ で,中 央 に コ ン ピ ュ ー タ を 置 い て,通 信 回 線 を 使 い, .航

空 機 や列 車 の 座 席 予 約 を 行 な う こ と。

【サ ー ビス ・プ ロ グ ラ ムserviceprogram】

は ん

コ ンピ ュー タに よ る処 理 を援助 す るた め に使 われ る汎用 的 な プ ログ ラム。 分類 組合 せ プ ログ ラ

ムや デ ー タを転写 した り複写 した りす るプ ログ ラムな どが あ る。

【サ ブルー チ ンsubroutine】

ルー チ ンの一 部 分で,問 題 の一 部 を計 算 した り処理 した りす るた めの,そ れ 自身 でま とま った

小 ルー チ ン。
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チン。
こう

【 さ ん 孔 テ ー プpunchedtape】

デ ー タ が せ ん 孔 され た 紙 テ ー プ。

さんじゆつしき

【算 術 式arithmeticexpression】

FORTRANな ど で,加 減 乗 除 算 を 記 述 す る式 。

さんじゆつろん り えんざ んそう ち

【算 術 論 理 演 算 装 置arlthmeticlogicalunit'】

コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 要 素 の1つ 。 算 術 演 算,論 理 演 算,け た 移 動 な どの 操 作 を 行 な う 回 路 を 持

つo

さんしようこうもく

【参 照 項 目referencefield】

レ コ ー ドの 一 部 で,レ コー ドの 種 類 を 識 別 した り,処 理 の 仕 方 を 判 別 し た りす るの に 使 わ れ る

項 目。

じ
【字(キ ャラ クタ)character】

数 字,文 字,特 殊 記 号 な どをい う。

【ジ ェネ レー タgenerator】

自動 プログ ラ ミングに使 用 され るル ー チ ンの一 種で,必 要 なパ ラメー タを与 え られ て,特 定 目

的の ルーチ ンを作 り出す ル ーチ ン。

た とえば,報 告 書作 成 ル ーチ ン,分 類 プ ロ グ ラム作 成 ル ーチ ンな どが あ る。

一 般 的 な翻 訳 ルー チ ン とジ ェネ レー タ との相 違 は,前 者 は汎用 的 な 目的 に使用 され る もので あ

・ ・って,特 定 目的の ルー チ ンを得 るには,醐 ご対 応す る問題向 き言語 や,記 号 言語 で書 かれ た プロ

グ ラムを与 えな けれ ば な らない の に対 して,後 者 は応 用 範 囲が 限定 され て お り,最 小 限必 要 なパ

ラメ ータだ けを与 えれば,特 定 目的 の ル ーチ ンを作 り出 す ことが で き る点 に あ る。

しかくけん さ

【視 覚 検 査sightchecking】

せ ん 乱 し た 穴 を 光 源 に か ざ し て 見 て,一 群 の 紙 カ ー ドが 正 し くせ ん 孔 さ れ て い るか ど うか を 確

か め る こ と。

じ き も じ

【磁 気 イ ン ク 文 字magnetic ,inkcharacter】

磁 性 材 料 を 含 む 特 殊 な イ ン ク に よ っ て 印 字 され た 文 字 。 イ ン クの 粒 子 の 存 在 は,磁 気 セ ン サ ー

で 検 出 で き る。

じ き も じ よみとりそう ち えむあいし一あ一る

【磁 気 イ ン ク 文 字 読 取 装 置(MICR)magneticinkcharacter

reader】

磁 気 イ ン ク を使 っ て タ イ プ され た り,書 か れ た り,印 刷 され た り し た デ ー タ を 読 取 る装 置 。
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じ き

【磁 気 カー ドmagneticcard】

磁 気性 の麺 を持 つ カー ドで,'そ の平 らな表 面 を選 択 的 磁 化 して,デ ー タ を記 録 す る ・ とカ・

で き る。

じ き一 きおく'

【磁 気 カー ド記 憶magneticcardstorage】

磁 気 カー ドの 集 りか ら成 る記 憶 で,等 速呼 出 しが で きる。 磁 気 デ ィス クや磁 気 ドラム よ り もア

ク セ ス時 間 は遅 い が,記 憶容 量 が 大 きい。

じき きおく

【 磁 気 コ ァ 記 憶magneticco「esto「age】

磁 気 コアの剰 か ら成 る瀧 で ・1個 の コ アは・1つ の2進 粧 をた くPえ る こと1≦で き る・

通 常,主 記 憶 と し て 使 わ れ る。

じ ぎ きおく

【磁 気 デ ィ ス ク記 憶magneticdisk'storage】

回 転 デ ィ ス ク の 磁 性 材 料 の 付 い た 表 面 に,情 報 を 記 録 す る 記 憶 で,ア ク セ ス ・ア ー ム に よ っ て

回転 デ ィス クの表 面 の デ ー タ を読 み書 きす る。

じき
【磁 気 テー プmagnetlctape】

磁 性材 料 が しみ込 ん だ り,塗 られ た りしてい る物 質 か ら成 るテ ー プで,情 報 は その表 面 に,磁

気 的 に分 極 され た 点 とな って置 か れ るこ とにな る。 、

じ き きおく

【磁 気 テー プ記 憶magnetictapestorage】

磁 性 材料 で表面 を覆 った テ ー プの上 に,情 報 を記 録 す る記 憶。
じ き そうち

【磁 気 テ ー プ装 置magnetictapeunit】

磁 気 テ ープ記 憶 に情 報 を記 録 した り,情 報 を読 出 した りす る装置 。 補助 記 憶装 置,あ るい は入

出力 装置 と して使用 され る。.
じき きおく

【磁 気 ドラム記 憶magneticdrumstorage】

表 面 に磁 性材 料 が塗 られ て い る回転 円 筒 で,情 報が その表 面 に,2進 数 で表現 され た小 さな磁

気点 と して記録 され て い る記 憶。

じ きはくまく

【磁 気 薄 膜magneticthin-film】

磁 性材 料 の 層 で,普 通1ミ クロ ンよ り薄 く,レ ば しば 論理 素 子 ま た は記 憶 素子 として 使 われ る。

じき きおく

【磁 気 フ ィル ム記 憶magnetic,filmstorage】

磁 気 コ ァの 代 りに磁 気薄 膜 を使 って2進 数 を記 録 す る記 憶 。 主記 憶 と して使 わ れ る。
じかん

【シー ク時 間seektime】

磁 気 デ ィス クや磁 気 ドラムな どの ア クセス機 構 を,指 定 され た場 所 に位 置づ け る時 間。

しげん
【 資 源resource】
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処 理 の ため に必 要 な,デ ー タ処 理 システ ムの要 素。 オ ペ レー ア ィング ・シ ステ ム によ って 割 当

て られ る。

た とえ ば,主 記 憶装 置,入 出 力装 置,中 央 演算 処 理装 置,フ ァイル,プ ロ グ ラム な ど。

じす
【JISJapaneseindustriatstandard】

日本 工 業 規格 。

通産 省 工 業技 術 院 で は,日 本 工 業標 準調 査 会 に専 門 委員会 を常 設 して 工業 規格 の 標準 化 を進 め

て い る。 コ ン ピ ュー タ関係 で は,コ ンピ ュー タ と情 報処 理 シス テム に関 す る用語,問 題 の記述 法,

プ ロ グ ラ ミング言語,情 報伝 送 上 の諸特 性 な どの規格 を決 め る作業 が 進 め られ て い る。

【シス テ ムsystem】

(1)一 定 の相互 関連 に よ って一 体 化 され 組織 化 され た方 法,手 順,技 術 。

(2)特 定 の諸機 能 を果 す ため に必 要 な人 間,機 械,手 法 な どの組 織 的 な集 合体。

せつけい)

【シス テム 設 計systemdesign】

シス テ ムの要 件 を分析 して,新 シ ステ ム を設 計 す るこ と。

なが ず

【シス テム流 れ 図systemflowchart】

デ ー タが,ど の よ うに流 れ,ど の よ うな 手順 で処 理 され るか を書表 わ した流 れ 図。

ぶんせき

【シス テム 分 析SyStemanalySiS】

どの よ うな処 理 が 必要 か,そ の 処理 を行 な うた めに どの よ うな操作 が必 要か な どを決 め るた め

に,対 象 とな る活 動,処 理 手順,処 理 方 法,処 理 の技 法,事 務 の 内容 な どを検討 す るこ と。

じつこう

【実 行(ラ ン)execution,run】

1単 位 の 処 理 を,最 初 か ら終 り ま で 途 切 れ る こ とな く処 理 す る こ と。

じつこう
【実 行 サ イ クルexecutioncycle】

制 御装 置が命 令 を解読 して か ら,そ の実 行 を終 る までの 動作 の サ イ クル。

じつこう
【実 行 プ ロ グ ラ ムexecutiveprogram】

機 械 語 で で きて お り,主 記 憶 に ロ ー デ ィ ン グす れ ば 実 行 で き る プ ロ グ ラ ム。

じつこうよう

【実 行 用 コ ン ピ ュ ー タobjectcomputer】

目 的 プ ロ グ ラ ム を実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ 。

じ どうけい さん き

【自 動 計 算 機automaticcomputer】

人 手 に よ らない で算 術 演算 や論 理 演算 を実 行 で き る計 算機 。現 在 で は コン ピ ュー タ と同 義語 。

じどう しよ り え一で一び一

【 自 動 デ ー タ 処 理(ADP)
.automaticdataP「ocessin9】

自 動 計 算 機 に よ る デ ー タ 処 理 。 現 在 で は コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ処 理 と 同 義 。
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じどう
【 自 動 プ ロ グ ラ ミン グautomaticprogrammin9】

コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て,記 号 言 語 や 問 題 向 き 言 語 で 書 か れ た プ ロ グ ラ ム か ら,機 械 語 プ ロ グ ラ

ム を っ く る こ と。

自動 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 例 と し て は,コ ンパ イ ラ,ジ ェ ネ レ ー タ,通 訳 ル ー チ ンな どが あ る。

し ひよう

【指 標(イ ン デ ッ ク ス)index】

(1)配 列 内 の 特 定 の 要 素 を 示 す た め に 用 い ら れ る記 号 や 数 。

た と えば,Xl,X2,… …-Xlooで 示 され る配 列 の 各 項 目 は イ ン デ ック ス と し て,そ れ ぞ れ

1,2,… ・・…100を もつ 。

(2)フ ァ イ ル や 文 書 に 関 す る見 出 し を順 序 よ く記 入 し,そ の 内 容 や あ り場 所 を 表 示 し た 表 。 索

引 と もい うo

しひよう
【指 標 レジ スタ(イ ンデ ック ス ・レジス タ)indexregister】

命令 を実行 す る直 前 に,ア ドレス変 更 を行 な う こ とが で きる コ ンピ ュー タで,ア ドレス変更 に

用 い る変 更子 を記憶 して い る レ ジス タ。

指 標 レジス タの 内容 は,条 件付 き飛越 しの 条件 と して も使 われ るのが普 通 で あ る。
じ むぶんや

【事 務 分 野businessapPhcation】

事 務処 理 や事 務 計算 が主 に な るよ うな情 報処 理 の 分野 。
しゆうせきかい ろ

【集 積 回 路(IC)integratedcircuit】

3～5rmiiの 半導 体 の板 の 上 に,数 十 個 の素 子 を埋 込 ん で,整 流 ・増幅 ・演 算 な どの 機能 を持 た

せ た 回路素 子 の組 。

しゆうだん こう

【集 団 せ ん 孔gang-punch】

先頭 に あ る紙 カニ ドの情 報 の一 部 ま た は全 部 を,後 続 す る何枚 かの紙 カー ドに せ ん託 す るこ と。
しんすう

【16進 数hexadecimal】,t

16を 基 数 と し て 表 わ され た 数 。

しゆ き おく

【主 記 憶mainsto「age】

語,キ ャ ラ ク タ,バ イ トな どの 単 位 で ア ドレ ス が 付 け られ,コ ン ピ ュ ー タ 本 体 が そ れ を 直 接 指

定 して,情 報 を 書 込 ん だ り,読 出 し た りで き る 内 部 記 憶 。

しんす う

【10進 数decima1】

10を 基 数 と して,数 を表 わ す 方 法 。

しゆつりよく

【出 力output】

(D処 理 され た デ ー タ。
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② あ る装 置 か らデー タを取 出す の に使 わ れ る装 置,ま た は装 置 群。

(3)内 部 記憶 か ら外 部 記憶 ヘ デ 一 夕を転送 す る処理 。 ・

しゆつりよくいき

【出 力,域outPtttarea】

出 力 用 に 確 保 さ れ た 記 憶 域 。
しゆつりよくそ うち

【出 力 装 置outputunit】

コ ン ピ ュー タ の 構 成 部 分 の1っ で,コ ン ピ ュー タか ら情 報 を 出 力 す る装 置 。

しゆつりよくばいたい

【出 力 媒 体outputmedia】

コ ン ピ ュ ー タ か らデ ー タ を 出 力 す る た め に 使 う媒 体 。

しゆ

【主 ル ーチ ンmainroutine】

プ ログ ラム の骨 幹 に な る部 分。 プ ロ グ ラムは,主 ル ーチ ン とサ ブル ーチ ンとか ら構 成 され るの

が普 通 で あ る。

じゆんじ

【順 次 ア クセ スsequentialaccess】

デ ー タを記 憶装 置 か ら出 し入れ す る とき,デ ー タが記 憶 され て い る物 理 的 な順 序に 従 って処 理

して行 くこ と。

じゆんじ しよ り

【順 次 処 理sequentialprocessing】

デ ー タ を一 定 の 順 番 で 処 理 す る こ と。

じゆんじよけんさ

【順 序 検 査sequencechecking】

フ ァ イルの中 の レコー ドが,す べ て 昇順(あ るいは降順)に な ってい るか ど うか の検査 。

じゆんび

【準 備 ル ー チ ンhousekeepingrou.tine】

コ ン ピ ュー タで 主 と な る 処 理 に 先 だ っ て 最 初 に 実 行 され る ル ー チ ンの 一 部 。 初 期 設 定 を す る。

じゆんへんせい

【順 編 成sequentialorganization】

デ ー タ が 記 録 さ れ て い る順 序 に 従 っ て,順 番 に 処 理 さ れ る よ うに 編 成 さ れ て い る こ と。θ
じようい
【上 位 け たhigh-orderposition】'

数 字 や 語 の 左 端 の け た 。

しようきよ

【消 去erase】'

記憶 媒 体 上 の情 報 を消 去 す るこ と。

た と えば,磁 気 テー プ上 の状 態 を空 白にす る こと。

じようけんつ ぶん き

【条 件 付 き 分 岐conditionalbranch】

指 定 した条 件 に従 って,2つ 以 上 の ア ドレスの うち,ど ち らか1つ を選 び,次 の 実行 はそ の ア

ドレス にあ る命 令 か ら行 な うよ うに要 求 す る命 令。
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しようこうき

【照 合 機collator】

組 に な ったせ ん 孔 カ ー ドや,そ の他 の文 書 を順 番 に照合 した り,組 合 せ を した りす る装 置。
しようこうじゆんじよ

【照 合 順 序collatingsequence】

分 類 や照 合 を行 な う ときの約 束 され た大小 の順 番。
しようさいなが ず

【詳 細 流 れ 図detailflgwchart】

仕 事 の 流れ や,処 理 手順 を詳 細 に書 表 わ した流 れ 図。

しようじゆん

【昇 順ascendingorder】

正順 と もい う。 数字 や文 字 の組 合 せ が,コ ン ピ ュー タが 持 って い る大 き さの順 序 に従 って,小

さい ものか ら大 きい ものへ 順 番 に並 ぶ こ と。

じようすう'

【定 数constant】

値 が 変 化 し な い 量 や デ ー タ項 目。

じようほう

【↑青 報information】

一 定 の 約 束 に も とつ い て デ ー タ に 与 え た 意 味 。
、

じようほうけんさく

【情 報 検 索informationretrieval】

記 憶 さ れ て い る デ ー タ か ら,特 定 の 方 法 と 手 段 を 用 い て 情 報 を 捜 し 出 す こ と。

緯 曇 う遇 ・。・。,m、 …np・?cess・ ・g'】

与 え られ た情 報 か ら目的 に沿 らた情 報 を得 る こ と。 通常 の デー タ処理 の ほか翻 訳,図 形 処 理

文 字 認識,音 声 の識 別 な どが含 まれ る。

【ジ ョグルjog91e】

せ ん孔 カ ー ドの集 りを,平 らな表面 に 当て るこ とに よ って,き ち っ とそ ろ え る こ と。

しよしき けいしき

【書 式(形 式)fo
.rmat】

記 憶 媒 体 や記 憶 内部 あ るい は 印刷用 紙 な どにお け るデー タの配 列 の仕 方。

【ジ ョブjob】

コ ン ピ ュー タで処 理 を行 な うと き,操 作 員 が指 定 す る仕 事 の単 位。

しよ り

【処 理P 、r・cess】

指 定 され た結 果 を得 る ため の,一 連 の 系統 的 な動 作。

【シ リンダcylinder】

磁 気 デ ィス クで一 般 に用 い られ て い る概念 。磁 気 デ ィス ク上 で上 下 に重 な り合 って い る1組 の

トラ ックを い う。

すいちよくけん さ

【垂 直 検 査verticalcheck】
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媒 体 に記 録 され た2進 符 号 を,媒 体 の運 動 方 向 に対 し垂 直方 向 に ビ ッ トを調べ て検E .する こ と。

【ス イ ッチ ・switch】

(1)2種 類 の選 択 を行 な うため の 回路 や装 置。

② プ ログ ラムの 中で2つ の 方 向 の動作 が 可能 であ り,ど ち らを とるか は プ ログ ラマ炉 指 定 し

た条 件 に よ って決 定 され るよ うな 点。 分 岐点 。 ・

すいへいけん さ

【水 平 検 査horizontalcheck】

媒 体 に記 録 され た2進 符号 を,媒 体 の 運動 方 向 に対 し水 平方 向の ビ ッ トを調べ て検査 す る こ と。

【ス キ ップskip】

(1)印 刷 の 際,連 続 し た用 紙 の 印刷 行 の前 後 に空 白行 をっ くる こ と。

(2)一 連 の 命令 の 中 の あ る命 令 セ ッ トを無 視 す るこ と。

(3)デ ー タ処 理 で 特定 の デ ー タを 飛ば して処理 す る こ と。

【ス テー トメ ン トstatement】

.(1)命 令 。 命令 を指示 す る動 詞1つ と,そ れ に付 随す る オペ ラン ドや パ ラメー タか ら成 る。

・(2)FORTRANで は文 の こ と。

【ス ペー スspace】

(1)デ ー タを記 録 す るた めの記 憶 装 置 内 の場所 。

②1つ 以上 の空 白。

(3)読 取 り位 置 や表 示 位 置 を,あ らか じめ定 め られ た形式 に従 って 先へ 進 め るこ と。

た とえ ば,印 刷 位 置や 表示 位 置 を水 平 に右へ 移 した り,垂 直 に下 へ移 す こ と。

せい き か

【正 規 化normalize】

(1)あ る量 を あ らか じめ定 め られた 範 囲内 に お さめ るよ うに調 整 す るこ と。

,② あ る数 の浮 動小 数 点表 示 を,標 準 形式 に置 き換 え る こ と。 す な わ ち仮数 部 が あ らか じめ定

め られ た範 囲 内 に入 るよ うに,指 数 部 と仮 数 部 を調整 す る こ と。

た とえ ば,仮 数 虚の範 囲 を1>lxl≧O.1に 定 め てあ る コ ン ピュー タで,演 算 結 果 として

0.00632×108が 得 られ た と きは,こ れ を0.632×106に 変 更す る こ と。

せい ぎよ

【制 御control】

(1)コ ンピ ュー タの構成 要 素 で あ る入力,記 憶,演 算装 置,出 力,制 御 とい う5つ の基 本 的 な

機 構 の中 の1っ 。次 の命令 を選 び,ア ドレス と命 令部 を解読 し,算 術論 理演 算装 置 や そ(p他 の装

置に指 示 を送 り,命 令 を実 行 す る。

(2)装 置,デ ー タ,処 理,概 念 な どが 一 定 の許 された範 囲 内 にあ るよ うに監視 した り,調 整 し

J402一

、
,

㊦

`

ヤ

'・○

■



s

寸

ム

⑱

た りす る こ と。1

(3)プ ・ グ ラム坤 の珊 の鈴 の実 行jwal3;を方 向づ け る こと・
せいぎよ

【制 御 カ ー ドcontrolcard】

プ ロ グ ラ ム に 初 期 値 を 与 え た り,プ ロ グ ラ ム の 実 行 を 制 御 し た りす る た め に 使 用 す る紙 カ ー ド。

せいぎよそう ち

【制 御 装 置 ・・nt・ ・1'u・it】

デ ィジ タル型 コ ン ピュー タの 構成 部 分 の1っ で,命 令 を順 次 解 読 して必 要 な指 令 を与 えて,自

動的 に コ ンピ ュー タが 処理 を行 な うよ うに制 御 す る装 置。
せいぎよたく

【制 御 卓console】

制 御 用 キ ー,ス イ ッチ,指 示 器 な どを備 えて お り,操 作 員 が 必要 に 応 じて コ ン ピュー タの 動作

に介 入 した り,こ れ を監 視 した りす るため に設 け られ た卓。

せいぎよぱん

【制 御 盤controlpanel】

制 御 卓 と同 じ機 能 を備 えた 盤。
せ いぎ よよ う も じ

【制 御 用 文 字 … ・∫・1・h・ ・acte・ 】

特殊 な機能 を持 つ文 字 の一 種 で,特 定 の文 脈 の中 で その 文 字が くる と,制 御 操 作が 開始 され た

り,変 更 され た り,停 止 され た りす る もの。せいど
【精 度accuracy】.

誤 差 が小 さ くなれ ば値 が大 き くな るよ うな方 法 で表 現 され る誤 差 の大 き さの尺 度。

【セ クタsector】

磁 気 デ ィス クや磁 気 ドラム装 置 の トラ ックの一 部 分。 通 常,ト ラ ックは複 数個 の セ クタか ら構

成 されて い る。 セ ク タの代 りに ブ ロ ックとい うこ とば を使 うこ と もあ る。

【セ グメ ン トsegment】

プ ログ ラム をい くつ か の部 分 に分 け,プ ログ ラム全 体 が一 時に 内部 記憶 装 置 に入 らな くて も,

その 実行 が で きるよ うに した と きの,そ れ ぞれの プ ログ ラム の部 分。

ぜつたい
【絶 対 ア ド レスabsoluteaddress】

記 憶 場 所 を 直 接 指 定 す る ア ド レ ス 。

よくせい

【ゼ ロ 抑 制zerosupPression】

数 値 を 印字 す る場 合,整 数 部 の最 上 位 の有 効数 字 か ら左 側 の ゼ ロを消 す こ と。

こう
【せ ん孔(パ ンチ)punch】

紙 カ ー ドや 紙 テ ー プな どに,せ ん孔 機 で孔 をあ け るこ と。

せんよう
【専 用 コ ン ピ ュ ー タspecialpurposecomputer】
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特 定 の 目的 の た めに 設計 され た コ ン ピ ュー タ。
そうさ
【操 作(オ ペ レー シ ョ ン)operation】

(1)コ ン ピ ュー タの1命 令で 指 示 され た動 作。 た とえ ば,読 み書 き,加 減 乗 除,移 動,比 較 な

どの動 作。

② 操作 員(オ ペ レー タ)が コ ンピ ュー タを操 作 す る こ と。

【霜 蘭 。 ド レス,el'a・ ・veaddress】

別 に指 定 され る基準 ア ドレス を基 準 と して,相 対 的 に表 わ され た ア ドレス。

基 準 ア ドレス として は,普 通,ル ー チ ン もし くは サ ブル ー チ ンの第1語 が 記憶 され る ア ドレス,

また は その命 令 自身 が 記憶 され るア ドレスが用 い られ る。

そうち
【装 置 ア ドレスdeviceaddress】

補 助 記憶 装 置 や,入 出力 装置 を示 す ア ドレ子。

【ソ フ トウ エア'・ ・ftw・ ・e】

コ ンピ ュー タの可 能 性 を広 げ るた めに使 わ れ る プロ グ ラム やル ー チ ンや技 法。 た と えば,コ ン

パ イ ラ,ア セ ンブ ラ,各 種 の ルー チ ンや サ ブル ー チ ンな ど。 また,コ ンピ ュー タ と連 結 した技術

文書 の 全話,た とえば,仕 様書,回 線 ダ イ アグ ラムな どをい う。

【ゾ ー ンzone】

特 定の 位置 にあ る ビ ッ トの 組合 せ で,文 字,数 字,記 号 を表 わす 場 合 と,主 として文 字,記 号

を表 わす 場合 とが あ る。

た と えば,80け た の カー ドで は,

通常,1け たに12個 のせ ん孔 位 置

が あ るが(図 参照),数 字 は0か ら

9ま で のせ ん孔 位 置 に よ って表 示 さ

れ るの に対 し,文 字,記 号 は上3個

の せ ん孔 位置 と1か ら9ま で のせ ん

孔位 置 との組 合 せ に よ って表 示 され

る。 この3個 のせ ん孔 位 置 が ゾー ン

で あ る。

こう

【 ゾ ー ンせ ん 孔zone

ゾ ー ンに せ ん 孔 す る こ と。

【 ゾL-一ン ・ビ ッ トzonebit】

口

口
[
口
[
口
・

図

Y

－X

0

1

2

3

}ゾ ー

P日 、h】[コ
ー ーー ー 一9

数 字
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ゾー ン部 を表 わす ビ ッ ト。8ビ ッ トで 文字 を表 現 す る と きの 上位4ビ ッ ト,6ビ ッ トで 文字 －te

表現 す る ときの上 位2ビ ッ ト。
だい き ばしゆうせきかい ろ

【大 規 模 集 積 回 路(LSI)largescaleintegration】

そ れ ぞれ機 能 を持 った平 位素 子 の ア レイを数 百 個 ほ ど論理 回路 的 に相互 接 続 させ て作 った集 積

回路。 モ ノ リシ ック集 積 回路 を用 いて お り,従 来 のICよ りも複 雑 で高 度 で あ る。LSIの 開 発

に よ って従 来 よ り もさ らに原 価 を低 減 させ,性 能 を向 上 させ,信 頼 度 を増 した新 しい シ ステ ムの

構成 が 可能 に な った。

だ とうせいけん さ

【妥 当,性 検 査validitycheck】

あ る コ ー ドが,許 さ れ て い る コ ー ドか ど うか を 確 か め る 検 査 。

【 タ ー ン ア ラ ウ ン ドturnaround】

ジ ョ ブ を コ ン ピ ュ ー タ 室 に 提 出 し て か ら,そ の 結 果 を 受 取 る まで の 経 過 。

たんまつそうち

【端 末 装 置terminalequipment】

デ ー タを入 出 力す る装 置。 通 常 は オ ン ライ ン ・シス テム の入 出力 装 置 を指 す。

【チ ェ ックポ イ ン トcheckpoint】

プ ログ ラムの 操作 に誤 りのな い こ とが保 障 されて い る参照 点。 そ のあ とに誤 りが あ った ときに

は,そ の参 照 点 に戻 って操 作 を再開 す る ことが で きる。

ちゆうおうえんざんしよ りそう ち

【中 央 演 算 処 理 装 置cent,ralprocessingunit】

命令 の 解読 や実 行 の た めに必 要 な制 御 回 路 や算術,論 理,演 算機 構 を含 む装 置。

ちようアこ がた

【超 小 型 コ ン ピ ュ ー タminicomputer】

主 記 憶 が2,000ビ ッ ト以 上 で,中 央 演 算 処 理 装 置 の 価 格 が5,000千 円 以 下 の コ ン ピ ュ ー タ 。

ちよくせつ
【直 接 ア ク セ スdirectaccess】

等 速 呼 出 し と 同 義 語 。

ちよくせつへんせい

【直 接 編 成directorganization,】

任 意 の 位 置 に あ る レ コ ー ドに 直 接 ア ク セ ス で き る よ うに 編 成 され た フ ァ イ ル 。 フ ァ イ ル 内 に 特

別 な 索 引 は 持 た な い 。

ついせき

【追 跡 ルー チ ンtracer】

診 断技 法 。 プ ログ ラムの実 行 を分 析 して;出 力 装 置 に処理 の過 程 を記 録 して行 くル ー チ ン。 記

録 され る もの は,命 令 とその ア ドレス,オ ペ ラ ン ドとそ の ア ドレス,処 理 の結 果,使 わ れ た装 置

な どが含 まれ る。

つきあわ 、

【突 合 せmatching】
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2組 の デ ー タの特 定 の欄 同 士 を比 較 して両 者 が 同 じで あ るか ど うか を調 べ る こと。・

ていあんしよ

【提 案 書proposal】

システ ムの 開発 や,プ ログ ラムの開 発 に先 立 って作 られ る意見 書 。提 案 書 が承 認 され る と,開

発 の作業 が 始 め られ る。

がた けいすうがたけいさん き

【 デ ィ ジ タ ル型 コ ン ピ ュー タ(計 数 型 計 算 機)digita'lcomputer】

数 字 表 現 で 演 算 を 行 な う コ ン ピ ュ ー タ。

ア ナ ロ グ 型 コ
.ン ピ ュ 一 夕 と対 照 さ れ る。

【 デ ィス ク ・パ ッ クdiskpack】

取 りは ず し の で き る磁 気 デ ィス ク の名 称 。

てきようぎようむ

【適 用 業 務(ア プ リケ ー シ ョ ン)application】

コ ン ピ ュ ー タで 処 理 さ れ る業 務 。

で ぐち

【 出 口exit】

・レー チ ン の 出 口?

【 テ ス ト ・デ ー タtestdata】

プ ロ グ ラム や ル ー チ ン が 論 理 的 に 正 し い か ど うか を 検 査 す る と き に 使 う デ ー タ 。

【デ ー タdata】

事 象,概 念,命 令 な ど を 表 現 す る も の で,人 間 や 機 械 に よ る処 理 に 適 す る よ うに 形 式 化 され た

もの 。

【デ ー タ ・ア ドレ ス.dataaddress】

デ ー タ の 記 憶 さ れ て い る 位 置 を示 す ア ド レ ス 。

しゆうしゆう

【デ ー タ 収 集datacollection】

1か 所 以 上 の 地 点 か ら中 央 へ,デ ー タ を 集 中 す る こ と。

しより
【デ ー タ 処 理dataprocessing】

必 要 な 結 果 を 得 る た め に デ ー タ の 集 計,加 工,編 集 な どを 行 な うこ と。

つうしん
【デ ー タ 通 信datacommunication】

通 信 回 線 を介 し て2つ 以 上 の 地 点 の 間 で デ ー タ を 伝 送 す る こ と。

てんそうじかん

【デ ー タ 転 送 時 間datatransfertime】

シ ス テ ム の あ る部 分 か ら他 の 部 分 ヘ デ ー タ を 送 る の に 要 す る 時 間 。

【 デ ー タ ・ベ ー スdatabase】

デ ー タ の 組 織 だ て られ た 集 合 。
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へんかん
【デ ー タ 変 換 プ ロ グ ラ ムdataconversionprogram】

デ ー タ の 表 現 形 式 を,あ る形 式 か ら別 の 形 式 に 変 更 す る プ ロ グ ラ ム 。

【デ バ グdebug】

プ ロ グ ラ ム の 中 の 誤 りを 見 つ け て 直 す こ と。

【テ ー プ ・ リー ルtapereel】

1巻 の テ ー プ を 巻 い た もの 。

【テ ン プ レ ー トtemplate】

`流 れ 図 を 書 くた め の 定 規
。

とうそ くよび だ'

【等 速 呼 出 し(ラ ンダ ム ・アクセ ス)randomaccess】

デー タを記 憶装 置か ら出 し入 れす る ときの ア クセ ス に要 す る時 間 と,デ ー タの記 憶位 置 との間

に相 関 関係 が な い処 理。

とうそくよび だ きおく

【等 速 呼 出 し 記 憶randomaccessstorage】

等 速 呼 出 し の で き る記 憶 。

とくしゆ も じ

【特 殊 文 字 コ ー ドspecialcharactercode】

英 字,数 字 以 外 の 文 字 コ ー ド。 た と え ば,*,$,#な ど。と
【閉 じ た サ ブ ル ー チ ンclosedsubroutine】

サ ブ ル ー チ ンの 一 種 で,主 ル ー チ ンの あ る 点 か ら制 御 を 受 け て,終 る と主 ル ー チ ンの 適 当 な 点

に 制 御 を 戻 す よ うに 作 られ て し1る ル ー チ ン。

【 トラ ックtrack】

磁 気 ド ラ ム,磁 気 デ ィス ク,磁 気 テ ー プ な ど の 表 面 に 一 連 の 情 報 を た くわ え る単 位 で,1個 の

ヘ ッ ドで 読 出 し ま た は 書 込 み が で き る線 状 の 部 分 。

【 トラ ン ジ ス タtransistor】

▼ 真 空 管 と 同 じ 機 能 を 果 す 小 さ な 半 導 体 素 子 。

【 トラ ン ス レ ー タtranslator】

(1)自 動 プ ロ グ ラ ミン グ に 使 用 され る ル ー チ ン の 一 種 で,一 般 に 人 間 に わ か りや す い 形(擬 似

コ ー ド)で 書 か れ た プ ロ グ ラ ム を,機 械 語 の プ ロ グ ラ ム に 翻 訳 す るた め の ル ー チ ン。 ア セ ン ブ ラ,

コ ンパ イ ラ,通 訳 ル ー チ ン,ジ ェ ネ レ ー タ な どが あ る。

② あ る 言 語 で 書 か れ た プ ロ グ ラム を,別 の 言 語 の プ ロ グ ラ ム に 変 換 す る ル ー チ ン。

とりひき

【取 引 カ ー ドtransactioncard】

新 た に 発 生 し た り,変 動 し た り し た 部 分 の 情 報 を 持 つ 紙 カ ー ド。
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基本 カー ドと対 にな る ことば。

とりひき

【取 引 フ ァイルtransactionfile】

変 動 的 な性格 や,一 時 的 な性格 を持 って い るデー タ ・フ ァイル。 新 た に発生 した り,変 動 した ア

りした 部分 の情 報 を持 って お り,基 本 フ ァイル を更 新 した り,基 本 フ ァ イル と組 合 せ て処 理 を行
■

な った りす るの に使 う。

なが ず

【流 れ 図flowchart】

コ ン ピュー タで処 理 を行 な うのに 必要 な手 順 を図式 化 した もの。

びよう
【 ナ ノ秒nanosecond】

1秒 の10億 分 の1。

【な ま デ ー タrawdata】

処 理 さ れ て い な い デ ー タ 。 コ ン ピ ュ ー タ に 受 入 れ られ る 形 に な っ て い る場 合 と そ うで な い 場 合

とが あ る。

しんか しん

【2進 化10進 コ ー ド(BCD)bina・y-・ ・d・ddecim・1・ ・d・ 】

10進 数 の 各 け た が1と0の 組 合 せ で で きた2進 数 で 表 現 さ れ て い る コ ー ド。 ■

ナ、とえば,iO進 数 の12は10位 のeナた1と 垣 の 耽2の それ ぞ れが ・0・1,・010

と表わされる。 6
しんすう

【2進 数binary】

2進 法 に用 い る数字 。0,1の2種 が使 わ れ る。

ぱいせい ど

【2倍 精 度doubleprecision】

コ ン ピ ュ ー タが 本 来 取 扱 う こ との で き る け た数 の,2倍 の け た 数 を取 扱 う こ と。

【 二 一 モ ニ ・ク ・コー ドm・ ・m・ni・c
.・d・ 】

人 間 が 覚 え や す い 形 に 簡 略 化 し た コ ー ド。 コ ー ドは,基 本 的 な 働 きが わ か る よ う に つ く られ て

ヤ
い る。

た と え ば,MPYは 乗 算,ACCは 累 算 器 を表 わ す 。.

にゆうしゆつ りよくせいぎよ あいお一し一えす

【入 出 力 制 御 シ ス テ ム(10CS)inputoutputcontrolsystem】

入 出 力 装 置 を制 御 す る ル ー チ ンの 集 り,モ ニ タ や オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の も とで 働 く。

にゆうしゆつりよくせいぎよそう ち

【 入 出 力 制 御 装 置inputoutputcontrolunit】

入 出 力 装 置 を 制 御 す る 装 置 。 デ ー タ転 送 速 度 を調 整 し た り,コ ー ド変 換 を 行 な っ た りす る。

にゆうしゆつりよく そう ち

【入 出 力 装 置inputoutputunit】

入 力 装 置 と出 力 装 置 の 総 称 。
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にゆうしゆつりよく

【入 出 力 チ ャ ネ ルinputoutputchannel】

主 記 憶 と,補 助 記 憶 や 入 出 力 装 置 の 間 に あ っ て,デ ー タ の 転 送 を 制 御 す る装 置 。 デ ー タ転 送 路

や バ ッ フ ァ を 持 っ て い る。

にゆう りよく

【入 力input】

(Dコ ンピ ュー タの 内部記 憶 へ転 送 され る情 報。 処 理 され るべ きデ ー タや,処 理 の制 御 を助 け

るため の情 報 を含 ん で い る。

(2)あ る装 置ヘ デ一 夕 を記憶 させ る ため に使 わ れ る装 置,ま たは装 置 群。

(3)外 部 記憶 か ら内部記 憶 ヘ デ 一 夕 を転 送 す る処 理 。

にゆうりよくいき

【入 力 域inputarea】

入 力 のた め に確 保 され て い る記 憶 域。

にゆうりよくそう ち

【入 力 装 置inputunit】

コ ン ピュー タの 構成 要素 の1つ で,情 報 を読込 む装 置。

た とえば,カ ー ド読 取装 置や磁 気 テー プ読取 装 置。

にゆうりよくばいたい

【入 力 媒 体inputmedia】

コ ン ピ ュ ー タ に 情 報 を 入 力 す る と き に 使 用 す る媒 体 。 紙 カ ー ド,紙 テ ー プ な どが あ る。

はいせんばん

【配 線 盤patchbOard】

機械 の 機能 に融 通性 を持 たせ るため に,機 械 の 配線 の一 部 分 を多 くの電 気接 点 か ら成 る盤 に結

線 し,そ の 盤上 で短 い接 続 線 を用 い て配 線 す る こ とが で き るよ うに した もの。

配線 盤 は,印 刷 様式 を指 定 した り,プ ロ グ ラムの一 部 機 能 を代行 させ た りす る ζ とに使 用 で き

る。 通 常,簡 単 に取 替 えが で きる。

【ノミイ トbyte】

1単 位 と して操 作 され る隣 接 した一 連 の2進 数 字 。1バ イ トの大 きさは,通 常8ビ ッ トで あ る。

がた
【ハ イ ブ リ ッ ド型 コ ン ピ ュ ー タhybridcomputer】

ア ナ ロ グ 型 コ ン ピ ュ ー タ と デ ィ ジ タル 型 コ ン ビ。ユ 一 夕 の 能 力 を 兼 ね 備 え た コ ン ピ ュ ー タ。

はい れつ
・【配 列array】

意味 の あ る並 び方 を して い る一連 の 項 目。

【パ ックpack】

個 々の項 目を再 現可 能 な方 式 で圧縮 して記 憶媒 体 に 入れ る こ と。・

【バ ックスペ ー スbackspace】

磁 気 テ ー プを少 な く と も物 理 的 な1記 録 単 位分 だ け 巻戻 す こ と。
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こうけい

【ハ ッシュ 合 計hashtota1】

フ ァイ ル中 の各 レコー ドにつ い て,指 定 され た項 目の数 字 を合 計 した もの。 磁 気 テ ー プな どの

デー タ を処理 して行 く途 中 で,主 として ハ ー ドウ ェア的 な誤 りが発生 しな か ったか ど うか を検査

す るた め に使 われ る。

きり ば

【パ ッチ(切 張 り)patch】

プ ロ グラム の誤 りを改正 し た り,一 連 の処 理手 順 を変更 した りす るため に,プ ログ ラムに付 け

加 え られ る コーデ ィング部分 。,

【パ デ ィン グpadding】

磁 気 テ ー プな どで,特 定 の文字 やパ デ ィン グ ・レコー ドを使 って プロ ソクをい っぱい にす る技

法 。

【パ デ ィ ング ・レコー ドpaddingrecord】

語,レ コー ド,ブ ロ ック,フ ァ イル な どの デ ー タ単 位 を満 たす た め に用 い る,意 味の な い レコ

ー ド。

【ハー ドウェ アhardware】

コ ン ピ ュー タを構成 す る装 置 の総 称 。 ソ フ トウ ェアの対 照語 。

【パ ラ メー タparameter】

任 意 の値 を与 えて よ いが,そ の プロ グ ラムの中 で は,そ の値 はず っと変 らず に い るよ うな変 数。

特 定 の 目的や処 理 の ため に,一 定 の値 が割 当て られ る変数,主 ルー チ ンが サ ブル ーチ ンに対 して

実 行 すべ き処理 の 仕方 や,実 行 に 必要 な変 数 な どを与 え る ときに使 われ る。

【パ リテ ィ ・ビ ッ トparitybit】

1組 の ビ ッ トの列 に付 加 して,そ の組 の中 でONの 状 態 に あ る ビ ッ トの総 個数 を,常 に奇数 ま

た は偶 数 に保 つ働 きをす る ビ ッ ト。

はんだんひよう

【判 断 表decisiontable】

問 題 を 処 理 す る の に 考 慮 し な け れ ば な ら な い 条 件 を,と るべ き動 作 と い っ し ょの 組 に し て,1

つ の 表 に し た もの 。

【パ ンチ ・カ ー ド ・シ ス テ ムpunchc.ardsystem】

紙 カ ー ドを 媒 体 に し て,分 類 機,照 合 機,会 計 機 な どの 機 械 と,い く つ か の 補 助 的 な 機 械 に よ

っ て 事 務 処 理 を行 な う シ ス デ ム 。

はんよう
【汎 用 コ ン ピ ュ ー タgeneralpurposecomputer】

広 い 範 囲 の 種 々 の 問 題 を 解 く こ とが で き る コ ン ピ ュ ー タ。
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はんよう
【汎 用 レ ジ ス タgeneralpurposeregister】

汎 用 的 に 使 わ れ る レ ジ ス タ。

び一える わん

【PL/IprogramI、anguageI】

COBOL,FORTRAN,ALGOLの 特 徴 を 兼 ね 備 え た 高 水 準 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 。

ひかく

【比 較(す る)compare】

2つ の デ ー タ の 大 小 関 係 や 同一 性 を 比 べ る こ と。

ひき すう

【引 数argument】

独 立 変 数 の 一 種 で,関 数 の 値 や 演 算 の 値 が そ の 変 数 の 値 に よ っ て 決 る。

た と え ば,y－ αsinbx,y－ αx2十bx十c,y－ αeXな どの 関 数 に お け るx。

【 ビ ソ トbit】

情 報 の 量 の 単 位 で,0と1,プ ラ ス と マ イ ナ ス,onとoffな ど2種 類 の 情 報 を 表 わ す こ とが

で き る。2進 数 の1け た 。

ひよう

【表(テ ー ブル)table】

デー タの集 合 で,各 項 目が名前 や,他 の項 目 との相 対 的 な位 置関係 な どに よ って,一 意 に識 別

で きる よ うにな ってい る もの。'

ひら

【開 い た サ ブ ル ー チ ンopensubroutine】

サ ブ ル ー チ ン の 一 種 で,主 ル ー チ ン の 一 部 と し て,主 ル ー チ ンの 中 に 直 接 に組 込 ま れ る もの 。

閉 じた サ ブ ル ー チ ン と対 照 さ れ る。

【 プ ア イ ノレ ・file】

コ ン ピ ュ ー タ で1単 位 と し て 取 扱 わ れ る,関 連 し た レ コ ー ドの 集 り。

,ほこ
【 フ ァ イ ル 保 護 リ ン グfileprotectionring】

磁 気 テ ー プ ・ リー)レ に 取 付 け る プ ラ ス チ ック 製 の リン グ で,テ ー プ に 書 込 み を行 な う と き は こ'

'の リ ン グ を 取 付 け る
。 書 込 み 以 外 の と きに は リ ン グ を は ず し て お け ば,書 込 ま れ た 情 報 が 誤 っ て

消 去 され る こ とが な い 。

【 フ ァ イ ル ・ラ ベ ルfilelabe1】

磁 気 テ ー プ や磁 気 デ ィス ク な どの 媒 体 上 に 記 録 さ れ て い る フ ァ イ ル を 識 別 す るた め に 使 わ れ る

特 別 な レ コ ー ド。

ふ お 一 と らん

【FORTRAN】"

Formulatranslationの 略 。

代 数 の 記 述 法 で 表 わ す こ との で き る 問 題 を記 述 す る た め の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 で,主 と し て,
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技術計算用の問題向き言語。
ふくしや

【複 写(す る)duplicate】

カ ー ドや 紙 テ ー プの 内 容 を コ ピー す る こ と。

ふ ごう い ち

【符 号 の 位 置signposition】

普 通 は数 字 の右 端 ま たは左 端 に あ り,そ の数 の 代数 的 な 符号 を表 わす。

ふつ きてん

【復 帰 点returnpoint】

(1)サ ブルー チ ンの中 の主 ル ー チ ンへ の戻 り点。

② 印刷 した り表示 し た りす る と きの,行 の初 め の文 字 の位 置。
ぶつり
【物 理 レ コー ドphysicalrecord】

主 記 憶 と,磁 気 テ ー プ 記 憶 や,磁 気 デ ィス ク記 憶 と の 間 で,デ ー タ を 読 み 書 きす る と きの 物 理

的 な 単 位 。 ブ ロ ッ ク と もい う。

ふ どうしようす うてん

【浮 動 小 数 点floating-point】 ・

数 の表 示 法の 一種 で,小 数点 の位 置 を一定 とせず,別 に小 数 点の位 置 を指 示 す る数 を併 記 す る

表 示方 式 。

た とえば,-638020000を 一6.3802×108ま たは 一6.3802E8の よ うに表 示 す る。

ふ どうしようすうてん

【浮 動 小 数 点 レ ジ ス タfloating-polntregister】

浮 動 小 数 点 演 算 を 行 な う た め に 使 う レ ジ ス タ。

【 ブ ラ シbrush】

カ ー ド読 取 装 置 の 一 部 で,せ ん孔 され た 紙 カ ー ドか らデ ー タ を 読 取 る機 構 の 一 種 。

【 プ ロ グ ラ マprogrammer】

プ ロ グ ラ ミ ン グ を す る 人 。

【 プ ロ グ ラ ミ ン グprogramming】

コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ム を 作 る に は,計 算 処 理 の 方 式 を 定 め て 流 れ 図 を 作 り,こ れ を プ ロ グ
,

ラ ム 言 語 で 書 表 わ す 。 こ れ らの 作 業 の 全 部 ま た は一 部 を プ ロ グ ラ ミ ン グ とい う。

げんこ

【 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語programminglanguage】

コ ン ピ ュー タ の プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る た め に 用 い られ る言 語 。

【プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ムprogrammingsystem】

特 定 の コ ン ピ ュー タの た め に 用 意 さ れ て い る プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語 と言 語 翻 訳 プ ロ グ ラ ム の 集 り。

最 近 で は,サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム も含 め て い る。

【 プ ロ グ ラ ムprogram】
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コ ン ピ ュ ー タ に 必 要 な 作 業 を指 示 す る た め の 手 順 を 精 密 に 記 述 し た もの 。

【 プ ロ グ ラム ・テ ス トprogramtest】

プ ロ グ ラ ム の 誤 り を 見 つ け る た め に,コ ン ピ ュ ー タ に プ ロ グ ラ ム を 実 行 させ て み る こ と。

ないぞうしき

【 プ ロ グ ラ ム 内 蔵 式stored.program】

コ ン ピ ュ ー タ の 制 御 を,内 部 記 憶 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム で 行 な う方 式 。

なが ず

【 プ ロ グ ラム 流 れ 図programflowchart】

プ ロ グ ラ ム に 書 く処 理 手 順 を記 述 し た 流 れ 図 。

【 プ ロ シ ー ジ ャprocedure】

1ス テ ップ ず つ 詳 細 に 記 述 さ れ た 問 題 解 決 の た め の 手 順 。

せいぎよ

【プ ロセ ス 制 御processcontrol】

コ ン ピ ュー タ(普 通 は アナ ロ グ型 コ ンピ ュー タ)を 使 って,操 作 や処理 の 自動調 整 を行 な う シ

ス テ ム。 、

【プ ロセ ンサprocessor】

(1)原 始 プ ロ グ ラムを 読取 って翻 訳 や変換 を行 な い,目 的 プ ロ グ ラムを作 り出す 言語 処 理 プ ロ

グ ラム。 言語 プ ロセ ッサ とい う こ と もあ る。

(2)コ ン ピ ュー タの 中央 演算 処 理装 置 。

【ブ ロ ックblock】

(D技 術的 あ るい は論理 的理 由 で,1単 位 として取 扱 わ れ る一連 の 字,も し くは語 の集 り。

② 磁 気 テ ー プや磁 気 デ ィス クに 読 み書 きす る と きの 物理 的 な単 位。

か
【 ブ ロ ッ ク化blocking】

2っ 以 上 の レ コ ー ドを 組 合 せ て1っ の ブ ロ ッ ク に す る こ と。

か いんす う

【 ブ ロ ッ ク 化 因 数blockingfactor】

1ブ ロ ック 内 に 含 ま れ て い る レ コ ー ド数 。

かんかんげき あいび一じ一

【 ブ ロ ッ ク 間 間 隙(IBG)inte,r-blockgap】

磁 気 テ ー プ や 磁 気 デ ィス ク上 の ブ ロ ッ ク と ブ ロ ック の 間 の 間 隔 。 ブ ロ ッ ク 間 間 隙 に は,デ ー タ
、 あいあ一るじ一

を 読 み 書 きで き な い。 レ コー ド間 間 隙(IRG)と もい う。

ぶん ぎ'

【分 岐branch】

次 の 実 行 は,条 件 付 き あ る い は 無 条 件 に 指 定 し た ア ド レ ス か ら行 な う よ う に 要 求 す る命 令 。

ぶんしよ か

【文 書 化(ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン)documentation】

情 報 を 収 集,編 集 し て,記 述 す る こ と。

-413-

`



ぶんぽうけん さ

【文 法 検 査(シ ンタ ックス ・チ ェ ック)Syntaxcheck】

言語 の 表現 構造 を,そ の 言語 の 構造 を決 めて い る規 則 に従 って 検査 す る こと。
ぶん るい

【分 類sort】

デ ー タ を特定 の欄 にっ いて 一定順 序 にな る よ うに配 列 し直 す こと。

た とえ ば,数 の大 きさの順,ア ル フ ァベ ン ト順 な どに 配列 す る。

ぶんるいこうもく

【分 類 項 目sortingfield】

レ コー ドの 中 の レ コー ドを分類 し た り,.ま ぜ 合 せ た り,突 合 せ た りす るた めに使 われ る項 目。

た とえば,送 状 番 号,出 荷 番 号,月 日,得 意先 番 号,商 品番 号 な どの項 目。

【ヘ ッ ドhead】

記 憶 媒 体上 の デ ー タを読取 った り,消 去 した り,書 込 んだ りす るため の機 構。

た とえば,磁 気 ヘ ッ ド,光 電 式 ヘ ッ ド,せ ん孔 ヘ ッ ドな どがあ る。

へん かん ワ

【変 換conversi・n】

(1)デ ータ を,あ る表 現形 式 か ら他 の表 現形 式 に変 え る こ と。

②.プ ログ ラム を,あ る表現 形 式 か ら他 の表 現 形式 に 変 え る こ と。
へん しゆう

【編 集(す る)edit】

あ との操 作 のため,あ るいは 見 やす くす るた め にデ ー タの表 現形 式 や配 列 を整 え るこ と。'

た とえば,デ ー タの再 配列,デ ー タの追加,不 要 の デー タの 削除,コ ー ド変 換,ゼ ロ抑 制 な ど

を行 な った り,指 定 された形 式 で,デ ー タ を表現 した り,印 刷 した りす る こ と。

へん すう

【変 数variable】

あ る集 合 内で値 が 変化 す る数。

ほ しゆ
【保 守maintenance】

障 害 を取 除 いて,ハ ー ドウ ェアや プ ロ グ ラムを良 好 に作 動 す る状 態に 保 ってお くた めの あ らゆ

る活 動。 検査,測 定,取 替 え,調 整,修 繕 な どが 含 まれ る。

ほ じよき おく

【補 助 記 憶auxiliarystorage】

コン ピ ュー タに よ って 制御 され 自動 的に 利用 され るが,記 憶場 所 の指定 が語 ごとで は な く,語

の集 団 に対 して行 な われ,そ の集 団 を主 記 憶 との間 で や りと りす る こ とに よ り,主 記憶 の 記憶 容

量 の不 足 を補 うの に使 用 す る記憶 。磁 気 テー プ,磁 気 ドラム,磁 気 デ ィス クな どが あ る。
ほじよそうさ

【補 助 操 作auxiliaryoperation】

中央 演 算処 理装 置 の制 御 下 にな い装 置 に よ って実行 され る操作 。

ほ すう
【補 数complement】
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基 数 をbと す ると き,与 え られ た数 か ら次 の(1)ま たは② に 従 って導 か れ る数 。

(1)bに 対 す る補数

与 え られ た数 の各 け たの 数字 をb-1か ら引 き,最 下 位 に1を 加 えて 必要 な らば,け た上

げ を行 な う。

例:2進 数11010の2に 対 す る補 数 は00110と な る。10進 数476の10に 対 す る補 数

は524と な る。

②b-1に 対 す る補数

与 え られ た数 の各 け たの数 字 をb-1か ら引 く。

例:2進 数11010の1に 対 す る補 数 は00101と な る。10進 数476の9に 対 す る補 数 は

523ζ な る。

【ボ リュー ムvolume】

記憶 媒 体 の1単 位 で,単 一 の読 み 書 き機 構 で アクセ スで き る もの。 磁 気 テ ー プ リール,磁 気 デ

ィス クパ ックな ど。

【ボ リュー ム ・ラベルvolumelabel】

磁気 テー プ リー ルや磁 気 デ ィス クパ ックな どの ボ リュー ム に記録 され た特殊 な レコー ド。 ボ リ

ューム を識 別 す るため の情 報が 含 まれ てい る。

【ホ レ リス ・コー ドHollerithcode】

パ ンチ ・カー ド式機 械 を考 案 した ホ レ リスに よ って 開発 され た コー ド。

カー ド ・コー ドと して使 わ れて い る。

ほんやく

【翻 訳(す る)translate】

あ る言語 を他の 言語 に 変換 す る こ と。

ほんやくよう

【翻 訳 用 コ ン ピ ュ ー タsourcecomputer】

コ ンパ イ ル や ア セ ン ブ ル の た め に 使 う コ ン ピ ュー タ。

【マ イ ク ロ フ ィル ム ・シ ス テ ムmicrofilmsystem】

コ ン ピ ュ ー タ の 主 た る 出 力 媒 体 に,マ イ ク ロ フ ィル ム を 使 い,マ イ ク ロ フ ィル ム に デ ー タ を 記

録 し,保 管 す る シ ス テ ム 。

びよう

【 マ イ ク ロ秒mi6rosecond】

1秒 の100万 分 の1。

【 マ ー ク ・セ ン ス ・カ ー ドmarksensecard】

紙 カ ー ド上 の 特 定 の 位 置 に,電 導 睦 め ペ ンで 機 械 が 読 取 れ る マ ー ク を 付 け た 紙 カ ー ド。
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めいれい
【マ ク ロ 命 令maCrOinStrUCtlOn】

同一 の原 始言 語 で 書 かれ た一 連 の ステ ー トメ ン トに よ って 置 き換 え る こ とが で きる原 始 言語 の

中 の命 令。

マ クロ命令 は,置 き換 え るステ ー トメ ン トの中 のパ ラメ ー タに対 して値 を指 定 す る こと もで き

る。

あわ

【まぜ 合 せmerge】

項 目や レコー ドの順 序 を変更 しな いで,2っ 以上 の類 似 した順 次 フ ァイル を併合 して,1つ の

順 次 フ ァイルにす るこ と。
まる

【丸 めround-off】

指 定 され た けた 数 に収 ま るよ うに,与 え られ た数 に近 似す る数 値 を選 ぶ こと。 丸 め は四 捨五 入

の規 則(ま たは これ に相 当す る もの)に よ って行 な われ る こ とが 多 い。

【 、 躍thilli、ec。nd】'

1秒 の1000分 の1。

めいさいいんさつ

【 明 細 印 刷detailprinting】

集 計 され た もの だ け で な く,取 引 デ ー タ も含 め て 印 刷 す る こ と。

めいれい

【命 令instruction】

機械 に,演 算 そ の他一 定 の動 作 を指 示 す るこ とば。命 令 に は,動 作 を指定 す る命 令部 と,1つ

以上 の ア ドレスか ら成 るオ ペ ラ ン ドとが含 まれ て い るの が普通 であ る。

めいれい
【 命 令 ア ド レ スinstructionaddress】

く

命 令語 が 記憶 され て い る位 置 を示 す ア ドレス。

めいれい
【命 令 コ ー ドoperationcode】

命令 を表 現 す るた めの コ ー ド。 命 令 は動作 を指 定 す る部 分 と,1個 以 上 の ア ドレスを指定 す る

部 分 とか ら成 るが,命 令 コー ドは動作 を指 定す るため の表 記形 式 で あ る。
めいれい

【命 令 サ イ ク ルinstructioncycle】

制 御 装 置 に 命 令 が 移 り,命 令 を解 読 す る ま で の 動 作 の サ イ ク ル 。

めいれい
【命 令 セ ッ トinStrUCtiOnSet】

■

あ る特 定 の プ ログ ラ ミング言語 で 使用 で きる1組 の命 令。

【慾 畠 、。's、,u、,、 。np。,・ 】'

命 令語 の う ち,命 令 コー ドの 部分 。

めいれい
【命 令 レ ジ ス タinstructionregiste『r】
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実行 す る命 令 を入 れて お く レジス タ。

【メ ッセー ジmessage】

(1)コ ン ピ ュー タ と操作 との 間 で交 わ され る情 報 。

② 始 め と終 りが 明確 に規 定 され た デ ー タで,情 報 伝 達 を 目的 とした もの。
こうかん

【 メ ッセ ー ジ 交 換 シ ス テ ムmessageswitchingsystem】

コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し た 通 信 回 線 を使 っ て,メ ッセ ー ジ を送 受 信 す る シ ス テ ム 。

もくてき

【目 的 プ ログ ラムobjectprogram】

原 始 プ ログ ラムの 翻 訳処 理 の結 果,出 力 され た プ ロ グ ラム。

も じ

【文 字 セ ッ トcharacterset】

字(キ ャ ラ ク タ)の 順 序 集 合 。

た と え ば,英 語 の ア ル フ ァ ベ ッ トの26文 字,プ ー ル 代 数 の0と1,モ ー ル ス ・ コー ドの1組

ゆ一 えすあ す き一

の 信 号,USASCIIの128文 字 な ど。

【モ ジ ュ ー ルmodule】

装 置 や 機 構,部 品,プ ロ グ ラ ム,ル ー チ ンな ど で,ま と ま っ た 機 能 を 持 ち 簡 単 に 取 替 え が で き

る単 位 。

【モ ニ タmonitor】

シ ス テ ム の 動 作 を 観 察 し,監 視 し,制 御 し,確 認 す る働 きを す るル ー チ ン や ハ ー ド ウ エ ア の 機

構 。

もんだい む げん こ

【問 題 向 き 言 語problemorientedlanguage】

特 定 の 種 類 の 問 題 を,容 易 に 表 現 で き る よ う に 設 計 され た プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 。FORTRA

N,COBOLな どが あ る。

ゆ一えすあすき一

【USASCIIコ ー ドUSASCIIcode】

UnitedStatesofAmericaStandardCodeforInformation

Interchangeの 略 。

7ビ ッ トの2進 数 コ ー ド。USAの 標 準 コ ー ド と して 設 定 さ れ て い る。

【ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ムutilityprogram】

汎 用 的 な プ ロ グ ラ ム で,一 般 に デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 操 作 を 補 助 す る た め に 使 わ れ る。

よびだ

【呼 出 し(コ ー ル)call】

主 ル ー チ ン か ら閉 じ た サ ブ ル ー チ ンな ど に 制 御 を 渡 す こ と。

【 ラ イ ト ・Aeン1ightpen】
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光 を電 気信 号 に 変 え る フ ォ ト,セルが組 込 まれ たペ ン。 映 像表 示装 置で 使用 す る。

【 ライ ブ ラ リlibrary】

標 準 化 され て一 定 の基 準 で ま とめ られ た プ ロ グ ラム,ル ーチ ンや サ ブル ー チ ンの集 り。
ぎよういんじき

【 ラ イ ン ・プ リ ン タ(行 印 字 機)li「neprinter】

各 け たC"と に 独 立 し た 印 字 機 構 が あ り,横 書 き の1行 を 一 度 に 印 字 で き る 印 刷 装 置 。

【 リ ア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ムrealtimeSyStem】

デ ー タ が 発 生 し た と き,そ れ を た だ ち に 処 理 す る シ ス テ ム 。 実 時 間 シ ス テ ム と もい う。

【 リ テ ラ ル1▲teral】

原 始 プ ロ グ ラ ム に お い て,命 令 の 中 に 書 か れ る文 字 列 や 数 字 で,そ れ 自身 が デ ー タ と な っ て い

る もの 。

れんけつ

【 リンケ ジ(連 結)1inkage】

(1)2つ のル ー チ ンを結 び合 わせ る こと,あ るい はそ の手 法。

(2)サ ブルー チ ンか ら戻 るた めの 命令 とと もに用 いて,次 に何 を実行 すべ きか を決 め る命 令 や

ア ドレスや 変更 子。

るいさん き

【累 算 器(ア キ ュム レー タ)accumulator】

演 算 装置 に あ る主要 な レジ ス タで,算 術 演 算,論 理 演 算 な どの結 果 を た くわ え る。 多 くの場 合,

累 算 器 に は1っ の数値 が た くわ え られ て お り,他 か ら数 値 が入 って来 る と,両 者 の代数 和 で これ

を置 き換 え る。 ま たた くわえ られ た数 値 にっ い て,け た送 り,補 数 な どの操作 もで き るのが普 通

で あ る。

るい じよう ロ

【累 乗(べ き)power】'

基数 部 と指 数 部 とで 表現 され た数 値。

た とえば,1000を 累 乗 表現 にす る と103。

基 数,底

指数

累 乗(べ き)

【ル ー チ ンroutine】

あ るま とま った機 能 を持 った プ ロ グ ラムの単 位。

【ルー プ100p】

プ ロ グ ラム の中 の一 群 の命 令 を繰 返 して実行 す るこ と。
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【レコー ドrecord】

プ ログ ラムで1単 位 として取扱 われ る,関 連 した項 目の集 り。

かんかんげき

【 レ コ ー ド 間 間 隙interrecordgap】

ブ ロ ッ ク間 間 隙 と 同 義 語 。

ちよう
【 レコー ド長recordlength】

レコー ドの 長 さ。 通 常 は ワー ドや文 字 を単 位 と して表 わす 。

【 ヒジス タ ・egi・t・ ・】

1語 あ るい は数 語,と きに は数 けた の情 報 を記 憶す る装 置で,特 定 の 目的 に使 用 され,随 時,

そ の内容 を利用 で きるよ うに な って い る もの。 ・

【レース ・パ ンチIacepunch】

カー ドの あ るけ たの余 せ ん 孔位 置 に せん孔 す る こ と。

【ロー ダ10ader】

実行 可 能 な プ ログ ラム を外 部記 憶 や 補助 記憶 か ら読込 ん で,主 記 憶 に記 憶す るた め の ルー チ ン。

【ロー デ ィング10ading】

実行 可 能 な プ ロ グ ラムを主 記 憶 に記 憶 させ る こ と。

うん りはんだん

【論 理 半ti断10gicaldecision】

コ ン ピュー タの 内部 で行 な う論理 的な判 断。 同一 性 や大 小 関係 な どを比 較 して,結 果 をyes

か,noの 形 で 答 え る。

うん りめいれい

【論 理 命 令logicalinstruction】

入 出 力命 令,算 術命 令,分 岐 命 令 以外 の命 令 の総 称。

うんり
【論 理 レ コ ー ドIogicalrecord】

ノ

ー 般 的 には レコー ドと同 義。 入 出力 処理 の物理 的 な単位 で あ るブ ロ ック を物 理 レコー ド

つい

(physicalrecord)と 呼 ぶ こ とが あ り,そ れ と対 に な る用 語 。

物 理 レ コ ー ドは,1つ 以 上 の 論 理 レ コ ー ドか ら成 って い る。

こう

【Yせ ん孔Y-punch】

80欄 カ ー ドの最 上段 の せ ん孔 位 置。

Xせ ん孔 参 照。

【ワー ド ・マ シ ンwordmachine】

内部 記憶 の記 憶 の単位 や処理 の単 位が,語 単 位 で行 な わ れ る コ ン ピュー タ。、
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1教 育施 設 ・設備 の計 画 と管理 ・運営

技 術教 育 に と って実 習 室 は,人 間 の形 成 と技術 の 習得 とを,実 践 を通 じて達 成 す るた めの重 要

な場 で あ る。 人 間性 は,環 境 に よ って大 き く影 響 を受 け るか ら,特 に教 育 の場 で は,正 しい 態度

・習慣 な どの基 本的 な しつ けが 自然 に身 に っ くよ うな環境 や
,ふ ん い気 を作 る よ うに条件 を整 備

して い かな くて はな らな い。 整 備 され た実 習 室 で は,技 術者 として 必要 な感覚 や 協 同の 精神 を十

分 に養 うこ とが で き るだ ろ う。 一般 に実習 室 に は,現 用 機 器 をその まま の形 で教材 とし た もの,

教材 用 に改 良 し くふ うした もの,実 習特 有 の機 能 を持 った もの な どが あ るが,こ れ らを有 機 的 に

組 合せ,活 用す るこ とが たいせ っ であ る。

ま た,実 習室 は実習 指導 の教 育効 果 の点 だ け でな く,管 理 や運 営 を能率 的 に行 な え る とい う点

も考 慮 した もの でな くては な らな い。

実 習 室 では,生 徒 が 自主 的 に主体 的 に作 業 をす る ことが多 い ので,管 理 や運 営 の点 か らみ ると,

予測 しが た いよ うな事 態 が い ろい ろ発生 して,混 乱 す る ことが あ る。 そ うした実 習室 の性 格 を十

分考 慮 し,実 状 に応 じた柔 軟性 の あ る内容 に す る こ とが 必要 で あ る。 施 設 ・設 備 の計 画 とその管

理 ・運 営 は,表 裏 一体 で あ り,そ れが うま く調 和 して い るか ど うか に よって,生 徒 の学習 効 果が

非常 に違 って く るこ とにな る。

以下,情 報処 理 教 育 に関 す る施 設 ・設 備 に っ いて 実習 室 を中 心 に考 えて み るこ とに した い。

そ れぞ れの教 育の場 で は,具 体 例 を参考 に して計 画 を たてて い ただ きたい。 な お,施 設 ・設備

の計 画 立案 と管理 ・運 営 の 方法 とは,常 に反 省 し,改 善 を加 えな けれ ば な らず,そ れ らが 停 滞 し,

マ ンネ リズ ムに陥 る ことの な い よ うに心が け る必要 が あ る。

'^㌘
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1 施 設 ・ 設 備 の 計 画

ワ
.

施設 ・設 備 を建 設 あ るいは充 実 す るに 当 って は,各 実 習室 で行 な う実 習 内容 を よ く検 討 して,

最 も教 育効 果 をあ げ得 るよ うに くふ うしな けれ ば な らな い。 こ こで は,計 画案 の一 例 をあ げ る。

1.1実 習 室 の 規 模

実習 室 の規 模 は,学 級 数 や学 級 定員,管 理 ・運 営 の 方 法 によ って異 るが,生 徒 数 を講 義30名,

実 習10名 とす ると,1学 級 にっ い て次 の よ うな規 模 の実 習室 が 必 要 であ る。

せん孔実習室

情報処理実習室

プログラミング実習室

50m2

100m2

150m2

▲
4

⑨

上

1.2各 実 習 室 の 施 設 ・設 備 計 画

実 習室 の 計画 で 留意 す る項 目 は,次 の とお りであ る。

① 面 積,高 さ,床 ・壁 ・ ドァ ・天井 な どの構 造 と材 料,窓,向 き。

② 採光,換 気 し ゃ光,通 風 防露,防 じん,色 彩 冷 暖房 。

③ 給排 水 電源,照 明,接 地 端 子,ア ンテナ引 出端 子。

④ 準備 室 ・管 理 室,実 験 台,戸 だな の大 きさと位 置。 、

⑤ 清 掃,防 火,防 犯,そ の他 の管理 ・運 営に 関 す る施 設 ・設 備。

次 に各 実 習室 に つい て,計 画 の具 体 例 を示 しな が ら,各 実習 室 で行 な われ る実 習 の種 別 をあ げ,

▼

設計 ・計 画の 留 意点 を考 え てみ よ う。
● ・

(1)せ ん孔実 習室

この実 習室 で は,カ ー ドせ ん孔 機 を使 って カ ー ドせ ん孔実 習 を行 な う。
'●

カー ドせ ん孔 は,原 始 プ ロ グ ラム を カー ドにす ると きや プロ グ ラムを デバ グす る と きに必要 で

あ る。

次 にせ ん孔 実 習 室 の例 を示 す。

一423一

」



室習実説

 

んせ

9000

15001500114010009801435

 

77

机用業作机用美作
口
N
卜棄 箱

 

発

」
へ

六
白

辛

L

ー

只

。o
N

8
工

£

主

倒

1100
■ ∠550一 一550-一

・

間一1320

袖

机

カー ド

せ ん孔 機

袖

机

カ ー ド

検 孔 機

袖

机

{

8カ ー ドト
せん孔機

袖

机

カー ド

せん孔 機

袖

机

カー ド

せ ん孔 機

力

検

カー ド

せ ん孔機

袖

机

カー ド

せ ん孔 機

袖

机

 

袖

机

カー ド

せ ん孔機

 

軸

机

8カ ー ド㌣

せ ん孔 機

q⊃
卜

O

O

q⊃

の

…

●

tr"7'

 

芦

●

一

直
N

《
ー



か

ψ
」

b

ワ

▼

せ ん孔 実 習室 を計画 す るに は,'次 の点 に留意 す る。

④ 騒 音

騒 音 は,作 業 者 の耳 の 位置 で,75フ ォン以 下 とす るこ とが望 ま しい。

(b)照 明

原票 の位 置の 照 度 は,400ル ク ス以上 とす る。 また,照 明 採光 は,で き るだけ 明 暗 の差 が少

な く,し か もまぶ し さを感 じさせ な い よ うな方法 に よ る。

(c)室 温

室 温 は,冬 期18℃ を下 らな い よ うに管 理 す る。

(d)作 業 の広 さ
.・

せ ん孔機1台 あ た り4m2以 上 とす るこ とが望 ま しい。

(e)作 業 姿勢奪

いす,作 業 台 お よび原 票 の読 取 りの難 易 等に つ い て人間 工 学 的 な 見地 か ら十 分 な配慮 を払 う。

とくに適正 な姿勢 の 保持 に 留意 す る。

(2)情 報処 理 実 習室

この実習 室 で は,計 算機 を使 って プ ログ ラムの翻 訳処 理 や プ ログ ラ ム ・テ.ストの実 習 を行 な う。

情 報処 理実 習 室 の中 心 は,電 子 計 算機 室 であ る。 そ の他 に電 源 空調 機 室,保 守 サ ー ビス室,デ

ー タ貯蔵 室
,デ バ グ室,管 理 事務 室 な どが 必要 で あ る。 情 報処 理実 習 室 とせ ん孔 実 習 室 の配 置 の

例 を示 す と次の よ うにな る。

デ ー タ

電 源 空 調 室
貯 蔵 室

(10.5㎡) (9m2)
電 子 計 算 機 室

(36m2) せ

保 守 サー ビス 室 ん

・ 孔
(10.5m2) 実

習

管 理 事 務 室
デ バ ク 室

室

(10m2) (9m2) (15m2)
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次に電子計算機室の例を示す。
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この 実習 室 の うち,特 に 電子 計 算機 室 の計 画 に際 して は,次 の よ うな点 に留意 す る。

(a)室 の 選定 と構 造

計 算機 室 は,じ ん あい,熱,湿 気 を避 け るた めに,最 上階,1階 以 外 の 中間階 に設 け るこ とが

望 ま し く,直 射 日光 の 強 い南 向 き,西 向 きは な るべ く避 け る。

天井 の高 さは,最 低 床上2.4mと す る。天井 お よび壁 面 は,安 定 し た空 気 調整 と機 器の騒 音 吸

収 の ため,し ゃ熱 ・吸音 構造 とす るこ とが 望 ま しい。

.窓 は,空 調 効 率 を上 げ,じ んあ い の侵 入防 止の ため に,で き るだ け エ アタ イ ト構造 に近 い もの

(た とえば アルミサッシ)が よい。 ま た直 射 日光 を避 け るた め ブ ラ イ ン ドの設 備 が必要 であ る。 室

機 器 の操 作お よび保 守 の た め,照 度400ル クス(床 上85㎝)以 上 にす る。

床 構造 として は,床 上 げ(フ リー ア クセス方 式,レ ース ウエ イ方式 等 の2重 床構 造 の もの)が

望 ま しい。

元 床 の 強度 は,300kglm2以 上 を必要 とす る。

刃

4
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、白

床 表面 材 料 は,清 掃 が容 易 で 油 に強 く,じ んあ い の発 生 しに くい ビニ ー ル系 の タ イル が よ い。

室 内の 湿度 が 低下 す る冬季 な どには,摩 擦 に よ りか な り高 電圧 の 静 電気 が 発生 し,放 電 に よ る

感 電 や計 算機 の エ ラー発 生 を招 くお それが あ るの で,使 用 す る タイル は静 電気 の発 生 を抑 え た も

ワ
のに す る。

そ の他,保 守 用 の コ ンセ ン トの容 量 や 位置,各 装 置 の 配 置,機 器の 搬 入 口の大 きさな ど注意 を

要 す る点 が い くつ か あ るの で,個 々の 計 算機 の 設置 計 画手 引 書 を参照 す る必 要 が あ る。

(b}空 気 調整 条件

一般 に計算 機 の空 気調整 条件 は
,室 温15℃ ～30℃,湿 度50～70%の 範 囲 内で あ る。 機

器の 発熱 を考 慮 す る と,ビ ルの 冷 暖房 だ け で は不 十分 で,専 用 の 空気 調整 機が 必要 で あ る。

通常,室 温 は,夏 季26℃,冬 季21℃,湿 度 は 夏冬 通 して55%程 度 に設定 す る。 室 内の 浮

遊 じんあい は種 々の トラブル の原 因 とな るの で,じ ん あい 量 は0.3mg/㎡ 以下 に抑 え る ことが望 、

ま しい。

回 電源 設 備

計 算機 を安定 して 実動 させ る ため には,外 来 ノイ ズが少 な く,し か も電圧 変 動 が規 定値 士10

%,周 波数 変動 が 規定 値 ±1%以 内 の良質 な電 源 の供 給 を 必要 とす る。 したが って電 源事 情 が こ

の範 囲 を越 え る場 合 に は,安 定 化 の た めの配 慮(た と えば 自動 電圧 調整 器:AVR等 の設 置)が

必要 で あ る。 そ の た めに混融 防 止型 の専 用受 電 トラン スを用 い るか,電 子 計 算 機室 内 に ノ イズ 除

去 のセ パ レー ト ・ トラ ンス を使 用 す る必 要が あ る。 電 源 の配 管 や配線,ア ー スの と り方 な どに つ

い て は,個 々の計 算 機の 設置 計 画 手引 書 を参 照 す る必 要 が あ る。

(3)プ ロ グ ラ ミン グ実 習 室

この実 習 室 で は,プ ログ ラ ミン グの講 義 を受 け ると と もに,与 え られ た問 題 を 分析 して,流 れ

図 を書 き,コ ーデ ィン グす るまで の過 程 の作 業 を行 な う。 プロ グ ラムの テバ グ,文 書 化の 作業,

fプ ロ グ ラム完成 後 の 反省 と評 価 な ど も,プ ロ グ ラ ミン グ実 習 室 で行 な うことに な る。

プ ロ グ ラ ミング実 習室 を計 画 す るに は,次 の 点 に留 意 す る。

(a)部 屋 の大 きさ

1人 あ た り5m2を 確 保 した い。

(b}作 業 空 間

各 種 の文 献 ・資 料 ・用 具 を机 上 に おい て,大 判 の用 紙 が使 用 で きる よ うな大 型 の 机が 必 要 で あ

る。 また グル ープ編 成 に そな えて;机 は移動 可能 な もの で なけ れ ばな らな い。

(c)視 聴覚 教 育 用機 器

一427一
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オ ーバ ヘ ッ ド ・プ ロジ ェク タや ス ラ イ ド ・プ ロジ ェ クタが 使 え るよ うな設備 に す る ことが望 ま

しい。

(d)文 書 化 と発 表 用 器具

文 書 化 と発表 用 に,黒 板(あ るい は 白板)だ け で な く,リ コ ピー,イ ーゼ ル ・ボ ー ドな どを備

えて お くこ とが望 ま しい 。 Q

47`
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1、
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2施 設 ・設 備 の 管 理 と運 営
、

実 習室 は,作 業 が いつ で も円 滑 に実施 で きるよ うな 状態 に してお くこ とが 必要 で あ る。

●

」

■

ピ

2.1施 設 ・設 備 の 管 理

2.1.1管 理 の 機 構

管 理 が よ く行 な われ るた めに は,事 務担 当者 の 理解 と協 力が 基 礎 とな る ことは い うま で もない

が,さ らに事 故 の予 防対 策 や整 理 ・整 とん な ど を円 滑 に実 施 す るに は生 徒 の 協力が 必要 で あ る。

この ことは,生 徒指 導 上 の問 題 として も重 要 な こ とで あ る。

(1)管 理 者 の組 織

実 習室 の管 理 責 任者 の所 在 を明確 に して お か な けれ ばな らな い。

② 管 理 方式

備 品 や消 耗 品 は,保 管 の 難易 を中心 に考 え る と窓 口を 通 して生 徒 に手 渡 す よ うに した方が よい

が,学 習効果 か ら考 え ると,自 由 に生 徒が 取 出 して使 用 で き る開架 方式 が よい。 、

前 者 は,備 品 や消耗 品 の 出庫,入 庫 の場 合 に員 数 と故 障の有 無 を点検 す る ことが で き る。 しか

も,そ の 作業 や その他 の 管理 作業 を実 習 題 目 と して取 上 げ る こ とが で きれば,管 理 の本質 を体 験

させ る ことが で きる。 後 者 の開 架 式 は,生 徒 が

① 備 品 や消耗 品 の配 置 をよ く知 って い る。

② 使 用 した もの は 完全 に元 に戻 す。

③ 障 害 が生 じた ら必 ず報 告 す る。

な どを実 行す る必要 が あ る。 この 場 合 生徒 が 気 軽 に使 用 で き る便 利 さが あ るが,反 面,生 徒 の

実 践道 徳 の 高揚 と指 導 を合 わせ 行 な い,管 理 にあ や ま ちの な い よ うにす るこ とが必 要 で あ る。

2.1.2管 理 の実 際

(1)管 理 の 内容

次 の よ うな項 目に っい て の管理 が 必要 で あ る。

① 備 品,消 耗 品 の使 用

② 清 掃

③ 電 源.
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、

④ 盗 難 、

⑤ 火 災 防止 。

これ らにつ い て は,毎 日,日 誌 をっ け るな ど して,正 確 な記 録 を残 したい。

② 検 査

管理 の 完全 を期 す る ため には,定 期的 な 検査 が 必要 であ る。

(3)修 繕 ・修 理

補 充 備品 は実 習 に供 す る間 に故 障 す るこ とが か な りあ るの で,故 障 した らた だ ちに報 告 させ る

よ うに してお く。

故 障 に対 して は,す み や かな処 置 が 必要 で あ る。 消耗 品 は定 期 的 に補充 す る。 と くに電 子 計算

機 につ い ては,障 害 を詳 細 に記録 し,障 害 統 計 を と る こ とが 必要 で あ る。 この よ うな表 は,障 害

予 防 に も修 理 の際 に も有 用 で あ る。 障 害予 防 の方 法 と して は 「管 理法 の改 善 」 と 「実 習指 導 の改

善 」 な どが 考 え られ る。 前者 は,実 習室 内 の機 器 の位置,通 路 の取 り方,収 容 人 員 ・指導 人 員,

備品 の運 搬方 法,格 納 場 所 な ど を研究 す るこ とで あ り,後 者 は,備 品使 用 の場 合 の指 導上 の 問題

で,生 徒の 技 術 ・技能 の程 度 に適 した使 用 器具 を選 び,実 験 ・実 習 の方 法 を くふ うす る ことで あ

る。

'

22施 設 ・設 備 の運 営

2.2.1運 営 の計 画

実 習室 の運 営 に つい て は,年 間 計 画 を たて る必 要が あ る。 人事 関係 か ら備品 ・消耗 品 な どの 準

備 計 画 まで,1年 を通 じて立 案 しな け れば な らない もの で あ る。 実 習 時期,実 習 時間 に照 らして,

実 習材 料 の購 入,整 備 な ど年 間計 画 が で きな けれ ば な らな い。 この 点 が運 営上 最 もた いせつ な こ

とが らで あ る。

2.2.2実 習 室運 営計 画

実 習室 で 行 な われ る実 習指 導 時 間 の表 を 作成 す る と きは,準 備,管 理の ため の時 間 を併 記 明示

して,運 営 に万 全 を期 す る ことが 必要 で あ る。 特 に計 算 機使 用 の計 画 に は,い ちだ んの 注意 が

必 要 で あ る。 プロ グ ラム 作成 時 間,カ ー ドせ ん孔 の時間,計 算 機使 用 時間,デ バ グ時間 な どが う

ま く調 和 して いな い と,時 間 をむ だ に消 費す るこ とに な る。 週 間 の うち特 定 の 日だ け,一 日 じ ゅ

う通 して実 習指 導 を行 ない,他 の 日は全 然 使 用 しない よ うな時 間編 成 は,な るべ く避 け るよ うに

した い。

以 上,施 設 ・設備 の 計画 と管理 ・運 営 の大 要 に つ いて 述べ たが,そ れ ぞれ の教 育の 場 で くふ うを
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加 え,独 自の 方式 を生 み だ し,合 理 的 な実施 を はか るこ とが た いせ つで あ る。

、

'

、

・

、
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3教 育施 設 ・設備 の基 準(参 考 例)

以 下 に教 育施 設 ・設 備 の基 準 につ いて 参考 例 を と りま とめて示 して あ るの で,参 照 していた

だ きアこい。

3.1施 設

施 設 床 面 積(m2)

せん孔実習室

情報処理実習室
、,

プ ログ ラ ミング実 習室

50m2

100m2

150m2

3.2設 備

(1)せ ん 孔実 習室

品 目 数量 単 価(円) 規格の標準その他

(せ ん孔 用 機械 器具)

カ ー ドせ ん孔機

カー ド検孔 機

カー ド ・ケ ー ジ

8

2

2

1,500,000

1.500000

ア200

.

英 数字 せ ん孔,

印刷 機構 つ き

(整 理 ・フ ァイ ル 用 機 械 器 具)

カ ー ド ・キ ャ ビ ネ ッ ト

廃 棄 箱

1

1

48,000

5,000

3,000枚 ×20組 用

不 要 カ ー ド廃棄 用

(机 ・台 ・その他)

わ き 机

い す

足 台

作業 用 机

10

10

10

2

7,200

3,000

1,700

13,000

せん孔機用8
検孔機用2
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(2)情 報 処理 実 習室

品 目 数量 単 価(円) 規格の標準その他

(デ ータ処理 機械 器具)

小型電子計算組織 1式 20,000,000 内部記憶4K語

～ 補助記憶32K語

30,000,000 カー ド読取,せ ん孔 装置

ラ イ ン プ リン タ
・

⑨

(整 理 ・フ ァイル用機 械 器具)

カ ー ド ・キ ャビ ネ ッ ト 3 48,000

フ ァ イ ル ・キ ャ ビ ネ ッ ト 1 15,000

帳票戸だな 2 24,000

マニ ュ アル ・フ ォル ダ 1 11,000
操作 手 引書 な どの フ ァイ
ル 用移動 可能

デ ー タ運搬具 1 29,000

廃 棄 箱 1 5,000

(机 ・台 ・そ の 他)

テ ー プ パ ン チ 1 35,000 キ ャ リ ソジ ・テ ー プ用

作業用机 2 13,000

い す 1 3,000 操作卓用

げ た 箱 1 7,500

(3)プ ロ グラ ミン グ実 習室

品 目 数量 単 価(円) 規格の標準その他

(講 義用,発 表用 器具)

白板(ま たは黒板) 2 30,000

オ ー バ ヘ ッ ド ・プ ロ ジ ェ ク タ 1 66,000

ス ラ イ ド ・プ ロ ジ ェク タ 1
57,000

ス ク リー ン 1 19,000 黒板の ときだけ必要

イ ー ゼ ル ・ボ ー ド 2 1&000

(文書整理用器具)

フ ァイ リン グ ・キ ャ ビ ネ ソ ト 2 15,000

書だな 1 20,000
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品 目 数量 単 価(円) 規格の標準その他

器具戸だな 2 59,000

(机 ・台 ・そ の 他)

机 ・い す

机 ・い す

1

10

1

机23,000

い す3,000

机7,000

い す3,000

生 徒 用(3人 用)

教 師 用

鳥
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Ili文 部省通達 に よる情 報処理教 育施設 ・設備基 準

輪

$
, 文 部省 で は,高 等学 校 に お け る情 報処 理 教育 を推 進 す るた め,下 記 の学 科 につい て産 業 教 育実

験 実 習施 設 ・設 備充 実 参 考例 を定 め てい る(昭45・10・14付 通 知,高 等学 校の産 業 教 育 に

関す る学 科 に お け る産 業 教育実 験 実 習施 設 ・設 備充 実参 考例 につ いて)。

(1)商 業 に関 す る学 科

情 報処 理 科 お よび これ に準 ず る学 科

② 工業 に関 す る学 科

情報 技 術 科 お よび これ に準 ず る学 科

以 下 は,同 参考 例 の内 容 お よび解 説 で あ る。

●

●
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1情 報処理科お よび これに準 ず る学科 の

施 設 ・設 備充実参考例 について

局

課

盲教

育

等軸

教

訓

業

部文

職

≧

w

この た び,文 部 省 にお い て情 報処 理 科 お よび これ に準 ず る学 科の 実験 実 習 用施 設 ・設 備 充実 参

考 例 が 決定 され,こ の10月14日 に発表 の運 び とな った。

商 業 に 関す る学 科 として は設 備総 額 約4000万 円 とい う,現 行基 準 を は るか に上 回 る金 額

の もの が始 めて実現 で きて,関 係 者一 同 の ひ と し く喜 び とす ると ころで あ る。 各 学 校 にお か れ て

も,そ の発 表 を一 日千秋 の思 い で待 ちあ ぐねて きた に ちが い な い。

この参 考例 に基 づ い て,さ っそ く本 年 よ り国庫補 助 が開 始 され るので あ るが,明 年,ま た明 後

年 と,全 国的 に多数 の情 報 処理 科 が設 置 され る方 向 にあ ると きだけ に,今 後補助 事 業 を通 して商

業 高 校 にお け る当該 施設 ・設 備が 充実 され,わ が 国 にお け る情 報処 理 教 育 の 飛 躍 的 な発 展 の ため

に役 立 っ こ とが で きるな らば,ま こ とに幸 いで あ る。

(1)情 報 処理 科が 必 要 とす る施 設 ・設 備

情 報処 理科 は,理 科 教 育お よび産 業教 育 審議 会 か ら出 された情 報処 理 教 育推 進 につ い て の建議

に基 づ い て,改 訂学 習 指導 要領 に も新 し く位置 づけ られ た学 科 であ り,そ の 目標 に も述 べ られ て

い るよ うに,電 子 計算 機 の利 用 に 関す る知識 と技 術 を(か な り濃密 に)習 得 させ る ことか,本 学

科 の現 代 にふ さわ しい特色 とな って い る。 そ して また,産 業教 育に お け る これ か らの情 報処 理 教

育推 進 の 役割 を にな って,大 きな 期待 か か け られて い る学 科で もあ る。

い うまで もな く,生 徒 に 電子 計算 機 の利 用 を学 ば せ るに は,こ れ に関 す る実 験実 習 を十 分 に行
吊

な わせ る こ とが たい せ っで あ り.こ の た め,情 報処 理科 で は電 子 計算 機 を始 め とす る多 額 の設 備

を必要 とす る。 こ うした事 情か ら,上 記 審議 会 の情 報処 理 教育 部会 小 委員 会 で は,本 学 科 に お け

る望 ま しい教 育 内容 と と もに,そ の実 施 に要 す る実 験 実 習施設 ・設 備 につい て も慎重 に検 討 して,

その結 論 が小 委員 会 報 告の 中 に加 え られ た。 今 般決 定 を見 た情 報処 理 科 の参 考 例 は,こ の報 告 に

従 って 原案 が 作成 され,そ の 後部 分 的 な修正 が 施 され た もの で あ って,そ の内容 は小 型 電子 計算

組 織 とせ ん孔 タ イ プ ライ タを中 心 と した設 備構 成 とな ってお り,こ れ らを収 容す る4つ の 実 習室

に よ って成 り立 って い る。

8
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電子 計 算機 は,事 務科 に 見 られ るよ うな超小 型 機 で は,本 学 科 に お け る特徴 的 な教 育 を円滑 に

進 め る上で機 能 的 に不 足 す ると判 断 され,2,000万 円 を 上回 る金 額 の小型 機 か考 え られ て い る。

これ に は,多 数 の生 徒 に よ る実験 実 習 の利 便 を考 慮 して高 速の リー ダ,パ ンチ,ラ イン プ リンタ

等 を含 む と されて い る。 入 力媒体 として は,わ が 国に お け る小 型 機 利 用の実 態 に即 して,ま た実

験 実 習 費の節 約 を図 る意 味 もあ って,紙 テ ー プを使 用 す るこ とにな ってい る。 た とえ情 報処 理 科

で あ って も,各 学 校 に これ 以 上の 機械 を配 置 す るζ とは無 理 で あ るの で,必 要 に応 じて,,中 型

機 を備 え た情 報 処 理教 育 セ ンター を利 用 す るよ うにな る。

電 子計 算 機 に入 力媒体 を供 給 す るイ ン プット・マ シ ンと して は,上 述 の とお り紙 テープ・ベース を

前 提 とし たせ ん孔 タイ プ ライ タが 用意 され てい る。 その台 数 は,1学 級45人 の生 徒 数 の3分 の

1に あ た る15台 が確 保 され た。 この ほか,カ ー ドか ら紙 テー プに 自動せ ん孔 す る マー クカ ー ド

変 換 装置 も整 備 で き るの で,そ の活 用 が期 待 され る。 か な タイ プラ イタ は,せ ん孔 タイ プ ライ タ

の キー ・タ ッチ練 習用 として も役 だつ であ ろ う。 ・

情 報処 理 科 の施 設 として,ま ず 簿記 実 習室 が掲 げ られて い るか,こ れ は本学 科 に お け る簿記 会

計 教 育 の ため に必 要 とされ る もの で あ る。 プ ロ グ ラ ミングの机 上実 習 を行 な う施 設 は,「 事 務 実

践 」 を展 開す る施 設 と兼 用 に な ってい るが,こ の プ ロ グ ラ ミング実 習 ・事務 実 践室 と,せ ん孔 タ

イ プラ イタ を整 備 す るせ ん孔 実 習 室,お よ び電子 計算 機 を整 備 す る情 報処 理 実 習室 とは,後 述 す

よ うに情 報 処理 教 育 を行 な う上で一 体 と して 使用 す る ことに な る。 マー クカ ー ド変換 装 置 は プ ロ

グ ラ ミング実 習 ・事務 実 践室 に置 か れ るよ うに な って い るの で,「 事 務実 践」 にお け るデ ー タせ

ん孔 に も威 力 を発 揮 す る こ とであ ろ う。 、

なお,せ ん孔 実 習室,情 報 処 理実 習 室 と もに十 分な 面積 が と って あ るの で,準 備室 を設 け る こ

とに も不 自由 しない はず で あ る。

(2)施 設 ・設 備の運 用 例

こ こで,情 報 処 理科 にお け る教育 を,審 議 会答 申 に示 され た教 育 課程 編成 例 に従 って進 め る よ

うに 想定 し,参 考 例 に よ る施 設 ・設 備 の うち簿記 実 習 室関 係 の もの を除 い て,そ の運 用 法 を考 え

て み たい。

まず 最初 に,「 事務 機 械」 は1学 級 の生 徒 を15人 ずつ の3班 編成 で,ロ ー テー シ ョンに よ り

実 習 させ た らと考 え る。 第1班 は か な タ イプ ラ イタ,第2班 はせ ん孔 タ イ プラ イ タ,そ して第3

班 は さ らに計 算機 とマ ー クカ ー ド変 換 装置 の2グ ル ー プに分 け る。 したが って,実 質 は4つ の グ

ル ー プ別 に異 る機 械 の実 習 が展 開 され る こ とに な る。 両 タ イプ ライタ班 に は,生 徒 各 人が1台 ず

つ の機械 にあ た るこ とが で きるの で あ るが,計 算 機 械 類 は情 報 処 理科 で は割 愛 され てい るので,
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そ れ らを他学 科 の もの で間 に合 わせ るな どの措 置 を講 ず る必 要 が あ ろ う。

「電子 計算 機 一般 」 で 入力 デ ー タを 作成 す る実 習 は,主 と してせ ん 孔実 習室 で行 な われ る こ と

に な ろ う。 「経 営数学 」,「 電子 計 算 機一般 」,「 プロ グ ラ ミング1」 お よび 「プ ログ ラ ミン グ

H」 にお け る プ ロ グラ ミングの実 習 で は,ま ず1学 級 の全 生 徒 を プロ グ ラ ミン グ実 習 ・事務 実 践

室 に 入れ て,講 義 に続 く机 上での 作業 を開始 す る。 時 間 の経 過 にっ れ て,や が て進 度 の早 い生 徒

か ら次 々に コーデ ィング を終 了 す るか ら,教 師 は一応 の チ ェッ クを して,こ れ に通過 し た生 徒 を

順 次 せ ん孔 実 習室 に移動 させ る 。 そ こで もまた,プ ロ グ ラムせ ん孔 の終 った生 徒 を早 い順 に情

報 処 理 実 習室 に行 かせ て,電 子計 算 機 に よ るデバ グ,ラ ン を行 なわ せ,こ れ ま での 作業 結 果の正

誤 を確 認 させ る。 これ に よ って プ ロ グ ラムない しせ ん孔 上の 誤 りを発 見 した生徒 は,再 びせ ん孔

実 習室 に戻 って修 正 を 行な った 上で,さ らに電子 計算 機 と取 り組 む こ とにな る。 た いて い の場 合,

この よ うな繰 り返 し を2度,3度 あ るいは それ 以 上続 けて,よ うや く完全 な プ ロ グ ラム が で きあ

が るとい われ て い る。1っ のプ ログ ラム を先 ん じて完 成 した生徒 に は,他 の生 徒が 上記 の段 階 ま

で追 いつ く間,プ ロ グ ラ ミン グ実 習 ・事務 実 践室 等 にお いて応 用 課題 を解 かせ るよ う にす ると よ

Wせ ん孔 タ イ プ ライ タ15台 の構 成 は,決 して3人 で1本 の プロ グ ラム を作成 させ る こ とを前

提 として 考 え られ た もので は な い。 改 訂学 習指導 要 領 に も示 されて い る よ うに,情 報処 理 科 で は

生 徒 ひ と りび と りに プ ログ ラム を 作 らせ る ことが たて まえで あ り,上 述 の よ うな生 徒 の 作業 上 の

遅 速 を考慮 して,せ ん孔 タ イ プ ライタの 台数 が きめ られて い るので あ る。 学校 設備 で は実 習 で き

な い中 型機 の利 用,カ ー ドに よ る入出 力,外 部 記憶 装 置の使 用 な どは,情 報処 理教 育 セ ンター で

の共 同 実 習に よ6て 補 完 され ると よい。

さて,情 報処 理 科 にお け る 「事務 実 践 」 を どの よ うに展 開 す るか は,む ず か しい問題 で あ る。

現 在,わ れわ れ に と って たいへ ん 力強 く感ず るの は,研 究指 定 校 の1つ であ る小 樽 商業 高 校 にお

い て この こ とに関 す る研 究 にす で に着 手 し,い よ い よ試行 段 階に は い った とい うこ とであ る。 同

校 の試案 に よれば,45人 の生 徒 を9人 ず っ4企 業 と管理 部 に所属 させ て実践 的活動 を展 開 させ

るとい う計 画 で,こ の場 合,せ ん孔 実 習室 も使 用 す る ことは もちろん,情 報処 理 実 習室 に 計算 セ

ンタ ー的 な役割 を果 た させ るよ うに 考 え られてい る。

同 校 の研究 成 果 を大 いに期 待 す る もの であ るが,一 般 論 として は企 業の 数 を4社 に 固定 して 考

え る必要 はな い と思 う。

(3)施 設 ・設 備の 計画 に つ いて

他 の諸 学科 で もそ うで あ るよ うに,施 設 ・設備 は 計画 的 に整 備充 実 してい くこ とか 必要 で あ る。

その 計画 作成 に先 だ って,し っか りした教 育 計画 が樹 立 されて い なけ れば な らない ことは もち ろ
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んで あ るが,あ わせ て十 分 な指導 力 を備 えた担 当教 員 を確保 す る こ とが,き わめ て重要 で あ る。

'こ れ を援助 す る 目的 もあ って
,文 部省 で は本年 よ り期 間3ヵ 月 の情 報処 理 担 当職員 等 養成 講 座 を

開 始 してい る。 実習 を重 んず るた め,受 講 者数 の限 られ て い るこ とが 難 点で あ るが,今 後講 座数

をふ やす 計 画 もあ るの で,で き るだ け利 用 を おす す め し たい。

情報 処理 科 に と って,電 子 計算 機 の設 備 は不 可 欠 の要件 で あ り,か っ,そ の早 期 導 入か 望 まれ

る。 ま た,電 子 計算 機 を利 用 す る上で,数 台の せ ん孔 タ イ プラ イタが 必 要 とな ろ う。 よ って,少

な くと もこれ らの設 備 と関係実 習室 とは,学 科 設置 の初年 度 に整 備 され るこ とが 必 要 で あ る。

施 設 ・設 備の整 備 にあ た って留意 すべ き個 々の問 題 に っ き多少 ふれ るな らば,第1に,設 置す

る電 子 計算 機 の種 類 に よ って は,情 報 処理 実 習室 に空 気調 和装 置 が 必要 とな る もよ うで あ る。 施

設 を計 画す る際,こ の ことが忘 れ られて は な らな い。 第2に,情 報 処理 教 育 にお い て もその効 果

を あげ るた めに,オ ーバ ヘ ッ ド・プ ロジ ェ クタや ビデ オ テ ー プ レコ ーダ な どの 視聴 覚機 器の使 用

が期 待 され るの であ るが,こ れ らの機 器 にっ い て は,学 校 全体 の設 備 計 画 の中 で配 慮 で き るとよ

い。第3の 問題 と して,プ ログ ラ ミン グ実 習 ・事 務 実践 室 の内 部配 置 に っ き,こ の実 習室 が そ の

名 の とお り 「事 務 実 践」 以 外の 諸科 目にお け る プロ グ ラ ミン グ実 習 に も使 用 され る こ とを考 慮 し

て,設 計 にあ た らな け れば な らない 点 を指 摘 で きる。 一 案 として,事 務実 践 用机 ・いす45組 は

想 定 され る企 業 ご とに極端 に ま とめな いで,す べ て 同一 方 向 に整列 させ,ま た,か なタ イプ ラ イタ

を 「事 務 機械 」 で 実習 させ る都 合上,室 内の1カ 所 に集 め て,必 要 に よ りアコー ディオ ン ・カーテ ン

で 仕 切 るこ とに して は ど うであ ろ うか。

最後 に,情 報処 理 科 の施 設 ・設 備 は,情 報 処 理教 育の よ りよ き普及 を図 って校 内他 学科 に もで

きるだけ 利用 させ る よ う配慮 されな けれ ば な らな い と考 え る。 さ らに もし可能 な らば,近 隣 他 校

の生 徒 に も一 部 開放 され れば と願 って い る。
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高等学校の情報処理科およびこれに準ずる学科における産業教育実験実習施設 ・設備充実参考

例。

(1)施 設

整理番号 施 設 床 面 積

(平 方メートル)
備 考(施 設の細分)

1

2

り0

4

簿記実習室

せん孔実習室

情報処理実習室

プログラミング実習 ・
事務実践室

90

135

135

225

情報処理実習室 準備室

事務実践室 準備室

合 計 585

ψ
、

の

② 設 備

1.簿 記実習室関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数

規格の標準その他

(簿記用器具)

101 簿記用帳簿式黒板 1組 15,000 15,000 15

(伝票整理用器具)

〈102 ファイリング ・キャビネッ ト 1 25,000 25,000 20

(机 ・台 ・戸 だな類)

103 簿 記机 ・い す 45組 4,500 202,500 15 机80×60×74㎝

基準細目金額 24a500円

小 計

原台帳細目金額 217,500円

9γ

1

レ

夢
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2.せ ん孔実 習 室関 係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数 規格の標準その他

(せ ん孔用機械器具)

201 せ ん孔 タ イプ ライ タ 15 1,000,000 15,000,000 8 リー ダ付 き

202 テ ー プ ・ホ ル ダ 15 4,500 67,500 10

(整 理 ・プ アイル 用機械 器具)

△203 テ ー プ ス プ ラ イ サ 5 15,000 75,000 10

204 テ ー プ ・ ワ イ ン ダ 3 8,500 25,500 10

△205 紙 テ ー プ ・キ ャビ ネ ット 1 30,000 3qoOO .20

△206 ファイリング ・キャ ビネット 2 15,000 30,000 20

(計算機械)
電動式または電子式,テ

△207 計 算 機 3 250ρ00 750,000 10 ン キ 一 式 ま た は フル キ ー

式
(通信機械器具)

208 拡声装置 1式 61,000 61,000 10

、

(机 ・台 ・戸 だな類)

△209 作業用机 4 12,500 50000 15 120×45×75㎝

△210 い す 15 2,000 30,000 15

基準細目金額 16,119,00・ 〕円

小 計
原台帳細目金額 15,154,000円

3.情 報処理実習室関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数 規格の標準その他

(デ ータ処理 機械 器具) 高 速 紙 テープ ・リーダ,

301 小型電子計算組織 1式 2aoOO,000 22,000,000 8
高速 紙 テープ・パ ンチ

高 速 印字 装 置 な どを

含 む。

(鯉'フ ア`鵠 具1

302 テ ー プ ・ ワ イ ン ダ 1 8,500 8,500 10

△303 紙 テ ー プ ・キ ャ ビ ネ ッ ト 3 30,000 90,000 20

△304 ファイリング ・キャビネット 3 15,000 45,000 20

△305 帳票戸だな 2 24,000 48,000 20
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整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円) 耐用
年数 規格の標準その他

△306 デ ー タ運搬具 1 22,500 22,500 10

△307

△308

(机 ・台 ・戸 だ な類)

作業 用机

い す

2

1

12,500

2,000

25,000

2,000

15

15

120×45×73㎝

基準細目金額 22,241,000円

原台帳細目金額 22ρ08,500円

4.プ ログ ラ ミング実 習 ・事務 実践 室 関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円) 耐用
年数 規格の標準その他

401

402

(プ ロ グ ラム用 器 具)

プ ログ ラム用黒 板

帳票 設計 用黒板

2

1組

、

35,000

70,000

70,000

70000

15

15

'

403

(タ イ プ ラ イ タ)

か な タ イ プ ラ イ タ 15 80,000 1,200,000 8 手動式

404

(デ ータ処 理機 械 器具)

マ ー クカ ー ド変換 装 置 1 1,900,000 1,900,000 8
マ ー クカ ー ド読取 り,

紙 テー プせ ん孔用

△405

△406

△407

(文 書 整 理 用 器 具)

ファイリング ・キ ャビネ ット

ビジカ レ・キャ ビネ ット

ピ ジ ゴ ン ・ホ ー ル

2

2

2

25,000

35,000

5,000

50,000

70,000

10,000

20

20

15 100×120×40㎝

△408

△409

(証 券 作成 機械 器具)

チ ェ ック ・ライ タ

印 鑑

2

1式

5ρ00

22,000

10,000

22,000

8

8

手動式

△410

(通信機械器具)

室内電話機 8 11,000 88,000 10 相互式

△411

(机 ・台 ・戸 だ な 類)

机 ・い す 45組 750C 337,500 15
机80×60×75皿

事務 実践 用
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整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円) 耐用
年数 規格の標準その他

△412

△413

△414

△415

机 ・いす

机 ・いす

カ ウン タ

器 具戸 だな

11組

15組

8

2

7,500

4,500

13,000

20ρ00

82,500

67,500

104,000

40,000

20

15

15

20

机75×60×75cm

計算 機械 器具 用

机80×60×67㎝

かな タ イプ ラ イタ用

172×30×110c皿

180×90×45㎝

小 計

基準 細 目金 額4,121,500円

原 台帳細 目金 額3240,000円

合 計

基準 細 目金 額42,724,000円

原台帳細目金額40620000円

4
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●
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2情 報技術科お よび これ に準 ず る学科 の

施設 ・設備参考例 につい て

文部省初等中等教育局

職 業 教 育 課

†

a

'

(D基 本構 想

この参考 例 は,去 る昭 和44年12月3日 に,理 科教 育 お よ び産 業教 育審 議 会 か らい ただ い た

建議 の 中 の小 委 員会 報 告 に記 された施 設 ・設 備 に 関す る構 想 を基 礎 として 作成 され た もので あ る。

情 報 技術 科 は,電 子系 コース,機 械 系 コ'一スお よ びソ フ トウェア・コー ス の3つ の類 型 を想 定 し

て構 想 され てい る もの で,前 記小委 員会 報告 の 資料llの 施 設 ・設 備 に は,こ の3つ の類 型 の いず

れ の場 合 も含め て総 括 的 に記 されて い たの で あ るが,こ の た び定 め られ た参考例 は,ソ フ トウェア

・コー ス 向 きの施 設 ・設 備 を もって
,情 報技 術 科 の基 準 とす る ことに な った。

そ の理 由 は,い ず れ の コー ス にお いて も,電 子 計算組 織 は建議 におい て指 摘 され てい る要 件 を

満 た さな け れ ばな らな い うえに,電 子 系 コー スお よび機械 系 コー スに あ って は,そ のほ か に それ

ぞれ の コ ース に固有 の 専門 科 目に関 す る施 設 ・設 備 を設 け る必要 が あ るこ と。 この場 合 は,い ず

れ も現 行各 学 科 一般 の基 準 金 額 を大 幅 に越 え,そ れ らとのバ ラ ンスが とれ な い こ と。 また,機 械

系 コー スお よ び電子 系 コー スは,実 際 上は,そ れ ぞ れ機械 科,電 子 科が 既設 され てい る学 校 に設

置 され る場合 が 多 いで あ ろ うし,そ の場 合 は,機 械 関係 の設 備 は機 械科 と,電 子 関係 の 設備 は電

子科 と共用 す る こ とが で きるで あ ろ う と考 え られ た こ と。

これ らの理 由 か ら,情 報技 術科 の基 準 は ソ フ トウ ェ ア向 きの施 設 ・設 備 を もって構 成 さ れ たの

であ る。 しか し上の よ うな想 定 に もかか わ らず,電 子 科,電 気科 を もた ない学 校 で,電 子 系 コー

スの情 報技 術 科 を設 置す る場 合 もあ りうるの で,そ の場 合 の電子 関 係施 設 ・設 備 につ いては,別

に考 慮 しな けれ ば な らな いの は 明 らか であ る。 今 後 この問 題 は しか るべ き措 置 を講 ず る必要 が あ

る と考 え る。

そ れは ひと まずお くと して,以 下 参考 例 にお け る施設 ・設 備 の個 々につ い て,重 点 的 に ふれ て

み た い と思 うので あ るが,参 考例(別 紙1)を 参照 しなか らお 読 み いた だ きたい。

(2)施 設 に つい て

1の プ ログ ラ ミング実習 室 は,プ ロ グ ラム設 計,フ ロー チ ャー トの作 成,プ ログ ラ ム ・コー ディ

ふ
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ング'シ ー トの 作成,お よび これ らに付 随 す る作業 を行 な う室 で あ る。 この場 合,1学 級40名 の

生徒 か 同時 に 作業 を行 な うこ とが で き るよ うに,ま た,用 紙 の大 きさ,用 具 の配置 等 を考慮 して,

十分 な 作業空 間 が確 保 され る よ うに な って い る。

2の せ ん孔 実 習 室 は,プ ロ グ ラム実習 室 で 作成 し たプ ロ グ ラム・コーディング・シー トに基 づ き,計

算機 に読 み込 ませ るた めの せ ん孔 テ ープ を作 成 す る室 であ る。 こ こで は10人 の生 徒 が 同時 に せ

ん孔 作業 を行 な える よ うに.、 ま た.デ バギ ング も必要 に応 じて 行 な え るよ うな 作業 空間 が 確 保

され てい る。

3の デ ータ処 理実 習室 は,電 子 計算 機室 と もい える もので,生 徒 は 自 作の テープ や シス テ ム・テ

ープな どを計算 機 に読 み込 ませ た り
,定 め られた方 法 で計 算 機 を操 作 して,目 的 の処 理 され たデ

ータ を入手 す る までの 実 習 を行 な うの で あ る。 この ほか,電 子 計算 組織 全体 に関 す るア ウ トサ イ

ドの 保 守 ・管理 な どの実 習 も重 要 な 内容 の1つ とい え よ う。

4の 情 報 技術 総 合実 習 室は,1か ら3ま で の各 実習 室 を とお して一 連 の情 報処 理 技術 の実 習 を

行 な うほ か,情 報 技術 科 に お け る教 科 ・科 目の内 容 に関 す る計 算 式の 数 値計 算 とか,1か ら3ま

での 各実習 室 で の情 報処 理 は,主 として フ ォー トランに よ る処 理 を想 定 して い るか ら,こ の室 で

は,計 算機 の 言語 機 能 に即 して,ア セ ンブ ラや マ シ ン・ラ ンゲージを使 って の 計算処 理 の実 習 を行

な うこ とがで き る。 ま た,計 測 機 器 を用 いて,必 要 に応 じて簡 易 な機 能検 査 を行 な え るよ うに考

慮 されて い る。

これ らの実 習 室 で,,生 徒 は,各 科 目の 内 容 と有 機 的 な関連 の もとに,情 報処 理 に関す る一 般 的

にい う初 級程 度 以 上 の技 術 を習得 す る ことが で き る と考 え られ て い る。

(3)設 備 につ いて

伍}プ ログ ラ ミング1実習 室関 係 の 設備

この 室 は,前 述 の よ うに広 義 に 解 した プ ロ グ ラ ミングの実 習 をす る室 で あ るの で,プ ロ グ ラム

設 計 の ための 各種 資 料 や,そ れ らを提示 で き る視聴 覚教 育 用機 器が 特 に望 まれ るの で あ るが,視

聴 覚教 育 用機 器 は,現 行 基 準 では,産 業 教育 固有 の設 備で は な い とい う観点 か ら,い ずれ も設 定

され て いない の で,産 振 基 準 以外 の今 後 の課 題 として 留保 され,今 回 は設 け られ な い こ とにな っ

た。

プ ロ グラム設 計 の段 階 で,各 種 の 文献 ・資料 ・用具 を机 上 にお き,大 判 の用 紙 も使 用 で きるよ

うに,大 型 の机 を用意 し,ゆ っ く りした 作業空 間 が設 定 さ れ た こと,ま た,プ ロ グ ラム ・コー ディン

グ ・シートの作成 の際,フ ォー トラ ンあ るいは アセ ン ブ ラな どの言 語 に即 して,定 め られ た様式 に

したが って コ ーデ ン グ しな け れば な らない の で,そ れ を指 導 す るた めの黒 板 が2式 そ れぞ れの 様

一445一

」



式 の ものが 用意 され た こ とが,こ の室 の設 備の 特色 とい えよ う。

(B)せ ん孔 実 習室 関係 の設 備

　 む

電子 計算機 の サ イ クル ・タイム は,100万 分 の1秒 〔10secま たは1μs(マ イ ク ロセ コ

ン ド)〕 さ らには10億 分 の1秒 〔10-9secま た は1ns(ナ ノセ コ ン ド)〕 を単位 と して測

られ るよ うな極 小 な時 間 で あ り,わ れ わ れの実 感 を もっては と うて いは 握 で きな い速 さ とな って

きてい る。 それ にひ きか え人間 が直 接 手 を下 す 作業 は,一 般 的 に はお のず か ら限界 が あ るの で,

教 育用 電子 計算 組 織 を構 想 す るに 当 っては,特 に両者 の 作業 時間 の 調和 をは か る必 要 が あ る。 審

議会 小 委員 会 に おい て もこれ は特 に強調 され た点 で あ り,従 来 の汎 用計 算組 織 には ない せん孔 部

にオ フライ ンのせ ん孔 タ イプ ライ タを多数 設置 して,多 人数 を対象 と した教 育用 の電子 計 算組 織

を構 成 した こ とは,今 回 の 基準 の 特色 とい え る。 これ に よ って,従 来1つ の ネ ックとな って い た,

タイ プ ライ タの前 の 行列 は 解消 され るはず で あ るば か りで な く,後 述 の よ うに プ ログ ラ ミング

ー せ ん孔 一 デ ー タ処 理 の一連 の行 程 を
,40名 の生徒 が スム ー スに流 れ る よ うに実 習 して ゆ

け るはず で あ る。

整 理 ・フ ァイル用機 械 器具 お よび什器 類 は,204テ ープ ・ワィ ン グ を除 い て補助 対 象 品 目か ら

はず され たが,こ れ は従来 の基 準設 定 と同一観 点 か らの措 置 で,従 来 どお りの取 り扱 い をして い

た だ くこ とにな るわ けで あ る。

(C)デ ータ処理 実 習室 関 係 の設 備

情 報処 理 教 育 に用 い る電子 計 算機 は,ど の よ うな方 式 で導 入 す るの が よいか とい うこ とが重 要

な課 題 で あ った。要 す るに産 業 教育 のた めの設 備 費 で導入 す るた めに は,レ ンタル制 は不 可 で あ

り,限 られ た予 算 の わ くか らは お のず か ら組織 も限定 され ざ るを得 な いが,そ れ らの 条件 をに ら

み合 わせ て,多 人数 を同 時 に最 も効 果 的 に教育 で き る組 織 を とい う観点 か らこの基 準 が定 め られ

た こ とはす で に述べ た と ころで あ る。 な かんず く中央処 理 装 置 お よび その 周辺 機 器の規 模 に つ い

ては,高 等学 校段 階で の 学 習内容 ・程度 ・範囲 な どを考慮 し,情 報処 理 教 育 セ ン ター との相 互 補

完の 基 本方 針 に照 らして.一 般 的 に いわ れ る小 型級 の中央 処 理装 置 と高 速紙 テープ ・リーダ ・高速

紙 テープ ・パ ンチ,高 速 印字 装 置 を含 む組 織 が 適 当で あ る とい う結 論が 得 られ たの であ った。 ま た,

主 と して フォー トラ ンで 処理 す る関係 か ら,中 央 処理 装 置の 記憶 装置 の記憶 容 量 は,建 議 に述べ

られて い るよ うに,コ ア ・メモ リ8KW以 上ま たは コ ア ・メモ リ4KW十 ドラム そ の他 の メモ リ

が規 格 の 標準 とされ て い る。 高 速紙 テー プ ・リー ダ その 他の入 出力 装置 につ いて は,こ の基 準細

目品 目の金 額 の わ くの中 で 設置 で き る程度 の規 模 の もの で あれ ば よ く,特 に規 格 の 明細 を示 さな

か ったの は,弾 力的 な運 用 を阻 害 しない よ うに考 慮 したた めで あ る。
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科学 技 術 関係 の デ ー タ処 理 に お いて は,単 に デ ィジタル な 出力 デ ー タ を得 るだ けで な く,そ の

ディジ タル ・デ ー タを迅 速正 確 に グ ラ フ化 す る ことが しば しば必 要 とな る。 そ こで,電 子 計算 機 に

直 結 して,直 接 グ ラフ ィック・デー タを得 る よ うにXYプ ロ ッタか 用意 され た。

ま た,情 報 処 理教 育 セ ンターは 中 型 の電子 計 算 組織 を もって設 備が 構成 され,テ ー プお よび カ

ー ドに よ る処 理 が行 なえ るの で
,学 校 にお け る組 織 は テ ープ・ベース の組織 に限定 し たの で あ った

か,マ ー ク・カードに は テー プに な い特 性 が あ るの で,マ ー ク・カード変 換装 置 を別 に設 け るこ とに

した。 これ に よ って生 徒 には 宿題 を課 し,実 習 室 外 で テ ープ せん 孔の過 程 まで と同等 の 作業 を マ

ー ク ・カードで 行 な わせ る ことに よ り
,学 習効 果 の 向 上 とせ ん孔 機 の効 率的 な 使用 を保 障 す るこ と

が で きる。

304の デ ータ通 信 実験 装置 は,今 後 の オ ンラ イ ン・シス テ ムの発 達 普及 を考慮 し て,超 小 型電

子計 算 機 を端 末機 とし,こ れ に変 復調装 置 お よび模 擬 通信 線 を含 めて構 成 され る もの で あ る。

これは 当面 補助 対 象 外 品 目の扱 い とな ったが,情 報 技 術科 の 特色 を裏付 け る設備 とい えよ う。

ω)情 報技 術 総合 実 習室 関係 の設 備

401の カ リキ・レ一夕は隔 子式の計雛 を三綱 呼 称で品径 定めた ものT'・細 品目

の金 額 の わ くの中 で 設置 す るこ とを原 則 とす るの はい うま で もな いが,情 報処 理 技術 に 関す る教

育効 果 か十 分期 待 で きる もので あ れ ば よい こと と した。

1,2の 可能 と思 われ る事 例 をあげ るな らば,1か ら3ま で の実 習室 で 行 な う実習 とは 独立 し

て,ア セ ンブ ラな どに よ る簡易 ま たは 小容 量 の デ ー タ処 理 や,後 述の 選 択 内容 別 の指 導 を実 施 で

きる超 小型 電子 計 算機 を細 目 変 更等 に よ り設 け る ことが で きるで あ ろ う。 また,卓 上 電 子 計算 機

で,ス トアード・プ ロ グラム に よ る処 理 が で き,し か も,周 辺 にマーク ・カ ー ド読 取 器,XYプ ロ ッ

タ,ブ ラ ウン管 ディス プ レイ な どを接 続 した組織 が 考 え られ るが,こ の よ うな形 式 の もの で,科 学

技 術 系 の計 算処 理 を巧 み に行 な う ものか あれ ば,こ れ な ど もよ いで あ ろ う。 その 他各 学 校で,今

後新 し く開発 され る新 機種 の有 効適 切 な もの が得 られ るな らば,そ れ ら も導 入 す るこ とが で き る

よ うに した。

電子 計 測機 器 一式 は,各 室 にあ る設 備 にっ い て,日 常 の ア ウ トサ イ ドの保 守 ・管理 に必要 な手

入 れ や必 要 に応 じて 簡 易 な機能 検 査 に使 用 す る計 測 機 器で,規 格 の標 準 に示 され た もの を細 目品

目の金 額 の わ くの中 で 設 け られ る適 当 な機能,精 度,確 度 を もった品 目を もって構成 す るこ とに

して い る。

この室 は第3学 年 の 後半 な どで,'選 択 内容c"と の班 別実 習 を行 な う場 合 に,独 立 して プ ログ ラ

ミン グー せ ん孔 一 デ ー タ処 理 の実 習 も行 な え るよ うに構 想 されて い るか ら,プ ロ グ ラム ・コ一
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ディン グの指 導 に用 い る黒板 お よび 机な ど も用意 した。この机 は プ ロ グ ラ ミングに使 用 す るほか,

電子 計算 機 の出 力 デ ー タの事 後検 討 や,電 子 計算 機 の機能 の総合 的 な学 習 に供 せ られ る よ う配慮

した。

(別 紙1)

高 等学 校 の情 報技 術 科 お よ び これ に準 ず る学科 に お け る産 業 教 育実験 実 習施 設 ・設 備充実 参 考

例

(1)施 設

整理番号 施 設 床 面 積
(平 方メートル)

備 考(施 設の細分)

1

2

り0

4

プログラミング実習室

せん孔実習室

データ処理実習室

情報技術総合実習室

180

135

135

90

デ ー タ処 理 実習 室,準 備室

合 計 540

L

(2)設 備

1プ ロ グ ラ ミン グ実 習 室関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数

規格の標準その他

101

△102

△103

△104

(プ ログ ラム用器具)

プロ グ ラム用 黒板

(机 ・台 ・戸 だな類)

机

いす

戸 だな

2

22

40

1

35,000

12,500

2,000

20,000

70,000

275,000

80,000

20000

15

15

15

15

120×45×73cm

小 計
基準細目金額445ρ00円

原台帳細目金額70,000円
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2.せ ん孔 実 習室 関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円) 耐用
年数

規格の標準その他

(せ ん孔用機械器具)

201 せ ん 孔 タイ プ ライタ 10 1.000000 10,000,000 8 リー ダ付 き

202 テ ー プ ・ホ ル ダ 10 4,500 45,000 10

(整 理 ・ファイル用機 械

器具)

△203 テ ー プ ・ス プ ラ イ サ ダ 4 15,000 60ρ00 10

204 テ ー プ ・ ワ イ ン 2 8,500 17,000 10

△205 紙 テ ー プ ・キャビネット 1 30,000 30ρ00 20

△206 ファイリング ・キャビネ ット 2 15,000 3qoOO 20

(机 ・台 ・戸 だ な類)

△207 作業用机 4 12,500 50,000 15 120×45×73cm

△208 いす 10 2,000 2qoOO 15

基準 細 目金 額10,252,000円

原台 帳 細 目金額1qo62,000円

3.デ ー タ処理 実 習 室関係

整理番号 品 目 数量 声価(円) 金額(円) 耐用
年数

規格の標準その他

(デ ー タ処理 機械 器 具)
高 速 紙 テープ ・ リーダ,

301 小型電子計算組織 1式 22,000,000 22.000ρ00 8 高 速 紙 テープ ・パ ン チ,

高速印字装置などを
含 む 。

(周 辺機 器)

302 XYプ ロ ソタ 1 4,000,000 4,000,000 8

303 マーク ・カー ド変 換 装 置 1 1,900,000 1,900,000 8
マ ー ク ・カ ー ド読 取

り,紙 テープせ ん 乳 用

△304 データ通信実験装置 1 8,500,000 8.500ρ00 8

(整理 ・ファイル用 機械

器具)

△305 ファイ リング ・キャビネット 3 15,000 45,000 20

△306 帳票戸だな 2 24,000 48,000 20

△307 デ ー タ運搬 具 1 22,500 22,500 10
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(つ づ き)

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数

規格の標準その他

308

△309

△310

△311

テ ー プ ・ワ イ ン グ

紙 テ ー プ ・キ ャビネッ ト

1乍業 用 机

い す

1

1

3

2

2

8,500

30,000

12,500

2,000

8,500

90,000

25,000

4,000

10

20

15

15

120×45×73cm

小 計
基準 細 目金 額36,643,000円 .

原台 帳細 目金額27,908,500円

4情 報技術総合実習室関係

整理番号 品 目 数量 単価(円) 金額(円)
耐用
年数 規格の標準その他

(計 算機械器具)

401 カ リキ ュ レ 一 夕 1 4,000,000 4,000,000 8 電子式

(計測機器) バ ル ボ ル,シ ン ク ロ

402 電子計測機器 1式 2,000,000 2.000ρ00 8 ス コ ープ,そ の他の

計測 機 器

(製図用器具)

△403 複写機 1
250,000 250,000 8

ト ラ ン ス ペ ア レ ン シ

作 用
'

(プ ロ グ ラム用器 具)

404 プ ログ ラム用黒 板 2 35,000 70,000 15

(机 ・台 ・戸 だ な 類)

△405 机 22
12,500 275,000 15 120×45×73㎝

△406 いす 40 2,000 80,000 15

△407 戸だな 1 20,000 20,000 15

基 準 細 目金 額6,695,000円

小 計
原 台帳 細 目金 額6,070,000円

基 準 細 目金額54,035,000円

口

原 台 帳細 目金額44,110,500円
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皿 情 報処理教 育 セン ター設置 要項
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昭 和45年11月4日 付 通 知

1.目 的

高等 学 校 にお け る電子 計 算機 を中 心 とす る情 報処 理教 育(以 下 「情報 処 理教 育 」 とい う)に 係

る生 徒 の共 同実 習,教 員 の 研修 等 を行 な うため の施 設 と して,情 報 処理 教 育 セ ンター(以 下 「セ

ンター」 とい う)を 設置 し,都 道府 県 に お け る情 報 処理 教 育 の推進 を図 る。

2.設 置 者

セ ン ターは,都 道府 県 が 設置 す る もの とす る。

3.性 格

セ ンタ ーは,地 方教 育行 政 の組 織 及 び運 営 に 関す る法律(昭 和31年 法律 第162号)第30

条 に規定 す る都 道府 県 の教 育機 関 とす る。

4。 組織 お よび運 営

(1)セ ンター に,所 長,指 導 ・研究 担 当職 員,指 導 ・研 究 補 助 職 員,事 務 職 員 その他 必 要 な職

員 を置 く もの とす る。

② これ らの職 員 の待 遇 につ い ては,当 該 都道 府 県 にお け る同種 の 職 に あ る職員 と比べ て均衡 を

失 しな い よ うに措 置 す る もの とす る。

(3)セ ン ターの運 営 に当 っては,学 識 経験 者,高 等学 校教 員,教 育 行政 関係 者等 で構 成 す る運営

委 員会 を設 け,運 営 の 適正 化 お よ び円滑 化 を図 る もの とす る。

(4)セ ン ターは,地 域 の実 態 に応 じて,都 道 府 県 の総 合的 な 教 育研 修 セ ン ターの組 織 の 一部 と し

て設置 し,運 営 す る こ と'がで き る。

5,事 業

セ ン タ ーの 行 な う事 業 は,次 の とお りとす る。

(1)情 報処 理 教育 に係 る生 徒 の実 習 を行 な わせ る こと。

(2)情 報処 理教 育 を担 当す る教 員等 に対 す る研 修 を行 な うこ と。

(3)情 報処 理教 育 に関 す る資料 を収 集 し,整 理 し,保 存 し,お よび利 用 に供 す るこ と。

(4)情 報処 理教 育に 関 す る調査 研 究 を行 な うこ と。

㈲ その他 情 報処 理 教 育 を推進 す るた めに必 要 な事 業 を行 な うこ と。
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6.生 徒 の実 習

生 徒 の実 習 は,次 の事 卿 ・つい て,学 校 にお1ナる学 習の 鞭 の 上に・ 地域 の 実態 学科 の醐

等 に応 じた適 切 な指 導計 画 の もとに,行 な う もの とす る。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

プログラミング

入力データのせん孔

データ処理

電子計算機の構成および機能

数値制御工作機械による作図および機械加工

その他必要な事項

7.教 員等 に 対 す る研 修

情報処理教育を担当する教員等に対する研修は,地 域の実態,担 当学科の種類等に応じた適当

な計 画 の もとに,行 な う もの とす る。

8.施 設 お よび設 備.

施設 お よび設 備 は,上 記5の 事 業 を実施 す るため に必要 な もの を整 備す る もの とし,そ の参考

例 を示 せ ば,別 紙 の とお りであ'る。

9.国 の助 成

国 は,別 碇 め ると ・うに よ り,予 算 の 範 囲内 にお いて,セ ンタ ーの施 設'設 備 の整 備 頃 す

る経 費 につ い て,そ の一 部 を負担 す る。

10.指 定都 市(地 方 自治 法(昭 和22年 法律 第67号)第252条 の19第1項 に定 め る もの を

い う)に つ いて は,上 記1か ら9ま で に定 め る と ころに準 じて取 り扱 う もの とす る。'

し

喝
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別紙

施 設 ・設備 の 参考例

1.施 設

施 設 名 面積岡 施 設 名 面 樹m3

電子計算機室

プログラムせん孔室

データせん孔室1)

同 上 ㈲

数値制御工作機械室
.

83

83

83

90

90

講 義…郵1)

同 上(H}

研 究 ・資料 室

付 帯 施 設

90

90

45

202

計 856

2.設 備

電子計算機室関係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

中型電子計算組織 1式 60,000,000 60,000,000 中央 演算 処 理装置,カ ー
ド入 出力 装置,紙 テ ープ

入 出 力 装 置,ラ イ ン ・プリ

ンタ,補 助 記憶装 置,制

御卓,入 出力 タ イ プ ラィ

タ な ど。

空気調和装置 1式 1,350,000 1,350,000

テ ー プ ・ワ イ ン ダ 2 8,500 17,000

カ ー ド ・キ ャ ビ ネ ッ ト 5 55,000 275,000

紙 テ ー プ キ ャ ビ ネ ッ ト 3 30,000 90,000

磁 気 テ ー プキ ャ ビネ ッ ト 1 71,500 71,500

ファイ リ ン グ ・キャビ ネ ッ ト 3 15,000 45,000

帳票戸だな 2 24,000 48,000

デ ータ運 搬具 1 22,500 22,500

黒 板 1 35,000 35,000

作業用机 2 12,500 25,000

い す 1 2,000 2,000

小 計 61,981,000
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プ ログ ラムせ ん孔 室 関係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

カ ー ドせ ん孔 機 9 1,510,000 13,590,000 印字機構付き

カ ー ド ・キ ャ ビ ネ ッ ト 1 55000 55,000

ファイ リ ン グ ・キャビ ネ ッ ト 2 15000 30,000

拡声装置 1式 56,000 56,000

黒 板 1 35,000 35,000

作業用机 6 12,500 75,000

い す 18 2,000 36,000

小 計 13,877,000

デ ータせ ん孔 室(1)関 係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

せ ん孔 タイプ ラ イタ 6 1,000,000 6,000,000

テ ー プ ・ホ ル タ 6 4,500 27,000

`

印刷電信装置 4 750,000 3,0,00,000

テ ー プ ・ス プ ラ イ サ 4 15,000 60,000

テ ー プ ・ワ イ ン ダ 3 8,500 25500

紙 テ ー プ ・キ ャ ビ ネ ッ ト 1 30,000 30,000

ファイ リ ン ・キ ャビネ ッ ト 2 15,000 30,000

拡声装置 1式 56,000 56,000

黒 板 1 35,000 35,000

い す 16 2,000 32,000

小 計 9,295,500

デ ータせ ん孔 室(H)関 係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

カ ードせ ん孔 機 6 1,000,000 6,000,000

カ ー ド検孔 機 1 1,500,000 1,500,000

分類機 1 1,800,000 1,80qoOO

集団複写合計せん孔機 1 2,430,000 2,430,000

翻訳機 1 2,490,000 2,490,000

一454一

」

、

今

■

喝



●

●

'

∀

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

カ ー ド ・キ ャ ビ ネ ッ ト

ファイ リン グ ・キャビ ネッ ト

拡 声 装 置

黒 板

い す

1

2

1式

1

14

55,000

15,000

56,000

35,000

2,000

55,000

30,000

56,000

35,000

2&000

小 計 14,424,000

数値制御工作機械室関係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円)
■

備 考

数値制御工作機械

黒 板

平 机

い す

1

1

20

40

10.000ρ00

35,000

15,000

2,000

10,000,000

35,000

300,000

80000

制御用電子計算機付き

・'

小 計 10415,000

講義室(1)関 係

品 目 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

16ミ リ映写 機 1 270,000 270,000

ス ライ ド映写機 1 65,000 65,000

ス ク リ ー ン 1 89,000 89,000

ビデ オ ・テープ ・レ コーダ 1式 500,000 500,000

テ ー プ ・ レ コ ー ダ 2 40,000 80,000

平 机 23 15,000 345,000

い す 46 2,000 92,000 、

講 師用机 ・い す 1組 30,000 30,000

小 計 1,471,000
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講義 室(ff)関 係

品 名 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

プロ グ ラム用 黒板 2 35,000 70,000

帳票設計用黒板 ? 35,000 70,000

オ ーバ ヘ ッド・プ ロ ジ ェク タ 1 90,000 90,000

TP作 成機 1 199,000 199,000

スク リ ー ン 1 89,000 89,000

平 机 23 15,000 345,000

い す 46 2,000 92,000

講 師用机 ・いす 1組 30,000 30,000

小 計 ・ 985,000

研究 ・資料室関係

品 名 数量 単 価(円) 金 額(円) 備 考

和 文 タ イプ ライ タ 1 60,000 60,000

英 文 タイ プ ライ タ 1 90,000 90,000

かな タ イプ ライ タ 1 90,000 90,000

ジアゾ複写機 1 198,000 198,000

静電複写機 1' 900,000 900,000

謄写印刷機 1 250,000 250,000

オ フセ ッ ト印刷 機 1式 980,000 980,000

自動原紙作成機 1 300,000 300,000

図書戸だな 5 10,000 50,000

ファイ リ ン グ ・キャビ ネット 5 25,000 125,000

書 庫 2 15,000 30,000

テ ー プ ・'フ ィル ム 保 管 庫 2 30,000 60,000

戸だな 2 20,000 40,000

机 ・い す 3組 16,500 49,500

平机 4 15,000 60,000

い す 12 4,500 54,000

小 計 3,336,500

合 計 115,785,000
、
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N高 等 学 校 にお け る教 育 用 コ ン ピ ー 一夕に つ い て

(日 本経営情報開発協会教育問題研究会大学教育問題部会による提言

(昭 和44年11月)か ら引用)

鳴

●

ハ

社 会 にお け る情報 処 理技 術者 の不 足お よ び一 般 人の 情 報関 係基 礎知識 の欠 如 を補 うため に,学

校教 育 にお い て これ ら情 報科 学 に 関す る教育 が 広 く実施 され る こ とが 要望 され て お り,大 学 に お

い ては その 重要 性が 認 識 さち 着 々と手 が打 たれっ つ あ るが,そ れ と対応 して,最 近 で は高 等学

校,特 に商 業工 業 の職 業 高等 学 校 で,教 育用 コ ン ピ ュー タ導 入 の機 運が 高 ま って お り,既 に導 入

を果 した学 校 もか な りの数 に上 って い る。

この よ うな傾 向は情 報 化 社 会へ の移 行 に対 処 す るた めの教 育態 度 と して は喜 ば しい こ とでは あ

るが,教 育指 導理念 を深 く検討 せ ず,安 易 に コ ン ピ ュー タを導入 す る こ とは,教 育 効 果 上必 ず し

も好 ま しい こ とでは ない。 殊 に,最 近 は超 小 型 機等 比較的 低廉 な機 器 が 出現 し始 めた の で,そ の

導入 につい て は,教 育指 導方 針 との 関連 に おい て,慎 重 に検 討 す る必要 が あ る。

この よ うな情 勢 に鑑 み,当 部 会 は 高校 に お け る コ ンピ ュー タ教 育 の あ り方 な らび に 設置 基 準 を

明 らか に す る ことが緊 急 に 必要 で あ る と判断 した。

高 校 に お け る コン ピュ ー タ教 育 の指 導 要領 とい った ものの 作成 には十 分な 研究 と実 験 を必要 と

す るが,そ のた めに もコン ピ ュー タの適 切 な導 入 が強 く要 請 され る。

ま た,コ ン ピ ュー タの将来 の 発 達 は,教 育用 と して 小型 機 を分 散 使用 す るか,あ るいは 端 末機

を通 して大 型 機 を時分 割 使 用 す るか,研 究 すべ き問題 が 多 々あ るが,こ こでは小 型 機 を分 散 配 置

す る場 合 にお い て,プ ロ グ ラ ミン グ教 育 に 必要 と され る性 能,仕 様 は どの よ うな もの が 望 ま しい

か,ま た 将来端 末 機 を使 用 す る場 合 に も適用 で き るこ とを配 慮 して,基 準案 を作成 した もので,

現 在 コン ピュ ー タ導 入 を意 図 してい る高 校 に と って一 つ の判 断基 準 とな る こ とを期待 して い る。

この提案 は高校 全 部 に小型 機 を設 置 す る こと を意 図す る もの で はな く,主 と して職 業 高 校 を対

象 と し,か っ,当 初 は各 地 域 ご とに モ デル 校 を指 定 して,そ こに導 入 し,そ れ を当 該地 域 の情 報

処理 教 育 の核 と して 逐次 全 地域 に及 ぼ して行 くこ とを想定 して い る。

この結論 に よれ ば,小 型 機 を 分散 配置 す る場 合 で も,1,500～2,000万 円程 度 の機 器 を必要 と

す る。 しか し これは 決 して500～600万 円程 度 の超 小型 機 が プロ グ ラ ミン グ教 育 に と って無 意

味で あ るとい うので は な く,そ の よ うな計算 機 を用 い ての教 育 には,機 械 の性 能 を補 うに 足 り る
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深 い経験 と知 識 を もった教 員が いな け れば成 功 を期 しが たい と考 えた か らで あ る。 た だ し,コ ン

ピ ュー タの構造,作 動 原理 に重 点 を置 い た教育 を行 な う場 合 に は,ミ ニ コン ピ ュー タで もあ る程 度

度 の効 果は 期 待で き る。

ま た1,500～2,000万 円程度 の機 器 を あ ま り大量 に導 入 す るこ とは,コ ンピ ュー タの急 速 な発 展

途 上 にお い ては 陳腐 化 機 器 を大 量に発 生 させ る慮 れが あ る。一 方,今 後 ソフ トウェ アの 改良 に よ

って,プ ロ グラ ミング教 育が 相 当節 約 さ れ る可 能 性 もあ るので,設 置 に当 って は この提 案 に あ る

ご と く,融 通 性 の あ る構成 を と るこ とか 望 ま しい。 そ して 各校 か ほ ぼ似 か よ った機 器構 成 を とれ

ば,ソ フ トウ ェアの開 発経 費 は 割安 とな るであ ろ う。

な お,中 心校 へ の小 型機 の配 置 と並 行 して,共 同 利用 セ ンタ ーの設 置 を促進 し,こ こに中 型機

を配 置 して,各 高 校 に共 同 利用 させ る と と もに,中 心 校の 教 育の 補充 や,教 員 の研 修 の場 とす る

こ とが望 ま しい。

β

3.1教 育 用 小 型 コ ン ピ ュ ー タ の 標 準 仕 様

こ こでは小 型 機 を分 散 配 置す る場 合 に つ き,

(1)当 面,そ の小 型機 は 最低 限 どの よ うな性能 と言 語 を具 備 す る必要 が あ るか,ま た,

② 将来,ど の よ うな言語 が開 発 され る ことが必 要 か。 、

を検 討 した。

3.L1ユ ーザ た る学 校側 お よび メ ー カー に対 す る ア ンケ ー トの結 果 を総合 す る とき,当 部 会が

想 定 し た標 準仕 様 は,教 育 用機 器 として は必 ず し も満足 す べ き もの では な い と考 え られ る。

当部 会か 想定 した標 準 仕 様 とは,4kワ ードの コア ・メモ リを もつ 機械 で,そ の うち2kワ ー ド

に コ ンパ イ ラを常駐 させ,残 り2kワ ー ド で コンパ イル ・アン ド ・ゴ ーを行 な うとい う もの で

り,し た が って周 辺 に補 助 記憶 装 置 を もたず,直 接 計 算結 果 を取 出 す 。 す な わ ち,オ ブ ジェ ク ト

・プ ロ グ ラムを ア ウ トプ ソ トす る必 要 は な く
,特 別 な 入出 力制 御装 置 もい らな い もの で,こ れ な

らばか な り安価 に製造 し うるで あ ろ うし,高 校 の教 育 用 として は適 当 で あろ うと判 断 した もので

あ る。

し か るに,ア ンケ ー ト結 果 か ら見 ると,使 用 言語(FORTRAN)に っい て か な りの制 限 を

加 えな け れば な らない し,こ の よ うな コ ン パ イ ラの 製 作 はむず か しい。 さ らに教 育 内 容 の発

展 可能 性 を考 え ると,上 記 の ご とき機 械 の 開発 は 技 術 的 に は可能 であ るが㌧ 教 育効 果 上必 ず し も

有 利 では な い と.思われ る。

す な わ ち,
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① か な り制 限 され た言 語 しか使 用 で きな いの で
,実 用 とい う域 には 隔 た りが あ る。

② コンパ イ ラの能 力 に発 展 性 を もたせ る ことが で きな い。

③ 価 格 は1,000万 円程 度 に達 す るで あろ う。

以 上の点 か ら,最 低 限 どの 程 度 の性 能 を具 備 す る必 要が あ るか を検 討す る と
,次 の2案 が 考 え

られ る。

1つ は・4kワ ードのe… モ リ と容 量2… バ イ ト醸 の ドラムま たは デ,ス ク(15。

～300万 円)鞭 用 し
・JIS3・000のFORTRANを その まま働.い ま1つ は,8k

ワードの コァ ・メ モ リで 直接 コンパ イル ・アン ド ・ゴ ーを行 な い
,FORTRANはJIS3,000

に若 干 の制 限 を加 える・'・の両案 の 機 器構成 は下 図 の よ うに翫 られ るが
,価 格 は入 出力 難 を

含 め てい ずれ の場 合 も1・500～2,000万 円醸 と見 られ る。 しか し将 来の 発 展性
,卒 業 後 の実 用

性 等 を考 え る と,教 育効 果 は 明 らか に第1案 の 方が 有 利で あ る。

構 成

CPU

図

4kワ ー ド

コ ア ・メモ リ

ト

ク

イ

は

ス

パ

た

イ

k

ま

デ

0

ム

〇

一フ

9
臼
ド十 また は

8kワ ー ド

コ ァ'メ モ リ

単 価

GPU

800～1,000万 円

ドラム

デ ィスク

150A》300Jff]

1/0装 ・置

コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ

ラ イ ン ・プ リ ン タ

カ ー ド

}リ ー ダ

紙 テ ー プ

1台(注1)

1台(注2)

1台(注3)

100～200

500～800

ユ00～500

1,650～2,800

オ フ ラ イ ン ・パ ン チ 3台 ～ ユ0台(注4) 60～150
φ

(注1)不 可 欠 の もの で はな いが,あ った方 が教 育 上望 ま しい。

(注2)能 力 は1行80～120字 と して
,1分 間 に100～200行 と想 定。

(注3)能 力 は カー ド・ リー ダの場 合1・0～2・0枚/分
,紙 テー プ ・ リー ダ の場 合1。 。～

300字 ノ秒 と想 定。
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価 格 は紙 テ_プ.リ_ダ の方 か 安 いが,プ ログ ラム修正 は カー ドの 方が や りやす い 。

(注4.)パ ンチは1・ 台 あれ ば1ク ラ・(・ ・人 として)の プ・グ,ラム ・パ ンチが4時 間級 で完 了

す るの で,10台 願 が 望 ま しい し,最 低3台Cま 必 要で あ る・1問 題{・つ き1人 のfvグ

ラム をカ ー ド30枚 程 度 と し,当 初 の パ ンチは ミスが 多 いの で,能 率 を30枚/時 とみ れ

ば,所 要 時間 は,

'
30枚 ×40人/30枚/時 一40時 間

.'.10台 あ れ ば4時 間 で パ ンチが で き る。

e

次 に 。ン ピ_タ の 鞘 搬 鵬 間 として,1台 当 り18・ 時間('・ 力即 麟 獺 時 間)は

過 大 で あ ろ う。 轍1学 年 の生 徒雛2・ ・人 とし,1人 が 搬 中 た2時 間 使 用す るとして も・

月 当 りの使 用 時 間は,

2時 間 ×200人 ×3年110月 ×3年 一40時 沁 ＼月

とな る。 したが って コン ピ ュー タを設 置 した場 合 に は,機 械 の使 用方 法 運 用等 につ い て は格段

の工 夫 を こ らす 必要 が あ る。

な お,初 鰍 育 につ い ては 言語 は や1まりFORTRAN轍 えるの が本 筋 で あ ろ うか ら・ その

.意味 で はJ・S3… をその まま使 え る機 械瀬 利 で あ ・・ それ と とも・・別紙.制 限条 項"中

の27番(1。gi,a1・Fの 使 嗣 能)お よび28番 湘 記述子 にAタ イプ を認 め る)の2項

の 機能 を追加 す る。 しか しな か ら第2秦 の 方 を採 用 す るな らば,上 記"制 限 条項"中4番(デ ー

タは 整数 形 の み)と5番(配 列 は1次 元 のみ)を 採用 す る(そ れ だ け制限 条 項が 多 くな る)。 た

だ し27番 と28番 は第1案 と同 様追 加 す る もの とす る。

肚 の 観点 か ら,わ れ われ は第 ・秦 の 「4K・ 一 ドの ・ ア・・モ リ+200kバ イ トの ドラムま

たは デ ィス ク」 とい う構成 お よび 上記 の言 語 条件 が,現 在 の標 準仕 様 として最 も適 当で あ る と判

断 す る。

3.1.2

さて,(2)の 言 語 の問 題 につ い て論 ず るな らば,本 来 高 等学 校 で教 え るFORTRANは,JI

S規 格 に捉 わ れず,将 来 あ るべ き教 科 内容 と関連 づ け て,JIS'3,000の 仕 様 を さ らに簡 略 化

した言 語 を開発 して,こ れ にっ い て(丁文 と文 法 を徹 底 的 に教 育 す るのが1っ の方 向で あ ろ う。

この よ うな言 語 を使 用可 能 にす るた め には,現 在 の ソ フ トウェア・ ハ ー ドウェ アにつ いて・ な

お 研 究 開発 をすす める余地 が 多 分 にあ る もの と思 われ る。 そ こで,前 述 の結論 とは 別個 の問 題 と

して,.の よ うな誠 吸 入れ られ,そ の結 果,よ り適 切 な ・ン ピ ・一 夕・・シス テ ムと教 訓 プ

▲

▼

⑱
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φ

ロ グ ラム言語 の 研究 が 開 始 され る こと を期 待 す る。

3,1,3

な お,こ れ まで は プ ロ グ ラム教 育 とい う面 か ら考 察 をす す め た もの であ るが,特 に工 業 高 校 の

うち電子 工学 科 な どで,コ ンピ ュ'一夕の構造,作 動 原 理 に重 点 を おい た コン ピ ュー タ教 育 を行 な

う場 合 には,機 械 は前 述 の構成 に捉 われず,ミ ニ コ ン ピ ュー タで もあ る程 度 の 効果 は期 待 で き る。

以 上 の考 察 に基 づ き 当部会 は結 論 として,(1)の 問 題 につ い て は第1案 の ご と き機 器 の構 成 を推

奨 す る とと もに,(2)の 問 題 につ い ては早 急 に研究 に着 手す る こ とを要 望す る。

4

3.2中 古 機 の 活 用 問 題

ユ ーザ ーか ら返却 され た中 古機 を学 校へ 再 配置 す る こ とが,経 済 的 な方 法 と して 考 え られが ち

であ るが,こ の考 えは 次 の ごと き難 点 が あ る。 す な わ ち,

① 現 在 市場 か ら返 って く るよ うな機 械で はJIS規 格 の プ ログ ラム言語 が使 用 で きな い。

② 返却 され た機械 は,メ ー カ ーが 自家 用 にす るか,保 守 要 員 の訓 練 用に 充 て るの で,学 校 に 回

す余 裕が な い。

③ 返却 機 は ほ とん ど寿 命 が きて い るの で,維 持 補 修 に莫 大 な費用 が かか る。

④ メー カー は これ ら旧式 機の保 守 の ため に特別 に要 員 を確 保 して お くこ とが困難 であ り,ま た

そ の よ うな要員 にな り手 が ない。

以 上 の こ とか らプロ グ ラ ミン グ教 育用 と して中 古 機 を使 うこ とは教 育効 果 上 は もちろ ん,経 済

面 か らみて も得 策 でな い。 ただ し ハ ー ドウ ェア の教材 として の利 用価 値 は,大 い に考 え られ る。

`
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1情 報 処 理 に 関 係 あ る 帳 票 一 覧.

主 な帳 票 は次 の とお りで あ る(○ 印 は サ ン プルを 添付 してあ る もの)

(1)文 書(ド キ ュ メ ン ト)に 共 通 な もの

○(a)ド キ ュメ ン ト用 紙

○(b)表 紙 記入 用 紙

○(c)中 表 紙記 入用 紙

(d)目 次 記 不用 紙

(e)参 考 資料 記入 用紙

(f)用 語 登 録 簿

② 作 業 手順 に関 す る もの

(a)作 業 計 画 表

(b)作 業 分担 表

○(c)作 業 指 示書

○(d)改 訂 ・改 版指 示書,

○(e)作 業 完 了 報告 書

(3)シ ス テムの 仕 様 に 関す る もの

(a)シ ス テ ム仕 様書

(b)シ ス テ ム流れ 図 用 紙

(c)サ ブシス テム仕 様 書

ω`入 力 仕 様書

(e)出 力 仕 様書

(f)プ アイル 仕様 書

○(∂ ファ イル設 計用 紙

○(h)レ ポ ー ト設 計用 紙

(4)プ ログ ラ ムの仕 様 に関 す る もの

(a)プ ロ グ ラム説 明書

○(b)プ ログ ラ ム流 れ 図用 紙

○(c)テ ン プ レー ト

○(d)コ ーデ ィ ング ・シー ト

○(e)テ ス ト・デ ー タ記 入 用 紙

一464－
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●

ぷ

㈲ 検 査 に関す る もの

○(a)検 査 仕 様書

(b)検 査 成 績書

(6)操 作 に関 す る もの

(a)蜘 乍説 明 書

(b)メ ッセ ー ジ一 覧 表

○(c)操 作指 示書

○ω キ ーパ ンチ指示 書

(∂ デ ー タ ・ボ リューム表

(f)プ ログ ラム一 覧 表

(∂ 入 出カー 覧 表

面 フ ァイ ル一 覧 表

○(i)磁 気 テ ー プ外 部 表示 ラベル

2.帳 票 様 式 の サ ン ブ ル
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プロジェクト番号

FORTRANPROGRAMSHEET

ペ ージ

作 業 名 作 成 者 名

プ ログ ラム 名 作成flモ月 日
'
- 　戊 '日

EM
NUM8ER
25 7 10 15 20 25 30

STATE∧ へENT

3540 45 50 55 60 65 707

L」_u_L」 」_LLLL」_.LL」 一⊥.L⊥ 」一⊥ 」」 」 」_LL]⊥LLLLL」.L⊥LL|lllLl. .Ll.Ll._L..u_L.1..L..L」...」 、一」

L」」_LL⊥ 」」.⊥ 」LLLLLL⊥ 」」_LL」_1⊥LLL」 _L」.一－L...LL-L.」_.LL」_.LLL⊥.⊥.LL.LL」_L,L」.L.LLL」.⊥

]」」一⊥」」二LL-Ll⊥ 」_L」_L」 」_L⊥_LLLLＬ

LL」 」 一.L.LL、」_L⊥ 」_⊥」...LLユ 」._1」 」

LL」_-L」 」.⊥ 」.」」 」_⊥_⊥ 」LLL

L

_L⊥ 」一_L」_L⊥LL」_LLL⊥ ⊥ 」_

」」_LtＬ

L.L.LL」 」一.⊥⊥_LLLL⊥ 一 ⊥」_L」 」⊥LLLL⊥ ⊥」」」⊥LLLLLL⊥ 」」」_⊥⊥⊥-L」_1.、」_上」一⊥

LLLL,L]_LLLI_LL⊥ 」_L⊥ 」⊥ ⊥」」 」LLLLL⊥ ⊥.L〕 ⊥L⊥ 」_LLLL⊥ ⊥LLＬL .L..LLL⊥ ⊥.」...LLL⊥ ⊥⊥-L⊥ ⊥.⊥」」

].一.Lu⊥-LL」 、1-LL.LLu⊥ ⊥⊥ .LLLLLLLL⊥ ⊥LLLLLL－LLL-L⊥ ⊥」⊥_LL.LL.]_LE⊥u」 _L」 ⊥.

LLLLLL⊥ ⊥⊥ 一.1._LLL⊥ 」」」U⊥ 」_L⊥ 」」」_L⊥ 」

ll_LL⊥⊥LL]_]_LLLLL 」」」」」 」

L」.」

L.LL」 」_LLL⊥ 」_LLL⊥ ⊥」

LL」.⊥ ⊥ ⊥ ⊥L山ll"LL-1-」 」 ⊥ 」.一,L」.」一,.L⊥一」

L⊥ ⊥ 」_L」_L⊥ 」._LLL」_LL」_L⊥ ⊥ 」」 _Ll_L.LLI..L.LL-LL⊥ 」」..」.⊥、-L.⊥」_L」 」

」_.「.LLL⊥ ⊥ 」.」」_⊥-L 、.LLLI._L..LL⊥ ⊥_L.-LLI」_」_LLLU..ll」 」.」1..1. .」1.1,LL.1.」 目,-LLLL」_L.⊥ 、

]一.L.LLLL.」J-.L」 」_LL⊥ 」__LL⊥ ⊥.LLL.LLL」.-LLLL」.-lLl.L,」 」.、LlLll...L-LL[」_L.L.LLLI」_L

⊥」」 」」_LL.LLL⊥ ⊥ 」一⊥⊥.Ll.LL⊥_L[,L」 -L-L.LLLL」-LL.L,1_.Lユ 」」

L」」.⊥L⊥ 」」_」 」 」_⊥ 」_LL.L口_」_.L-L1.、 ⊥Ll」_.LLL」 一一」_[lLllU上LL .LLl.」..L1」

_LLLL⊥ ⊥ 」」_L⊥ 」_LLL⊥ 」_L⊥ 」_L⊥ ⊥⊥ 」.」 一⊥」」 一⊥ ⊥-L⊥ 」...Li_Ll.1_L.L..L.t- .1..1.1...1..」.,⊥ 」..i..LL」1_.LLL.t」 一」.」.⊥

LL-LLLLL-」,.⊥-1-L.L」 」.上...LLL⊥ 」.一.1.一.L⊥⊥L⊥ ⊥.-LL.L.LLL⊥ ⊥ ⊥ .」
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作 業 名
COBOLCODINGSHEET

「

ページ

プロジェクト番号
作 成 者 名

プ ロ グ ラム名
作成年 月日 年 月 日
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プロジェクト番号

ASSEMBLER CODINGSHEET
(ご璽1り

ペ ージ

作 業 名 作成 者 名

プロ グラム 名 作成年月日 年 月 日

NA～ へE
l8 9

OPεRATION
lO14 15

OPERANDCOMMENT
20253035404550556065 72

lD
7375

SEQ
76777880

ll日 い1 1い1 ll.日 いll川1口 いi∴1川llい1日lll川1川 口[lll川 ‥ ・い1川 ll 1
1 0 0

ll日ll} ll日 川llい 口.1日 目llll口ll1川hlll口1口h口llll日 いll川 口lll
ll 1 2 0 0

lll川ll llll 1川ll川 ・ll目 口1日1・lll日lul .白 川llhl口1・ いlhlい 川 いli
ll 1

3 0 0

lllll[1 llll

,

1川 ■1日lll川1い1川lll旧 い1川 州1口1いll川lllhl川 山 川 川 ll 1
4 0 0

llいlll 1日[ llllい 川 、 川1いhll口1口lhl川1い 川ll・ 日 日1日ll日 日 目 口1 |1 1
5 0 0

日.1日ll 日 日 |口lh山 川 川lll川1川111川1川11い 山 川1川hl日ll川 口 ll 「
6 0 0

llL⊥1 llll 日 日1川 い 、 目 いll、1口 、 口lh日 日 日1:1口1口,1,llll1日1口 い 1ド 1
7 0 0

1}

川 州lll llll 1|日h川1日llll口 口1、1日ll日 日 川llll日 日ll日1日 山 川ll口 ll |
8 0 0

i[lllll llll ll川hll日 日11h日 日1口llいlllll川1 川ll口n■ 〕.lll川ll ll 1
9 0 0

ll 1
0 O 0

lllllll llll 1日lh川1川11■llい,1川lh日 日1川|hlllllll1い 日 い 日1い

日llい1 llll 1日ll日 日 山 川lh川 口}、 川1日 目 日 日lll川llll川h1・ 日r川 口 11 1 1 0 0

llll}li ll日 日lllliい 旧 い1川1日ll山 川1い111白 い1い 川111111日1川1口 ll 1
2 O 0

}rl川11 llll 1川1|ll日 日lllh川lll口 ■ いllUl川hl川nl川lllい 川 口ll
ll 1

3 0 0

lllllll llll 1日lh川,1、 川lh川lll川ll川{■ 口 口ll川1川1い1口 川 州 日 い ll 1
4 0 0

日 目lll llll 日 日1,,1日 いlllllいll'・lll山 川1日 川h|lll}日lhl川1口 、口1
ll 1

5 0 0

1い い11 1日1 い いll川1口 口lh口 口ll川1日 目1日ulll山 川[llいlllllい 川

L

l1 1
6 0 0

1日1川1 1111 円 いll日1山 川1い1川ll日lhll日llllhl日 日1・ ・1hl川 州1川r 11 1
7 0 0

lllいll 1日1 川 口h川lll川llll川lll川h川IUいlhl日 い1川 い11111日U ll 1
8 0 0

日 目 い 「 llll

.

ll日1山 川1日 目ll日 日1日lh川1日 いlll川1川1川1いLlll口 い il 1
9 0 0

llll}ll llll lllll日 日 い 、川h目 口1|11い い|い1日hll日ll・ll1い1日 目1ド ll |
o 0 0

ll川lll ll}1 日 日ll日1川lllll1川1・11・1い 川1口1・lll日 日1い1・L口 口 日11 ll 1

い 十日ll
一

llll 日1lhU日llllh日 日|1日hい 口llllhlll川1川1口llll日 日 ll 1

1111111 llll ・ ・llhlll1日 目 い1川IU1■ い ・ ・]] .llllい 旧 い ・1川llll川 ・1
ll 1

」..

`]
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作 業 名

プロジ ェク ト番号
テ ス ト・デ ー タ 記 入 用 紙.

4膣璽嚢腫嚢璽纏懸'鱒'

ベ ー ジ

作成 著 名

デ ー タ 名 作成年月日 年 月 日

11020304050607[80

}}llIlll1 lll}Irll1 illI`|lll lllIllI}1 111111111 1}lIrlI」| 11|II・1`1' `lII```rl

!1`ll|llI IlIlllllI 1}lIlIlIl llIlI!Ill Il`[lIl}1 llIl`lIII 1「lllI」|`1 `1`■ ■`'1`

11111rIll llIllI}Il llllIIlIl llllIlrlI lllllllII llllIIIll lIlIllllI Illl`lI'】

IrlIIllI1 llllIllIl

'

lIlt`rIIl llIl`Ij!} ll}1」IIIl llll`Illl (1「llllIl 111111111

llllllll! lllIIllll lIllIlIIl lllIIllll ll〔1`Illl llllllllI lIll`tll【 lIl]`llll

{IIIlIlI{ IllIlllIl lIIIlIlll lllllIIII IlIlIlIll lIll`llII |1|1`llll IIrl`【 ¶`1

Itlllllll }lllllllI |llllIlll lIlI`Illl 1}lIIilIl 1}ll`lll} 111`IlIlI lIlI]lIIl

1|Il`lIll IIIlIIIll lIIl`lIll lll}rlIll 1)Il`ll}1

、

lIIlIllIl llIrIIIll `llIIrII`

,)IlI`1`] lIII`lIII 1[lI`II[} llllllIll 1!IllIllI llllllllr IlllIlIll lrIIＬlI}1

Ill|`jl)| IlllllIjI IlllllIl) rll|`llIl Il|lIIllI lIrIlrII, II`IlIIrI

.

1'Ill```1

```Il`Ill lllIlI`」` 1`1」`IllI II}1`1`Il ``|'1``|` `1'II1`Il 1」``.'`Il {1`11⑯ll`

llllIllll llllIIlI| lllIlllll lllllIlIl Il[lIllIl }lIlIIlII llIl`llll llIl`{Ill

[lIllllll llIl`Illl lllll}ll} lllI`IlIl lIlIIIlII IlllllIlI 1111`llll IllIllIl}

lIlll}lll 1|ll`Illl }[lllIIll lll{ll|.ll 111111111 llllIllIl 111111111 IIIl`]Ill

lIll}llll lllll|lll lIlllllIl 1111!1111 lllllrlll llllIllll 日lllllll 1}ll`Illl

IllIIllll ll1}lll|1 lllllllll lllllllll [lllIllll llllIlllI lllllllll

.
、

llIlIllIl

``lI`ll1! )IIIllIll IIIlIllll 1口IIIilI llIlIlllI 1[lllll「1 llll`llIl IlIIllIlI

!11111「ll lllllll「1 lllllllll llllllill ll川lllll 日 いlllll llllll|ll |}lllllll

lIlI{llll 111111川} llllllllI lrlIl|1|1 IllIl|lll llllllll'1 lllll・llll lI|llllll

`1``III`1 1``」,1`Il '1'」`]111 1,`1'IIl' |'lll`fI` IlllIll`` `1`1`lIII IIIlII)1[

IIllIl{Il lll1`|lll llllll}ll }Illll}ll |lIlIIllI IllllIIlI lIl|`Il|1 IjlI`lIlI

}lIlllI[1 1|llIl[ll lllllllll 1|llIllll 11|llllll llllllIll llllIllll 「llI`1!ll

`IIIIlI'1 1}llIlIll lII|ltIll

'

IlIIIlllI 1|llI[lll Ir|1tlllI 1`1|IjI`1 ```IIIl`1

Ill}llIlr llllIllll !lIlIllIr lllII|III llIlIllll IIIllIIlj llllllllI 111111111

lllIllllI |llllllll IllllIlll IIlllllll 1}lllllIi 1111`lIll lllllIlIl lllI`IIIl
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昭和 年 月 日

検査仕様書番号

」

検 査 仕 様 書

作 業 番 号 納 品 先

件 名 作 業 責 任 者

作 業 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日

●

項 目 検査の有無 検査 時 期 検 査 者 検査 方 法

⇔

検査実施日検査
済印

Planning

functionaＬ

specification

systemblockchart

detailspecification
●

manualexterna1

manualinterna1

producttest

そ の 他

⇔ 検査ec使用する道具 ・検査のgrade等 詳細は別紙(形 式自由)に 記入して添付する。
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' 操 作 指 示 書

IBM360-50(1)
弓.・×

弓;塑[時
.受 付 日 時

完 了 予 定 日 時 分

※ 指 示 項 目(中 込老記入)
結 果(セ ンター記 入)

作業者サイン

◇'処 理 内 容 STANDARD SPECIAL ◇ 完 了 日 時 分

δSタ イ プ MFT
.

・PCP・MVT

②

完

了

状 ・

態

㌻
ス

テ
ム

型

状 態 コ ー ド ジ ョ ブ 名

最 大 コ ア サ イ ズ 100K.250K ・K
一

・NORMAL

予 想 全所 要時 間 10分 以 内 ・ 分 ・ABEND

打 切 時 間 20分 ・ 分
一

・OPCANCEL

　.
JOBCLASS A.B.C.J.KL ・

,, 〔説明〕

ター ミナル コ ミュニケ 無 ・2260・2741

立 合 希 望 無 ・有

PUBLICへ の登録 無 ・ 有

システム ・ライブラリ登録 無 ・有

ぐ〉作 業 時 間 分 秒

◎ 入 力 カ ー ド
・ 枚

通 信 欄(中 込者←→担当者)
一.

<i>出 プJカ ー ド 無 ・ 枚

－
SYSOUTCLASS B

　
NOTUSE

UNIT指 定

－
NOTUSE ・00D

カ ー ド の 色 う ぐいす色 ・ 色

④ 使 用 言 語
一

・ASM・PL/1・COB・RPG

・FσRT・MPS・SSP・GPSS・GIS・PMS・LEMS

◎ 使 用ユ ーティリティ

一 一
・PROGM・DASDR・MOVE

ゆJδBNAMES 1 2

〈〉 コ 《5Bf牛 飲
・ 件

**************

(註1)指 示項 目がSTANDARD

の場 合、 ・印以外は記入 す る

必要はあ り・ません。

(註2)※ 印の欄は必ず 御記入

くだ さい。

・印内 に○をっ けるか、 又は

指示項 目を記入す る。

⑧ 印 刷 UMT
－

SYSOUT UNIT

指定

フ才ーム

番 号
トレイ'ン カ ナ 数 量

STANDARD 00E A 禁 / PN 禁 ・P枚

SPECIAL OIE . ・01E ・ QN ・KN ・P枚

⑨ 私 用 ポ リウ ム

一 －
VOL.SER.NO UNIT LABEL (註)TAPE

の場合 、必要

ならばDCB

等 を記 入

↓ ,

DISK

TAPE

280 ・SL・NL
DSN DEN BLKSIZE ×

281
え【丁 一

・SL'・NL DSN DEN BLKSIZE ×

氏1※ 暮
印

※.

…

…

A"

番号
ii

ii

受 領 者 署 名 日 時
ii
ii名

所
属

※

室 長 HEAD 製品CHK 解禁CHK . 受 付

会
社

ユ ー ザ ー 番 号
iiiii
iiiii

一482一
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↑

亀
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●

キ ー パ ンチ 指 示 書

(受付番号)

年 月 日

ユ ー ザ ー 番 号

iii:i
:

(会社 名) (所在地)(電 話)

(所属)'

部 課
璽
ま

氏

名

Nα) プ リ ン ト

1す る2し ない

使 用 コー ド

026029

(数量)

使 用 言 語

ASMF・RT[ ALG RPGPL/1 COB デ ー タ そ の他

(希 望 納 期)

年 月 日

(予 定 納 期)

年 月 日

一483一
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つ イ

磁 気 テ ー プ 外 部 表 示 ラ ベ ル

*作 成年月日
*

*

*保 存期間
*

*消 去予定日

べ

㊨
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初級情報処理技術者教育時間配分表
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1

編 部 章
項 目

講 義 実 習

基礎編 200

第1部 デ ー タ処 理 の 基礎 50

事 務 とデ ー タ処理 15

情 報 とデー タ処 理 3

事 務 の 機能.
'

6

デー タ処 理 の 機能 6

機 械 によ るデー タ処 理 16

データ処理方法改善の必要性 3

デ ー タ処理 方法 の歴史 5

機械にょる処理 8

デー タ収 集 19

デ ー タ収 集 方 法 のい ろ いろ 3

紙 カ ー ド 4

紙 テー プ 4

その 他 の デー タ収 集媒 体 5

デ ー タの変 換 3

第2部 コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア 50

ハ ー ド ウ ェ ア の あ らま し
10

コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史 4

現 代 の コ ン ピ ュ ー タ 3

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 3

入出力装置 14

入出力装置の機能 6

各種の入出力装置 8

記憶装置 13

デー タの 表現 ・

4

内部記憶(記 憶原理と各種記憶) 4

補助記憶 3

一486一
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編 部 章
項 目

講 義 実 習

外部記憶 2

演算 ・制御装置 13

演算の原理 4

中央演算処理装置の基本要素 2

制御機構 3

算術論理演算機構 4

第3部 コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ ェ ア 50

プロ グ ラムの あ らま し 17

プ ログラム 記憶 方式 4

機械語 5

プ ログ ラムの 作 り方 8

プ ロ グ ラ ミ ン グ'シ ス テ ム 15

プロ グ ラ ミン グ ・シ ス テム の 構成 と用語
3

サ ブ ルー チ ン とマ ク ロ命 令 3

入 出力 制御 シ ス テム 2

サ ー ビス ・プ ロ グ ラ ム 3

プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の種類 2

ソ フ トウ ェアの 発展
2

言 語 あ あ らま し
、 18

w－

アセ ン フ フ 2

FORTRAN 4

ALGOL 1

COBOL 5

PL/1 4

RPG 2

第4部 コ ン ピュー タの 利用 50

シス テ ム設計 40

シス テ ム設 計 の手 順 7

一487一
/
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編 部 章
項'目

講 義 実 習

コー ド設 計

}4
プ ア イル設 計

流れ図 5

プ ロ グ ラム設 計 5' 7

情報処理規格 3

コ ン ピ ュ ー タ の 応 用 10

編 部 中項 目 小項目 演 習

実習編 300

第1部 プ ログ ラ ミン グ(FORTRAN) 220

FORTRAN概 論 2

FORTRANプ ログ ラ ムの形 式 7

コ ー デ ィン グ ・シ ー トと コー ディン グ ・シ ー ト

へ 記入 す る と き の注 意 1

FORTRANで 使用 で きる文 字 1

行(注 釈行END行,開 始行,継 続行) 1

文 1

文番号 1

英字名 2

デ ー タ の 型 10.5

定数 2.5

変数 3

配列 5

基本 的 な文(1) 18

算術代入文 5

GOTO文 と算術IF文 6

入 出力文(1) 7

演 習問 題(1) 10

一488一
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編 部 中項 目 小項 目 演 習

基本的な文2) 25.5

DIMENSION文 4

DO文 とCONTINUE文 ● 7

添字式 3

STOP文 とPAUSE文 0.5

入 出力 文(2) 11

演習問題② 10

基本外部関数 と組込み関数 7

演習 問題(3) 13

文関数 7

演習 問題(4) 15

副 プ ロ グ ラム 18

関数 副プ ロ グ ラム 9

サ ブル ー チ ン副 プ ログ ラム 9

演習問題⑤ 15

cOMMoN文 とEQu工VALENCE文 12

COMMON文 6

EQUIVALENCE文 6

演 習 問題(6) 20

書式なし入出力文 4

補助入出力文 2

演習 問題(7) 20

ま とめ 4

第2部 プ ログ ラ ミング(COBOL) 220

COBOL概 論 10

COBOLの 歴史 1

COBOLの 特 徴 1

COBOLの 言語 体 系 3

表記法 ]L

、

一489一
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編 部 中項目 小項目 演 習

COBOLプ ロ グ ラムの 構成 2

COBOLプ ログ ラム の形式 2

見 出 しデ ィ ビジョ ン と環 境 デ ィ どジ ョ ン 7

見 出 しデ ィ ビジョ ンの書 き方
・

2

環 境デ ィ ビジ ョ ンの 書 き方 5

演習問題(D 10

、

デ ー タ ・デ イ ビ ジ ョ ン 28

フ ァイ ルの 構 成 5

デ ー タ ・デ ィ ビジ ョ ン の 書 き方

デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン の 構 成 3

プ ア イ ル'セ ク シ ョ ン の 書 き方 15

作 業域 セ クシ ョ ンの 書 き方 5

演習問劇2ジ 10

手続 きデ ィ ビ ジョ ン 55

流れ図の復習 3

手続 きデ ィ ビジ ョ ンの構成 2 5

文の種類と命令の種類 2

入出力命令 7

移送命令 6

演算命令 8

処理頂序変更命令 ■ 8

表の処理 10 5

演 習 問題(3}、 40

条件命令 8

注釈命令 0.5

翻訳指示命令 0.5

演習問劉4) 50

第3部 デ ー タ準備 30

紙 カ ー ド 30

一490一
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へ

D

編 部 中項 目 小項 目 演 算

紙 カー ドの 作 成 15

紙 カ ー ド の チ ェ ッ ク 10

紙 カー ドの 取扱 い上 の注 意 3

紙 カー ドの保 管方 法 2

紙 テ ー プ

紙 テー プの作 成

必要に応じて便宜
紙 テ ー プ の チ ェ ッ ク

紙 テー プ の取扱 い上 の注 意

紙 テー プの 保管 方 法

第4部 コ ン ビ。ユ ー タ の 運 用 50

コ ン ヒ。ユ 一 夕 の 構 成 と 配 置 4

デ ー タの取 扱い 8

制御卓の操作 9

入出力装置の操作 12

操作の技法 9

プログ ラムの 保 守 8

一491 一
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工DP(集 中 デ ー タ 処 理)

ISO

ア ク セ スaccess

ア クセ ス ・ア ー ム

ア クセ ス 時 間

アセ ン フ フ

ァ セ ン フル

ア ド レ ス(番 地)

ア ドレ ス 部

ア ドレス 変 更(修 飾)

ア ドレ ス ・ レ ジ ス タ

ア ナ ロ グ 型 コ ン ピ ュー タ

粗 い 流 れ 図

ALGOL

RPG

ア ンパ ッ クunpack

－ 括 処 理(バ ッチ 処 理)batchprocess

EDP"

EDPS

移 動(す る).mOve

入 口 点entrypoint

印刷 装 置printer

イ ン タ プ リタ(通 訳ル ー チ ン)interpreter

英 数 字 コ ー ドalphanumericcode

映 像 表 示 装 置graphicdisplayunit

Xせ ん 孔X-punch

エ フー'メ ツセ ー ンerrOrmeSSage

応 用 プpグ ラ ムappIicationprogram

オ ー バ パ ン チoverpunch

オ フパ ン チoff-punch

オ フ ラ イ ンoff-1ine

accessarm・

accesstlme

assembler

assemble

address

addresspart

addressmodification

addresSregister

analogcomputer

generalflowchart

－493一

凡 例 基.基 礎 編

実 一 実 習編

基 実に続 く数 字は

部,章 の番 号 を表 わす。

基1,3

基4,1

基2,3

基2,3

基2,3

基3,1

基3,1

基2,3

基2,4

基2,4

基2,4

基2,1

'

基4,1

基3,2

基3,2

基2,3シ

基3,2

基1,3

基1,2

基2,4

基3,2

基2,2

基3,2

基]、3

基2,2

基1,3

実1,実2

基3,2

実3

実3

基2,2

1

1
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オ ペ ラ ン ドoperand

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ムoperatingsystem

音 声 応 答 シ ス テ ムaudioresponsesystem

オ ン ラ イ ンon-line

オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ムon-linesystem　
オ ン ラ イ ン ・バ ン キ ン グ ・ シス テ ムon-1inebankingsystem

会 計 機accountingmachine

下位 け た(単 位 け た)10w-orderp・sition

回 転 待 ち 時 間rotationaldeIaytime

解 読 器(デ コ ー ダ)decoder

外 部 記 憶externaIstorage

カ ウ ン タ(計 数 器)counter

拡 張2進 化10進 コ ー ド(EBCDIC)

加 算 器adder

仮 数mantissa

カ ー ド ・ イ メ ー ジcardimage

カ ー ド送 りcardfeed

カー ド ・ゲ ー ジcardgage

カ ー ド の け た(欄)

カ ー ド ・ コ ー ド

カ ー ド ・ シ ス テ ム

カ ー ド ・ ジ ャ ム

カ ー ド ・ ス タ ッ カ

カ ー ド ・ デ ッ ク

カ ー ド ・ フ ァ イ ル

カ ー ド ・ ホ ッ パ

cardcoIumn

cardcode

cardsvstem ㎡

cardJam

cardstacker

carddeck

cardfile

cardhOpper

extendedbinary-

codeddecimalcode

`

カ ー ド読 取 せ ん 孔 装 置readerpunch

カ ー ド読取 装 置(カ ー ド ・ リー ダ)cardreader

可 変 長variablelength

可 変 長 レ コ ー ドvariableIength「eco「d

紙 カ ー ド(カ ー ド)'papercard

紙 テ ー プpapertape

紙 テ ー プ せ ん孔 装 置papertapepunch

紙 テ ー プ 読 取 装 置papertapereader

緩 衝 域(ノx"ッ フ ァ)buffer

－494一
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4

2

2

2

2

2

1

3

.
3

4

3

3

1

4

1

2

3

3

2

2

3

3

1

1

1

2

3

2

ヵ

タ

ヵ

リ

タ

ハ

タ

ハ

ゴ

リ

ハ

ジ

タ

ヵ

ハ

ヵ

タ

ハ

タ

ヵ

リ

タ

ハ

ヵ

ア

タ

ハ

フ

配

麹

紅

斑

量

劃

劃
.親

紅

斑

知

勘

璽

璽

誉

割

勘

刻

刻

刻

刻

知

彰

劃

射

麹

釦

割

勘

射

配
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監 視 プ ロ グ ラ ムSupervisor

関 数functiOn

言己憶storage

記 憶 装 置memory,storageunit

記{意 ダ ン プstoragedump

言己齢 量storagecaPacity

記 憶 レ ジ ス タ 「'storageregister

機 械 語machinelanguage

奇 偶 検 査paritycheck..

記 号 ア ド レ スSymbolicaddress,

記 号 言 語symboliclanguage

記 号 プ ロ グ ラ ムsymbolicprogram

擬 似 命 令pseudoinstruction

技 術 分 野scientificapPlication

基 準 ア ド レ ス(ベ ー ス ・ ア ド レ ス)baseaddress

i基 準 レ ジ ス タbaseregister

机 上 デ パ グ'deskdebug

基 数r.adix

基 本 カ ー ドmastercard

基 本 フ ァ イ ルmasterfile

キ ャ リ ッ ジ ・ テ ー プcarriagetape'
記 録 密 度storagedensity

経 営 情 報 シ ス テ ムmanagementinformationsystem

・ 計 算 項 目calculatingfield

け た 上 げcarry

け た あ ふ れOverflow

け た 移 動(シ フ ト)shift

検 孔verify

検 孔 機verifier

言 語 翻 訳 プ ロ グ ラ ム.languagetranslator

椀 奎i数字checkdigit

検 査 ビ ッ トcheckbit

原 始 プ ロ グ ラ ムsourceprogram

け ん 盤keyboard

け ん 醒 せ ん孔 機(キ ー パ ン チ) ,keypunch

-495一
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1
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基

実

基

基

基
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基

基

基

基

基

基
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実
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基

基

基

基

基

基
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実
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基

基

基

基
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語word

光学 文字optical

光学 文 字読取 装 置(OCR)

合 計 印 刷(グ ルー プ 印 刷)

.

降順

更新する

項目

互換性

コーダ

譲

固定記憶

固定 小 数 点

固 定 長

固 定 長 レコ ー ド

コー デ ィ ン ク

コ ー ド

コー ド ・ フ ック

コー ナ ー ・カ ッ ト

COBOL

コ マ ン ドcommand

コ ン ト ロー ル ・ シ ス テ ムCOntrolSyStem

コ ン パ イ ラcompiler

コ ン パ イ ルcompile

コ ン ピ ュ ー タcomputer

再 開(再 起 動)restart

サ イ ク ルcycle

再 配 置 可 能relocatable

作 業 域workingarea

座 席 予 約seatreservation

サ ー ビス ・プ ロ グ ラ ムserviceprogram

サ ブル ー チ ンsubroutine

さん 孔 テ ー プpunchedtaPe

算 術 式arithmeticexpression

算 術 論 理 演 算 装 置arithmeticlogica1

参 照 項 目referencefield

-496－

character

opticalcharacter

コ か
groupprlntlng

deScendlngorder

update

コ
ltem

タ コ ひ
compatlblllty

coder

wordlength

read-onlystorage

fixedpoint

fixedlength

fixedlengthrecord

の 　
codlng,

code

codebook

cornercut

コ

unlt

reader

基2,3

基1,3

基2,2

基4,1

基3,2

実4'

実2

基4,1

基4,1

基2,3

基2,3

基2,4

基1,3

基4,1

薩;;}
基1,3

基4,1

基4,1

基3,2

基2,4

,基4,2

基3,1

基3,1

基1,2'

実4

基2,3

基2,3

基3,1

基4,2

基312

基3,1

・ 基1
,3

実1

基2,4

基4,1

亀
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字(キ ャ ラ ク タ)character

へ　 シ
ン ェ 不 レ 一 夕generator

視 覚 検 査sightchecking

磁 気 イ ン ク 文 字magneticinkcharacter

磁 気 イ ン ク文 字 読 取 装 置MICR

磁 気 カ ー ドm・gneticca・d'

磁 気 カ ー ド記 憶magneticcardstorage

磁 気 コ ァ 記 憶magneticcorestorage ,

磁 気 デ ィス ク 記 憶magneticdiskstorage

磁 気 テ ー プmagnetictape

磁 気 テニ プ 記 憶magnetictaPesto「age

磁 気 テ ー プ装 置magnetiCtapeUnit∫
磁 気 ドラ ム 記 憶magneticdrumstorage

磁 気 薄 膜magneticthin-fiIm

磁 気 フ イ ル ム 記{意magneticfilmstorage

シー ク時 間seektime

資 源resource

JIS
,

シ ス テ ムsystem

シス テ ム 設 計syStemdesign

季

シス テ ム 流れ 図

シス テム 分析

実行(ラ ン)

実行 サ イ クル

実 行 プロ グ ラム

実 行用 コ ン ピュー タ

自動計 算機

自動 デー

自動 プ ログ ラ ミン グ

automatlC

タ 処 理(ADP)Iautomatic

指 標(イ ンデ ッ ク ス)

指 標 レ ジス タ(イ ンデ ック ス ・ レ ジス タ)

事務 分 野business

集 積 回 路(IC)

集 団 せ ん 孔gangpunch

16進 数hexadecima1

systemflowchart

SyStemanalySiS

コ
execut10n,run

　
eXeCUtlOnCyCle

コ
eXecutlOnprOgram

objectcomputer・
'

,

computer

dataprocessing

automaticprogramming

り
1ndex

コ コ
lndeXreglSter

applicatiOn

　 コ コ
lntegratedCJrCUlt

r
、

一497一

、

」

3

2

3

2

3

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

4

1

「

1

1

3

2

4

4

1

1

4

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

2

3

3

1

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

2

3

3

2

1

3

2

2

1

2

3

2

基

基

実

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

実

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

実

基

〉

、

∠



、

'

主 記 憶malnsto「age

10進 数decimal

出 力Output

出 力 域outputarea

出 力 装 置outputunlt

出 力 媒 体outputmedia

主 ル ー チ ンmainroutine

順 次 ア ク セ スsequentialaccess

順 次 処 理sequentialprocessing

順 序 検 査sequencechecking

準 備 ル ー チ ンhousekeepingroutine

順 編 成SeqUentialOrganiZatiOn

上 位 け たhigh-orderposition

消 去

条件 付 き分 岐

照 合 機

照 合 順 序

詳 細 流 れ 図

昇 順

定 数

情 報'

情 報 検 索

情 報 処 理

ジ ョ グ ル

書 式(形 式)

へ や ロ

ン ヨ フ

処理

シ リンダ

垂 直検 査

ス イ ッチ

水平 検査

ス キ ップ

erase

conditionalbranch

collator

collatingsequence

detailflowchart
,

コ
ascendlngorder

、

、

constant

お
lnformatlon

informationretrieval

informationProcessing

joggle

format

job

proceSS

cyllnder

verticalcheck

switch

horizontalcheck

skip

ス テ ー ト メ ン ト(文)statement

ス テ ー ト メ ン ト(AAgDTt)statement

スAO－ スspace
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正 規 化normalize

制 御contro1

制 御 カ ー ドcontrolcard

制 御 装 置controlunit.'

制 御 卓console

制 御 盤c・nt・ ・1paneI

制 御 用 文 字controlcharacter

精 度accuracy

セ ク タsector

セ グ メ ン トsegment

絶 対 ア ド レ スabsoluteaddress

ゼ ・ 抑 制zer・sUpPreSSi・n

せ ん 孔(パ ン チ)punch

専 用 コ ン ピ ュ ー タspeci・1pu・p・sec・mputer

操 作(オ ペ レ ー シ ョ ン)operation

相 対 ア ド レ スrelativeaddress

装…置 ア ド レスdeviceaddress

ソ フ ト ウ エ アsoftware

ソ ー ンzone

ゾ ー ン せ ん 孔ZOnepunch

ゾ ー ン ・ ビ ッ トzonebit

大 規 模 集 積 回 路(LSI)1arqescaleintegration

妥 当 性 検 査validitycheck

タ ー ン ア ラ ウ ン ドturnaround

端 末 装 置terminalequipment

チ ェ ッ・ク ポ イ ン トcheckpoint ぺ
中 央 演 算 処 理 装 置centralprocessingunit

超 小 型 コ ン ピ ュ ー タminicomputer

　
直 接 ア ク セ スdirectaccess ■
直接 編 成direct`organization

追 跡 ル ー チ ンtracer

突 合 せmatching

提 案 書P・ ・P・salt－

デ ィ ジ タ ル 型 コ ン ピ ュ ー タ(計 数 型 計算 機)digitalcomputer

デ ィス ク ・パ ッ クdiskpack
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適 用 業 務(ア プ リ ケ ー シ ョ ン)application

出 口exit

テ ス ト ・ デ ー タtestdata

デ ー タdata

デ ー タ ・ ア ド レ スdataaddress

デ ー タ 収 集datacollection '.
デ ー タ 処 理 ・dataprocesSing

デ ー タ 通 信datacommunication

デ ー タ 転 送 時 間datatransfertime

デ ー タ ・ ベ ー スdatabase

デ ー タ 変 換 プ ロ グ ラ ムdataconveBionprogram

デ バ グdebug

テ ー プ ・ リー ルtaperee1

テ ン プ レ ー トtemplate

等 速 呼 出 し(ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス)randomaccess

等 速 呼 出 し 記 憶randomaccessstorage.

特 殊 文 字 コ ー ドspecialcharacte「code

閉 じ た サ ブ ル ー チ ンclosedsubroutine

ト ラ ッ クtrack

ト ラ ン ジ ス タtransistor

ト ラ ン ス レ ー タtransIator

取 引 カ ー ドtransactioncard

取 引 フ ァ イ ルtransactionfile

流 れ 図fIowchart

ナ ノ 秒nanOSecond

な ま デ ー タrawdata ぐ
2進i化10進 コ ー ド(BCD)binary-codeddecimalcode

2進 数binary

2倍 精 度doubIeprecision.

ニ ー モ ニ ック ・ コ ー ドmnemoniccode'

入 出 力 制 御 シ ス テ ム(10CS)

ひ
1nputoutputcontrolsystem

入.出 力 制 御 装 置inputoutputcontrolunit

入 出 力 装 置inputoutputunit

入 出 力 チ ャネ ルinputoutputchanne1
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実1,実2
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基3,1
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基1,3
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基2。,3
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入 力input

入 力 域inpu'tarea

入 力 装 置inputunit

・入力 媒 体inputmedi
a

醗 泉盤ipatchboard

/w!fトbyte

ハ イ ブ リ ・ ド 型 ⇔ ピ
・ 一 夕hyb・id・ ・mptiter

配 列 ・ ・ray

/Neッ クpack

バ ッ ク スAO-・ スbackSpace

ハ ッ シ ュ 合 計hashtota1

パ ッチ(切 り 張 り)patch

パ デ ィ ン グpadding

バ デ ィ'ン グ ・ レ コ ー ドpaddingre
cord

ハ ー ド ウ エ アhardwa
.re

パ ラ メ ー タparameter

パ リ テ ィ 。 ビ ッ トparitybit

判 断 表decisiontable

:iン チ'カ ー ド'シ ス テ ム ・…hcard・y…m

汎 用 コ ン ピ ュ ー タgeneralpurposecomputerはん
汎 用 レ ジ ス タgeneralPurPose「egiste「

PL/1

比 較(す る)cOmpare

引 数argument

ビ ッ トbit

表(テ ー ブ ル)table

開 い た サ ブ ル ー チ ンopensubroutine

フ ァ!fノ レfile

フ ァ イ ル 保 護 リ ン グfiIeprotectionring

フ ァ イ ル ・ ラ ベ ルfilelabel

FORTRAN

複 写(す る)dUplicate

符 号 の 位 置signposition

復 帰 点returnpoint

物 理 レ コ ー ドphysicalrecord
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浮動 小 数 点floa.ting_point

浮動 小 数 点 レ ジ ス タfloating-pointregister

フ フ シbfush

プ ロ グ ラ マprogrammer

プ ロ グ ラ ミン グprogramming

プ ロ グ ラ ミン グ 言 語programmingIangUage

プ ロ グ ラ ミン グ ・ シ ス テ ムprogrammingsystem

プ ロ グ ラ ム

プ ロ グ ラ ム ・ テ ス ト

プ ロ グ ラ ム 内 蔵 式

プロ グ ラ ム 流 れ 図

プ ロシ ー'ジ ャ

プ ロ セ ス 制 御

プ ロ セ ッ サ

フ ロ ック ・

プ ロ ツク 化

ブ ロ ッ ク 化 因 数

プ ロ

分 岐

program

programteSt

StOredprogram

programflowchart

prOcedure

processcontrol

prOcessor

block

blocking

blockingfactor

ッ ク 間 間 隙(IBG) 、inter-blockgap

branch

文 書 化(ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン)documentation

文 法 検 査(シ ン タ ッ ク ス ・ チ ェ ッ ク)syntaxcheck

分 類sort

分 類 項 目sortingfield

ヘ ッ ドhead

変 換conversion

編集(す る)

変数

保 守

補助 記 憶

補助 操 作

'補 数

ボ リュー ム

ボ リュー ム ・ ラ ベ ル

ポ レ リス ・コ ー ド

翻 訳(す る)

edlt

variable

malntenance

aUXiliaryStorage

aUxiliaryoperation

complement

volume

volumelabel

Hollerithcode

translate

-502一

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1
.

2

2

1

3

4

1

2

1

1

2

1

4

3

4

1

1

3

1

4

4

ハ

ハ

ラ

タ

メ

タ

ハ

ハ

タ

ア

ハ

リ

タ

カ

リ

リ

コ

カ

ハ

リ

ハ

リ

リ

タ

ハ

ハ

リ

ハ

タ

ハ

カ

ハ

斑

親

鍵

麹

麹

蜘

麹

紅

鶉

斑

麹

麹

麹

郵

勘

麹

却

却

斑

斑

郵

劃

麹

勘

紅

鶴

窺

知

彰

麹

麹

却

却

割

勘

.}

9
「

、

●

戸●



へ遣

◎

6

」
.ノ

>W

'

'

翻 訳 用 コ ン ピ ュ ー タsourcecomputer

マ イ ク ロ フ ィ ル ム'シ ス テ ムmicrofilmsystem

マ イ ク ロ 秒microsecond

マ ー ク ・セ ン ス ・ カ ー ドmarksensecard

マク ロ命 令

まぜ 合 せ

丸め

ミリ秒

明細 印刷

命令

命.令ア ドレス

命令 コー ド

命令 サイ クル

命令 セ ッ ト

命 令 部

命 令 レジス タ

メ ッセー ジ

メ ツ

目的 プ ロ ≠

文 字セ ッ ト

モ ジュー ル

モニ タ

問題.向き言 語

セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム

ク ラム

USASCIIP－ ド

ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ

呼 出 し(コ ー ル)

ラ イ ト・ペ ン

ラ イ ブ ラ リ

ライ ン ・プ リ ン タ(行 印 字 機)

リア ル ・タ イ ム ・ シス

リテ ラ ル

リン ケ ジ(連 結)

累 算 器(ア キ ュ ム レー タ)

累 乗(べ き)

ル ー チ ン

ト コ
maCrOlnStrUCtIOn

me「ge

round-off

ロ コ
mllllsecond

detailprinting

コ ロ
1nstrUctlon

ふ コ
1nst「uctlonaddress

コ ト
1nstructloncode.

モ お
1nstructloncycle

　 ロ
1nStrUCt10nSet

コ ひ
1nstructlonpart

ロ の ト
rnStrUCt10nreglSter

message,

messageswitchirlgsystem

obJectprogram

characterset

module ・

　
monltor

problemorientedlanguage

USASCIIcode

ロ グ ラ ムUtilityprogram

call

lightpen

library

lineprinter■
テ ム.realtimeSyStem

literal

linkage1・

accumulator

power

ト
routlne

-503一

1

2

3

1

1

2

1

2

1

4

1

1

4

1

4

4

2

1

2

1

2

2

3

2

2

2

2

2

2

4

4

1

■

ハ

ハ

ハ

カ

カ

リ

フ

リ

ハ

ハ

ハ

ジ

フ

ハ

カ

タ

タ

カ

ハ

タ

ジ

カ

ジ

タ

リ

ジ

カ

リ

タ

ハ

ハ

タ

3

2

2

1

3

3

3

2

4

2

3

3

2

3

2

2

4

4

3

2

3

3

3

2

3

3

2

4

2

4

2

3

2

2

4

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

実

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基

実

基

基

実

基

基

基

基

、

」



ル ー プ100P

レ コ ー ドrecord

レ コ ー一■ ド間 間 隙interrecordgap

レ コ ー ド 長recordlength

レ ジ ス タregister

レ ー ス ・パ ン チlacepunch

ロ ー ダloader

ロ ー デ ィ ン グloading

論 理 判 断logicaIdecision

論 理 命10gicalinstruction

論 理 レ コ ー ドlogicalrecord

Yせ ん 孔Y-punch

ワ ー ド ・ マ シ ンwordmachine

実1,実2

基4,1

基2,2

基4,1

基2,4

実3

基3,2

基3,1

基3,1

基2,4

基4,1

基1,3

基2,3
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